UNIVERSITY  OF 
AT  !"riiNOIS  LIBRARY 
AT  URBANA-CHAMPAIGN 
ASIAN 


池 
間 
島 

へ 

そ 
し 
て 

敦 
賀 

へ 

著 
作 
集 
参 
入 

モ 

古 
代 

学 

n 

銅 
の 
神 
の 
足 
跡 
/ 
鍛 
冶 
屋 
の 
母 

谷 

健 

著 
作 
集 

第 

JLL 

巻 

野 
本 

寛 

隼 
の 
し 
お 
リ 

書 
房 

'85. 1 

旅に 出る 時 は 必ず 読み込みたい 書物 を 一 冊リ ュ ック サックの 脇の ポケットに 入れる。 昭和 五十六 年 

八月 上旬、 手 もとに 届いた ばかりの 『谷川 健 一 著作 集』 第 六 巻 (『琉 球 弧の 世界』) を 持って 土 佐 山中の 

焼 畑 調査に 出かけた。 

その 帰り、 愛媛県の 佐 田 岬 を 尋ね、 岬の 先端に むかう 細い 山道 を 歩いて いる 折、 激しい 夕立に 鎮ゎ 

れた。 民宿に 駆け込んで 調べて みると 『琉球 弧の 世界』 の 表紙が 濡れて いて 悔しい 思い をした。 その 

夜 も 『琉球 弧の 世界』 を 読み 継いだ。 中で、 「北国の 旅人 —— 新潟県 人中 村 十 作と 宮古 人頭税 廃止 運 

動」 と 「太陽の 洞窟 11 琉 球の 宇宙観」 が 心に 残った。 前者 は、 文献 資料と 実地 踏査 を 重ねて、 宮古 


の 人頭税 廃止 運動に 身 を 挺した 十 作 を 浮き彫り にした もので、 先 島の 人々 の 受難の 生活が 胸に 響いた 一 

そして 後者 は 臨場感 豊 かに 琉 球の 太陽 信仰 を 実感 させ て くれ た。 

その 年の 八月 下旬、 沖 織 本島 国 頭 村 比 地の 海神 祭 を 見、 久高 島に 渡った。 そして、 その後 は 迷う こ 

となく 宮 古島へ 飛んだ。 それ は 先の 二つの 文章で、 私の 心の中に 宮 古島の ィメ， 'ジが 形成され つつ あ 

つたから である。 特に、 「太陽の 洞窟」 の 中の 次の 文章に は 心 を かきたてられた。 

「宮古 群島の 人び とのた ましい は、 死後、 世 乞いの 日に 池 間 島に あつまる という 伝承 は 確乎と して 今 

も 残って いる。 . また 島に は 灯台の 付近の 銀 合歓のお いしげった 野原に たましいが 天に のぼり 下りす る 

場所が ある。 たましいの 跳躍 台と なる 石 も ある。 たましいの ふみ 台が あると いう 野原 は 池 間 島の 北の 

わびしい ところ だが、 宮 古の 人び とのた ましい をい ざな う ものが ある こと を 認めざる を 得ない」 

ぜひ、 たましいが 天に 昇る 場に 立ち、 たましいの 跳躍 台と なる 石 を 見たい と 思って 池 間 島に 渡った 

の だが、 この 伝承 や、 この 聖地に ついて 詳しい 人 はもう 少なかった。 そうした 中で、 幸いに も、 勝 連 

メガさん (明治 三十 二年生 まれ) からかす かな 伝承 を 聞く ことができた。 

—— 昔、 島の 北の方の 原から 神が 天に 昇る の を 見た ユタが あつたと いう こと だ。 普通の 人に は 見え 

ない が、 神が 天に 昇る 時には 鶏が しきりに 鳴く ので わかる。 神が 天に 昇る 日が 年に  一、 二度 ある。 わ 

たし も、 燃料に する ァ ダンの 葉 を 取りに 行って 先輩から その 場所 を 教わった。 そこで 鶏の 声 を 聞いた 

こと も ある  。 

翌日、 メガさん の 長男 清吉 さんの 案内で メガさん の 教えて くれた 場所 をめ ざした。 銀 合歓の 茂る 農 

道 をき わめ、 砂糖黍 畑の 中 を 歩いた。 蜜の ような 強烈な 匂いに 包まれて 胸が つまった。 


畑 をぬ け、 メガさん の 教えて くれた 道 をた どろうと すると、 そこに はもう 道 はなく、 ァ ダンの 巨卞： 

が 群生して おり、 足 を 踏み入れる こと もで きなかった。 島び と 達が ァ ダンの 葉 を 燃料に しなくな つて i 

から 久しい ので ある。  ； 

神が 天に 昇る という 場所 は 島の 北々 西に 位置す る 小 丘で、 その 南 はかって 風 葬が 行われて いたと い 

う 岩場で ある。 燈 台から 眺めた 小 丘と その 彼方の 青い 海 は 今でも 心に 残って いる。  一 

昭和 四十 九 年 十 一 月 七日、 『朝日 新聞』 夕刊に 掲載され た 「うぶすな」 論の 印象 は 強 か つ た。 谷川 

先生 は それまで 誰も 解く ことができなかった 「うぶすな」 の 語義 を、 福井県の 敦賀 半島の 産 小屋 調査 一 

によって 解明され た。 常宮 では、 産 小屋に 砂 を 敷き、 その上に 藁. ムシ 口  • ふとんと 重ね、 産が 終る. 

と 産 小屋の 砂の 一部 をと りかえ たという。 また、 白木と いう 部落で は 産が 終る と、 産 小屋 を 焼き はら 

つていた とい う 伝承 も 採集し て おられる。 

静岡県の 御前崎から 天龍川 河口に かけての 海岸 部で は、 十二月 十五 日に 屋敷の 中の 地の 神 祭り をす _ 

るので あるが、 毎年、 この 日、 海辺の 清浄な 砂 を 持って きて 地の 神の 座に 敷きつ め、 藁の 祠を 作り か" 

える ので ある。 また、 静岡県 磐 田 郡 浅 羽 町 西 同 笠、 寄 木 神社 境内 社の 津島 神社に も 類似の いとなみが 

ある。 この 神社の 例祭 は 七月 十四日で、 毎年、 その 日、 小祠を 作り かえ、 新しい 砂 を 敷きつ める の だ。 

こうした、 「砂 を 敷く 民俗」 と 谷川 先生の 「産 砂 説」 を 併せて 考えて みると、 お産 は 忌避すべき 穢れ 

ではなく、 実に 神聖ない となみだった という 解釈が できる はずで ある。 産 小屋 を 焼き はらった という 

こと は、 産の 度 ごとに 小屋 を 建て、 そこに 新しい 清浄な 砂 を 敷いて いた ことで あり、 遠州灘 ぞいの 地 一 

の 神 祭りと 通じる ものが ある。  一 


『谷川 健 一 著作 集』 • 谷川 先生の 学問 は 様々 な 示唆と 剌激を 与え 続けて くれる。 多くの 著述の 中に 散 

在す る 地名 考証な ど を、 各地 方で 適用 実証して いくの もお もしろ い。 霊の 赴く 「青」 の 世界 ——- 。 私 

の 住む 藤 枝 市に も 「青 島」 という 地名が ある。 その 中心 は大 井川の 旧 河 道に できた 残存 島嶼で 聖地と 

されて おり、 背後に は 古墳 群が ある。 

著作 集 は 全 七 巻 を 第一 期と して 更に 続刊され ると 聞く。 『常世 論』 そして、 精緻な 『白鳥 伝説』、 そ 

の 彼方に 続く 続 巻の 数々 が 楽しみで ある。 

(日本 民俗学 会 会員) 


私の 「谷川 学」  白 石昭臣 

いまより 十 年 ほど 前になる が、 松 江 市の 県立 図書館で、 出 雲 文化に ついての シン ポジ ユウ ムが 行わ 

れた。 谷川 健 一、 水 野裕、 金 達 寿の 三 氏が、 それぞれの 観点から 意見 を 述べ 討論が くり 広げられ たが" 

谷川 氏 は、 日本 文化の 源流と も 関わる 視点から、 南からの 黒潮に よっても たらされた 古 層に 触れる 話 

をされ た。 会の あと、 私 は、 島根の 伝説に 関する 拙稿 を 渡した ので あるが、 帰途、 偶然に も 同じ 列車 

に 乗り合わせ、 いろいろと ご 意見 を 伺う 機会に 恵まれた。 それ 以前から、 折 口 信 夫 や 民俗学の 論評 を 

新聞 や 著書で 拝見して いた 私 は、 以来、 谷川 先生と およびす る ことにした。 それほどに、 日本海 を 望 


4 


みながら の 山陰 線での 御 教示 は、 私に とって 印象 深い もの だ つ た。 

その後し ばらく して、 九州での 講演の 途中、 私の 住む 大田 市に 寄られ、 私 は静の 岩屋、 物 部 神社、 

三 瓶 山と 案内した ので あるが、 そのと き、 突然 「民俗学と は 何であろう か」 と 尋ねられた。 そして 

「感性」 が、 その 基本に 欠かせぬ もの だと おっしゃった。 私 は、 はっとした。 というより は、 意外に 

思った ので ある。 あの 該博な知識と 豊富な 資料 を 駆使しての 鋭い 洞察力から 生まれる 見解 や 論述と、 

先生の この 言： 一 某と が 一 致す るのに は、 いくらかの 時間が かか つた。 

先生の 学 は、 いわゆる 民俗学の 領域に 納まる もので はない。 だが、 基本に 民俗学が あるの は 確かで 

ある。 先生 は 産 育から 葬 習俗と いった 人生 儀礼 や、 祭祀 儀礼に おける 叢祠の 重視な ど 身近 かな 民俗 事 

象 を 基底に 置く。 カミ 観念に おいても 民間 信仰 を 基に、 従来 「生」 を 中心とした 考えに 対し、 祝 (は 

ふり) と 葬りとの 共通 性 を 示す ような 「死」 の 問題 を もとり あげ、 日本人の 信仰の 基 層にまで 及んで 

いる。 タマ • モノに ついても 完成 霊、 未完成 霊、 邪 霊、 動物 霊 あるいは 精霊、 外来 魂な ど 一面の み を 

観ず、 多面的で ある。 このような 見解 を ふまえた 沖繙 など 南 島 を はじめ、 全国に 資料 を 求めて 展開 さ 

れる 常世 論、 他界 観 は、 私の 感性に 強く 働き かけて くる ものが ある。 従来の、 全国 を ほぼ 均質に いき 

わたる 稲作 文化 を 中核と してきた 一元的な 研究と 異なり、 狩， m や 銅、 鉄の 文化に も 及ぶ 多元な 領域、 

先の タマな どの 問題に も みられる ような 多元な 認識 は、 横に 広がる 現在よりも、 より 原点に 迫ろうと 

する 歴史的な 論と して 展開され ている。 

このような ことから、 私 は、 先生の 学 を 「自己 認識の 学」 であると 思う ので ある。 我々 人間の 基本 

的な 生活 を 支えて いるもの は 集合的 無意識の 世界で あり、 「慣習と か 習俗と いう ほとんど 無意識の 形 


でつくり 上げた もの」 により、 生存して いると いえよう。 この 無意識の 世界と 関わり あう 意識の 世界 

は、 両者の つながりの うえに はじめて 納得の いく ものと なる。 無意識の 世界の 無視 は、 根な し 草の よ 

うな 不安定な ものであろう。 

この 無意識の 世界からの よびかけで 生まれる 慣習 や 習俗 は、 その 国に より、 地域に より 固有な 表わ 

れ方 をして いる。 いわば、 普遍性に 基づく 固有 性と いってよ かろう。 このような 世界 を 己の なかに 確 

認 するとき、 人々 は 納得の いく 思い を 抱き、 心と 生活の 安定 を 得る ことになる。 未来への 指針に もつ 

ながろう。 そのために は、 この 基 層 をな す 庶民の 慣習 や 習俗 を 掘りお こさねば ならない。 それ は、 あ 

る 特定の 一 元の 世界 や 一 時代の ものであって はならない。 断片的な、 説得 性の ない ものと なる からで 

ある。 現代の 多様化す る 社会に あって、 この こと は、 より 重要な 意味 を もつ ものと なろう。 

私 は、 先生の 学に 触れながら その 学 を このように 解釈し、 思い、 理解して いる。 そこに は 人 なつこ 

いほ どの 人間へ の 関心と 愛着 さえ 感じられる。 

柳 田 国 男の 『山の 人生』 の 語り 出しの 一節に は 記録に 基づく 一家 心中の 悲劇が 記されて いるが、 こ 

の 動機と 異なる 別の 記録が 近年、 発見され、 先生 は 『遠 野 物語』 と 同様に 「柳 田の 無心の 選択 をまぬ 

がれる こと はでき なか つた。 ここにお いて 私たち は 忠実な 記録と は 何かとい う 難問の 前に 立ち どまる 

こと を 余儀なく される」 と 述べる。 私 はこの ことばの 言外に、 人間 は 見解 を 述べる に 当って は、 いか 

なる 資料と いえ ども 自己の 感性 をと おして 観る もので あり、 無心に とらえた その 世界 は 無意識の 世界 

を 背景に、 その 人 固有の 世界 を 示して いると いう 意味 を 感得す る。 学説 は 仮説で ある。 感性で とらえ 

た 固有な 世界の なかに 展開され る 普遍性 を 含む 論述 こそ、 多くの 人々 の 共感 をよ ぶ。 既成概念 や 観念 


が 先行す るので はなく、 鋭い 感性に よる 普遍性の ある 先生の 世界 は、 柳 田、 折 口 や、 あるいは ユング 

との 関連 を 思わせながら も 先生 固有の もので あり、 説得 性の ある 学で ある ことから、 私 は 谷川 学と よ 

ぶ のが ふさわし いと 思 つてい る。  (日本 民俗学 会 会員) 


® 編集部 だより 

歴史の 闇 を 見据え、 正史 を 貫く 怨霊の 世界に 踏み 入った 『魔の 系譜』 から、 天皇制 国家 神に 統合 さ 

れ ていった 稲作 信仰の 基 層に 潜む 神々 を鞋 えらせ た 『青銅の 神の 足跡』 『鍛冶屋の 母』 に 至る、 谷川 

民俗学 • 古代 学の 豊饒な 展開 は、 いまこ こに、 この 著作 集 第一 巻から 第 七 巻のう ちに 余す ところな く 

収める ことができた。 

日本の 民俗 をと おして 見た 文化の 核、 その 人間と 自然と 神々 の 交感が、 豊かで 繊細で、 かつ 劇的な 

奔放 さ を 秘めて いた こと を、 柳 田 学 や 折 口 学と ともに、 それらに つづく 谷川 学の 鋭い 透視力の 刃に よ 

つて、 はじめて 明らかにされた。 そして それ は、 日本 民俗学の 未踏の 領域への 確かな 里程標と して あ 

りつ づける。 

谷川 民俗学 • 古代 学の 歩み は、 著作 集 編纂 後 も 止まる こと を 知らず、 日本 文化の 基 層に 伏流す る 水 


脈 を 求めて 飛翔し つづけて いる。 

そこで、 私たち は、 この 著作 集の、 第二の 船出 を 試みる ことに 決めた。 

ここに 完結 をみ た 第一 期 全 七 巻に 引き つづいて、 文学 篇を 加えた 左記の ような 内容で、 第二 期 全 三 

巻 を 刊行し、 その 航跡 を 収めたい と 思う。 

第一 期に 引きつ づき、 御 愛読 下さる ようお 願いいた します。 


谷川 健 一 著作 集 第二 期 全 三 巻 内容 

第八卷 〈民俗学 篇^〉 常世 論 日本人の 宇宙観 

常世 論 古代人の 宇宙 創造 古代人の カミ 観念 王権の 発生と 構造 星と 風 をめ ぐる 観念と 民俗 儀式 

の 演劇 性 他 

第 九 巻 〈民俗学 篇>〉 地名と 風土 

地名— 土地に 刻まれた 文化遺産 地名と 日本人 なぜ 地名 変更に 抗 うか 火の 国の 譜 呼吸す る 民俗 

文化 海 やまの あいだ 他 

第十卷 〈文学 篇〉 海の 群 星 わたしの 「天地 始之 事」 最後の 攘夷 党 

A5 判/ /上製 函入 各 巻 平均 五 〇〇 頁 定価 未定 

一 九 八 五 年 五月より 刊行 予定 


谷川 健 一 著作 集 
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序説 耳と 目の 結婚 


戦後 『記紀』 批判 論の 有効性と 新たな 方法論の 確立 

『記紀』 や 『風土記』 など、 古代の 記録の 中に 含まれた 神話 や 伝説、 さて はさま ざまな 挿話 や 逸話の たぐい をす 

ベ て 新し い 年代に 引き下げて 理解しょう とする 方向 は、 戦後の 古代史 学の 世界 を領 導して いると 言 つ て も 過言で 

はない。 戦前の 皇国 史観 を 批判す るのに、 そうした 方法論の 成果 は 充分 あがって いる。 それに 対して、 これら 

『記紀』 『風土記』 の 伝承の 一部 は、 もっと 古くから 存在した と 見る こと もで きな くない。 この 考え方から すれば、 

それらの 古伝 承の 中の ある もの は、 天皇制の 成立した 世紀より 以前に 存在し、 それが 天皇の 権威 を 裏付ける よう 

に、 再編 制させられ、 かつ 利用され た、 とする ので ある。 

私が このような 考え方 をと るよう になった の は、 僻地 や 離島、 とくに 沖 織 にくり かえし 旅行 をして、 その 土地 

の 人た ちと 接触した おかげで ある。 彼らの 話す こと を 聞く と、 五十 年、 百年 前ので きごと を 昨日の ことのよ うに 

話す。 この こと は、 単調な 時間の 支配す る 隔絶した 生活環境 にあって は、 伝承 は 苦 もな く 数 世紀 を 生きる こと を 

告げて いる。 
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もちろん 『記紀』 や 『風土記』 の 伝承の なかには、 ごく 新しい 時代、 すなわち それらが 編纂され た 時代に 作ら 

れ たもの も 多く あるに ちがいない。 また 古伝 承 を 修正し 縫い合わせる 作業 は、 慎重 かつ 大胆に おこなわれる こと 

はこと あらためて いうまでもない。 しかし、 この 縫い合わせ たもの をば らばら にして 検討した 場合、 新しい 時代 

の 所産とば かり はいえない もの も ある こと を 感じる。 

『記紀』 に 含まれた 古伝 承の 中には、 新しい 時代の 条件 や 人物と むすびつけて 説明され てはいる が、 じつは 固有 

名詞 をぬ きにして みると、 はるか 以前の 時代の 伝承で あるば あいが 往々 にして ある。 固有名詞 を 入れ替え ただけ 

で 同一 の 骨子の 伝説が、 伝播し 普及して いく 例 は 枚挙に いとまがない。 古代で もこれ に 類す る ことが 多くあった 

にちがいない。 『日本書紀』 が 異書ゃ 異説 を 並べて いる こと は、 その 間の 消息 を 物語って いる。 

したが つ て 戦後の 歴史学が 古伝 承の 年代 を 戦前の 皇国 史観に よ つ て比定 された 時代より はるかに 引き下げ たの 

は、 『記紀』 批判と して 当 を 得て いるが、 一方 この 古伝 承 を 古代 天皇制の 開始の 時代より 引き下げて 考える の も、 

『記紀』 批判と して 有効で ある こと を 私 はこ こで 主張して おきたい。 

歴史的 時間の とりあつかいに は 二通り あると おもう。 一 つ は 個人の 意識と かかわり なく 生起す る 政治 や 社会的 

条件、 たとえば 戦争と か 政権の 交替 を あっかう ばあいで ある。 このと きの 歴史的 時間 は 一年 やひと 月と いうき め 

のこ まかい 単位の 厳密 さが 要求され る。 これに 対して 十 年 一 日の ごとき 生活 を くりかえす 常 民の 中に 保持され て 

きた 意識 を とりあつかう ときの 歴史的 時間 は、 親、 子、 孫の 三代、 つまり ほぼ 一世紀 を ひとつの サイクル として 

くりかえ すから、 数 世紀に わたる 時間 を 単位と しても すこしも おかしな もので はない。 これ を 歴史学の 立場から、 

厳密 を 欠く と 非難す る こと は あたらない。 社会の 表層に 継起す る 激しく 小刻みな 時間の ながれと、 常 民 生活の 意 

識の 深層に 流れる 緩慢な 時間 は、 それぞれ 別の 秩序に 属する。 古伝 承の 時間 を あっかう のに は、 歴史学の 厳密 さ 

と 別の 厳密 さが 必要で ある。 


9 序説 耳と 目の 結婚 


つまり 私 は 『記紀』 の 中で 古代 天皇制に つごうの よいよう に 縫い あわされ， ぬりこめられた 伝説 や 物語な どの 

なかには、 天皇制の 成立 以前に さかのぼって 検討し なければ ならない もの も ある こと を、 方法論と してまず 確立 

したいと かんがえる。 それ は 古伝 承に かぎる もので はない。 地名 もまた 古伝 承 以上に 古代 天皇制 以前の 社会 を さ 

ぐるのに 強力な 武器で ある。 

たとえば 『古語 拾遺』 に、 鉄鐸を 古語で は 「さなき」 というと ある。 この 「さなき」 の 名 を もつ 土地 (佐那 具、 

佐 鳴、 猿投、 散吉) から 銅鐸が 出土した とすれば、 「さなき」 という 地名と 銅鐸との 関連 を おしはかる ことが で 

きょう。 『古語 拾遺』 の 書かれた 九 世紀の 初頭に は、 銅鐸が いかなる もの か 全く 忘れられて しまって いた。 そこ 

で鉄鐸 だけ を 「さなき」 と 思った のか も 知れない が、 もともと、 銅、 鉄に かかわらず、 金属製の 鐸を 「さなき」 

と 呼んだ と 思われる ので ある。 「さなき」 の 名の 土地が 幾 箇所 かあつて、 そこから 銅鐸が 出土した とすれば、 そ 

れは 両者の 関係が 密接な ものである こと を 物語る もので あり、 そのこと から、 「さなき」 という 地名 は 銅鐸の 

埋納 された 弥生時代にまで さかのぼ つ て 命名され たもので あると 知れよう。 

また、 『和名 抄』 にあ げられ たいくつ かの 「伊福」 という 地名の 場所から 銅鐸が 出土した とすれば、 この 「伊 

福」 が 古代の 鍛冶 氏族で ある 伊福部 氏の 居住した 場所で、 銅鐸 もまた、 伊福部 氏が 製作した ので はない かとい う 

疑いが もたれよう。 

古来、 日本人の 人名の 八 割 は 地名に 由る ものと されて きたが、 この 伊福のば あい も 例外で はない。 ィ フクの ィ 

は 発語で あり、 接頭語で ある。 フク は、 フィゴ (吹 子) を 意味す る ものであろう。 古語で 肺の こと を 「ふく ふく 

し」 といって いるが、 これ も 人間の 肺臓が フィゴ とおな じ 作用で あると ころから つけられた 名で ある。 現在で も、 

原料 を 溶かして 銅 や 鉄の 塊 をつ くる こと を 「銅 を 吹く」 とか 「鉄 を 吹く」 といい、 そうした 作業場 を 「吹 屋」 と 

呼んで おり、 吹屋 はまた 地名と して 残って いる。 であるから、 弥生時代に は 銅鐸 を 作る 人た ち は、 たんに 「フ 
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ク」 とか 「フ キ」 と 呼ばれて いたのであろう。 そうした 人た ちの 住んで いる 地名が フク または フキ であると され、 

それが 更に 古代の 伊福部の 名の 起り にもな つ たと 私 は 思 つてい る。 

このように、 文献 記録の 裏付けがなくても、 地名 は 考古学 的な 遺跡と むすびつけて 考える ばあい、 それが 名づ 

けられた 時代 を 推定す る ことができる。 それば かりで はない。 その 土地に 古い 伝承が からんで いたり、 そこに 由 

緒の ある 神社が 存在 するとき、 それら をと おして 過去の 姿が 照し 出される。 その 例 を、 一、 二、 左に 記そう。 

「神武 紀」 に は 神武 東征の 軍が 熊 野の 神邑 にいた つて 天 磐 盾に のぼった ことが 記されて いる。 タケ ミカ ズ チノ 神 

たかくら じ 

が 高 倉 下と レぅ 者の 夢に あらわれて、 自ハ 刀の 剣 をお まえの 倉の 中に おくから、 それ を 神武 帝に たてまつれと 命じ 

た。 そこで 高 倉 下が 倉 を 開けて みると、 なかから 剣が 出て きたので それ を 献上した 云々 という 記事が 載って いる。 

この 天 磐 盾 は 現在の 新宮 市に ある 熊 野 速 玉 神社から 南 七 町ば かりの 神 倉 山の 山頂に ある 巨岩で、 まるで 大きな 蛙 

のよう なか つ こうで うずくま つ ている から、 土地の 方言で ゴ トビ キ 岩と 呼ばれて いる。 ビ キとは ヒキガ エルの こ 

とで ある。 そこ は 高 倉 下が 神剣 を 発見した 庫址 とされて いる。 この ゴ トビ キ 岩の 下から 銅鐸が 出土して いる。 こ 

のこと は 『記紀』 の 伝承 をけ つして おろそかに 扱って はならない こと を はっきりと 告げて いるので ある。 

もう 一 つの 例 を あげる。 『出 雲 国 風土記』 の 大原郡 神 原の 郷の条 におよ そ 次の ような 記事が ある。 

「古老の いい 伝える ところでは、 天の下 をお 造りな された 大 神の 神 御 財 (神宝) を 積んで 置き 給うた 場所で あ 

る。 だから 当然 神 財の 郷と いうべき だが、 今の 人 はた だ 誤って 神 原の 郷と いっている だけで ある」 

この 神 原 神社の 境内の 古墳の 中から 戦後、 全国で 二枚目の 発見と いう、 景初 三年 銘の 鏡が 出土して 人び と をお 

どろ かした。 景初 三年と は魏の 年号で 二三 九 年に あたる。 また この 古墳に は 三角 縁 神 獣 鏡の ほかに、 多量の 鉄製 

品が 副 葬され ていた。 これ を 見る と大 神が 神宝 を 積んで おいた 場所と いう 伝承 は、 これらの 鏡 や 鉄製 品 を 埋納し 

た 事実 を 知る 者の 生きて いた 時代から 伝わ つていた と 見るべき である。 


右に あげた 第一の 例の ゴ トビ キ岩、 つまり 天 磐 盾の ある 場所に は 神 倉 神社が 祭られて いる。 また 第二の 例で は、 

神 原 神社の 所在地から 鏡が 出土して いる。 これらの 例 を みても 分かる とおり、 その 土地の 古伝 承と むすびついた 

神社 は、 過去 を さぐる ためにき わめて 重要な 存在で ある。 

私 はこれ まで 神社 はかつ て 土地 の 有力者の 墓所で あ つ たという 考え を も つていた。 つまり 祖先崇拝の 場所が 神 

社の 起源で あり、 そこに は 祖先の 骨が 埋められ ていたと 見る のが 妥当で あると 推定して きた。 この 考え を 今更 あ 

ら ためる 必要 はない。 しかし、 ここに かりに 神社の 境内に 銅鐸が 埋納 されて いたと したら、 その 神社 は 古墳 前期 

よりも 以前の 社会、 すなわち 弥生時代に すでに 聖域と して 存在した と 見る ことが 可能で ある。 つまり、 神社の 起 

源 は、 埋葬の 場所で 祭祀が いとなまれ ていた 古墳 前期と いう 想定の 線 を さかのぼった 弥生時代に 求める こと も 無 

理 ではなくなる。 

この こと は 本論に おいて 詳しく 論証した いが、 事実、 諸国 一 の宮と 称される 古社の 境内 あるいは その 近傍から 

銅鐸が 出土す る 例が ある。 一 の宮 だけでなく、 他の 古社 を も 含める とすれば、 その 例 は 二十 近くに のぼる。 私に 

は これらが けっして 偶然で あると はお もえない。 一 の宮は 平安 末 あるいは 鎌 倉 期に 成立した と 考えられて いるが、 

. こうして みると 地域 住民の 尊崇 ははる かな 弥生時代にまで たどり 得る ものの ようで ある。 もちろん 一 の宮 のす ベ 

婚 てが そうで あるな どと 言おうと する もので はない。 その 点 誤解の ないように 念 を 押してお きたい。 しかし、 一 の 

f 宮の 1^ 在 也と 銅鐸の 出土 地の 重なり合う 例が いくつか ある こと は 否定で きない 事実で ある。 そうした とき、 これ 

^ を 弥生時代の 聖域の 跡と 考える こと はさして 不自然で はない。 つまり、 神社の 起源の 年代に も 二通り ある ことが 

説 知られる。 一つ は 弥生時代の 銅 It の埋納 地に はじまる もので あり、 おそらく そこ は埋納 地で あるば かりで なく、 

序 祭祀の 場所 を も 兼ねていた のであろう。 二つ は 古墳から 出発す る もので あり、 土地の 首長な どを祀 つた 場所が 神 

I 社と なって いった ものである。 
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古代 へ の 架橋と しての 古地 名 • 伝承 • 氏 族 • 神社の 組合せ 

ここで、 古伝 承が どの位、 時間の 腐蝕に 耐える もので あるか、 一、 二の 例 を 示して おこう。 

いいと よ  いちのべ の おし は  お 

『古事記』 によると、 飯 豊の青 皇女の 兄に あたる 市 辺 之 忍 歯 王 は 雄 略 帝の ために 誘殺され た。 そのと き 王に は 意 

祁、 袁祁の 二王 子が いたが、 父が 殺された と 聞いて 逃走した。 山城の _ ^羽 井、 現在の 京都府 綴 喜 郡 井手 町 玉 水の 

あたりまで きたと き、 猪 m の 老人が やって きて 食糧 をう ばった。 二人 はさら に 逃げて 播磨 国に 行き、 志自牟 とい 

う 人の 家に 身 を かくした。 

私 はこの 話 を 調べる ために 現地 をお とずれ た ことがある。 玉 水 水 主の 東 隣り に 青 谷と いう 地名が 見付かる。 そ 

いちの ベ  あざ  おおしば 

こ はかって は 青 谷 村であって、 市 野辺と いう 字 名 も 現在の こって いる。 土地の 老婆に たずねて みると、 大柴 とい 

う 場所が あって、 昔 そこに 王子が 住んで いたと いう 伝承の ある こと を 教えて くれた。 大柴 というの は、 市 辺 之 忍 

歯 王の 忍 歯に 由来す る もので あり、 王子と いう 言葉から 大柴の 名が 生まれた ので はないで あろう。 この 大柴の 地 

名に まつわる 俗伝 は、 『青 谷 村史』 にも 載って いない。 したがって それ は、 知識人が 『古事記』 の 故事に のっと 

つて、 あとで 土地に くっつけた 伝承で はけつ してない。 しかも 市 野辺と か大柴 (忍 歯) という 地名が 今日に 伝え 

られ 残って いると いう こと は、 私に とって は 大きな 衝撃であった。 おそらく 市 辺 之 忍 歯 王の 名 もこの 地名から と 

つた ものである とさえ 推定され るので ある。 大柴 のさき の 青 谷に 粟 神社が まつられ ていた。 青 谷と いう 言葉と 照 

し 合わせて、 私の 考えで は、 粟 は 青の 訛で はない かとお もう。 なぜなら、 市 辺 之 忍 歯 王の 妹 は 青 皇女だった ので 

ある。 

もう 一 つの 例 は、 兵庫県 加 美 町の 的 場に ある 荒 田 神社に まつわる 伝承で ある。 この 神社の こと は 『播磨 国風 土 

みちぬ しひ めの みこと  うけい 

記』 にみ えてい る。 すなわち、 道主 日 女 命が 父な し 子 を 生んだ。 盟酒を 作る ために 町 七 町に 稲 を 植えた ところが 


あめの まひと つのみ こと 

七日 七夜の 間に 稲が 実った。 酒 を 作り、 諸 神 を あつめて、 宴会 を 開いた。 道主 日 女 命の 子 は. 天 目 一 命 に 酒 

を ささげた。 そこで その子の 父親が 分かった。 そのの ち 田が 荒れた ので、 荒 田の 村と 名 づけた I という 話で あ 

る。 

子どもの ささげた 酒 を 飲んだ 相手が その子の 父で あると いうの は 『山城 国 風土記 逸文』 などに も 見られる から、 

当時そう した 風習が おこなわれて いたか、 伝承と して ひろく 分布して いた ことがあった のであろう。 

ところで 私 は 的 場の 荒 田 神社の 番をして いる 老人から 次の ような 話が 今な お 現地に 残って いると 聞いて まった 

くお どろいた。  、 

昔、 この あたりに 一人の が 住んで いて、 落葉 清水と 称する 神 泉から 水 を 汲んで は、 それで カビを こしらえ 

(甘酒 をつ くると いう 方言)、 ぎ.！：^ 道 を 通って は 神の 御 許に 酒 を ささげ、 お祭り をして いた。 この 姥神は 目 一 っ皇 

I ^の 家内と いわれて いた。 彼女 は 酒 を 作る 米の とれる 時分に は 火の車に 乗って 往来す る。 その 車に あう と 人 は 死 

ぬ。 今でも この あたりで 交通事故の 多 いのは そのため である。 云々。 

この 話 は 『播磨 国 風土記』 の 説話と 酷似して いながら、 その 模倣で はない こと は、 素朴な 語り口から 推察され 

る。 お、、 よ あさんの 神が 甘酒 を こしらえる というの は どこでも ありふれた ことで ある。 それが 道主 日 女 命であった 

澄 とす， ま、 峠の 茶屋の 老婆 を 彷彿させる。 ここにい う 神 立 道の 「神 立」 はもと は カム タチ であろうが、 カム タチ 

f は 鐘の 古名で ある。 そして 今 も 神 立と いう 屋号の 酒造業が そこで いとなまれ ている。 もとより それ ははる か 後世 

と に はじめられ たので あるが、 時代 を とびこえた 一致と いう ものが 感じられ、 奇妙な 気持に ならずに はすまない。 

説 落葉 清水と 称する 場所 も 現に 残って いる。 

序 ここで 肝心な こと は、 この 説話が 『播磨 国 風土記』 など まったく 知らない 人び との 間で 保持され てきた ことで 

I ある。 常 UK の 生活の 中で 守られて きた 伝承の 息の ながさに、 あらためて 眼 を 見張る 気がする。 平 城 宮址の 大極殿 
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あとの 発掘の 端緒に なった の は、 その 付近の 人が 大黒の 芝と 呼ぶ 地名に 耳 をと めた からであった。 また 出 雲 国 庁 

あとの 所在 をつ きとめる のに も、 古い 検地 帳に 「こくて う」 と 記されて いるのに 注目した 人の あつたの が、 きめ 

手と なった。 

今日の ように 民俗 現象が 急速に 衰退して いると き、 それに かわるべき ものがなくて はならない。 そこで 私 は 古 

い 記録の なかの 伝承、 さて は 口碑と して 残る 民間 説話の たぐい を 重視す る。 それと 共に その 土地に 縁 由の ある 神 

社 や 古代 氏族 名 も 欠かす ことので きない 対象で ある。 古い 地名、 伝承、 氏族、 神社。 この 四つ を 組み合わせる こ 

とで、 文献 記録 だけで はた どれない 古代に 遡行す る ことができ ると 考える。 もとより そこに は 史学 や 考古学の 助 

けが 大いに 必要で あるが、 それ とても あくまで 民俗学の 方法から 出発 するとい う 順序 を ふまえて いなけれ ばなら 

ない。 しかし 民俗学が 従来の ような やり方で 残存 文化 を 追求し 調査 するとい うだけ では、 日本人の 信仰 や 意識の 

古 層 を 把握す る こと はも はや 困難で ある。 日本 民俗学の 方法論 上の 弱さ は、 近年ます ます 露呈しつつ ある。 それ 

を 補強す るた めに それなりの 方法 上の くふうが 要請され ている のが 今日の 状況で ある。 私が 本書で とった 方法 は、 

大きく いえば 民俗学 的な 方法と いえよう が、 しかし、 本書の ように これ を 方法論と して 明確に 意識し、 地名、 人 

名、 神社 名、 古伝 承 を 縦横に 援用して 事実に 肉迫した 例 は、 これまでに はなかった ので はない かとお もう。 

稲作 文化 偏重が 生む 日本 民俗学の 致命的 暗部 

日本 民俗学 は 稲作 文化 を 中心とした 学問で ある。 その 民俗学が 古代史と むすびつく ときに、 何もかも 稲作 文化 

の 側面から 眺めよう とする 偏った 視覚の 弱点が 暴露され てく る。 ふりかえって みれば、 弥生時代と それに 先行す 

る 時代と を 区分す る 二つの 大きな 指標 は、 稲作の 開始と 金属 器の 登場であった。 この 二つ は 密接な 関係 を もって 

いる。 鉄製の 農具が 日本の 稲作 を 飛躍 させた という だけで はない。 銅 や 鉄の 武器が 相手 を 殺傷す る 鋭利な 道具で 


ある ことから、 国家の 原始的な 萌芽が 形成され た。 原始 国家 は 稲作に よる 富の 増大 を 背景に 勢力 を 伸す という 

稲作と 金属 器の 相関関係が 看取され る。 さらに は 銅鐸に せよ 銅鏡に せよ、 呪 器と して 珍重せられ、 鉄 刀 もまた 邪 

気 払いと して 日本人の 信仰の 儀礼に 欠かせない ものであった。 この こと を 考える とき、 弥生時代 以降の 日本 文化 

のニ大 支柱で ある 稲作 文化と 金属 器 文化が、 支配者 層 はいう まで もな く、 民間 社会の 中に も 深く 根 を 下ろして い 

つたと いう 事実 は 否定し がたい。 

それ にもかかわらず、 日本 民俗学 は 「藁の 文化」 すなわち 稲作 文化の みに 固執し、 金属 文化に 注意 を 払わな か 

つた。 それ は 柳 田 国 男の ひきいる 民俗学が、 日本の 常 民の 信仰 を 信仰 一般と して とりあつかつ たという 点に も 問 

題が ある。 柳 田 は 職業が 異なる につれ て それぞれ 信奉す る 神 もちが うとい うこと を 深く 配慮せ ず、 信仰 一般 を あ 

まりに 強調し すぎた。 いずれにしても、 日本 民俗学の 稲作 文化 偏重が 金属 器の 主題 を おろそかに したの は、 否定 

できない とおもう。 民俗学 者の 中には、 高 崎正秀 のように、 金属の 問題に 目 を 向けた 人 もい なく はない。 しかし 

それ はき わめて 稀な ケ ー ス である。 高 崎 正秀の 影響 を 受けて、 福 士幸次 郎ゃ宍 戸 儀 一が 後半生 を 棒に振って 鉄の 

主題 を 追求し つづけた が、 民間 学者の 宿命と して 学界から は ほとんど 顧ら れる ことなく その 生 を 終えた。 中国 山 

地の たたら 産業に ついては、 地元の 一部 学者、 たとえば、 石 塚 尊 俊、 牛 尾 三千 夫、 また 宮本常 一な どの 諸氏に よ 

婚 つて 研究が なされて きたが、 それ 以外の 地方の 学者 は 無関心であった。 

f ここにお いて 民俗学 者の 中から 一 つの 反論が なされる こと はまちが いない。 柳 田 国 男 は 『 一 目 小僧 その他』 で 

と 金属と 民俗 文化の 関わりに 言及して いるので はない か、 と。 たしかに 慧眼な 柳 田 はこの 問題 を 見逃す こと はな か 

説 つた。 この 書物 は 柳 田 もとく に 愛着の 深い もの だと その 序文に 述べて いる。 彼が そこで 提出した 仮説、 すなわち- 

序 大昔に 神 を 祭る 人 を 殺す 風習の あ つ た その 名残りが、 のちに はいけ にえと して 目をつぶして 他の 常人と 区別す る 

I やり方に 変り、 それが 目 一 つの 神の 伝承と して あらわれ ている という 説 は、 極めて 魅力に 富んだ ものであって、 
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大向 うの 喝采 を 博した ものである。 だが、 それに は 大きな 疑問が ある。 私の 考えで は、 目 一 つの 神 は、 銅 や 鉄 を 

精鍊 する 人た ちに 多い 職業病に 由来す る。 長い 年月、 炉の炎 を 見つめながら 作業 をお こなって きた 人た ち は、 い 

つし か 眼 を 傷つけ、 一 眼 を 失する ことが 多い。 私 はそう した 自分の 仮説 をた しかめる ために 『一 目 小僧 その他』 

の 中に 柳 田が あつめて おいた 実例 を 片端から 検討し 直し、 眼 を 傷つけ る 神の 伝承が、 ほとんど 例外な く 銅 や 鉄と 

むすびつ くこと を 明らかにした。 つまり 私 は、 『一目 小僧 その他』 という 土俵の 中で、 これまで 柳 田から 胸 を 貸 

して もらった 学 恩の 一 部 を 返した と 思って いる。 

柳 田の 金属に かかわる 姿勢 は 中途半端 であり、 徹底 を 欠く ものであった。 それ は 彼が 稲作 文化に 固執し、 さま 

ざまな 階層の 信仰 を 信仰 一 般の 中に 解消した からで ある。 しかし 私 は 銅 や 鉄の 問題 を 調べて いくに したがって、 

奇妙な 事実 を 発見した。 それ は、 銅 や 鉄 を とりあつかう 職業の 分野で 論じなければ ならない ものが、 稲作の 分野 

に 置き かえられて、 農民の 視点から 論じられ ている ことが 多い という ことで ある。 この 「すりかえ」 はいつ どの 

ようにして おこなわれ たか。 それ は 大変 興味 ある 問題で ある。 ここで はさし ずめ、 一、 二の 例 を あげてお く。 

猛風ゃ 強風 は、 野 だたら と 呼ばれる 原始的な 製鉄 方法 をお こなう ときに なくて はならない もので あり、 鍛冶屋 

や 铸物師 に 大変 よろこばれた。 それが いつの 間に か、 風の 神と いえば めぐみの 風で なく、 農作物に 被害 を 与える 

風 を しずめる 風と みなされる ように 変わった。 そして 今 は、 もっぱら 風 を 防ぎ しずめる ものが 風の 神と 理解され、 

すこしも あやしまれる ことが なくなった。 日本 民俗学 もまた、 農民の 心情 を 忠実に 代弁し、 風が 鍛冶 やた たらの 

仕事 をす る ものに と つ て どのような 意味 を も つ てい たかを 知ろうと はしない。 

しかし、 製鉄業 者に 風が 歓迎され たこと は 兵庫県の 『多 可 郡 誌』 が 伝える 次の 記事で も 明らかで ある。 この 神 

おおぎ 

社 は 兵庫県 西 脇 市の 大木 町に あって 天 目 一 箇神を まつる が、 今日べ つの 場所に 移転して いる。 

「(かって 神社の あつたと ころに は) 田圃の 中に 不規則ながら 犬なる 礎石が 多く 残って いる。 此石は 耕作に 頗る 邪 
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魔物で あるに 拘らず 取って 除かな いのは 祟りが あると 恐れて いるから である。 此 礎石の ある あたりに は 古墳 土 

器の 破片が 多く 散乱して いる。 これ は 恐らく 古代 神社の 祭器の 遺物であろう。 ことにお どろいた のは此 田圃の 

中に 夥しく 銕を 溶解した 金属 や 炭が 多く 散乱して いた 事実 はこれ こそ 大 問題の 証拠物件 である。 どうして もこ 

の 古代 祭器の 類と 共に 溶解 鉄が 出る とすれば、 鍛冶の 祖神を 祀られ た 地と いう こと は寸 毫も 否認す る 余地 はな 

いので ある。 それの みならず 地方の 人の 話 を 聞く と、 近い 頃まで 陰暦 十一月 八日 は此 神社の フィゴ 祭と 云う の 

で、 但馬、 丹 波、 和 泉の 遠方、 近く は 三 木、 姫路 あたりから 鍛冶 職の 人が 盛んに 参詣した もの だ。 そうして 此 

4 li^ かや If- &、 4 きれる。 雪と か 風と かで 天候が 悪ければ 悪い 程 参詣人が 恐悦す る。 快晴で あると 頗る 心配す 

る。 それでもし 祭日に 天候が 暴れる と 其 年 はよ く 火が 立つ と 云って 喜んだ もの だ」 (傍点— 引用 者) 

風にたい する 観念 は 鍛冶屋 や 錄物師 と 農民と では このように ちがう ので ある。 

もう 一 つ の 例 を あげよう。 

大阪府 柏 原 市の 雁 多 尾 畑の 近くに 金 山彦と 金山 比 咩のニ 神が まつられ ている。 雁 多 尾 畑の 「雁」 は 朝鮮語の 力 

ル、 すなわち 刃物 を 意味す る 語で あり、 「多 尾」 は タヮ、 すなわち 峠 を 意味す る。 このように 金属に 緣 由の ある 

語が、 地名と そこに 鎮座す る 神社 名と して 残されて いる。 

ところで 山 本 博 氏 は 『古代の 製鉄』 のなかで、 龍 田 神社の 西の 山な みに つながる この 雁 多 尾 畑の 近くで 二 力 所 

の II 滓 を 発見した と 記して いる。 そこ は嶽 山の 北側に あるが、 その 更に 北に ある 御座 峰から 吹きつける 自然 風 を 

利用して、 製鉄が おこなわれ ていた。 御座 峰 は 古くから 龍 田 神、 すなわち 風の 神の 降臨す る 聖地と されて いて、 

今もって 毎年 四月 四日の 龍 田 神社の 例祭の 日、 神官が 登山して 祭祀 をつ づけて いる。 また、 嶽 山の 13 上に 金山 比 

咩 と金 山彦の 二 神が まつられて いたのが、 現在地の 雁 多 尾 畑の 位置に 下りた の だと 山 本 氏 は 推定して いる。 御座 

峰の 風神 も天武 朝に なって 現在地の 大和 国に 移した とする。 『日本書紀』 の天武 帝の 条に、 広 瀬、 龍 田の 祌を祀 
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つたと いう 記事が 一度なら ず 出て くるが、 こうして みると き、 その &には 野 だたら で 鉄 を 吹いて いた 人た ちの 信 

仰が よこたわつ ている こと は 明らかで ある。 大和の 龍 田 は、 飛鳥 や 三輪 山麓から 見て 西北の 方角に あたる。 西北 

から 吹く 悪い 風 を 防ぐ という 思想から、 ここに 風神の 社が まつられた。 この ことにつ いて 山 本 氏 は 「この 風神 は 

天武朝 以前から 龍 田 山の 各所で 製鉄 をお こなった 金山 神 一 族が 祀 つていた ので ある。 いわば 製鉄 技術者の 守護神 

である 風神が、 農耕 守護神と して 大和 朝廷に 横取りされ たわけで ある」 と 極言して いる。 私 もまた 山 本 氏と おな 

じょうに、 『記紀』 の 編纂され た 時期に、 鍛冶 氏族の 奉じた 風神が 農耕 神へ と 移行した と 考えて いる。 

そうした 「すりかえ」 は 八 世紀 初頭に はすで に 見られる。 したがって、 日本 民俗学が 八 世紀 以来の 風神の 観念 

を そのまま 受けつ いだと しても、 別にお どろく こと はない。 この 切り換え は 支配階級の 作為に とどまらず、 日本 

の 常 民の 意識が その 頃から 変化した こと を 物語って いる。 つまり 農民の 心情 を もって 一 般の常 民の 心情と する こ 

とが、 あやしまれ もせずに 通用す る 時代に なった ので ある。 

柳 田 国 男 監修の 『民俗学 辞典』 に は、 風 祭と いえば 「作物 を 風害から 守る ために 祈願す る 祭」 であると 規定し 

ており、 「風 祭で 古来 有名な ものに、 伊勢の 風 ノ宮、 龍 田の 風神 祭が ある。 奈 良で 有名な 纒 向の 穴師山 および 延 

喜 式の 神 名 帳に 出て くる 諸国の 穴師 神社 も 風神 を 祭った ものら しい」 と 例 を あげてい るが、 これら はすべ て 農民 

の 側から 眺めた ものである。 つまり 風の 神と いえば、 例外な く 風 を 鎮める 神と みなされ ている。 

また 同 辞典の 「稲荷 信仰」 の 項の 説明 をみ ると、 田の神の 信仰、 田の神の 使いと しての 狐の 信仰、 また 田の神 

から 引き出される ミケッ 神、 すなわち 食物の 神の 信仰と いう 風に 規定して ある。 京都 伏 見の 稲荷 神社に も 触れて 

あるが、 右の 規定の 中での 説明に 終始して いる。 しかし 一方、 稲荷 を 鍛冶の 守りが みとす る 信仰 も 古くから 見ら 

れ るの は 事実で ある。 旧 十一月 八日の ふい ご 祭の 日 は、 稲荷の 祭日と も 重なり あう。 伏 見の 稲荷 神社の 御 火 焚の 

祭 もこの 日に おこなわれる。 稲荷と 鍛冶との むすびつき は 『民俗学 辞典』 の 定義で は 律し 切れない もの を もって 
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いる。 

柳 田 国 男 はまた 雷神と 小人との 関係 を 論じて いながら、 雷神 を 鍛冶 神と して は 理解し ない。 そして 桃 太 郎ゃ瓜 

子 姫と 同様に 小さ 子 を 神と する 風習と して ながめる だけに 陥って いる。 しかし 鍛冶屋と しての 小人の 話 は ひろく 

世界に 分布して いる。 北欧な どで は 小人 はす ぐれた 鍛冶の 腕前 を もっている とされ、 また 坑夫と して 働く の も 小 

人で あると 考えられ ていた。 もとより 伝説に すぎない が、 そうした 言い伝え は、 はるかな 時代に 海 を 度って 日本 

列島に もや つ てきた と 思われる。 

その もっとも 端的な 例が、 あとでく わしく 触れる ことになる 「赤銅の ャソ タケル」 である。 「神武 紀」 に はこ 

れら铸 銅 者と 思われる 集団 を 小人 (侏儒) として 表現して ある。 また 雷 を 「小 子」 と 表現した 例 は 『記紀』 や 

『今昔 物語』 にいく つか 見つかる。 そして、 それ を 名に した 「子 部」 とか 「小 子 部」 という 古代 氏族が 存在した。 

小 子 部 雷な どの 名が 史書に 見える ように、 この 氏族 は 雷と 関連 を もつ 挿話の 持主で ある。 もしそう した 眼で 雷神 

小人の 説話 を 仔細に 見れば、 それらが 鍛冶と むすびついた 話で ある こと は 明らかで ある。 

金属 神から 農耕 神へ 11 二つの 文化の 逆接 構造 

鍛冶 神から 稲の 神へ の 変貌が すでに 『記紀』 編纂の 時代までに 見られる ことから、 日本の 民俗学 は それ を 忠実 

に 反映した ものである こと は 理解され たと おもう。 この こと は、 天孫 降臨 神話に おいても たしかめる ことができ 

る。 この 神話に は 『日本書紀』 の 本文と 異 伝との 間に さまざまな 差違が あり、 また 『古事記』 の 文章 もちが つて 

いる。 これらの 異同 を 比較 研究した のが 三 品彰英 である。 三 品の 作製した 図表 を 次に 掲げて、 それに 対する 私見 

を 加えて みょう。 

この 図表 を みれば 一 目 瞭然で 贅言 を 要しない。 最初 は タカ ミムス ビが 降臨の 司令 神であった のが、 のち アマ テ 
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ラスに 移った ので ある。 その 古い 形態 は、 S まず 司令 神が タカ ミムス ビ のみで ある こと。 S 降臨 神が 二  ニギ であ 

つて、 オシ ホ ミ ミが 関与し ない こと。 ③ 二  二 ギが マドコ ォブ ス マ におお われて 天下り をす る こと。 S 神勅 や 神器 

の 授受がない こと。 ：S そして 随伴す る 神々 もない という ことで ある。 要するに 農業 神で ある アマ テラスが 前面に 

でて くるよう になつ たの は 後に な つ てからで あると いう こと はまちが いない。 

それ は 何 を あらわす だろう か。 私の 考えに よると、 タカ ミムス ビの 「天地 鎔 造の 功」 (「顕 宗紀」 ) が 忘れられて 

いった こと を 意味す る。 おそらく、 タカ ミムス ビが 金属 を鎔融 し、 それでもって 天地 を 堅固に 作った という 伝承 

が、 かってあった。 それ は 日本に 金属 器が 流入した ときには、 多くの 人た ちの 支持 を 得た 考えであった。 タカ ミ 

ム スビの 子供の スク ナヒコ ナが 常世の国から や つ てきて 大国 主命の 国 造りに 協力す るの も、 そうした 意味が こめ 

られ ていた。 しかし、 金属 器の 流入 や 製作が めずらしく なくなつ ていった 時代に は、 むしろ 農業の 生産力が 誇示 

される。 かくして、 アマ テラス を 日 神と して あがめ、 農業 神と して まつる 信仰が 前面に 出現した。 

こうして 金属 神から 農業 神へ と 日本の 支配 層の 崇拝が 大きく 変容して い つたこと は 疑い 得ない。 それと 共に、 

日本の 民俗 もまた 農業 儀礼 を 軸と して 展開し、 すべて を その 視点から 眺める ようにな つたので ある。 この 変遷 を 

構造 的に 把握す るた めの、 天孫 降臨 神話 はす ぐれた 見本で あると いわねば ならない。 

タカ ミムス ビが 一名、 高木 神と 呼ばれる ように、 その 神話が 古 朝鮮の 檀君 神話と 類似し、 また その 降臨の 方法 

が加椰 国の 首 露 王の 出現と 酷似して いる こと は 一 致して 指摘され ており、 北方の 朝鮮半島から 渡来した 伝承と 考 

えて さしつかえないであろう。 それに 対して アマ テラス 神話 は その 天 岩戸 神話から もうかが われる ように、 南中 

国の 苗 族 や 東南アジアの 少数民族と 関連す る 説話で ある こと も 否定す る もの はない。 一 方 は 北方 系の 文化で あり、 

他方 は 南方 系の 文化 を 代表して いる。 

ここで 岡 正 雄の 「皇室の 神話 —— その 二 元 性と 種族 的 文化的 系譜に ついて」 と 題す る 論文の 一 説 を 参考に して、 
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タカ ミムス ビと アマ テラスの 一 一 神の 関係 を 分析して みたい。 岡 は 言う。 

「タカ ミムス ビ 神話 を 伝承す る この 進入 民族 は、 アマ テラス 神話 を 固有す る 先住の 米作 農耕民族 を 征服し、 こ 

こに 王朝の 基礎 を 開く ことにな つたので あるが、 この 支配 民族が 所謂 天皇 族と 呼ばれる ものであった。 この 征 

服 民族 はもと よりその 数に おいて 少なかった から、 天皇 族の 文化と 先住 族の 文化との 混 清 は 急速に 進行した も 

のと 想像せられ、 また 女子 を 多く 伴わなかった がた め、 先住 異 族の 女との 通婚が 必然的に 行われ、 しかも 先住 

異 族の 母権 母系 母処婚 制に 規制され て、 夫と 妻と は 別居し 子女 は 母の もとで 養育され たので あるから、 母方の 

文化が 多量に また 急速に 天皇 族に 入り、 逆に 言えば、 天皇 族の 文化 は 短時日の 間に 先住 異 族の 文化に 吸収され 

るに 至った」 

岡の 所説に よると、 北方から 日本列島に 進入した 天皇 族 は タカ ミ ムス ビ神を 奉 斎して いたの だが、 先住の 農耕 

民族と 婚姻し 混血した 結果、 先住の 農耕 民の 母権 母系 母 処婚の 生活 を 受け入れた。 そして その 奉 斎す る 神で ある 

ァ マ テラス を 天皇家の 祖先 神と して あおぐ ように もな つ た、 というの である。 

岡 はこれ 以上 何も 触れて いないが、 岡の 説 を 裏付ける ものと して 私 は 次の 事実 を 指摘して おきたい。 

南方 文化 を 担う 種族の 象徴的な 名で ある アマ テラスの 子に ァメノ オシ ホ ミミが あり、 一 方、 北方 文化 を 担う 種 

族の 象徴的な 名で ある タカ ミムス ビの 神の 子に タク ハタ チヂ ヒメが いて、 この 両者が 婚姻した 結果、 天孫の 二  二 

ギノミ コトが 生まれた と 『日本書紀』 は 告げる。 ここに 南方と 北方の 両 文化の 最初の 結合が なされた ことが 示さ 

れ ている。 そして ここで、 アマ テラスの 子に ァメノ オシ ホ ミミと いう、 ミミの 名のつ く 神が いる ことに 注目し よ 

う。 こ の 神が 男子で あると いう こと はァ マテ ラス の 直系の 男子が 日本の 支配者で ある こと を 力説す るに ほかなら 

ない が、 それ は 北方 渡来の 支配者が タカ ミムス ビで なく、 アマ テラス を祖 神と あおぐ ことにな つた 「すりかえ」 

の 第一歩で ある。 それ にもかかわらず、 ァメノ オシ ホ ミミに は 南方 渡来の 痕跡が 歴然として みとめられる。 それ 
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はこの 神に ミミ の 名が つけられ ている ことで ある (巻頭の 系図 を 参照の こと)。 

本 居 宣長は 『古事記伝』 の 中で、 ミミと、、、 はおな じで あり、 ミと 書いて ミミ を 意味す ると 述べて いる。 また、 

オシ ホ ミ ミ の オシ は大を 意味す る。 ホ もまた 大 であるから ァ メノ オシ ホミ ミ は 天大大 耳に ほかならぬ とも 宜長は 

言って いる。 こうした 視点に 立って、 この 皇室の 系譜 を ながめる と 興味 ある 事実が 見付かる。 それ は 皇室の 系譜 

に、 ミ または ミミの 名のつ く 神 名人 名が 集中して いる ことで ある。 これ は 一体 何 を 物語る ものであろう か。 通説 

のように 責 人の 尊称と して だけで 片付けられない 事情の 伏在す る ことが そこに ほのめかされて いると 私 は 考える" 

二  二 ギ ノ ミ コ トは南 九州の 吾田の コノハ ナサ クャヒ メと 結婚して ヒ コ ホホ デミ を 生む。 ヒ コ ホホ デミ は 海神の 

娘の トヨタ マ ヒメ をめ とり、 ヒコナ ギサゥ ガヤ フ キア ェズを 生む。 ヒコナ ギサゥ ガヤ フ キア ェズは トヨタ マ ヒメ 

の 妹の タマ ヨリ ヒメ をめ とり、 カム ャ マト イワ レヒ コホホ デミ を 生む。 これが 神武 帝で ある。 この 結婚 は、 すべ 

て 女が 海神 族で あると いう 特色 を もっている。 そして 海神 族に は、 ォ オヤ マツ ミ とか ヮ タツミと かミ のつ く 名前 

が ある。 この ミの つく 海神 族の 娘と 結婚す るた びに、 ヒ コホホ デミと か カム ャ マト イワ レヒ コホホ デミと か、 ミ 

のつ く 男子が 生まれる。 それば かりで はない。 神武 帝 もまた 吾田の ァ ヒラッ ヒメ をめ とって、 タギシ ミミ や キス 

ミ ミを 生む。 更に は 三 島の ミゾ ク イミ ミ の 孫娘の ヒメ タタ ライ スズ ヒ メを めと つて カム ャ イミ ミとカ ムヌ ナカ ヮ 

ミミ を 生む。 力 ム ヌ ナカ ヮ ミミ は 第一 一代の 緩靖 帝で ある。 その子の シキ ッヒコ タマ デミ は 第三 代の 安寧 帝で あり- 

その子の ォ オヤ マト ヒ コスキ トモ (ミミ) は 第 四 代の 懿徳 帝で ある。 このよう にして ミ および ミミの 名のつ く 人 

名 は 神武 帝 を 中心として 四 代 前に さかのぼり、 四 代 後まで 及んで いる。 これ は 一体 どうした わけだろう か。 

五 II 田の コノハ ナサ クャヒ メゃ 吾田の ァ ヒラッ ヒメ の 吾田 は薩摩 半島に ある 吾田 隼 人の 本拠で ある。 また トヨタ 

マ ヒメと その 妹の タマ ヨリ ヒメ は 海神の 娘で ある。 つまり これら は 南方 文化の 色 濃い 種族の 女た ちで ある。 この 

女た ちと 婚姻す るた びに ミ および ミミ の 名のつ く 子が 生まれる というの は、 その子が 母方の 南方 系 種族の シン ボ 
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ルを とって ミ および ミミの つく 名前 を もった こと を 示す ものである。 つまり、 母方の しきたりに したがつ たので 

あるが、 それ は 母方で 子供が 養育され たこと を 示す ばかりでなく、 母系制 を 示す 標識と も 考えられる。 この 考え 

は 息子が 叔母 (母方) と 結婚す る 風習が 当時あった ことで も 確かめられる。 

いずれにしても、 皇室の 系図 をみ ると、 タカ ミムス ビ 神話 を もった 北方 的な 征服 氏族が、 婚姻 をと おして、 歩 

一 歩 一 代 ごとに 南方 的な 文化 を もつ 集団の 方に ひきよせられ ていく 過程が 手に とる ように 分かる。 それ は タカ ミ 

ムス ビに たいする アマ テラスの 優位が 確立され ていく 過程で も ある。 つまり 日本列島 を 征服した 支配者が、 被征 

服 者で ある 南方 系の 文化 を もつ 人び との 神 や 習俗 をと り 入れ、 それに 従った という 逆転の 現象が ここに うかがわ 

れ る。 

こうして 金属 神から 農耕 神への 転移 は、 稲作が 普及し、 その 生産力が 重視され てきた こと を 物語る にと どまら 

ず、 金属 神 を 奉 斎す る 種族が 異種 族の 農耕 神 を 信奉す るよう にな つたこと から も 生じた もので あ つたので ある。 

耳 族の 出自と 鍛冶 技術との 関わり 

では、 先住の 南方 系の 海人 族に どうして ミ または ミミと いう 名前が つけられて いたのであろう か。 それ は 拙著 

『黒潮の 民俗学』 (筑摩 書房 刊) の 中の 「耳と いう 名」 「隼 人の 犬 吠え」 などの 項で ふれた ところで あるから、 ここ 

に はごく 省略した 形で 述べて おくにと どめる。 

私の 考えで は、 その 南方 種族と いうの は 揚子江 沿岸から 海 南 島に いたる 中国 南部に 住む 海人 族で あり、 彼ら は 

常時 大きな 耳輪 を さげる 風習 を 持 つていた。 その 習俗 は 日本列島に 渡来して から もな お持ちつ づけて いたので、 

多くの 人び との 目 を 引き、 ミ または ミ ミの名 を も つ て 呼ばれて いた。 

『魏 志』 「倭人 伝」 に は 俊の 習俗が 儋耳朱 ir つまり 海 南 島の 習俗 に似てい ると いう 記事が 明記され ている。 金 


25 序説 耳と 目の 結婚 


関 丈夫に よると 儋 耳の 儋は擔 とおな じで あり、 耳 を擔ぐ こと だとい う。 海 南 島の 少数民族の 中には 非常に 大きな 

耳輪 を さげて いる 者が あって、 寝る とき や 労働 するとき に 邪魔になる。 そこで 大きな 耳輪 を 頭に のせる。 これが 

儋耳 だと 金 関 丈夫 は 言って いる。 それに 似た ものが あつたと 指摘され ている 倭の 習俗の 中には、 この 耳輪 を さげ 

る 慣習が あつたと 私 は 考える。 十五 世紀末に 済 州 島の 漂流 漁民が 与那国 島の 風俗 を 伝えて いるが、 それによ ると、 

耳た. ぶに 穴 を あけて、 青玉 を 貫いた もの を 二、 三寸ば かり 垂らす ものが おり、 また 珠を 貫いて、 それ を 頭の てつ 

べんで 三、 四 回め ぐらして、 一尺ば かり 垂れて いるすが たが 見られた という。 

これら を 重ね あわせて みると、 西 九州 ゃ薩摩 半島と 南中 国から 海 南 島に いたる 東シ ナ海 民俗 文化圏が 浮かび あ 

がって くる。 彼ら は 自分た ちが 人間の 女と 犬との 間に 生まれた という 犬祖 伝説 を もっていた。 その 痕跡 は 今日で 

も、 与那国 島、 小 浜 島、 宮 古島、 加 計呂麻 島な どの 南 島の 始祖 伝承に みとめられる。 それが 薩摩 半島に もお よび、 

やがて はヒ コホホ デミと ホス セリの 海 幸、 山 幸の 神話に とり 入れられ、 また 宮中の 「隼 人の 犬 吠え」 の 儀式と も 

なった と 推定され る。 同様な 考え は、 前 川 明 久氏も 論じて いる。 隼 人の 呋声を 服属 儀礼と しての み 見る 従来の 見 

方 は 大幅に 訂正す る 必要が ある。 犬祖 伝説 をたず さえて きた 連中 は、 また 大きな ひょうたんから その 犬が 生まれ 

たという 盤 古神 話 や、 大 洪水が おそ つ て 大きな ひょうたんに かくれた 兄妹 だけが 生きの こり 結婚して 人類の 先祖 

になった という 伏羲 神話 も、 もってき たにち がいない。 というの は これらの 犬祖、 盤 古、 伏羲 神話 は ひとつ づき 

の 話 だからで ある。 

耳 族 は 南中 国から どのような 径路 をた どって きた か 判明 しないが、 九州 島に 上陸し、 その 西南 沿岸 部に 住みつ 

ぎ もつ ぎ 

いた。 そのこと を 物語る 考古学 上の 遺物が、 大隅 半島の 南端に 近い 鹿児島県 肝属郡 大根 占 町で 発見され た。 それ 

は 岩 偶、 つまり 軽石で つくった 偶人で ある。 考古学者の 河口 貞徳 氏に よると、 岩 偶 は 三十 センチ 余の 大きさの も 

ので ある。 頭部 は ほぼ 円形で 両耳の 部分が 外側へ 突出し、 この 部分に、 前面から 後部へ 小孔 をう がって いる。 お 
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そらく、 耳飾り を 嵌めた 状態 を 表現した ものであろう という。 これ は 弥生時代の ものと 考えられ ている。 

耳輪 を もつ 岩 偶が 南 九州から 発見され たことの 意味 は 小さくない。 というの も 耳輪 は、 南方 渡来の 種族の 標識 

として、 ミ および ミミの 名のつ く 人間た ちの 命名の 起源と なった からだ。 『漢書』 の 「地理 志」 には儋 耳と いう 

の は 大きな 耳の 種族が いるからで、 とくに 王の 耳 は 大きくて 肩 三寸まで 下って いると いう 風に 書いて あるが、 九 

州で も 酋長 は 権威 を あらわす ものと して とりわけ 大きな 耳輪 を さげて いたにち がいない。 『魏 志』 の 「倭人 伝」 に、 

投馬 国の 長官 を ミミ、 副官 を ミミナ リと 呼んだ と 記されて おり、 『肥 前 国 風土記』 に は、 五島に、 大耳、 垂耳の 

二 酋長が 住んで いたと 述べて ある。 それ はまた ァメノ オシ ホ ミミ、 すなわち、 本居宣 長の いう 天大大 耳の 名に も 

うかがわれる。 

こうして 耳 族が 九州 西南 沿岸 部に 住みつ いた あと、 タカ ミムス ビの 神話 を もつ 北方からの 支配 種族 も 九州に 上 

陸して きて、 南方 系 種族と 婚姻 をむ すんだ のであろう。 その子 供に ミミと いう 名が つけられ たの は、 南方から 渡 

来した ことの もっとも 顕著な 標徴に ちがいなかった。 それらの 事実が、 神武 帝の 祖先の 系図に 述べられ ている こ 

と はき わめて 興味ぶ かいとい わねば ならない。 

では、 神武 帝が 婚姻 をむ すんだ 相手 は、 たんなる 水稲 耕作 民、 あるいは 狩 獵に長 じた 南方 渡来の 海人 族だった 

のであろう か。 神武 帝 は 九州から 東征す るが、 そのの ち 皇妃 を えらぶ ときに も 摂津三 島の ミゾ クイ ミミの 孫娘と 

縁組 をむ すび、 そして カム ャィ ミミと カム ヌ ナカ ヮ ミミの 一 一 皇子が うまれる ので ある。 三 島 ミゾク イミ ミ の 名が 

あらわす ように、 あるいは また、 三 島 県 主 船 粒の 名が 示して いるよう に、 そこに は 農耕の ための 水田の 整頓、 そ 

のた めの 鉄器の 使用の あとが ほの 見える。 そして 何よりも、 摂津三 島 は 銅鐸の 溶范が 多量に 出土した 土地柄で あ 

る 0 

きんぼう 

吾田 隼 人の 本拠と されて いる 鹿児島県 日 置 郡 金 峰 町の 高 橋から 弥生 前期の 棒状の 鉄器が 一 一個 出土して いるの も 
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注目に 値する。 弥生 前期の 鉄器が 出土した の は 日本に 六 力 所 位し かないが、 そのうちの 一 つが ここに 出土した 事 

実 を 軽視す る こと はでき ない。 つまり、 この 阿 (吾) 田地 方に 渡来して そこ を 根拠地と した 海人 族 は、 大きな 耳 

輪 を さげ、 犬祖 伝説 や 鵜飼いの 習俗 を もっていた だけでなく、 金属 器と も 関連 を もってい たと 私 は 推測す るので 

ある。 

その 理由 は、 皇室の 系譜 以外に ミミの 名のつ く 神 名. 人名 を 『記紀』 に 探って みると、 共通の 特色が みとめら 

れ るからで ある。 たとえば スサノ オノ ミコト が 婚姻した の は 出 雲の 須狭之 八 耳 (『記』 では 須賀之 八 耳) の 娘で 

あり、 天日 槍が めと つたの は但 馬の 太 耳 (前津 耳) の 娘で ある。 スサ ノォも 天日 槍 も 古代 日本の 鉄器 文化 を 論ず 

ると きに 欠かす ことので きない 名前で ある こと はいう まで もない。 その 彼らが なぜ ミ ミと 名のつ く 豪族の 娘 をめ 

とった か。 それ は 裏 を 返せば、 スサ ノヤ ッ ミミ もフト ミミ も、 金属 精 鍊に縁 由の ある その 土地の 豪族の 人格の 別 

の 表現に ほかなら ない と 見られる からだ。 

そこで 次のように 推論す る ことが 可能で ある。 すなわち、 神武 帝に しろ、 スサ ノォゃ 天日 槍に しろ、 古代史の 

中で 銅 や 鉄に もっとも 関連ぶ かいと 見なされ ている 人物が、 ミミの 名のつ く 酋長の 一 族と 婚姻 を 通じた というの 

は、 ミミの 名のつ く 人た ち もまた、 たんに 海で 漁り、 あるいは 田 を 耕す といった 程度の 海人 族で はなく、 金属 技 

術と も 縁 由 を もつ こと を 暗示して いるので はない か、 という ことで ある。 たとえば 陶津 耳の 孫の 大田田 根子 は、 

その 名の 示す とおり、 タ タラと は 切っても 切れない 関係 を もつ。 また 「神 功紀」 に は紀国 造の 系譜に 属する 紀豊 

lif が 登場す る。 紀 氏が 紀 州の 日 前 神社、 あるいは 豊 後の 国 東半 島に 足が かり を もつ の も、 たんに 海人 系 氏族で あ 

る こと を 示す ばかりでなく、 日 前 神社が 銅鏡の 铸 造の 話 をった え、 国 東半 島が 砂鉄に きわめて めぐまれ ていたと 

いう 事実と 無縁で は あるまい。 このほか 安曇の 海人 も 銅 鉄器の 運搬の みならず、 その 製作 や 使用に 従事して いた 

と 思われる が、 その 祖神は 穂 高見で ある。 ァ ズミ、 ホダ カミ というよ うに、 やはり ミミの 名 を もっている。 そし 
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て 吉備臣 の 祖の御 組 友 耳 建 日子に いたって は、 ミミの 名の 上に 「組」 の 字が くっつい ている。 吉備 地方が 「真 金 

吹く」 の 枕詞 を もち、 砂鉄に よる 鉄の 生産で 知られて いた こと はいう まで もない。 この こと は 神武 帝の 曾孫に あ 

たる 懿徳 帝が ォ オヤ マト ヒ コスキ トモ (ミミ) といった ことと も 関連が あろう。 すなわち ここに も鉅と 耳と がー 

人の 名前の 中に ちりばめられ ている。 神武 帝 自身、 ミゾク イミ ミ の 孫娘の ヒメ タタ ライス ズヒ メと 結婚す るので 

あるが、 そこに はっきりと タ タラの 名が 記されて いる。 

こうして みれば 耳の 名のつ く 人物 は、 南方 系の 種族 を あらわし、 それと 同時に 鍛冶 技術 を もっていた ことが 推 

定 されて くる。 この 事実 は 重要で あると おもわれる。 なぜならば、 それ は 南中 国から 鍛冶 技術 をたず さえた 種族 

が 日本列島に 渡来した こと を 意味す るからで ある。 彼ら は 弥生時代の 稲作の 盛 行 期に 日本列島の 土 を ふんだ 水田 

耕作 民で あり、 他方 狩獵 にも 長 じていた。 しかし この 南中 国の 海人 族 はまた、 鍛冶 技術 を も 日本列島に もたらし 

たので ある。 もとより それ はき わめて 原始的な 技術であった にちがいないが、 銅鐸の 製作に も 影響 を 与えた と 思 

われる。 というの は 銅鐸の 型 は 古 朝鮮の 馬 驛 に 近似して いるが、 その 中に えがかれた 文様に は 高 床 家屋が あって、 

南方 的な 匂いの 濃い ものである。 高 床の 倉庫 は 現在で も 八丈島 ゃ奄 美に 残って いるが、 すでに 登呂の 発掘で も 確 

かめら れ ている。 また 銅鐸が 埋納 された 状態で 見付かる こと は、 ふだん は 銅 鼓 を 埋めて おく 中国 南部の 少数民族 

の 風習との 関連が 想定され ている。 

北方 系 征服 族に 先行す る 稲と 金属の 民 

では 耳 族 は どのような 経路 をた どって 九州の 西海岸に たどりつ いたか。 東 シナ海 を 横断して 五島 列島、 有 明 海 

沿岸、 薩摩 半島な どに 直行した 筋み ちが 考えられな くないが、 まず 中国大陸 を 北上して、 山 東半 島から 朝鮮半島 

の 西海岸に わたり、 そこ を 経由して 西北 九州へ 渡来した のが 大筋ではないだろう か。 稲：^ の 流入 経路と も あわせ 
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て 考える とき、 この 方が 確率が 高い ように 思われる。 私が そう 推定す るの は、 先年、 签 山の 東亜 大学の 博物館に 

印 文 土器が 陳列され ている の をみ たと きの 衝撃に つながつ ている。 これ は、 一九 七 五 年に 签 山から 西方 八十 キロ 

にある 固 城と いう 海辺の 小 都市で 発掘され たもので ある。 固 城 はむかし 小 加椰と 呼ばれて いた。 印 文 土器 は揚子 

江の 下流から 広東 省まで ひろがつ ている 土器で、 紀元前 十数 世紀から、 紀元後 三、 四 世紀までに 作られた もので 

ある。 この 土器が かって カャ とか ミ マナと 呼ばれた、 日本に 関係の ふかい 朝鮮 南部から 出土した こと は、 きわめ 

て 重要で ある。 更に 注目した いのは、 この 印 文 土器と 一緒に 炭化した 稲 籾と 大麦が 発見され たこと である。 つま 

りこ こに は、 南中 国から 朝鮮半島 南部へ 稲作の 渡来した ことが 示されて いる。 また これらと 共に 平 形 銅鐸 や 鉄 滓 

ゃフィ ゴロな ども 出土した。 稲と 金属と 印 文 土器が セットで 出土した という こと は、 これまでの 私の 所論 を 裏付 

ける 材料ではないだろう か。 

金 元 龍 氏 は、 全 羅南道 大黒 山 島で 一 種の 編物 文様の 印 文 土器が 発見され たこと を 伝えて いる (『韓 S 考古学 概論』) „ 

また 紀元前 一世紀 頃の もので、 その 底に 稲の 籾 あとの ある 土器が、 最近 全 羅北 道 所 山里 遺跡で 発見され たという 

報告 も ある。 このように、 朝鮮半島で 稲の 栽培が すでに 紀元前 後に おこなわれ、 また 南中 国と 朝鮮半島 南部との 

交流の あった こと は、 否定し がたい ものの ように 思われる。 つまり、 朝鮮半島 を径 由して、 中国 江 南の 稲作と 金 

属 器の 文化が 日本に 流入した こと は 充分に 考えられ るので ある。 

この 印 文 土器に 関連して、 貝塚 茂 樹氏は 次の ような 興味の ある 事実 を 述べて いる。 一九 五 四 年、 中国の 江 蘇 省 

丹 徒 県の 揚子江 岸の 台地で 十数 個の 青銅器が 発見され た。 その 中には 周 初の 中原 式の 銅器が まじって おり、 その 

器の 銘文に r 宜侯 矢が 周の 康王 によって この 地 を 封 ぜられ た」 と 書いて あるの があった。 かって 呉 国 は 周の 二王 

子の 太 伯と 虞 仲が 弟の 王季に 王位 を ゆずるた めに 南に 奔り、 蛮族 中に 身を投じて 建てた 固と 伝承され ていたが、 

この 吳 国の 建国の 物語 は、 事実と は 無縁の 説話と みなされ てきた。 しかし 「二王 子で はない が、 ともかく 周 族の 
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有力な 貴族が 揚子江 南に 宜 という 植民 都市国家 をた てた こと は、 まぎれ もない 歴史 事実であった」 と 貝塚 氏 は 言 

う (『中国の 歴史』)。 こうした 発見から、 倭人の 原郷を 呉に もとめる 伝承、 すなわち 『魏 略』 の 「倭 は 自ら 太 伯の 

後な りと いう」 と ある 一句 も、 従来の ように 妄説と して しりぞけられる もので なく、 より 歴史的 真実に 近づいた 

とみ なすこと が 可能で ある。 

江 蘇 省 丹 徒 県から 発見され た 青銅器の 別の 一 群に は、 先史 時代から 江 南 地方で 作られて いる 印 文 土器と おなじ 

幾何学 文様が しるされ ていた。 これ は その 地方で 铸 造され たもので、 さきの 銅器の ように 周の 朝廷で 铸 造され、 

はこばれ たもので はない。 この 江 南の 土着 文化と 中原 文化との 融合に よ つ て 春秋 時代 呉 国の 文化が 生まれる こと 

になる、 と 貝塚 氏 は 言って いる。 この 銅器に 印 文 土器の 文様が 見られた というの は、 銅鐸の 流水 文が 当時の 弥生 

土器の 文様と しても 使用され ていたと いう 事実 を 想起させる。 銅鐸と 弥生 土器の 文様が 共通で あるの は、 銅鐸の 

铸造 技術 は 海外から もたらされた としても？ その 内容 はあくまで 土着の 住民の ものである こと を 物語って いる。 

『記紀』 に は なぜ あのよう に 執拗に 呉 国への 親近感が 表明され ている のか。 太田亮 によれば、 呉 を タレと 呼ぶ の 

は、 日の 暮れる 方向に ある 国 だから だとい う。 九州の 西海岸 は 日本で はもつ とも 日暮れの おそい 地方で あるが、 

そこから みても なお、 東シナ 海の 彼方 はいつ そう 日暮れの おそいと ころと 思われて いた。 今日で も 天草 灘に むか 

う 苓北町 富 岡 あたりで は、 海の おだやかな 夕暮れ 時分に は、 海辺に 立つ と 中国語が 聞えるな どと 言いあって きて 

いる。 具 国にたい する 古代 日本人の 感情 は 格別の ものであった。 

中国の 江 南 地方 は 倭の 水 人の 原郷 とも 思われる 漁業の 色彩の 濃厚な 海浜で あるが、 他方で は 中国で 金属 文化が 

もっとも はやく 開けた ところで ある。 呉の 人び と は あるいは 中国の 沿岸 ぞいに 北上し、 朝鮮の 西南 部 を 経由して 

日本に 渡来した かも 知れない。 あるいは また 東 シナ海 を 横断して 直接 日本列島 を 目指した かも わからない。 江 坂 

輝弥 氏の 話で は、 舟 山 列島から 五島 列島まで は 小型の 汽船で も わけなく 航海す る ことができる という。 この 舟 山 
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列島 は普陀 山寺が あって、 後世の 補陀落 渡海の 目安に なった 島 だが、 かって 越 王が 呉 国 を ほろぼした とき、 あわ 

ようとう 

れんで 呉王に 与えよう とした 勾 章 県 南東 は 舟 山 列島 付近 を 指す。 そうした 措置が とられた の は、 舟 山 列島が 呉 国 

と 特別な 関係が あ つたからで はないだ ろうか。 つまり 舟 山 列島に は 呉 国の 水 人 もまた 多く 住んで いたので はない 

か。 こうした ことが 呉の 太 伯の 後裔 を 自称す る 倭人の 意識の 深層に 消えう せず とどまつ ていて、 補陀落 渡海の 目 

指す 原点と して 舟 山 列島 をえ らばせ たので はない か。 補陀落 渡海 は 熊 野 や 土 佐 を 起点と する ばかりでなく、 肥 後 

の 伊倉 や 高瀬から も 出発して いる。 そこ は カム ャ イミ ミを祖 とする 耳 族の 根拠地であった。 五島の 福 江 島に は 遣 

唐 使 船の 出発す る ミミ ラタが ある。 このように 倭の 原郷 である 南中 国の 痕跡 は 九州 西岸の 地名 や 人名、 さて は 補 

陀落 渡海の 出発 地点に 見出される。 

これまでの 私の 考え を 整理す ると、 南中 国 系の 金属 文化が 最初に 日本列島に もちこまれた。 それ を もたらした 

の は 呉越の 国の 人た ちで あつたか、 あるいは 南方 文化の 中継 地と しての 朝鮮半島 西南の 人た ちで あつたか、 いま 

は 知る 由 もない。 しかしい ずれに しても 南方 系 文化の 一 環と しての 金属 器 文化に 同伴す る ものが 稲作 文化で あつ 

たと 私 はおもう。 こうした 原始的な 金属 器 文化が 弥生時代 以降 日本列島の 各所に 定着して いた。 その あと を 追つ 

て、 北方 系の 支配 種族の 文化が もたらされた。 それ は 岡 正 雄の 表現に よれば、 鉄と 馬と 古墳と を 伴う もので あり、 

したがって 紀元 四 世紀 以降と いう ことになる。 それが タカ ミムス ビ 神話 を もたらした 人た ちで ある。 彼ら はすで 

に 日本列島の 各所に 定住して いる 南方 系の 海人 族の 酋長と 婚姻 関係 をむ すんだ。 このよう にして 弥生時代から 徐 

徐 にめば えていた 政治 権力と 在 地 的な 富の 蓄積 は、 後 来の 北方 系 民族の ために 接収され た。 

しかし 南方 系の 海人 族の 渡来 は、 再三く りかえ されて きたと ころで あつたし、 また 北方 系 民族が 日本列島に 渡 

来した といっても、 それが 一度で はなく、 幾 十回と なく、  くりかえされて きたので あったろう。 そうして 日本 列 

島 を 放浪し、 居住して は、 先住の 南方 系 海人 族 や 農耕 民と 婚を 通じた にちがいない。 皇室の 系図に みられる、 タ 
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力 ミムス ビの 「目」 系と アマ テラスの 「耳」 系の 混合 は、 その 代表例で あるから 象徴的な 意味合いし かもたない 

こと を、 ここに 付言して おく 必要が ある。 天皇 族 は、 かず 多くの 渡来人の 権力者た ち を 武力に よって 統合した の 

であって、 それ 以外で はない。 しかし、 南北 両 文化の 結合 を 「耳」 と 「目」 の 結婚と 呼ぶ こと はなお 有効で ある 

と 私 は 信ずる。 なぜならば あらゆる 文化 現象 は、 それ を 象徴的に しか 表現で きないと する のが 私の 考え だからで 

ある。 
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発端 11 風 は 金 を 生ずる 

その 日 は 私に とって は 「事件」 と 呼ぶ に ふさわしい 日だった。 「事件」 は 一 九 七 五 年 の 十 一 月 八日、 友人と 岐 

阜県不 破郡垂 井町に ある 南宮 神社の ふい ご 祭 を 見に い つたと きに 起こ つた。 南宮 神社の 祭神 は 金 山彦 命で ある。 

金 山彦 命と はいかなる 神 か。 『日本書紀』 に 「伊 奘冉 尊、 火 神軻遇 突智を 生まむ とする 時に、 悶熱ひ 懊悩む。 因 

りて 吐す。 此 神と 化 為る。 名 を 金 山彦と 曰す」 と ある。 「たぐり」 は 金属が 溶けて 流れる さま を 描写した と い わ 

れる。 鉱物の 神で あるので、 铸造 業者の 尊崇 を あつめて いる こと は、 南宮 神社の 拝殿の 脇に もうけられた 展示 箱 

に、 各地の 鉱石が 献納され ている ことで も 察せられる。 

その 中で、 とくに 私の 目 を ひいた の は、 不破郡 赤 坂 町 (現 大垣市 赤 坂 町) の 赤 坂 鉱山と 記して ある 名札で ある。 

赤 坂と いう 地名 は垂 井町の 東 どなりに あり、 赤 坂 鉱山 は 金 生 山に ある。 金 生 山 は南宮 神社の 東北 方 数 キロに ある 

石灰石で おおわれた 山で ある。 地図 をみ ると 金 生 山の ふもとに 金 生 神社が あり、 その 更に 南に は南宮 神社と は 別 

に 金 山彦 神社が ある。 
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やがて 祭が はじまった。 それ は 神社の 拝殿の 正面に もうけられた 祭場 

で、 御 神体の ふい ご をう ごかし、 炭火に 焼いた 揪先を 禰宜が 金槌で 鍛え 

る だけの 素朴な ものであった。 祭の あと、 私 は 社務所に 立ちよ つて 宮司 

の 宇都 宮敢 氏から 話 を 聞いた。 金 生 山に はまえ は 銅が ころが つていた こ 

と、 金 生 山の 北が わに は 鉄、 南が わに は 銅が 多く 産す る こと、 また 戦時 

郡 中まで は 鉱山と して 採掘 をお こなって いた こと、 関の 孫 六で 有名な 関 市 

^ の 刀工 は 赤 坂から 移った の だとい う 話な ど は 興味ぶ かかった。 そういえ 

t ば、 関 市の 千手院 でも、 また 三重の 多 度 神社で も ふい ご 祭 をお なじ 十一 

月 八日に おこなつ ている。 

宇都 宮 氏の 話で とくに 私の 注意 を 引いた の は、 この あたりで 伊吹お ろ 

しと 呼ばれる 冬期の 西北 風の 話であった。 風 は 金 を 生ずる というが、 こ 

の 伊吹お ろし は 寒い というより は 痛い 位に 強烈な ので、 むかし はたたら 

を 風の 方向に むけて おくと 足で つ よく ふまないでも、 風が 炉に入 つ て 炭 

をお こす ことができ たという。 

それ はさり 気ない 雑談の ひとこまに すぎなかった とはいえ、 私の 眼の まえ を さえぎつ ていた 幕が するどい 刃物 

できり さかれ、 予期し ない 光景が 幕の かなたに 姿 を あらわし たように 感じた。 〈なるほど 伊吹山の 風が 「事件」 

の 鍵だった のか〉 私 は ひとりうな ずいた。 

右の 地図 をみ ていた だきたい が、 不 破の 関の すぐ 近くに 伊吹と いう 部落が あり、 そこに 伊富岐 神社が まつられ 

ている。 吉田東 伍の 『大日 本 地名 辞書』 によると、 この 伊富岐 神社 は 伊福部 氏の 氏神であろう とされて いる。 そ 
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の あたりに 伊福部 氏が いた ことが 推定され ると すれば、 どうした 理由で そこに 存在した か。 まさか 漠然とした 形 

でいた わけで はなかろう。 それ はお そらく 伊吹山と 関係が あるに ちがいない。 伊吹山の 猛烈な 風 を 利用す る 仕事、 

すなわち 金属の 精鍊 以外に は 考えられない。 一方で は 赤 坂 鉱山から 銅 を 産出し、 金 生 山の 南に あたる 大垣 市の 十 

六と 呼ばれる 土地から は 明治 三十 年 ごろに、 銅鐸が 出土して いる。 もしかしたら 伊福部 氏と 銅鐸と は 関係が ある 

のではないだろう か。 製 銅と 製鉄と は その 製法 や 工程が ちがう としても、 金属 を あっかう という 点で は、 いずれ 

も 漁業 や 農業と 大きく かけはなれ ている。 そう 考える と、 これまで 銅！： について ばらばらに 手 さぐりし てきたい 

くつ かの 事柄の 間に 脈絡が つくよう に 思えた。 

「夜の 虹」 から 展開す る 銅鐸 をめ ぐる ドラマ 

南宮 神社 を あとに したと き、 空が 急に くもり、 雨が ひとしきり ばらつき、 その あと 晴れ かけた 空に にわかに 虹 

が 立った。 私 は 『日本書紀』 にも 雄 略 帝の 条に 虹の 記述が あった こと を 思い出した。 「雄 略紀」 の 記事と いうの 

よ  

うづき あ へのお みく にみ またな しこと ひ たく はたの ひめみこ ゆ も いほき ベの むら じたけ ひこ しこ 

. 「三年の 夏 四月に、 阿閉 臣国 見、 更の名 は、 磯特 牛。 转 幡 皇女と 湯 人の 廬城部 連 武彦と を 譖ぢて 曰 はく 『武彦 

ひめみこ けが  はら  ゆ ゑい  きこ ゆ  つて こと 

皇女 を奸 しまつり て 任 身 ましめ たり』 とい ふ。 湯 人、 此 をば 臾衛と 云 ふ。 武彦 の父枳 莒喩、 此の 流言 を 聞きて、 

いほきの かよ あと たし  あざむ  うか はする まね  ゆく り もな く 

禍の 身に 及ばむ こと を 恐る。 武彦 を廬城 河に 誘へ 率み て、 偽き て 使 鷓鷀没 水 捕 魚して、 因りて 其 不意して 打ち 

殺しつ。 天皇、 聞し めして 使者 を 遣して、 皇女 を 案へ 問 はしめ たま ふ。 皇女、 対へ て 言 さく、 『妾 は、 識ら ず』 

とまう す。 俄 1- して 皇女、 神鏡 を齎り 持ちて、 五十鈴 河の 上に Is でまして、 人の 行かぬ ところ を 伺 ひて、 

わな  なき  つね やみの よ とさ まかう さま も と  すな は 

鏡を埋 みて 経き 死ぬ。 天皇、 皇女の 不在 こと を 疑 ひた まひて、 恒に 闇夜に 東 西 に求覓 めしめ たま ふ 乃ち 

河 上に 虹の 見 ゆる こと 蛇の 如くして、 四 五 丈ば かりなり。 虹の 起てる 処を 掘りて、 神鏡 を 獲。 移行 未 遠に 
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して、 皇女の 屍 を 得たり」 

と ある ものである。 この 挿話で 強い 印象 を 与える の は、 廬城部 連 枳莒喩 が 自分 も 罪に 問われる こと をお それ、 

子どもの 武彦 を廬城 河に さそい 出して、 打ち殺して しまう という 箇所 だ。 ここに は エゴイズム という 昔 も 今 も 変 

わらぬ 人間の 中の 暗い 力が むき 出しに なって いる。 私 は 物思いに とらわれ ていたが、 しばらくして かたわらの 知 

人の 森 川 桜 男 氏に たずねた。 

r 廬城河 は どの あたり を 指す のです か」 

森 川 氏 は 三重県の 上野 市に 住んで いて 県内の 古代史 や 考古学に くわしい。 すぐ 返事が 返って きた。 

いえき  くもず がわ  いおき かわ 

「現在 三重県 一 志 郡 白山 町家 城の あたり をな がれて いる 雲 出 川が、 むかしの 廬城 河です」 

「なるほど、 家 城の あたり を廬城 河が 流れて いる。 家 城、 廬城、 おなじ 発音です ね」 

〈家 城 も廬城 も、 伊福部の 伊福と おなじ 語に ちがう 漢字 を あてた にすぎない。 とすれば …… 〉 私の 頭の 中には 南 

宮 神社で 聞いた 話が まだ 滴 を 巻いて いた。 私 はす かさず 質問 を 発した。 

「その 家 城と いうと ころに 銅鐸が 出て いません か」 

森 川 氏 は 答えた。 

「出て ます。 白山 町の 川口と いうと ころから」 

私 は 旅行から かえると 藤 堂 元甫の 『三国 地誌』 (宝 暦 十三 年 = 一 七 六 三) を 開いて みた。 そうして、 伊勢 国 奢 志 郡 

の条 に、 廬城部 連の こと を 叙して r 廬城 • 家 城通訓 也、 蓋 家 城 村より 出る 歟」 と 記して あるの をみ て、 自分の 見 

当が はずれて いなかつ たこと をた しかめた。 しかしな お 気に かかった ことがあった。 それ はな ぜ杼幡 皇女が 神鏡 

を も つ て 出奔した かとい うこと だ。 右の 話 は 現代なら ばさしず め 週刊誌の 記事の 種に なりそう な 性質の もの だが、 

ただち がう の は、 神鏡 を 埋めた 場所に 夜目に も あざやかな 虹が 立って いたと いうと ころで ある。 虹が 蛇の かっこ 
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う をして いたと いうの は、 虹と 蛇と を 同一視す る 当時の 慣習が あった こと を 示して いる。 しかし それ は 民間伝承 

として はめず らしい もので はない。 夜の 虹 そのものが 問題な の だ。 日本で 最初に 銅鐸が 発見され たこと を 伝える 

『扶桑 略記』 の 記事 は 次のと おりで ある。 

なら 

「(天 智帝) 七 年 戊辰 正月、 (近 江) 志賀 郡に 於て 崇福寺 を 建つ。 始めて 地 を 平 さしむ。 奇異なる 宝鐸ー 口 を 掘り 

出す。 高さ 五 尺 五寸、 又 奇異なる 白 石 を 掘り出す。 長さ 五寸、 夜光 明 を 放つ」 

この 記事の 後半の 部分に ある 夜光る 白い 石と は 何 か。 それ は 判断つ きかね るが、 銅鉱 石の あると ころが 夜光 を 

放つ らしい こと は、 つぎの 文章から も 想像で きる。 

「天文 十 一 年、 佐 渡の 鶴 子 銀山が 越後の 商人 • 茂 右衛門に よ つ て 発見され たき つ かけ は、 船で 航海 中 『まがね 吹 

く 炎』 のよう な 光が、 月に 照らされ ていたた めで ある。 元禄 三年に 別 子 銅山が 発見され たきつ かけ は、 立 川 銅 

山の 支配人 • 田 向 十 右衛門が 夜、 山腹に 光る 峯を みつけた からで ある」 (『東アジアの 古代 文化』 所収、 森秀人 「青 

銅器 論争」 より) 

また、 石 見の 馬路の 砂浜から 南の 方角に あたる 山に、 赫 然とした 銀色の 光 を 感じた ことが、 石 見 銀山の 発見と 

なった という ェ ピソ ー ドも ある。 光 を 発する 鉱物 は 銅 か 銀で ある。 こうした ことから 推察す ると、 转幡 皇女が も 

ち 出して 土中に 埋めた 神鏡と いうの は 銅製の ものであった ことが 想定され る。 

では 皇女 は その 神鏡 を どこに 埋めた のだろう か。 『地名 辞書』 は 伊勢の 度 会 郡、 外 城 田 村 大字 積 良 (現在 玉 城 町 

に 属する) あたりと 比定 している。 そこ は 内宮から およそ 十 キロ 西方に あり、 田 乃 家 神社が ある。 『延暦 儀式 帳』 

に、 「雄 略 天皇の 御宇に 祝 坐 を 定めて、 地の 東 を 五百木 部浄 人の 家に 限る」 と あり、 ここに も 五百木 部の 名が あ 

ら われる。 つまり 斎宮で ある 拷幡 皇女と 五百木 部 (廬城 部) との 関係が 個人的な 間柄 を こえて 職業と して 密接な 

ものが ある こと を 示して いる。 想像 をた くまし く すれば、 皇女が もち 出した 神鏡と いうの も 伊勢の 廬城 部の 製作 
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に 力 力 わると みる ことが 可能で ある。 

さきの 話 は 古代の 女性の 愛と 苦悩の 物語 だ。 转 幡 皇女 は あらぬ 噂 を 立てられ、 死 を もって 自分の 清浄 を 証明し 

なければ ならなかった。 皇女 は 斎宮と して 神に 仕える 身な ので、 自分の 保護者で ある 廬城部 連武彦 との 間に 愛が 

めばえた としても、 それが 禁じられた 線 を こえて いない ことの 証し を 立てる ために 死んだ。 だから こそ 彼女の 性 

愛 は 夜の 虹の ように 昇華した といえる。 しかし この 純愛 物語の 背後に はもう 一 つの 意味、 すなわち 廬城部 (伊福 

部) と 銅鐸と をむ すぶ 補助線が かくされ ていたの だ。 

さて、 廬城部 連 枳莒喻 と 同一人物 らしい ものが、 雄 略 帝の 三年から 七十 五 年 経った 安閑 天皇の 元年に 出て くる。 

『日本書紀』 はこう 伝える。 

1 いほ 一き ベの むら じき こ ゆ むすめ はた ひめ ものの ベのお ほむら じ を こし くびた ま ぬす  かすが のきさき こて まつ  もら..、 

「廬城 部 連 枳莒喻 が女幡 媛、 物 部 大連尾 輿が 壤珞を 倫み 取りて、 春 日 皇后に 献る。 事 発 《ルる るに 至りて、 枳莒 

喻、 女 幡媛を 以て、 采女 丁に 献り、 是春 曰部采 女な り。 幷て 安芸 国の 過 戸の 廬城部 屯 倉を献 りて、 5r の 罪 を i 

ふ」 

この 話 は 「雄 略紀」 の 話から すれば 四 分の 三 世紀 を 経過して いる。 したがって 二人の 枳莒喩 が 同一人物 である 

かどう か を 疑う ことができる。 しかし、 『記紀』 の 挿話に は、 時代 を かけはなれ たもの を 一緒に まとめたり、 ま 

たばら ばらにした りする ことが よく ある。 すくなくとも 二つの 挿話に は どこか 同質の ものが ある。 それ は 枳莒ま 

の 人柄で ある。 さきに は 彼 は 罪 を 問われる ことへの 恐怖から 自分の 息子 を 打殺し、 このたび はおな じ 恐怖にから 

れて、 自分の 娘を采 女と して あわてて 後宮に 差 出した。 それだけ でも 足りず 彼 は 自分の 大切な 屯 倉 を 差 出さねば 

ならぬ 破目に おちい つ た。 

あまる ベ  おおのみ 

過 戸 は 安芸 郡 府中 町の 多 家 神社の あたりが そうで あると されて いる。 多 家 は 大家の 意味と する。 この 府中 町 

の 東北 四 キロに あたる 安芸 郡 安芸 町 (現在 広 島 市 安芸 町) の 木の 宗 山から 明治 二十 四 年に 邪視 文の 銅鐸が 銅 剣 や 銅 


戈と 伴 出して いるの は 有名で ある。 安芸 町 はもと 福 木 村で 木の 宗山は その 大字 福 田に ある 

因幡の 銅鐸と 銅山 11 伊福部と は どのような 氏族 か 

さきの 二つの 挿話が いずれも 銅鐸の 出土 地 もしくは その 付近に 展開して おり、 それに 伊福部 (盧城 部) がから 

まっている という 事実 はけつ して 偶然と は おもわれない。 『記紀』 に は、 表面に 書かれた 万人む けの 事実の ほか 

に、 その 裏に かくされた 意味が ある。 『記紀』 の 文章で はない が、 それ は 因幡の 伊福部 臣の古 系図に ついても 言 

える。 

江戸時代の 安永 三年 (一七 七 四) の 夏 六月、 因幡 国法 美 郡宮下 村の 百姓が 裏山に 石 掘りに 出かけた とこ ろ、 大 

きな 石が 二 枚 重なって いるの がみえ た。 それ を 引き あげてみ ると、 中から 銅製の 壺が 出て きた。 壺の ふたに 墓誌 

銘 があった。 因幡 国法 美 郡の i 福 吉部徳 足 比 売 臣は藤 原の 大宮に 天が下し ろしめ しし 大行 天皇 (元 明 天皇) の 御 

世、 慶雲四 年 (七 〇 七) に 従 七 位下 をた まわり 仕え奉つ たが、 和 銅 元年 (七 〇 八) 八月に 死し、 三年に 火葬して こ 

こに 葬った、 という 内容の 文章が 書かれて いる。 壺を あけて みると、 中には 1^ があった。 

. この 銅壺 発見の てんまつ を 石碑に 記して 立てた 国学者の 衣川 長 秋 は、 『後宮 職員 令』 に、 采女を 貢す る 者 は、 

人 郡の 少領 以上、 姉妹 及び 女の 形容 端正なる 者 はみ な 中務に 申して 奏聞せ よ、 と あるから、 徳足比 売 は 法 美 郡 司の 

姉妹であって、 たぶん 采 女だった のだろう か、 と 推測して いる。 衣川 長 秋が 石碑の 碑文 を 書いた の は 宇 倍 神社の 

銅 神主で ある 伊福部 為世と その 孫の 信 世から たのまれ たので ある。 伊福部 氏 は 代々、 因幡 一 の宮 である 宇 倍 神社の 

1 神主と して 仕え、 それ は 明治 三十 年まで つづいた。 

第 宇 倍 神社 は 因幡の 政治的 中心で ある 国府の 地に おかれ、 しかも 銅壺の 出土した 宮下 にあり 因幡の 一 の宮 として 

^ 尊崇 を うけてき た。 同 神社 は武内 宿禰を まつる とされて い る。 『二十 二 社 註 式』 や 「神 名 帳」 頭註で は、 大和お 


城 や 美濃不 破と 同日 同時に 顕われた とされて いる。 ここにい う 美濃不 

破と いうの は、 さきにの ベ た垂 井町 伊吹に ある 伊 富 岐大明 神の こと だ 

と、 『姓氏 家系 大 辞典』 はの ベて いる。 宇 倍 神社 はもと もと 伊福部の 

神社だった から、 その 部の 神の 伊福 貴 大明神 を 祭って いたのが、 後世 

にな つ て 社家の 祖 神と 混乱し、 武内 宿禰を あやま つ て 祭り 伝える よう 

になつ たと 太 田亮は 推測して い る。 ここに かつ て 伊福 責大明 神が まつ 

られ、 それが 美濃不 破の 伊富岐 神社と 密接な 関係 を もっとされ てきた 

という 指摘 は 重要で ある。 

ところで、 その 東北 方 十 キロの 距離に ある 岩 美 郡 岩 美 町の 新 井 (現 

在 は 国府 町) から、 昭和 二十 七 年に 流水 文の 銅！： が 出土した。 それ は 

鳥 取 市の 越路に 出土して いるものと 同形 式と されて いる。 銅鐸の 出土 

した 地点の 前面の 蒲 生 川の 底から は、 弥生時代の 土器 や 石器な どが 大 

量に 出土して いる。 その 中には 稲の 穂つ み をす る 石 庖丁 もま じ つてい 

ひょうず  こ の  I 

る。 とくに 注目され るの は、 この 岩 美 町 大字 新 井 字 兵 主に、 許 野 乃 兵 主神 社が 鎮座 するとい うこと である さら 

に そのと なりの 岩 美 町 大字 河 崎 字佐弥 屋敷に は、 佐 弥乃兵 主神 社が 鎮座して いる。 

『地名 辞書』 は 『三代 実録』 に 「貞観 十三 年 四月 因幡 国 兵 庫 火」 と あるの もこの 兵 主神 社の こと だろうと 言い、 

兵 主神と いうの は 古代に は 兵器 を 奉 祭した ので あると 述べて いるが、 もし それが 武器庫の 鎮守と すれば、 兵 主神 

社が 銅譯 出土の 地に 存在す るの は、 けっして 偶然と は 考えられない。 というの も 『因幡 志』 によると、 兵 主神 社 

や 銅鐸 出土の 地で ある 岩 美 町の 新 井の 南に ある 院内に は、 うしろの 山に かず 多くの マブ 穴が あり、 金銀 銅山に つ 
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あら かね 

ら なる 山脈が あると いっている。 院内の 近くに 荒 金と いう 地名 もみえ る。 『続 日本 紀』 に 「文武 天皇 二 年 三月、 

因幡 国 銅鉱 を献 ず」 と あるの は、 この 院内の あたり だろうと 『地名 辞書』 は 言って いる。 その 理由と して は、 鉱 

の 和訓 は 阿良 加禰 だからで ある。 

『岩 美 町 誌』 は、 荒 金鉱 山に ついて およそ 次のように 述べて いる。 

「荒 金に 行く と 珊瑚の ような 形 をした 自然 銅の 大きな 塊 を、 床に 飾ったり 時には 縁側に 放置したり 子供の もち 

遊びに したりし ている 家が 多く 見られた。 荒 金鉱 山の 鉱床から は、 大きな 自然 銅が 沢山 出た ようで ある。 相当 

大仕掛けに 鉱石 を 掘って いた 大正時代で さえこん な 風 だから、 昔に はもつ と 優秀な 銅鉱 も 得られた であろう」 

このように、 さきに 述べた 因幡 国から 銅鉱 を献 じた 頃に は、 人目に つく 自然 銅が たくさんあった こと を 示唆し 

ている。 荒 金 部落の 入口に、 右へ いく 林道が ある。 その 林道 ぞいの 部落 を はずれて 十分 ほどい くと 正面に ずり 山 

がみえ る。 これ は大宝 鉱山で、 やはり 和 銅 年間の 発見と つたえられる。 また 荒 金の 近くの 法 正 寺に は 次の 話 もつ 

た わって いる。 

あるとき 但馬 国の 商人が やって きて 民家に 泊まった。 そうして 炉の火 をみ ると、 炎の 中に 金の 精 をみ た。 商人 

はふし ぎに おもって 炉の灰 を 買いう けても ちかえり、 しらべて みると、 灰の 中から 金の 鈑 がで てきた。 おそらく 

薪から したたりおちた 金が あつまつ て 固くな つ たもので あろうと 推察し、 更に 法 正 寺に きて つぶさに しらべて み 

た。 すると 砂 石 はもと より、 草木 や 野菜の 類に およぶ まで 金 を 含んで いた。 そこで 早速 試掘に とりかかって みた 

ら、 全山いた ると ころから 黄金 を 発見す る ことができた。 

これが 大同 一 一年 (八 〇 七) のこと だろうと いわれて いる。 法 正 寺の 鉱山 は 金山 だけでなく 銅山と しても 知られて 

いる。 このように、 優秀な 銅山 を ひかえた 法 美 郡に 伊福部 臣が 古代 豪族と してお り、 さらに 銅鐸が 出土して いる 

の は そこにな にがし かの つながりが あると 私に は 思われる。 
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因幡の 伊福部 臣には 有名な 古 系図が のこされ ている。 延暦 三年 (七 八 四) といえば、 桓武帝 即位 後三年 目の こと 

である。 その 年、 従 六 位下の 伊福部 臣富成 は 自分の 家の 歴史 を 子孫に 書きの こした。 その 系図 をみ ると!^ 改 命 

を 始祖と している が、 第 四 代 は 天日 样命 といい、 第五 代 は 天 沼名拌 命、 第 六 代 は 天御拌 命と 記されて いるの が 注 

目され る。 すなわち そこに たびたび 样の名 まえが 出て くる。 しかし もっとも 重要な の は 風 媛 を 母に もつ 第二 十 ほ 

若 子 臣の条 の 記載で ある。 

,1 とうき  いき つむじかぜ  しる  かばね い ふくべ  わかこの すくね 

そこに は 「祷 祈を以 つて 息を飄 風に 変化す。 これ を 書して 姓 を 気 吹 部 臣と賜 ふ。 これ 若 子宿禰 命に はじまるな 

り」 と 説明して いる。 これ はいう まで もな く、 たたら または ふい ご を もって 強い 風を炉 におく る ありさま を 示し 

たもので ある。 伊福部 氏が 産 銅 もしくは 産 鉄に 関係 を もつ 氏族であった こと は、 これによ つて 推測され る。 

佐 伯 有 清 氏 は 『古代史の 謎 を 探る』 のなかで、 伊福部 氏と は どのような 由来に よって その 名前 を もつ 氏族で あ 

るの か をめ ぐっての、 さまざまな 説 を 紹介して いる。 

「古くからの 説に は、 伊福部 は 吹 部であって、 笛 を 吹く こと を 職業と した 部 民であった というの が ある。 それ 

いふきべ のた だす  う ヒ りょう 

は 八 六 二 年 (貞観 四) ごろの 人、 伊福 貞 (五百木 部連貞 とも 書く) が 雅楽 寮の 合笙 生であった ことが 傍証と し 

て あげられ ている。 もし 伊福部が 笛 を 吹く 部 民なら ば、 ほかに 笛吹 部と いう 部 民が 現実に 存在して いた こと を、 

どう 処理し たらよ いかと いう 問題に ぶち あたり、 また 伊福 貞 という 人物が 笙を 吹く のにたず さわ つていた の も 

偶然の ことか も 知れない ので、 伊福部 を 笛 を 吹く 部と 解す るの は 疑わしい。 つぎに 伊福部 (五百木 部) を景行 

天皇の 皇子、 五百木 之 入日 子 (五百城 入彦 皇子) の 名代 部と する 説が ある。 名代 部と いうの は、 五 世紀の 末 ご 

とも 

ろ 力ら 設置され たもので、 名代の 伴の 出仕の ための 費用 を 出させる ためにお かれた 農民の 部で あると 考えられ 

ている。 だが はたして 五百木 之 入日 子が 実在した 人物で あつたか、 また、 実在が 疑われて いる 景行 天皇の 時代 

に 名代 部が 存在して いたの か、 という 疑問が あり、 伊福部 を 名代 部と みるの を 否定す る ものが 多い」 
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このように 佐 伯 氏 は 旧説に 否定的で ある 一方、 「息 を 吹く、 または 風 を 起す という 意味に 関連して、 伊福部 を 

火 吹 部と 解釈し、 天皇 や 皇族の 食 饌を煮 焚し、 湯 を 用意す る 職に あった ものと する 説 も 見の がせない」 という 

さらに、 伊福部 (気 吹 部) がた たら を つかさどる 職業の 名に 由来 するとい う 説 も、 前記の 「祷 祈を以 つて 息を飄 

風に 変化す」 と ある 一説 を 引用しながら 紹介して いる。 私 はこ こに 登場す る 諸説のう ち、 さいごの 説が もっとも 

有力で あり、 それ はも はや 動かしが たいとお もう . 

佐 伯 氏 はまた 次のように 言 つてい る。 

「伊福部が 名代 部に せよ、 職業 部に せよ、 いずれにしても、 それぞれの 国の 国 造 クラスの 豪族が、 その 部 民 を 

統率して いた こと は 確実で ある。 その 統率者 はの ちに 伊福部 を 氏の 名と した。 因幡の 国に も 伊福部が 設置され 

ていた こと は、 伊福部 臣 氏が 現に 存在して いた ことば かりで なく、 年代 不明の 『因幡 国 戸籍』 (正 倉院 文書) 

に 伊福部 を 氏の 名と する ものが 多数 記載され ている ことによ つても 知る ことができる。 因幡の 国の 伊福部 臣氏 

は、 大化 改新 以前に、 こうした 部 民 を 統率して いた 氏族であった。 そして 伊福部 臣氏 は、 因幡の 国の 豪族で あ 

つたと みなして よい」 

• とすれば、 さきに あげた 文武 天皇の 時代に 因幡 国のお そらく 荒 金鉱 山から 産出した 銅 を精鍊 する 仕事 も 伊福部 

氏の 統率の 下に おこなわれた とみ なすこと が 可能で ある。 

『和名 抄』 が 記す 六 力 所の 伊福 郷と 銅鐸 出土の 成否 

ここで 『和名 抄』 をみ ると、 つぎの 六 力 所の 伊福 郷が 記載され ている。 

大和 国 宇陀 郡 伊福 郷 

S 遠 江 国 引佐郡 伊福 郷 
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細 江 町〜 浜 松 市 


S 尾 張 国 海 部 郡 伊福 郷 

3： 美 濃 国 池 田 郡 伊福 郷 

g 備前国 御 野 郡 伊福 郷 

g 安芸 国 佐 伯 郡 伊福 郷 

そのほか にも、 S 長 門 国 意 福 駅な ど、 伊福に 通じる とお 

も われる 地名が ある。 これらの 地名と 銅鐸 出土 地との 関連 を 

さぐって みた。 すると ふしぎな 暗号が あぶり 出されて きた。 

S 大和 国 宇陀 郡 伊福 郷  ぶ 

『大和 志 料』 によると 「宇陀 郡の 榛原 村の 大字に 福 西 あり。 

けだし その 名残なる べし」 と ある。 『続 日本 紀』 に は、 和 銅 六 年に、 「大倭 国 宇 太 郡 波 坂 郷の人 大初位 上 村 君 東 人、 

銅 It を 長 岡 野の 地に 得て、 之を献 ず。 高さ 三尺、 口径 一尺、 其の 制 常に 異なり、 音 律呂に 協へ り。 所 司に 勅して 

之 を 蔵せ しむ」 と ある。 梅 原 末 治 氏 は 『銅鐸の 研究』 で 「恐らく これ は 裝裟櫸 の 式であって、 鐸 に満紋 飾り を も 

つた 類であった ので はなかろう かと 思われる」 と 述べて いる。 

波 坂郷の 所在地 ははつ きり しないが、 『大和 志 料』 や 『地名 辞書』 によると 波 坂郷長 岡と いうの は 『延喜 式』 

にの つてい る 岡 田 小秦命 神社の 岡 田 あたりと 考えられる という。 この 比定 にした がう と、 政治 村 大字 小 和 田 あた 

りが 鐸の 出土 地と いう ことになる。 小 和 田 は 今は大 宇陀 町に 属する。 福 西から 小 和 田まで は 約 六 キロの 距離し か 

ない。 福 西の 東に 伊那 佐 山が ある こと は 留意すべき である。 イナ サは 東南 風 を 指す が、 それ はまた 溶 銅と も 関連 

が ある 地名と おもわれ るからで ある。 

^ 遠 江 国 引佐郡 伊福 郷 
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ここ は 現在の 静岡県 引佐郡 細 江 町気賀 である。 細 江 町 気賀の 教育委員会の 近くに、 今 も 伊福と いう 地名が のこ 

つてい る。 また この 近くに マンガン 鉱 のとれ る 山が ある。 さて この 細 江 町気賀 から 銅！： が 出土した の は 昭和 八 年 

のこと である。 それ は 六 区 突 線 帯 文で 原始 絵画が あった。 すなわち 伊福 郷 のどまん なかから 銅鐸が 出土した。 細 

江 町の 中 川から は ほかに 五 個で ており、 この あたりが 古代の 集落の 中心地であった こと を うかがわせる。 

細 江 町 は 私 もお とずれ てみ たが、 浜 名 湖の 北東に あたる。 今日 東名高速道路の ための 浜 名 湖 橋の かかって いる 

ところから 湖の 部分が くびれ たような 形に なって おり、 その 湖 辺 をつつ むように 町が ある。 そうして 細 江 町 は 赤 

石山 系の 支脈と 三方 原 台地と に はさまれ たような かっこう になって おり、 その 間 を 都 田 川が 流れて いる。 つまり 

町 は 西南の 風 を さそいこむ ようにして 湖の 北東に 位置し 展開して いる。 

遠 州 浜 松の 風 あげ は 有名 だが、 細 江 町で も攝 あげが さかんで ある。 とくに 冬 は 西南の 風が つよい からまと もに 

受ける ことになる。 この 風が 製 銅 や 製鉄に 大きく 役立つ こと は 想像で きる。 

窪 田蔵郎 氏の 話 を 聞く と、 野た たらの 遺跡に は 山腹の 東南 斜面が 多く、 また 炉の焼 土の 残滓が 東南む きになつ 

くろがね 

ている ものが よく みられる そうで ある。 「東南 風 は 黒金 を も 通す」 という ことわざが 常 陸の 鹿 島に あると い う。 

柳 田 国 男の 『風位 考』 によると、 イナ サは 海の 方角から 吹く 東南 風と いうの が 一般的で ある。 細 江 町 あたりで も 

冬場の 西南 風 は 春になる ととう ぜん 東の 方に 風が まわる。 地形の 具合に よって は、 冬で も 東南 風と 変る こと も あ 

り 得る。 要するに 強風、 猛風 であれば よい わけ だ。 したがって ィ ナサの 風 を 利用した 精鍊が おこなわれて いたか 

も 知れない。 そうした ことから 引佐郡の 呼称が 生まれた ことが 考えられる。 それ はさきに 述べた 奈良県 宇陀 郡の 

伊那 佐 山に も あてはまる ことで ある。 

S 尾 張 国 海 部 郡 伊福 郷 

現在の 愛知県 津島 市の 東と なりに あたる 七宝 町に 伊福と いう 地名が のこ つてい る。 伊福部 氏 は 尾 張 氏と 同祖で 
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ある。 尾 張 連の 祖の 意富 阿 麻 比 売と いうの は、 この 海 部 郡の 地名に よる かと 『地名 辞書』 は 言って いる。 ただし 

ここにい まだに 銅鐸 は 出土して いない。 

崇神 帝の 皇子の 八 坂 入日 子 命が 尾 張 連の 祖の 意富 阿 麻 比 売 をめ とって 八 坂 入 比 売 命 を 生んだ。 景行帝 は その 八 

坂 入 比 売 をめ とって、 五百木 之 入日 子の 妹に あたる 五百木 之 入日 売 を 生んだ。 その 五百木 之 入日 売の 誕生した と 

ころと 称する のが、 現在の 愛知県の 木曾川 町の 大字 里小牧 (葉 栗 郡の 門 間庄) にある 宇 夫須那 神社で ある。 『尾 

ぴ しう は ぐり のこ ほり わかぐ り さと うぶすな  やしろ  いほい りひめ  たんじ やうう ぶ 

張 国 風土記 逸文』 に 「尾 州 葉 栗 郡、 若 栗の 郷に宇 夫 須那の 社と 云 ふ 社 あり。 廬入姫 (景行 天皇の 皇女) の 誕生 産 

屋の 地な り」 という 記事が ある。 伊福部 (五百木 部) が 五百木 之 入日 子の 御名 代と する 説の ある こと はまえ にの 

ベた。 また 木 曾： 川 町 大字 門 間に は、 伊福部 宿 禰の祖 の 火 明 命 を まつる 伊 富 利 部 神社が ある。 伊 富 利と いうの は、 

廬 入で 伊福と おなじ 語で ある。 さて この 門 間から 北東に 五、 六 キロい つた 所の 岐阜 市の 上加納 から 銅鐸が 出土し 

ている。 

書き添えて おくと、 葉 栗 郡の 南に つらなる 中島 郡に 祖父 江 町が ある。 この ソプ という 語 は サビと 同音で 製鉄に 

関連す る 語と されて いるが、 その 祖父 江 町の 北に 祐久 という 地名が ある。 これ はた ぶん 伊福の なまりであって 

『神 鳳抄』 に 「尾 張 国 伊福部 御厨、 八 丈 絹 三疋、 五十 丁」 と あるの はこ こだろうと 『地名 辞書』 は 述べて いる。 

このように 尾 張 国に 伊福部 氏の 居住した と 思われる ところが 点々 と ある 点 はみ のがす ことので きない 事実で ある ( 

S 美 濃 国 池 田 郡 伊福 郷 

現在 は 岐阜県の 揖斐郡 春 日 村が そうだと いう ことにな つてい る。 ここ は 伊吹山の 東北に あたる 山村で あるから 

猛烈に 風の つよいところ である。 また 金 生 山の 北が わになる。 すなわち 不破 郡の 垂 井町の 立地条件 ともよく 似て 

いる。 銅鐸 はま だ 出土して いないが、 その 可能性 を 秘めて いる。 

^ 備前国 御 野 郡 伊福 郷 


49 第一章 銅 を 吹く 人 


現在の 岡 山 市に ある。 上 伊福と 下 伊福と にわかれ る。 この 上 伊福から 土 譯 が 発見され た。 格子 状の 横 帯 文に 流 

水 文 を 配した ものである。 出土 地 はもと 練兵場 あとら しく、 そこ あたりに は 弥生 土器が 散乱して いた。 なお 伊福 

郷には 尾 針 神社が ある。 これによ つ て も 尾 張 氏と 伊福部 氏との 同族 関係が うかがわれる。 

g 安芸 国 佐 伯 郡 伊福 郷 

現在の 広 島 市 安佐 町の 久地 あたりと されて い る。 こ こ に 本拠 を も つ 伊福部 氏に つ い て はさきに 廬城部 連 枳莒喩 

が 安芸 国の 過 戸に ある 廬城部 屯 倉 を 献上した 条で 説明した。 

ィ フク、 ィ フキ、 ィォキ の 地名 も 銅と 関わる 

これまでみ たように 『和名 抄』 に 記載され た 六 力 所の 伊福 郷 のうち 四 力 所が 銅鐸 もしくは 土鐸の 出土 地と かか 

わり を もっている。 さらに 話 をす すめよう。 

S 長 門 国 意 福 駅 

現在の 山口県 美 禰市於 福で あり、 ォ フクと よませて いる。 『延喜 式』 に 意 福 駅 馬 三 匹と ある。 そのば あい はィ 

フクと よませた ようで ある。 『和名 類聚 抄郷名 考証』 (池 辺弥 著) では ィ フクと なって いる。 この 意 福 は 山陰 地方 

との 連絡駅であった。 しかし それば かりではなかった。 『風土 注進 案』 によると 「山城 山に 黄金の 蔓 ありし を 掘 

出せし は 山 子どもお ふくお ふくと 呼びし より、 於 福と 唱へ 来りし とも 申し 伝へ、 その 詳ら かなる こと 相 知りが た」 

し、 と ある。 お ふく、 お ふくと いうの はもち ろん こじつけ にしても、 それが 鉱山 採掘に つながる 地名で ある こと 

はこれ によって 知る ことができる。 美禰 市立 図書館 発行の 『ふるさとの 歴史 • 美 漏』 にも、 於 福の 地名 は 金銀 銅 

鉄な どの 鉱石 を 吹き分ける 息吹 (ィ キブク *ィ ブク) に 通じる ものが あると している。 

では 果して 銅山が あつたの か、 といえば、 すでに 元 和 元年 (一六 一 五) に は 藩の 請 山と して 於 福 鉱山が みられ 一 
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運上 銀 をお さめて いた。 明治 十四 年に は 於 福の 小 杉で 山上 鉱山が 開発され、 多い ときには 百 人前 後の 鉱夫が 働い 

ていた。 ここで 精鍊 された 銅 は 型に 入れ (百 斤 入り、 十六 貫)、 馬の 背に のせて 三 田 尻 港まで はこび、 大阪に 積 

出された という。 さらに 明治 二十 八 年に は 山上 鉱山の 南方に 金ケ 原鉱 山が 開発され た。 於 福に ある 二つの 銅山の 

全盛時代 は 明治 末から 大正 初めであった。 この 銅山の 鉱石 を あらう 水が 川に ながれ、 田に 川の 水 を 引いた ので、 

於 福の 田んぼ は、 土に 銅が まじる 金 焼と よばれる 公害が おこって 支障 をき たした。 金ケ 原鉱 山 は 昭和 三十 二 年 ご 

ろまで やって いたが、 輸送費が あわない ので 閉山と なった。 しかし その 名 ごり で 今でも 金山と いう 地名が のこつ 

ている。 

もとの 於 福 村のと なりの 渋 木 村 (現在 長 門 巿渋木 町) も 往古 は 集 福と いう 名で よばれて いた。 これ もィ フクの フ 

クと通 音で ある。 この 渋 木 村に 鉱山が あった こと は 天 正 九 年 (一 五八 一) の 毛 利 藩 文書に みえ ている。 銅 をと つ 

ながの ぼり 

たと みられて いる。 また 美禰 市の 東に つらなる 美 東 町に も、 長 登、 赤 絵 堂、 青景 などの 鉱山が あった。 赤 絵 堂 や 

青景は 銀山であった。 長 登 はもと 大田 村に 属して 磁鉄鉱 を 出した が、 銅 も 産出した。 長 門 国の 铸銭 司の ある 長府 

まで、 美禰 郡長 登 (美 東町大 田) や 阿武 郡桜郷 (阿東 町 生 雲) の 銅 を はこんで 銭を铸 たこと が、 承 和 三年 (八 三 

六) の 頃の 記録に ある。 ここにい う 生 雲 は 古くから 銅山の あつたと ころで ある。 そのと なりに 地 福と いう 地名が 

あるの も、 あるいは 伊福と 縁 由が あるか も 知れない。 

こうして、 因幡の 伊福部 臣と荒 金鉱 山、 美濃不 破の 伊福部 氏と 金 生 山、 そしてい ま、 長 門の 於 福と そこに ある 

銅山と いうよう になら ベて みると、 伊福と いう 地名と 銅との 関連 は 否定し がたい。 

⑧ さらに 話 をす すめる。 『尾 張 国 風土記 逸文』 に は 次の ような 記事が ある。 

あゆち  こほり ふくこう じ くにひと み やけ でら  こほりの みやけ  さと  あし くさ かべ さとい ふき  なら 

「愛知の 郡。 福 興 寺 俗、 三 宅 寺と 名づ く。 郡 家より 南に 去る こと 九 里 十四 歩、 曰卞 部の 郷の 伊福の 村に あり。 平 城の 宮 

あめのし たしろ  あまつ しるしく におし はるき とよ さくら ひこの みこと  まつりごと ひと  みやけの むら じ まさ  まつ 

に 御宇 しめしし 天 璽 国 押 開 豊桜彦 命 の 天皇の 神 亀 元年、 主 政、 外 従 七 位下 三 宅 連 麻 佐、 造り 奉れり」 
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要するに、 尾 張 国 愛知 郡 日 下部 郷の 伊福 村に ある 福 興 寺 は、 三 宅 連 麻 佐と いう 人物が 聖武 天皇のと きに 造営の 

任に あた つ たという 記事で ある。 こ の 文章に 出て くる 三 宅 連が 天日 矛を祖 とする 渡来人で ある ことにと くに 注目 

したい。 それ は 因幡の 伊福部 臣の 系図に みるよう に、 また 但馬出 石の 天日 矛の 本拠に 伊福部 神社が あるよう に、 

伊福部 氏と 天日 矛の むすびつ きを 暗示させる。 では 伊福 村と は どこか。 これにつ いて 『地名 辞書』 は その 場所 は 

はっきり しないと いいながら、 厚田 (熱 田) の 郡 家 (現在 名 古 屋市熱 田 区 神 戸町と いう) の 北 九 里 (現在の 単位で 一 

里 八 町ば かり) の 地点 を さがす となると、 名 古屋の 広小路の あたりと する。 そこ は 名古屋 市の 中 区に ある。 さて 

名古屋 市の 名 古屋城 濠から 銅鐸が 出土して いる。 これ は 伝承で もはや 確認で きにくいが、 それ を 信ずる となれば、 

銅鐸の 出土 地と 伊福 村との 距離 は数キ 口 である。 

愛知県から はもう 一 つ、 鳴 海の 海底から 出た という 言い伝えの 銅鐸が ある。 この 銅鐸の 出た 鳴 海の 駅に、 式 内 

ハ ふき 

社の 伊 副 神社が ある。 伴 信 友の 『神 名 帳 考証』 や 『神祇 志 料』 では 所在地 を 確認で きないが、 鳴 海の あたりで あ 

る こと はまちが いない。 この 鳴 海 は 今で こそ 海から 離れて いるが、 この辺 は 川の 土砂が 海の 沖に たまって できた 

新田が 多い。 すくなくとも 銅鐸が 明治 以前に 発見され ている ことから すると、 当時 は 今よりも 海 は 入り こんでい 

たの だから、 鳴 海の 海から 出土した という 言い伝え はかならず しも 可能性の ない もので はな かろうと、 梅 原 末 治 

氏 は 『銅鐸の 研究』 で 述べて いる。 

このように 現在の 熱 田 神宮の ある あたり を 中心に して 伊福部 氏が 尾 張 平野に 展開して いた こと は 充分に 考えら 

れる ことで ある。 熱 田に 近い 愛知 郡 中 根 村 (名 古 屋市瑞 穂 区 丸 根 町) から 明治 三年に 銅鐸が 出土して いる。 

S 話 は 土 佐に とぶ が、 高知県 安芸 市の 伊尾木 字 切 畑から 銅鐸が 出土して いる。 この 伊尾木 は 南北朝から 室町 

時代に かけて は 有 井庄と 呼んだ ようで ある。 そのこと は 『南路 志』 も 述べて いる。 しかし 一方 『高知県 史』 (古 

代 中世 編) をみ ると 『和名 抄』 の 項に、 安芸 郡に 八郷 あり、 その 中に ある 丹 生郷は 現在の 安芸 市 伊尾木の 地域 だ 
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ろうと 推定して いる。 つまり 有井庄 のまえ に 丹生郷 があった わけで あるが、 一方、 戦国時代に は 有 井城の 伊尾木 

権左衛 門の 名が みえる。 また 『高知県 史』 所収の 地図 をみ ると 戦国時代 主要 豪族 分布図に 伊尾木 城 • 伊尾木 氏と 

ある。 こうして みれば 伊尾木と いう 名 まえ はけつ して あたらし いもので はなく、 有 井庄の 時代に も 伊尾木と いう 

人名 もしくは 地名の あった ことが 推定され る。 なぜ このような ことに こだわる かとい えば、 伊尾木 は 五百木と 通 

音で あり、 さらに 伊福と 関係が あるか も 知れない とおもう からで ある。 もしそう だと すれば 伊尾木から 銅鐸が 出 

たこと はけ つして 偶然で はない はずで ある。 

銅を歸 造す る 人び と 11 歴史 を 貫く 伊福部の 職務 

これまでみ てきた こと をもう 一度 整理して みょう。 第一 に 考えられる こと は、 伊福と いう 地名 や 神社 名の 所在 

地が 銅鐸の 出土 地と なにがし かの かかわり をみ せて いる ことで ある。 その もっとも 端的な 例 は 遠 江 国 引佐郡の 伊 

福郷、 伊勢 一志 郡の 家 城、 備前国 御 野 郡 伊福 郷で、 それぞれ 銅鐸 や 土鐸が 出土して いる。 そのほか、 大和 国 宇陀 

郡 伊福 郷、 美濃不 破の 伊富岐 神社、 因幡の 宇 倍 神社、 安芸の 廬城 部の 屯 倉の ある 過 戸 (現在 府中 町) のす ぐ 近隣 か 

ら 出土して いる。 尾 張の 伊 副 神社の ある 鳴 海、 また 愛知 郡 伊福 村の 付近から も 出土して いる。 それに 土 佐 安芸 郡 

の 伊尾木 を 加える と、 伊福と いう 地名の ある 場所が 銅驛の 出土 地と 無縁で あると いう こと はも はやでき ない。 

第二に 伊福と いう 地名の 背後に 銅鉱の ある 山が しばしば 見付かる ことで ある。 その 例 は 美 濃 赤 坂の 金 生 山、 因 

幡法美 郡の 荒 金鉱 山、 長 門 於 福 駅の 銅山な どで ある。 このほか、 但馬出 石 大字 中 村 字 伊福部に ある 伊福部 神社の 

とこの お やま 

奥に ある 床 之 尾 山が あげられよう。 

第三に、 こうして みると、 伊福部 氏 は 笛吹 部で もなければ 御名 代 部で もな く、 あきらかに たたらに 関係 を もつ 

職業 部で ある。 ここにお いて これまで 論議 を かわされ ていた 伊福部 氏の 性格が はっきりした。 
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第 四に、 伊福部 氏の 名 まえが 古 記録に 散見して いるの は、 彼らが 銅鐸の 造られた 弥生時代 だけでなく， その あ 

との 歴史 時代に も 採鉱 冶金の 仕事 を 受けつ いでいた こと を 物語って いる。 彼ら は 古墳時代に 急激に 増大した 鉄製 

品 をつ くる 仕事に かかわりあって いたと 推定され る。 

第五に、 そうだと すれば、 そこに は 製 銅と 製鉄の あいだの 一貫した 技術の 伝統の 授受が おこなわれた とみる こ 

とが 可能で ある。 この こと は 銅譯の 問題 を、 それだけ きりはなして とりあげる わけに はいかな いこと を 示して い 

る。 すなわち 製作 品 だけでなく、 製作者の 集団の 問題 をと りあげねば ならぬ。 

第 六に、 伊福と いう 名 まえと 銅鐸の 出土 地と が このように かたく むすびつ いている という こと は、 伊福に かぎ 

らず、 銅鐸の 埋められ たのが 偶然の 土地で はなく、 また その 埋め 方 もき わめて 意識的であって、 恣意的で ない こ 

と を 物語って いる。 

伊福部と 銅鐸 出土 地の 関連に ついては、 田 中 巽 氏が すでに 一 九 六 八 年 六月に 『甲子 園 短期大学 紀要』 第一 号で 

「下野 国からの 銅鐸の 出土に ついて」 と 題す る 論文の 中で 詳述して いる。 田 中 氏 は 伊福部 氏の 居住地が 銅！： の 出 

土地と 関係が あると する 点で 私と まったく 一致して いる。 私 は 独自で この 関係 を 明らかにした とはいえ、 先行 者 

である 田 中 氏に は、 敬意 を 表する にやぶ さかで ない。 田 中 氏と 私の 論旨の ちがう 点 は、 田 中 氏 は 伊福部 氏が 尾 張 

氏の 系譜に 属する ことから、 尾 張 氏と 銅鐸との 関係 を 強調して、 伊福部 氏の 性格に は あまり 言及して おられない 

ことで ある。 「伊福部 は どのような 部 曲で あるかに ついては 異説が あるが、 景行 天皇の 皇子 五百木 入彦 命の 名代 

部と する のが 妥当で ある」 と 田 中 氏 はの ベて おられる が、 私 は 伊福部 氏の 性格 を铸銅 者と して 規定し、 伊福部 氏 

と 銅鐸の 出土 地の 関係の みならず、 その 居住地の 近傍に ある 銅山に も 着目して いる。 この こと は 田 中 巽 氏と 私の 

視点の 重要な 差違 点 だと おもわれ るので、 とくに 一 言して おく。 

銅鐸 出土に 係の ある 伊福部 氏に ついては、 私が 指摘した ところで 田 中 氏が 見落とされ たもの も あるが、 私が 


青 f 同の 神の 足跡 う 4 


捜した 埒の 外で 田 中 氏が 言及され ている 箇所 も ある。 それ を 左に 掲げて おく。 

3、 愛知県 南 設楽郡 鳳 来 町 大字 海老に、 伊吹山、 伊吹 川、 更に 伊吹 祠 もあって、 往昔、 伊福部 氏の 居住地で あ 

つたこと を 思わせる 地名が のこって いるが、 一方、 『尾 参 宝鑑』 に、 設楽郡 小 野 村の 大工 藤兵衛 なる ものが 銅！： 

二  口 を 掘り 得た 由の 記録が ある。 梅 原 末 治 氏 は 南北 設楽 郡に 小 野なる 地名が 見付からない としてい るが (『銅鐸の 

研究』)、 田 中 氏 は、 その 小 野 村 は 現在の 海老の 地で ある こと を 現地に おもむいて 確かめて いる。 そこで 小 野 村 出 

土の 銅鐸と 伊吹の 地名 をの こす 海老と が むすびつき、 そこに 伊福部との 関係が 浮び あがる。 また 海老から 数 キロ 

北に ある 設楽 町の 田峯に 出土した 銅鐸 も 海老の 伊福部と 関連 を もつ ことが 考えられ ると 田 中 氏 は 言う。 

②、 滋賀県の 栗 太 郡に 式 内 社の 意 布 伎 神社が あるが、 それ は 同 郡 常 盤 村 (現 草津 市内) 大字 志那の 総社 神社で あ 

ると も、 おなじく 志那に 鎮座す る 支那 神社で あると も 言って いる。 諸 社 一覧な どで は 伊吹 社 は 栗 太 郡 伊吹の 里に 

在り、 といって いる。 この 伊吹と いうの は 現在 総社 神社の 鎮座 地の 小字 名で あるが、 この 志那 から 銅鐸が 出土し 

ている。 

sr この 近 江 国志那 出土の 銅鐸と 下野 国 田 間 (栃木県 小山 市) 出土の 小 銅 譯 と は 類似 鐸 であると 野 口 義麿氏 は 

指摘して いる。 また 志那 銅鐸と 安芸 国 福 田 (広 島 市 安芸 町) 出土の 銅鐸との 類似 を 梅 原 氏が 指摘して いると いう。 

こうした ことから 三 箇所に 出土した 銅鐸が 類似で あると いう 見解に 立って、 田 中 巽 氏 は、 栃木県 栃木 市 (もと 下 

都 賀郡吹 上 村) に 伊吹山が ある ことと、 小山 市 田 間 出土の 銅鐸 をつ なげて 考え、 そこに は 伊福部 氏が 居住して い 

たので はない かと 類推して いる。 安芸 国 福 田鐸、 近 江 国 志 那鐸が 伊福部 氏の 居住地に 出土して いると すれば、 そ 

れらと 類似 譯の 出土した 栃木県 小山 市 もまた 伊福部 氏の 居住地に 比定 できる とかん がえ るの は、 すこぶる 理に叶 

つてい る。 

これら 田 中 氏に よって 挙げられた 諸 例 は、 私の 説に とっても 役立つ もので あり、 田 中 氏のお かげで 私 はいつ そ 
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う 確信 を もつ ことができた . 

天日 槍の 本拠地 • 但 馬の 伊福部 神社 

これまで 伊福 郷 について 見て きた ことから、 伊福部 氏が ふい ご を つかさどる 鍛冶 氏族であって、 銅鐸の 出土 地 

との 必然的な 関連が 否定で きにくい ことが ほぼ 明らかにな つたが、 まだ 二、 三 言いの こして いる ことがある そ 

の ひとつ は 兵庫県の 出 石 郡 出 石 町 大字 中 村 小字 伊福部で まつる 伊福部 神社の ことで ある。 但 馬の 出 石と いえば、 

だれし も 天日 槍 を 思い出さずに はいられない ほど 両者 は 密接で ある。 出 石 町に は 但馬ー の 宮の出 石神 社が あって、 

天日 槍 を まつる。 この 天日 槍 は あとでく わしく 論ずる ように、 銅鐸と もっとも 縁 由の 深い 渡来人 集団で あると み 

なされて きている。 但し その 実証的な 裏付 は 誰も まだ 果してい ない。 

さて、 『校 補但 馬考』 の 説明で は、 三百 年 位 まえに、 出 石 大明神 を 出 石 町中 村 伊福部の 地に 勧 請した ことから、 

伊福部 大明 神と 称する ようにな つ たという。 したが つ て 伊福部 神社の 名 は その 土地の 名に あやか つ ただけ であ つ 

て、 Si, 福 部 系の 祖先 を まつった もので はなく、 出 石神 社な どに 関連が あるだろう としてい る。 また 伊福部 神社が 

l^sjlss? 神社と も 称して いるの は、 もともと 別の 神社であった のが 混同され たので あると して、 しりぞけ てい 

る。  -ー 

この 伊福部 神社と 伊福部 氏が 関係が あるか どうか は 今のところ あまり 問題に ならない。 むしろ この 地に 伊福部 

の 名が ある ことの 方が 重要で ある。 それ は 鍛冶 氏族と しての 伊福部の 存在 を 示唆して いるから である。 中 村の 近 

くに 鍛冶屋と いう 字 名 も あるが、 それが そのまま 伊福部と むすびつく か はわから ない。 しかし、 伊福部 神社 は 中 

村 部落な どと 共に 鍛冶屋 部落の 氏神と もな つてい る。 

『但馬 世 継 記』 は 偽書 だとい われて いる。 しかし 同書に 「伊福部 神社 は 伊福部 宿 漏の 袓天香 山 命を祀 る。 伊福部 
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宿 禰は铸 物 師の祖 なり」 と 述べて いるの は、 見す ごしが たい。 それが い 

かなる 根拠に よる かわからない が、 ともかく そこに 铸物 師の祖 なりと 述 

ベ て あるの はま つたく の 偽造で はない と おもわれる。 この 伊福部 神社の 

奥に 畑と いう 山村が あって、 そこの 鍛冶 谷に は 福 田 鍛冶 を 称する 家が あ 

り、 また 鍛冶屋の 屋敷の あとと いわれて、 今 もまつ り をお こなって いる 

場所が ある。 こ の 鍛冶 谷 は 眼の まえに 床 之 尾 山 を ふりあおぐ ところに あ 

る。 私 も そこ を 訪れて みたが、 十二月 中旬な のに 山頂に 雪 を かぶって い 

た。 この 床 之 尾 山 はまた、 鉄鈷 山と も 呼ばれて いる。 それに つづく 朝日 

金山 も 鉱山と して 名高い。 このように 伊福部と いう 地名が 鉱山の 間近 か 

にあり、 しかも 天日 槍の 本拠地で ある 出 石の 一 角に 存在 するとい うこと 

は、 私に はもつ とも 重要な ことと 考えられる。 それ は 天日 槍と 伊福部 氏 

との むすびつ きを 想定 させずに はお かないの だ。 但馬 地方に は、 円 山川 

の 川口の 瀬戸 を 切り開い たのが 天日 槍で、 そのと きに 使用した 鑿 は、 さ 

きに のべた 畑 部落で 鍛えた という 伝承が あり、 原料の 鉄 は鉄鈷 山から 得た という。 こうした 説話の 背後に 伊福部 

氏の 影が 動いて いないだ ろうか。 

出 石 町の 西方の 日 高 町に は 伊府と 書いて ィフ とよ ませる ところが ある。 ここに は 伊福 八幡宮が ある。 その 近く 

に はむかし 気 多 軍団が あつたと されて いる。 場所 は 国府の あたりであった らしい。 『続 日本 後紀』 に、 仁 明 天皇 

くと  くと むら 

七 年 五月、 「気 多 郡 兵 庫の 鼓 夜お のづ から 鳴る」 と 記されて いる。 おなじ 日 高 町の 久斗 にある 久斗寸 兵 主神 社が 

おそらく 気 多 軍団の 兵器の 鎮守であった らしい。 この こと を 重ね あわせて 考えて みると、 日 高 町の 伊府に 居住し 
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たと おもわれる 伊福部 氏の 役割 も ほぼ 確かになる。 日 高 町の 奥に は金屋 という 場所が あり、 たたらの あと もの こ 

つてい る。 

一方、 伊福部の 姓 を もつ 人た ちが、 文武 帝 あるいは 聖武 帝の 頃、 すなわち 奈良時代 開始の 前後に 出 雲 国の 出 雲 

郡と 神 門 郡に 居住して いた ことが 記録に あきらか である。 そこ は 現在で は斐 伊川と 神 戸川に はさまれた 流域で 出 

雲 市 を 中心とした 箇所で ある。 といえば、 斐 伊川の 上流 または 中流が 川 砂鉄の 産地で ある こと を 思い出さずに は 

すまない。 ところで、 出 雲 市の 林木と いうと ころに は、 意 布 伎 神社が ある。 また そのす ぐち かくに 阿須 伎 神社が 

みられる。 両社 ともに 式 内 社で ある。 阿須 伎 神社 は アジ スキ タカ ヒ コネ を 祀 つてい る。 そこで、 伊福部 氏と アジ 

スキ タカ ヒ コネ、 つまり 鉄器 を 人格化した 神との 関係が 想定され る。 出 雲の 伊福部 氏は斐 伊川の 流域に 住んで 製 

鉄の 仕事に 従事した と おもわれ るが、 彼ら は 山陽 側の 吉備 あたりから 出 雲に 入った のか も 知れない。 

このほかに 心に かかって いる ことと いえば、 柳 田 国 男が 『雷神 信仰の 変遷』 の 中で 天神 =雷 神の 従者に 富 部と 

いう 小童の ある こと を 述べて いる ことで ある。 柳 田 は、 近代の 末社で は 富 部と いうか わりに 福 部と 称して おり、 

最初から トミべ と は 呼ばなかった ものら しいと 言って いる。 この 福 部 は瓠の 神で、 水の 災を 代表す るので はない 

かと も 書いて いるが、 雷神と 小童との 関係 を 考える と、 福 部 は 伊福部の こと を 指して いるよう にも おもわれる。 

伊福部 氏 は 雷神と して まつられる 

各地の 伊福と いう 地名 や 神社 名に ついては あらかた みて きたが、 じつは 『常 陸 国 風土記 逸文』 にある 伊福部 岳 

の 話 をの こして いた。 その 話の 中に ふくまれ ている 意味 を 考える まえに、 まず 話の すじ をみ てみ よう。 

い ふきべ の  わざ は ひ 

「常 陸の 国の 記に、 昔、 兄と 妹と 同日に 田 をつ くりて、 『今日 遅く 植ゑ たらん もの は、 伊福部 神の 禍 を かぶ 

るべ し』 と 云け る ほどに、 妹が 田 を 遅く 植 ゑたり けり。 其の 時、 雷 鳴りて、 妹 を 蹴 殺しつ。 兄 大きに 歎きて、 
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恨みて、 仇 を 討ん とする に、 其の 神の 所在 を 知らず。 ひとつの 雌 雉と び 来りて 肩の 上に 居たり。 績麻 をと りて 

雉の 尾に 繫け たるに、 雉 飛びて 福 部の 岳に あがりぬ」 

このように、 この 説話に 伊福部の 神と いう ものが 出て くるが、 それが 雷神であった というの は、 伊福部 氏の 性 

格 を 知る 上に、 きわめて 重要な 手がかり である。 さて 話の 後半 をみ てみ よう。 

キジに かけた 麻糸 を さらにつな いでいく と、 キジ は 雷の 住む 岩窟に ついた。 そこで 兄 は 刀 をぬ いて、 雷神 を 斬 

ろうとす ると 雷神 は 恐れ おののいて、 命 を 助けて くれと たのみ、 百年の のち、 あなたの 子々 孫々 にいた るまで、 

雷に 打 たれる おそれ はない ようにす ると 誓った。 そこで 雷神 を ゆるして やった。 男 は キジの 助力 を よろこんで、 

恩義 を 忘れる ような ことがあったら、 自分 は 生涯 不幸に なっても 仕方がない、 と 誓った。 そこで、 その あたりの 

百姓 は 現在まで キジ をく わない。 云々。 

この 伊福部 岳 は どこに あるか 分からない。 が 『地名 辞書』 は、 上 曾と いう 部落 を それに あてて おり、 なぜなら 

ふき 

柿 岡の 西北 一 里に 葺 山が あり、 それ は ィフキ とや や 音が 近いから である、 と 述べて い る。 『和名 抄』 に は 常 陸 国 

茨城 郡に 夷 針郷が 記載され ている が、 上 曾 や 鯨 岡 あたり はもと 井白郷 ととな え、 上 曾 を 伊 字 名郷と 呼んで いると 

ころから、 井 白、 伊 字 名 は 伊志 美の 訛伝 だろうと 『新 編 常 陸 国 誌』 は 言って いる。 夷 針 ももと は 伊志 美と 読んだ 

のだろう というの である。 『和名 抄』 の 夷 針 を イジ ミと 読ませる の は 『姓氏 家系 大 辞典』 も 『地名 辞書』 も 同然 

である。 しかし 私 はこれ に 疑問 を 抱く。 夷 針 はむしろ ィ バリと 読ませた ので はない か。 その 理由 はィ バリ は イブ 

リに 由来す る。 そうして イブ リとィ フクと はおな じ 語で ある。 とすれば 夷 針 郷の上 曾の あたりに 伊福部 岳が 存在 

する 理由 も 説明が つくので ある。 尾 張の 葉 栗 郡 門 間庄に 伊福部と 関連 ある 伊 富 利 部 神社が あった こと はすで に述 

ベた。 また 肥 前の 高 来 郡 (現在の 長崎県 南 高 来 郡瑞穂 町) に は 伊福と いう 地名が あるが、 この 伊 はまえ に は 伊 布 

利 村と もよ ばれて いた。 これらから みても、 ィ フクと イブ リは 同一の 言葉と 考えて よい。 
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こうして 夷針郷 にある 伊福部 岳の 伝承 は、 伊福部 氏の もちった えた ものと 考えられる。 この 説話に 兄と 妹 力 出 

てく ると いう 点に おいて 古い 時代の ものと いう 感じが つよい。 また この 説話 は 三輪 山 伝承と 似て いる。 三輪 山 伝 

承で は 麻糸 をまい たもの を 蛇の 身体に つけて その 糸 をた ぐって いくの だが、 ここで は キジに なって いる。 古代に 

は キジ は 天上と 下界 を 媒介す る 使者 だと 信じられ ている。 

私が 常 陸の 伊福部 岳の 説話 を もち 出して、 強調した いのは、 その 説話で 伊福部 神が はっきり 雷神と して 登場し 

ている という こと だ。 伊福部 氏 は 雷 を その 氏族の 神と 考えて おり、 それが 一般に もみ とめられ ていた。 この こと 

は 次の 想定へ ととう ぜんみち びいて いく。 すなわち 雷で 表現され る もの は、 伊福部 氏の 鍛冶 技術ではなかった か、 

という ことで ある。 この ことに ついては 田 村 克己 氏が 「鍛冶屋と 鉄の 文化」 (森浩 一 編 『鉄』 所収) の 中で おおむ 

ね 次のように 述べて いる。 

「インドシナの レン ガオ 族 は、 雷神 を 鍛冶屋の パトロンと 見て いる。 金物 技術の 師匠と なる 者 はすべ て、 雷神 

について 夢 をみ る。 中国の 北西 部、 青 海 省に 住む 土 族 も 鍛冶の 神との つながり を 語って いる。 彼ら は、 初夏に 

苗が 高くな つた 時、 ボン 教の 僧侶 を 招待す る。 山で 祈り を あげ、 山羊 を 殺して はいだ 皮 を 柱に 刺し 神への 伊 

え 物と する。 この 供犠の 柱 は、 雷を呒 縛し 収穫 を 守る 目的が ある。 雷神と 鍛冶屋の つながり は、 鍛冶屋の I 

ことに 鎚の —— もつ 豊饒の 考えと むすびつ いている」 

アジアに かぎらず、 ギリシア神話の 単眼の 巨人 キク ロペスが、 ゼウスの 雷電 をき たえる 鍛冶屋で ある こと は 名 

高い 話で ある。 わが 伊福部 氏に も そのような 伝承が まつわりついて いたのであった ろう。 それの 傍証に、 ァ ジス 

キ タカ ヒ コネが 天 若 日子の 葬儀の 問に やって きたと き、 自分 を 死人の 天 若 日子と まちがえられ 激怒した という 

話が 『記紀』 にある。  う  きとぶ らいかに しにた る ひと われ あやま 

「時 こ I 靜  1|^^«、  II りて 日 はく 『朋だ 喪失せ たり。 故、 吾 即ち 来 ふ。 如何 ぞ死 人 を 我に 誤つ や』 と 1 
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とっかの つるぎ  きた ふ  やお  これ  も やま  よの ひと 

ひて、 乃ち 十 握 剣を抜きて、 喪屋を 折り 倒す。 その 屋 堕ちて 山と 成る。 此 則ち 美 濃 国の 喪 山、 是 なり。 世人、 

まかれろ ひと  おのれ  い  ことの もと  よそ ひうる は  ふた を ふたた に 

死 者 を 以て 己に 誤つ こと を 悪む、 此 其の 縁 なり。 時に、 味 耜高彦 根 神、 光儀 華艷 しくして、 二 岳 二 谷の 間 

てり わた  も  つど  ひとうた よみ  いろ もした でる ひめ つどへ る ひと  を たに 

に 映る。 故、 喪に 会へ る 者 歌 して 曰 はく、 或いは 云 はく、 味 耜高彦 根 神の 妹 下 照 媛、 衆 人 をして 丘 谷に 

映 く 者 は、 是味耜 高彦根 神な りと いふ こと を 知らし めむ と 欲 ふ。 故、 歌 して 曰 はく、 

あめ  おと たなばた  うな  たま みすまる  あなた ま  たに ふた わた  ぁぢ すきた かひ こね 

天なる や 弟 織女の 頸が せる 玉の 御 銃の 穴 玉 はや み 谷 二 渡らす 味 耜高彦 根」 

これ は 『日本書紀』 の 文章で ある。 ここにい う 美 濃 国喪 山と いうの は 二 説あって、 一説 は 岐阜県 武儀郡 藍 見 村 

(現在の 美 濃 市 極楽 寺 付近) という。 もう 一 つの 説 は 岐阜県 不 破郡垂 井町で ある。 私 は 後者の 説 を 採りたい が、 そ 

の 理由 は、 そこに 雷神 を まつる 伊福部 氏が 居住す るからで ある。 垂 井町に は 現に 喪 山と 称する ところ も ある。 

では アジ スキ タカ ヒ. コネ は どのような 性格の 神で あるか。 アジ は 美称で あり、 スキは 組の 意で あると ふつう 解 

されて いる。 すなわち それ は 鉄器 を 人格化し 美化した ものである。 『日本書紀』 に は、 また 別の 叙述 も ある。 

い か りお も ほてり  い  ともがき  ことわり あ ひと  けがら は  はばか  と は 

「時に 味 耜高彦 根 神、 忿然作 色して 曰 はく、 『朋友の 道、 理 相 弔 ふべ し。 故、 汚穢し きに 憚らず して、 遠くよ 

おもぶ かなし  なにす  しにた る ひと あやま  すな は  は  お ほ は がり  き 

り 赴き 哀ぶ。 何 為れ か 我 を 亡 者 に 誤つ』 とい ひて、 則ち 其の 帯剣 かせる 大葉刈 (中略) を 抜きて、 喪 屋を折 

ふ  これ  あるみ のか は かみ 

り仆 せつ。 此 即ち 落ちて 山と 為る。 今 美 濃 国の 藍 見 川 之 上に 在る 喪 山、 是 なり」 

ここに 大葉 刈りと いう 剣の 名が 出て くる。 これ は 大きな 刃 を もつ 刀剣と 解釈され る。 朝鮮語で は 刀 を カルと い 

う。 草薙剣 を都牟 刈の 大刀 ともいう。 この 刈 もまた おなじく 刀剣の 意で ある。 アジ スキ タカ ヒ コネ は 鉄製の 利器 

を 所有す る 神で あ つたこと が これによ つ て も わかる。 

さて、 前の 引用文で は、 アジ スキ タカ ヒ コネ は、 うるわしい 容儀 を そなえて いて、 二つの 丘、 二つの 谷の 間に 

映り 渡った と あり、 また、 その 歌に は 「み 谷 二 渡らす」 と ある。 いくつもの 丘 や 谷に 照り かがやく 鉄器と は、 何 

を 表現す る 比喩な のであろう か。 それ は 芭蕉の 『猿 蓑 集』 のなかの 「たたらの 雲の まだ 赤き 空」 という 句の よう 
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に、 野た たらの 炉の 炎が 空 を こがして いる ありさま を 叙した ものではないだろう か。 もしそう だと すれば この 

Mi は 鍛冶 氏族で ある 美 濃不破 郡の 伊福部 氏が うたった 作業 歌 だと 考えられぬ こと もない。 後代の 話 だが、 野た 

たらが 栄えた ころに は、 夜 は その 火签の 火が 真 赤に 闇 をて らして、 山火事の 折の 炎の ように、 三 里 も 四 里 も 遠く 

から 望見で きたと されて いる。 右の 歌 を 吉野裕 氏 は 『風土記 世界と 鉄 王 神話』 の 中で 「稲妻の ごとき 白熱 光で 邀 

(あるいは ガラス) を 溶かす 溶鉱炉 を 支配す る 者の 表現」 としてい る。 それ は 私の 考えと も 一致す る。」 

蛇 神 = 雷神の 暗示 I 多 氏と 伊福部 氏の 密接な 関係 

さて、 ここにお いて 想起す るの は 『常 陸 国 風土記』 にある 晡時臥 山の 伝説で ある。 .， 

「？^ « の 里。 此 より 北に 高き 丘 あり。 名 を^れ 時 ふ I の 山と いふ。 古老の いへ らく、 兄と 妹と 二人 ありき い-兄の 名 

はず l-,K^、 妹の 名 は ft 貝 il. とい ふ。 時に、 妹、 Ik ありし に、 人 あり、 姓名 を 知らず、 常に 就て 求婚 ひ、 

夜来り て 昼 11^ りぬ。 遂に？ 1^^ と 成りて、 T ダに酽 妊めり。 産むべき 月に 至りて、 終に 小さき 蛇 を 生めり。 明く 

れば 言と はぬ が 若く、 闇 るれば 母と 語る」 

. 右の ような 状態だった ので、 母と 伯父 (すなわち 兄妹) はお どろいて この 小 蛇 を 神の 子と おもい、 祭壇 をもう 

けて きれいな 杯の 中に 入れて おいた。 小 蛇 はだん だん 大きくな つてき たので、 もう 私たち はやしな う ことができ 

ないから、 父の いる 所に 去って ほしいと たのんだ。 小 蛇 は 自分に 一人の 小童 をつ けて くれない かと 言った が、 母 

がそう する こと はで きないと いうと、 別れぎ わに 母の 兄 を 雷撃し 震り 殺して 空に 昇って いった。 母が 土器 を なげ 

つける と 天に のぼる ことができず、 神の 子の 蛇 は晡時 臥の 峯に とどまった、 という。 

この 話 を みても 分かる ように、 蛇 神 は そのまま 雷神と してみ なされて いる。 前記の 伊福部 岳の 説話で は 妹が 雷 

神 こよって 蹴 殺される。 晡時臥 山の 説話で は、 兄が 蛇 神に よって 震り 殺される。 晡時臥 山の 伝説の さいご は、 兄 
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妹の 子孫が 今 も 祭り をお こなって いると 記されて いるが、 それ は 茨城県の もと 藤 井村 (現在 水 戸市 飯 合 1 町) にある 

ふじう ち 

といわれ ている。 藤 内 神社と 呼ばれる のがそう で、 この 社 は 蝮 蛇の 霊を祀 つたので 立 野 社と も 呼んだ という。 立 

野の タツ は 竜の 意味で ある。 

さて 飯 富 は 昔 は 大部と よばれて いた 地で あり、 その 名前から して 多 氏の 居住した ところと 推定で きる。 千葉県 

の 木更津 市に は 飯 富と 書いて 飯 富と よませて いる 場所が あつたが、 そこ も 多 氏の 居住地であった。 またお なじよ 

うな 話が 『多 氏 古事記』 と 称する ものに 載って いる。 こうして 晡時臥 山の 説話 は 多 氏の 伝承に ほかならぬ。 

ところが 伊福部 岳の 雷神の 説話の ある 夷 針 郷に金 指の 地名が みえる。 ここにお いて、 多 氏の 同族の 金 指 氏が、」 

かって 伊福部 氏と 密接な 関係 を 所有して いたので はない かとい う 仮定が 生まれて くる。 

私 はこ こで 『日本 霊異 記』 にの つてい るもう 一 つの 説話 を 紹介す る。 

び たつ  いはれ ヲサだ  ク -1 ヲ  ね な くら フト たまし き  あゆら  かヒヮ  ひとり 

「昔 敏達 天皇 是れ磐 余の 訳語 田の 宮に国 食し し 淳名倉 太 玉 敷の 命ぞ。 の 御世、 尾 張の 国 阿育 知の 郡 片蔬の 里に 一 の 

農 夫 有り。 田 を 作り 水 を 引く 時に、 小 細雨 降る が 故に、 木の 本 に 隠れ、 金の 杖を撐 きて 立つ。 時に 雷鳴 

る。 即ち 恐り 驚き 金の 杖 を 擎げて 立つ。 即ち 雷 彼の 人の 前に 堕ちて、 小 子と 成りて 随ひ 伏す」 

説話の 後半 は 次のように つづく。 

そこで 農夫が 金の 杖で 雷 を 突こうと すると、 雷が もし 自分 をた すけて くれたら、 あなたに 子供 を 得る ようにし 

てあげよう という。 そう 言って 天に のぼった。 あとで 子供が 生まれた が 「児の 頭に 蛇を纒 ふこと ニ遍、 首尾 後に 

垂れて 生まる」。 蛇 を 頭に まといつ けて 出生した 子供 は大 へんな 力の 持主で、 のち 大和の 飛鳥に あった 元 興 寺の 

童子と なって 鬼 を 退治し、 道場 法師と 呼ばれ、 大力の ゆえに 世間に 知れ わたる 人物と して 世 を 送った という。 

尾 張 愛知 郡片蘊 里の 説話 は 中国の 『捜 神 記』 の 中の 次の 話と きわめて 似通って いる。 晋の 時代に、 ある 男が 雨 

に ふられて 桑の 木の下に 身 を さけた。 そのと き 雷が 落ちて 男を擊 つた。 男 は 鋤で 雷の 股 を 打ち 折った。 雷 はつい 
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こ 也 面 こ 落ちて、 消え去る ことができなかった、 という ものである。 オシ ラサ マの 起源 を 説く 馬 娘 婚姻 譚の類 話 

が、 『捜 神 記』 に 見付かる ように、 『日本 霊異 記』 の 話 も 中国大陸から 将来され たものに ちがいない。 それ は 三輪 

山 説話 や 炭 焼 小 五郎の 伝説 とても 同様で ある。 ただ それ を 最初に 日本の 国内で 伝播した ものた ち は、 雷 =蛇= 鍛 

冶の 集団で ある 伊福部 氏、 あるいは 多 氏と 多 氏の 同族で ある 少子 部 (子 部) ではなかった ろうか。 

多 氏の 同族 • 少子 部の 鍛冶 族と しての 役割  くさ か ベ 

この 31^ &の里 は 名古屋 市中 区 古渡 町 付近と されて いる。 とすると、 これ は 尾 張 国 愛知 郡 日 下部 郷 伊福 村 (名 古 

屋 市中 区の 広小路 付近) と は 一 一 キロ 位し か はなれて いない。 昔の 郷村の 分布で いえば ほぼ 同一 地域に あると みなし 

て もよ かろう。 この 説話 は、 『日本 霊異 記』 の 冒頭に 出て くる 雄 略 帝が 小 子部栖 軽に 雷 を とらえて こいと 命じた 

次の 話に 縁が ある。  ず 

「天皇、 は <! の宮に 住みた まひし 時、 天皇、 后と 大安 殿に 寝テ婚 合した まへ る 時に、 栖軽 知ら 不 して 参ゐ 入り 

J  、 かづ ち  なる 力 Ts- 

き。 天皇 恥 ぢて輟 ミヌ。 時に 当りて 空に 雷 鳴る。 即ち 天皇、 栖 軽に 勅して 詔 はく 『汝、 鳴 雷 を 請 奉らむ や』 

とのた まふ。 答へ て 曰 さく 『請け たてまつら 将』 とま をす。 天皇 詔 曰 はく 『爾 あらば 汝請 奉れ』 とのた まふ。 

栖軽勅 を 奉り 宮 より 罷り出で、 緋の薩 を 額に 著け、 赤き 幡样 を擎 ゲテ、 馬に 乗り、 阿部の 山 田の 前の 道と 豊浦 

5^ の 前の 路 とより 走り 往 きて、 軽の ill の衢に 至り、 叫 囁び 請けて 言 はく 『天の 鳴 雷神、 天皇 請け 呼び 奉る 云 

云』 とい ふ。 然して 此 より 馬 を 還して 走りて 言 はく 『雷神と 雖も、 何の 故に か 天皇の 請け を 聞か 不ら む』 とい 

ふ。 走り 罷る 時に、 豊浦 寺と 飯 岡との 間に 鳴 雷 落ちて 在り。 栖軽 見て 即ち 神 司 を 呼び、 肇 籠に 入れて 大宮に 持 

ち 向か ひ、 天皇に 奏して £ さく 『雷神 を 請け 奉れり』 とま をす。 時に 雷 光 を 放ち 明り； ケリ。 天皇 見て 恐り- 

偉シク 幣帛 を 進 り、 落ちし 処に還 さ 令め しかば、 今に 雷 の 岡と 呼ぶ」  . „ 
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この 二つの 話に 共通な の は、 片蔬の 里の 農夫が 金 杖 を かかげて 雷 を とらえた という ことと、 小 子部栖 軽が 赤い 

幡の ついた 样を ささげて 雷 を 追い かけた という 点で ある。 

それ はどうい う 理由が あるので あろう か。 中 山 太郎の 『雷神 研究』 によると、 「雷鳴の 折に、 鍬 を 戸外に 出し、 

もしくは 鎌 を 竿の さきに 結び付けて、 高く 出す 土俗 も、 かなり 諸国に 行われて いるが、 その 理由 は 判然と 知る こ 

とが 出来ぬ。 強いてい えば、 癘鬼を 払うた めに、 二月と 十二月の 八日に、 鎌 を 高く 掲げる の は、 鬼が 低く 降りて 

来る と、 それで 尻 を 切る という 信仰が あるから、 例の 雷 鬼 一体 説から 転じて 来て、 落ちる と 雷の 尻 を 切る ぞ、 と 

いうので は あるまい か」 と ある。 鎌 や 鍬 を 戸外に 出す の は、 邪悪な 霊魂 を さける ための まじないであって、 台風 

よけの ために 屋根に 鎌 を あげ、 悪霊 を ふせぐ ために 産 小屋に 鎌 をつ るすのと おなじ 意図 を も つてい ると おもう。 

しかし また 金属性の 杖ゃ样 をた かく かかげる と、 ゴルフ場に 雷が 落ち やすいよ うに、 雷が それ をめ がけて 落ちる 

の はき まって おり、 それ を もって 雷 を とらえた と 考える の もまた 一方で はとう ぜんであった。 問題 は 小 子 部栖軽 

が 雷 をつ かまえる 専門家で あ つ たという ことで ある。 

これまでみ たように 雷と 蛇と はおな じ 神と みなす のが 日本の みならず 古代 世界の 考え方であった。 一方、 多 氏 

は 蛇 神に まつわる 三輪 山 型 説話 を もち、 他方、 小 子 部 栖軽は 雷神 制圧の 名人で ある。 それば かりで なく、 多 氏と 

小 子 部 連と は 共に 神 八 井耳 命を祖 とする 同族で ある。 

小 子部栖 軽が 雷神 捕捉の 况術を もった ように、 伊福部 岳の 説話で も、 そこに 登場す る 男 は 雷神 をめ がけて 刀 を 

ぬいて 切り かかる。 それ は 尾 張 愛知 郡片蘊 里の 農夫が 金の 杖 (鋤) で 雷神 を 突こうと したのと 同様で ある。 ここ 

で は 金属 器の 効用が 強調され る。 という こと は 伊福部 氏 も 小 子 部 栖軽も ひい て は 多 氏 も 武器に 関与す る 職業で は 

なかった かとい う 想定 を 抱かせる のに 足りる。 こうした ことから 直 木 孝次郎 氏が 推定す るよう に、 小 子 部が 軍事 

的 性格 を もっとす る 考え方 も、 なかば 首肯で きる。 事実、 壬 申の 乱の 時には 尾 張の 国司 守の 小 子 部連鉬 鈎が、 二 
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百の 兵 を ひきいて、 岐阜県 不 破郡垂 井町 付近に はせ 参 じている。 組 鈎の 鉅は鋤 を 意味す る。 金属の 道具の 名 まえ 

をつ けたの は 小 子 部の 性格の 一 端 を あらわし ている。 ， 

「雄 略紀」 に は 次の ような 挿話が ある。  . 

ち ひさこべ の むら じすが る  みことのりの たま  われみ もろの を か  おも 

「天皇、 少子 部 連 蜾赢に 詔 して 曰 はく 『朕、 三 諸 岳の 神の 形 を 見む と 欲 ふ。 或いは 云 はく、 此の 山の 神 をば 大 

物 主神と^ ふとい ふ。 或いは 云 はく、 菟 田の 墨 坂 神な りと いふ。 汝、 管 力 人に 過ぎたり。 自ら 行きて 捉 て 来』 との 

たま ふ。 蜾赢、 答へ て 曰 さく 『試に 往 りて 捉 へむ』 とまう す。 乃ち 三 諸 岳に 登り、 大蛇 を捉 取へ て、 天皇に 示 

せ 奉る。 天皇、 斎戒した ま はず。 其の 雷虺 虺 きて、 目 精 赫赫く。 天皇、 畏 みたま ひて、 目を蔽 ひて 見た ま は 

お まとの かく  よ  いか.. つち 

ずして、 殿中に 却 入れた まひぬ。 岳に 放た しめた まふ。 仍 りて 改めて 名 を 賜 ひて 雷 とす」 

つまり、 少子 部 連 蜾臝に 少子 部 連 雷の 名 を 賜うた 縁 由 をのべ ている ので ある。 この 話に は、 あるいは 宽 田の 墨 

坂 神な りと いう 注記が してあって、 少子 部 連が 墨 坂 神に 関係して いる ことが 記されて いる。 「墨 坂に：^ 炭 を 置け 

り」 と 「神武 紀」 にも あるが、 墨 坂 はたたら の炉の 中に 消 炭 や 砂鉄 を 投げ入れる 炭 坂と いう 役目の 名 を 思わせる。 

炭 坂の 名 はつい 最近まで 出 雲の 菅谷 たたらな どで 使用され ており、 大 鍛冶と も 関連が ある。 そこで 少子 部 連が 鍛 

冶と かかわり を もつ ことが 考えられる。 

ところで 墨 坂 は 奈良県 宇陀 郡榛原 町の 萩原 あたりと され、 そこに 墨 坂 神社が まつられ ている。 まえにの ベた 大 

和の 伊福 郷 はおな じ榛原 町の 福 西で あるから、 両者の 距離 は 眼と 鼻の あいだにある。 ここに 少子 部 連と 伊福部 氏 

のつな がりが みられる ようにお もう。 肥 前の 南 高 来 郡瑞穂 町に ある 伊福のと なりに は 古部が ある。 その 関連 を、 

具体的につ かむ こと はでき にくい が、 無縁で あると は 思われない。 

多 氏と 少子 部 連と が 同族で ある こと は、 大和の 多 神社の 注進 状が 少子 部 連の 逸話に ながながと 触れ、 また 多 神 

社の 若宮と して 子 部 神社 を まつ つてい る ことで も 分かる。 
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『大和 志 料』 にも、 多 神社の 若宮と して 天 穂 日 命と 天津 彦根命 を まつる 子 部 社が 記載され ている" 天津 彦根 命が 

あめの まひと つのみ こと  こ こ 

天 目 一 箇 命の 父に あたる の は 言うまでもない。 また 子 部 神社から 半 町ば かり はなれた ところに 雷神 を まつる 小 子 

部 神社 (あるいは 蜾臝 神社と も 称する) が ある。 チイ サコ ベと 雷神との 関係 はこ こに もうかが われる。 『扶桑 略 

記』 に は、 舒明 帝の 時に、 宮寺を 造営す る 材木に 不足して 神の 林 を 伐った かどで、 子 部の 大 神が 怒って 寺の 九重 

塔 や 金堂の 石 鵾尾を 焼いた という 話が 見えて いる。 これ も 子 部 氏の 神が 雷神に ほかならぬ こと を 明示す る 例で あ 

る。 そして そのこと は 少子 部 (子 部) と 同族の 多 氏 もまた、 伊福部 氏の 職業と かかわり を もつ こと を おもわせる ( 

ここにお いて 従来 さまざまに 論じられ てきた 小 子 部 連の 性格 も 再検討 を 要する。 「小 子 部の 性格に つ いて」 と 

いう 論文 を 書いた 志 田 諄 一氏の 引用 を 次に 借用す る ことにする。 太田亮 は、 「小 子 部 は 子 部の 一種に て 宮中の 雑 

役に 服す る 品 部な り。 其 名称 は 丈 ひくき 人、 即 侏儒 を 以て 組織した るが 故と す」 という。 折 口 信 夫 は 「少子 部 は 

侏儒で、 宮廷の 内 をう ろうろ して ゐる。 それ だから こそ 大安 殿な どへ こそこそ 這 入って 行って、 天子のお 怒り を 

受けた の だ。 私 は栖軽 自身 侏儒 だと 思 ふ。 少子 はか はいらし い。 大人で も 身体の 発達せ ぬ 一寸法師で、 音楽 を奏 

したり 何 かいろい ろす るの だ」 と 推定して いる。 

これらの 侏儒 説に 反対して 直 木 孝 次 郎氏は 「小 子 部 は 侏儒な ど むずかしく 考えないで、 奥向きに 仕える 少年に 

よって 組織され た 部、 と 素直に 解 すれば よいと 思う。 (中略) 小 子 部 も 子 部の 一 種であって (中略) 少年 を 率いて 

宮廷に 仕えて いた ものであろう。 宦官の 制の ない 日本で は、 後宮の 雑務に も 小 子 部が 従事して いたので はな かろ 

うか。 (中略) 宮廷の 奥向きに 仕える 者 は、 天皇の 側近 を 守る 軍事的 職務 を も 兼ね やすい。 (中略) 小 子 部 も 場合に 

よ つて は 天皇の 親衛隊と しての 軍事的 任務 を ともなつ たと 思う」 と言う。 

志 田 諄 一氏 は 「小 子 部 は 侏儒で はなく、 また 軍事的 職能 を もたない こと。 その 職能 は 宮廷 内に あって、 雷神 制 

圧の 呪術 や 祭祀に たずさわ つたこと」 を 力説して いる。 
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柳 田 国 男 は 「神話と 祭典 を 管掌した 家」 が 小 子 部 連 だとし、 「語部で あり、 猿 女 君に ついで、 特に 面白い 話 を 

数多く 持ち 伝へ た 旧家」 であり、 一寸法師、 桃 太郎、 うつぼ 姫な どの 小 子 説話 や、 雷神 信仰 を 伝えて きた 氏族 だ 

とみて いる。 このほか 小 子 部 連と 芸能との 関係 を 強調す る 人た ち もい る。 

私 はさきに 小 子 部 連が 雷神 を 捕える 術 を 心得て いる ことから、 雷 = 蛇、 雷 = 鍛冶に 関わり を もつ こと を 述べた。 

そして 次に みるよう に、 小人が 鍛冶と 密接に むすびつ いている 外国の 伝承 を 参考に するとき、 小 子 部 もまた 小人 

という 意味に 解す る ことが 可能な ので ある。 小人と 言 つ て も 私 は 太 田 亮ゃ折 口 信 夫の ように 実際に 侏儒で あ つ た 

と は 思わない。 小 子 部が 侏儒の 伝承 を もった 氏族と する だけで 充分で ある。 おそらく 小人 は 鍛冶 技術の 専門家で 

あると いう 言い伝えが 古くから 流布され ていて、 小 子 部 連 は その 名 を 負った ものであろう。 鍛冶 氏族 だからとう 

ぜん 雷神 を 制御す る 術 も 心得て いると 見なされた。 鍛冶の 中で も 武器 を锻 える のがう まかった。 武器 を 製造す る 

ことから その 軍事的な 力 を も 高く 買われた にちがいない。 そうして 鍛冶 氏族に 特有な 一 寸 法師な どの 説話の 保持 

伝播 者で もあった。 以上の ように 考える とき、 これまでの 諸家の 相対す る 説 はすべ て 私の 説の 中に とり 入れて 融 

解消 化で きる。 

鍛冶に 携る 小人 集団の 典型 「赤銅の ャソ タケル」 

鍛冶屋と しての 小人の 話 は、 世界に 広く 分布して いる。 ベ ヤリング • ダウ ルド は 『民俗学の 話』 の 中で、 小人 

と 鍛冶との 関係 を 論じて いる。 それによ ると、 小人 はかって は 非常に 器用な 銬金 者で あると 信ぜられ、 ことに 铸 

刀師 として はみ ごとな 腕前 を もってい たという。 北欧の 伝説で はもつ ともす ぐれた 坑夫 は 小人であった。 ドイツ 

宁コ オン ゥ オル あるいは デヴ オン シャに は、 トロ ルと 称して、 鉱山で 働く 小人が いたと いう 俗信が かってお こな 

われて 、"たという。 それが 現に おこなわれて いると ころさえ ある 位 だと 言われて いる。 ベ ヤリング • グゥ ルド は I 
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鍛冶 を 生業と する 民族 は、 ジブ シィ のよう な 小 集団の 漂泊 民族だった といい、 こうした 人た ちが 小人の 話 を もた 

らした ので はない かとい う。 

山室静 氏に よると、 小人の 得意と する の は 鍛冶の 術で、 ォ ー ディンの 投 槍グン グー 一 1ル • トー ル 神の 一撃で 巨 

人 を 倒す 鉄槌 ミ ョ ル 二 ル など 北欧神話の 神々 の もつ 大切な 宝 は、 ほとんど すべて 小人の 作った ものである という。 

ジ ー クフリ ー トの もつ 名 剣 もそう であると される。 小人 は 地下 や 岩の 中な どに 住んで おり、 その 結果、 地下の 金 

銀な ど を あつめて いると いわれ、 また 鍛冶に たくみと された のであろう という (「妖怪 魔神 精霊の 世界」)。 

こうして 鍛冶 師ゃ 鉱山に 働く 者 を 小人と して 表現す る 古い 世界の 伝承 は、 東の 方 アジアに もった わり、 日本に 

も 海 を 渡 つ てきた と 思われる。  一 

新羅の 巫 王で ある 脱 解 は 鍛冶屋であった。 しかも 彼 は 箱の 中から 出現した 小童であった。 それ は 宇佐の 『託宣 

集』 の 中で、 鍛冶 神の 八幡 神が 竹の 葉の 上に 乗った 三 歳の 童子の 姿で 示現した と 述べて ある こと を 思い出さずに 

はすまない。 『日本 霊異 記』 の 中の 道場 法師の 話の 中で、 雷が 小 子と なって 降りて くると いう 箇所 や、 『常 陸 国風 

土 記』 にある 晡時臥 山の 伝説で、 蛇が 自分に 一人の 小童 をつ けて くれと 頼んだ ことな どから 見て、 雷神 を 小 子に 

よって 表現す る 傾向の あった こと を 知る。 雷神 はまた 鍛冶屋との つながり は 不可分で あるから、 この 小 子 は 鍛冶 

と 関係が あると 見て よいであろう。 それが 小 子 部 氏族の 名称と なり、 また その 伝承と なって いる こと はすで にみ 

た。 では 小 子 部の ほかに そうした 例 はない か。 

その 一 つの 例 は 『三代 実録』 に 見える もので、 それによ ると 元慶 元年 (八 七 七) に 美 作 国から 銅 を 進上した が、 

その 銅と いうの は 高 田 (現在の 真 庭 郡 勝 山 町) にある 加 夫 良 和 利 山の 銅と 小童 谷 村 (現在 真 庭 郡 湯 原 町) にある 比智 

奈 井の 銅 をと つたので あると 記されて いる。 『地名 辞書』 によると、 現在 も それらの 鉱 穴が 残って いると いう。 

小童 を ひじと 訓む例 は備後 国世羅 郡の 地名に も あるが、 その 由来 は 分からな いと 吉田東 E は 言って いる。 ただ 私 


69 第一章 銅 を 吹く 人 


よ 古い 銅山の 存 する 谷に 小童の 名が 冠せられ ている ことに 注目す る。 あるいは 小人と 銅山の 関係が そこに 暗示 さ 

れて 、- るか も 知れない とおもう。 この 勝 山から 十 キロ 程度の 落 合と いう 町に 近時 銅鐸が 出土して いる こと を 書き 

そえて おく。 

ー艮の S に は 巨人 もい るが、 また 一 つ 目 小僧の ごとき 小人 もあって 差し支えない。 それ は 小人と 鍛冶との むす 

びつ きを 暗示す る 姿な のか も 知れない。 すくなくとも 小 子 部 連のば あい はそう であった、 と 言っても 差し支えな 

、 0 

し 

ここに もっとも 興味 ある 例が ある。 一つ は 「神武 紀」 に 記された 次の 二つの 文章で ある。 

こか V よりの P- ら  あ.^ がね  や そた ける  とも 力ら  /せ 

「高0^張邑に赤銅の八十梟帥ぁり、 この 類 みな 天皇と 距き戦 はむ とす」 

「高 尾張邑 に、 土 蜘蛛 有り。 其の り f 短く して 手足 長し。 侏儒と 相 類たり。 皇軍、 葛の 網 を 結き て、 掩襲 

なづ  い  ： 

ひ 殺しつ。 因りて あらためて 其の 邑を 号け て 葛 城と 曰 ふ」 

この 二つの 文章 を みれば、 高 尾 張の 邑 にいた 赤銅の 八十 梟 帥と、 小人の ように 矮小な 土 蜘蛛と はおな じ 集団 を 

指して いると しなければ ならない。 この 赤銅と いう 名のつ く 所以 は 彼らが 铸 銅に 関連して いたからで、 事実、 こ 

の 葛 城の 名 柄 (現在、 御所 市 名 柄) の 地から 多 鈕細文 鏡 や 銅鐸が 出土し、 また そのす ぐ 近くに 御所 市の 朝 町 銅山が 

ある。 

その 朝 町 銅山で は 明治 一 一十 五 年 ごろに は 坑夫が 一 一十 人位 働いて いたと いう。 その 鉱脈 は 東南の 五百家に 走って 

いると いう 話 を 私 は 現地で 聞いた。 奈^^県にはこの御所市の近くには銅山とぃぇばほかに吉野郡の下市に栃原銅 

山が あるば かりで、 そこ は 不便な 山中で あるから、 平野 部まで もってくる こと はでき ない。 

奈良県に 居住す る 池 田 末 則 氏の 教示に よると、 この 朝 町 銅山から ニキ 口 ほど 離れた 五百家と いう 地名 は、 現地 

でよ ィ フカ またな ュ フカと 発音す るが、 伊福部が ィホ 力に 転じた もので あろうと 池 田 氏 は 推測して いる。 ィ フク 
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から ィホキ へ. さらに ィホ 力へ と 発音が 転訛した にちがいない。 そうすれば、 五百家の 南 一 キロ あるな しの 風の 

森が 重要に なって くる。 風の 森 は 大和 川と 吉野 川の 源流の 境目と なって いる。 その あたり は 東西から 山が ぐっと 

せまって、 ほそい 道が 大和と 紀 州と をつな いでいる。 この 道 を 人間が とおる だけでなく、 風 も 吹きぬ けて いく。 

そこで、 高 尾 張に わ だか まる 赤銅の 八十 梟 帥、 あるいは 五百家に 居 を かまえる 伊福部の 錄 銅 集団が 野 だたら を 

きずき、 風の 森 を 吹きぬ ける 強風 を 利用して、 朝 町から はこんだ 銅 を精鍊 する 作業 をお こなった ので はない かと 

考えて みる ことができる。 五百家と 風の 森の 中間に ある 船路から 銅鉱 石が 出て いると いう。 五百家に も 鉱脈 は あ 

るの だから、 銅 はとれ たか も 知れない。 古代に は 銅 や 鉄 を精鍊 する のに は 烈しい風 を 必要と した。 風の 森に は そ 

うした 意味が あった。 

さらに、 風の 森の 西方 一 キロ もない ところに 高 鴨 神社が あって、 アジ スキ タカ ヒ コネ を まつって いる。 この 神 

が 金属 神で ある こと は 述べた。 別 雷 命 を まつる 山城の 賀茂 社が 葛 城から 移った こと は 『山城 国 風土記 逸文』 に 記 

されて いる。 ヮケィ カズ チ もまた 金属 精 鍊に縁 由の ある 言葉で ある。 

つるぎね 

一方、 「神武 紀」 に 「剣 根と いふ 者 を もって 葛 城 国 造と す」 と あるの も 注目され る。 『新撰 姓氏 録』 にも 「葛 木 

直 は 高 魂 命 五世の 孫 剣 根 命の 後な り」 と 記されて いる。 『旧事 紀』 の 尾 張 連の 系譜 をみ ると、 尾 張 氏 は 剣 根 命の 

女を娶 つてい る。 要するに 剣 根 命 は 葛 木 土着の 豪族で あり、 尾 張 氏 は それと 婚を 通じてい る。 ところで、 伊福部 

氏 は 尾 張 氏の 系統に 属する 氏族で ある。 こうして みると、 あるいは 高 尾 張に いた 赤銅の 八十 梟 帥 は、 伊福部 氏で 

あつたか も 分からない。 それにしても 「赤銅の 八十 梟 帥」 と は 古代の 鋅銅 者の 姿 を まざまざと 思い 浮べる 表現で 

はない か。 I 
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第二 章 目 ひとつの 神 


柳 田 国 男 『 I 目 小僧 その他』 の 大胆な 仮説 

柳 田 国 男の 『一目 小僧 その他』 は、 彼の 應大な 著作の 中で も 特異な 位置 を 占める。 周知の ように、 柳 田の 民俗 

学 は 事実 を 博捜し、 その 集積の 上に 立って、 意表 を衝く 帰納 をお こなう ものであった。 彼の 結論の 意外 性 は、 そ 

の 丹念な 事実の 鬼 集と 無関係で はあり 得なかった。 しかし、 『一目 小僧 その他』 と最晚 年の 『海上の 道』 ばかり 

は いささか 趣 を 異にして いる。 それ は 柳 田が 一 つの 仮説 を もって、 事実に 臨む 態度 を 露骨に 見せて いる ことで あ 

る。 『海上の 道』 につ いて は、 柳 田の 仮説に 数多くの 疑問が よせられ ている。 したがって その 学問的な 価値 を 疑 

う 者 も すくなくない。 しかしもう 一つの 書物、 すなわち 『一目 小僧 その他』 について は、 あまり 問題に されて い 

ない。 むしろ その 意表 を衝く 仮説 を 賞 讚し、 無批判に 継承 するとい うのが、 柳 田の 弟子た ちに 共通した 姿勢で あ 

つた。 

だが、 師説 を 鵜呑みに する ばかりで 検証 を 怠って いる 学界に 学問の 進歩 を 望む こと はでき な I 以下 は f 田の 

説にたい する 私な りの 実証的な 批判で ある。 
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ふり 力え つてみ ると、 日本 各地に は 神が 木 や 草で 眼 を 突いて 片目に なった という 伝承が 数多く 残って おり、 ま 

た 一眼 一 足の 怪物が 出没 するとい う 説話 も あちこち にある。 こうした 異貌 異相の 神 や 化物の 実例 を こまかく  55^ 議 

して、 柳 田 は 『一 目 小僧 その他』 の 中で、 次の ような 仮説 を みちびき 出して いる。 

「ずっと 昔の 大昔に は、 祭の 度 ごとに 一人 づ，^ の 神主 を 殺す 風習が あって、 その 用に 宛てら るべき 神主 は 前年 

度の 祭の 時から、 籤 または 神託に よって 定まって をり、 これ を 常の 人と 弁別せ しむる ために、 片目 だけ藝 つけ 

ておいた ので はない か。 この 神聖なる 役 を 勤める 人に は、 ある 限りの 款待と 尊敬 を尽 し、 当人 もまた 心が 純一 

になって ゐる 為に、 能く 神意 宣伝の 任 を果し 得た 所から、 人智が 進んで 殺伐な 祭式 を 廃して 後まで も、 わざ わ 

ざ 片目に した 人で なければ 神の 霊智 を 映 出し 得ぬ もの \ 如く、 見られて ゐ たので はない かとい ふので ある」 

柳 田の この 大胆な 説 はお そらく フレイ ザ ー の 『金 枝篇』 の 影響 を 受けて いる。 神で あり 司祭で ありまた 王で も 

ある 人物 を 殺す というの は 『金 枝篇』 の 最も 主要な テ ー マで あるが、 それによ ると 司祭 王の 代理者と して、 それ 

に 代わる 犠牲者が えらばれる こと もあった。 それが 一時的な 王であって、 この 擬いの 王 は 祭の 終りの 日に 殺され 

ねばなら なか つたと いう。 

柳 田の 説 は それ を 更に 敷衍した ものに ちがい あるまい。 しかし 日本に おいて 神主 (司祭 王) を 殺した という 事 

実 を あげる こと は 甚だ むずかしい。 私の 知る 限り、 觀訪 神社の 三月 初の 酉の 日の 祭に 神 使で ある 少年 を 虐殺した 

という 伝承が かすかに 伝わって いるの を、 地元の 研究家の 今 井野 菊が 洩れ 聞いて 記して いるば かりで、 それ は 後 

で 藤 森栄ー の 著書に もとり あげられて 世間に 有名に なった が、 これ は 戦後の ことで ある。 柳 田が 『一 目 小僧 その 

他』 を 上梓した 昭和 九 年頃まで は、 それ はかく された 伝承で あり、 柳 田 は 知る 由 もなかった。 そこで 柳 田 は 神 を 

殺す というより は 一 歩 後退した 地点で、 神 を 傷つけ る 慣習が あった こと を 想定した のであった ろう。 

柳 田の 『一 目 小僧 その他』 に 収録され た 諸篇の 中で とくに 片目の 問題に 触れた もの は 「一 目 小， 曽 I と 「目 一つ 
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五郎 考」 の二篇 である。 前者 は 大正 六 年 八月に 東京 日日 新聞に 寄稿した もので あり、 後者 は 昭和 二 年 十一月に 雑 

誌 『民矣 ニニ 巻 一号に 掲載した ものであって、 その 間に 十 年の 歳月が 流れて いる。 したがって、 この ニ篇 にも 微 

妙な 差違が 感じられる。 私が まえに 柳 田の 仮説と して かかげた 文章 はすべ て 「一目 小僧」 の 中の ものであるが、 

柳 田 は その 仮説 を 引きずりながら、 「目 一 つ 五郎 考」 に 進んだ のであった。 

「目 一つ 五郎 考」 が 「一目 小僧」 とちが うの は、 柳 田が 鍛冶 神の 問題に 多く 触れて いる ことで ある。 その 冒頭に 

「加 藤 (玄智 —引用 者 註) 博士の 新説に 勇 気づ けられて、 自分の まだ 完成せ ざる 小 研究 を 公表す る。 けだし この 仮 

定 たる や、 将来の 事実 蒐集 者に よって だんだんと 支援 せられて 行く 望みが あると ともに、 たった 一 つの 反証に よ 

つて すら、 根 こそげ 覆へ される かも 知れぬ 至って 不完全なる もので は あるが …… 」 と 前置きして いると ころから 

みても、 柳 田 は 自分の 仮説が 不安定な ものである こと をよ く 知り抜いて 掛 つてい る。 そして ここにい う 加 藤玄智 

博士の 説と いうの は、 柳 田の 論文と おなじく 『民族』 に 掲載され たもので ある。 加 藤 説に よると、 天 目 一箇 神と 

いうの は、 男性の 性器の 形態 を 叙した 名で ある。 また 同 神 は 物 を 造り 出す 工作 神で ある。 という ことから も性祌 

としての 役割と 似通った もの を もっている。 という ものであるが、 柳 田 はこの 加 藤 説 を しりぞけ ている。. 

次に 柳 田が 鍛冶 神に ついて 論じて いる 箇所 を 左に 掲げて おく。  つか 

「け、 ヒし艮 を 傷つけ た 者が 神の 御 気に入る とい ふ 類の 話 だけなら ば、 代々 盲目 または 片目の 神人が 社に 事へ て 

ゐるぁ ひだに は、 自然に 発生し また 成長 変化した かも 知れぬ が、 それだけ では 何故に 最初 その やうな 不具 を 神 

哉 こ. 壬ず る ことにし たか 乂 証明せられ ず、 且つ その 祖 神が 特に 荒々 しく 勇猛であった か乂 分からぬ。 しかるに 

一方に は 天神 寄胎の 神話の 一 つに 天 目 一 神の 御名が あり、 それと 同名の 忌 部 氏の 神 は 作 金 者であった。 即ち 太 

古 は 来の 信 印の 中 こ、 すでに 目 一 つ を 要件と する 場合が あつたの である。 宇佐の 大神も その 最初に は 鍛^の 翁 

おんかみ ざね 

として 出現な された と 伝 へられる。 而 うして 御 神 実は 神秘なる 金属であった」 
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柳 田 は 宇佐の 神が 鍛冶 神で ある こと を 述べる と共に、 近代まで つづいた 宇佐の 細 男 舞の 歌の 詞の 中に、 「ひと 

めの 神」 という 語が 読み こまれて いる こと を 指摘して いる。 ひとめの 神と はいう まで もな く、 一  目の 神の ことで 

ある。 宇佐の 神 は 天 目 一 神であった ことが 暗示され ている。 「一目 小僧」 を 発表した と 同年の 大正 六 年 二月 発行 

の 雑誌 『郷土 研究』 の 中で、 柳 田 は 「片目の 魚」 という 論文 をのせ て 次のように 言う。 

あめの まひ と つかみ  かね をつ くる もの 

r 而 して 鍛冶 は 神代に 高 皇産霊 尊が 天 目 一 箇神を 以て 作 金 者と 定められ しょり 以来、 久しく 片目と 関係が あ 

つたので ある。 自分の 兄 井上 (通 泰) 博士 は 眼科医 だけに 夙く 此 問題に 注意し、 一 眼 盲す る 者 を 俗語で カン チ 

又は メッカ チ など \ 呼ぶ の は、 即ち 鍛冶の カヂ からでた 語で、 もと 此 工人が 焼 刃の 曲直 を検 する に 一眼 を閉ぢ 

て 見る ことから 起った と 説いて 居る。 併し 時あって 片目 をつ ぶる と 云 ふだけ で 目 一 箇と云 ふ 名まで 負うた と 云 

は  すみな は 

ふ は些し 疑が ある。 それだけの 行為なら ば 矢を矧 ぐに も 墨繙を 引く にもす る ことで ある。 また 鍛冶の する 業 も 

片目 を 閉ぢる 必要の ある ものば かりで は 無い。 そこで 自分の 考へ るに は、 今 は 既に 不明に 帰した 或 理由から、 

特に 片目の 人間 を 選んで 金星の 業に 就かせた 時代が あつたの では あるまい か。 猶 一歩 を 進めて 言へば、 片目の 

人に は 何 か 特殊の 力が あると 信ぜられた ことが、 之 を 鍛冶に も すれば 又 水の 神の 仕 人と もした ので は あるまい 

か。 但し 之 を 断定す る 迄に は 勿論 まだ 多くの 新 材料 を 集めねば ならぬ」 

この 説 は 後年 「目 一 つ 五郎 考」 の 中で も 次のように 再 確認され た。 

r 眇を カン チと いふの は 鍛冶の 義 であって、 元 この 職の 者が 一眼 を閉ぢ て、 刀の 曲直 をた めす 習 ひからで たと 

いふ こと は、 古来の 説で あるが、 自分に は 疑 はしくな つた。 秋田県の 北部で は、 カヂ とい ふの は 跛 者の ことで 

ある。 恐らく 足の 不具なる 者の この 業に 携 はった 結果であって、 別に 作業の ために そんな 形 を 真似た からで は 

あるまい。 作 金 者 天 目 一箇の 名から 判 ずれば、 事実 片目の 者の みが 鍛冶であった 故に、 吵者を 金 打と 名 づけた 

と 解す るの が 自然で ある。 本来 鍛冶 は 火の 効用 を 人類の 間に 顕 はすべき 最 貴重の 工芸であった。 同時に また 水 
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の f 心 を S. ぐ、、/ き 職業であった。 日本で は 火の 語源 を 天つ 日と 想像し、 雷 を その 運搬 者と 見た が 故に 乃ち^ 雷 

系の 神話 は存 する ので ある。 これ を 語り継ぎ 述べ 伝へ た 忌 部の 一派が、 代々 目 一 つであった にしても 怪しむ に 

足らぬ」 

つまり 柳 田 は、 鍛冶の 工人が 片目 をつ ぶる ことから 眇 (一 目) を カン チと 呼ぶ という 説 を しりぞけて、 片目 だ 

けの 者が 鍛冶の 作業に 従事した 時代の あった こと を 主張して いる。 そして 片目の 由来 はもと は 神に 奉仕す る 人の 

神聖な しるしに 帰す ると 説く ので ある。 

柳 田 以後の 諸説の 検討 

貝塚 茂 樹氏は 『中国 神話の 起源』 の 中で 柳 田 説 を 紹介しながら、 それによ つて、 中国の 山 神 伝説が 説明で きる 

としてい る。 すなわち 中国 古代の i という 怪物 は 一本 足の 山の 神な のであって、 日本に ある 一眼 一足の 化物と よ 

く 似て いる。 夔が 一本 足と なった の は、 天神の 秘蔵して いる 不死の 果実 を 盗んだ 罪 を せめられて、 足 をく くられ 

樹木に 吊り さげられる 罰 を くらった からだと いうが、 もし この 中国の 山 神が 鍛冶 族の 守護神であった とすると、 

こ，. は に桎を はめられて、 この 職 を 世襲す る こと を よぎなくされ ている 一 族の 賤民の 暗い 宿命の 由来 をよ く 説 

明した 本 縁 伝説であった といわねば ならない。 世界に 広く 分布して いる 鍛冶 を つかさどる 神が 跛 者 だとい う 神話 

伝説の 説明が これでつ くように なると 貝塚 茂 樹氏は 言う。 

周知の ように、 ギリシア神話で 火と 鍛冶の 神で あるへ ファイス トス は 跛であった。 ドイツの 伝説の フォ ルンド、 

フィンランド 伝説の ヮ イナ モイ ネン など、 鍛冶 を つかさどる 伝説 的 人物 は、 多く は 肉体的に 不具で あり、 跛 者で 

あった こと を 松 村 武雄は 指摘して いるが、 一 方へ ファイス トスの 下で 労役して 鍛冶の 仕事 をす る キク 口 オペ は 一 

艮の 巨人 こまかなら なかった。 福士幸 次郎は バグダッドの 東北 方から 単眼の 女神の 浮彫が 発見され たこと を 伝え 
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ている。 このように 跛 または 片目の 不具者が 鍛冶に 関係 あると する 伝説 は 世界 各地に 古代から 伝わって いる。 し 

かし、 彼 者が 他の 職業に たずさわる ことができな いので、 足の 不具 を 生かす ために 鍛冶の 仕事 をす るよう になつ 

たという 説 を 貝塚 氏 は 否定し、 先天的の 不具者の ばあい も あるだろう が、 後天的に 不具者になる ように 強制され 

たのではなかった か、 と 考えて いる。 つまり、 柳 田が さきに 述べた ように、 片足 を 折ったり、 足 かせ を はかせた 

りして 常人と 区別した のであろう、 と 言って いる。 

しかし また 柳 田 説に 疑い を もつ 者 もな くはなかった。 高 崎 正秀は 『金 太郎 誕生 譚』 の 中で 柳 田 説 を 紹介し、 評 

価しながら も、 次のように 批判 を 加える。 

「先ず、 第一に、 天 目 一箇 神と 云っても、 真中に 一眼が あった 訳で はなかろう という こと、 及び 片目の 人に 対 

する 上代 人の 尊崇の. 態度、 即ち 片目の 人の 持つ 霊性と 云う こと、 それ は 証明せられ たが、 それで は それが、 何 

故 特に 鍛冶の 神の 上に だけ 遺存 した か、 の 問題が 釈然として 来ない。 生命に 別条の ない 最小限度 において、 片 

目 を 傷つけ、 片足 を 挫く という こと はよ いとして、 それ は 奈辺から 思い寄った ことで あるか、 という 問いが 必 

ず 起らずに は 居らぬ。 片耳 殺いでも、 小指 一本と つても、 最小限度ではなかった か、 という 反問が 起り 得る 余 

地が あるよう に 思われる」 

要するに 高 崎 は 神聖 さの 表徴と して 身体 を 傷つけ るの ならば、 必ずしも 片目 片足に こだわる 必要 はなく、 また 

それが 鍛冶の 神と だけつな が つ て 伝承され ている 理由が は つきり しないと 異議 を 申し立て ている。 なるほど メ ッ 

かぬ ち 

カザと 金 打と がつな がり、 一 本 足の 怪物に 一 本タ タラと いう 鍛冶に 縁 由の ある 名が つけられた 所以が 柳 田 説で は 

判然とし ない。 こうして 高 崎 は エジプトの 日神ホ ルスが 片目であった という 伝説 を もつ ことから、 次のように 推 

測す る。 

日 神 はもと もと 顔の まんなかに 円い 輪 を 空想した もので、 それ は 太陽の 象徴であった。 しかし、 日 神が 人格化 
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されて くると、 太陽の 象徴 は 眼と みなされ、 日 神 一眼の 信仰が 確立した。 その 神に 仕える 巫 親 も 一眼で なければ 

ならぬ と 考えられ、 片目 をつ ぶして、 眇の 神主が 生まれた。 こうした ことから、 日 神 もまた 片目で あると いう 思 

想が できあがった。 高 崎 説 は、 一 つ 目の 神 を 片目で なく 単眼と 考えて いる。 しかし それに 仕える 神主 を 片目と す 

ると ころ は 柳 田 説 を 折衷して いる。 

高 崎 説より おくれて、 おなじような 考え を 披瀝した のが 福士幸 次郎の 『原 日本 考』 と 『続篇 原 日本 考』 であ 

る。 福士は 外国に おける 単眼 神に ついて 考察し、 日と 火 をつ なげて、 「額に 唯 だ 一 つ ある 目 は 太陽 を 意味す る。 

おお ひ そ 

鉄の 民族 は 太陽 崇拝の 民族であった」 という 結論に 達する。 その 一 例と して 福 士は紀 州の は 奥に ある 大檜嗜 の 部 

落に 伝わって きた 伝説 を 紹介す る。 部落の 者が 果無 山脈の 中に 入り こんで 雑木 を 採りに いき、 さて 帰ろうと する 

段に なって 何気なし に 坂道 をみ ると、 そこに 一本 足の 神様が いたと いう。 そのす がた を 細かく 明白に 見た わけで 

はなく、 鏡の ように 円く 耀 いた 眼が 一 つあって、 丁度 その 辺に 立って いる 木が、 折からの 夕日 を 浴びて 円い 光で 

も 放って いるよう な、 至極 紛らわしい 程度の ものであった。 だが この 男 は、 畏敬しながら も、 何度も 振り かえつ 

て は、 その 耀くー  つの 眼 を 見た というの である。 

. 高 崎 説と 福士 説と はよ く 似て いる。 ただ 福士 説で はこの 天 目 一箇 神が 太陽神で ある ことから、 さらに 神木に 鐸 

をつ るして 太陽の 霊 力 を 示す 祭祀 をお こなう、 という 説 を 展開して いる。 

上の；^ よ 一 つ 目の 神 を 片方の 目をつぶした とみる か、 最初からの 単眼と みる かに 大別 さおる し 力し， >  ずォ 

も 信仰 起源 説で ある。 しかし ここにもう 一 つの 視点から 論じた 若 尾 五雄 氏の意見が ある。 ヒョッ トコの 面が、 火 

男、 す， わち の 火 を 吹いて いる 様子に 似せて 作られて いると いう ことから、 ヒョッ トコの 面の 中で 両眼 を 開レ 

たものより は 片眼の ものが 古いと いう 事実 を 若 尾 氏 は 検証した。 神楽の 中で 鍛冶の 舞の おこなわれ ている 神社 を 

調べて みると、 その 大部分が、 鍛冶の 舞に ヒ ヨット コを 登場 させて いる。 若 尾 氏 は そこで 片目 をつ ぶって 炉の炎 
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の 色 をた しかめる すがた こそ ヒ ヨット コ の 基本 型で あると 考えた。 鍛冶の 仕事 は 火色 をみ る ことと 送風に つきる。 

かくして 片目と は、 炎の 色 をた しかめながら 火勢に 気 をく ばる 姿で あり、 片足と は 地上に 一方の 足 を、 吹き 板に 

他方の 足 をのせ てた たら を ふみつ づけて いる 姿で あり、 それが また 鍛冶が 片目、 片足と いわれる 所以で あると す 

る (「ヒ ョ ッ トコと 金工」 )o 

たたら 師の 職業病の 投影 11 天 目 I 箇 神の 奇怪な 姿 

これらの 諸説 を 検討す ると、 さまざまな 難点が 目につく。 まず 柳 田 国 男の 説で あるが、 柳 田 は 片目の 魚 や 一 つ 

目の 神が 鍛冶 や 鉄に 関係が ある ことに 気が付い ていた。 しかし それ を 徹底して 追求す る ことなく、 後退して 一般 

的な 命題の 中に 解消して しまったの である。 それ は 第一 に は 彼の 頭に フレイ ザ I の 所論が こびり つき、 その 影響 

から のがれられな いどころ か、 その 考え をす すんで 借用しょう としたた めで ある。 第二に は、 柳 田 民俗学が ァニ 

マ を もつ 世界に 傾斜し、 金属 は 非情な ものと して、 その 扱いに いささか 消極的であった 点が みとめられよう。 こ 

うして 柳 田の 折角の 努力 にもかかわらず、 彼の 仮説 は 通用で きない。 したがって 柳 田 説 を 踏襲した 貝塚 茂樹 氏の 

説 もまた そのまま 適用し がたい。 柳 田 説と 貝塚 説と は 信仰に 片目 片足の 神の 発生の 起源 を もとめて いると ころに 

無理が ある。 信仰 は 第一 原因で はなく、 むしろ その 結果で ある。 

これ を 性 神と 規定す る 加 藤 説 は、 天 目 一 箇 神と 並んで 金属 神の 称と される 天津 真 浦 を 念頭に 置いて いるので あ 

ま うら 

ろう。 真 浦が 目 占、 つまり 目で 炉の 炎の 色 を 占う ことで あると する 説 も あるが、 マラすな わち 男根 を 意味す ると 

いうの が 通説で ある。 加 藤 は そこから 天 目 一箇 神の 性格 も 推量した のであろう。 しかし 加 藤が 天津 真 浦から 天 目 

一 箇神を 類推しょう としたの は あまりに も 飛躍的で あり、 加えて 天 目 一 箇 神が 他方で は跌 者で も あると いう 説 を 

解釈し 得ない。 高 崎 説と 福士 説と は、 鍛冶 神との 関連に おいて 把握しょう とした こと は 一歩前進 である。 しかし、 
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目 一 つの 神 を 日 神と むすびつける にと どまり、 鍛冶の 作業 そのもの において 追求し なかった ことに 問題が ある 

そうした 意味に おいて、 最後に 述べた 若 尾 説が 火 男 (ヒ ヨット コ) と 天 目 一箇 神と を むすびつけて 考えて いるの 

は 卓越した 視点と いわねば ならぬ。 一つ目小僧が 天 目 一箇 神の なれの 果てで あるよう に、 ヒ ヨット コ もまた その 

変形 を 受けた 末裔で ある ことが、 若 尾 説から 推定され るので ある。 

ただ 柳 田が 大正 六 年に 『郷土 研究』 誌上に おいて 指摘して いるよう に、 片目 をつ ぶる という 動作 はかなら ずし 

も炉の 炎の 色 を 見き わめる だけに は 限らない。 この 点 を どのように 突破す るかが 問題で ある。 また ふい ごに 片足 

を かけ、 他の 足 は 地面に おくと いう こと を もって 一本 足の 神 を 想定 するとい う 考えに は、 どこか もどかし いとこ 

ろが ある。 

石 塚 尊 俊 氏の 『鑪と 鍛冶』 に は 次の ような 報告が ある。 石 塚 氏が 島根県 飯 石 郡 吉田村 大字 菅 谷に 住む たたら 胡 

堀江 要四郎 から 三回に わたって 聞き取った 体験談で ある。 村 下と いうの はたたら 炉の 指図 をす る 棟梁で、 炎の 色 

を 観察しながら、 金属の 熔融 度 をた しかめる 役で ある。 堀江 は その 村 下の 生き残りの 証人であった。 

「村 下 は 年中 火の 色 をみ ており ますから、 だんだん 目が 悪くな つてい きます。 火 を 見る に は 一目 をつ むって 見 

ばな りません。 両眼で は 見に くいものです。 右目が 得手の 人 や 左目が 得手の 人 や、 人に よって 違います、 j、、 

どのみ ち 一目で 見ます から、 その 目が だんだん 悪くな つて、 年 をと つて 六十 を 過ぎる 頃になる と、 た，^ てレ i 

Ii^h、；^f もぃゎぃゎ^,。 私な ども 一時 は 大分 悪くな つてお りました が、 中年から 吹きません ので、 この頃 ま 

た 少しな おりました」 (傍点 引用 者) 

菅 谷で たたら 炉を 復元して 鉄 を 吹く という 実験が おこなわれ たの は 一 九 六 九 年の 十月で、 その 記録 を 作製す る 

のに 参加した 山 内 登 責夫氏 も 『和 鋼 風土記』 の 中で、 おなじく 堀江 要四郎 (このと き 八十 三 歳) からの 次の 聞き 書 

きをの せて いる。 
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「どつ このたい がいの 村 下で も、 六 〇 ぐらに なると 目の 見えぬ ものが 多いです た。 火に 左の 目 を とられる と、 

右で、 右 を とられる と 左で 見る のが あたりまえで すた。 真ん中に 炎が あが あます が、 あれが 少し 青 味が ついて 

あが あます が、 それが じげん じげんに 青から 赤になる と、 白 じゃあなくて、 少し 黄色い 星が あが あます じぶん 

に は、 少し 砂鉄の か (量) がたら なかろうと、 黒い 星が でた じぶんに は、 少し か (量) がすぎ たと …… 」 

この 話で 分かる ように、 村 下 は 炎の 色に 対して 芸術家 はだしの 敏感 さで 対応して いる。 したがって 六十ぐ らい 

になる と 片方の 目が つぶれる の もやむ を 得なかった。 堀江 村 下 は 更に、 昔 は 十 人の 村 下のう ち、 七、 八 人 は 目が 

不自由で あ つ たと も 証言して い る。 

牛 尾 三千 夫 氏 は 石 見 国邑知 郡で 昔うた われた というた たら 歌 を あつめて いるが、 その 中には 

船 はや ぶれ 船 船頭 は 片目、 乗り手 は あるまい この 船に 

という 歌が ある。 この 船頭と いうの は、 片目の 村 下の こと を 意味して いる。 

これらの 例から みて、 たたら 炉の 仕事に 従事す る 人た ちに、 一眼 を 失する 者が きわめて 多く、 それゆえに、 彼 

らは 金属 精鍊の 技術が 至難の 業と されて いた 古代に は、 目 一 つの 神と あおがれ たと 私 は 考える。 

つまり、 炉の 炎の 色 をみ つめす ぎた 結果 眼 を 悪く して 一眼 を 損じた と 考える のが、 もっとも 妥当で あると おも 

われる。 砂鉄 を炉に 投げ入れる ときの 分量 はつねに 一定して いなければ、 よく 燃えない。 分量が 多過ぎる と 黒い 

火焰が 上がり、 少な 過ぎる と 白い 火焰が 上がる。 多過ぎても 少な 過ぎても 火 所 穴が 詰まって しまい、 吹け ぬよう 

になる。 直しても そこのと ころ だけ は 鋼に 傷が つくと、 菅谷 たたらの 村 下 は 言って いる。 このように 炎の 色 を 見 

きわめる 仕事 は 大切であった。 そのために 両眼より は 片目 をつ ぶる 方が よく 見 きわめられる としても、 それ はま 
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た 他の 一眼 を 保存す るた めの 行為で もあった の だ。 ホド アナ をの ぞいた 方の 目が かすんだり、 見え なくなったり 

すると、 否応なしに 他の 一眼 を 使用し なければ ならなかった。 

この 片目の たたら 師 こそが 天 目 一 神であった にちがいないと 私 は 思う。 たたら 炉の 炎の 色 をみ つめる ものが か 

ならず 眼 を 悪く するとい うこと は、 私たちが 鉄工 場で 飛び散る 火花 をみ ただけ でも 眼 を 痛く する ことから たやす 

く 想像が つく。 そこで 六十 をす ぎる 頃になる と、 たいてい 片方の 目 はだめ になって しまう という 事実 は、 洋の東 

西 を 問わず、 銅 や 鉄の 精 鎌に 従事す る 人た ちの 宿命であった ろう。 片目の 神と いうの はたたら 師 たちの 職業病と 

でも 称せられる ものの 異なる 表現で あ つたの だ。 

私 は 島根県 仁 多 郡 横 田 町で 人間国宝に 指定され た 阿部 由 蔵と いう 村 下の 話 を 聞く こと を 得た が、 阿部 氏の 話に 

よると、 たたら 炉の 作業に たずさわつ ている 人の なかには 眼の 悪い 人が 非常に 多い という ことであった。 鳥取県 

日 野 郡 日 南 町の Ml 貝で きいた 話で も、 村 下 は 顔が 炉の 火で 赤く やけ、 また 眼 も 悪くなる、 とかって たたらの 仕事 

をして いた 老人 は 言った。 印賀の 人た ち は田植 がすむ と 一畑 薬師に お参りした というが、 さらに 私の 推定 をた す 

ける 話 を、 兵庫県^ i 郡の 千 種 町で 井口 二 四 雄 氏から 聞いた ことがある。 この 千 種と いうの は 印 と 同じよう 

に 千 種 鋼の 産地と して 世間に 知られた ところで あり、 千 種 町の 岩 鍋 (現在 岩 野辺) という 処に 金星 子：^ が 降臨した 

という 伝承 を もっている。 千 種で たたら 製鉄が おこなわれ ていた 頃に は、 村 下の 家で は どこでも 柱に 出 雲の 一畑 

薬師のお 札 を 貼って いて、 それに 朝夕 祈り を 欠かさなかった ものである という。 一畑 薬師 は 眼病の 祌 として 有名 

である。 すなわち 村 下た ちがい かに 眼 をわず らい、 また 眼病 をお それて いたかが これによ つて 分かる 

私 はこうし たたたら 師 たち を 神と してみ る 時代が あつたの ではない かと 考える。 その 理由 は 金属 精鍊の 仕事と 

いうの は 狩獄ゃ 農業 や 漁業と ちがって 容易に 真似ので きない 特別な 技術 を 要する からで ある。 そして その 製品 も 

今日 e ま 想像お つかない ほどに 貴重な ものと されて いた。 これらの ことから 金属製 品 を 作り出す ための 苛酷な 労 


青銅の 神の 足跡 82 


働に 従事して 眼 を 傷つけ た 人び とにたい する 畏敬の 念が 生まれ、 彼ら を 神と して 遇する までにい たったに ちがい 

ない。 こ こで 注意すべき は 古代人 は 超越 神 を 考えず 畏敬す ベ き 対象なら ば 人間で も 動物で も 神と 呼んだ ので ある。 

では 一本 足の 方 はどうであろう か。 たたら を 踏む の は 中国地方 では、 伯耆 大山に 後向きに 登る ように 辛い 作業 

だと 言われて いた。 そこで 足 や 膝 を 酷使して 疾患 も 起り やすく、 足 萎えに なりやすかった ので はない かと 想像す 

るので ある。 少なくとも 一本 足の 神 を 一 つたたら とか 一本た たらと か 呼んで いるの は、 送風 送致の たたらと 一本 

足と が 関連 を もつ こと を 暗示して いる。 

片目、 片足の 神 は 不具者で、 いわゆる 片輪 者で ある。 ここで 想起 させられ るの は、 すでに 触れた ように、 尾 張 

国 愛知 郡の 片蔬の 里の 農夫が 金の 杖で 雷 を 捉えた という 『日本 霊異 記』 の 記事で ある。 『今昔 物語』 に は 片輪の 

里と なって いる。 ここ は 愛知 郡の 伊福 村と 同一 地域に あるので、 伊福部 氏の 居住地と みなされ るが、 製 銅製 鉄に 

関係す る 氏族と して まぎれ もない 伊福部 氏の 住んで いると ころに 片蔬の 里と いう 名が 付いている ことに は 意味が 

あると 思われる。 吉田東 伍 は片蔬 • 片輪 はもと 潟 廻の 義 であって、 愛智 潟の 環 を 形成す る 一 岸の 謂で あると 述べ 

ている (『地名 辞書』)。 しかし、 この 片輪の 里と は 鍛冶 師 たちの 職業病で ある 片目 片足の 者の 多い こと を 伝えて い 

ると も 解され るので ある。 アナ シを痛 足と か 病 足と 記す の も、 たたら を 踏む ものの 職業病 を 暗示して いる。 福士 

幸 次郎が 『原 日本 考』 であげ ている 例と して、 朝鮮に は 山中に 棲み 人里 を 襲って は 人間 を 食らう ので 鬼よりも お 

それられる 単眼の 妖怪が いて、 それ をゥェ • トンべ キ (片端 鬼) と 呼ぶ そうで ある。 

こうした 地名と して は、 今日で も 兵庫県 多 可 郡の 中 町に 間 子と いう 大字 名が ある。 この間 子に は 郷社の 加 都 良 

神社が あって、 その 境内に 天 目 一箇 神を祀 つてい る。 ところで、 小川 美 啓の 説に よると メッカ チの借 字が 眼 一箇 

で、 メッコ の 借 字が 間 子で あると いう。 こうして みると き、 間 子のば あいと 同然に 前記の 片蔬 (片輪) の 里 も そ 

こに 住む 人た ちの 身体 不自由な 特色 を あらわして いるの かも 知れない。 
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柳 田の 片目 伝説 蒐集が 見落す 金属 遺跡との 関連 

天 目 一 神 を、 炎 を 見つめす ぎた ために 眼 を 傷つけ たたたら 師 たちの 職業病の 表現 だとみ なすと き、 ある 神が 植 

物 こよって 眼 を 傷つけ たという 伝承お よび、 片目の 神と つなげて 考えられて きている 片目の 魚の 伝説 もまた、 再 

検討 を 要する こと はとう ぜんで ある。 神社の 境内 やまた その 近くの 池の 魚が 片目で あると いう 伝説が 日本 各地に 

散在して いるが、 これにつ いて 柳 田 は、 神に 供える 魚 は 川 や 湖から 捕って きた もの を 直ちに 供える ので はなく、 

当分の 間、 神社の 池に 放って置いて、 他の 魚と 区別す るた めに 片方の 眼 をつ ぶして 置いた のだろう と 類推して い 

る，， A、 果たして そうだろ うか。 柳 田 は 眼 を 傷つけ た 神 や 片目の 魚の 例 を 数多く あつめて いる。 『定本 柳 田 国 男 集』 

(第五 巻ン に 収められた 『一 目 小僧 その他』 から、 その 中の いくつか を 左に 抜粋して みる ことにする。 

S 「加賀 国 河北 郡 高 松 村 大字 横 山 字 亀 山の 県 社賀茂 神社 は、 大同 二 年に 現在の 社 地に 遷座せられ たといって ゐ 

るが、 その 理由 は 至って 不思議な 話で ある。 或 日 この 社の 御 神、 鮒に 身 を 現じて 御手洗 川に 遊びた まふ 時、 遽か 

に 風 吹き 立って £ はの 桃 水中に 落ち、 その 鮒の 目にあた つたと ころが、 忽ちに して 四面 暗黒と なり 人 みなこれ を 怖 

んでゐ ると、 その 夜 霊夢の 御告が あって、 つ ひに 社 を 今の 場処に 移す こと X なった」 

石川県 郷土 資料 館の 小 嶋芳孝 氏の 報告に よると、 石川県 内に ある 六 力 所の 片目 魚 伝説 地 は、 そのこと ごとくが 

製鉄 遺跡と 対応して いる。 すなわち 小 田 中 親王 塚の 濠 は 石 動 山中に、 滝 谷の 蛇 池 は 背後の 丘陵 地に、 犬の 沢の 盲 

ケ 池と 片野 町の 鴨 池 は 豊町ヒ ヨウ タン 池 遺跡 等の 製鉄 遺跡に、 そして 横山不 湖の 片目 魚 伝説 は 鉢 伏 付近に ある 製 

鉄 遺跡に、 それぞれ 対応した 形で 成立して いると いう。 この 最後の 横 山の 例 は 柳 田の 引用した 記事に 相当して い 

る。 また、 高 松 村 横 山 (現在 宇ノ気 町 横 山) の賀茂 神社 はもと 鉢 伏に あり、 その 神 は 片目の 神と いわれて いた。 そ 

の 付近に 製鉄 遺跡が あ つたこと が 明らかにされ ている。 . 
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S r 松 本巿宮 淵に ある 勢 伊多賀 神社の 氏子た ち は、 この 神 降臨のと き 栗の 毬で御 目 を 突かれた とい ひ、 それ 故 

に 村 内に は栗樹 決して 生ぜず、 栽 ゑても し 生長 すれば、 それと 反比例に その 家が 衰微す ると 信じて 今でも これ を 

栽 ゑず」 

勢 伊多賀 神社 はィザ ナギノ ミコト と共に、 金 山彦 神 を 祭る 神社で ある。 そして この 松 本 市の 宮 淵から は 銅鐸が 

出土して いるので ある。 この 両者の 関係 はたんなる 偶然で あるか どうか。 

S 「伯 耆日野 郡の 印賀 村で は、 同じ 理由 を 以て 全 村 竹 を 栽 ゑない さう だ。 原 田翁輔 氏の 話に、 昔 この 村の 楽 福 

神社の 祭神、 竹で 眼 を 突いて 一眼 を 失 はれた とい ふ 言 ひ 伝へ で、 その為に 竹 は 一切 国境 を 越えて、 出 雲能義 郡の 

山村から、 供給 を 仰ぐ ことにな つて ゐる とい ふこと である」 

この 印賀 村 は、 千 種 鋼と 並び 称せられる 印賀 鋼の 産地と して 知られて いる こと をお もえば、 これ も 偶然と 言い 

捨てる わけに は ゆかない。 更に は 印賀の 楽 福 神社の みならず、 日 南 町の 宮内 にある 楽楽 福 神社 もまた 片目の 神で 

あり、 また 印賀、 宮 内と 並ぶ 大社で ある 溝 口 楽楽 福 神社の 方 も 老人に よって は 眼病の 神と 伝えて いる こと を、 若 

尾 五雄 氏 は 報告して いる (「鬼と 金工」)。 

ついでに 言う と、 宮 内の 楽楽 福 神社の 祭神 は吉 備津彦 命が 征伐した lii 梟 帥で あつたと 伝えて いる。 この 吉備津 

彦命を まつる のが 吉備津 神社で ある。 ところで 吉 備津宮 から 約 八 キロ 西北に あたる 備 中国 賀陽郡 阿曾 村 (現在 は 

総社 市 西 阿曾) に は 铸物師 が 住んで いて、 九 戸の 金屋が 江戸時代に 存在した。 この 金屋の 手で 吉備津 神社の 签が铸 

替えられた。 そこに は 次の 話が まつわつ ている。 

昔、 阿曾 郷の 鬼ケ 城に 温羅 という 鬼が 棲んで いて 荒し まわった ので、 吉備 津彦が 退治しょう としたが、 温羅は 

なかなか 強く、 左の 眼 を 射られた の にもかかわらず、 反抗 をつ づけた がつ いに 捕えられた。 そうして 吉備津 神社 

の 釜 鳴 神事の おこなわれる 竈の 下に 首 は 埋められた。 鬼ケ 城から 血 吸 川が 流れて 阿曾 村 を 通って いるが、 血 吸 川 
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の 名が あるの は、 温羅の 左の 眼 を 射抜かれた 時に 出た 血が、 真 赤に 川 砂 を 染めた 力ら だと レぅ 

温羅 という 鬼が 片目 を 傷つ けられた という 話 は、 それが 铸物師 の 住む 阿曾 村と つながる ことによって、 鍛冶屋 

との 関係 を 思わせる。 また 温羅の 首が 吉備津 神社の 签鳴 神事の おこなわれる 竈の 下に 埋められた というの は、 人 

間の 死体 をた たら 炉に 投じたり、 高殿の 柱に むすびつけて おくと、 鉄が よく 沸く というた たら 炉の 信仰 を rayl 

出させる。 

s 柳 田 は 『紀伊 国 続 風土記』 にある 次の ような 挿話 を 「一 目 小僧」 の 中で 紹介して いる。 

「熊 野の 山中に 昔 住んで ゐたひ fig とい ふ の 如き は、 飛 驛の雪 入道と 同じく、 また 一眼 一足の 怖 物で あつ 

た。 ー踏鞴 大力 無双に して、 雲 取 山に 旅人 を 却 やかし、 或は 妙法 山の 大 釣鐘 を 奪 ひ 去りな どした ために、 三 山 

の 衆徒 大いに 苦しみ、 狩 場 刑 部左衛 門と いふ 勇士 を 頼んで これ を 退治して 貰った。 色川郷 三千 町歩の 立 合 山 は、 

その 功に よって 刑 部に 給せられ たのが 根源であって、 後に この 勇士 を 王子 権現と 祀 つた」 

ここ こー艮 一足の 匕 物をヒ トツ タ タラと いったの は、 タ タラとの 関係 を はっきり 示して いる。 ヒ トツ タ タラと 

は、 タタ ラを ふむ 人た ちが 足 を 痛めた かっこう を 示す ものと おもわれる。」 

. これにた いして 若 尾 五雄 氏 は 次のように 言って いる。 

「和歌山県 牟婁郡 色 川 村 字 樫 原に は、 狩 場 刑 部 左衛門 を祀る 王子 権現と いうの が ある。 ところで、 この 話の あ 

る 色 川 村の はじまる 辺りが、 妙法 山で あり、 有名な 妙法 鉱山の ある 所で、 昔 は紀州 家の ドル 箱と いわれて いた 

銅山。 現在で も、 妙法 山の 下 は 至る所、 坑道に なって おり、 その 先 は 那智の 滝の 近くまで 達して いると いわれ 

ている。 これに つづく、  口 色 川、 大野、 籠、 阪足、 樫 原の 各部 落 一帯 は、 至る所に 古い 銅鉱の 跡が あり、 色 川 

村の 地名 は、 鉱石に より 色が ついた から 色 川と つけたと いう 伝え も ある。 殊に 鬼 退治 をした 樫 原 部落の 辺りに 

なると という 名のつ いた 小規模の 野タ タラ 跡が 無数に 見られる。 この 様に、 片目 片足の 鬼と いわれた 怪物の 


青銅の 神の 足跡 8es 


住んで いた 所 も、 鉱山 地帯で ある。 同様に 奈良県 吉野郡 伯母 ケ峯 にも 片目 片足の 話が あるが、 伯母 ケ峯の 麓に 

も 赤 倉 銅山と いう 鉱山が ある」 (「鬼と 金工」) 

これら を 見る と、 片目の 神 及び 片目の 魚と 銅 や 鉄との 結びつき は 明白で ある。 しかも： S の 例の ように、 そこに 

銅 譯 が 出土して いる。 これ は 偶然であろう か。 この 問題 を さらに 追求して みょう。 

S 「徳 島の 人 河 野 芳太郎 氏の 話に、 阿波の 富 岡 町の 東に 当って 福 村と いふ 処に 周囲 三十 町 程の 池が あり、 その 

池の 中に 周 九 丈 高さ 一 丈ば かりの 岩が あるの を、 土地で は 蛇の 枕と 呼んで ゐる。 この 池の 魚族 は 鯉 鮒 はもと より 

小さな 雑魚に 至る まで、 一尾と して 両眼 を 具へ てゐる もの はない。 伝へ いふ、 昔 この 池に 大蛇の 住んで ゐ たの を、 

月輪 兵 部と いふ 勇士 狙 ひ 寄って 放った 箭、 その 左の 眼 を 射 貫いて 頭の 半分 を 射 砕き、 をろ ち は 苦痛に 堪 へず この 

岩の 上で 悶え 死す。 その 怨 後に 残って 月輪 殿の 一家 を 祟り 殺し、 それでもたら なかった か、 池の 魚まで も 悉く 片 

目に してし まった とい ふさう である」 

この 福 村の 西 一 一 キロ の才見 (現在 は 阿南 市才見 町) という 部落から 天 保 年間に 銅鐸が 出土して いる。 

g  r 岡山県 勝 田 郡 吉野村 大字 美 野の 白壁の 池に、 片目の 鰻と いふの が 住んで ゐ たこと は、 『東 作 誌』 とい ふ 地 

誌に 出て ゐる。 昔 一人の 片目 男が あって、 馬に 茶臼 をつ けて 池の 側 を 通る とて、 水中に 墜 ちて 死んだ。 その 因縁 

で 池の 鰻の 目 は 一 つと なり、 なほ 雨の 降る 日な ど は 水の 底に 茶臼の 音が 聞え たとい ふ」 

この美 野から 北西 一 一 キロ の 勝 田 郡 勝 央町植 月 北 念仏 塚から 銅鐸が 出土して いる。 

W  r 里 内 勝治郎 氏の 通信に よれば、 近 江 栗 太 郡 笠 縫 村で は 一村 今以 つて 麻を植 ゑず、 植 ゑても 成育せ ぬ。 その 

仔細 は 大昔 この 地に 二 柱の 神 降臨 ありし 時、 付近に 麻が あって 神 これ を 以て 眼 を 傷け たま ふ。 それより して この 

郡の 天 神宮の 御身 体 も、 今に 御 眼より 涙 を 御 出し 成される とい ふ」 

この 笠 縫 村の 北に 接する 栗 太 郡 常 盤 村 (現在、 草津 市志那 町) から は 銅鐸が 出土して いる。 その 間数 キロし か は 
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め 「近頃 刊行 せられた 『岐阜県 益 田 郡 誌』 を 見る と、 飛 驛には 今一 層 神に 接近した 片目の 蛇の 話が 遺って ゐる。 

この 郡获原 町の 龍訪 神社の 社 地 は、 中世 暫くの あ ひだ 国主 金 森 家の 出城に なって ゐた ことがある。 金 森 氏の 家臣 

佐 藤 六左衛 門なる 者、 命 を 受けて その 工事 を 指揮し、 神霊 を 上 村と いふ 処へ遷 さんと する に、 神輿が 重くな つて 

どうしても 動かぬ。 よって 六 左衛門 梅の 枝 を 以て 神輿 を 打ち、 辛うじて 遷座 を 終る ことが 出来た。 また 一説に は、 

この 時 一匹の 青大将が 社 地に i 力まって 如何に すれ ども 動かぬ の を、 六 左 怒って 梅の 枝で 蛇の 頭 を 打ち、 蛇 は 左の 

眼 を 傷ついて つ ひに その 地 を 去った ともい ふ。 その後 六 左 衛門は 大阪陣 に 赴いて 討死 をした 故、 村民 これ を 機と 

して 土木 を 中止し 神社 を 旧の 地へ 復 したが、 今に 至る まで 境内に 梅の 木 成長せ ず、 また 時として 片目の 蛇 を 見る 

ことがある。 これ をば 龍訪明 神の 御 使と して 崇敬して ゐ ると いふ」 

こ の 萩原 町上呂 から 銅鐸が 出土して い る。 

このように 片目の 神 及び 片目の 魚の 伝承が 銅鐸 出土と 重なるの は 五 例 を かぞえる。 しかし これら もたん なる 偶 

然と 見なす 人が あるか も 知れない。 そこで 柳 田の 著書 以外から さらに 例証 を さがして 見る。 

天 目 I 箇 神が 統合す る 片目と 金属の ィメ —ジ 

^ 河内 国中 河内 郡 高 安村 (現在 大阪府 八 尾 市) の恩智 神社の 祭神 は 五月 五日の 端午の 粽で目 を 突いた ことがあ 

ると いうので、 その 地方で は 端午の 節句に も粽を 作らぬ という 例が 中 山 太郎編 『日本 民俗学 辞典』 に 報告され て 

いる。 こ の恩智 神社の すぐ 近くに ある 垣 内 山と 都 塚 山から 銅鐸が 出土して いる 

^ またお なじ 辞典に は、 銅鐸の 問題と はは なれる が、 次の 記事が のって いる。 

「大和 生 駒 郡！， ら i 村 大字 i& 部に ある 業 平 山 は、 昔 業 平が 河内へ 通う 道であって、 或は 此処で 冠 を 取って 休んで 
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したのに 柏木の 池から 出て 来た 一匹の 鰻が、 冠の 方へ 近寄る の を、 業 平 は 杖で 片目 を 潰した。 之より 同 池に 棲む 

他の 魚類 は 満足で あっても、 鰻 だけ は 片眼で、 他から 両眼の あるの を 入れても、 間もなく 片眼になる という- 

この 額 田 部と いう 土地 は 額 田 部 氏の 居住地と みられる が、 額 田 部 氏 は 天 目 一 箇神を 奉 斎して 金属の 寿 造 を 専業 

とした 技術者の 氏族と みなされる。 

S 兵庫県 佐 用 郡 佐 用 村 (現在、 町) 長 尾 字 木 谷に 鎮座す る 神 場 神社 は 天 目 一箇 神 を まつる が、 この あたりの 

谷川に 住む 魚類 はこと ごとく 片目で あると いう。 すなわち、 『佐 用 郡 誌』 に 次の 記事が 見つかる。 

「本社 は 神 羽 様と 称し 鞴の 神と して 崇敬せられ たり、 太古 大撫山 を 鹿 庭 山と 称し、 十二 谷 あり、 谷 毎に 鉄 を 生 

ぜ しこと 播磨 風土記に 見 ゆ、 其 当時 本 神社 祭神 天 目 一箇 を祀き 祭れる ものな らん。 然して 棟 札に 於ても 神羽大 

明 神と して 古く 天平 延暦 年間 頃 奉 斎され し 事 明らかな り、 i冶屋^;i:J;Jか^J.^^か^,^,^lf^c^l f 裕ゎ？^,^,^:^ハか 

は、 古来 谷ガに 住む 魚類 悉く 片目な りしとの 伝説 あり。 大撫 山に 鍛冶屋 敷と 称する 土地 名 あり、 其 一帯 到る 処 

カナ クソ 散在せ り、 こ は 以て 往古 鉄 を 出し また 铸 鉄に 従いし 事 ありし を 知る に 足る」 (傍点— 引用 者) 

文中に みるよう に、 この 付近 は 有名な 砂鉄の 産地で ある ことが 『播磨 国 風土記』 に 述べて ある。 

S 前記の 兵庫県 宍粟郡 千 種 町で はたたら のあった 岩 野辺 は 『鉄山 秘書』 にいう 岩 鍋で あるが、 その 一 キロ 西 

に 片目 鰻の 伝承が ある。 また 千 種 町の 三宝 鉱山の 南の 千 種 川の 流域に 片目の 鮑 (現地で はゴ トク ソと 呼ぶ) の 住 

む 場所が ある。 

^ 福士幸 次郎の 『原 日本 考』 の 伝える ところでは、 宮城県 宮城 郡大沢 村の 付近に は、 片目の 魚の 伝説が ある 

と 同時に、 鉄 を 生産した 証跡が ある。 

g 宮城県 白 石 市に 住む 片倉信 光 氏の 報告で は 同市の 大太郎 川の 川す じから 砂鉄が とれる。 また それに 相応す 

るよう に 深 谷と いう 部落から は あちこちから 金 かすが 掘り出される。 ホドと 呼んで いる 炉の あと も 発見され る。 


89 第二 章 目 ひとつの 神の 衰落 


ところで 魚 捕りの 話で は、 この 大太郎 川で は ャマメ だけが いて イワ ナは 棲まない。 反対に 近く を 流れる 児捨 川の 

上 直 こ. は ャマメ は 棲まないで イワ ナ だけが 棲む。 イワ ナは 木の葉が 沈む 泥水で も 平気 だが、 ャマメ は 澄んだ水が 

好きな 性質で ある。 このほかに あるいは 水質の 内に 鉄分で も 含む の を 好く か 嫌う かする 性質が あるの かも 知れな 

い、 と 片倉氏 は 語って いる (『犬 刈 田 山麓 随想』)。 片目の 魚の 伝説が 生まれた の も、 魚が 鉄分 を 嫌う というと ころに 

その 原因が 求められる かも 知れない。 大太郎 川はタ タラ 川であろう。 

S 石 塚 尊 俊 氏の 『鑪と 鍛冶』 の 中に 次の 伝承が 記載され ている。 話者 は 長 門美禰 郡別府 村の 鍛冶、 山 田林吉 

氏で ある。 

むかし 天 目 一箇 神が おちぶれて 来られた。 目の 一つし かない、 人相の 悪い 姿だった ので、 犬が ほえ かかった。. 

しかし 神 は 蜜柑の 木に 登 つ て 助か つ た。 それで 今でも 鞴 祭の ときには 蜜柑 を そなえる。 

この 話の 舞台の 別 府村は 現在 山口県 美禰 市との 境に あり、 秋芳 町内に ふくまれる かっての 意 福 (いまの 於 福) と 

の 間 も 四 キロ 程度し か はなれて いない。 於 福 は 伊福部の 居住地と 推定され、 鉱山が 集中して いる。 この あたりに 

天 目 一箇 神の 信仰 を もつ 採鉱 冶金の 集団が あった ことが、 この 説話 を 生み出した 原因であろう。 そこで 鞴 祭の 話 

がからん でい る。 

S 越後 一の宮で ある 弥彦 神社の 祭神が 片目で あると いう 伝承 は 越後 一帯に 分布して いる。 これに ついては 地 

元の 藤 田 治 雄 氏が 『高 志路』 に 精力 的に 発表して いる。 以下 藤 田 氏の 報告に よって、 この 伝承 をみ る ことにする- 

伝承の 内容 は 各地と も 大差ない が、 その  一、 二 例 を 左に かかげる。 

r 弥彦明 神様 は 開 村の 神様で ある。 神様が 弥彦へ 移られる 時、 鬼の 道案内で 山 を 登られた が、 山中で ウドで 眼 

を 突かれた そうで、 古来 弥彦 山に は ウドが 生えない といわれる」 (西 蒲 原 郡 岩室 村 間 瀬) 

「弥彦 の 神様が 妻のお ヨネと 十一 一人の 子 を 野 積 浜に 置いて 身 を 隠そうと 弥彦 山へ 登る 時、 足 を すべらして ウド 
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で 目 をつつ いた。 それで 弥彦 山に ウドが 生えず、 弥彦の 神様 は 片目で ある」 (三 島 郡 寺 泊 町 野 積 字 内 =0 

この間 瀬と 野 積と は 弥彦山 を はさんで 弥彦 神社の 裏側に あたり、 日本海に 面して いる 集落で ある。 藤 田 氏 は、 

この 野 積と 間 瀬の 境界線 を 中心とした 一 帯 は、 弥彦 信仰に おける 鍛冶 神の 痕跡が もっとも 濃厚に 現われて いる 地 

帯で あると いうが、 それ は弥彦 神が ウドで 目 を 突いて 片目 神で あると いう 伝承と 一致す る。 『地名 辞書』 は、 こ 

の 間 瀬と 野 積に は 元禄 年間に 銅の つる を 見立てて 掘った が 途中で やめた という 記録の ある こと を 紹介して いるが、 

銅の 採掘 は 戦後 も おこなわれ ている。 

私 は 最近 現地 を おとずれて 次の こと を 確認した。 岩室 村 間 瀬の 海岸 有料道路の 料金所の 近くから 山手に 入る 沢 

は、 かって 間 瀬 銅山が あって 労働者の 住宅が 集まった ところと いわれて いるが、 その上 方の 弥彦 山の 有料 登山道 

路の あたり、 大 沢と トチ クボの 間の 道の わきの ガ— ドレ ー ルの ところで、 つい、 四、 五 年 まえに、 地表に 露出し 

た 銅鉱 を 拾った という 人に 出会った。 その 人の 話で は 銅鉱 は ピカピ 力 光って いたと いう。 このように 今日で も 地 

表に むき 出しに な つてい る 銅鉱 脈 は、 古代に おいて は 発見す る こと はき わめて 容易であった にちがいない。 

これまで 見た ように、 神が 目 を 傷つけ たと か、 片目の 魚が 棲む という 伝承 は その ほとんどが 銅鐸の 出土 地 や 製 

鉄に 関連して いる ことが 分かった。 このうち、 銅鐸の 出土 地と むすびつけ るのに 異論 を さしはさむ 向きが あるか 

も 知れない。 そうした こと は 私 も 充分 承知して いる。 その上で なおかつ 私が 言わざる を 得ない こと は、 それが 疑 

わしい としても、 両者の 関係 を 仮定して 考察 をす すめる こと はけつ して 無益で はない という ことで ある。 なぜな 

ら、 これまでの 先史 古代の 銅 や 鉄 をめ ぐる 研究 は、 あまりに も 古い 土地の 名 や 伝承 を 抜きに して 進められ てきた 

からで ある。 そして それ は、 けっして 豊かな 成果 を もたらし ていない。 古伝 承 や 地名 や 古い 神社 や 古 氏族との 関 

連 を 強調す るの は、 そうした 背景が あるから である。 
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天 目 I 箇 神の 足跡 11 伊勢 • 近 江 • 播 磨 

では 次に、 天 目 一箇 神 を まつる 神社の 足跡 を 見て みょう。 

きゅうあい ずいひつ 

第一 にあげるべき は、 伊勢 国の 多 度 神社であろう。 『笈埃 随筆』 巻 三に は、 多 度 権現の 摂 社の 一 目 f おの 社に つい 

て 書かれて いる。 それ は、 扉 もな く、 すだれが かかって いるいた つて 小さな 社で あるが、 この 神が ときに 外出す 

る 際 は、 大雨が 降り 雷電が しきりで ある。 土地の人 たち は 多 度 権現が 外出され ると 言い合って、 門に 出、 窓から 

みると、 一す じの 黒雲が 屋根 すれすれに 走る。 この あたりの 人 は、 この 神が 外出す ると 風波 は おだやかで 海上 も 

しずかで あると よろこぶ が、 他国で は 田畑が 大いに 荒れ、 何もかも かき 消す ようになって しまう ときら う。 ふつ 

う 一目 連と いうが、 じっさい は 一目 龍の ことだろう、 と 言って いる。 このように 土地の人 は 毎年 七、 八月の 頃に 

暴風 や 豪雨が おとずれ ると、 この 風 は 一目 連が お出かけになる の だから やみ はしない とか、 もうお 出に なった あ 

とだから 風 はやむ とか 言って いる。 一目 連が 出かける とき は 多 度 山が 鳴動し 光り物が 閃いて 一方に 飛び ゆき、 の 

ち、 一 日 二日す ぎて また 前の ように 音が 鳴り ひびき、 光が 渡る ので 多 度 山に 帰られた という ことが 知られる ので 

あると 『神祇 志 料』 は 記して いる。 

. 一 目 連 は 農家の 人び との 信仰の 対象と なる 神で あるが、 『勢 陽 五 鈴 遺 響』 に、 「一 目 連 は 俗 呼に 拠れり。 其 実は 

祭神 天 目 一箇 命の 名 を 冒して 称する 誤なる へし」 と あるよう に、 鍛冶 神 天 目 一箇 命の 相貌 を 備えて いる。 つよい 

風が 鍛冶の 精鍊に 必要 不可欠だった ので あり、 また 一 目 連の 飛行の 際に 雷鳴の ような 音が ひびき 光り物が 渡る の 

も、 鍛冶 場 を 連想 させずに はすまない。 

『伊勢 国 風土記』 に は、 伊勢の 土着の 豪族で ある 伊勢 津彦 が、 夜中に 大風 を 起して、 海水 を 吹き、 波 を 起し、 そ 

の 波に 乗って 東海に 去った と あり、 そのと き、 光が かがやいて、 陸 も 海 も 明るくなる ほどだった と 記されて い 

る。 伊勢 津彦は 伊賀の 安志の 社に 坐す 神と 『伊勢 国 風土記』 にある が、 現在の 三重県 阿山 郡 柘植村 (現在 は 伊賀 
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町柘植 町) にある 式 内 社の 穴 石神 社が そうで ある。 アナ シは 西北 風の 称で、 柘植は 伊賀から 甲賀 にぬ ける ほそい 

道の はしに あって、 西北 風が 吹きぬ ける 風の 道す じに 当たる。 伊勢 津彦が 風の 神と して 柘植の 穴 石神 社に まつら 

れ ている の は 納得の ゆく ことで ある。 伊勢 津彦の 例から みて 多 度の 一 目 連 もまた 風の 神で ある こと は 想像に かた 

くない。 

『古語 拾遺』 に 天 目 一箇 神の 裔が 伊勢 忌 部で あると いうと き、 この 多 度 神社が 想定され るの はとう ぜんで、 『五 

鈴 遺 響』 にも 「桑 名 首 は 姓氏 録に云 ふ 天津 彦根 命の 男 天 久之比 乃 命の 後な り。 すな はち 桑 名 多 度 神社に その 遠祖 

を 奉祀す。 すな はち 本 貫の 地に して、 桑 名 首の 郡 家に 居 置れ しょり 府 として 一 郡の 名と すと 見へ たり」 と ある。 

ひと め  むら じ  ものの ベの めの むら じ 

一目 連 はもと もと 一 つ 目の 連と 呼んで いた もので あろうと 私 は 推測して いる。 というの も、 物 部 目 連と いう 人 

あさけ のい らっこ  あさけ 

物が 伊勢の 朝 日 郎 とたたかった 記事が 「雄 略紀」 にある からで ある。 朝日 郎は 伊勢の 朝日 郡， (現在 は 三重 郡) 一 

帯に 蟠蜗 していた 豪族で、 物 部 目 連 は 朝日 郎を 斬って 猪 名 部 をた まわった とも あるから、 朝日 郎は朝 明 郡と 猪 名 

部の 住んで いた 員弁 郡に またが つ て 勢力が あ つ たと 見られる が、 この 両郡は 多 度 神社の すぐ 近くに 位置す る。 

伊勢で 天 目 一 箇神を まつる と考えられるのに 鈴 鹿 郡の 天 一 鍬 神社と 呼ばれる 式 内 社が ある。 荘内村 大字 原に あ 

り、 俗に 天 一鍬田 八 島大明 神と 称して、 ィザナ ギノミ コトを 祭神と する が、 伴 信 友の 『神 名 帳 考証』 および 『地 

名辞 書』 に は 天 一と は、 天 目 一箇 命であろう かと 推定して いる。 

第二に、 この 多 度 神社と 縁 由 を もつ 神社が 近 江に ある。 滋賀県の 蒲 生 郡の もと 桐原郷 にある 菅田 神社が そうで 

あめの まひ と つ  ぁAの^; 

あって、 天津 彦根 命の 子の 天 麻 比 止 都 命 (天 目 一命) を祀 つてい る。 これ は 現在 近 江 八幡に ある 菅田首 は天久 

斯麻比 止 都 命の 後な りと 『新撰 姓氏 録』 にみ える。 つまり その 祖 神が 天 目 一箇 神に あたる。 また 天津 彦根命 は 蒲 

"なき   

生、 稲置の 先祖 ともいう。 この 桐 原 は 龍王 町の 鏡 山の 北に あたる。 ところで 鏡 山と 三 上 山の 中間に ある 小 篠原か 

ら 大量の 銅鐸 を 出土して いる。 この 桐 原 は 古の 鏡 作で、 天 目 一箇 命の 後裔と される 蒲 生、 稲置の 住んで いた 所と 
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『地名 辞書』 は 述べて いる。 「垂 仁紀」 三年の 条に 「近 江 鏡 村の 谷の 陶人は 則ち 天日 槍の 従 人な り」 と ある。 鏡 村 

の 谷と は 鏡 山の 地 を 指して いる。 すなわち 天日 槍と 鏡 作と 銅鐸と 天 目 一 箇神 とが ここに 集約して 表現され ている。 

『中^ 志抖 n によると 「およそ 毎年 九月 十九 日 祭 をお こな ふ。 この 日 稲置の 稲 六十 穂 を 伊勢 多 度 神社に 送る を 例 

とす」 と ある。 

ところが 近 江 八幡の 菅田 神社と は 別に、 蒲 生 町に 竹 田 神社が あって、 この 方 も かっての 式 内 社の 菅田 神社で あ 

る こと を 主張して いる。 この 竹 田 神社の ある 大字 は 銬物師 と 呼ばれて いる。 錄物師 には菅 田と いう 小字 名 も、 桐 

原と いう 小字 名 もの こって いる。 竹 田 神社の 安井 宮司から 聞いた ところに よると、 現在で は 九月 一日に、 稲置の 

神事が おこなわれ ている。 その 日 は 村 中の 人が ハサに 初穂 を かけて 神饌と し、 野菜な ど 野の 幸 を もさ さげ、 拍子 

木 を 叩きな がらお 百度 を 踏む。 昔 は 庭 積みの 神饌 を もって 直 会い をし、 森の 中で 共同 飲食 をした が、 今 は 茶 沸し 

をす る 行事が のこる だけで ある。 昔 は 伊勢参り を かねて 多 度 神社に もい つたが、 また 多 度から もき た。 祭のと き 

に は 「神火 铸徳 霊金鍛 威」 という 文字の 幟 をた てた というから、 祭神が 天 目 一箇 神で ある ことに ふしぎ はなく 

鍛冶の 神 をし のばせる のに 充分で ある。 

. 近 江に はなお 天 目 一箇 神 を まつる 神社が ある。 それが 近 江 富士と 称せられる 三 上 山 を 御 神体 山と する 三 上 神社 

(御上 神社と も 書く) である。 祭神 は 天津 彦根 命の 御子の 天 之 御影 命で あるが、 それ は 天 目 一箇 命の 別名で あると い 

うこと が 社 伝に 記され、 今 も 我国の 鍛冶の 祖神 として 崇敬 を 受けて いる。 三 上 山の ふもとから 銅鐸が 出土して い 

る こと はまえ に ふれた。 ちなみに 天 之 御影 命の 娘が 息 長 水 依 比 売で あり、 更に その子 孫に 息 長 帯 比 売 命が あって、 

こ こ に 息 長 一 族との 血縁 関係 をた どる ことが 可能で ある。 

第三に、 この 近 江の 菅田 神社と 縁 由 を もつ 神社が 播磨 にも 見受けられる。 『神祇 志 料』 に 「菅田 神社、 今 加 東 

郡菅田 村に あり。 けだし 菅田 首の 祖神天 目 一命 を祀 る。 およそ 其 祭 十月 十八 日 を 用 ふ」 と あるの がそう である。 
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『小 野 市中；』 によると、 小 野 市内に は 天 目 一箇 神 を まつる 神社が いくつか ある。 一 つ は 小 野 市中 番町 字嶋の 垣に 

ある 住吉 神社で あり、 他 は 小 野 市 菅田町 字源 太夫 垣 内に ある ものである。 『三 木金 物史』 の 誌す ところでは、 式 

内 社の 菅田 神社 は、 はじめ 東条 川の 南岸の 南 垣 内に 建てられ ていたが、 後世 氏子が 川の 両岸に 住む ようになって、 

参詣 をす る 便宜上、 争い を 生じ、 ついに 社殿 を 分散して 祀 るよう になった。 中番 部落と 久保 木の 部落 は住吉 神社 

と 社名 を 変え、 源 太夫 部落 は菅田 神社の 名 をと どめた。 現 社 地に 移転した の は 鳥 羽 天皇の 保安 年間と いう。 

菅田 首の 分 族 は 大和 国 添 下 郡 筒井 郷 (現在 大和 郡 山 市) と 近 江 国 蒲 生 郡 桐原郷 でも 鍛冶 をい となんだ。 そこで こ 

の両郡 はと もに 菅田 神社 を 建立して 祖神を 奉 斎して 今日に いたって いる。 一 一社と も菅 田の 社名 を 負うて いるの は、 

播磨国 賀茂郡 (のちの 加 東 郡) 東 条の菅 田 を 発祥地と したから であると 『三 木金 物史』 はいう。.. 

加 古川 上流に 明白な 痕跡 を 残す 鍛冶 I 族 

三 木 市 や 小 野 市 は 加 古川 ぞいに ある 町で ある。 菅田 首の 一族が 活動した とすれば、 この 舟途を 利用した にち が 

いない。 加 古川 を 更に さかのぼった ところに 西 脇 市の 大木 町が ある。 昔、 この あたり は 日 野 村と 称して いた。 こ 

こに 天 目 一 箇神を まつ つてい る 式 内 社の 天 目 一 神社が ある。 序説で も 触れて おいた ように、 以前 陰暦 十 一 月 八日 

に はこ こで ふい ご 祭 をお こなった が、 その 日 天候が 悪く、 風が つよく ふくと、 参詣し にきた 鍛冶 職の 人た ち はよ 

ろ こんだ。 ただし その 神社 は 現在 は 移転して おり、 元の 場所で はない。 西 脇 市の 大木 や 市 原、 更に 南の 野 村 西方 

の 山中に は 数 力 所に 旧坑 がみ とめられる といわれ ている。 

そのな かで もとり わけ 吹屋ガ 谷の 旧坑は 面積が およそ 一反 歩で、 鉱滓 はおび ただしい という。 伝える ところで 

は、 杉 原 谷 方面で 採掘した 原鉱 を、 この 吹屋ガ 谷に 運んで 精鍊 した もの だとい われる。 それが いつの 頃の ことか 

不明で あるが、 一千 年 以上 をへ た 旧坑の 跡で ある こと は 疑いない と 『三 木金 物史』 は 述べて いる。 


95 第二 章 目 ひとつの 神の 衰落 


ここにい う 杉 原 谷と は、 三国 岳に 源 を 発する 加 古川の 分流の 杉 原 川が うるおす 谷の 流域 を 指して いる。 この 杉 

原 谷に 中 町 や 加 美 町が ある。 そこ は 天 目 一箇 神 を 奉 斎す る 鍛冶 集団が、 ながく 滞留した 場所で あつたと 考えられ 

る。 

まず、 加 美 町の 山 寄 上に ある 青玉 神社 は 天 目 一 箇 命と 五百箇 磐石 命を祀 つてい る。 

そのす ぐ 南の 杉 原、 鳥 羽に おなじく 青玉 神社が ある。 杉 原、 鳥 羽の 青玉 神社の 祭神 は 天 戸間 見 命と 大歳 御祖神 

である。 この 神社 はもと もと 三国 岳 山上に 斎き まつられ ていたと いう 伝承が ある。 そこ は播 磨の 多 可 郡の 北の は 

しで あり、 三国 岳 を こえて 氷 上 郡の 青 垣 町へ 抜け、 朝来 郡の 山 東 町 や 和 田 山 町に 入り、 養父 郡の 八 鹿から 但馬出 

石 郡の 出 石 町へ と 通じる 道が かって 開けて いた。 『多 可 郡 誌』 は 青玉 神社に ついて 次のように 伝える。 

伝説に よると 但馬 一円に 海水が 満々 とたた えられて いたの を、 彦火火 出 見 は 天 戸間 見 命と 協力して、 津居 山の 

ところで 排水した。 その あと、 天 戸間 見 命 はこの 三国 岳のと ころに とどまって 開拓に したがった。 今 も 三国 岳の 

中腹に 鉄磘と 称する 場所が あるが、 それ は 天 戸間 見 命が 農具 を铸 造した 所だろう とされて いる。 天 戸間 見 命 はい 

つも 青色の 宝珠 を 愛好して いたので、 青玉 神社と 名 づけた という。 

この 説話 は 天日 槍が 円 山川の 川口の 瀬戸、 すなわち 津居 山の 付近 を 切り開いて、 豊岡 あたりまで 港え ていた 沼 

湖の 水 はけの 作業 をお こな つ たという 伝説 を 思い起こさないで はすまない。 日 槍が 開鑿す るのに 使用した 鉄器の 

原料 は鉄鈷 山から 得た とし、 その ふもとの 畑と いう 部落で 鍛えた というの もさき に 述べ た 説話の 後の 部分と 重な 

り 合って いる。 

ここに 出て くる 天 戸間 見 命と いうの は、 『新撰 姓氏 録』 に は 天津 彦根 命の 子と なって いるから、 天 目 一箇 命と 

あさこ  あめと め 

同 神 か、 兄弟で ある。 その 一方で は 天 戸間 見 命 は 朝来 直の 祖の 天礦目 命と も 通 音で ある。 礪 目は砥 目で もあって" 

鉄器 をと ぐ 砥石と つながりが あるの かも 分からない。 朝来 直の 居 iH 地 は、 多 可 郡から 三国 岳 を こえて 但馬出 石に 
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加 古川 上流 


あわが 

おもむく 道す じに あたり、 現在の 朝来 郡 山 東 町の 和賀に 鎮座す る 粟鹿 神社の 近傍であった ろうと 推定され ている _ 

また 一説に は、 応 永年間に 領主の 井岡と いう 者が 三国 岳に 狩 をお こなった とき 天 目 一箇 神に 出会った ので、 この 

地に 奉祀した ともい われる が、 青玉 神社の 存在 は播 磨と 但 馬との 濃密な 関係 を 示唆して いる。 

円 山川の 川口 近くの 気 比に 銅鐸が 四 個 出土して いるが、 その 一 つ は 和 泉の 旧 陶器 村 出土の 銅 II と同笵 であり、 

もう 一 つ は 大阪府 茨木市 東奈 良の 銅 譯の铸 型から 生まれた ものである こと を 知る とき、 その 銅鐸の はこばれ てい 

つた 道す じが 暗示され ずに はおかない だろう。 いずれにしても 天 戸間 見 命に まつわる 説話と 天日 槍の 説話が 酷似 

する の は 注目され る。 天日 槍と 天 戸間 見 命なら びに 天 目 一 箇命は 関連が あるので はない か。 
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杉 原 川が 三国 岳の ふもとから 降りて 加 美 町 をす ぎる ところ、 的 場に 荒 田 神社が ある。 『多 可 郡 誌』 に は 少名彦 

命、 素釜嗚 命、 木 花咲 耶姫 命の 三 神 を 祭る と あるが、 現地で は 少名彦 命の かわりに 天 目 一箇 命 を 入れて 三 神と し 

ている。 

この 神社に ついては すでに 序説で も 触れた が、 『播磨 国 風土記』 に は 次のように 記されて いる。 すなわち 託賀 

郡 (現在 は 多 可 郡) の賀 眉の 里の 条に いわく、  、 

ち ら こ  ゆ ち-"  、-ま  みちぬ しひ め  こう  うけ ひさけ 力 

「荒 田と 号く る 所以 は、 此処に 在す 神、 名 は 道主 日 女 命、 父な くして、 み 児 を 生み ましき。 盟酒を 醸 まむ とし 

ころ  まど  M  を  もろもろ  つど 

て、 田. \ ^町 を 作る に、 七日 七夜の 間に、 稲、 成熟り 竟 へき。 すな はち、 酒 を 醸み て、 諸の 神た ち を 集へ、 其の 

子 をして 酒 を 捧げて、 養ら しめき。 ここに、 其の 子、 天 目 一 命に 向きて 奉りき。 すな はち、 その 父 を 知りき。 

のち  かれ  なづ 

後に 其の 田 荒れき。 故、 荒 田の 村と 号く」 

この 説話 は 要するに、 荒 田と いう 地名の 由来 を 説明す るのに、 天 目 一命の 妃が 道主 日 女 命で ある ことと つなげ 

ている ので あるが、 子どもの 捧げた 酒 を 飲んだ 相手が、 その子の 父で あると いうの は 『山城 国 風土記 逸文』 など 

にも 見られる。 

. この 荒 田 神社に は、 天 目 一箇 命の 神宝と して 鉄の 鋒 を 伝えて おり、 「社 地 付近 実況 図」 という 絵図 をの こして 

いる。 それ を 見る と、 荒 田 神社 は 大きな 森の 中に あり、 その 森の 端に 神 立と いう 場所の 名が 誌され ている。 また 

本殿の 北側に は 丸 山と 呼ばれる 小山が あって、 私が 荒 田 神社の 老人から 聞いた ところでは そこに 天 目 一 箇 命を祀 

ると いう。 

この 絵図で 目立つ の は、 地名に 鍛冶 関係が 多い ことで ある。 金蔵 山の 左右に 大签床 や 鉄 場 や 斧 研 や 鍛冶屋の 名 

が 見付かる。 これ は 明らかに 鉄 穴場 やた たら 場の あった こと を 示して いる。 杉 原 谷 一帯 は 銅山が 多い。 中 町の 鍛 

冶屋 にある 妙 見 山、 加 美町豊 部の 樺 坂 や 双葉、 また 加 美 町から 八千代 町に ゆく 途中の 杉 坂な どが そうで ある。 こ 
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うした 銅： d で 稼働す る 人た ちの 尊崇す る 神社に 天 目 一 箇 命が 祀られ ている の は あやしむ に 足りない ひ 

中 町の 鍛冶屋に は 大歳金 刀比羅 神社が あり、 また 中 町の 間 子に は 加 都 良 神社が あって、 それぞれの 末社に 天 目 

一箇 命を祀 つてい る。 間 子が メッカ チを 意味す る ものである こと はすで に 記した が、 間 子と 言い、 鍛冶屋と 言う 

もす ベ て 鍛冶に 従事す る 人た ちの 住んで いた こと を 示して いる。 鍛冶屋 付近に は 鉄 滓が 地下 約 一 尺の 土中に 埋没 

されて いると いう。 また 加 都 良 神社の 加 都 良 は 『播磨 国 風土記』 に 出て くる 伊和 大 神と 天日 槍と がそれ を 投げて 

争った とい う 話 の 黒 葛 を 想像 さ せ る。 

こうした 事実に 対応す るよう に、 この あたり はおび ただしい 古墳が ある。 鍛冶屋の 北方に ある 妙 見 山の 東南の 

山麓、 すなわち 牧野 新田から 田野 口 をへ て 安楽田に いたる 一帯の 丘上に は、 古墳が 累々 として 点、 綴され、 とり わ 

け 入 角 鉱山の 南方に ある 主墳と 思われる もの は、 高さ 三 間 五 尺 余、 幅 十五 間に 達する 大 円墳で、 その 周囲に は 十 

数個の 小墳 がと りかこんで いると いう。 「これ は 当代の 貴人 を 埋葬した もので、 荒 田 神社と 指呼の間に 在る に鑑 

みても 或る 暗示 を 与えられ ている」 と 『三 木金 物史』 は 言う が、 じじつ 的 場の 荒 田 神社の 森の 中には 大きな 塚が 

あると 私 も 聞いた。 これ は 天 目 一箇 命 を 奉 斎す る 氏族 あるいは 技術 集団の 首長の 墓だった ことが 考えられる。 古 

墳は中 町の 鍛冶屋から 黒田庄 町に つうじる 安田の 付近に も 多く あると いう。 

ところで 荒 田 神社の 荒 田と いうの は、 どういう 意味であろう か。 和 泉 国の 陶 という 村に 大田田 根子が いた。 こ 

の 田 田はタ タラと 解され ている。 和 泉の 陶村は 須恵器 製作 を 日本で もっとも はやく はじめた ところと されて いる- 

この 陶に陶 荒 田 神社が あって、 大田田 根子の 祖父の 陶津耳 を まつる と 『地名 辞書』 は 述べて いる。 また 『神祇 志 

料』 は 荒 田 直の 祖 である 高 魂 命と 剣 根 命 を まつる と 言って いる。 剣 根 命と タカ ミムス ビを まつる ことから、 製陶 

あるいは 製鉄に かかわる 人た ち を まつる 神社で あつたと 推量され るが、 荒 田 は 製鉄の ために 田が 荒れた こと を 意 

味す るか も 分からない。 あるいは 荒 は ァラ、 または ス 力と おなじく 金属に 関係の ある 用語 かも 知れない。 
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西播 地方 11 天 目 I 箇 神の 末裔の もう 一 つの 根拠地 

播 磨に は 瀬戸内海に 川口 を もつ 四つの 大 川が ある。 東から 加 古川、 市 川、 揖保 川、 千 種 川と 南北に 貫流して い 

る。 このうち 市 川は但 馬の 円 山川と 生 野に おいて 接し、 分水嶺 を 共有して いる。 但 馬と 播 磨と をむ すぶ 最短の 道 

路が この 一 一つの 川す じ をた どって 設けられ たこと はとう ぜんで ある。 しかし 他の 三つの 川 は その上 流に 多くの 鉱 

山 を 有して いた。 加 古川の 上流の 杉 原 谷に は 銅 や 銀 や 鉄 を 産した が、 一方、 揖保 川の 上流の 波 賀町ゃ 千 種 川に よ 

つて 穿 たれた 千 種 渓谷 は 宍粟鋼 や 千 種 鋼の 名で あまねく 知られた。 佐 用 郡で も 鉄 を 産した。 播 磨の 古代史 は 金属 

をぬ きにして 語る ことができない。 ふつう 鉄山 は 一力 所 を 二十 年 かかって 掘り、 その あと 別の 鉄山に 移動す ると 

されて いる。 その さいに 金 山彦 命の 神霊 を 奉 斎して 遷座す る。 この ことから 金 山彦 命が 諸 所に まつられる ことに 

なる が、 天 目 一箇 命 も 同様な 事情 を 背景に して、 移動した のであろう。 

かくして 播 磨の 西の 端で ある 千 種 川の 流域に 天 目 一 箇命を まつる 神社が 残されて いる こと を 確認す る ことが で 

ぎる。 

. 片目の 魚の 例で 紹介した、 兵庫県 佐 用 郡 佐 用 村長 尾に ある 神 場 神社に、 天 目 一箇 命 を まつる。 ここ は 『播磨 国 

風土記』 にも 谷 ごとに 鉄 を 生ずと ある 大撫 山の ふもとで ある。 

江川 村 仁 方 (現在 佐 用 町) にも 神 場 神社が ある。 これ は 前者と 同名で あるが、 祭神 は大友 左手 彦と いわれて いる „ 

しかし 金 山彦 命 を も 合祀して いる。 『佐 用 町史』 によると、 現在 発見され ている たたらの 跡 は 佐 用 町で 二十 力 所、 

上 月 町 二 力 所、 南光 町で 八 力 所、 三日月 町で は 一 力 所で ある。 砂鉄 を 採取す る もの を 鉄 穴師、 採取した 砂鉄 を 買 

つてた たら を經 営す るの を 鉄 山師と 呼んだ。 一つの 鉄 穴に 三人から 十 人の 鉄穴師 がお り、 一つの たたらに 七つ か 

ら十 位の 鉄 穴が 必要だった とされて いる。. 
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さて、 佐 用 町に たたら 跡が 最も 多く 残って いるが、 神 場 神社の あ 

る 長 尾、 またはもう 一 つの 神 場 神社の 鎮座す る 仁 方に も それが 発見 

されて いる。 とくに 仁 方の 神 場 神社の 下に ある 仁 方た たら は、 宮山 

の 下の 南に 面した 急 斜面に 炉跡 がみ とめられ、 鉄 滓 も 散乱して いる „ 

かって 和 島 誠 一 はこれ が 日本 最初の たたら 跡で はない かと 言った そ 

うで あるが、 そうだと すれば 仁 方の 神 場 神社 はき わめて 古い もの だ 

とみなければ ならない。 

«  私の 想像す ると ころで は、 この 仁 方 は 額 田 部の 居住した こと を 示 

)*  ゆ えの むら じ 

i す 額 田に 関連が あるの かも 知れない。 額 田 部 湯 坐 連 は、 『新撰 姓氏 

^ 録』 によると、 天津 彦根 命の 子の 明 立 天 之 御影 命の 後と あって、 天 

I 之 御影 命 = 天 目 一 箇 命の ゆえに、 天 目 一 箇 命を祖 神と して 奉 斎す る 

千 人び との 群であった わけで ある。 また 菅田 神社に まつり まつられる 

菅田首 は 天 久斯麻 比 止 都 命 (天奇 目 一 命) の 後で ある (『新撰 姓氏 録』 y 

したが つ て 菅田首 も 額 田 部と 同祖と みなして 差支えない。 

佐 用 郡に はもう 一 つ、 徳久村 東 徳久に 天 一 神社が ある。 これ は 

『文徳 実録』 にす でに 記載され ている が、 天 目 一箇 神 を まつる とさ 

れ ており、 現在 は 南光 町に 属する。 西徳久 から 明治 二十 四、 五 年頃 

に 銅 剣が 出て、 それ は 現在 天 一 神社の 宝物と なって いる。 

こ こに おいて この 付近から 出土して いる 銅鐸に 触れない わけに は 
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、， かないだろう。 西播 地方の 銅鐸 は 現在 五 個 を かぞえる。 それ は 西の方から みていく と、 まず 佐 用 郡 三日月 町の 

下 本郷に 出土して いる。 これ は 天 一 神社と 数 キロし か はなれて いない。 次に {六 粟 郡 山 崎 町の 須賀 沢と 同町の 青木 

に 出土して いる。 さらに は 飾 磨 郡 夢 前 町の 神 種に 見られる。 また 宍粟郡 一宮 町の 閏賀 から も 出土して いる。 この 

ように 近距離に 銅鐸が 出土して いる こと は そこが 鍛冶 氏族と 無縁の 土地柄ではなかった こと を 推断させる のに 充 

分で ある。 ： 

九州、 四国に も 鎮座す る 金属の 神 

目 を 西方に 転じて みょう。 

熊本県の ね 鹿 市：^ g にも 天 目 一箇 神社が ある こと を 知った の は、 私の 旧師で ある 山 崎貞士 氏の 著 『熊 本文 学 散 

ほ あしみ さと  1 . 

歩』 を 読んで からの ことで ある。 本居宣 長に 才気 を 愛された という 帆 足 京の 父、 帆 足 長 秋が その 神社の^ 職で あ 

つた。 

天 目 一箇 神社の こと を 地元で は 一 つ 目 神社と 呼んで いる。 山 鹿 盆地の 東北の 縁の、 ことさら 湧水の 清らかな 場 

所に その 神社 は ある。 もとは 山 鹿 市の 市街 中心部に ある 大宮 神社の 東側の 杉 山の 地に あつたの を 継 体 帝の 四 年に、 

現在地の 久 原に 移した という 地元の 言い伝えが ある。  、 

杉 山と いうの は景行 帝が 九州 を 巡回した ときの 行在所が あつたと されて いる。 この 杉 山に は 今 も 市 目 坂と 名の 

つく 地名が ある。 市 目 は 一目 を 意味す ると 地元で は 言って いる。 安永 元年 (一七 七 二) に まとめられた 『鹿 郡 旧 

語 云 記』 に は、 そこに 一 つ 目の 森が あって、 目 一箇 男 神 を まつり、 久 原の 一 つ 目大明 神と 同 神で あると 記して あ 

る。 また この 土地に は 铸物師 が 多い とも 述べて いる。 

ところで、 大宮 神せ と、， 'うの は、 景行 帝が 陣を かまえた ところな ので そこに 大宮 という 名前が 残ったと いわ-^ 
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て なが 

ている。 景行帝 は 八 頭の 大亀を 退治した が、 その 八つの 首を切って 埋めた ところ は 玉 名 郡の 中 富 手 永に ある 汗 田 

I 村 (現在 は 鹿 本 郡^お 町に 属する がパ山 鹿の 大宮 神社から 五 キロ 位 はなれた 地点に ある) の 聖母 八幡宮の 鳥居の 前 だとい う。 

そこ を， < ^島と 呼んで いる。 池の 中に 八つの 小島が あるから だが、 その 池の 鮒 はこと ごとく 片目で あり、 昔から そ 

れを 取る こと は 禁じられて いると 『肥 後 国 誌』 は 伝えて いる。 この 片目の 魚の 伝説 は、 さきの 景行 帝の 話の 後半 

の 部分 をな すと 考えて よく、 錄物師 が 多く あつまつ ていた 杉 山の 一 つ 目の 森 や 市 目 坂と も 縁 由 を もっている。 し 

たが つて 金属 精鍊と 切り はなして は 考えられない。 

さて 『鹿 郡 旧 語 伝記』 によると、 杉 山から 久 原に 移された という 一 つ 目 神社の 後ろに は 池が あって、 世 止めの 

池と いう。 この 池の 水が 満ちる 年に は 世の中が 豊かに なり、 水が 涸れる ときには、 世の中が 衰微す ると 伝えられ 

ている。 そうした ことから 池の 名 もつ けられた ものであろう。 この 世 止めの 池の こと は、 本居宣 長の 『玉 勝 間』 

十一 の 巻に 出て いる。 宣長は 肥 後 国の 神楽 歌と 題して、 . 

一 目の よと みの 池に 船う けての ぼる はやま もく だる はやま も 

という 歌 を 書きと めて いる。 「一 目の よと みの 池」 は、 この 一 つ 目 神社の 世 止めの 池に 他なら な い。 宣長 はこ 

の 神楽 歌 は、 肥 後の 国人に 見せて もらった と 記して いる。 肥 後の 国人と いうの は宣 長の 門人で 一 つ 目 神社の 神職 

であった 帆 足 長 秋と 想定され る。 長 秋 はなん ども 伊勢に 旅して 宣 長と 会って おり、 三度 目の 旅行が 寛 政 十 年 (一 

七 九 八) である。 『玉 勝 間』 の 十一 の 巻 は その あくる 年の 寛 政 十一 年に 板 本に なって いる。 なお 帆 足 長 秋の 墓 は 今 

も久 原に のこ つてい る。 

こ Q 久 原の 一 つ 目 神社が 鍛冶の 神で あると いうの は、 土地で みな 信じて いると ころ だが、 私 は その 付近に 鉱山 
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がない かどう か を 調べて みた。 すると、 近くの 峯 つづきの 日の 岡と いうと ころに 終戦後まで 銅山が あつたと いう。 

また 神社の 左手の 山道 をた どって 深 倉 峠を越え ると、 深 倉と いうわず か 数 戸の 部落に 出る。 そこ は 一 つ 目 神社の 

ある 山の 裏側に あたる が、 そこで 会った 八十 八 歳の 老人に 聞く と、 すぐ 眼の 前の 山 を 指して その 山に は 銅 を 試掘 

した 穴が 何箇 所 か あると いう。 また 近くの 畑から 鉄 滓が 出て、 そこ を 鍛冶屋 敷と 呼んで いると も 言った。 今 は 草 

が 生い しげって いる。 また 深 倉 峠から むこうの 川に は アブ ラメ は 住まない、 この 魚 は 清流 を 好む からだと も 答え 

ゆるぎ 

た。 さらに 老人の 話で は、 深 倉 峠 をへ だてて 一 つ 目 神社と 向い あう 震 岳 (四 一六 メ ー トル) に は、 土 蜘蛛の 類が い 

て、 景行 帝の 軍勢に はげしく 抵抗した が、 滅ぼされた 伝説が あると いう。 『肥 後 国 誌』 巻 之 七に は 「目 一箇 男 神 

社 祭 十 一 月 九日 或 記 一 目 神社 云々、 当社 は 継 体 帝 善 記 四 年 十 一 月 四日 高 天 山の 神主 祭 之」 と ある。 高 天 山と 

いうの は 震 岳の ことで ある。 この 所 伝に は それなりの 理由が あるか も 知れない と 私 は 考えた。 つまり ャ マト 朝廷 

の 威令が おこなわれる 以前から、 この あたりに は 銅山 労働者が 住みつ いていて、 天 目 一箇 神 を まつる 人た ちの 信 

仰がす でに あつたので はない か。 その 鉱山の 利権 を 中央政府が 接収しょう として、 土着民との 間に いざこざが 起 

つ たと 想像して みる こと もで きょう。 

九州で は 目 一 つの 神 を まつる 神社 は 宇佐 神宮の 所在地の 大分県 下に も かなり ある。 その 一 つ は 国 東半 島の 安岐 

町に 鎮座す る 金 比 古社で、 天 一目 命 を まつる。 国 東半 島で は 海岸 一帯に 砂鉄 を 産す るが、 とくに 安岐 地方に は 多 

く、 奈 多の 浜で 採った。 戦後 はまた 安岐 町の 河口で も 採った。 奈 多の 浜に ある 奈多 八幡宮 は、 天平 元年 (七 二 九) 

宇佐 公基が 創立した という。 奈多氏 は 代々 大宮司 家で あつたが、 天 正 十五 年 (一 五八 七) 豊臣 秀吉の 九州 征伐の 

折に、 領地 は 没収され た。 奈多氏 はもと は 宇佐 姓であった という。 この 神社の 近くに は 亀 山 古墳が ある。 おそら 

く奈多 氏の 祖先の 墓であろう。 この 国 東半 島の 宇佐 氏 は 優秀な 砂鉄 を 採取して、 製鉄 をお こなった。 

宇佐 神宮で 放生会と ならぶ 大祭に 行幸 会が ある。 行幸 会の 目的 は 古くな つ た 祭神の 装束 や 神 像 を とりかえて 新 
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しくす る ものである。 宇佐 八幡宮から 奈多 八幡宮に もっていく。 奈多 八幡宮から は 国 東半 島の 武蔵郷 の 椿 八幡宮 

に 移す ばあい も あり、 また、 伊予 国 宇 和 郡 三 瓶 あるいは 八幡 浜 市の 八幡宮に 送る こと もあった という。 このよう 

な 重要な 八幡宮で あるの は、 そこが 砂鉄の 産地であった ことと 無縁で はないで あろう。 

高原 三郎 氏の 『大分の 神々』 によると、 このほか 天 目 一箇 神 を まつる 神社が、 大分県 下に 三 社 ある。 一 っは大 

分 市の 戸次に ある 一目 連 社で あり、 大野 川 流域 近くに 祭られて いる。 もう 二 社 は 佐 伯 市に ある 黒 塀 神社と、 大野 

郡 朝 地 町の 嶽 将軍 社で あると いう。 

天 目 一 箇神を まつる 神社で 見の がせな いのは 阿波の 忌 部の ことで ある。 

吉野 川の 南岸に、 川 流と 平行に 四国 山地が 走って いる。 この 山地に は 各所に 銅鉱が 産出す る。 もっとも 有名な 

の は 高 越 鉱山と その 東に つらなる 川 田 山の 銅山で ある。 阿波の 忌 部 氏の 存在 は これらの 銅山と 無縁ではなかった 

と 思われる。 これらの 銅山に 近い 山川 町の 奥 川 田に は 天 一 神社が あり、 天 目 一箇 神 を まつる。 また その 近傍に は 

鍛冶屋 淵の 名が 残って いる。 高 越 鉱山 は 昭和 四十 年まで 稼 行して おり、 最盛期に は 四、 五 百 名の 従業員 を 抱えて 

いた。 山川 町に は 湯 立の 地 も 見える。 湯 立 はもとの 射 立郷の あとで あり、 射 立 は であろう。 播 磨に 郷が 

あって、 そこに 射循兵 主神 社 を まつる の を みれば、 阿波の 射 立郷が 武器に 縁 由の あった 地であった ことが 推測 さ 

れる。 また 山川 町の 山 崎に は 忌部郷 もあった。 

ところが 山川 町と 隣り あわせた 川 島 町の 川 島 神 後から は 銅鐸が 出土して いる。 その 出土した と 想定され る 場所 

は 上 桜 城址と いう 古城 山で、 その 山頂に 立てば 吉野 川の 流水が 一望に 見渡される 絶景の 地で ある。 紀 州の 新宮市 

神 倉 山の 天 磐 盾 (ゴ トビ キ岩) の 場合と 同じように、 国原 を 見下す 地点に 銅鐸が 埋められ ていた こと は、 銅 奪の 

性格 を, K る 上の 手がかり となる。 このほか、 阿波の 忌 部 氏と 関連 あると 見られる 鳴戸 市 (もと 板 野 郡) 大宋比 古神 

社に ほど 近い、 大麻 町の 檜と いう 所から 銅鐸が 出土して いる こと は、 見の がす ことので きな ハ 事実で ある。 讃皮 


の 善 通 寺 市の 大麻 山の 峰つ づきから 銅鐸が 出土して いる ことと 思い あわせて みると、 忌 部 氏と 銅鐸との 力 力 わり 

を禹 然とみ なすこと はむしろ むつ かし-^ 

文明の 先行 者 • 金属 技術 集団の 大和 へ の 進出 

これまで 述べた こと を 要約して 推測して みると、 天 目 一箇 命を祖 神と 仰いで いっき まつる 氏族 は 西の方 からお 

もむ ろに 東へ と 移動して いったので はないだ ろうか。 もとより それ を 例証す る 何物 もな く、 あるいは 東の 山城 あ 

たりから 菅田 首の 一族が、 移動して きたと 見られぬ こと もない。 しかし 天 目 一箇 神社の 分布 は 天日 槍の 渡来 伝説 

とも 微妙な 照応 関係 を 有して いる。 天日 槍が 西播、 とくに 揖保川 流域で 先住の 鍛冶 氏族と 激烈な 鉱山の 争奪戦 を 

おこなつ たこと は 『播磨 国 風土記』 から うかがわれる ところで あるが、 日 槍の 名 を 冠した 一群が 多分に 西 力ら 東 

へと 移動 をつ づけた ふしが みられる こと を 背景と して、 仮に 西から 東へ と 移動 稼 行 を 考えて みると、 それ はまず 

佐 用 郡 ゃ宍粟 郡から 東 をめ ざす ことにな り、 千 種 ゃ揖保 川の 水系から 市 川の 水系へ と 移動した にちがいない 市 

落 川の 水系で は 生 野 や 神 崎 あたりから、 東の 加 古川の 上流へ と 進出した ものであった ろう。 

一 I  . 『新撰 姓氏 録 考証』 は播磨 国賀茂 郡菅田 神社 は、 多 可 郡 荒 田 神社、 天 目 一箇 神社に 縁 由の ある こと を 述べて いる 

t が、 杉 原 谷の 銅山 を 開発して 稼 行した 一群 は、 それから、 現在の 西 脇 市 や 小 野 市、 東条 町方 面へ と 進出し、 それ 

^ から 近 江の 菅田 神社の 所在地 や 山城、 大和 方面に も 移り 住んだ ものと 考えられる。 

目 山城に おける 菅田 首の 一 族の 居住地 は 分明で はない が、 大和 国 添 下 郡 筒井 村 (現在 大和 郡 山 市) に は 菅田比 売 神 

一 1 社の 式 内 社が あり、 その 東南の 八 条に菅 田 神社が あって、 前者 は 天 目 一箇 命の 比 売、 後者 は 天 目 一箇 命を祀 つて 

5 いると されて いる。  しょうこう 

^ ところ 『大和 志 料』 こよる と、 現在 奈良県 檀原 市に 属する 大和 国 高 市 郡の 金 橋 村、 のちの 今 井町 大字 小. 《 


青銅の 神の 足跡 T06 


あむち  ゝ 

(現在 は欞原 市) に磐撟 神社が あって、， 高 市の 奄智造 氏の 祖 である 天 目 一箇 命 を まつる と ある。 小 綱 はもと 小 網と 

お あみ おうみ 

書いた。 小 網 は 遠海に つうじ、 遠海 は奄智 のな まった ものと 考えられる という。 奄智は 朝鮮語で 小児 を 意味す る 

閼智に 由来す る ものであろう。 

なお 磐 橋 神社の 磐 橋 はもと 金 橋 村と 呼ばれて いた 場所が 磐 橋と なった ものである。 この 金 橋の 名 は 石 槌ゃ鉄 鉗 

が 天から 降って きたから だとい われて おり、 金 橋 村の 忌 部 はまた 忌 部の 一 族の 居住地であった こと も 注意すべき 

である。 なぜなら 天 目 一箇 神 は 伊勢の 忌 部の 祖 となって おり、 多 度 神社 は 天 目 一箇 命 を まつる が、 この 忌 部の 居 

住 地に も 天 目 一 箇命を まつる 神社が 存在す るからで ある。 

奄知 という 地名 は、 磯城 郡に 海 地 (現在 天理 市) が あり、 古く は 俺 知 (海 知) と 呼んで いたと 推定され るが、 山 

辺 郡の 二階 堂 村に も 大字 庵治 (現在 は 磯城 郡 田 原本 町) が ある。 磯城 郡 海 知に 鎮座す る 诿恩智 神社 は奄 知の 名から 

きた もので、 河内に も恩智 神社が あるた めに、 倭の 字 を 冠した と 『地名 辞書』 は 言って いる。 

この 奄 知の 西が わに ある 三 宅と いう 地名 は、 天日 槍の 子孫の 三 宅 連の 住んだ ところと 推定され ている。 それ は 

現在 三 宅 町の 中に あるが、 三 宅 町 三 宅のと なりに 結 崎 (現在 は 川 西 町 結 崎) が あり、 そこに は 糸 井 神社が 祀られ てい 

る。 『姓氏 録』 に は、 糸 井 造 は 三 宅 連と 同祖で、 新羅 国人 天日 槍 命の 後な りと ある。 

奄知、 三 宅、 結 崎の 地名 はかた まってい るが、 それに 現在の 田 原本 町の 小阪 あたりと 比定 される 鏡 作郷を 加え 

る。 そこに 鏡 作 麻 気 神社が あって 鏡 作 連の 祖の天 麻 比 止 都 命を祀 つてい る。 天 目 一箇 命の ことで ある。 

これらの 一連の 地名の 北に は 平 群 郡の 額田郷 があって、 大字 額 田 部の 名 もの こって いる。 額 田 部の 北 はさきに 

述べた 菅田 神社の ある 筒井で ある。 このように、 鍛冶 氏族 や 金属 器の 製作 氏族が、 大和の国 中の どまん 中に 集中 

して 居住して いる。 
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ャ マト タケル を 襲う 伊吹山の 神の 祟り 

伊吹山の 遭難に はじまって、 伊勢の &煩 野で 死ぬ までの ャ マト タケルの 最晚 年に は、 刻一刻 力 を 弱めて いく 夕 

映えに 似た 衰 額が ある。 伊吹山に は 残照が まだ 去り やらぬ のに、 能 煩 野 はも はや 真暗で ある。 古代 劇の 終幕 を 思 

フ士』るこの曰1^.^^ほど、 私たちの 心 を 打つ 場面 はない。 古代人 はさま ざまな 要素の 伝承 を あつめ、 それ を 一人の 英 

雄の 铸型 にと かしこんだ。 しかし ここで は、 ャ マト タケル を 一個の 人格と して 論じよう とする もので はない。 英 

雄 象 を 彫りつ けた 青銅の メダルの 裏側に 眼 を 向ける とき、 そこに は 意外な 光景が 展開す るのに 注目したい。 その 

光景と いうの は、 酸鼻 をき わめて いて、 ャ マト タケルと いう 古代の 英雄 像に あまりに 似つかわしくない。 

これまで、 ャ マト タケルに ついて 数多くの 史家が さまざまな 角度から 論じて きた こと は、 吉井巌 氏の 『ャ マト 

タケル』 (昭和 五十二 年刊) に 付され た 参考文献 ノ ー トを みれば 分かる。 私 は これらの 論文の わずかし か 読んで い 

ない が、 しかし、 私な りの 答案と おなじ ものが、 この 中に ありそうに は 思えない。 

まずよ じ もに ャ マト タケルの 足 どり を 『記紀』 の 文章に よって 伊吹山から 追ってみ る。 


跡 

青 


伊吹山の 神 を あなどった かどで、 ャ 

マ ト タケル はものす ごい 氷雨に なやま 

される。 峰に は 霧が 立ち こめ、 谷 は 暗 

く、 とだえた 道 を さがす 方法 もない。 

一 霧の 中 を さまよった あげく、 強行 突破 

； してやつ と 山 を 降りる 道 を 発見した、 

. と 『書 紀』 は 伝える。 

. 伊吹山の 神 は 『古事記』 では 牛の よ 

うに 大きな 白い 猪で あつたが、 『書 紀』 

では 大蛇と なって いる。 『源平 盛衰 記』 

に は、 この 大蛇と いうの は 肝 吹 大明社 

の 法 鉢で あると いっている。 そして ス 

サノォ が八岐 大蛇 を 退治して 得た 剣 を アマ テラスに 献上す ると、 大神は 大変 よろこんで、 これ は 自分が 天の岩戸 

に 閉じこもった とき 近 江 国の 肝 吹 岳に 落ちた 剣に ちがいない、 といった という 話 を 記して いる。 『書 紀』 によれ 

ば、 その 剣はャ マト タケルの もっていた 草薙 剣で も ある。 『源平 盛衰 記』 の 記事 もそう した こと を ふまえて いる 

と 見られな く はない。 いずれにしても、 ここに は 剣と 蛇との 関連が つよく 示唆され ている。 栗 田 寛 は 『栗 里 先生 

い ほきべ 

雑 著』 の 中で、 ャ マト タケルが またいで とおった 大蛇 は、 伊福部 神と おなじ 神で あると いっている。 

伊福部 神と は、 『常 陸 国 風土記 逸文』 にある 伊福部 岳の 神の ことで ある。 この 神 は 雷神で ある。 雷が 蛇で あり、 

また 剣で あると いう こと は 数多くの 神話 や 説話から 検出す る ことができる。 つまり、 雷 =蛇= 剣の 等式が 成り立 
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つ こと は 今や 文化人類学の 常識で ある。 栗 田 寛が 近 江の 伊吹山に も 伊福部の 神が 住んで いたので あろうと 推察し 

ている の は 当 を 得て いる。 細 矢 藤 策 氏 も 『尾 張 氏の 伝承と 倭 建の 物語の 成立』 の 中で 同様の こと を 述べて いる。 

伊吹山に は 伊吹の 弥三郎 という 鉄人の 伝承が つたわつ ている。 全身が 鉄で おおわれ ていても、 身体の 一箇所 だ 

けが ふつうの 人間と おなじ 肉 身で あるた めに、 そこ を 狙われて 殺される という 話 は、 日本 各地に ある。 その 多く 

が 鍛冶 神と 関連して いる こと は 見の がす ことができない。 こうした ことから 伊吹の 弥三郎 という あばれ 者の 話の 

背後に は、 伊吹山の 神が 鉄人、 すなわち 鍛冶 神であった 事実が 示唆され ている。 香 取 秀真は 『随筆 ふい ご 祭』 の 

なかで、 古代の 伊吹山に は 銅 を鍊る 伊福部 氏が 蟠踞して おり、 その なかには 銅の 悪気に あたって 命 を 落す もの も 

すくなくなかった とし、 ャ マト タケルが 伊吹山で 悪神の 悪気に あてられた というの は、 そうした 事実の 反映で あ 

ろうと 推測して いる。 香 取の この 推論 は、 私が あとで 述べる 仮説と 対応し あう ものであるが、 伊吹山に 銅が 産す 

ると いう こと は 確認し 得ない。 したがって、 香 取説に は それ を 裏付ける 例証が 欠けて いる。 

しかし、 大場磐 雄に よると、 伊吹山の 近 江が わの ふもと、 伊吹 村 金山 付近に は 露天 掘の 岩 鉄 を 採掘した あとが 

あって、 鉄 滓 や ふい ごの 火口な ど を ともなう 古墳時代の 製鉄所 あと も 発見され ている そうで ある。 伊吹と いう 部 

落に 鉄 滓が おちて いると いう 話 は、 私 も 地元の 人から 聞いた ことがある。 そこに は 伊吹 神社が 祀られ ている。 要 

する に 伊吹山が 古代の 金属 精鍊に 従事して いた 伊福部 氏の 尊崇す る 山で あり、 そこに 伊福部の 神で ある 雷 == 蛇 神 

がま つられて いた こと を 認める だけで 充分で ある。 野 だたら による 古代の 製 銅 や 製鉄に 欠く ことので きない 猛風 

を 与えて くれる 伊吹山 を、 伊福部 氏 は あがめて いたと 考える のが もっとも 自然で ある。 

したがって、 ャ マト タケル は 伊吹山の 銅の 悪気に あたった という 風に は 理解し がたいが、 伊吹山の 周辺で 製 銅 

や 製鉄に 従事す る 氏族 集団が、 必然的に 背負う 鉱毒 を 表現した ものと 見る こと は 可能で ある。 
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不 破から 三重へ 11 つきまとう 金属 精 錁の影 

ャ マト タケル はやつ と 伊吹山から 脱出して まるで 酔った ように ふらつ く 足 どり で 下山した。 そして ふもとの 泉 

たま くらべ 

の 水 を 飲んで かろうじて 人心地 を とりもどした。 そこ は 玉 倉 部で あつたと 『古事記』 は 告げる。 玉 倉 部 は 岐阜県 

不破郡 関ヶ原 町 玉と いう 説が もっとも 有力で ある。 この 関ヶ原 町 玉 は、 壬 申の 乱のと き、 大海 人皇 子の 行 一呂の あ 

つた 野 上の 近くで ある。 この 行宮の 建物と いうの は 尾 張 氏の 一族で ある 尾治大 隅の 私邸であった。 尾 治 大隅は 壬 

申の 乱の のち、 私邸 を 大海 人皇 子に 提供した ばかりでなく 「軍資 を 供 助」 した 功績に よって、 功田 四十 町 を 三世 

にわた つてた まわった と 『続 日本 紀』 は 伝える。 この 軍資と いうの は 何で あつたか。 前 川 明 久氏は 「壬 申の 乱と 

湯 沐邑」 の 中で 次のように 述べる。 

「美 濃の 伊福部の 鍛造した 武器 類 を 大海 人 方に 供給 援助した ので は あるまい か。 武器に も 乏しい 大海 人 方に と 

つて、 これほど 大きい 援助はなかった であろう」 

知る とおり、 尾 張 氏 は 金属 精鍊に 関係 深い 氏族と 見なされ ており、 尾 張 (尾 治) 氏の 同族の 中に 伊福部 氏 は 含 

まれて いる。 行宮の あった 野 上と 伊吹と いう 部落 は 一 キロと はなれて いない。 この 野 上と 伊吹の 両 部落の 氏神が、 

いまの 伊富岐 神社で ある。 こうした ことから、 尾治大 隅が 不破 郡の 野 上に あって、 となりの 伊吹 部落に いた 伊福 

部 氏 を 督励して 鉄の 武器 を 作らせた と 考える ことができる。 原料 は 不破関 を 越えた 近 江 国の がわの 伊吹山 麓から 

はこんだ かも 知れない し、 あるいは 美 濃の 金 生 山 一 帯に 仰いだ かも 分からない。 

伊吹山 をお りた ャ マト タケル は、 『書 紀』 では 尾 張から、 伊勢 国 桑 名 郡 尾 律に 出た となって いる。 それにたい 

して 『古事記』 では、 美 濃 国の 当 芸野を 通過して、 尾 律に 向かって いる。 当芸 野に ついた 頃に は、 足が ふくれて 

あゆむ こと もで きず、 たぎた ぎしくな つたと 洩らした。 そこで 当芸 というと ある。 そこ は 美 濃 国 養老 郡に 比定さ 

れ ている。 


Ill 第三 章 最後の ャ マト タケル 


尾津 こっくと、 そこに はまえ に 一つ 松のと ころで 食事した とき 忘れた 刀が まだお いてあった ので、 「尾 張に ま 

ともに 向いて いる 尾 律の 崎の 一 つ 松」 云々 の 歌 をうた つた。 尾 張の 美 夜 受比売 を^んだ 歌と 解され ている。 尾津 

の奇ょ 今の 三重県 桑 名 郡 多 度 町 戸津の あたりと されて いる。 この 戸津の 西の 大字 多 度に は 多 度 神社が ある。 タド 

がタ タラと 同義で ある こと は、 鏡味完 二の 『日本の 地名』 などで もた しかめられる。 現在 も 多 度 神社で は 十一月 

、 ちもく れん  あめの まひと つのみ こと 

へ 日に は フィゴ 祭 をお こなって いる。 多 度 神社の 別 宮には 一目 連 神社が あって、 天津 彦根 命の 子の 天 目 一箇 命 を 

まつ つて 、> る。 この 神が 鍛冶の 祖神 である こと はいう まで もない。 一 目 連 は 大風に 乗じて 往き来 するとい う 地元 

の 俗信が ある。 それ は 鍛冶に 強風がなくて はならぬ こと を 意味す るので あろう。 

尾津、 つまり 多 度の あたり を 出発した ャ マト タケル は、 『書 紀』 によると すぐに 終焉の 地の 能褒野 (『記』 に は 

能 煩 野) にいた つたと あるが、 『古事記』 では、 三重と いう 村 を 経由して いる。 ここのと ころ を 『古事記』 は 次の 

ように 表現して いる。 

「三重 村に 致り ましし 時、 亦 詔り たま ひしく、 『吾が 足 は 三重の 勾の 如くして 甚 疲れたり。』 とのり たま ひき。 

かれ  なづ 

故、 其 地 を 号け て 三重と 謂 ふ」 

三重の 村に たどりついた とき、 ャ マト タケルの 足 は 腫れて、 その ところどころが くびれ たような 力つ こうに な 

つたと いう。 この 三重の 村 は どこか。 これに は 諸説が ある。 その 一 つ は、 『和名 抄』 にいう 三重 郡の 采女郷 で、 

現在の 四日 市 市 §11.- 町の あたりで ある。 これ は 采女郷 の 地が 采女貢 進の 地で あり、 また 三重 郡の 郡 家の 地で ある 

からと いう 以上の 理由 を 出ない。 これにた いして やはり 現在の 四日 市 市に ふくまれる 旧 三重 村の 大字 西 阪部を あ 

てる 説が ある。 そこの 小字 御館 野と いうと ころに 池が あり、 ャ マト タケルが 足 を 洗った という 伝承が あるが、 こ 

れ もとる に 足りない 理由 づけで ある。 『古事記』 にャマ ト タケルが 三重の 村に たどりつい たという 記事の あ る こ 

とから、 三重県 三重 郡 三重 村 を そこに 比定 する の はとう ぜんの ことで あるが、 じつは 明治 一 一十 一 年に 町村合併が 
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おこなわれた 折、 西阪 部、 東阪 部な どの 五 力 村 を あわせて 刑 部 村と する 案に 反対して、 館 通 因と いう 東阪 部に 生 

まれた 学者が、 三重 村と する こと を 主張し、 それが 通った ものである。 したがって 三重 村 は それ 以降 誕生した の 

であって 古い もので はない。 館 通 因 は 明治 四 年に ャ マト タケルの 御陵に ついて 調査した ことがあり、 その 旧跡 を 

自分の 出生地に むすびつけて おきた か つたと 思われる。 

第三の 説 は、 現在の 四日 市 市の 水 沢 付近と 考えられ ている。 三重 郡 芦田 郷を 『和名 抄』 にァ シミタ とよ ませて 

いるの は、 ャ マト タケルが 足 を 痛めな やました ことにち なむ 名であろう かと 『古事記伝』 の 註して いると ころで、 

そこに 式 内 社 足 見 田 神社が あって、 一説に はャ マト タケル を 祭る とされて いる。 吉田東 伍の 『大日 本 地名 辞書』 

は、 天 目 一箇 命の 後裔で ある 芦田 首が 住んだ から、 芦田 郷 という 名が つけられ たと 推定して いる。 私 はこの 水 沢 

こそが 『古事記』 にいう 三重の 村と 考える。 

「穴 師= 痛 足」 の 用字 は 何 を 語る か 

あしいた 

ここに 芦田 郷が あり、 足 痛に 通じる 足 見 田 神社が あると いう 事実 は 私の 想像 を剌激 せずに はおかない。 『万 葉 

集』 の 巻 十二に、 

まきむ く あなし 

纒 向の 痛 足の 山に 雲居つつ 雨 は 降れ ども 濡れつつ ぞ 来し 

という 歌が あるが、 これ は 奈良県 磯城 郡の 穴 師の山 (現在 奈良県 桜 井巿) を 歌った もので 「病 足」 という 字 も あ 

あなし 

てて いる。 病 は 痛に つうじる。 『万葉集』 巻 七に は 痛 足 川と いう 言葉 も みられる。 『古語 拾遺』 に 「事の 甚切を 皆 

阿那と 称す」 と ある。 あなお もしろ、 あな さやけ というと きの アナで、 ァァ という 間投詞と おなじで ある。 それ 
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は 「痛く」 とか 「痛切」 という 語の意味に つながつ ている。 しかし、 痛また は 病 を アナと 訓 ませた の は、 もとは 

生理的な 痛覚から 出発して いるに ちがいない。 私の 疑問 は 穴 師に痛 足 または 病 足の 字 を なぜ 当てた か、 という こ 

.5 なせ 

とで ある。 このほか 痛 背と いう 語が 『万葉集』 に 出て くるが、 それ は 痛 足の 変化した ものである。 穴師 にかぎ つ 

てこう した 当て字 を 使う ことに 意味が あるので はな い か。 『今昔 物語』 の 巻 一 一十に は 和 泉の 痛 脚 村に いる 一 人の 

男の 話 をのせ ている。 そこに は 泉穴師 神社が ある。 

大和の 穴師の 山の アナ シ がどうい う 意味 を もつ もの か は 不明で ある。 そこ は 冬に 西北 風の つ よく 吹く ところで 

あるから アナ シ とつけ たと する のが ふつうで あるが、 これまで 述べた ように、 それで は 痛 足、 病 足の 漢字 を あて 

た 動機の 説明が つかない。 纒 向から 銅鐸の 耳が 出土して いる こと を もって、 そこ を ただちに 金属 精鍊と むすびつ 

ける の は 困難で ある。 しかし 大 宮守 誠 氏が 昭和 十二 年に 発表した 「穴師 および 兵 主 社に 就いて」 という 論文 をみ 

ると、 穴 師ゃ車 谷の 近くの 柳 本 町の 山 田と いうと ころに はぶ あつい 鉄 滓の 層が あり、 それ は 数十 坪の ひろさに わた 

つてい るら しい。 大宮氏 は それが 古代の たたら 精鍊 法に よる 鉄 滓の 捨場と 考えて いる。 また 乾 健 治 氏 は、 巻 向川 

に そって 車 谷の 奥に すすむと、 鉱山 穴の ある カネ ホ リバと 地元で 呼ばれて いると ころが あると いっている。 乾 氏 

によれば、 穴 師には 鉱山と して 掘られた 穴が 三つ あると いう。 また この あたりに は 製粉 用の 水車が あった。 それ 

は 巻 向川の 砂鉄 を 選出し 破砕す るた めの もので あつたか、 と 乾 氏 は 推量して い る。 「天 智紀」 九 年の 条に ー是 歳、 

水碓を 造りて 冶 鉄す」 と ある。 水車に よって 石臼で 鉄鉱石 をつ きく だいた こと を 指す ので あるが、 それ を 思わせ 

るよう に、 そこに は 車 谷と いう 地名 も 残って いる。 

池 田 末 則 氏に よると、 明治 四十 一年の 陸地 測量 部 地図に も 鉱山の 記号 を 付して いると いう。 また 石英から 磁器 

(電気 用) を 製造し、 その 工場に は 大正 年間に は、 数十 人の 労働者が 働いて いたと されて いる。 また 樋 口 清 之 氏 は 

三輪 山の 南 麓の 弥生 遺跡から はふい ごの 羽 口 や ふい ご 壁 や 鉄 滓が 出土して、 そこに 鉄の 精鍊が おこなわれ たこと 
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を 実証で きる と 『大 神神 社史』 の 中での ベて いるが、 その 南 麓に ある 金星 は 磯拔県 主の 本拠で ある。 

こうした ことから 大和の 穴師に 古代の 金属 精鍊 のあった ことが 推定され る。 穴師に 中国 山 東半 島の 神の 蚩尤を 

まつる 兵 主神 社の ある こと も その 傍証と なる。 蚩尤は 銅 鉄の 精鍊 にす こぶる 縁 由の 深い 神で ある。 また r 垂 仁紀」 

おおあなし ベ 

に 大穴 磯部の 名が 出て くるの を みても、 穴師 という ことば は、 岩穴の 中に 入って 鉄鉱石 や 砂鉄 を 掘る 人た ち を 指 

かね あな 

したに ちがいない。 現在で も 山 をく ずして 砂鉄 をと る 人た ち を カンナ 師と 呼んで いる。 鉄 穴が カンナに つづ まつ 

たもので あろう。 そうした 人た ちと 一緒に 作業 をし、 また、 たたら を 踏む 人た ち はなに かと 足の わずらいに なや 

まされた こと は 容易に 推察し 得る。 したがって 穴師 という ことばに、 足の 疾患 を 暗示す る 痛 足 または 病 足と いう 

字 を あてる こと はき わめて 自然であった にちがいない。 それ はまた 天 目 一 箇 神を袓 神と あおぐ 芦田 首の 名の 由来 

でもあった ろう。 『記紀』 や 『風土記』 をみ ると 金属に 縁 由の ある 語に 芦、 麻、 菅 などが 目立 つ が、 それらに 植 

物の 名 を あてた の は、 すべ て 後代に な つてから であると 私 は 考えて いる。 

もう 一 つの 例 を 示す ことにする。 兵庫県 豊岡 市に ふくまれる 但馬国 旧 気 多 郡 中 之 郷村に、 芦田 神社が 鎮座す る A 

あめの ひ ぼ こ 

地元の 伝承で は、 天日 槍が 但馬 にやって きたと き、 その 随神が 日 槍に 告げないで そこ を 鎮座 地に して しまったの 

で、 陳謝す る 意味で、 庶民の 足 痛 をい やすこと を 誓って 日 槍の ゆるし をね がった、 という ことから 鎮座 地の 山 を 

愛 痛 山と 称して いるそう である。 天日 槍が 日本に 金属 文化 を もたらし たと 伝承され ている こと をお もえば、 この 

俗説 も 捨てが たい。 

r 垂 仁紀」 の 三年に は、 倭 直の 祖の長 尾 市と 三輪 君の 祖の大 友 主と が 朝 命 を 受けて、 播磨 にいた 天日 槍 を 訊問し 

たこと が 記されて いる。 その 一 人の 長 尾 市 は 現在の 但馬出 石神 社の 宮司で ある 長 尾 氏の 先祖と みなされ ている。 

また 出 石の 大生 部 兵 主神 社の 神官 をつ とめる 黒 田 氏の 先祖 は 黒田繁 代で ある。 里 i 繁 代の 父は大 友 主で あり、 さ 

きの 芦田 神社に 関与す る 天日 槍の 随神と は、 長喝 市と 黒田繁 代で あると、 黒 田家の 系図に ある。 この 系図 はもち 
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ろん 後世の 偽作で あると 思われる が、 大和 三輪の 穴 師に縁 由 浅から ぬ この 二人が 但 馬の 芦田 神社の 祭神と いう 伝 

承の ある こと は 興味深い。 伴 信 友の 考証の ように、 芦田 神社の 祭神 は 天 目 一箇 命で あると し、 それ を 芦田 首が ま 

つったと する 説 をと つたと しても、 金属 文化と つながりが ある。 

ァシ ミタ社 • アジ スキ タカ ヒコ • 木厶ッ ヮケを 繫ぐ啞 伝承の 暗合 

私はャ マト タケルが 足 を 痛めて とどまった 三重の 村が、 足 見 田 神社と むすびつけられ ている こと を 知った とき、 

これまで 述べた アナ シゃ 芦田 神社に まつわる 痛 足、 病 足の ことが 連想され たのであった。 では 足 見 田 神社と 金属 

と は むすびつかない ものだろう かと 思いながら、 天 保 年間に 作られた 安岡 親毅の 『五 鈴 遺 響』 を 開いて みると、 

足 見 田 神社の 説明の 中に 次の ような 箇所 を 発見して 衝撃 を 禁ずる ことができなかった。 

「足 見田ノ 神域 ノ東ニ オシ ミ田 トイ フ地 ァリ。 往昔 神 田 ナリ。 後世 二 至リ、 民俗 ノ 買得 テ転耕 スルー 一至 リ、 其 

ノ佃ル 者 カナ ラズ啞 児ヲ産 メリ」 

私が おどろい たの は、 『出 雲 国 風土記』 の 仁 多 郡 三 沢の 郷の条 に 次の ような 文章が あるの を ただちに 思い出し 

たからで ある。  こ 

「阿 遅 1^ ハ枳高 日子 命、 御 須髪八 握に 生 ふるまで、 夜昼 哭 きまして、 み 辞 通 は ざり き。 その 時、 御祖の 命、 御子 

を 船に 乗せて、 十嶋を 率て 巡りて うらが し 給へ ども、 猶哭き 止み まさ ざり き。 (中略) その 時 『御沢』 (三 津) 

と ¥ し たま ひき。 その 時 『4: づ  1 を然 いふ』 と 問 ひ 給へば、 即て、 御 祖の前 を 立ち去り 出で まして、 石" を 度り- 

坂の 上に 至り is まり、 『JJ 疋 処ぞ』 と 申した まひき。 (中略) 此に 依りて、 今 も 産める 婦は、 彼の 村の 稲 を 食 はず 

も  すで ものい  かれ 

若し 食 ふ 者 あらば、 生る る 子 已に云 はざる なり。 故、 三 沢 (三 津) とい ふ」 

アジ スキ タカ ヒコは その ひげが ながく のびる 年頃まで、 夜昼 泣きと おして、 言葉 を しゃべる ことができ なかつ 
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た。 そこで アジ スキ タカ ヒコを 舟に のせて、 数多くの 島 をめ ぐって あやして みたが、 一向に 泣き やまなかった。 

そしてつ いに 出 雲 国 仁 多 郡の 三 沢に とどまった という。 この 仁 多 郡 は 良質の 鉄 を 産出す ると、 『出 雲 国 風土記』 

に 記されて いる。 したがって、 アジ スキ タカ ヒコ、 つまり 鍛冶の 神が そこにと どまった という 理由もう なず ける 

ので あるが、 『出 雲 国 風土記』 はさら につ づけて、 今日で も 妊婦 はこの 三 沢の 村の 稲 を 食わない。 もし 食う 者が 

あると 生まれた 子 は 物 をい わない からだ、 と 記して いる。 

この 最後の くだり はさきに 述べた 水 沢の 話と まったく おなじで ある。 ここに 特記すべき こと は 『五 鈴 遺 響』 は 

江戸時代の 地誌で あるから、 そこに 記載され た 啞の子 を 産む 話が、 『出 雲 国 風土記』 の 受け売り であると いう 懸 

念 はまった くない。 『五 鈴 遺 響』 はこれ につ づけて、 その 田 を オシ ミ田 というの は、 その 土地 を 神が 惜しんだ か 

らだ とか、 啞が 生まれた からだと いっている。 語呂合わせに すぎない にしても、 そこに は 一応 完結した 話の 形が 

ある。 そして ャ マト タケルが 三重の 村に ついた とき、 足が 三重に 腫れて まがった という 話 は、 足 見 田の 近くの 神 

域 を たがやす と、 生まれな がらに 啞の 子が できる という 話と 共通な ものが ある。 すなわち、 そこに は 鉱毒に よる 

不具者が 暗示され てい るので ある。 

啞の話 はこれ だけで は 終らない。 これらの ほか 垂仁 天皇の 啞の 皇子 ホムッ ヮケの 話が 『記紀』 に 伝承され てい 

る。 彼 は 火の 中で 出生した ので ホムッ ヮケと 呼ばれた と あるが、 それ はたたら の 炎の 中から 生まれた こと を ほの 

めかして いる。 その 皇子 を そだてる のに、 乳母 を えらび、 大湯 坐、 若湯 坐 を 定めた と ある。 湯 坐 は 嬰児に 湯 を あ 

びせ る 夫人で あると されて いる。 しかし、 たたら 炉の 中から 流れ出す 溶けた 金属 を 「湯」 と 称して いるの は 今日 

でも 鍛冶屋 や 铸物師 の 常識で ある。 

さて、 この ホムッ ヮケも 二 俣の 小舟に のせて 遊ばせた が、 ひげが ながく 垂れる 年頃に なっても 啞 のままで あつ 

た。 ただ 空 高く 飛ぶ 白鳥の 声 を 聞いた とき、 口 を ぱくぱく 動かした という。 これ は 白鳥が たたらの 作業 をす る 人 
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たちの 神であった こと を 思わせる。 『鉄山 秘書』 に は、 金屋子 神が、 千 種 鋼で 天下に 有名な 播磨 国の 宍粟郡 千 種 

の 岩 鍋から 出 雲 国の 比 田の 黒 田に やって きて、 桂の 木に とまり、 そこで、 たたら を こしらえ i を 吹く 術 を はじめ 

るつ もり だと 託宣した、 という 話が 載って いる。 松 本 信 広 は マルセル • グラネが 『古代 中国の 舞踊と 伝説』 の 中 

で、 古 4.^4;. 国で よたたら の ふい ごが 一足の S 鳥に 連想され たと 述べた 文章 を、 その 著 『日本の 神話』 の 中に 引用 

は ぶき  は ぶきと り 

している。 羽ばたき をす る こと、 羽 を ふるう こと を、 古語で 「はぶく」 という。 「羽 振 鳴く」 とか 「羽 振 鶴」 と 

いう 1^  口が すでに 『万葉集』 にも 見えて いる。 この 「はぶき」 は 古代に はふい ごの 意味に も 使用され ている。 つま 

り、 ふい ごの 動作が 鳥の 羽ばたく 姿 を 連想 させた のであろう か。 いずれにしても、 奥州 白 石の ャ マト タケル 伝説 

のように、 白鳥の 飛び立つ 場所が そのまま、 たたら 製鉄の あとと 重なり合つ ている こと は 注目に 値する。 

さて、 ホムッ ヮケの 父の 垂仁帝 は 人 をして 白鳥 を 追い かけさせ、 越の 国の 和那 美の 港で 網 を 張って 鳥 をつ かま 

えた。 しかし ホムッ ヮケは それでも 充分に は 物 をい わなかった。 占って みると、 出 雲の 大神 のた たりで ある こと 

が 分かった ので、 §1^ つ 王と その 弟の ず 上 王 をつ きそわせて、 出 雲の 大神を 拝ませた。 すると ホムッ ヮケは 物 をい 

うように なった ので、 垂仁帝 は それにち なんで 鳥 取 部、 鳥 甘 部、 品 遅 部、 大湯 坐、 若湯 坐 を 定めた、 と ある。 

や つか ひげ 

この 話 は 『出 雲 国 風土記』 の アジ スキ タカ ヒ コの 話と 奇妙な 形で 照応して いる。 それ は ホムッ ヮケカ 「八 拳 鬚 

^の 鶴に 至る まで」 物 をい わなかった とか、 「rsE^  二 俣 小舟に 作りて、 持ち 上り 来て、 倭の 市師 池、 軽の 池 

に 浮かべて」 ホム ッヮケ をのせ て 遊んで みたが、 甲斐がなかった、 という 表現が アジ スキ タカ ヒコの 説明と 同一 

である だけで はない。 アジ スキ タカ ヒコ はもと もと 大和 葛 城の 高 鴨 神社に まつられた 神で、 賀茂 氏の 神と みる こ 

とが 常識と なって いる。 それが 出 雲の 国の 鉄 を 出す 山地に まつられる ようになった ことと、 ホムッ ヮケが 出 雲に 

出か 寸て そこ で 物 をい うように な つ たという 点 も 一 致して いる。 
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水銀 を 採取す る 人び と 

ホムッ ヮケは 火 持 別、 あるいは 火 貴 別で、 火中 出生の 神で あり、 その ホム ッヮケ にち なんで 品 遅 部が もうけら 

れ たこと はさきに 述べた が、 伊勢 国 三重 郡 芦田 郷 もこの ホムッ ヮケと 縁 由が ある。 私が そう 推測す る 理由 は、 諸 

国の 芦田 鄉は品 治郷と となりあわせ にある ものが ふしぎに 多い からで ある。 たとえば 大和 国の 北 葛 城 郡の 旧 王 寺 

村に は 声 田と いう 地名と 品 治郷が ある。 また 『和名 抄』 によると、 備 後の 芦田 郡に は 声 田郷が あり、 品 治 郡に は 

品治郷 があった。 この 芦田 郡と 品 治 郡 は 隣接して おり、 のちに 芦品 郡に 合併され ている。 こうした ことのほかに 

次の ような 事実 も ある。 

『播磨 国 風土記』 の賀毛 郡の 条を みると、 三重の 里の 条に 次のように 記されて いる。 

「三重と いふ 所以 は、 昔、 ひとりの 女 ありき。 箱 を 抜きて、 布 もてつつ み 食 ふに、 三重に 居て 起た 一：； - つ こと 能よ 

ざり き。 故、 三重と いふ」 

ところが その となりあわせに、 品 遅 部の 村の 名が ならんで いて、 この 二つの 里 はいずれ も、 兵庫県 北条 町北条 

(現.？ 加 西 市) に比定 される から ほぼ 同一 の 地と みられる。 さらに 三重の 里の 条の 説明で、 足 を 三重に 折り曲げて 

すわりこみ、 立つ ことができなかった というの は、 ャ マト タケルの 足が 「三重の まがりの 如くして」 と あるのと 

まったく 同じで ある。 竹の子 を 食べた というの は、 あとでつ けた 説明で ある。 しかし 何 か 土地の 毒に あてられた 

らしい ことが 分かる。 こうして みると、 伊勢 国 三重 郡 芦田 郷の水 沢に つたわる のとお なじ 説話が、 品 遅 部に よつ 

て播 磨に はこばれた とみる ことができる。 

また 『出 雲 国 風土記』 によると、 仁 多 郡の 郡 司 兼 主 帳 は、 品 治 部で ある ことが 知られる。 つまり 仁 多 郡の 記事 

はこの 品 治 部の 某が 草稿 を 書いた ので、 おそらく 三 沢の アジ スキ タカ ヒコの 逸話 も、 積極的に 載せた のであろう。 

このよう にして 啞の 皇子が 白鳥 を 追い求める 話 は、 品 遅 部と 共に 運搬され ていった と みられる。 アジ スキ タカ ヒ 
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コょ、 ぴかぴかした 金属 を 思わせる 美麗な 神で あり、 「み 谷 二 渡らす」 と 形容され た。 これ は 雷神の 雷光 を 想像 

させ もす るが、 また 野 だたら の 炎が 谷の 夜空 を かがやかす 光景と も 受け とれる。 しかし この 神 は 鉱毒に よって、 

人ド とを啞 にす るお そるべき 神で もあった。 こうした 神の 属性 はやが て、 アジ スキ タカ ヒコ 自身が 啞の 神で ある 

という 風に 説話の 内容が 変容して いったと 思われる。 

『出 雲 国 風土記』 の アジ スキ タカ ヒ コが三 沢の 郷に 鎮座した という ことと 伊勢の 三重 郡の 水 沢と は その 地名から 

して 関連が あると 私 は 思う。 『足 見 田 神社 誌』 や 『水 沢 村 誌』 の 記載す る 地元の 伝承で は、 水 沢 村 はふる く は 杉 

沢の 1 と 称して 声 見 田鄉に 属して いたが、 成務 天皇の 時に なって 三重 郡に 属し、 川上 杉 村と 改めた。 それから は 

るか 後代に なって、 後柏原 天皇の 文 亀 年間 (一 五 〇 一..' 一 五 〇 四) にあら ためて 水 沢 村と 称した、 となって いる。 

ノ かしこの 谷 云よ、 古代に 杉 沢荘が 出て くる ことな どから、 一見して いかがわしい ことが 分かる 出 雲の 三 沢の 

名よ そこが 水に 縁 由の ある 土地で あるた めに、 もとは 水 沢でなかった かと 私 は 推察す る。 それと おなじく、 伊勢 

のお g ももと は：^ g の 名であった と考えられる。 つまり 伊勢の 水 沢 は その 地名から して アジ スキ タカ ヒコの 故事 

の ある 出 雲の 三 沢と つながり、 また 三重の 村の 名から すれば、 播 磨の 三重の 里と もつな がって いる。 まして 品 遅 

郷と縁 由の 深い 芦田 郷 であると すれば、 そこに 啞の 伝承の 句い を かぎ、 また 品 遅 部の 姿 を 透視した くなる の もと 

う 、、き ん というべき である。 

さきに ホムッ ヮケの 話の 中で、 啞の 皇子 を 出 雲に つれていった 曙 立 王の ことに 触れた が、 『古事記』 に は 開化 

帝の 条に 「曙 立 王 は 伊勢の S 隐. ぎ. ぎの 君、 伊勢の 佐那 造の 祖」 と ある。 この 佐那は 伊勢の 多 気 郡 多 気 町に ある。 

『古語 拾遺』 に 「天 目 一箇 神と して、 くさぐさの 刀. 斧、 および 鉄譯 (古語. 佐 那伎) を 作らし む」 と ある。 つま 

り 古く は 鉄鐸を さなぎと 呼んで いた ことが これで 知れる が、 『古語 拾遺』 の 書かれた 時代 はも はや 銅譯が どのよ 

うな もの かまった く 分から なくなつ ていた。 また 銅鐸 も 土中から 掘り出される こと はき わめて まれであった。 そ 


o こで さなぎ を i 鐸の 意に 解した と 居 われる が. もともと 銅鐸 もさな ぎと 呼んだ のであろう。 伊賀の 佐, 具、 三 

^  さ なげ  さぬ き  さ なき  r 

1 おの 猿投、 大和の 散吉、 遠 江の 佐 鳴 湖の 周辺から 銅鐸が 出土して いる。 

g 『地名 辞書』 は佐那 について 「相 可 村の 南、 度 会 郡 外 城 田 村の 西北に して、 西 は!： ゆ： 1^ 村に 接する」 と 説明して い 

I る この 外 城 田と いうの は、 五百木 部浄 人の 家が あった 場所であって 伊福部 氏の 有 縁の 地で ある。 また 丹 生 は 有 

^ 名な 伊勢 白粉の 原料で ある 辰 砂の 産地で ある。 こうした 鉱山 や 金属 精鍊の 氏族に かこまれ ている 佐那 は、 その 地 

名から して、 さなぎと 関連 を もっている。 この 地に は 佐那県 主の 祖の曙 立 王 を まつる 式 内 社の 佐奈 神社が ある。 

土俗、 大森 社と いう。 穴師 神社 や 穴師寺 もまた この 地に あると ころ を みれば、 いっそう 丹 生 鉱山との 関 系が 推察 

される。 丹 生の みならず 佐那 から も 水銀が とれた。 その 廃鉱の あとが 今にの こって いる。 

伊勢 白粉 は 水銀に 粘土 や 塩のに がり を まぜて 鉄壺に 入れ、 それ を 加熱して 蒸気 を 昇華 させ、 上 蓋に 付着した 白 

粉 を 採取す る もの だそう であるが、 丹 生で 辰 砂 を 焼いて 水銀 を 製造した 記録 は、 文武 天皇 二 年 (六 九 八) にさ かの 

ほる という。 これ は 公式 文書の 記録で あるから、 じっさい は 更に 古くから 発見され ていたと 思われる。 伊勢 品 i 

部 はこの 丹 生 鉱山の 採掘と 関連が あつたと 推測され る。 彼ら は おそろしい 水銀中毒に なやまされた にちがいない。 

これが 私 一個の 臆測で ない こと は、 すでに、 同様の こと を 尾 畑 喜 一郎 氏が 『古代 文学 序説』 の 中で 論じて いる こ 

とで もた しかめられる。 尾 畑 氏 は 曙 立 王の 裔の 伊達 佐那 造が、 啞神 のさす らいの 物語 を 伝承した とし、 彼らが 朱 

砂、 水銀と は 密接 不離の 間柄に あつたと みている。 

「水銀 を 取扱 ふ 者 は、 微量の 蒸気 を も 吸入し ないよう 注意す る 事が 肝要と されて ゐる。 此の 蒸気と は 取り もな 

ほさず、 朱 砂からの 蒸気 それ 自体 を 指す わけで、 長 時に 亘 つて 此れ を 吸入す る 時には 不安 幻覚に 襲 はれ、 果て 

は 咽喉の 粘膜が 侵されて 終に はまと もな 物 云 ひが 出来なくなる とさへ 云 はれて ゐる」 

果たしてそう ならば、 彼ら は 自分た ちの 神で ある 白鳥に 願い を かける ことで、 足が なえたり、 物が いえな かつ 
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たりす る 一 丙い から 癒 やされ る こと を 求めた のではなかった か。 そうした 欲望が、 アジ スキ タカ ヒコ とレぅ 金属の 

神が 啞で あると いう 説話 を 生んだ。 そしてお なじく 啞の 皇子で ある ホムッ ヮケが 白鳥 を 見て はじめて 物 をい うよ 

うにな つたと いう 話と も 連動して い つたので はなかろう か。 

古代 金属 精錁 者の 悲劇の 反映 

伊勢の 佐那造 ある 曙 立 王に 啞の 皇子の 伝承が からまり、 また 出 雲 仁 多 郡 仁 多 町の 三 沢に もお なじ 伝承が ある。 

これら はいずれ も 水銀 や 鉄 を 産す る 土地柄で ある。 では、 啞の 子が 生まれる 話 を 伝える 伊勢 国 三重 郡 芦田 郷、 つ 

まり 水 沢に は 鉱山 はない か。 もし 存在す ると すれば 一 切が 解決され る はずで ある。 

ところで 『地名 辞書』 の 「水 沢」 の 項に は 次の ような 説明が ほどこされて ある。 

「此 村の 西嶺字 入道 嶽に 黄玉石、 煙 水晶、 電気 石 を 産出す。 又、 字 中 谷に、 花崗岩 中より、 黄鉄鉱と 交り、 辰 

砂 現出す。 土砂 中に 往々 水銀の 滴り 居る こと あり」 (傍点— 引用 者) 

この 文章 を 見た とき 私の 目 は 後半の 部分に 思わず 釘付けに なった。 

これまで 机上で あれこれと 推理 を ほしいままに してきた が、 この 上 は 『地名 辞書』 の 記事が どれほど 正確で ま 

たどれ ほどの 重要性 を もってい るか を 現地に おもむいて 調べ る 仕事 だけが のこされ ていた。 実際の 検証 を まって、 

私の 佳 論 は、 はじめて 真実 さ をみ とめられる はずで ある。 そこで 私 は 現地に いってみ る ことにした。 ャ マト タケ 

ルが 杖に すがらねば 歩け なかった という 杖衝 坂の 伝承 をの こす 四日 市 市の 采女 町の あたりから、 西の ほう、 鈴 鹿 

U 脈の ふもとの 方 こ 車 を 走らせた。 水 沢と いうと ころ はふ だん 水の 不足して いる 扇状地と いうが、 田植に そなえ 

て、 方々 の 田に はまん まんと 水が たたえられ ている。 

EH- 見 神社よ すぐ 見付かった。 神社の 境内 下に 御池と よばれる 神聖な 泉が あって、 そこに は 神社の 上方に ある 
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山の 水が 流れ こんでいる。 鯉 を 飼って は あるが、 水 は 茶色に 濁って いる。 こうした 茶色の 水 を この 付近で は、 ソ 

ブ 水と 呼んで いる。 ソブは 鉄分で 水の 濁って いると ころ を 指す。 茶色 だからそう 呼んで いるので あろう。 この 御 

池の 水に ふれる と、 足が かゆくな ると 地元の 人た ちはい いあつて いる。 

足 見 田 神社の 脇の 宮司 宅で 話 を 聞く と、 現在の 祭神 はシ ナツ ヒコ、 シ ナツ ヒメ、 セォ リツ ヒメの 三 柱 を 主神と 

する。 まえ はシ ナツ ヒコ、 シ ナツ ヒメの かわりに 伊勢 津彦 であった。 この 伊勢 津彦も 風神で あるが、 多 度の 一目 

連と 同様に 鍛冶に 縁 由が ある。 他に 十数 柱の 神々 を 合祀して いる。 その 中に ャ マト タケルと 天 目 一箇 命の まじつ 

ている のが 注目され る。 天 目 一箇 命 はもと 水 沢 村の 無 格 社の 多 度 社に まつられ ていたと いうから、 あるいは 多 度 

神社から 勧 請した のか も 知れない。 しかし、 この 足 見 田 神社が 声 田 首の 祀 つた 神社で ある こと を 思えば、 あるい 

は 声 田 首が 祖神 として 天 目 一箇 神を祀 つた 名残り かも 分からない。 宮司の 話で は、 足 見 田 神社 はもと もと、 鎌が 

岳 (一 一 五 七メ— トル) の 頂上 近くで 祭祀 をお こなって いたが、 それが 現在地に 降りて きた もの だとい うから、 そ 

れと 一 緒に 祀 つていた 天 目 一 箇神を 現在地まで おろした とみる ことができる。 

宮司 宅 を 辞して、 その 近くに 住む 清水と いう 姓の 老人 宅 をたず ねた。 来意 を 告げる と、 八十 近い 老人 は 奥の 方 

から 明治 二十 年 十一月に 書かれた 『水 沢 村 誌』 を 出して きた。 隅に すこし 虫喰い は あるが、 きちんとした 楷書で 

記されて いる。 私 は そこに、 水 沢 村の 西方に あたる 鎌が 岳 (通称 冠 山) の 小 谷、 中 谷、 金山と 呼ぶ 土地に 「水銀 

山」 が あり、 江戸時代からの 稼 行の 事実が 述べられて いるの を 見た。 この 鉱山 は 一時 掘る こと を 中止して いたが、 

明治 六 年に なって、 五代友厚の 代理の 滋賀県 士族 某が 再び 採掘した。 「水銀の 質 頗る 佳」 という こと も 明記して 

あり、 およそ 八 合の 水銀 をと つたと いう。 使役 人員 は 五 百 名に およんだ。 

この 水銀 山 は 鎌が 岳に あるの だから、 それ は 足 見 田 神社の 元宮の 地で ある こと はうた がいない。 清水 老人の 話 

では、 自然 水銀で あると いう。 とすれば 『地名 辞書』 に、 水銀が 土砂の 中から 滴り落ちて いると 述べて あるの は 
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あやまりではなかった の だ。 それほどの 良質な 水銀で あれば、 古代人 もこれ を 発見す るの は 容易で あり さ 力ん 

こ 採掘 - たにち がいない。 そしてお そるべき 水銀中毒に かかり、 現在の 水 俣 病の ような 症状 を呈 した。 水銀中毒 

によって 腎臓が おかされ ると、 足が 腫れる という 話 は 私の 知り合いの 医者から 聞いた。 こうして ャ マト タケルの 

足が 三重の まがりの ようになつ たという 記事 も 納得が いく。 水銀 を 採掘した の は 声 田 首と 呼ばれる 一 族であった 

ろう。 そうして その 水銀 は 田の 中に 沈澱し、 その 田の 稲 をく つた 人た ち は、 胎内 中毒に おかされ、 啞児 として 生 

まれた にちがいない。 

こうした 良質な 水銀 もまた 大ぜ いの 人夫 を 使って 採掘す るに は 産出す る 量が すくなかった ので、 ふたたび 明治 

末期に は 廃止された という。 これ だけの 話 を 聞けば 充分であった。 伊吹山、 玉 倉 部、 そして 尾津、 三重の 村と た 

どる ャ マト タケルの 最後の 足 あと を 印した 土地 は、 ことごとく 銅 や 鉄 や 水銀な どの 精鍊に 関連 を もつ。 こうして 

みると、 ャ マト タケルの 最晚 年の 悲劇、 それ は 古代の 金属 精鍊 集団の 悲劇の 反映に ほかなら なかった。 

私 は 水 沢 を 去る と、 鈴 鹿 山脈の ふもとの 道 ぞいに 亀 山 市 を 目 ざして、 南へ とタ クシ ー を 走らせた。 野 づらを は 

う 夕暮の 微光 はやが て 消えた。 能 煩 野に さしかか ると、 もう 真暗であった。 
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第 四 章 天日 槍の 渡来 


古代 日本 を 横切る 異国 人 の 大きな 影 

異国 人の 大きな 影が 古代 日本の 国原 や 山 谷の あいだ を 横切って いる。 孤独な 風貌 を そなえた 彼 は、 わが国び と 

の 好奇と 警戒の 入り まじった 視線 を 浴びながら、 気 むずかしい 表情 をく ずさずに、 大股に 歩いて いく。 そして さ 

いごに は但 馬の 小さな 盆地の 中に 吸い こまれる。 謎に みちた 彼の 軌跡 は そこでお わり を 告げる が、 彼 こそ は 古代 

の 日本に 最初の 緊張 を もたらした 異国 人で ある。 彼の 名 は 天日 槍。 

しらぎ こに きし  あめの ひ ぼ こ  まる  P  D 

「昔 新羅の 国主の 子 有りき。 名 は 天 之 日 矛と 謂 ひき。 是の 人参 渡り 来つ。 参 渡り 来つ る 所以 は、 新羅 国に 一 

あぐぬ ま  まとり  ある、 や  ど みよ 

つの 沼 有り。 名 は 阿具 奴 摩 阿より 下の 四 字 は 音 を以ゐ よ。 と 謂 ひき。 此の 沼の 辺に、 ー賤 しき 女 昼寝し き。 是に日 

虹の 如く 耀 きて、 其の 陰 上に 指しし を 亦ー賤 しき 夫、 その 状を異 しと 思 ひて、 恒に 其の 女人の 行 を 伺 ひき。 故、 

是の 女人、 其の 昼寝せ し 時より 妊 身み て、 赤 玉 を 生みき。 爾に 其の 伺へ る賤 しき 夫、 其の 玉 を 乞 ひ 取りて、 恒 

つつ  たこ  つく  た, ひと ども をし もシ  お ふ 

に裹 みて 腰に 著け き。 此の 人 田 を 山 谷の 間に 営り き。 故、 耕 人 等の 飲食 を、 一 つの 牛に 負せ て 山 谷の 中に 入る 

に、 其の 国主の 子、 天 之 日 矛に 遇 違 ひき。 爾に 其の 人に 問 ひて 曰 ひしく、 『何し かも 汝は 飲食 を 牛に 負せ て 山 


125 第 四 章 天日 槍の 渡来 


谷に 入る。 汝は 必ず 是の牛 を 殺して 食 ふなら む。』 とい ひて、 即ち 其の 人 を 捕へ て、 獄囚に 入れむ とすれば、 

其の 人 答へ て 曰 ひしく、 『吾 牛 を 殺さむ とに は 非ず。 唯 田 人の 食 を 送る にこ そ。』 とい ひき。 然れ ども 猶赦さ 

ざり き。 雨に 其の 腰の 玉 を 解きて、 其の 国主の 子に 幣 しつ。 故、 其の 賤 しき 夫 を赦 して、 其の 玉を将 ち^ 1  も、。 

ま， よ  むか トめ  レ  くさくさ  た： * つもの 

床の k に 置けば、 即ち i£ しきまと に I- りき。 仍 りて 婚， ひして 嫡妻と 為き。 爾に 其の 嬢 子、 常に 種種の 珍味 を 

けて、 匿に 其の ll^Ii 食 はしめ き。 故、 その 国主の 子、 心 奢りて 妻 を 罵る に、 其の 女人の 1 ひけら く、 『凡そ 

iss は、 ^しの 170?? べき 女に 非ず。 吾が^の 国に 行かむ。』 とい ひて、 即ち 竊 かに 小船に 乗りて 逃遁げ 渡り 来 

て、 難 波に 留まりき。 此は難 波の 比 売 碁 曾の 社に 坐す 阿加 流 比 売 神と 謂 ふ」 

これ は 『古事記』 の 伝える ところで ある。 新羅の 阿具 奴 摩と いうと ころで 女が 昼寝して いたと きに、 日の 光に 

感 精して、 その あとで 玉 を 生んだ。 この 玉 を もらい 受けて いた 農夫が 新羅の 王子で ある 天 之 日 矛に 出会った。 農 

夫 は 牛 を 連れてい たので、 天 之 日 矛 はお まえ は 牛 を 殺して 食う つもりだろう とな じって 牢獄に 入れよう とした。 

農夫 は 玉 を さし 出して 天 之 日 矛に 許し を 願った。 天 之 日 矛 は その 玉 を 自分の 寝床の かたわらに 置く と、 玉 はう つ 

くしい 娘に 変化して いた。 天 之 日 矛 は その 娘 を 妻と した。 彼の 妻 はいつ もめず らしい 食物 を こしらえて は、 その 

夫に 食べさし ていた。 ところが 天 之 日 矛 は 心が おごって きて、 妻 をのの しった。 女 は 「そもそも 自分 はお まえの 

妻と なるべき 女ではなかった。 自分 は 先祖の 国に ゆく」 といって、 ひそかに 小舟に のり、 日本に 逃げ 渡って きて、 

難 波に とどまった。 

という あらすじの ものである。 この 話 は 朝鮮の 古い 歴史 書の 『三国 遺事』 などに よく 見られる 日光 感精 説話と 

卵生 説話との 組み合わ さった ものである。 『古事記』 はこの 文章に つづけて、 天 之 日 矛 は 自分の 妻が 逃げた こと 

を 聞き、 その あと を 追つ かけて 日本に 渡来した と 記して いる。 

『日本書紀』 でよ これと同じ 内容の 話が ッヌガ ノア ラシ トに まつわる ェ ピソ ー ド として、 紹介され てレ る。 
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つぬ が あらしと  はべ  あめう じ たうつ はもの お ほ  ゆ  たちまち  あと 

「初め 都 怒 我 阿羅 斯等、 国に 有りし 時に、 黄 牛に 田 器 を 負せ て、 田舎に 将往 く。 黄 牛忽に 失せぬ。 則ち 迹の 

まま ま  あと あるむ ら  ひとり おきな  いまし も と 

尋に覓 ぐ。 跡、 一郡 家の 中に 留れ り。 時に、 一 の老夫 有りて 曰 はく、 『汝の 所 求む る 牛 は、 此の 郡 家の 中に 入 

むらつ かさら  お ほ  おしはか 

れり。 然るに 郡 公 等 曰 はく、 牛の 所 負せ たる 物に 由り て 推 れば、 必ず 殺し 食 はむ と 設けた るな り。 若し 其の 

ぬし もと  つぐの  は  あた ひ なに  おも 

主覓め 至らば、 物 を 以て 償 はまく のみ、 とい ひて、 即ち 殺し 食み てき。 若し、 牛の 直 は 何物 を 得む と 欲 ふ、 と 

たから  たより むら  いは  しかい  しばらく  むらの つかさら 

問 はば、 財物 をな 望み そ。 便に 郡 内の 祭 ひまつる 神 を 得む と 欲 ふ、 と爾 云へ』 とい ふ。 俄 ありて 郡 公 等 到りて 

曰 はく、 『牛の 直 は 何物 を 得む と 欲 ふ』 とと ふ。 対 ふること 老父の 教の 如くに す。 其の 所 祭る 神 は、 是 白き 石 

ぞ。 乃ち 白き 石 を 以て、 牛の 直に 授 てつ。 因りて 将て 来て 寝の 中に 置く。 其の 神 石、 美麗き 童女と 化り ぬ。 是 

に、 阿羅 斯等、 大きに 歓 びて 合 せむ とす。 然るに 阿羅 斯等、 他 処 に 去る 間に、 童女 忽 に 失せぬ。 阿羅 斯 

等、 大きに 驚きて 、己が 婦に問 ひて 曰 はく、 『童女、 何処か % にし』 とい ふ。 対へ て 曰 はく、 『東の 方に 向に 

き』 とい ふ。 則ち 尋 めて 追 ひ 求ぐ。 遂に 遠く 海に 浮びて、 日本 国に 入りぬ。 求ぐ 所の 童女 は、 難 波に 詣 りて、 

ひ め ご その やしろ  な  また とよく に みちの くちのく に  また  な  ふたと ころ ハょ 

比 売 語 曾 社の 神と 為る。 且は豊 国の 国 前 郡に 至りて、 復比売 語 曾 社の 神と 為りぬ。 並に 二 処に祭 ひま つられた 

まふと い ふ」 

『日本書紀』 では この 話の すぐ 後に、 垂仁 天皇の 三年に 新羅の 王子の 天日 槍が やって きた こと を 記して いる。 

『古事記』 では、 天 之 日 矛、 『日本書紀』 では 天日 槍と 記されて いるが、 表記の 統一 のために 後者に したがう こと 

を はじめに ことわ つてお く。 両者の 内容が 重なり あう ことから ッ ヌガ ノア ラシ トも 天日 槍 もお なじよう な 人物と 

みなされ ている。 そこで 天日 槍の 足跡 を 追う まえに、 ッヌガ ノア ラシ トの 記事 を 見て みょう。」 

渡来人の 異様な 相貌が 伝える 鉄人の ィメ —ジ 

，^J^t•-.*^-ゅす-めfみこ，と -f よ • ぬか つのお  こしの くに け ひの うら  かれ そ こ なづ ゥ ぬが 

「御 間 城 天皇の 世に、 額に 角 有 ひたる 人、 一 の 船に 乗りて、 越 国の 笥飯 浦に 泊れ り。 故、 其処 を 号け て 角 鹿 


127 第 四 章 天日 槍の 渡来 


と 曰 ふ。 問 ひて 曰 はく、 『何の 国の 人ぞ』 とい ふ。 対へ て 曰 さく、 『意富 加羅 国の 王の 子、 名 は 都 怒 我 阿羅 期等ハ 

亦の 名 は 于斯岐 阿利 叱 智于岐 と 曰 ふ。 …… 』」 

これ は r 垂 仁紀」 の 記事で ある。 ッヌガ ノア ラシ ト という 渡来人が、 日本 国に 聖皇 がいます と 聞いて 帰化し よ 

あなと  いつつ ひこ 

うとして やって きたと き、 穴 門の 国、 つまり 長 門 国の 西南 部で、 そこの 国の 王と 称する 伊都 都 比 古と 呼ばれる ス 

間から、 とどまる こと を すすめられた。 しかし それ を ことわって、 島 や 浦 をった い、 北海 をめ ぐり 笥 飯の 浦まで 

きた。 北海と いうの は 出 雲の 国の 海岸 一帯 を 指す。 

ところで ここにい う 「額に 角 有 ひたる 人」 という 奇怪な 表現 を どのように 理解 すれば よいの だろう か。 これに 

ついては、 三 品 彰英の 『天 之 日 矛 帰化 年代 放』 が 諸説 を まとめて 紹介して いる。 それ を 左に 掲げて みると、 

「実の 角に は 非 じ、 頭に 冠り たりし 物の 角と 見えた るなる べし」  (本 居宣 長) 

「額 有 k 角、 蓋 所 戴之胄 也」 

「額に 角 ありけ る 由 記せる は贅の 角の 如く 高く 尖りたり しなる ベ し」 「今 越 前の 敦賀 また 若 狭 わた 

額 を 物に 打つ けて 腫た る を 角が 生 へ たりと い へ り。 余の 国々 にても 云 言な り」 

「都 怒お とい ふ 人名 を 角 額と 強 解して 付会した る 伝説なる ベ し」 


(谷川 士清) 

の 俗言に、 

(伴 信 友) 

(那珂 通 世) 


「有 レ角人 云々 の 古伝 は、 唯是、 都 怒 我 阿羅 斯 等と いふ 名称が、 角が 有る 人と いふ やうに 聞え たるより して 起つ 

た、 一つの 捏造 説と 思 はれる」  (宮崎 道 三郎) 

このほか 坪 井 九 馬 三 は ッヌガ ノア ラシ トをッ ヌガの 勇ましい 人、 「荒 人」 と 解して いる。 ところで 三 品彰英 は、 

「継 体紀」 にも 任那王 名に 阿利 斯等 という 名が みえる から、 「阿羅 斯等」 はまず 加羅 人に 類例の 多い 名で ある こと 

が 分かる と 言って いる。 ァ ラシ トの ァラは 新羅の 始祖 王の 閼智と 同 語で あり、 閼智は 小童の 形相で 天界 から 降臨 

したと 伝説され て、 > る 日の 御子 を 意味す る。 シトは 韓人 名の 語尾に 最も 多く 見出される 語で ある。 更に、 古代 朝 
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鮮 では 新羅 や 加羅の 王子 責族 などに は 最高 官位で ある 角 干と いう 位 号 を 冠す るの が 常であった。 この 角 干 はスプ 

ルカンと 呼ばれて いたが、 韓訓 みが 次第に 忘れられて、 日本 訓み にされ ッヌガ となった と考えられる。 しかし、 

新羅で 角 干と いう 文字 を 使用した の はよ ほど 新しく、 大体 新羅の 統一 期 前後で、 日本で は大化 改新の 頃と 想定 さ 

れる。 したがって、 わが国 人に 知られた 角 干 某と いう 人名が それ 以前に は さかのぼり 得ない こと も 明らかで あ 

る。 とすれば、 角 干 阿羅 斯等を 「角が ある 人」 という 風に 読んだ の も、 『日本書紀』 編纂の まえ 半世紀 頃 あたり 

からであろう。 

以上が 三 品 彰英の 意見で ある。 その 説明 は 委曲 をつ くして いるよう に 見える。 しかし 疑問が 残らない b けで よ 

ない。 第一 に 「角 有 ひたる 人」 とか 「角 ある 人」 と 呼ぶ こと はでき るか も 知れな いが、 「角が ある 人」 という 風 

に 読む の は いささか 現代的ではないだろう か。 

また、 朝鮮半島との 交流 点と して 敦賀は 最適の 場所で あり、 おそらく 弥生時代 もしくは それ 以前から 彼我の 交 

通 は ひらけて いたと 推量され る。 そこで、 額に 角の 生えた 人間が 越 前の 笥飯 浦に 上陸した という 伝承 ははる かに 

古くから あつたので はないだ ろうか。 

額に 角の 生えた 人間と いうの は、 私の 考えで は 銅 や 鉄の 精鍊 技術 を もたらした 大陸 系の 渡来人に ほかならぬ。 

私が そう 推測す るの は、 兵器の 生産 神と して 古代 中国の 神話に 登場す る蚩尤 は、 銅 頭 鉄 額に して、 鉄石 を 食う と 

あり、 また その 耳ぎ わの 毛 は 剣戟の ように するどく、 頭に 角が あって、 それでた たかう とされて いるから である。 

蚩尤 はまた 人身 牛 蹄と もい われて いるが、 河北 省の 冀県を 中心とする 冀州 では、 村民の 間に 牛の 角 を 頭に 載せて 

勝負 を あらそう 蚩尤戯 と 呼ばれる 遊戯が あると 『述異 記』 は 伝えて いる。 また 蚩尤は 五兵 を 作る といわれて、 武 

器の 神で も ある。 五兵と は 剣 鎧矛戟 戈の ことで ある。 

ここにお いて 「額に 角 有 ひたる 人」 は 鉄人で ありまた 武器 生産の 神であった 蚩尤の 形象 を 伝えた もので はな、， 
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かと 私 は 想像す る。 その 根拠がない わけで はない。 

いくえ  よつ ね  、- J 

『今昔 物語』 巻 十七に は、 越 前の 国に 生 江の 世 経と いう 者が いたが、 あるとき 北の方に 峯を こえて いき ある 高 

しゅ だ  た ふさぎ  ゝ 

ぃ峯 にの ぼって 修陀 修陀と 呼ぶ と、 「額に 角の 一 つ 生 ひて、 目 一 つ 有る 者の ■ 赤き 俗 衣 をした る 鬼」 が 出て きて 

米 一斗 を くれたと いう 話が ある。 同じ 趣旨の 話 は 『宇治 拾遺 物語』 にも あるが、 越 前の 国の 生 江と いうの は、 現 

在の 福 井 市の 最南 端に ある 生 部で、 そこに かって 生江臣 がいた という 伝承が ある。 

『出 雲 国 風土記』 の 大原郡 阿 用の 郷の条 に は 「ある 人、 ここに 山 田 を 佃り て 守りき。 その 時、 目 一 つの 鬼 来りて、 

人の 男 を 食 ひき」 と ある。 『日本 古典文学 大系』 (岩波 書店 版、 以下 『大系』 と 略記す る) の 頭註で は 「異種 族 人 

の 身体 的 特徴 を 異様に みた ものであろう。 鍛工 者が 祖神を 天 目 一命と する のと 関係 あるか」 と 述べて いる。 

この 二つの 挿話で は 両方と も 目 一 つの 鬼が 出て くる。 しかも 越 前のば あい は 額に 一本の 角が 生えて いる。 これ 

らの 鬼が 金属 精鍊に 関係が ある こと はまった く 記されて はいない が、 しかし 当時の 人び とに よって 一 つ 目の 神と 

みなされ ていた こと は 推測で きょう。 

『神祇 志 料』 によると、 敦賀 市に ある 気 比 神社 は 伊奢沙 和気 命 を 祭る と ある。 応神 帝が まだ 太子であった 頃に、 

越の 国に 行って、 角 鹿の 笥&大 神 を 拝んだ が、 そのと き大 神と 名前 を 交換した。 そこで 大神を 去来 紗別 神と ぃレ 

太子 を 誉田別 尊と 名 づけた、 という 『日本書紀』 の 故事に もとづい ている。 

ここで 当然 思い起され るの は、 「垂 仁紀」 の 三年に 天日 槍が もってき た 八つの 宝物の 中に 膽狭浅 大刀が 含まれ 

ると 記されて いる ことで ある。 さきに 述べた ように ッヌガ ノア ラシ 卜の 渡来と 天日 槍の 渡来と は往々 にして 混同 

して 伝えられ ており、 両者 は 互いに 自他 を 区別す る 理由 を もち 得ない 存在で ある。 という ことから、 気比大 4^ の 

伊奢沙 和気 命と 天日 槍の 将来した 大刀の 名の 膽狭 浅の 間に は 関係が あると 思われる。 

天日 槍の 本拠地で ある 旦馬の 出 石 をと お つて 日本海に そそぐ 円 山川の 川口に は 気 比と いう 地名が あり、 そこ か 


青銅の 神の 足跡 130 


ら 銅鐸が 数個 出土して いる。 そこに は 但馬国 城 崎 郡の 式 内 社の 気 比 神社が あり、 越 前の 気 比 神社の 祭神と おなじ 

く 伊奢沙 和気 命 を まつって いる。 そうして 更に 西方に あたる 但馬国 美 含 郡 余 部 村 (現在 兵庫県 城 崎 郡 香 住 町 余 部) に 

は、 伊佐 佐 岬の ふもとに 式 内 社の 伊 伎 佐 神社が ある。 伊 伎 佐 は 伊佐 佐の 誤りと されて い る。 『但 馬考』 はこの 伊 

佐 (伎) 佐 神社の 祭神 を 「けだし 伊奢沙 和気 大神 なり」 といい、 『地名 辞書』 は 「けだし 天日 矛 命 を 祭る と 云 ふ」 

と 記して い る。 こ のように 天日 槍と 密接な 関係 を も つ 但馬 国の 海岸に 気比大 神で ある 伊奢沙 和気 命 を ま つ る 神社 

が ある こと は 見の がし 得ない。 そして それが 二つと も、 海岸 部に 存在す る ことが 注目され る。 なお 円 山川の 川口 

の 気 比の 南 ニキ 口に は 楽楽 浦が ある。 ィササ のィを 接頭語と みなすならば、 この 楽楽 浦 も ィササ と は 関連が ある 

にちがいない。 

今日、 敦賀の 気 比 神社の 正殿の 向って 右側に 角 鹿 神社の 額 を かかげる 摂 社が あり、 都 怒 我 阿羅 斯等を まつって 

いる。 もともと 正殿に まつられる のが 当然と 思われる 人物が、 摂 社の 位置に 置かれて いるのに 感な きを 得ない。 

とつる ぎ  ひめ  いさな ひこ  いわかど ゎナ 

正殿の 向って 左側に は、 鏡 社、 利 剣 社、 比咩 社、 伊佐 奈彦 社、 石 門 別 社、 伊佐 佐 別 社な どが ある。 このうち 利 剣 

神社 は、 仲哀 天皇の 納めた 宝剣 を まつり、 天 利 剣宮と 称した という。 ある 説で は 本殿に 坐す 伊奢沙 和気 大 神の 御 

子 神と も 伝えて いる。 また 伊佐 佐 別 神社 は、 伊奢沙 和気 大 神の 荒 魂を祀 つたと いう。 

このように 気 比 神社の 周辺に は 日本海 をへ だてて 古代の 朝鮮半島の 影が 落ちて いる。 天日 槍の もたらした 大刀 

の 名と 同名の 神 を 本殿に まつる だけでなく、 摂社 にも 利 剣と か 鏡と か 金属に 縁 由 を もつ 名が つけられて いるの は 

「額に 角 有 ひたる 人」 の 伝説が、 朝鮮の 王子 や 貴族の 特定の 名と いうより は、 金属 精鍊の 集団 名で ある こと を 暗 

示して いる。 

ご ちょう 

気 比 神社で は 六月 十六 日に は午臈 祭が おこなわれる。 その 起源 は 不明で あるが、 要するに 牛馬 を 殺して それで 

宴会 を するとい う 農耕 儀礼と みなされ ている。 それが 気 比 神社の 祭と して おこなわれる ことに は 深い 理由が あつ 
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たにち がいない。 というの も 延暦十 年 (七 九 一 ) に は 近 江 や 若 狭、 越 前な どの 百姓が 牛 を 殺して 漢神を 祭る こと を 

禁ずる 旨の 布告が なされて いるから である。 殺 牛 儀礼 は 漢人の 風習で ある。 おそらく 越 前にいた 大陸からの 渡来 

人が 自国の 伝統 を ふまえて おこなつ たもので あろう。 

越 前から 旦馬の 海岸に かけて ッヌガ ノア ラシ ト あるいは 天日 槍の 足跡と みなされる ものが 点々 と 印 さおて い る。 

そこ は 渡来 集団の 最 寄の 港だった という だけではなくて、 彼らが 金属 精鍊の 場所 を さがし 求めて 歩いた こと を も 

告げて いる。 その 一例が 天日 槍 を 祭る とされる 若 狭大飯 郡の 静志 神社で ある。 その かたわらに 野 尻 銅山が ある。 

このほか、 敦賀 湾の 立 石 岬 半島の 西が わの 菅 浜に は、 天日 槍 七 世の 孫の 菅竈由 良 度 美 を まつる 須可麻 神社が ある。 

静志 神社 は 現在 は大飯 郡の 大飯町 父子に あり、 その ニキ Q たらずの ところに 有名な 野 尻 銅山が ある。 この 銅 U 

は 三 光 銅山と も 呼ばれて、 江戸 後期の 諸国の 銅山の 中で は 屈指の ものであった。 『郷土 誌大 飯』 をみ ると、 今 か 

ら ざっと 三百 年 位 まえに、 細 手 源 蔵と いう 男が 銅 脈 を 発見して 採鉱 を 試みた ことがあ ると 記されて いる。 それ か 

ら ずっと 下った 宝 暦 九 年 (一七 五 九) に 鉱山が 開かれ、 明 和 七 年 (一七 七 〇) まで 地道 を 掘り ゆく ことおよ そ 百 八 

十 町、 また 男女 二百 人 余 も 銅山に 住んだ と 『稚 狭考』 は 伝える。 こうして みれば、 この 野 尻 銅山 は 十八 世紀な か 

ま.^ 降に 大規模な 稼 行 をみ たのであって、 それ を 古代の 天日 槍 伝承と たやすく むすびつける こと は 危険で ある。 

いずし しずし  ちちし  じ 

しかし、 記録がない からといって 一概に 否定 もで きないであろう。 但 馬の 出 石が 静志 になり 父子になる という 音 

の 転訛 を みても、 そこが 天日 槍 一族と 縁 由の 地であった ことが うかがわれ、 またもし そうならば、 目と 鼻の 距离 

にある 野 尻 銅山と 関連が あ つ たと 推測す るの はけ つして 不自然で は あるまい。 

また 天日 槍の 末裔 を まつる 須可麻 神社の 所在地の 菅浜 は、 今日で も 川で 洗濯物 を 洗う のに 棒で たたいたり、 足 

で 踏んだり する 風習が あり、 それ は 朝鮮半島からの 渡来人の 遺習 を 思わせる という。 更に この 浜に は 大同 五 年 

(八 一〇)、 延喜 十九 年 (九 一九) に渤 海人 百 五 人が 漂着した 記録が ある (武藤 正 典 『若 狭 文化財 散歩』)。 そうして こ 
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の 立石呐 半島の 突端に は 白木と いう 部落 も 見付かる。 そこ は 新羅からの 渡来人が 住みつ いたと いう 伝承 を 色 濃く 

伝えて いると ころで ある。 白木 は 海 角に 孤 絶した 漁村で あり、 私 は 何度も そこ を 訪れて みたが、 そこに 信 I 路 i!: 彦 

神社 を まつ つてい る。 

北 九州に 上陸して 東進す る 一 団 

さきに ッヌガ ノア ラシ 卜の 話で、 彼が 日本に 渡来した ときに、 穴 門 国の 王と 称する 伊都 都 比 古と いうのに 出会 

つたと 述べた 『大系』 は イツ ッヒコ と 読ませて いるが、 要するに 伊都の 彦、 つまり 伊都 国の 男 だとい う 意味 を 

もつ 人名で ある。 「仲 哀紀」 八 年の 条に は、 穴 門の 豊浦宮 から、 筑 紫の 岡の 律に おもむく 神 功 皇后 を 県 主の 

いとて  ひこし ま 

祖の 五十 迹 手が 穴 門の 引嶋 まで 出迎えた こと を 報じて いる。 穴 門の 引 嶋は下 関 市の 彦 島であろう とされて いる。 

五十 迹 手の 名 は、 『筑前 国 風土記 逸文』 にもみ える。 すなわち、 「高麗の 国の 意呂 山に、 より 降り 来し 船の 『田 

裔、 五十 跡手是 なり」 と ある。 意 呂山は 朝鮮の 蔚山 にあり、 意呂 というの は 泉 を 意味 するとい う。 

このように 天日 槍の 苗裔と 称する ものが かっての 伊都 国に いたと いう 伝承 は、 天日 槍の 上陸 地が 糸 島 半島で あ 

つたこと を 物語る。 そして 五十 跡 手 または 伊都 都 比 古の 勢力 は 穴 門の 国、 すなわち 現在の 下 関 地方に も 及んで い 

たこと が これで 分かる。 

ッヌガ ノア ラシ トは それから 日本海へ 出て 出 雲から 敦賀 へと 移動して いる。 天日 槍 は 瀬戸内海 を 東漸した よう 

にも 思える が、 日本海 岸から 播 磨の 西部に 南下した という 説 もあって、 その 足跡 を 明瞭に たどる こと は むずかし 

い ただ、 『新撰 姓氏 録』 に 「糸 井 造 は 三 宅 連と 同祖で 新羅 国人 天日 槍 命の 後な り」 と あるの を みれば、 『和名 

抄』 に 記載され た但 馬の 養父 郡の 糸井郷 (現在、 朝来 郡 和 田 山 町) が、 天日 槍と 縁 由の ある 土地で ある ことが 類： P 

される。 
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さきつ みみ 

あとで 詳しく述べる ように、 「垂 仁紀」 に は 天日 槍は但 馬に とどまって、 その 国の 前津 耳の 女 をめ とった と あ 

るが、 糸 井 郷には 式 内 社の 佐 伎 都 比 古 阿 流 知命 神社 二 座が 置かれて いる。 そこで 佐 伎 都 比 古と は前津 耳の ことで 

あると 解す る ことができる。 吉田東 伍 は 「前 津耳 夫妻の 廟 なること 明白な り」 と 断定して いる。 かくて 糸 井 造の 

イト を 北 九州の 旧 伊都 国の 名に むすびつけて 考える ことが 許されよう。 また この 糸 井郷に 兵器の 神と 目され る 兵 

主神 社が 置かれて いる こと も 見の がす こと はでき ない。 

天日 槍に くらべて、 日 槍の 妻の 足 どり はや や はっきり している。 まず、 福岡県 糸 島 郡の 前 原 町 高祖に、 高祖 神 

社が ある。 もとは 一 n£ 磯 神社と 呼ばれて いた。 この 神社 は 天日 槍の 妻 を まつる とされて いる。 『三代 実録』 に は、 

元慶 元年 (八 七 七) に筑前 国の 高 磯 比 売 神に 従 五位 下 をさず けたと いう 記録が ある。 この 神社の 所在地 は、 『和名 

抄』 に は怡土 郡託杜 (高山 寺 本に 託 社) となって いる。 

この 託杜 (高 磯、 高祖) の 地名の 由来に ついて、 『日本の なかの 朝鮮 文化』 二十 四 号で 奥 野 正 男 氏 は 次の よう 

な 考察 をして いる。 正倉院 文書に、 大宝ニ 年 (七 〇 二) の筑前 国嶋郡 川辺 里の 戸籍 断簡が あるが、 そのうち 嶋郡大 

領 である 肥 君 i§ 手の 家族に、 宅蘇吉 志の 名が みえる。 肥 君 猪 手 は 五、 十迹 手の 名 を 思わせる。 宅 蘇 は 地名で なく 氏 

族の 名で あり、 吉志は 渡来 族に つけられた 尊称で ある。 

では この 宅 蘇と いう 氏族 名の 由来 は 何に 求められ るか。 『古事記』 の応神 天皇の 条に みえる 百済の 照 古 王が 手 

M の 韓鍛、 名 は 卓 素 をた てまつつ たと ある 記事に 奥 野 氏 は 注目す る。 すなわち 宅 蘇 は 卓 素で あると する ので ある „ 

奥 野 氏 は 更に 卓 素 を タクと ソに 分ける。 ソは 朝鮮語の 鉄と して、 タク は 脱 解の 母の 居住地の 託 村 を 意味 するとす 

る。 興味の ある 見解な ので ここに 披露して おく。 

さて、 天日 槍の 妻 を まつる 神社 は、 糸 島 半島の 高祖 神社 だけで はない。 彼女 はお そらく 福岡県 田 川 郡の 香 春に 

足 をと どめた ようで ある。 そこに 新羅の 神が 宿った こと は 『豊前 国 風土記 逸文』 にもみ え、 また 香 春の 近くに 赤 
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としう 部落 も ある。 『地名 辞書』 によると、 赤に 鎮座す る 八幡の 縁起に、 上古 この 嶺の 頂上が 震動して 鳴りと ど 

ろき、 赤 光 を 放ち、 神霊が あらわれた。 よって 「明 流の 神 岳」 と 称し、 その 里 を 赤 村と いったと いう。 この 縁起 

を さらに さかのぼれば、 そこに 「あかる 姫」 との 縁 由が あるた めに 赤の 名が つけられ たように も 思われる。 さて 

次 は どこだろう か。 

『日本書紀』 に は r 豊 国の 国 前 郡に 至りて 復比売 語 曾 社の 神と 為りぬ」 と ある。 大分県の 姫 島に! -I 儿 i^gf 神祠が 

ある。 私 も そこ をお とずれ てみ たが、 海岸の さびしい 空地に 小さな 神社が ひっそりと 立って いた。 天日 槍の 妻 は 

姫 島から どこへ いった か。 

『摂津 国 風土記 逸文』 に、  ，- 

1 ひ..， め： しま >  I いにし かるし ま とよ あ き ら あめのし たしろ すめら みこと  しらぎ ひめ ：&み  ヒ 

「比 売 島の 松原。 古へ、 軽 島の 豊阿伎 羅の宮 に 御 宇 しめしし 天 皇 のみ 世、 新羅の 国に 女神 あり、 其の を 

の が  しまら つくし  いは ひ  ひめ しまと ころ  すなよ  - え-一 ま 

遁 去れて 来て、 暫く 筑 紫の 国の 伊波 比の 比 売 島 地の 名な りに 住めり き、 乃； 0 曰 ひしく、 『此の 島 は、 &曰 か 

らず。 若し 此の 島に 居ば、 男の 神尋め 来な む』 とい ひて、 乃ち 更、 遷り 来て、 遂に 此の 島に 停まりき。 故、 

住める 地の 名 を 取りて、 島の 号と 為せり」 

と ある。 つまり 応神 天皇の 御代に、 新羅の 国の 女神が 夫からの がれて きて しばらく 姫 島に 住んで いたが、 その 

島に いたら 夫が 追ってく るだろう というので、 姫 島から さらに 移って 摂津の 比 売 島に とどまった、 というの であ 

る。 比 売 島 は 現在の 大阪市 西 淀川 区 姫 島 町で あると されて、 そこに 姫 島 神社が ある。 朱塗りの はで やかな 神社で 

ある。 『古事記』 の 仁徳 帝の 条 にある 話 だが、 仁徳 帝が あるとき 難 波の 日 女 島に 行幸して、 その 島で 雁が 卵 を 産 

ん だの を 見つけ、 建 内 宿禰を 召して その わけ を 聞いた。 建 内 宿禰は 天皇が 天下 を 治められる 瑞兆と して 雁 は 卵 を 

産む のでし ようと 答えた という。 一 一人 は これらの 問答 をお 祝いの 形式の 歌で とりかわ している。 

難 波の 日 女 島 は 今 は 島で はなくな つてい るが、 昔 は 淀川の 河口に 近い 島で、 淀川 を さかのぼる ときの 重要な 処 
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点で あつたと 思われる。 朝鮮半島から 瀬戸内海 をと おってく る 渡来 者の 船が かりす ると ころで あり そうした わ 

けで 卵生 説話 を 思わせる このような 伝承が 生まれた と 思われる。 天日 槍の 妻 は 美しい 玉から 生まれる。 それ は 卵 

生 説話の 一 種で ある。 こうした ヒメ コソの 女神 を まつる 島に この 説話が むすびつけられ たの は 怪しむ に 足りない。 

つと も、 西 淀川 区の 姫 島 神社の 所在地が 往古の 日 女 島で あると 断ず る こと もで きない。 というの も 大阪市 東 成 

区 東！^ Ira 之 町に も y 冗 甲 is 社が あるから である。 また、 大阪市 東 住吉区 平野 三十 歩 町に 赤 留比売 命 神社が 鎮 

座して いる。 

まえに ッヌガ ノア ラ シ トと 天日 槍と は 同 一 人物で あると 考えて さしつかえな いこと を 述べ たが、 天日 槍と その 

妻 も 同一人物 とみる ことが 自然で ある。 すなわち、 この 三者に まつわる 話 は、 金属 精鍊の 技術者が 日本に 渡来し 

たという 事実 を 説話 風に 物語って いるに すぎない。 この こと を 念頭に 置いて、 私たち は 天日 槍の 活躍す る 『播磨 

国 風土記』 の 世界に 入って いく。 

但 馬から 播磨 へ — 麻 打ちの タブ I に 隠された 軌跡 

『播磨 国 風土記』 の 夜 は 暗い 沈黙に 閉ざされ ている。 たとえば 宍禾 郡の パ 音の 村の 条に、 かれ 1 

「天日 槍 命、 此の 村に 宿りまして、 ぎりた まひし く、 『川の 音、 甚 高し』 とのり たま ひき。 故、 川 音の 村と レ 

ふ」 

ここで 天日 槍の 耳に つくの は 川の 流れの かしましい 音 だ。 それが 異国の 旅人 をして 安らかな眠り につ 力し めな 

かった。 故郷 をと おく はなれた 人間が 自分の 寂寥 を 川の 音に 語らせて いるの だ。 また、 揖保 郡の 麻 打 山の 条に 

「昔、 但 馬の 国の 人、 i づ 頭し 士 の&ま 麻ら 良 ひ 比、 此の 山に^ ゐ居 しき。 rr のお" 夜、 麻 を 打つ に、 即て麻 を 己が 胸に 置き 

て £ せき。 s、 麻 打 山と ¥ く。 今に、 此の辺に 居る 者 は、 夜に 至れば 麻 を 打たず」 
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夜、 麻 を 打った 女 二人が、 麻 を 自分の 胸に 置いた まま 死んで いったと いうの はなん とも 無気味な 話 だ。 炉の炎 

だけが 家族の 姿 をお ぼろげ に、 萱ゃ 土の 壁に 描き出す 播州 平野の 暗い 夜の 片隅に この 挿話 はめば える。 夜、 麻 を 

打つ というの は、 折から 月夜で でもあった のだろう か。 しかし 農作業が どうして とつぜんの 死につな がるの か、 

そこに は 何の 説明 もない。 ただ 推察され るの は、 麻 を 打った ことが 神の いかりに 触れた ので はない かとい うこと 

だ。 その 神と は その 麻 打 山に 住んで いた 伊頭 志 君 麻 良 比 神であろう。 彼に とって 麻 は なぜ 禁忌と される か。 

柳 田 国 男の 『一目 小僧 その他』 に 「近 江 栗 太 郡 笠 縫 村で は 一村 今以 つて 麻を植 ゑず、 植 ゑても 生育せ ぬ。 その 

仔細 は 大昔 この 地に 二 柱の 神 降臨 ありし 時、 附近に 麻が あって 神 これ を 以て 眼 を 傷け たま ふ。 それより して この 

郡の 天 神宮の 御 神体 も、 今に 御 眼より 涙 を 御 出し 成される とい ふ」 と 述べた 記事が あり、 この 笠 縫 村の 北に 接す 

る志那 という 集落から 銅鐸が 出土して いる こと はすで に 述べ た。 

A  .H ぞ ご 

また 『鉄山 必要 記事』 の 中には 金屋子 神が 麻苧の 乱れに 足 を とられて 転んで 死んだ ので、 タタ ラ師は 麻 苧を禁 

忌 するとい う 伝承が 記されて いる。 吉野裕 氏 は 麻 (アサ • サ) は 砂鉄の 意味で あると している。 サ または ソが古 

代 朝鮮語で 鉄 を 指す ことから して 吉野 説に は 賛成で きる。 その 語源 穿鑿 は 別と しても、 鉄と 麻との 間に 関係が あ 

るら しい こと は、 香川県の 善 通 寺 市の 大麻 山の 付近から 銅鐸が 出土して いる ことから も 類推で きる。 阿波 一 の宮 

の 大麻 比 古神 社の 近傍の 鳴門 市の 檜から も 銅 鋒が 出土して いる。 また 宮城県の 白 石 市に も m4 山が ある。 青 麻 山 

は 大刈田 山と も 呼ばれる。 その 下 をな がれる 白 石 川の 支流から 砂鉄が とれる。 

麻の するどい 葉 先が 神の 目 を 傷つけ たという 伝承が あり、 それが 目 一 つの 神の 由来 を 物語る 説話と なって いた 

ことから、 鉱山 やた たら 炉の 付近で 麻 を 打つ の は 禁忌と されて いた。 それ は 麻で なく 竹で も 栗の ィガ でも 胡麻の 

葉で もよ いの だが、 とくに 麻が ここで 問題に された という こと は、 麻が 鉄 を 意味して いたた めで あると おもわれ 

る 0 
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ところで、 この 麻 打 山 は 斑鳩 村の 大字 阿曾 (現在 兵庫県 揖保郡 太子 町) であると 井上通泰の 『播磨 国 厨 土 記 新考』 

(以下 『新 考』 と 略す) は 述べて いる。 また 『新 考』 は、 『古事記』 開化 天皇の 段に、 息 長 日子 王 は 針 間の 阿宗 君の 

祖と ある を 引いて、 この 息 長 日子 王 は、 神 功 皇后の 同 母 弟で あり、 その 母 は 葛 城 之 高額 比 売と いって、 伊頭 志 君 

麻 良 比と 同族で ある こと を 指摘して いる。 揖保 郡に は阿宗 神社が ある。 こうした ことから 麻 打 山の アサと 阿曾 ま 

たは 阿宗 のァソ とが 関連 を もっている ことが 分かる。 備中 にも 阿曾 村が あり、 吉備津 神社と 縁 由 ある 錄物師 の 村 

であった が、 以前 は 阿 宗郷と 記されて いる。 アサ、 ァシ、 ァソは 通 音で、 もともと 朝鮮語で 鉄 を 意味す る サに由 

来す ると 私 は 考えて いる。 

では 伊頭 志 君 麻 良 比と は 何者で あるか。 伊頭 志と は 天日 槍の 本拠地で ある 但 馬の 出 石に ほかなら ない 麻 f^l 

の 麻 良 は、 『古事記』 の 天 岩屋 戸の 条で、 「天 安河の 河 上の 天の & 土石 を 取り、 天の 金山の 鉄 を 取りて、 鍛人 天^ ^ 

『維 を i? て、 ぎ 冗 命に^ せて 鏡 を 作らし め」 と 記されて いる。 『日本書紀』 > の緩靖 天皇の 条 にも、 「倭鍛 

lis^ilk^ をして sfe の 鎖^ 造らし め」 と ある。 ここに Is&l^  (部) というの は、 韓銀 冶と 並 称して 対比され る 

ものである。 韓 鍛冶に ついては 百済の 照 古 王が つかわした 卓 素と いう 人物が ある こと はさきに 述べた 

さて、 天津 麻 良に ついては、 真 浦の ゥ 音が 落ちた と 考える ことができる。 真 浦 は 目 卜で あり、 目 一 つで 鍊 i の 

体形 や 火色 その他 を卜定 した ことに 因る 名前で あると 『古語 拾遺 新講』 の 飯 田 季治氏 は 述べて いる。 その 解釈 は 

片目 を もって 火勢 をみ る 鍛冶の 作業 を 指して いるが、 しかし 他方で は、 熔鉱炉の 炎の 中で 鉄 を 鍛える 鍛冶 作業が、 

男根と 女 陰の 関係 を 想定させる という 説が ある。 これ は 天 目 一 箇命を 男根と する 加 藤 玄智の ファリ シズム とも 通 

じ 合う ものが ある。 

また 西 田 長男 は、 平野 神社の 四 座の 祭神のう ち 古 開 神と あるの は、 古 閑な どの 誤字で あると する 法隆寺 金堂 

の四天王の光背裏面に見ぇる 「鉄師薪が」 「^^閛」 などと同じでぁる。 マラ、 マウ ラは 共に 鍛冶 師の 名で あり 


^ 物 部 氏の 一 族に 多い という。 これ は 『天神 本紀』 に 「物 部 造等袓 天津 麻 良」 と ある ことから も 首肯で きる。 また 

跡 「倭 鍛 師等祖 天津 真 浦」 とも 記されて いる。 『新撰 姓氏 録』 に は 「"跪 部の 大炊。 天 之 三 穂 命 八 世の 孫、 田 維 

g の 後な り」 と ある。 この 意富 麻 羅は大 鍛冶 師 であると 吉野裕 氏 は 推定して いる。 

I ところで 『播磨 国 風土記』 の 中の 揖保郡 越 部 里の 条には 次の 記事が ある。 

龍 「越 部の 里 旧の 名 は ぞ 代ろ のさ 里と なり。 土 は 中の 中な り。 お ws.m と！；  くる 酽^ は、 IT の i^Q す fri とのみ 世、 Ire と、 

たじ まの きみ を つ  めぐみ かが ふ な  な  ^,ォ  S  . 

但馬君 小津、 み寵を 蒙りて 姓 を 賜 ひ、 皇子 代 君と 為して、 三 宅 を 此の 村に 造りて 仕へ 奉らし めた まひき。 故、 

皇子 代の 村と いふ。 後、 上野の 大夫、 母 戸 を 結びし 時に 至り、 改めて 越 部の 里と 号く。 あ r ひとい へらく、  SKI 

の 国の 三 宅より 越し 来たれり。 故、 越 部の 村と 号く」 

この 越 部 は新宮 町の 最南 部に あたり、 『和名 抄』 の郷 名に 越 部 (古 之 倍) と 見える。 越 部 屯 倉が 設置され たの 

は 『日本書紀』 によると、 安閑 天皇の 二 年で ある。 ところで 但馬国 三 宅から 村人が 移住して きて、 この 越 部の 里 

に 村の 名が 書き あらためられた というが、 但馬 国の 旧 出 石 郡の 神 美 村 三 宅 (現在 は 豊岡市 三 宅に あたる) に は、 

間 守 を 祭神と する 式 内 社の 三 宅 神社が あって、 但馬三 宅 氏の 氏神と なって いる。 今 は 中島 神社と 呼ばれて いる。 

三 宅 氏の 祖は田 道 間 守で あり、 田 道 間 守の 祖は 天日 槍で ある。 播 磨の 越 部の 里で も、 越 部 神社の 神官 は 三 宅 姓 を 

称し、 村に も 三 宅 氏が 多い と揖保 郡の 『新宮 町史』 は 記して いる。 つまり 天日 槍の 一族が 播 磨の 越 部の 里、 現在 

の新宮 町にまで きた こと を 意味す る。 そこに 意富 麻 良、 すなわち 大 鍛冶 師が 住んで いたと ころで すこしも ふしぎ 

ではない。 伊頭 志 君 麻 良 比の 話に 出て くる 麻 打 山 を 太子 町の 阿曾と 考えるならば、 両者の 距離 は 六、 七 キロ はな 

れ ている 程度で ある。 

ところで 越 部と 同音の 地名が 安芸に も 存在す る。 『日本書紀』 によると、 安閑 帝の 元年に、 K ま M 避 iiJci の 

女が 物 部 大連尾 輿の 飾 玉 を 盗んで 春 日 皇后に たてまつ つたが、 その 罪が ばれて、 枳莒^ は 自分の 女を采 女に 献上 
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する 一方、 安芸の 過 戸の 廬城 部の 屯 倉 を 献上して、 娘の 罪 を あがなった、 と ある。 『J< お 1  一』 は、 安芸の 過 戸をァ 

マルベと 読んで いるが、 『地名 辞書』 はコシ ベと 訓じ、 現在の 広島県 安芸 郡 府中 町の 多 家 神社の あたりに 比定し 

ている。 多 家 は 大家の 意で、 屯 倉に 通じる という。 

伊福部 (廬城 部) の 所在 及び その 近傍から 銅譯の 出土す る こと はこれ まで くりかえし 述べ たと ころで ある 力 

安芸の 過 戸の ある 多 家 神社の 付近に は ハターぎ isn 址が ある。 そこ は 神武 東征の 際に 七 年 問、 駐屯した 場所で ある。 

そうして その 数 キロ 北東に ある 福 田の 木の 宗 山から 邪視 文と おもわれる 文様 を もった 銅鐸が 出土して いる こと も 

すでに 記した とおりで ある。 

また、 安芸の 過 戸と 播 磨の 越 部に はと もに 屯 倉が あり、 それが 三 宅 氏の 管轄す ると ころであった こと は 越 部 

神社の 神主 も 多 家 神社の 神主 もと もに 三 宅 氏 を 称して いた ことから 推察し 得る。 それ はもと をた だせば 但馬三 宅 

につな がり、 天日 槍の 集団の 移動の 経路 を 暗示して いるよう に 私に は 思われる。 

砂鉄 をめ ぐる 先住 神との t 可烈な 争い 

. 『播磨 国 風土記』 の 特色 は 天日 槍と i?^ &稱 み i、 天日 槍と 伊和 大 神との 間の 闘争 を 各地で 告げて いる ことで あ 

る。 後でみ るよう に、 この 土地 争い は、 前 住 者の 占拠して いた 場所に 後 来 者が 侵入した という 形 をと る。 その 目 

的 は 何かとい えば、 鉱物資源の 獲得で あり、 いっそう 具体的に いえば 砂鉄が 目 あてだった と 思われる。 まず 葦原 

志挙乎 命と 天日 槍との 間の もっとも 緊張す る 場面から 見て みょう。 . つ やどり あし よらの しこ を， みこと 

rr を 丘 か rf$- る ゆ 所ぁ以 は、 ぁ琵 證 より 度り 来て、 55 の 冊 底に 到りて、 宿 J』f かき 志挙乎 命に 

よししく、 『おし はく たり。 &が 宿らむ 処を得 まく 欲 ふ』 とのり たま ひき。 志挙、 J ざち 海中 を 許し ましき し 

U その 時、 11 との 神、 剣を以 ちて う 海し 4 をカ攪 きて 宿り ましき。 主の 神、 即ち 客の 神の 盛なる 行を畏 みて、 先に 国 を 占 
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めむ と ^ して、 巡り 上りて、 粒 丘に 到りて、 浪 した まひき。 ここに、 口より §1 落ちき。 故、 粒 vH と 号く。 其の 

丘の 小石、 皆 能く 粒に 似たり」 

ここにい う 宇 頭の 川底と いうの は、 揖保 川の 河口 を 指す。 後 来 者の 天日 槍 は 先住者の 葦原 志挙乎 命に 定住す る 

土地 を 与えて ほしいと ねがった が、 陸に 上る こと をみ とめられず、 海中に とどまる こと は 許して やろうと いわれ 

たという きびしい 話で ある。 粒 丘 は 龍 野 市の 揖保 町揖保 上の 北方に ある 中 臣山を 指して いる。 また 宍禾 郡の 奪 谷 

の条に 次のように 記されて いる。 

「葦原 志 許 乎 命と 天日 槍 命と 二 はしらの 神、 此の 谷 を 相 奪 ひた まひき。 故、 i 欲 So いふ」 

奪 谷に 相当す る 地名 は 見当らない が 『新 考』 は、 一宮 町の 小字の 曲 谷 (現在 は 曲 里) あたり、 つまり 染 河内の 谷 

であろうと している。 今 井 啓 一 は、 山 崎 町に 入る 此 地の あたりに 比定 している。 また、 宍禾 郡の 伊奈 加 川の 条に は、 

「葦原 志 許 乎 命、 天日 槍 命と、 国 占め ましし 時、 嘶く 馬 ありて、 此の 川に 遇へ りき。 故、 伊奈 加 =r と、.' ふ」 

と ある。 『大系』 は、 伊奈 加 川 は 菅野川 (揖保 川 支流) また 土 万 川 (志 文 川上 流) のい ずれ かで あろうが 遺 称な く 

明らかで ない、 と 頭註して いる。 『新 考』 は菅野 川と し、 今 井 啓 一 は 土 万 川と して い る。 これまで 見た 川 音 村、 

麻 打 山 越 部、 奪 谷、 伊奈 加 川、 粒 丘が すべて 揖保 川の 流域に あると いう 事実から、 揖保 川より 西部の 播磨、 す 

なわち 宍禾 郡、 揖保 郡、 讃容郡 (現在 は 佐 用 郡) などに 天日 槍の 勢力が 進出して おり、 その 東漸 を 防ぐ ことが 先住 

勢力に は 緊急の 課題であった ことが 推定で きる。 宍禾 郡の もう 一 つの 例 もそう である。 の 里の 条には 次の よ 

うに 述べて いる。 

「御 方の さ 里と おは P の 力 上み なり。 み御カ^と^^；くるゅ所ぁ以は、 が rsTS み^と、 く 里  1 おのお 酽|き に 到り まし、 

各 黒 葛 三 条を以 ちて、 足に 着けて 投げた まひき。 その 時、 葦原 志 許 乎 命の 黒 葛 は、 T おは の 

郡に 落ち、 一条 は 夜 夫の 郡に 落ち、 一条 は 此の 村に 落ちき。 故、 一み 一一お とい ふ。 天日 槍 命の 黒 葛 は、 皆、 ぎ の 


国に 落ちき。 故、 但 馬の 伊都 志の 地 を 占めて 在し き。 一 ひとい へらく、 大神、 形見と 為て、 御杖 を 此の 村に 植 

てた まひき。 故、 御 形と いふ」 

三方の 里 は 『和名 抄』 の郷 名に 宍粟郡 三方と ある あたりで、 現在の 一宮 町の 三方 町 を 指す。 黒土の 志爾 嵩に の 

ぼって、 占有 地 をき める 呪術 をお こなった。 そうして 但 馬の 気 多、 養父の 両 郡と、 宍粟 郡の 御 方の 里 は 葦原 志 許 

乎 命の 領分と なり、 但 馬の 出 石 は 天日 槍の 占 

有 地と なった という ものである。 黒土の 志 雨 

嵩 は どの 山 を 指す のか。 千 種 村 (現在 は 千 種 

町) の 大字に 黒土と いう 地名が あるが、 千 種 

村 黒土の 付近に は 高い 山がない。 また 二 神が 

投げた 六 条の黒 葛のう ち 五条まで は但馬 国に 

落ちた の だから、 問題の 山 は、 播 磨と 但 馬の 

国境の 山脈に なくて はならず、 それ を さがす 

となると 三方 村の 北方に そびえる 藤 無 山 ある 

いは 黒 尾 山が そうで はない かと 『新 考』 は述 

ベて いる。 他方 『大系』 は、 神前 郡 生 野の 旧 

名 をシニ 野と いうから、 シニ 野の 山で はない 

かとい う。 それらの いずれで あるか を 今と な 

つて は 決定す る ことが むずかしい。 

ところで 三方の 西方の 谷に 波賀 町が ある。 
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そこに は 天日 槍と 伊和 大 神の 土地 あらそいが 次の ような 伝説と しての こ つてい る。 

は か  むら  あまの ひ ぼ このみ こと  い ，r^ 

「波 加の 村 国 占め ましし 時、 天日 槍 命、 先に 此処に 到り、 伊和の 大神、 後に 到り ましき。 ここに 大神 大き 

に 依み て、 のりた まひし く、 『度らざる に 先に 到りし かも』 とのり たま ひき。 故、 波 加の 村と いふ」 

波 加の 村 は 現在 波賀 町に 属する。 この 谷 は 千 種 川の 上流の 千 種 一 帯と おなじように 砂鉄の 産地と して 古来 有名 

である。 

天日 槍と 伊和 大 神との あらそい は 神前 郡の 条 にも 見つかる。 

「粳岡 は、 伊和の 大 神と 天日 样 命と 二 はしらの 神、 各、 軍 を 発して 相 戦 ひましき。 その 時、 大 神の 軍、 集 ひ 

て稲舂 きき。 其の 粳聚 りて 丘と 為る。 又、 其の 簸 置け る粳を 墓と いひ、 又 城牟礼 % と いふ」 

この 粳岡は 姫 路巿神 南 町 八幡の 糠 塚と 考えられ ている。 これ をみ ると、 天日 槍の 軍隊と 伊和 大 神の 軍と は揖保 

川の 東 をな がれる 巿川 付近に おいても 衝突して いる。 

ここで 天日 槍に 敵対す る 伊和 大神 および 葦原 志 許 乎 命との 関係が 問題になる が、 伊和 大神は 『延喜 式』 に 伊和 

坐 大名 持 御 魂 神社と いわれて いる こと や、 『播磨 国 風土記』 の 記述から みて、 大汝命 や 葦原 志 許 乎 命と 同一 神と 

信じられて いたらし い、 と 『兵庫県 史』 は 考えて いる。 また 伊和 大 神が 本来の 播磨 地方の 神で、 出 雲 を 中心とす 

る大汝 命の 信仰が 播磨 地方に ひろが つ てきた とき、 伊和 大 神の 信仰と まじりあ つたので あろうと 推定して いるの 

は 首肯で きる。 他方、 宍禾 郡の 条に、 次の ような 説明が ある。 

「伊和の 村 本の名 は 神酒な り。 大神、 酒 を 此の 村に 醸み ましき。 故、 の 村と いふ。 又、 の 村と いふ。 

大神、 国 作り 訖 へまして 以後、 のりた まひし く、 『於 和。 我が 美岐に 等ら む』 とのり たま ひき」 

これ を 見る と 伊和 はまた 神酒 (三輪) でも ある ことが 分かる。 三輪の 神の 大物 主神と 大汝 命と は 同一 神と みな 

されて いる ことから、 伊和 大神は 大和 三輪の 大物 主の 神で あると する 考え方 も ある。 そう 解釈で きな、.' こと もな 
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、。 私よ むしろ 伊和 大 神の 出自を 追求す る ことより は、 その 性格 を 明確に する ことに 関心 を もつ。 そわ を 次に.^ 

てみ よう。 

伊和 大神 ゆかりの 地名、 スカ • イワ ナシは 金属と 結びつく 

伊和 大 神の 事蹟 は 『播磨 国 風土記』 に は どのように 記されて いる 力  > 

ス の 鍵 おの 名 は の S? なり。 土 は 中の 上な り。 大神、 此処に 准し ましき。 故、 須 加と いひき。 後、 山守の 

SUJSJ^ く。 然る 所以 は、 山 部の 一み 一一 i、  されて となりき。 故、 山守と いふ。 今、 名 を 改めて 安師と 為す は、 

t お, M に 因りて 名と 為す。 其の 川 は、 t5 し師 几の 神に 因りて 名と 為す。 伊和の 大神、 娶跳 せむ としまし き。 そ 

の 時、 此の 神、 固く i びて 聴かず。 ここに、 大神、 大く瞋 りまして、 石を以 ちて 川の 源 を 塞きて、 三 形の 方に 

流し 下した まひき」 

安師の 里で 大 神が 食事 をした から 須加 といった、 と ある。 『大系』 の 頭註で は 「安富 町 安志 (旧 安師 村) が遗称 

地。 安師川 流域の 安富 町から 山 崎 町 須賀野 附近に わたる 地域。 和名 抄の郷 名に 安志と ある」 と 述べて いる。 もと 

須加 といった のが、 のちに は安師 となった というの である。 須 加の 地名と 重なる 山 崎 町の 須賀 沢から 銅鐸が 出土 

している こと は 注目に 値する。 この 大神は 伊和 大神 あるいは 葦原 志 許 乎 命の どちら かで あるが、 両者 は 同一 祌で 

あるから、 どう 考えても さしつかえな レ 

この スカ という 地名 は 問題で あり、 語源と して は t 処に 由来 するとされ ている。 そこ はとう ぜん 砂鉄のと おる 

可能性 を もっている 場所であって、 横須賀 など 海浜に 多い。 静岡県 浜 名 郡 白 須賀村 (現在の 湖西 市 白 須賀) から 銅 

鐸 一個が 出土して いる。 また 伊勢 河 芸郡栄 村 (現在の 鈴 鹿 市 磯山 町) から も 銅鐸が 出土して いるが、 そこと となり 

あわせる 上野と いう 集落の 海岸 は 白 須賀と 呼ばれて いる。 - 
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スカ はスガ とも 濁って 発音され る。 『播磨 国 風土記』 { 六禾 郡の 条に、 敷 草の 村 を 説明して、 「此の 沢に 菅生 ふ… 

…鉄 を 生す」 とのべて いる。 敷 草の 村と いうから じっさいに 菅 草が 生えて いたか も 知れない が、 気になる 叙述で 

ある。 敷 草の 村 は、 まえに ものべ た 千 種 村で、 そこ は 千 種 鋼の 産地と して 知られて いる。 菅 という 地名 を ひろく 

みれば、 群馬県 太 田 市菅の 沢に 製鉄 遺跡が あり、 また 長崎県 南 高 来 郡 有 明 町菅に 鉄鉱 遺跡が 確認され る。 また 島 

根 県 飯 石 郡 吉田村 字菅谷 は、 菅谷 たたらの 地と して 有名で ある。 こうした ことから して、 菅田 首が 天 久斯麻 比 止 

都 (天 奇目ー つ) 命の 後で あると 『姓氏 録』 に 記されて いるの も 故な しと はしない。 菅 田の スガ はお そらく スカ 

である。 すなわち 砂鉄に 縁 由 を もつ 語な ので ある。 

それ はさて おいて、 山 崎 町の 須賀 沢に はヒ チリ キ宮と 呼ばれて、 伊和 大明神 を 遥拝す る 神社が あった。 それ は 

伊和 大 神の 坐す 播磨 一の宮 (現 一宮 町) にいた る 山路が けわしかった からで あると 『地名 辞書』 は 伝える。 が、 

それ は 伊和 神社と 須賀 沢との 間に 密接な 関係が あ つたこと を 物語る。 ところで 伊和 神社の 裏山の ふもとから 銅鐸 

が 出土して いる。 そこ は 神社から つい 目と 鼻の 距離で ある。 

また 須賀沢 (須賀 の 地) は 安師と 呼ばれた と ある。 安志と いう 地名 は 現在 も 安富 町に の こって いる。 揖保 川の 

支流 を 林 田 川と 呼び、 林 田 川の 上流 を安師 川と 呼んで いる。 天日 槍が 宿った が 川の 音が やかましかった という 川 

音の 村の 話 はさきに 述べた が、 その 川 音の 村 は須賀 沢の 南 一 キロの 川 戸と されて いる。 したがって そこ も 古代の 

安師の 土地に 含まれる。 まえに 述べた ように 天日 槍 は 一宮 町の 北に あたる 波賀 にもいた と 記されて いるから、 伊 

和大神 だけでなく、 天日 槍 もこう した 播 磨の 銅鐸の 出土と は 無縁で はない。 

ところでもう すこし 伊和 大 神の 話 をつ づけよう。 揖保 郡の 条に 次の ような 記述が 見付かる。 

「林 田の 里 本の名 は談奈 志な り。 土 は 中の 下な り。 I 砍奈 志と 称 ふ 所以 は、 伊和の 大神、 国 占め ましし 時、 御 志 を 

た  いはな し き お  いはな し 

此処に 植 てた まふに、 遂に 楡の樹 生 ひき。 故、 名 を談奈 志と 称 ふ」 
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いわなし 

これ は、 林 田と いう 地名の もとの 名で ある イワ ナシの 説明で ある。 イワ ナシ は、 おそらく 備前国 磐 梨 郡 石成郷 

を 本 貫と する 石 成 氏 (和気 氏と 同族) の 居住地で あるが 故の 名称と 『大系』 は 述べて いる。 そこで 思い出される 

の は、 讃容 郡の 条に 次の 記述が ある ことで ある。 

か こよ  なづ  よ も  まがね いだ  とよ さき みかど  たてまつ — 

「鹿 を 放ちし 山 を 鹿 1^ 山と 号く。 山の 四面に 十二の 谷 あり。 皆、 鉄 を 生す。 難 波の 豊 前の 朝 庭に 始めて 進り き 

みあら は  わけべ  うま ごら たてまつ t 

見顕 しし 人 は 別 部の 犬、 その 孫 等 奉 発り 初めき」 

ここにい う 鹿 庭 山 は大撫 山の ことで、 そこに 神 場 神社が あり、 また 古いた たら 炉ぁ とや 鉄 滓が 今日 もの こって 

いる こと はすで に 述べた。 『播磨 国 風土記』 によると、 鉄の 発見者 は 「別 部の 犬」 である。 その 孫た ちが 孝徳天 

皇 のとき に はじめて 朝廷に たてまつ つたと あるが、 ここに 和気 氏の 部 民の 「犬」 という 名の 男が 出て くる ことに 

私 は 注目す る。 和気 氏と いえば、 有名な 和気 清 麻呂を 思い出す が、 清 麻呂は 本姓 を 磐 梨 別 公と いい、 その 先祖 は 

垂 t 天皇の 御子の 鐸石別 命 の 末裔で あると されて いる。 鐸 という 字が みえる ことに 注意したい。 

ところで かっての i& 木 県で、 今日 岡山県 和気 郡に 属する 和気 町から は 銅鐸が 出土して いる。 そこで 和気 氏、 つ 

まり 磐石 別 公の 先祖に 鐸石 別命と いう 名 を もつ ものが いた こと は 偶然で はない こと を 知る。 かっての 石生郷 (石 

成郷 とも 書く) は 和気 町と 北 接し、 昔 は 一体と みなされ ていた イワ ナシの 地であった。 したがって、 別 (和気) と 

いう 氏族の 部 民が 播 磨の 讃容 郡の 鉄 を 発見した というの は、 和気 氏と 同族に あたる 石 成 氏が 鍛冶 氏族であった こ 

と を 物語って いる。 

播 磨の 揖保 郡の 林 田の 里、 つまり 今日の 林 田 川の 流域 を もと イワ ナシと 呼んだ こと は、 金属 を精鍊 する 氏ぎ 力 

備 前から やって きた こと を 伝えて いる。 そうして この 林 田の 里 もまた 安師の 中に ふくまれる。 イワ ナシ という 語 

よ 岩 アナ シが つづ まった ものであろう という 吉野裕 氏の 説が ある。 そうだと すれば 安師の 中に イワ ナシ (：^ 田の 

里) の 也が 含まれる の はき わめて 自然で ある。 また そこに 伊和 大 神が 自分の 占有の 地と しての 目印 をた てた とい 
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うこと は、 伊. 和大 神の 性格 を 物語る ものである。 

揖保 郡の 伊勢野の 条に 次の 記事が 見付かる。 

「伊勢野と 名づ くる 所以 は、 此の 野に 人の 家 ある 毎に、 静安 きこと を 得ず。 ここに、 衣 縫の 猪 手 • 漢人の 刀 良 

ら おや  ゐ やま  いわ  いせつ 

等が 祖、 此処に 居らむ として、 社 を 山 本に 立てて 敬 ひ 祭りき。 山の St- に 在す 神 は、 伊和の 大神 のみ 子、 伊勢 都 

ひ このみ こと いせつ ひ めの みこと  やす  いせな づ 

比 古 命 • 伊勢 都 比 売 命な り。 此 より 以後、 家々 静 安くして、 遂に 里 を 成す こと を 得たり。 即ち 伊勢と 号く」 

つまり、 伊勢野と いうと ころに は、 先住者の 神が あって、 後 来の 人 を 妨害した。 そこで 百済からの 帰化 氏族の 

先祖 は、 その 山の ふもとに 神社 をた てて うやまい まつった。 それが 下 伊勢の 挪 神社で 祭神 は 伊勢 明 神と いう。 山 

の 峯には 伊和 大 神の 子の 伊勢 都 比 古 命、 伊勢 都 比 売 命 を まつった。 そこで 伊勢と 名 づけた と ある。 

以上 は 『大系』 によって 解説 をした ので あるが、 伊勢 津彦の 名 は 『伊勢 国 風土記 逸文』 に 出て くる。 天日 別命 

から 追放され た 伊勢 津彦は 大風 を 起し 波 を 打ち あげて 東の 方に 去 つてい つたと ある。 それ は あたかも 多 度 神社の 

あなし 

一目 連が 暴風に 乗って 行動 するとい う 伝承と 一致して いる。 また 『伊勢 国 風土記 逸文』 に は、 伊賀の 安志 社に 坐 

す 神 は、 出 雲の 神で ある ォォ ナム チの 神の 子で ある 53 雲 建 子 命、 またの 名 は 伊勢 都彦 であると 記されて いる。 伊 

勢 都彦は 石の 城 をつ くって 住んで いたが、 伊賀の 阿倍 志彦の 神が やって きて 奪おうと したが、 勝てないで 逃げ か 

あえく に 

えった と ある。 伊賀の 阿倍 志彦は 『延喜 式』 「神 名 帳」 に、 伊賀 国 阿倍 郷、 敢国 神社、 と ある 神と 推定され て い 

る。 すなわち 伊賀 国の 西北 部 (阿 拝 郡) に 勢力 を 有した 安部 氏の 神で あろうと 『大系』 は 頭註して いる。 

ところで 下 伊勢の 挪 神社と いうの は、 古く は 伊勢 神明と 呼んだ というが、 『新 考』 は、 伊勢 都 比 古 命と 火 明 命 

を 同一 神と みなして いる。 『神祇 志 料』 もこの 伊勢 神明 は 天 照 国 照 天火 明 命 を まつる とする。 そして 更に 火 明 命 

は 五百木 連の 祖神 である ことから、 貞観四 年 (八 六 二) に 揖保郡 人 伊福 貞を 本姓 五百木 連に 復 すと ある 『三代 実 

録』 の 記事 を あげて、 火 明 命の 末裔で ある こと を 強調して いる。 播 磨の 伊福部 氏族の 名が ここに あらわれる。 
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また ここに 伊勢 都 比 古 命と 伊勢 都 比 売 命と が 伊和 大 神の 子で あると すれば、 伊勢 都 比 古 命が 伊賀の 安志に まつ 

られ ている という ことから、 伊和 大神 もまた アナ シに 関連が あると 考えられる。 さきに 伊和 大 神が イワ ナシを 占 

有した こと はすで にみ た。 そして イワ ナ シと アナ シ とが 密接な 関係 を もつ こと も 論じた。 

安師 という 地名 は鍩磨 郡に も ある。 

い  あなし  なむべ つ  つか  あなし なづ 

「安 師の里 土 は 中の 中な り。 右、 安 師と称 ふ は、 倭の 穴 の 神の 神 戸に 託き て 仕へ 奉る。 故、 穴師と 号く」 

ここにい う 大和の 穴 元の 神と はもち ろん 安 師坐兵 主神の ことで あるが、 その 神 戸と なって 仕えた 神と は、 今、. 

姫路 市の 阿 成に ある 早 川 神社で、 そこが もと 安 師の神 を まつった ところで あろうと 『新 考』 はいう。 

耳 族との 出会い 11 天日 槍 婚姻の 重大な 意味 

さて、 話 を 天日 槍に もどす ことにする。 「垂 仁紀」 の 三年の 条には 次の 記事が ある。 

あめの ひ ほこ  いづし  ふとみ み むすめ ま た を  と  たぢま もろす く う  たぢま ひ ならき 

「天日 槍、 但馬 国の 出 嶋の人 太 耳が 女 麻 多 烏を娶 りて、 但馬諸 助 を 生む。 諸 助、 但馬日 樯杵を 生む。 日 檢杵、 . 

清彦を 生む。 清彦、 田 道 間 守 を 生む とい ふ」 

たぢま  とどま  まへ つみみ ある い  i へつ み 

おなじ r 垂 仁紀」 の 八十 八 年の 条に は、 天日 槍が 「但 馬に 留 りて、 其の 国の 前津耳 一に 云 はく、 前津 とい ふ。 


に 云 はく、  tsf とい ふ。 が 女、 麻拕能 烏を娶 りて、 但馬諸 助 を 生む。 是清彦 が 祖父な り」 という 記事が ある。 更 


天日 槍 (新羅 国王 子) 

_ —— 但馬諸 助 —— 但馬 日櫓杵 —— 清彦 —— 田 道 間 守 

麻 多 烏 (但馬 出 嶋人太 耳 女) 

〔I 林 拕能烏 (前津 耳 一 云前津 見。 一 云 太 耳。 女)〕 


に 九十 年の 春の 一 一月 に は、 「天皇、 田 道 間 守に 命 せ 

とこよのくに つか は  とき じく かくの み もと 

て、 常世 圍に 遣して、 非 時の 香菓を 求めし む。 香 t*、 

M 此 をば 箇 i 能 未と 云 ふ。 今 橘 と is ふは是 なり」 と 記さ 

れ ている。 『古事記』 では、 r 応神 記」 に 次の 記事が あ 
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天 之 日 矛 (新羅 国王 子) 

1 11 多 遅 摩 母 呂須玖 I 多 遅摩斐 泥— 多 遅 摩 比 那良岐 

前津見 (多 遅摩ノ 俣尾ノ 女) 


一麻 毛理 


厂清 日子 

酢 鹿 之 諸 男 


—— 葛 城 之 高額 比 売 命— 息 長 带比売 命 

(神 功 皇后) 


-菅竈 由 良 度 美 


当 摩 之 S. 斐 


r 是に天 之 日 矛、 其の 妻の 遁げ しこと を 聞 

きて、 乃ち 追 ひ 渡り 来て 難 波に 到らむ とせ 

し 間、 其の 渡の 神、 塞へ て 入れ ざり き。 故、 

更に 還りて 多 遅 摩 国に 泊て き。 即ち 其の 国 

^  また を  まへ つ 

一 に 留まりて、 多 遅 摩の 俣 尾の 女、 名 は前津 

, 見を娶 して、 生める 子、 多 遅 摩 母呂須 玖。 

此の 子、 多 遅摩斐 泥。 此の 子、 多 遅 摩比那 

良岐。 此の 子、 多 遅 麻 毛理。 次に 多 遅 摩 比 

多訶。 次に 清 日子。 三 柱 此の 清 日子、 当 摩 

め ひ  すがの もろ を 

の啐 斐を娶 して、 生める 子、 酢 鹿 之 諸 男。 

次に 妹 菅竈上 由 良 度 美。 此の 四 字 は 音 を以ゐ よ。 故、 上に 云へ る 多 遅 摩 比 多訶、 其の 姪、 由 良 度 美を娶 して、 生 

める 子、 葛 城の 高額 比 売 命。 此は息 長 帯 比 売 命の 御祖 なり」 

この 『記紀』 の 文章 を 今 井 啓 一 の 作製した 系図で みる ことにする。 r 垂 仁紀」 によると 系図 I のように なり、 

「応神 記」 によると 系図 n のようになる。 これでみ ると 『書 紀』 では 天日 槍の 結婚 相手 は 太 耳 (または 前津 耳、 

前津 見) の 娘の 麻 多 烏で あるのに 対して、 『古事記』 では 俣 尾の 娘の 前津 見と なって、 親子が 逆にな つてい る。 

いずれにしても、 ここに 耳 を もつ 人物が 登場し、 天日 槍と 婚姻 関係 をむ すんで いる こと は 重要で ある。 

さきつ ひこの あるち 

『地名 辞書』 によると、 『和名 抄』 にいう 養父 郡の 糸井郷 にある 『延喜 式』 の 佐 伎 都 比 古 阿 流 知命 神社 二 座と い 

うの は、 前津耳 夫妻の 廟 である。 『姓氏 録』 に 糸 井 造 は 三 宅 連と 同祖で 新羅 国人 天日 槍 之 後な りと ある。 この ほ 

か、 豊岡 市に 属する 旧 城 崎郡奈 佐郷宮 井に ある 式 内 社の 耳 井 神社 も 前津耳 族を祀 ると 思われる と 今 井 啓 一 は その 


著 『天日 槍』 で 推断し、 地名の 宮井は 耳 井の 転訛であろう としてい る。 この 宮 井の 条里遺 跡から は、 近年 畦の 土 

どめの 杭が 十一 一本 出て きた。 

この 糸 井 造が 但 馬から 大和に 移った 痕跡 は 奈良県 磯城 郡の 三 宅 町の 中に まつられ ている 糸 井 神社に みる ことが 

あむち  4-1 

できる。 三 宅と いう 地名 も 天日 槍の 子孫の 三 宅 連と 縁 由が あると 思われる。」 二 宅の 東が 夸地 である。 それ は前津 

耳 夫妻 を まつる 佐 伎 都 比 古 阿 流 知命 神社の 阿 流 知と おなじ 意味と 思われる。 

糸 井 造の 名から は、 『筑前 国 風土記』 に 登場す る 次の 話 を 思い出さずに はいられない。 むかし 仲哀 天皇が クマ 

ソ 征討の ために 筑紫 にやって きたと きに、 土 県 主の 祖の 五十 跡 手が、 船の 舳にサ カキを 立てて、 その 枝に 勾玉 

や 鏡 や 剣 を かけて 下 関の 彦 島まで 出迎えた。 仲哀 天皇が その 名 を 聞く と 「私 は 高麗 国の 意呂 山に 天から 降って き 

た 天の 日 矛の 末裔の 五十 跡 手です」 と 答えた という もので、 五十 跡 手と いうの はお そらく 巫女で あつたと 想定 さ 

れる。 ここにい う 高麗と いうの は 新羅の あやまりで 意呂 山と いうの は 後の 蔚 山であろう と 『地名 辞書』 はいう 

筑前糸 島 郡 怡土村 大字 高祖 (現在 前 原 町) にある 高 磯 神社 は、 怡土県 主の 祖で、 天日 槍の 妻の 姫 許 曾の 神 を まつる 

とされて いるから、 これ は 前記の 揷話 とも 関係が あるに ちがいない。 

. また 但馬 国の 糸 井 造 もまた、 糸 島 半島と は 無縁で はない。 天日 槍 はまず 糸 島 半島に 上陸して、 そこから 日本 列 

渡 島 を 東に 移動した と考えられる。 ここにお いて、 出発点の 糸 島 半島と 終 着 点の 但 馬と はつな がる ことにな つたわ 

« けで ある。 

天 では 前津見 または 前 津耳を どう 考えれば よいので あろう か。 彼 はまた 太 耳と も 記されて いる。 出 雲の 神 統譜に 

I 出て くるず ips- は、 須佐之 男 五代の 孫で 天 之 冬 衣 命 (天 之葺根 命) の 親に あたり、 『書 紀』 に は 太 耳と 記されて 

9 いる。 『肥 前 国 風土記』 の大 耳と も 考え あわせて みると、 先史 古代の 日本に はこうした 表現が あった ことが 推測 

I される。 かっての 族長 は 大きな 耳輪 を 下げて 身体の 装飾と していた。 その 習俗が なくなった あとで も、 耳と いう 
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名で 貴人 や 豪族 や 營長を 呼ぶ ようにな つたが、 それ はたんなる 尊称で はなく、 その 背後に は 海 を 越えて 渡来した 

人び との はるかな 記憶が こめられて いたにち がいない。 

スサ ノォが 婚姻した のが 須賀之 八 耳の 娘で あり、 日子 坐 王 の 殺した 人間が 玖賀 耳で あるが、 これら もまた 明 

ら かに 土着の 酋長 または 豪族で あつたと 思われる。 太 耳 (前津 耳) もまた 同然であろう。 しかも 須賀之 八 耳 や 玖 

賀耳 とおなじように、 太 耳 も 鉱山に 関与した 人物と 考えられ るので ある。 佐 伎 都 比 古 阿 流 知命 神社の ある 旧 糸 井 

郷の 北方に は 朝日 金山が あり、 また 床 之 尾 山が ある。 床 之 尾 山 は鉄鈷 山と 呼ばれて、 天日 槍が 円 山川の 川口の 瀬 

戸 を 開く ときに 使用した 道具 を 作 つ たと こ ろと いう 伝承が ある。 

太 耳 を そのよう に 規定 づける の は ほかに も 理由が ある。 『記紀』 に は鍛人 天つ 津ぎ羅 とか、 や 慰！! 船 1^ ぎが バ, と あ 

り、 「物 部 造 等祖、 天津 麻 良」 とあって、 物 部 氏の 一族に マラ、 マウ ラ という 名が 多い ことが 西 田 長男に よって 

指摘され ている。 それに 対して、 筑 紫と 伊勢の Si 心 部 氏 は 天 目 一箇 神を祖 としてい る。 このように、 鍛冶 技術者の 

奉 斎す る 神が、 物 部 氏 や 忌 部 氏な どの 神と みなされ たの は、 土橋 寛 氏が 指摘す るよう に、 鍛冶 技術者が それぞれ 

大 氏族の 配下に 属した ことの 反映と 考えられる (『古代 歌謡と 儀礼の 研究』)。 

『播磨 国 風土記』 に は 伊頭 志 君 麻 良 比の 名前が 出て くる。 これ は但 馬の 出 石に 麻 良 比と いう 鍛冶 技術者が いて、 

物 部 氏の 配下に 組み入れられ ていたと 考えて よかろう。 出 石と 密接な 関係 を もつ 者に 麻羅 (麻 良 比) が あると す 

れば、 そこに は 物 部 氏が 関与して いた ことが 推察され る。 『播磨 国 風土記』 に は、 但馬国 三 宅 (豊岡 市 三 宅) から 

の 移住者が 揖保 郡新宮 町に やって きて、 そこ を 越 部の 里と いったと いうが、 一方で は 『新撰 姓氏 録』 に 「踰 部の 

大炊。 天 之 三 穂 命 八 世の 孫、 意富 麻羅の 後な り」 と ある ことから、 但 馬の 三 宅 氏と 意富 麻羅 とのつな がりが 暗示 

されて いる。 三 宅 連と 糸 井 造と は 天日 槍の 後と いわれて いるから、 糸 井 造 は マラ を 名乗る 人び とと も 無縁で はな 

かった はずで あり、 したがって 太 耳と 物 部 氏に 配属され る 鍛冶 技術者との 間に も 当然の こと、 関係が あると 考え 
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られ る。  . 

系図に 頻出す るスカ • 力 マ • ヌ 力の 由来 

天日 槍と 太 耳の 娘との 間の 裔 孫の 名前に も 金属 精鍊に 関連の ある 語が ちりばめられ ている。 系図 をみ て 眼に つ 

くの は、 多 遅 摩 母呂" t^/ ハか (但馬 諸 助)、 清 日子 (清 彦)、 酢 鹿 之 諸 男、 菅竈由 良 度 美な ど スク、 スカ、 スガ という 

名が 多い ことで ある。 これ は 何 を 意味す るので あろう か。 ス 力が 洲処に 由来す る 語で あり、 そこが 砂鉄の とれる 

ところで ある こと は播 磨の 須賀 沢の 説明のと ころで 触れた。 

つぎに 菅き由 良 度 美の £ が 問題と なる。 これ はいう まで もな く 力 マドで 熔鉱炉 を 意味しょう。 天日 槍 七 世の 孫 

の 菅竈由 良 度 美 を まつる k ハ可麻 神社の 鎮座す る菅 浜に は 朝鮮 風の 洗濯の 習俗が のこって いたと いわれて いる。 力 

マド のこと を 西 国で は クドと 呼ぶ が、 出 石 町の 西の 日 高 町に ある 久斗兵 主神 社 や、 美 方 郡の 浜 坂 町の 南に あって 

たたらの 製鉄で 知られる 久斗山 も、 この 製鉄 用の 炉を あらわして いると 思われる。 大和の 平 群 郡に ある 久度 神お 

の クドも 力 マドに 由来す るか も 知れぬ と 伴 信 友 は 『蕃神 考』 で 述べて いる。 この 久度 神社 は 山城の 平野 神社から 

臺しヒ という 説が ある。 平野 神社に は久度 神の ほかに 古 開 神が まつられ ている。 この 古 開 神 はじつ は 古 閑 の 誤 

りで あると は、 さきに 述べた。 そうだと すれば マラの 名 を もつ 神、 すなわち 鍛冶の 神と いう ことになる。 『播磨 

国 風土記』 に は、 の 里の 神 尾 山で 出 雲の 御蔭の 大 神が 通行人 を さえぎった とき、 天津 彦根 命の 裔と 称する 氣 

^ulik ずと々 をつ かわした と ある。 久等々 は久 斗と おなじで 竈の 意味であろう。 では 額 田 部 も 鍛冶 を 職業と する 

氏族な のであろう か。 天日 槍の 系図に、 菅竈由 良 度 美の 子の 葛 城 之 高額 比 売と ある、 その 額が 問題に なって くる 

では M と は 一 体 どのような 意味 を もつ もの か、 諸氏の 意見 を 左に 掲げる ことにする 

『新撰 姓 に は、 徹^ぎ, Is^.i 天津 彦 根の 子の 明 立 天 御影 命 (天 目 一箇 命と 同一 神) の 後であって、 允恭 


2 天皇の 御世に 薩摩 国に つかわされて 隼 人 を 平げ たが、 復奏の 日に 馬 を 一匹 献上した。 その 馬に は の 毛が 額 

I、 にあった ので、 天皇 はこれ を よろこんで 額 田 部の 姓 をた まわった と、 額 田 部 湯 坐 連の 来歴 を 述べて いる。 

g 吉野裕 氏 は 額 田 は土処 田で、 産 鉄 場 を 指す と 考えて いる。 そうして 前記の 額 田 部に ついての 伝承で、 馬の 額に 

I 町 形の 廻 毛が あつたと いう 箇所に 注目して、 それ は マチ 形に 区画され た 製鉄 炉を 意味 するとい つてい る。 吉野氏 

0 の 指摘す るよう に、 たしかに タ タラ 場に は マチと いう 用語が 使用され ている。 たとえば、 炭 町と か 小金 町と いう 

ように。 吉野氏 は マチの 証拠に 『播磨 国 風土記』 に 出て くる 讃容の 町 田 を あげてい る (『風土記 世界と 鉄 王 神話』)。 

そこ は 佐 用 都 比 売 神社の 西側に ある 神 田の 古称であろう と言われ ている。 その 神 田の ある 長 尾と いう 部落に よ、 

かんば  こ - こ 

神 場 神社が あって 天 目 一箇 命 を まつる。 長 尾に はたたら 跡が あって 鉄 滓が 出る。 おなじ 佐 用 町の 仁 方と いう 部落 

にも 神 場 神社が あり、 ここに は 金 山彦 神 を まつって いる。 この 仁 方から は、 かって 和 島 誠 一が 日本で もっとも 古 

いたたら 跡と 呼んだ ものが 発見され ている。 私の 考えで は、 この 仁 方—  二 カタと いう 地名 は、 もともと 額 田と お 

なじであった はずで あり、 額 田 部が そこにい たこと を 暗示して いる。 

ところで、 若 尾 五雄 氏 は 吉野裕 氏と ちがった 見解 を もっている。 『綜合 日本 民俗 語彙』 に、 長野県 北 安曇 郡で 

馬の 額に 巻の ある もの を 二 コと 呼んで 嫌う 風が みられる、 と ある 記事 を 重視して、 若 尾 氏はヌ 力と 二 コ とが 関連 

の ある 語と みなして いる。 街道な どの 細かく 白い 土埃 を 二 コ とか ニコ ボコ リと 呼ぶ 奈良県 宇陀 郡の ような ところ 

も ある。 このよう にして、 ヌカは ニコと 呼ぶ こまかい 泥の ような もの、 米の ヌカ のように 微細な もの を 指す 語で 

あり、 そこから 額 田と いう 氏族の 名 も 生まれた とする。 更に 若 尾 氏はヌ 力が もと 砂鉄 を 意味す る もので はな かつ 

たかと 問題 を 提起して いる。 氏の ヒントと なった の は、 鳥取県 日 野 郡 日 南 町の 糠庄に 産す る 砂鉄 を 印賀の 砂鉄に 

まぜる と 優秀品が できる という 故老の 話であった。 この 糠庄 というと ころ はまった くの 山村で、 米の とれる とこ 

ろで はない と 若 尾 氏 はいう。 


このほか、 松 岡静雄 は、 額 田 は" 土 i にして、 铸 物の 型 を 作る 部 民であって、 天 抜 戸と おなじで あると 言って お 

り、 二 カタが ヌ カタ、 ヌ カトと 変化した と 考える (「 播磨 風土記 物語」 『古語 辞典』)。 

香 取 秀真は 「全文に 現れた る 铸師の 本質」 (『考古学 雑誌』 二十 七 巻 一号) の 中で、 松 岡 説に 賛成して いる。 

天 抜 戸と いうの は 『日本書紀』 に 「鏡 作の 遠祖 天 抜 戸が 児 石 凝 戸辺が 作れる 八^ 鏡」 と 出て くる。 天 抜 戸 は 天 

糠 戸と も 記されて いる。 

大野 晋氏は 「記紀 成立 以前の こと」 (『文学』 一九 六 七 年 七月 号) の 中で 次のように 論じて いる。 

「天 抜 戸 は アマ ノヌカ トと訓 むべき 文字で あるから、 天 糠 戸 もまた、 アマ ノヌ カトと 訓み慣 わして 来て いる。 

神の 名 は 神話の 中で は、 神の 役割と 直結して いる ことが 少なくない ものであるが、 しかし、 アマ ノヌ カトと S 

鏡 作 部の 遠祖で あると いう 以外に、 如何なる 意味で あるか 明らかで はない。 天 糠 戸の 糠と いう 字 は、 ヌ 力と 訓 

むが、 そ，^ よ ァラヌ 力の 意で あり、 古く はァラ とも 訓んだ (『類聚 名義 抄法』 下 三 二)。 従って、 天 糠 戸 は、 アマ 

ノア ラトと も 調んだ はずで ある。 戸 は 奈良時代に はト甲 類^の 音で、 砥石の 砥^と 一致す るから、 ァ ラト は 粗 

砥の 意であろう。 アマ ノア ラトが 『天の 粗砥』 の 意で あると すれば、 それが、 鏡 作 部の 遠祖の 名で ある こと は、 

. 神 名の 命名法と して 極めて 自然で ある。 してみ ると 『鏡 作 部の 遠祖、 天 糠 戸』 と ある 場合、 書き手 は アマ ノア 

I ラトの 積り であった と 見るべき であろう。 しかし、 奈良時代 以前に 『天 糠 戸』 の 糠をァ ラと訓 まず、 誤って ヌ 

槍 力と 訓んだ 人が いた。 天 糠 戸 を アマ ノヌ カトと 調んで は、 その 神の 役割と 命名と が 結びつかなくなる ことに 気 

天 づ かず、 その 人 は 天 糠 戸 を 『Kif 尸ト』 と 翻字した。 書紀の 第三の 一 書の 系統の 本文 は、 その 『天 抜 戸』 を 継^ 

i したので ある。 右の 場合 は 一字が 二つの 訓を 持つ 結果、 全く 本来 的に は 関係の 無い 神 名が 一 つ 誕生し、 逆に そ 

3 れが 本来の 由来 正しい 神の 名の 訓み方 を 長らく 埋没 させて いたと 見られる ので ある」  j 

巧 こ はにたい して 森秀人 氏な、 糠 戸は銬 造の ための 糠 型の こと だと 考え、 「青銅の ような 銅 合金の 铸 造の 鋅 型に、 
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石 型 や 粘土 焼 型 や 砂 型の ほかに 米糠で 作 つ た 糠 型の ある こと は、 すこしで も 铸造を や つ たり その 研究 をした 者な 

ら 自明の ことと して 熟知して いる」 (「青銅器 論争」 雑誌 『古代 文化』 一九 七 五 年 爽秋号 所収) として 大野 説に 反駁し 

ている。 

このように ヌカ という 語 はさま ざまな 解釈が 可能で ある。 若 尾 五雄 氏 は ヌカは ニコと おなじで、 こまかい 微粒 

子の ことと 考えて いる。 吉野裕 氏の 説 は 産 鉄 場。 森 秀人氏 は 糠 型の こと だと 主張す る。 松岡静 雄と 香 取秀真 は、 

ヌ カタ、 ヌカト の 本来の 意味 を 土 型 (二 カタ. ヌ カタ) に 求める。 松 岡 説 を 受けて、 林 田 洋子氏 は 「額 田 王の 塑 

像」 (『国 学院 雑誌』 七十 一巻 九 号) の 中で 次のように 論じて いる。 

「糠 戸、 額 田 を 土 型 I 铸 物の 型と すれば、 それ は 鏡に 縁 ある 語と して 頗る 深い 意味 を 持つ。 禁裏 御用 御 鏡 司で 

ある 京都の 鏡師青 家に 伝えられた 『御 鏡 仕 用之控 書』 に は 『鏡 土 形』 の 語が みえる が、 その 『註記』 に 『土 形 

は 土 型と かくべし。 茶の湯 釜 鉄瓶、 鏡の 如き 惣型銬 物の 小物に は 何れも 雌の 土台と なるべき 焼 締めた る 土 型の 

煉瓦の 如き を 用意して 置く』 と ある。 土 型 を どのように 呼んだ かこ こで は 不明で あるが、 鏡の 型に 用いる 土 を 

うわ まね、 した まねと 呼び、 『註記』 では 上 真 土. 下 真 土と 当てて いるから、 二  ：不. ヌ など は 土の 通 音で あ 

つたこと が しられる」 

この 林 田 氏の 説 は 聞くべき ところが 多い。 林 田 氏 は 森、 松 岡、 香 取の 諸氏と おなじく ヌカ という 語に 鋅 造の 際 

の铸 型の 意味 を 付与して いる。 とすれば、 大野 氏の ように 粗砥に こだわる 必要 はまった くないの だ。 アマ ノヌカ 

トと 読んで 悪い どころ か、 むしろ ヌカト と 読まなくて はならない。 そうでなくて は、 金属 精鍊の 職業に 従事す る 

額 田 部と いう 氏族の 名の 由来 も 正しく 理解で きない ことになる。 机上で 物 を 考える 学者の 陥る 弊害が 大野 説に あ 

ら われて いる。 

額 田 部 湯 坐 連が 天 目 一 箇 神の 末裔で あると おなじく、 葦田 首 も 天 目 一 箇 神の 後裔で ある。 荒 田 直 は 高 魂 命 五世 
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の 孫で ある 劍根 命の 後で ある。 このように、 菅田、 額 田、 葦田、 荒 田な どの 氏族 は、 語尾に 田 をつ けて しるが 

それよ あとでつ けた もので、 ヌカ、 スカ、 ァシ、 ァラ という 語に 銅 や 鉄 あるいは その 精練の 意味が こめられ てい 

ると 私 は 見る。 また、 天 目 一箇 神が 麻の 葉で 目 をつ いて 片目に なった という 伝承が あり、 一方 『鉄山 秘書』 に 金 

屋子 神が 麻に 足 を とられて 倒れた という 話が ある ことから、 アサ もまた、 金属 精鍊に 関連す ると 私 は 見る。 

拡散す る 足跡 11 渡来 伝承に 混入す る 諸 系譜 

私 はこれ まで 天日 槍の 系図に ちりばめられた、 スガ、 スカ、 力 マ (ド )、 ヌカ など、 鍛冶の ために 必要な お 

鉄 や 熔鉱炉 や 铸型を あらわす 語 をみ てきた。 そういえば 息 長 帯 比 売の ォキ ナガ も ふい ごから 送られる 風の こと を 

指す と 解釈す る 向き も ある。 しかし こうした ことと はまった く 別の 方向から この 系図 を 分析す る こと も 可能で あ 

る 0 

それ を 次に みて みょう。 「天日 槍の 伝承 をめ ぐる 二、 三の 問題」 (『兵 庫 史学』 第五 七 号) の 中で 奥 田 尚 氏 はいう。 

天日 槍の 系図の 中で 出て くる Jis 敲^ £ 冗 というの は その 祖母で ある 当 摩 啐斐と 関連して いる。 力 ヅラキ タカ ヌ 

カとタギマはともに大和国獻^.郡の郷名に 「高額」 「当 麻」 と ある ものに あたり、 しかも 両郷は 隣接して いる。 

では 葛 城 高額 比 売の 母に あたる スガカ マ ュ ラドミ について はどう 考えられる であろう か。 スガに 注目して 『書 

紀』 から 人名 を さがして みると、 用 明 天皇 (五八 六， - 五八 八) の 娘に スガテ ヒメが いる。 スガテ ヒメ は 『書 紀』 の 

ほかに も 『古事記』 や 『上宮 聖徳 法王 帝 説』 にも その 名が 見られる が、 いずれも 当 麻 氏の 系列に 出自を もつ こと 

が 明記され ている。 その 系列に 「ス ガ」 の 名 を 負う ものが ある こと は 重大で ある。 それ は 天日 槍の 系図に みられ 

るよう に 当 摩咩斐 から スガカ マ ユラ ドミが 出て いるのと 一致す る こと を 奥 田 氏 は 指摘す る。 当 摩 晬斐、 菅竈由 良 

度 美、 葛 城 高額 比 売 も当耗 氏の 造作で ある。 また、 清彦が 神宝の 保管 者であった こと は 『書 紀』 に 述べて いるが- 


青銅の 神の 足跡 156 


当 麻 氏に は 当 麻 倉 首の 名が みえる から、 清彦 とその 故事 は 当 麻 氏の 造作した ものであろう。 天武 帝の 死去のと き 

当 麻智徳 はしの び ごと をた てまつつ た。 そのし のび ごと は 皇室の 系譜 を 述べた ので あるが、 こうした 役割 を果し 

た 当 麻 氏が 当 摩咩斐 から 葛 城 高額 比 売までの 系譜 を 皇統譜と 結合させる こと は 充分な 可能性 を 持って いると、 奥 

田 氏 はいう。 

更に 田 道 間 守 は 三 宅 連の 始祖と されて いる。 三 宅 連 石 床 は 壬 申の 乱で 天武帝 側に ついた。 三 宅 連 はもと 三宅吉 

土であった ものが、 その 功に より 三 宅 連と なった ものである。 三 宅 吉士の 姓の 吉士は 新羅の 官位 十四 等に あたり、 

日本に 渡来した のち も 外交に 従事す る 氏族の 姓で ある。 そして 三 宅 吉士は 難 波 吉士と 同族で、 難 波吉士 のうち、 

ミヤ ケを 掌って いた ものが 分離 独立して、 三 宅 吉士を 名乗った と考えられる。 

難 波 吉士の 先祖 は 五十 狭 茅宿禰 (伊佐 比 宿禰) である。 ところが ィサチ ノス クネ、 ィサヒ ノス クネ は、 神功皇 

后に 反乱し 殺された 武将で ある。 そこで 難 波 吉士は 歴史的 汚名から のがれる ため 自分の 先祖 を あらたに 創作す る 

必要が あった。 『新撰 姓氏 録』 に は大彦 命の 末と されて いるの は そのため である。 また 難 波 吉士の 分流で ある 三 

宅吉士 では 天日 槍と 自分の 系譜 を むすびつける ことによって、 反乱者の 子孫と いうい まわしい 伝承から ぬけ 出し 

たので ある。 その 理由 は 吉士が 新羅 官位で ある ことから して、 新羅 王子と 伝えられる 天日 槍と むすびつけ たもの 

であろうと 奥 田 氏 は 推測す る。 一方、 三 宅 連の 祖が タジマ モリで あると いうの は 天日 槍 伝承と おのずから 別の 伝 

説に もとず くと 奥 田 氏 は 考えて いるよう である。 

「以上の ように 天日 槍 伝承 は その 原形の 主要部 分 を 難 波 吉士、 三 宅 吉士に 負い、 当初 は 反乱 伝承 を かなり 組 込 

ん だものであった ろうと 推測され る。 それが 天皇 中心の 古事記. 日本書紀に 編纂され る や、 反乱 部分 は 消去 さ 

れ、 さらに 天皇の 後 を 追い 殉死す る 田 道 間 守の 話さえ 付加し、 生彩 を 失った 物語と なって しまう ので ある」 

この 奥 田 氏の 所説 はき わめて 新鮮で かつ 明快で ある。 この 説に したがう と、 天日 槍が 淀川 を さかのぼつ たとい 
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うこと もちが つた 意味 をお びて くる。 摂津の 三 島 郡に は 岸 部と いう 地名が ある。 これ は吉志 部と も 書き、 吉士 部、 

すなわち 難 波 吉士の 縁 由の 土地で ある。 『地名 辞書』 によると、 難 波吉士  (吉師 ) の 本拠 は住吉 で、 この 地 は そ 

の別邑 だろうと いう。 また 岸 部の 北 を 三 宅 村と いい、 もと 三 宅荘と 称した ともいうが、 この 地 は 三 宅 連の 故里で 

あると 『地名 辞書』 は 述べて いる。 こうして みると 天日 槍に まつわる 故事 は、 難 波吉師 部なら びに 三 宅 連が この 

淀川の 下流に 蟠踞して いたと いう 事実の 反映に ほかなら ない 気がして くる。 姫 島に 天日 槍の 妻の 比 売 許 曾 神社 力 

あるの だから、 一方的に 断定す る こと はで きないが、 天日 槍 伝承に はさま ざまな 歴史的 事実と 伝説が 流入して 錯 

雑して い ると 考える ベ きであろう。 

そうすると 天日 槍の 系譜 は 正確に は、 天日 槍が 太 耳の 娘の 麻 多 烏と 結婚して 但馬諸 助 を 生んだ という あたりで 

とどまり、 すくなくとも 清彦 (清 日子) から あと はちがつた 伝承 系譜が 挿入され、 接 木され たと 見るべき である。 

では 天日 倉の 系図に ちりばめられた スカ、 力 マ、 ヌカ、 ォキ ナガな どの 用語 は 無意味で あるかと いえば、 かな 

らず しもそう はお もえない。 たとえば 「用 明紀」 の スガテ ヒメから スガカ マ ユラ ドミが 作られた としても 慮の 

名 を 加えた ことに は それなりの 意味が ある。 また スガテ ヒメの スガに 触発され たと しても、 但馬諸 助、 ス ガヒコ 

のように スガの 名 を 頻りに もちいる の は、 スカ という 語にたい する 執着が あるから である。 ォキ ナガ タラ シ ヒメ 

を もってくる ために、 その 母で ある 葛 城 高額 比 売 を もち 出した とも 考えられる。 まえに も 述べた ように ォキ ナガ 

よ フィゴ の氣を 意味す ると 見られて いる。 天日 槍が 近 江 国で しばらく 住んだ という 吾名邑 に比定 される 阿那郷 は、 

おきなが たらし ひひろ ぬかの すめら みこと  つ Iti  ,  ，-  - ヽォ TT 

のち 息 長 村と 呼ばれ、 息 長 一族の 本拠であった。 舒明 天皇 は 息 長足 日 広 額 天皇と いった 額と， >  う 字 力 その 名 

にみ える。 舒明 天皇の 祖母の 広 姬の墓 は 息 長 村に ある。 こうした ことから もヌ 力と いう 字が 息 長 一族の 間で 重視 

されて いた ことが 推察され る。 それ はいう まで もな くヌ 力が 金属 精鍊の 用語 だからで ある。 

天日 槍の 近 江に 関する 記述に は、 
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う ぢ が は さかのぼ  きたのかた  あ なの むら  また  に-。、： 

「天日 滄、 蒐道 河より 泝 りて， 北 近 江 国の 吾 名邑に 入りて 暫く 住む。 復更近 江より 若 狭 国 を 経て、 西 gtsi- 国 

- I ,  ,  -  ころ  ここ  かがみの むら はさま すゑび と  つか： V ひと 

に りて 則ち 住 処を定 む。 是を 以て、 近 江 国の 鏡 村の 谷の 陶人 は、 天日 槍の 従 人な り」 

と 『日本書紀』 にある。 この 記事に 見られる 吾名邑 は、 蒲 生 郡の 苗 村に ある 長寸 神社の 付近 だとす る 考え を 

『地名 辞書』 はとって いる。 苗 村の 西 は 鏡 山に 接して いる。 その 鏡 山の 東の ふもとの 鏡 谷 は 天日 槍の 従 人た ちが 

住んで いたと ころと されて いる。 鏡 山の 地 はもと 須恵 村、 つまり 陶 人の 居住地 を 暗示す る 村の 大字で もあった。 

ここに はい まも 鏡 神社が あって、 昔の 縁 由 をった えてい る。 そうして この 近くの 野洲 郡野洲 町の 小康 原から、 二 

度に わたって 大量の 銅鐸の 出土が 見られた こと は 有名で ある。 また この 近くの 三 上 山の ふもとに は、 御上 神せ が 

ある。 祭神 は 天 之 御影 命で あるが、 それ は 天 目 一箇 命と 同 神で あると し、 日本の 鍛冶の 祖 神と 称せられ ている。 

この 天 之 御影 命の 娘 は 息 長 水 依 比 売で あるから、 息 長 氏と も 関係が ある こと は 疑えない。 

また 現在の 草津 市に 属する 旧 栗 太 郡の 穴 村に は、 安羅 神社が あって、 「天日 槍 命 暫住之 聖蹟」 という 標 柱が 立 

つてい るが、 これ は ァラと アナと が 通じる ところから、 ァラを 朝鮮 古代の 国名と 見立てて、 それと 天日 槍と をむ 

すび つけた もので は あるまい か。 

むしろ 私の 関心 は、 銅鐸の 出土した 草津 市の 志那 町に 伊吹 神が まつられ ている ことに 集中す る。 すなわち 草津 

市志那 町の 吉 田の、 もと 伊吹の 里と よばれた 場所に 鎮座す る三大 神社 は、 天 智四年 (六 六 五) に 創始され たと 伝え 

られ るが、 そこに 伊吹 神 を まつって いる。 また 志那 町志那 の志那 神社に は、 本殿で はなく 社務所に 伊吹 神社が ま 

つって ある。 おなじように 志那 町中 村の 総社 神社 も 伊吹 神 を まつる。 この あたりが 伊吹の 里と よばれた というの 

は 伊福部 氏と 関連が あるから か、 また 伊吹山の 神と いう だけの もので あつたか は 判然と しないが、 志那 町で は 

東 厨 を イブ ゥ という。 「今日は イブ ゥゃ」 といえば、 今日は 東風が つよい という 意味で ある。 そこで 栗 太 郡の 穴 

村と いうの も その 東風 を 利用して 铸物を 業と した 人び とが 住んで いたの かも 知れぬ。 
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これまで 見た ように 天日 槍の 系譜 や 伝承に はさま ざまの 他 氏族の ものが 影 を 落して いる。 天日 槍が 宽道、 河 を さ 

かの， まった というの は、 淀川 を さかのぼった ことに ほかならぬが、 淀川の 下流に は 難 波 吉師部 や 三 宅 連の 拠点が 

ある。 近 江の 吾 名邑に 住んだ というの は、 息 長 一族の こと をぬ きに はでき ない。 北 近 江から 但 馬に かけて は、 兵 

主神 社の 分布で も 分かる ように、 物 部 氏 一族と 密接な つながり を もっている。 では 天日 槍の 存在 自体 は 抹殺され 

て も かまわな いか。 私 はそう は 考えない。 天日 槍 伝承が 『播磨 国 風土記』 や 『筑前 国 風土記』 の 中に ひんぱんに 

出て くると いうの は、 『古事記』 や 『書 紀』 の 影響とば かり 言い切る こと は むずかし い。 筑前 ゃ播磨 地方に は 天 

日愴 伝承が あつたに 相違ない。 鍛冶 技術 を もった 人が 朝鮮半島から やって きたと いう こと は 誰も 否定で きない 事 

実で あるが、 その 事実 を 人格化した ものが 天日 槍であろう。 

しかし 但馬に 縁の ない まったくの 不特定の 集団 かとい えば そうで も あるまい。 『旧事 紀』 「天孫 本紀」 をみ ると、 

三世の孫に^ず^1^)^51^211命の名がみぇ、 九 世の 孫に 物 部 多 遅 麻 連の 名が みえる。 したがって、 天日 槍が 但 馬の 出 石 

に 居 を さだめる にあたって、 物 部 氏族と つながる 但 馬の 豪族の 太 耳の 娘と 婚姻した こと はあり 得る と 思う。 

伝承と 事実の はざまに 

『筑前 国 風土記』 に、 天日 槍 は 高麗の 意呂 山の あたりに 降りて きたと なって いる。 それが 新羅の 蔚山を さす こと 

はすで に 述べた が、 この 蔚 山に 昔から あった 達 川 鉄山 は、 弁 辰 諸国の 中で も、 もっとも 有名な 鉄山で あり、 とく 

に そこが 新羅の 首都の 慶 州に 近いと いう こと も あ つ て 重要視され たこと を、 文 曝 鉉氏は 指摘して いる (「辰 韓の 

鉄 産と 新羅の 強 盛」 雑誌 『韓』 第五 十七 号、 昭和 五十一 年)。 文 氏に よると、 達 川 鉄山 は 蔚州郡 農 所 面 達 川 里に 位置す 

る 巨大な 鉄鉱 地帯で あり、 そこ を 中心として、 四十 キロ 以内に 砂鉄が はこばれて 製鉄が おこなわれた。 その 地の 

，鉄よ 山々 の峯づ た、， に はこばれた。 達 川 鉄山の 近くの 山々 の ふもとに は、 何百と いう 熔鉱炉 や 鍛冶の あと、 さ 
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て は 無数の 鉄 滓が 見付かる という。 達 川の たたら 作業の 際に は、 牛の 皮で つくった 六 人から 十二 人が 踏む ふい ご 

が 使用され た。 達 川 鉄山 は 幾千 年 もの あいだ さかえた と 文 氏 はいう が、 天日 槍が 窟 山に 降りた という 意味よ、 お 

のず から 理解で きる ので ある。 

そうした 事実 を 背景に して 伝承が 作られて いる こと は 新羅の 第 四 代の 王の 脱 解のば あいに も あて は ま る。 『三 

国 遺事』 をみ ると、 脱 解 は 冶 匠すな わち 鍛冶屋の 家柄で あつたと 記されて い る。 『東国 輿地 勝覧』 に は、 慶 州の 

府東 五十 三 里の 八 助 浦から 砂鉄が 出る ことが 記されて いる。 そこ は 脱 解が 箱の 中に 入 つ て 流れつ いたと いう 伝説 

を もつ 阿 珍 浦と 近接して いる。 文 氏に よると、 慶州感 恩 浦 (八 助 浦) の 鉄山 は、 月 城 郡 陽 北面 只 杏里の 鉄鉱と し 

て 古来 有名で、 朝鮮 六大鉄 場の 一 つに かぞえられ てきた。 

「この 地 は 有名な 新羅の 関門であって、 脱 解が 東南に 位置す る 阿 珍 浦 (羅児 里) に 上陸し、 吐 含 山に 登って い 

つた 経路に あたる。 脱 解 族 はこの 地方の 鉄鉱 を 支配した 鍛冶 族であった らしく、 彼ら はこの 地の 豊富な 鉄と 漁 

塩の 富で 月 城 を 支配した ものであろう。 この 地 は 新羅の 関門で 交易の 要港で あり、 国防の 要衝と しても 重視 さ 

れた処 で、 辰韓 鉄の 立地 的 条件で は、 達 川と 伯仲す る ものと おもわれる」 

と 文 氏 は 強調して いる。 このように 脱 解の 伝承 は 歴史的な 事実 を ふまえて いる。 

古代 日本に 関係の ふかい ものに 慶尚南 道の 梁 山 郡勿禁 面の 砂鉄 鉱山が ある。 『日本書紀』 の 神 功 皇后 摂政 五 年 

かづら きの そつ ひこ  いた  たたらの つ  やど  さわらの さし  こ  とりこ ，CN  ； よ.？ ク さ 

に は 葛 城 襲津彦 が、 「新羅に 詣 りて、 蹈鞴 津に 次り て、 草 羅城を 抜きて 還る。 是の 時の 俘 人 等 は、 今の fis^. 佐 

ぴ  たかみ や おしぬ み  よつ むら あやひと  はじめの おや 

糜ニ咼 宮* 忍 海、 凡て 四の 邑の 漢人 等が 始祖な り」 という 記事が ある。 

この 文章の 中の 草羅 城と いうの が、 梁 山 古墳 群で 有名な 梁 山で ある。 『大系』 の 補註に は、 草羅は E 羅 とも 書 

くが、 朝鮮 国の サッ プ、 すなわち 農具の スキを 意味 するとい う。 この スキは 梁 山の 砂鉄 鉱山の 製鉄と は 無縁で は 

あるまい。 また 蹈鞴 津は慶 尚 南 道の 签 山の 南の 多大 浦と して 今日 海水浴で にぎわう ところ だが、 これ をタ タラと 


いう 製鉄 用の フィゴ の 名で 表現して いるの は 注目され る 

梁 山 (草 羅) から 連れて かえった 捕虜 を、 大和の 葛 城に 住まわせた とすると ころが、 桑原、 佐麼、 高宮、 忍 海 

の 地で ある。 このうち i 魔 は 梁 山 (草 羅=サ ップ) の 鉱山の 技術者 を つれて かえって 住まわせた ものであろう。 

また 忍 海に 主む 忍 海 漢人が 鍛冶 技術者と して 日本 古代に 活躍して きた こと は 知られて いる。 

くだらの ななつ さやの たち  こくな 

文 はまた、 『日本書紀』 の 神 功 皇后 摂政 五十二 年の 条に 記載され た、 百済 七 枝 刀の 鍛造 処 として 有名な 谷 W 

鉄山 を、 臨津江 あるいは 鉄 原と する 説 を 否定して、 忠州 鉄山に 比定 している。 この 説 は 窪 田蔵郎 氏が 『鉄の 考古 

学』 で 述べた 意見と 一致して いる。 忠 州は漢 江の 

上流に あり、 新羅と 百済の 中間に 位置す る。 はじ 

め 辰韓の 地で あつたが、 のち 百済が 占領して 開発 

した。 しかし ふたたび 新羅の 領有 地と なった とい 


『魏 志』 「東夷 伝」 の 中の 辰 韓の条 に は 「国 は 鉄 

を §5 だす。 韓、 錢、 倭 はみ なほし いま まに これ を 

取る。 諸々 の 市 買 はみ な 鉄 を もちう。 中国で 銭 を 

もちいる がごと し」 と ある。 これ をみ ると、 辰韓 

の 鉄 はき わめて 豊富であって、 朝鮮半島の 各地に 

供給され、 この 鉄 をめ ぐって、 韓、 猿、 倭の 諸国 

が あらそって 求めて いた ことが 分かる。 t 誠 は 新羅 

の 北に あり、 俊 は 朝鮮半島 南部に も 住んで いた こ 
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とが 『魏 志』 「東夷 伝」 によっても 明らかで あるが、 ここで 注目され るの は、 巿 場の 売買のと きに 鉄が 銭の よう 

に 通貨と して 使用され たという ことで ある。 それ はお そらく 鉄 塊 または 鉄！！ だった と 思われる。 

新羅に おとらず 金 海 地方 も 有名な 砂鉄の 産地であった。 金 海郡大 東面 酒 洞 里と 上 東面 一帯に 鉄鉱が ある。 この 

地方の 支配者の 首 露 族 は、 金 海の 鉄山 を 支配す る 鍛冶 族であった ようで ある。 彼ら は、 この 鉄山 を 開発し、 鉄器 

生産力に 因って 蓄積した 豊富な 財 富で も つて はやくから いわゆる 金 海 文化 を 開花 させ、 倭と いう 国名で 伽 揶の盟 

主として 登場して きたと、 文 氏 は 言う。 

金 廷鶴氏 は 『韓国の 考古学』 の 序説で、 さきの 「国 は 鉄 を 出 だす」 の 国 は 辰韓を 指した ものと 一般に 考えられ 

ている が、 むしろ 弁韓 のこと ではない かと 推測して いる。 

「楽 浪郡 (後に は 帯 方 郡と ともに) の 重要な 貿易品であった 鉄と、 日本に おける 大和 国家の 統一 の 原動力と な 

つたであろう 鉄材と 鉄器 は 弁韓の 地、 すなわち 加羅 から 供給され た 可能性が 強い。 故に 三 世紀 以降 五 世紀 頃 ま 

での 日本に おける 鉄 鍵お よび 鉄器の 輸入と 加羅 との 関係が 新しい 観点から 考察され ねばならない であろう」 

この 金廷鶴 氏の 提言 は 天日 槍 伝承が たんなる 説話で ない こと を 有力に 物語って いる。 しかし、 天日 槍 は、 辰韓 

または 弁 韓の鉄 だけ を 代表した 人物で はなく、 青銅の 製作 技術の 象徴で もあった。 というの も 『日本書紀』 に は 

次の ような 記事が あるから である。 

いしこり どめ  たくみ  あまの かぐや ま かね と  ひ ほこ  まなか  うつ はぎに は  あまの はぶき 

「石 凝姥を 以て 冶工と して、 天 香 山の 金 を 採りて、 日 矛 を 作らし む。 又 真 名 鹿の 皮 を 全 剝 ぎて、 天 羽 鞴に作 

これ も  つく まつ みかた  これ  まし ま ひの くまの かみ 

る。 此を 用て 造り 奉る 神 は、 是 即ち 紀伊 国に 所 坐す 日 前 神な り」 

これ をみ ると、 日 矛と いうの は 日 前 神社の 鏡と おなじく 銅製の ものであった ことが 推測され る。 『古語 拾遺』 

には鐸 をつ けた 矛と いう 表現が ある。 大和の 穴 師の兵 主神 社に は 日 矛 または 鈴 をつ けた 矛が 御 神体と して まつら 

れ ている。 多くの 人が 指摘す るよう に ァメノ ヒボコ という 名 は 中国 や 朝鮮 名に ふさわしくない 日本 名で ある。 こ 


うした ことから、 天日 矛 (天日 槍) という 人物 も、 そうした 青銅 製の 祭器 を 人格化した ものにす ぎない と 思われ 

る。 天日 槍 は 朝鮮半島の 新羅 や 伽椰の 豊富な 鉄の 生産 を ふまえた 技術者の 一群であった と共に、 また 青銅 技術の 

表象で も あ つ たと 考えられる。 


第二 部 古代 社会の 原像 を もとめて 
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垂仁 帝の 別名から 推論 可能な I 眼の 帝王 像 

、きょ やわけ のみこと  ぬて し わけの みこと い にしきの みこ - 

垂仁 帝の 皇子た ち は そろって ふしぎに 金属と 緣 由が ある。 息 速 別命 (池 速 別命). 鐸石 55- 命、 ョ十璦 敷 命 

ISiii みぞと、 四 皇子まで が 金属に 関係 を 有して いる。 これ はけつ して 偶然で は あるまい。 その 問題の 鍵 は垂仁 

帝 自身に あるので はないだ ろうか。 

. 垂仁帝 は 欺が 五、 十&茅 天皇と 称する。 この 活 目と は 何であろう か。 活 目と は 大和 国 高 市 郡の 来目郷 ではな 

いかと 『地名 辞書』 はいう。 『古事記』 や 『常 陸 国 風土記』 に は 伊久 米と 表記され ている ところから、 伊 を 発語 

とし、 久米 だけ を 考えれば よく、 白檀 村の 大字 久米 (現在 欞原 市) を そこに 比定 している。 かっての 来目郷 は、 つ 叩 

傍、 g、  などの 地 を あわせた ところだろう という。 軽の 地 ゃ牟佐 (現在の 欞原市 見 瀬 町) など は、 かっての 製 

鉄の 場所であった。 『大和 志 料』 を 見る と、 が& の 旧記に、 安康 天皇の 御宇、 牟佐村 主 青が 創祀 して 雷 公 を祀っ 

ている という 記事が ある。 牟狭 社が 生 雷神 を まつる とされて いるの は、 それが |淑 冶 神であった こと を 暗示して い 

る。 
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壬 申の 乱のと きに、 高 市 県 主の 許 梅に 身 狭 社に いる 生 雷神が かかって 託宣した ことが、 『日本書紀』 に 記され 

ている。 生 雷神が かかった 高 市 県 主 は 天津 彦根命 を 先祖と する。 天津 彦根 命の 子 は 天 目 一箇 神で あるから、 高 市 

県 主 は 鍛冶 神の 子孫と いう ことになる。 要するに 鍛冶 神の 生 雷神が、 鍛冶 氏族 高 市 県 主にと りついて 託宣 をし、 

大海 人皇 子の 味方と なって 軍隊 を 守護した というの が、 「壬 申紀」 の 文章の 意味で ある。 

『日本書紀』 に は垂仁 帝が 来 目に 行幸して、 高宮に 居る と あるから、 来 目の 地名が 活 目と むすびつけられ たと 考 

える のが 通説の よう だが、 『旧事 紀』 の 「天孫 本紀」 に は、 活目邑 の 名前が 出て くる。 この 説に したがって 活目 

を 地名と 考える とき、 想い 起す の は、 悪 七 兵衛景 清が 日向の 生 目に まつられて あると いう 事実で ある。 『地名 辞 

書』 によると、 その あたり は 宇佐 宮領 であって、 かって 宮崎庄 に 属して いた。 そこで 景清 というの はこの 庄田こ 

関係が ある 人で、 たまたま 名字が 悪 七兵衛 とおな じな ので、 平景 清と むすびつけられ たので あると 説明され てい 

る。 かりにそう であっても、 生 目と いう 地名と 盲目との 間に はなに がし かの 関連 はないで あろう か。 

景 清が 眼病の 神で あると いうの は、 目 を 活かす、 つまり 開眼させる 神で あつたと 解す るなら ば、 垂」 一 帝 (、舌 目 

入彦 五十 狭 茅 天皇) を 盲人と みなす こと は 不自然な 論断であろう か。 活目は 大きく 目 を 見開く ことで も あり、 そ 

れは 一眼 を 失して いるば あいが もっとも 特徴 的な かたちで ある。 入彦は 別と して、 五十 狭 茅と は 何 を 意味す るの 

であろう か。 「いさち る」 といえば、 激しく 泣く こと を 指す 古語で ある。 たとえば、 r 垂 仁紀」 こ， は 帝の 死 を 聞い 

いさ なげ 

て 「田 道 間 守 ここに、 泣ち 悲歎き て」 と ある。 この 「いさち る」 という 語に ついて、 高 畸正秀 よ、 泣き叫び 足 

ずり をす ると 理解し、 高 崎の 弟子の 尾 畑 喜 一 郎氏 は、 『古代 文学 序説』 の 中で 「いさち る」 を 一 本 足で と ぶと い 

う 動作にまで 発展 させて いく。 尾 畑 氏の もくろみ は 鍛冶 神が 一 本 足で あると いう 伝承と つなげよう とする ことで 

ある。 果してそう うまく いくか 分からない。 しかし 活 目入彦 五十 狭 茅と いう 名前が、 そうした 身体の 不具 または 

身体 的 動作に つながる こと は 一応 考慮に 入れて おいてよ いとおもう。 垂仁 天皇が 一眼であった とすれば、 その 皇 
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子た ちが 鍛冶に 関連が ある こと はい つそう 筋道が 立つ ことになるから である。 これ だけ 述べ て 次の 問題に すすみ 

たい。 

鉱山と 関わる 朝日 長者 伝説の 明白な 実例 

柳 田 国 男 は 「朝日 夕日 伝説」 に 触れて 次のように 言う。 

「長者 は 死ぬ る 前に 其 財宝 を 土中に 埋め 其 在処を 人に 隠し 謎の やうな 歌 を よんで 置いた。 朝日 さし 夕日 か乂ゃ 

く 木の本にと 云 ふ 歌 は殆と 何れの 国に も 無い 地方 は 無い 位で ある。 此 歌に 絆され て 無益の 土 掘 をした 人 も 沢山 

ある。 隠した 宝の 捜索 は 日本で も 外国で も 共に 近代 思想の 東雲であった」 (『柳 田 国 男 集』 第五 巻) 

そこで 私 も 「無益の 土 掘」 をす るので はない かとお それる の だが、 一 方で は 朝日 長者の 話が たんなる 伝承で あ 

つて、 土中の 宝と まったく 無縁で あるか どうか も、 疑って みたい ので ある。 それ は 次の ような 事実が あるからで 

ある。 

石 塚 尊 俊 氏の 「鉄と 民俗」 (森浩 一 編 『鉄』 所収) に は 『鉄山 秘書』 の 中の 次の 縁 由 を もつ 伝承が 紹介され ている。 

出 雲 国 能 義郡黒 田の 奥の 桂 木の 森に 金屋子 神が 白鷺に 乗って 飛来して いたと ころ を、 安倍 某なる 者が 発見し、 や 

むらげ  こ がね 

がて 神託に よって 長 田 兵 部 朝日 長者が 宮社を 建立した。 金 屋子神 はみ ずから 村 下と なり、 朝日 長者 は 炭と 粉 鉄と 

を あつめて 吹く と、 鉄の 涌く ことかぎ りなし 云々。 

この 伝承に ついては、 石 塚 氏 は 朝日 長者と いうの は 村 下と おなじで あると している。 そうして みれば、 朝日. お 

者 はたたら 炉の 指揮 をす る 棟梁であった 答で ある。 朝日 長者の 伝説 は 諸国に わた つ て 百 を こえる ほど あると いう 

から、 それ を そのまま 鍛冶に まつわる 伝説と 考える こと はでき ないか も 知れない が、 しかし ここにた たらと 結び 

つく 例が ある。 


青銅の 神の 足跡 I70 


朝日と しう 地名 は. 柳 田 国 男の 『地名の 研究』 にも 見られる。 柳 田 は、 越 前 大野 郡 下穴 馬 村の 大字 角 野 は莉山 

のために 起ったら しい 村で あるが、 角 野と 九 頭 龍 川 をへ だてて 対峙す る 大字 朝日と いう 地名 は、 朝日 をよ くう け 

ると いう 地形 上の 特徴から 生まれた こと は 疑いがない と言うが、 こ の 朝日 は あるいは 角 野の 銅山と 関係が あるの 

かも 分からない。 但 馬に は 出 石 町の 近くに 朝日 金山が ある。 床 之 尾 山の 西に 連なって、 慶長元 和の 頃から さかん 

に 稼 行が つづけられ ていたと いう。 伊勢に 朝 明 郡の 朝日 村 (現 三重 郡 朝日 町) が ある。 吉田東 伍に よると、 朝 明と 

ものの ベの めの むら じ 

朝日と は おなじ 意味で ある。 「雄 略紀」 に は、 物 部 目 連 が 伊勢 朝日 郎を 斬った という 手柄に よって、 猪 名 部 

、 

をた まわった ことが， されて いる。 物 部 目 連と、 目の 字が つく ことに 注意 を 払う 必要が ある。 吉田東 伍 は 「朝 明 

と 員弁 は はじめは 一 国であって、 朝日 郎の主 帯せ る 地で あらう」 と 推測して いる。 朝 明 郡の 朝日 村、 つまり 天武 

帝が 壬 申の 乱のと き 遥拝した 地点の すぐ 近くの 大矢 知から 銅鐸が 出土して いる。 また 朝日 郎が 防ぎ 戦った という 

伊賀の 青 墓 (現 上野 市 佐那具 町) の 近くから も 銅鐸が 出土して いる。 朝日 郎の 放つ 矢 はき わめて するどく 官軍 をな 

やました というが、 ここに も 朝日 郎 という 人名と 金属の 利器との つながりが かくされて いるよう に 思われて なら 

ない。 

柳 田 は 『一 目 小僧 その他』 に 収められた 「餅 白鳥に 化する 話」 の 中で 『豊薩 軍記』 に 「白鷺 は 朝日 長者の 福 神 

にて ありけ るが、 飛び去りた まひて 後 は 長者の 威光 次第に 減少した」 と ある 文章 を 引用して いる。 それ はさきに 

述べた 出 雲 国 黒 田の 金屋子 神の 伝承 を 思わせる。 伏 見の 稲荷 信仰に も 鳥との むすびつきが 語られて いるが、 この 

稲荷 はかならず しも 農民 信仰の 対象と されて いるので はない。 十一月 八日の ふい ご 祭 を もお こなって いる。 した 

が つ て 稲荷に は 鉄の 神と しての 性格 も ある こと は 見逃がし 得ない。 

ここで 興味が あるの は 尾 張の 西 春 日 井 郡に ある 朝日で ある。 そこ は 清 洲の東 隣り であるが、 秀吉は 自分の 夫人 

の 浅 野 氏の 母が そこの 出生で ある ことから、 朝日 どのと あがめた という。 秀吉は 元旦に 初日と 共に 生まれ、 幼名 


を日吉 丸、 長 じて 藤 吉郎と 称し、 また 猿 面 冠者と 呼ばれた というが、 そこに 朝日と 猿との むすびつき に加えて 

藤と か吉 とかいう 言葉が 出て くる ことが 注目され る。 それ は 言うまでもなく、 炭 焼 藤 太 または 金売吉 次の 説話と 

もつな がる。 

越後 三 島 郡 来迎 寺 村、 昔の 朝日 村 (現 三 島 郡 越路町 朝日) に 炭 焼の 権と いう 正直者が いた。 そこに 弥彦の 弥三郎 

婆が やって きた。 そうして 嫁 を 世話しょう という。 弥三郎 婆 は 大阪鴻 池 家の 娘 を さらって つれてき た。 その 娘 は 

権の 家に なった。 嫁 は 小判 を 出して 買物 を 頼んだ が、 夫の 権 は 小判 を 雁に 投げつ ける。 女房が あきれて いると、 

そんな もの はたく さん あると いう。 果して 黄金が たくさんあった。 権 長者の いた 沢 は 今 も 権が 沢と いって 残って 

いる (『風土記 日本』 東北 • 北陸 篇)。 

弥彦の 弥三郎 婆と いうの は、 弥彦の 鬼婆と いってお それられた 伝説 中の 人物で あるが、 弥彦 神社の 代々 の 鍛冶 

職の 家柄であった 黒津弥 三郎の 母と されて いる。 この 老婆 は 悪業の 限り をつ くした が、 ついに 弥三郎 が 狩 をして 

帚る 途を 待ち受け、 その 獲物 をう ばおうと して 逆に 片腕 を 切り落され たという。 そのの ち も 諸国 を 自由に 飛行し 

て 人 を 苦しめた が、 ついに は 典 海 大僧正に 説教 を 受けて、 前非 を 悔い、 名 も 妙 多羅 天女と たまわった という。 こ 

£ の 天女 を まつる 宝光院 は、 弥彦 神社の 背後の 森の 中に ある。 この 伝説 はもと より 作り話で あるが、 黒 津家は 江戸 

時代 以前に は 五十 を かぞえる 弥彦 神社の 社家の 中に 入って おり、 弥彦 神社の 公文書に も 出て いる。 

^ ところで 別の 伝承で は 弥彦大 神 は 越後の 開拓の ために 野 積の 浜に 上陸し、 その 北の 間 瀬の 賊をも 退治した とさ 

垂 れ ている。 間 瀬に は 間 瀬 銅山が あった。 

1- この 弥彦 神社の 神が 間 瀬の 賊を 退治した というの は、 これらの 銅の 産出と 無縁ではなかった ろうと 思われる。 

I それ はさきの 弥三郎 婆の 話が 炭 焼 伝説と むすびつき、 また 弥彦 神社の 社家の 一 つと 深く かかわって いるので も 知 

I られ る、； A、 さら こ弥彦 神が タラ や ウドな どで 目 をつ いて、 片目となり給ぅたとぃぅ伝承が根？^^くのこり 新 潟 は 小 


青銅の 神の 足跡 172 


一 帯に 分布して いる ことから も 裏付けられる。 

森 嘉兵衛 によると、 南部 や 秋 田地 方の 諸 金山で は 「千 福 山」 という 民謡が のこされ ている。 

千 福 山の なかの 沢で、 縞の 財布 を 見つけた、 見つけた。 

おっとり 上げて、 中 を 見 たれば、 黄金の 玉が 九つ、 九つ。 

一 つの 玉 をお 上に あげて、 八つの 長者よ と 呼ん、 まれた。 

呼ぶ も 呼んだ し、 呼ばれ もした し、 朝日の 長者よ と 呼ん ばれた。 

これ は 金山 を 発見して、 鉱産税 九分の 一 を 上納し、 朝日 長者と なった こと をた たえた 歌で あるが、 いま は 結婚 

式の 「御 祝」 としてうた われて いると いう (『風土記 日本』 東北. 北陸 篇)。 

これ を 見ても 朝日 長者の 伝説が 鉱山と かかわりあって いる ことが 分かる。 もとより 私 は 朝日 長者 もしくは 朝日 

夕日の 伝説 を ことごとく 鉱山と むすびつけよう とする もので はない。 しかした とえば 柳 田 国 男 監修の 『民俗学 辞 

典』 に 次のように 説明され ると き、 そのまま 肯定す る わけに もい かないの である。 

「かって 坪 井 正 五郎が、 この類 例 (引用 者 註— 朝日 夕日 伝説) を 蒐集した 際に も、 二十 余 府県 数十 讨 こ，， つたつ 

て この 口碑 を 自分の 郷土 だけの ものと 信ずる 人が あつたが、 今では さらに その 数 は 数倍に もな つてい る。 坪 

井 正 五郎 はこの 歌 章の 起原 を 以て、 古墳 築造 者の 労働歌で あつたかと 想像して いるが、 そうした 反定； _ ^ま 確立 

し 得られそう もない。 宝 を 埋めた という 伝説 は、 当然に 長者 譚の 一片で あり、 長者 栄華の 華やかな 空想 は、 ほ 

とん ど その 全部が 遊女の 文芸に よって 培われた ものである。 朝日 は 中世の 多くの 語り物に おいて 美女の 名で も 

あり、 また 長者の 名で もあった。 長者が 今一 人あって、 朝日 長者と 対立 すれば、 それ は 必ず 夕日 長者で ある。 
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朝日と 夕日と を 対句に した 綾 言葉 は、 けっして 中世 以降に 新たに 始まった もので はなく、 大昔 以来、 我我 日本 

人の 最も 懐かしく 思う 昔語り を、 装飾す るに 適した 日本語で あ つ たと 言 つてよ いの である」 

長ハ 引用に なった が、 朝日 長者 並びに 朝日 夕日 伝説に たいする 柳 田 国 男の 考えが 平明に 表明され ている。 柳 田 

はこ こで は、 古墳 築造 者 説と ともに 鉱山 または 鍛冶 技術者との 関連 をき れい さっぱりと 捨てて しまって いる。 し 

かし 私が これまで みた 少数の 例で は 柳 田の ように それ を 日本人の 情緒の 問題に 還元す る だけで はすまない もの を 

含んで いる こと は 明らかで ある。 

中 山 太郎編 『日本 民俗学 辞典』 は 朝日 夕日の 歌に ついて、 坪 井 正 五郎と おなじ 意見 をのべ ている。 すなわち、 

古く 貴族 や 豪族が 墓地 を 選定 するとき、 その 条件 は 朝日の 直 刺す 処、 夕日の 日照る 処 であった。 身分 ある 者の aw 

体ょ^3«こ.納め朱を以て詰め、 又は 棺を 漆で 塗る こと も あり、 更に 高価なる 玉 や 鏡 や 手沢 品な ど を 副 葬す るの を 習 

としたが、 朱 や 漆 は 古代に 於て は 殊に 高価であった 為に 宝と したので、 ここに 朝日 夕日の 歌が 作られる ようにな 

り、 それが 漆 千 杯、 朱 千 杯な どと 誇張され たので、 後に は 長者 伝説と 付会され る 迄に 発達し、 まれに は 伝説 を史 

実と 誤解して 発掘 を 試みる 者 さえ 出る にいた つたが、 要するに この 謎 歌の ともなう 場所 はおお むね 古墳に 外なら 

ぬので あると 中 山 太郎は 主張す る。 中 山 説と 柳 田 説 を 紹介した が、 これに あてはまらない 朝日 長者 伝説が 存在す 

る こと は 先刻 述べ たと おりで ある。 

小 野 氏と I 体の 猿 丸 もまた 金属に ゆか リを もつ 

柳 田 国 男の 「神 を 助けた 話」 に は 日光 r~sk の 話 を 次のように 伝えて いる。 昔、 有 宇 中将が 奥州に 下って 朝日 長 

者の 娘 を 妻と して、 その 間に 生んだ 子が 馬主で ある。 また 馬主が 成長して 侍女に 子 を 生ませた。 陸 奥 小 野に おん 

だので 小 野猿 麻呂 という。 この 猿 麻呂の 祖父母 は 死んで 二 荒の 神と なった。 二 荒の 神 は 上野 国の 赤 城の 神と 湖水 
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を あらそった。 二 荒の 神 は 自分の 孫の 猿 麻呂が 弓の 名手で ある こと を 教えられて、 加勢 を 頼みに 奥州の 熱 に 

いって、 狩 をして いる 猿 麻呂を ともなって 帰った。 そうして 二 荒の 神 は 蛇、 赤 城の 神 は ムカデ の 姿と なって たた 

か つたが、 猿 麻 呂はム カデの 左の 目に 矢 を 射て これ を 走らせた という 話で ある。 

猿 麻呂が 住んで いたと いう 熱 借 山 は 頼 朝が 奥州の 泰衡を 征伐した ときの 古戦場で 岩 代の 伊達 郡に あり、 陸 前と 

の 境 をな している。 柳 田 は 「二 荒 山の 歴史に は、 余程 この 戦役が 大きな 影響 を 与へ てゐ る」 と 言って いる。 ただ 

熱 借 山の すぐ 近くに ある 半田に は 銀山が ある こと を 注意して おこう。 これ はいつ 頃から 開かれ たかは 分からない 

が、 寛 文 年間 (一六 六 一- - 一六 七三) に 幕府 はこ こに 銀山 奉行 をお いた。 そして 佐 渡 金山、 但馬 銀山と 並んで 三大 

坑と 称せられ たという。  - 

この 二 荒の 神と 赤 城の 神の たたかいに 出て くる ムカデ と は 何 か。 秩父は 古代の 銅の 産地で あるが、 その 山に よ 

大きく 自然 銅 を 採掘した 跡が あり、 そして その 山の ふもとに ある 聖 神社に は 十五 キ 口 も あると いう 自然 锏が御 神 

体と して まつられ ている。 そこに は 自然 銅と 共に、 元 明 帝から 下賜され たという 銅製の ムカ デニ 匹が あった。 私 

は 見せて もらった が、 緑青が ふいて いて、 しっかりした デザインの ものである。 さて、 この 神社に は 次の ような 

碑文が ある。 

「元 明 天皇の 御代 慶雲四 年 武蔵国 秩父郡 黒 谷 村より 吾 固に て 始めて 自然 銅 を 発見し、 国司 を 通じて、 これ を 帝 

に 献上せ り。 帝 は 深く 喜ばれ 年号 を 和 銅と 改め、 和 銅 開 珍と 称する 通貨 を 発行し、 広く 臣下に 通用せ しめ、 又 

勅使 多 治 比 真人 三 宅 麻呂を 特に この 地へ 遣し、 自然 銅 を 以て 製した る 蜈蚣 一対 を 下賜せられ たり。 当 神社 はこ 

の 歴史的 由緒 ある 自然 銅 を 主神と して 祀り、 更に 金 山彦 命、 元 明 金 命 を 合祀し、 父母 社と 称して 蓑 山 十三 谷の 

総社と せし が、 後聖 神社と 改 むと 伝 へらる」 (梅 原猛 「羊 太夫の 伝説」 『塔』 所収) 

このように ムカデ が 鉱山と つながりが あると いうの はムカ デが毘 沙門 (多 聞 天) の 使いと されて いる ことに 由 
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来す ると 推察され るが、 若 尾 五雄 氏の ように、 ムカデ は 鉱脈 を あらわし、 小 野猿 麻 呂がム カデを 射た というの は、 

鉄を铸 たので はない かと 推論す る 向き も ある。 若 尾 氏の 「百足と 金工」 によると、 佐 渡 相 川に 百足 山が ある。 そ 

こに 小祠 があった が、 今 は 近くの 戸川 大明 神に 合祀され ている。 現地に は 戸川 藤 五郎と いう 人が いて 百足 山の 百 

足 を 射た という 伝承が ある。 彼 はまた 炭 焼 藤 五郎と も 呼ばれた らしい。 藤 五郎 井堰が 旧 金 沢 村の 鍛冶 沢の そばに 

ある。. 相 rr では 昔 は 金山 祭のと き 藁で こしらえた 大 百足の 飾り を もち 出した といわれる、 と 若 尾 氏 は 述べて いる。 

この 話から 思い出され るの は、 近 江の 三 上 山の 大ムカ デを俵 藤 太が 退治した という 説話で ある。 群馬県の 熱 田 郡 

(現勢 多 郡) 宮城 村に も 百足 山が あって、 そこに は 俵 藤 太の 話が まつわりついて いると いうが、 これら を 見ても、 

炭 焼 伝説と 鍛冶と 鉱山と ムカデ とが 一 連の 関係 を もつ ものと して、 浮び 上って くる 

柳 田 は 前記の 「神 を 助けた 話」 の 中で、 次のように 記して いる。 

「神様よ *| 麻呂に 仰せられた。 今より 此山は 汝に賜 はる。 山の 麓に 来て 住むべし。 我 子の 太郎神 出で たま はん 

まう しくち 

とき は、 汝 まさに 其 申 口と 為るべし」 

これによ つて 日光の 神主 は 小 野 氏が 代々 ついでき たという。 この 小 野猿 麻呂の 子孫 は、 天 和 年中 (一六 八 一.-^ 

二 六 八 四) に 仔細が あって 断絶した、 と 柳 田 は 註記して いるが、 ここで 注目され る 固有名詞 は、 「小 野」 と 「猿」 

である。 と 言えば、 誰し も、 近 江の 小 野 氏と 猿 女との 関係 を 思い出さずに はすまない。 これにつ いても すでに 柳 

田 国 男が 論じて いる。 

「只今 日で は 小 野の 猿 丸太 夫が 日光の 神様 を 助けた と 云 ふ 口，' マン スが 残って ゐ るが、 その 話 も 近 江から もつ 

て 来たの らしい。 

所で、 其 下野で は、 猿 丸太 夫の 苗字 を 小 野と 称して ゐる。 その 猿 丸太 夫の 子孫 は 今 も 尚 宇都 宮に あるが 小 野 

姓 を 名乗って ゐる。 そこで 此小野 氏と 猿 丸太 夫との 間に 何 か 関係が あるので はない かと 云 ふの が 私の 着眼点で 
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あった。 元来 猿 丸太 夫と 云 ふの は 何で あるかと 云 ふに、 丸と は 人間ら しく 聞え る 様に くっつけた だけの もので 

只 猿と 云 ふに 同じく、 太夫と 云 ふの は 朝廷に 仕へ てゐ たもの.." 事で あるから 猿 11 太夫 11 小 野 家と かう 考へ 

合せて 見る とそ こ に 何 かの 云 はれがなくて はならぬ。 

由来 小 野の 一 族 は 宗教に 関係 ある 一 族で あり、 その 大 元は 近 江 大津の 湖水の 西、 滋賀郡 小 野 村に 在る の だが、 

その 一族が 全国 各地の 神社に 関係 ある 小 野 族の 祖 である。 その 小 野 家が 猿 女 君 氏と 結合した ので ある。 (猿 女 

君 氏 は 天鈿女 命と 猿 田彦の 結婚に よって 生じた 子孫 だと 自ら 称して ゐる) 然るに 従来 縫 殿 寮の 管轄に 属する 朝 

廷の舞 女が あつたが、 その 舞 女 は 年々 猿 女 君 氏から 出した ものである。 そして その 猿 女 君 氏に は 近 江の 小 野に 

養 田が 附 けられて あった。 処が小 野 家と 猿 女 君 氏と が 結合して 以来、 その 舞 女 は 年々 小 野 家から 出す 様になつ 

た。 処が これ は 小 野 家が 小 野の 養 田 を 猿 女 君 氏から 奪 はん 為にした ものである。 如何にも 不都合 だから 舞 女 を 

猿 女 君 氏 以外から 出す 事 は 止めて ほしいと 云 ふ 願書 を、 京都なる 小 野の 一族から 提出した。 そして その 時の 格 

と 云 ふ ものが 今 も 尚 残って ゐる。 

そこで 此近 江の 小 野と 下野の それと 如何に 関係が あるかと 云 ふ 事になる ので あるが、 一 帯 近 江と 下野と は 昔 

から 種々 関係が 多い。 俵 藤 太 もさう であるし、 蒲 生氏郷 など も 新ら しい 処だ がさう である。 俵 藤 太の 子孫な ど 

は 常に 近 江と 下野との 間 を 往来して ゐた。 で 小 野 家 も 亦 此の 如く 近 江から 日光へ 行った もので あらう と 云 ふ 事 

が考 へらる \ ので ある。 即ち 俵 藤 太 秀郷は 小 野と 云 ふ 信仰的 一 家族 を 引きつれて 近 江より 下野に 移住した ので 

あらう。 然して 小 野 家 は 猿 女 君 氏と 結合した ので、 この 一族が 抑 も 今日の 猿 引の 元祖で あり、 その 猿 女 11 舞 

女 かう 云 ふ 関係から 猿 廻し の 儀式が 初った もので はなから うか。 然して 此 時代に 於て は 猿 引 は 勿論 一 の 宗教 的 

儀式で あつたと 云 ふ 事 は 初めに のべ た 通りで ある」 (「猿 廻し の 話」) 

長々 しい 引用に なった が、 柳 田の 文章と して はめず らしく 平明で あり、 小 野 氏と 猿 女と 俊 藤 太の 関係が よく 分 
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かる。 こうして みると、 竜神 を 助けて ムカデ を 退治した という 猿丸大 夫の 先祖の 話 は、 近 江の 小 野 氏、 猿 女 氏が 

伝えた もので あ つたこと は 明らかで ある。 

柳 田 国 男 監修の 『民俗学 辞典』 に は、 小 野 一族 は 全国に 移住して 歩いた 家す じで、 もとは 宗教家で あつたが、 

のちに は 遊芸の 徒 ともなつ たと 記され、 また 日光 二 荒 山で は 女体 山の 神 を 朝日と いう。 朝日 姫 は 神に ついて、 後 

こ 自ら も 神に 祀られ る 者で あり、 巫女の 中に 朝日の 名の 多かった ことが 知られて いる、 とも 述べて ある。 しかし、 

朝日と いう 地名が 鉱山に 関与す る ものの 多い こと は、 私の 指摘した ところで ある。 

鍛冶 族 • 小 野 氏 を 指し示す 朝日 伝説の もう I つの 暗示 

さて 橋 本 鉄 男 氏 は、 「木地 屋の小 野 神 信仰 序説」 (『どる めん』 二号 所収) の 中で 小 野 神 を 鍛冶 神で あると し、 猿 

丸 大夫は その 信仰 を 持ち歩いた シ ャ ー マ ンと 見なす ので ある。 近 江の 小 野郷は 現在 滋賀県 滋賀 郡志賀 町に 含まれ 

ている。 そこ はかって 和邇 村の 大字であった ことから も 分かる ように、 小 野 氏 は 和 邇部ゃ 春 日臣、 柿本臣 などと 

こめ もちつ きおお おのみ こと 

同祖で ある。 米餅搗 大使 主命の 後裔と 称し、 小野郷 にある 名 神 大社の 小 野 神社に は 同 神 を まつる。 

. ところで 米餅搗 大使 主命の 名称 は、 これまで 米の 粉 を 水で ねった 菜 を 指す と 思われて きた。 それに 対して 橋 本 

鉄 男 氏 は 『新撰 姓氏 録』 に 米餅搗 大使 主命 を 「鏨着 大使 主」 とも 記して いる ことから、 それ は 鉄鋼で 作った ノミ 

を 意味す るので はない かと 論じて いる (前掲 論文)。 その 証拠に、 志賀 町の 小 野 神社の 近くに タタ ラ谷ゃ 金 糞と い 

つた 小字 名が ある こと を 挙げてい る。 また 湖北の マ キノ 町で も、 古代の 鉄 穴 あとが 発見され、 おびただしい 鉄 滓 

が 散乱して いるが、 そこに も 小 野 神社 (現在 は 海 律の 天神 神社 境内) が ある こと を 指摘して いる。 「神武 紀」 に、 

八十 平 瓮をも つ て 水 無しに 飴 を 作る と あるが、 こ の 飴が ァ メ ではなくて 石 切ノミ である こと は 吉野裕 氏な ども 指 

摘して おり、 それ は 橋 本 氏 Q 推論と も 一致す る。 橋 本 氏 はかくして、 鏨着 大使 主 こそ 実は かな 山 掘りの 技術 を 伝 
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えた 鍛冶 祌、 あるいは それ を 司祭す る 鍛冶 シ ャ ー マ ン そのもの ではない かとい う 問題 を 提起して いる ひ 

橋 本 氏 はまた、 木地 屋の小 野 神 信仰 も、 木地 屋の 根元 地と いわれる 小 掠 谷へ はこばれ たもので はない かとい う。 

その 証拠に 「蛭 谷に のこる 『大岩 助 左衛門 日記』 という もの を 見ても、 木地 屋根 元 地で も、 中世、 付近の 君 力 畑 

銀山の 採掘と つねに 離れず 経歴し、 後世 も その 銀山に 立ち働いた 下 財の 村人 衆 入りが 行われ たこと を 記して い 

る」 と 氏 は 言う。 橋 本 氏 は 更に 「木地 屋 のなかの 諸 職」 (『日本 民俗学 講座 n』 所収) の 中で、 木地 屋 と金 屋の つ な 

がり を 述べて いる。 つまり 木地 屋は 時には 金屋 でも あり 得た とし、 木地 屋 プロ パ ー、 金屋 プロ パ ー として あるの 

ではなく、 いくつかの 職種が からみ 合い 複合しながら 未 分化に 存在す る 状態に ついて 言及して いる。 この 橋 本 氏 

の 指摘 は 重要であって、 私 もまた 古代、 中世に おいて は、 現代に 考えられる ように、 それぞれの 職業が 単一 であ 

り 得た 例 は 少な か つたので はない かと 思 つてい る。 

さて、 小 野の 一族と 金属 精 鍊とを むすびつけ るもう 一 つの 手がかり となると 思われる の は、 信 州の 上 伊那 郡の 

北 小 野に ある 小 野 神社に 鉄鐸 がの こされて いると いう 事実で ある。 同 神社に は 柿 本人 麻 呂像も 所蔵され ている。 

こ の 小 野 神社 は 小 野 氏と 同族の 柿本臣 とも 関係が あ つ たと 思われる。 この 近くに は 信 州で は 数す くない サ ルタヒ 

コを まつる 三嶽 神社が あり、 現在の 宮司の 宇治橋 氏 は 小 野 神社と 三嶽 神社の 両社を かけもち している。 峠 一つへ 

だてた 塩 尻 市の 柴宮 から は 銅鐸が 出土して いる。 ところがお なじよう な 鉄鐸が 朝日 村の 西 洗 場の 五社 神社に もの 

こされて いる。 この 「朝日」 という 名に 注意したい。 

更に 日光 二 荒 山の頂き から 百 三十 一個の 鉄鐸が 出土した。 この 二 荒 山の 女体 山 を 朝日 山と 呼び、 その 社 人 は 猿 

丸大 夫の 子孫の 小 野源大 夫と いう こと を 考慮に 入れる と、 小 野 氏と 鉄鐸 とのつな がり を 無視す る こと はでき そう 

にない。 俵 藤 太が 大ム カデを 退治した 三 上 山の 神 は、 一説に は 白い 小 猿と も 言われて いるが、 小 野 氏お よび 田 原 

(俵) 氏と 猿との 関係 はきっても きれない ものが ある。 


小 野 神が 鍛冶 神であって、 猿 丸 大夫は その 鍛冶の 信仰 を もち 歩いた シ ャ ー マ ン ではな： > かとい う 橋 本 鉄 男 氏の 

説 を 一歩す すめる と、 小 野 氏 は 鉱脈 水脈 を さがしながら 全国 を あるいた 氏族で、 そのために は ある 種の 託宣が 必 

要な ので 巫女 も 同伴した。 それが のちに は 伝承 を もちあるく 朝日と 呼ばれる 女た ちであった。 という ことから、 

朝日 長者の 伝説が 鉱山 やた たら 場の 話と からみあう ことにな つたと 推論で きる。 このよう にして みると、 信 州の 

小 野 神社に 所蔵され ている 鉄鐸も 日光 一 一 荒 山の 鉄鐸も 神が かりの 道具であった にちがいない。 長野県の 塩 尻 市の 

柴宮も こ の 小 野 神社 の 小 野 氏と 関連が あると 田 中 巽 氏 は 考えて いるよう である。 

高 崎正秀 よ-近 江に は 日 吉山ゃ 日 野、 朝日 山な どの 地名に みられる 太陽 信仰が あると いい、 朝日と 猿との むすび 

つき を 強調して いる。 また 小 野 氏と 猿 女 氏の 関係 は 切っても 切れない。 さらにい えば、 猿が 馬を駄 するとい う 民 

間 云 承 もっけ 加える ことができる かも 知れない。 小 野 氏の 同族で ある 柿 本 氏と 猿との 関係 もき わめて 古くから 生 

じていた と 私 は 思う。 柿本猨 なる 人物の 名 はとう ぜん その 関係 を ふまえて いる はずで ある。 このよう にして、 猿 

と 朝日、 猿 女と 小 野、 猿と 馬との むすびつきが 複合して 日光 山の 縁起 はでき あがった とみる ことができる。 朝日 

長者、 馬主、 小 野猿 麻呂 という 固有名詞 は それで 解決され る。 

£  . では 朝日 長者と 結婚した 有 宇 中将と いう 人物 は 何者か。 これにつ いて 高 崎 は、 有 宇 はもと 在 生で あり、 それが 

皇 在 原に 転じた の だと 解釈す る。 つまり 在 原の 古い 発音 は 在 原 (在 生) であり、 それ をァ リウ =有 宇と 訛った ので 

の  はら ふ 

« あろうと いう 説で ある。 奈良県の 地名に 精通して いる 池 田 末 則 氏から 聞いた ところでは、 むかし は 原 は 生と 呼ん 

垂 だそう である。 これからしても 高 崎 説 は 実証され る。 高 崎 は 『物語 文学 序説』 に 収められた 「伊勢 物語の 成立」 

^ という 論文の 中で、 もと 有 宇 中将の 伝説が 東国に 流布され ていて、 それが 『伊勢 物語』 にも 影響 を 与えた の だと 

9 推論して いる。 

I この 有 宇が 在 15^ と 関連 するとみ た 高 晴説は 卓見で あると 思う。 在 原 業 平 や 阿保 親王の 縁 由の 地で ある 摂津 T 卢屋- 
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大和 添 上 郡 佐 保、 おなじく 大和 山辺 郡 石 上の 穴 穂宮。 それと 垂仁 帝の 皇子、 息 速 別命の 縁 由の 地で ある 伊賀 阿保 

(穴 太) が 折 重なる。 つまり 阿保— 穴 太 (穴 穂) —在 原— 在 生— 有 宇と いうつな がりが ここに 見出される。 . 

垂仁 帝の 皇子 • 息 速 別の 故 地と 銅鐸 

ここでもう 一度、 柳 田 国 男の 『一目 小僧 その他』 から 片目の 問題 を 拾い あげてみ よう。 福 島 市から 西の 山、 信 

つち ゆ  とり わた 

夫の 土 湯 村の 太子 堂に は、 太子 御 自作と 称する 本尊が あつたが、 それ は 片目の 木像であった。 この 像 はもと 鳥渡 

村の 松 塚に 安置せられ ていたが、 のちに 自ら 飛行して 土 湯 村の 沢の 間に かくれて いた。 一人の 獬夫 がそれ を 発見 

して、 これ を 背負い 高原の 平地に 移した が、 その 際に 獵 夫が 大角 豆の つるに 蹴つ まずき 倒れ、 胡麻の 稈で 尊像の 

眼 をつ き 傷つけ たという 伝承が まつわりつ いている。 この 鳥渡に 朝日 館と いう 地名が あって、 奥州 朝日の 長者の 

有 宇 中将と 縁 由が あるかの ように 『地名 辞書』 は 記して いる。 この こと を 念頭に おいて 柳 田が あげてい る 伝説 を 

次に みる ことにする。 

「下野 芳賀郡 南 高 岡の 鹿 島 神社 社 伝に、 垂仁 天皇 第 九の 皇子 池 速 別、 東国に 下って 病の ために 一目 を 損じた ま 

ひ、 これによ つて 都に 還る こと を 得ず、 この 地に 留まって 若 田と いふ。 十八 代の 孫 若 田 高 麿、 鹿 島の 神に 禱っ 

て 一 子 を 得たり。 後に 勝 道 上人と なる 云々」 

林羅 山の 『本朝 神社 考』 の 日光 山の 条に、 日光 山の 開基 は 勝 道 上人で 姓 は 若 田 氏、 下野の 芳賀 郡の 人で あると 

記して ある。 勝 道 上人の 生まれた 仏性 寺の ある 南 高 岡 (真 岡 市) に は 前記の 鹿 島 神社が ある。 日光 山の 開基の 勝 道 

上人の 先祖が、 池 速 別 皇子で あり、 その 皇子 は 一眼 を 喪失して いたと いうの は、 まことに 興味 ある 事柄で ある。 

すなわち 日光の 二 荒 山 は 朝日 嶽 とも 呼ばれ、 日光の 神 を まつる の は、 猿丸大 夫の 子孫と 自称す る 小 野 氏で あるか 

ら、 朝日 長者— 小 野猿 麻呂 (猿 丸大 夫) —小 野 一族と いう 物語の 線 を 引く ことができ るが、 そこに 片目の 神と い 
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う あらたな 要素が 加わって くる。 片目 を 傷つけ た 神の 伝承が ことごとく 鍛冶 神に 関係 あると いう こと は 私 力く り 

かえし 論証して きたと ころで ある。 とすれば 日光の 神 もまた 鍛冶と は 無縁ではなかった。 

池 速 別 皇子 は 『姓氏 録』 によると Mii 命と 記される。 すなわち 「阿保 朝臣」 は 「垂仁 天皇 皇子 息 速 別命の 後 

なり。 息 速 別命 幼弱の 時、 天皇、 皇子の ために、 宮室 を 伊賀 国 阿保 村に 築き、 もって 封邑 となす。 子孫 因って こ 

れに 家す。 允恭 天皇の 御代、 居 地の 名 を 以て、 阿保 君の 姓 を 賜 ふ」 と 説明され ている。 

そ e は ともかく として、 伊賀の 阿保 は、 現在の 上野 市の 青 墓の あたりまで ひろがつ ていたと 考えられる。 とい 

うの も、 『続 日本 紀』 の延暦 三年 (七 八 四) に 「武蔵 介 従 五位 上 建 部 朝臣 人 上等 言 ふ。 臣 等の 始祖 息 速 別 皇子 伊お 

国 阿保 村に 就きて 居る 焉。 遠 明日 香 朝廷 (允恭) に逮 び、 皇子 四 世の 孫 須珍都 計 王に 詔し 地に より 阿保 君の 姓 を 

賜 ふ 云々」 という 記事が 見える。 ここにい う 須珍都 計 王の 名 は 伊賀の 周知 郷 および 柘植の あたりから 出た と 『地 

名辞 書』 は 言って いる。 とすれば 今日の 多賀郡 青山 町 (阿保) から 名 張 市 (周知) をへ て 阿山 郡 伊賀 町柘植 (都 

計) の あたりまで 阿保 君が いた ことが 推定され る。 それが 允恭 帝の 頃と されて いる。 須珍は 古代 朝鮮の 人名で 須智、 

叱智、 設智、 朱智、 臣智 などと も 記され、 『魏 志』 「東夷 伝」 の 中の 「韓 伝」 に 「各 長 帥 あり。 犬なる 者 自らの 名 

を臣智 となす」 と ある。 そこで この 須珍都 計 王なる 者 も 渡来人で あつたと 推定され る。 

ところで 「雄 略紀」 に は、 伊勢の 朝日 郎が 伊賀の 青 墓に 拠って たたかった 記事が のって いる。 この 青 墓の あた 

り もとう ぜん 阿保の 地に 含まれて いた。 朝日 郎の 放つ 矢 は 一 一重の 甲 をと おす ほどに するどかった と 記されて いる 

が、 それ は 石 上 穴穂宮 (安康 帝) の 穴 穂 矢 を 思い起させる。 伊賀の 阿保が 旧 穴 太で あると ころから、 伊賀の 青 墓 

で 戦った 朝日 郎の矢 も 穴 穂 矢であった という ことができよう。 それ を 証拠 だてる ように 『日本書紀』 は 雄 略 帝の 

十八 年に 朝日 郎の 記事 をのせ、 翌 十九 年に 「穴 穂 部 を 置く」 と ある。 そして 青 墓の すぐ 近くから も 銅鐸が 出土し 

ている。. 


青銅の 神の 足跡 i82 


さ ほ あな ほ ベ の わけの そ 

伊賀の 阿保 村に 深い かかわ りのある こ の 息 速 別命 は、 『古事記』 に は r 沙本穴 太 部 之別祖 なり」 と 分 註され て 

あな ほ 

いる。 この r 沙本」 は 大和で 「穴 太」 は 伊賀で ある。 『和名 抄』 にいう 伊賀 国 阿保 郷は 現在 は 三重県 名賀郡 青山 町 

あな ほ  そうの かみ 

であるが、 その 阿保 はもと 穴 太で あると 『地名 辞書』 は 言う。 大和 国 添 上 郡の 阿保 山 (現在 は奈良 市に ふくまれる) 

について 『地名 辞書』 は 次のように 説明 を 加えて いる。 

「阿保 は あるいは 穴 太に 作る。 もと 伊賀 国の 地名な り。 沙 本すな はち 佐 保 なれば 彼 国より ここに 移れる 阿保 氏 

ありて 阿保 山の 号 は 出で たるな り」 

この 阿保 山に は 不退 寺が あって、 その 土地 は 平 城 天皇の 皇子 阿保 親王に かかわり を もち、 その後で ある 在 原 氏 

の 名 をと り 在 原 寺と も 称して いる。  ノ 

ところが 天理 市に も 在 原 寺が あった こと を 『山辺 郡 誌』 は 伝えて いる。 その 寺 は 阿保 親王の 開基と 伝えられて 

いる。 乾 健 治 氏の 教示に よると、 在 原 寺 は 東の 平 尾 山に あった ものが 移された といわれ ており、 在 原 寺 はさら に 

、，- その かみ ハ ちゃし ろ 

明治 初年に 在 原 神社と 改まった。 現在 は 稲荷 社が ある。 『地名 辞書』 はこの 平 尾の 地に 石 上 市 神社が あった こと 

を 伝えて いる。 また 履 中 帝の 皇子で 雄 略 帝に 殺された 押 磐 皇子の 宮址が あり、 さらに 押 磐 皇子の 子どもの 仁 賢 帝 

が 皇居と したと ころと もされて いる。 乾 氏の 話に よると、 天 保 年間に 代官の 許可 を 得て、 この 付近の まわり 三尺 

位 ある 木 を 七 百 本 切 つたこと が 記録され ている という。 それ は 木 を 植えて 保存した 宮址 だった 証拠 かも 分からな 

いと 乾 氏 は 言う。 

ところで この 在 原 神社の 境内の 東が わから 銅鐸 一 一個が 出土して いる。 大和 国の 添 上 郡の 佐保邑 に ある 在 原 寺 

(不退 寺) と 山辺 郡の 在 原 寺と が どのような 関係に あるか 私 は 分からな いが、 この 双方と もに 伊賀の 阿保 (穴 太) 

とか かわり を もつ 土地で ある こと は 疑えない。 そして 伊賀の 阿保から は 銅鐸が 出土して いる。 この こと を 思い あ 

わせる と 両者に 共通な 沙本 (佐 保) と 穴 太 (穴 穂) の 性格が 浮び 上って くる。 すなわち、 息 速 別命 を祖 とする 沙 


芦屋〜 伊賀 • 阿保 


本と 穴 太と はまた、 阿保の 名 を もつ 阿保 親王お よび その子の 在 原 業 平と もつな 

がりが あると 思われる ので ある。 

ここで 眼 を 摂津の 芦屋に むける と、 旧 武庫 郡 精 道 村 大字 打 出 (現在 芦 SHE) の 

阿保 親王の 墓と 称する 古墳の 濠から、 江戸時代に 銅 It が 発見され ている。 また 

在 原 業 平の 住居 址と 伝えられる 場所 も あるが、 そこ は 猿丸大 夫の 家で あ つ たと 

も 伝承され ている。 猿 丸の 墓と いわれる もの も声屋 川の 傍らに ある。 そして 

『摂陽 群談』 巻 三に は、 「摂津 武庫 郡 精 道 村 大字 打 出の 金津山 は、 往昔 阿保 親王 

が此 山に 金 瓦 一 万 枚 黄金 一 千 枚 を 埋め、 此里 飢饉に 及ぶ 時 之 を 掘り 取 つ て 救え 

と 言いの こした ので 金津と 称し、 今に 『朝日 さす 入日 かがやく この 下に、 金子 

千 枚 瓦 万 枚』 と 伝う」 という 意味の 記事が 見られる。 

このように、 阿保 親王、 在 原 業 平、 猿丸大 夫、 朝日 夕日の 伝説な どが 芦屋の 

打 出に 集中して いる。 しかも そこから 銅鐸が 出土 するとい うこと に 私 は 注目し 

ない わけに はいかない。 若 尾 五雄 氏の 報告で は 声 屋の猿 丸 社 (天神 社) の 近くに 

昔 は 眼病に 効く とい う 湧水が あつたと いう。 若 尾 氏 は ま た 金 沢 市 笠 舞 町 の 猿 丸 

社に も かって 湧水が あって、 眼病の 薬と され、 また その 湧水 を 利用して、 鍛冶 

師が 大刀 を 打った という 話が ある こと を 伝えて い る (『泉 州 情報』 昭和 四十 六 年)。 

これらから 思い起され るの は、 たたら 炉の村 下 や 鍛冶屋に 眼 をわず らう 者が 多 

かった という 事実で ある。 それが 猿 丸と いう 地名と 関連が ある こと は、 そこが 

鍛冶 師の 居住地で あ つたこと を 暗示して いるよう にも 思われる。 _ 
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いすれ にしても、 $,賀 の 阿保 (青山 町)、 大和の 天理 市 (在 原 寺の あると ころ)、 そして 摂津の 芦屋 (阿保 親王 

• 猿丸大 夫の 墓) に 銅鐸が 出土して いる ことに は 深い 仔細が あると 思，， つれる。 

備前 • 播磨 • 大和 11 鐸石 別の 末裔の 足跡 

垂仁 天皇の 皇子の なかには r 譯」 という 字 を 名前に もつ 皇子が ある。 if^ilr がそう である。 「鐸」 は 『古 

語 拾遺』 に サナキ と 読ませて いる。 そして 鉄鐸を 意味す ると 説明して あるが、 『古語 拾遺』 の 成立した 平安 期に 

は 銅鐸に ついての 記憶 はまった く 失われて いた。 サナキ と 呼ばれる 土地に 銅鐸が 出土して いる 例が 数 例 あると こ 

ろから みれば、 サ ナキ、 つまり r 鐸」 はもと もと 銅鐸 を 意味して いたにち がいない。 では この 鐸石 別命 は 銅鐸と 

は 関係が あるだろう か。 

前に も 触れた ように、 鐸石 別命の 末裔に 連なる とされる のが、 本姓 を 磐 梨 別 公と いった 和気 清麻呂 である。 そ 

して 和気 氏の 一族と 思わせる 名の 「別 部の 犬」 という 人物が、 播磨 国讃容 郡の 鹿 庭 山の 付近で 産出す る 砂鉄 を 発 

見して、 その子 孫た ちが 初めて 朝廷に たてまつ つたと 『播磨 国 風土記』 が 伝える こと もす でに 述べた。 和気 氏 も 

その 同族の 石 成 氏 も 金属の 精 鍊に縁 由 を もつ 氏族だった ので ある。 また 和気 氏の 本拠で ある 備前国 石生郷 から は 

銅鐸 も 出土して いる。 磐 梨 氏 (石 成 氏) が鐸石 別命の 末裔で あるから に は、 鐸石 別命 も 銅鐸と 無縁で あると は 田、〕 

われない。 

さて ここに、 興味 ある 事実が ある。 大和 国に も 山辺 郡 石 成郷が あると 『和名 抄』 が 伝えて いる こと だ。 これ は 

イシ ナリ とよ ませて いるが イワ ナシ から 転訛した ものであろう。 『地名 辞書』 に は 「今 山辺 村 大字 布留 及び 其 山 

中の 古名なる べし、 石 上 神宮の 石 成 神社 参考すべし。 備前国 磐 梨より 蛇の 麁正神 を此に 移した るに 因り、 其 名 出 

しならん。 f$ 之 波、 古言 相 同じ」 と ある。 
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ここに rS ちの is」 というの は スサノ ォが八 またの 大蛇 を 退治した ときの 剣の 名で ある。 「此は 今、 石 上に 在す」 

と 『日本書紀』 は 伝えて いるが、 一書の 三に、 「今 吉備の 神 部の 許に 在り」 とも ある ことから、 石 上 は 大和の 石 

上 神宮で なく、 延喜式 内 社の 備前国 赤 坂 郡に ある 石 上布 都 之 魂 神社で あると する 説が ある。 

現在 岡山県の 赤 磐 郡と 御津 郡の 境目に 石 上と いう 地名が あり、 そこに 布 都 之 魂 神社が ある。 どん 詰りの 山奥の 

部落の 頂上に ある 小さい 神社で、 私 も 訪れた ことがあ るが、 その あたり も、 もと 磐 梨 県に 含められ ていた はずで 

ある。 そこで 吉備の 神 部、 つまり 吉備の 神主と いわれる の は 岡山県の 石 上に ある 布 都 之 魂 神社の ことで あると 考 

えられる。 ここ はもと 平 岡庄と 呼ばれた 山 谷で ある。 この 谷 を 旭川の 支流に 沿ってお よそ 五 キロ 下る と、 伊出 山 

が あり、 その 北に 銅鉱 を 出す と 『地名 辞書』 は 伝えて いる。 

大和 国の 石成郷 は、 山辺 郡に ある こと は 分かって いるが、 その 地域 は 明らかで はない。 また 石 成 神社の あった 

こと は 『続 日本 紀』 や 『続 日本 後紀』 などに みえて いるが、 その 所在 は 確認で きない。 乾 健 治 氏の 教示に よると、 

有名な 石 上 神宮の あると ころから 更に 山奥に 入って、 桃 尾の 滝の 手前に ある 石 上 神社と 名乗る 小祠 が、 石 成 神社 

とみる ことができ そうだと いう。 つまり、 そこが 大和の 石 成郷の 鎮守ではなかった かとい う。 私 も そこ を 訪れて 

みたが、 石 上 神宮の 堂々 たる 境内と 比較 すれば、 まことに みすぼらしい 小祠 が、 流の 近くの 小川に 沿った.^ 一 〔卜 >> 

丘に ひ つ そりと 建って いる。 

さて、 そこに は 次の ような 伝承が ある。 

むかし、 出 雲 国の ひの 川に 住んで いた 八岐 大蛇 は 一 つの 身に 八つの 頭と 尾と を もっていた。 ス サノォ 命が これ 

を 八つに 切り落した。 大蛇 は 八つの 身に 八つの 頭が とりつき、 八つの 小 蛇と なって 天へ 昇り、 水雷 神と 化した。 

そして 天の むら 雲の 神剣に 従って 大和 国の 布留 川の 川上に ある 日の 谷に 臨幸し、 八大 竜王と なった。 今 そこ を 八 

つ 岩と いう。 天武 天皇の 時、 布 留に物 部邑智 という 神主が あった。 ある 夜 夢 をみ た。 八つの 竜が 八つの 頭 を 出し 
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て、 一 つの 神剣 を 守って 出 雲の 国から 八重雲に のって 光 を 放ちつつ 布留 山の 奥へ 飛んで きて 山の 中に 落ちた。 邑 

智は 夢に 教えられた 場所に くると、 一つの 岩 を 中心に して 神剣が 剌 して あり、 八つの 岩よ、 よじけ てい. こ。 

ここにい う 八つ 岩が 桃 尾の 滝の 近くの 国 見 山に あり、 祭祀の 跡 をし のばせる と 乾 氏 はいう。 

このよう にして、 備 前から 播 磨へ、 そして 大和へ と 鉄 や 銅の 精鍊に 従事した 人た ちの 移動の 足跡 をた どる こと 

がで きる。 そうして 天理 市の 石 上から 銅鐸が 二 個 出土して いるの は 意味 深い。 それ は 輝石 別命の 末裔が、 本国の 

和気 郷 (磐 梨) においても、 播 磨の 安 師 (須賀 沢) においても、 また 大和の 石 上に おいても 銅鐸の 製造と かから 

り あ つていた ので はない かと 推量させる 事実で ある。 鐸石別 皇子の 名 は そのこと を 告げて いるよう に 思われる。 

ィニ シキ、 木 厶ッヮ ケのニ 皇子と たたらとの 因縁 

さてもう 一人の 垂仁 帝の 皇子、 五十 瓊敷命 は、 どうであろう か。 『日本書紀』 に はこの 皇子 (『古事記』 には眺 

色 入日 子 命と 記す) が、 茅淳の 菟砥の 川上の 宮 にいて、 一千 口の 剣 を 作り、 石 上 神宮に おさめた という 記事が み 

える。 

「- 、1 ザ1;:1115-,!こ；^-  f,  ^ う との か はかみ のみや ま  つるぎ ち ぢ  なづ  かよ. 5- み 。とも 

「五十 瓊敷命 茅淳 の菟砥 川上 宮に 居し まして、 剣 一千 口 を 作る。 因りて 其の 劎を 名け て、 瓜 上部と 謂 ふ。 亦 

の 名 は 裸 伴 裸 伴、 此 をば 阿 箇播娜 我等 母と 云 ふ。 と 曰 ふ。 ^9 上 神 宮に 蔵む。 是の 後に、 五十 瓊敷 命に み II ほせて、 

石 上 神宮の 神宝 を 主 らしむ。 一 に 云 はく、 五十 瓊敷 皇子、 茅 淳の菟 砥の河 上に 居し ます。 II ^は 河 上 を 4<し て、 1< ず 

ペ 1 千 口 を 作らし む。 是の 時に、 ■ ベ. 靈 Is .  ml  •  ，，  •  s き Is .  i, .  i .  i.  .  £ 

部. 4^ せて 十 箇の品 部 もて、 五十 瓊敷 皇子に 賜 ふ。 其の 一千 口の 大刀 をば、 忍 坂邑に 蔵む" 然して 後に、 鋭 § より 移して、 

石 上 神宮に 蔵む。 是の 時に、 神、 乞して 言 はく、 『春 日臣の 族、 名 は 市 河 をして 治めし めよ』 とのた まふ。 因りて 市 河に 

み *」 とおよ  ものの ベのお び とら はじめの おや 

命 せて 治めし む。 是、 今の 物 部首が 始 祖 なり I 
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ここ こいう 市河臣 というの は、 柿 本 朝臣と 同祖で、 米餅搗 大使 主命の 後で ある ことから、 小野臣 とも 同祖で あ 

る ことが わかる。 この あたり は 和 邇臣の 本拠で もあった。 近 江の 和邇、 小 野の 族 人た ち は 大和から 移った とみな 

されて いる。  >  ； 

私が ここで 興味が あるの は 『書 紀』 が 川上 部 を またの 名 は 裸 伴と 呼んで いる ことで ある。 私 はこれ を 野 だた 

らの ふい ご を ふむ 男た ちが、 いつも 真つ ば だかで 仕事 をして いる さまと 考えて みたい ので ある。 後世に 属する が 

中国 山中で は、 幾人 もの 男た ちが 真つ ば だかに なって 次の ような 歌 をうたい ながら、 汗 まみれに なって 夜通した 

たら を 踏んだ と 田 淵 実 夫 氏 は 伝えて いる。 


昨夜 夜中に、 月輪 さまが 

さで こけて (つまずき 転んで) ョ ー 

あって あられん (世に もない) 大 やけど 

あしたの 夜 さから 雨 休み 

トコ ドッ コィ、 踏んだり 踏んだり 

向こう ソネ (山の背) から 鹿の かかが 

顔出して ョ ー 

あ つ てあら れん 目え くばせ 

はだか 男が お気に入り 

トコ ドッ コィ、 踏んだり 踏んだり 


青銅の 神の 足跡 i88 


こうした 歌の 背景と なって いるた たら 踏みの 男た ちが かっても いた。 もちろん、 たたらの 仕掛け は 小さかった 

ろうが、 その 労働 は 苦しく、 真っ裸と なって 肌 を 汗で ぬらしながら、 作業 をつ づけた と 思われる。 

また そこに 大穴 磯部の 名が 見える こと も 注意したい。 鉄山 を ほりく ずし 砂鉄 を 採る 者の 総監督 を 11  八ぎ とよん 

でい る。 この 言葉 は 今でも 残って いる。 穴 師とは 今の 鉄穴師 にあた る もので、 それらの 部 民が 大穴 磯部と 呼ばれ 

ていたの であろう。 

ところで 五十 瓊敷 命が 一千 口の 剣 をき たえた という 茅淳の 川上 宮は、 今の 泉南巿 であり、 『地名 辞書』 による 

と、 もとの 東 鳥取郷 あたりと いう。 鳥 取郷は 『和 泉 志』 に は 「自然 田 村に あり」 と ある。 そこに は、 is! の 鍛冶 谷 

が あると されて いる。 その 自然 田 村のと なりの 泉 南 市 岡 中から 明治 三十 六 年に 銅 鋒が 出土して いる こと ま 注目 さ 

れる。 

『古事記』 によると、 菟砥 川上 は 鳥 取の 河 上の 宮 となって い る。 「印 色 入日 子の 命 (五十 瓊敷 命) は、 ぎ g 池 を 作り、 

r そ fif 山 池 を 作り、 又 日 下の 高 津池を 作りた まひき。 又 りの 河 上宮に 坐して、 , ち刀壹 5= ふ 口り を 作らし め、 是れを 

石 上 神宮に 納め 奉り、 即ち 其の 宮に 坐して、 河 上部 を 定めた まひき」 と ある。 この 鳥 取 郷は鳥 取 部の いたと ころ 

であろう。 菟砥の 川上 宮の ある 和 泉 国 泉 南 郡の 鳥取鄉 (自然 田 村の あたり) と となりあわせて、 谷川の 地が ある。 

『地名 辞書』 をみ ると、 和 泉 国 泉 南 郡の 最 西南に ある 谷川と いう 地はタ ガワ または タナ ガワと 呼ばれる が、 『土 

佐 日記』 に 「ぬ ふし ま (淡路 沼 島) と 云 ふ 所 をす ぎて、 田 無 か はと 云 ふ 所 を わたる」 と 記された ところ だとい う。 今 

日で も淡路 から 深 日に 航路が ある。 その 深 日の 北が 「淡の 輪」 であるが、 淡の 輪 は 桁の 酒で あり、 谷川 は 桁 川で、 

つまり 桁 はこの 地方の 古名で あろうと 『地名 辞書』 はいう。 更に 「鳥 取 連の 祖天湯 河 桁 はこの 地の 人な りし か」 

とも 述べて いる。 『姓氏 録』 に 「和 泉 国の 鳥 取 は 天 湯 河 桁 命の 後な り」 と あるが、 谷川 (多奈 川) は 『和名 抄』 の 

鳥 取郷に ふくまれ ている。 ところが ユカ ヮタナ のいた という 鳥 取郷の 中に 「茅 淳の菟 砥り引 上宮」 もふく まヒ I て 
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いる。 

そうだと すれば、 垂仁 帝の 皇子 ホムッ ヮケに まつわる 故事 も 微妙な 色合い をお びて くる。 ホムッ ヮケは 大人に 

なっても 物 を 言わなかった が、 白鳥 を 見て はじめて 口 を 動かした。 そこで 垂仁帝 は ァメノ ユカ ヮタナ をつ かわし 

て 白鳥 を とらえさせた。 ユカ ヮタナ は 白鳥 を献 じた 功績に よって、 ほうび を もらい、 また 鳥 取 造と いう 姓 をた 

まわった。 そこで 鳥 取 部、 鳥 養 部、 誉津部 を 定めた と ある。 

ユカ ヮタナ の 住んで いた 鳥 取郷の 中に、 菟砥の 川上の 宮が あると すれば、 ユタ ヮタナ がそ こで 剣 を 作った 鍛冶 

集団と 関連して いる ことが 推測され ずに はす まなくなる。 折 口 信 夫 は ユカ ヮタナ の ユカ ヮは斎 河で、 川の 淵 や 池、 

湖な ど 水の 上に タナを 作って、 神の 嫁と なる 処女が 神のお とずれ を 待った。 それが ユカ ヮタ ナ、 また タナ にいる 

女が タナバ タツ ヒメで あると 言って いる。 これ は 通説と なった 解釈で あるが、 再検討 を 要する。 

『古事記』 によると、 ホムッ ヮケは 火の 中で 誕生した という 故事に あやかった 名で あると いう。 つまり 火 持 別 ま 

たは 火責 別で ある。 これ はたたら の炉の 中から 出生した という ことで はない か。 そうだと すれば、 鍛冶 氏族の 信 

奉す る 白鳥 を 見て、 はじめて 物 を 言うよう にな つ たという 解釈 もで きる。 

『鉄山 秘書』 に、 播 磨の 宍粟 郡の 千 種の 岩 鍋から、 金 屋子神 は 白鷺に 乗って 出 雲の 非 田に 移った と ある。 千 種 鋼 

の 名 を 天下に とどろかした ところから (岩 鍋 は 岩 野辺と いう 地名で 今 も 残って いる) 出 雲に 移った というの は、 

製鉄 技術が 播 磨の 千 種から 出 雲に 伝えられた 事実 を 物語る か、 あるいは 鍛冶 集団の 移動 を 示す ものと 考えられる。 

天 湯 河板挙 命が 白鳥 を 追い かけた の も、 そうした 痕跡 を 伝える 話と みられな いこと もない。 それにしても、 たた 

ら炉で 鉄 を 作る 大 鍛冶の 人た ちが 金屋子 神と して 白鳥 を 尊崇して いた こと はき わめて 注目され る。 

鳥 取郷は 河内の 中 河内 郡に も ある。 『和名 抄』 にいう 大 県 郡 鳥取郷 がそれ である。 そこ はかって 堅 下 村 大字〕： 

井田で、 鳥 取 氏の 祖先の 天 湯 河 板 挙命を まつる 天 湯 河 田 神社が ある。 明治時代まで 鳥 取 氏の 末裔が 社家と して 奉 
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仕して いたと. 堀 田 啓 一氏 は 『河内 考古学 散歩』 で 述べて いる。 この 高 井田に 大 鳥の 線 刻 を もつ 横穴が みられる。 

しかも このす ぐ 近くに 鐸比古 • 鐸比売 神社が あって、 その 神社の 周囲から 多 紐 細 文 鏡 や 銅 鋒が 出土して いる。 

出産 • 養育と 金属 精鍊の ダブル ィメ I ジ 

『古事記』 に は、 ホムッ ヮケが 出 雲の 大神を 拝んで 物 を 言うよう になった ので 鳥 取 部、 鳥 甘 部、 ホムッ ベ、 大湯 

坐、 若湯 坐 を 定めた という 記事が ある。 ホムッ ベの 設立 は 葦田 首 や 桑 名 首の ように 天 目 一箇 神を袓 神と する 殺 冶 

氏族、 あるいは 技術 集団と 関連 づけて 考える ことができる。 鳥 取 部 もまた そうで ある。 では、 大湯 坐、 若湯 坐よ 

どうした わけで 作られた のか。  ノ 

「湯」 が 金属の 溶解した 状態 を 意味す るから に は、 ただ 貴人の 赤ん坊に 湯 を 使わせる 婦人の 役職 をと りきめた と 

いう だけで は 不充分で ある。 やはり そこに はなに がし かの 別の 理由が ひそんで いると みなければ ならぬ。 私の 考 

え はこうで ある。 『日本書紀』 に ィザナ ミノ ミコト が 火 神 を 産んだ とき、 産道が 焼けて 死んだ と ある。 また 一書 

に、 火 神 を 産む とき、 熱の ためにな やんで 吐いた が、 その 吐いた ものが 金 山彦と なった と ある。 こうして みると、 

この ィザ ナミの 出産の 様子 は、 たたら 炉 から 溶けた 金属 をと り 出す ときの 光景と 似て いる。 たたら 炉の 炎の 色 を 

見る 穴 をホド 穴と いう。 また 鍛冶屋で も 炭 をく ベて カネ を 焼く ところ をホド (火 処) という。 火 神 を 産む ときに 

ィザ ナミが ホト (女 陰) を 焼いて 死んだ と 『古事記』 の 伝える の は、 これらと 関連が あるに ちがいない。 鍛冶屋 

の 妻 もしくは 母 は 安産の 手伝い をす る 産婆の 役割 を もっている。 こうして みれば、 たたら 炉 から 出る 溶けた 金属 

(「湯」) を 鍛える という 作業 は、 女胎 からと り 出した 子供 を 丈夫に 育てる ことと おなじで ある。 そこから 皇子 を 

養育す る こと を大湯 坐と か 若湯 坐と いう 名で 呼んだ の だと 私 はおもう。 

生まれて 間 もない 新生児の 健康 を 祈って、 金の ように 丈夫に 育って ほしいと いう 呪詞を 発する 義礼 は、 奄 美大 
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島で おこなわれる 習慣に 見る ことができる。 また 八重 山 諸島で は、 新生児 を 抱き かかえて 竹 富 島 を 見せる という 

産 育 習俗が ある。 これ は 竹 富 島が 八重 山 諸島で 火の 発祥の 島で、 そこから 各 島に 火が 配られた という 伝承と つな 

がりが あるので はない かと 私 は 推測して いる。 一 般に南 島で は カネと か 力 マと か 力 マ ド という 金属 や 火に 関わり 

の ある 名前 を つ ける 風習が ある。 

伊福部、 多 氏、 額 田 部な ど 鍛冶 氏族に 湯 人 や 湯 坐の 名が つけられて い る。 「雄 略紀」 に は 湯 人 廬城部 連 武彦の 

名が 見える。 廬城部 は 伊福部の ことで ある。 『常 陸 国 風土記』 に は、 茨城 郡の 湯 坐 連の 袓の筑 波 使 主の 名が 見え 

る。 その 父の 建 許 呂命は 『姓氏 録』 によると 多 氏と 同族で あり、 しかも 天 目 一箇 神の 苗裔で ある。 おなじように 

天 目 一 箇 神を祖 神と する 額 田 部 湯 坐 連が ある。 松 岡 静雄は 「額 田 部 湯 坐 • 湯 人廬城 部の 如き 民 部 は 宮中の 浴室 奉 

仕 者と 解す る こと は 困難で ある。 铸ェ部 民の 義 とすべき であろう」 と 『古語 辞典』 の 中で 言って いる。 

では、 なぜ 湯 坐 や 湯 人を責 人の 嬰児が 入浴 するとき に 奉仕す る 婦人の 意味に 解す るよう に 変化した か。 私の 考 

えに よると、 伊福部 や 額 田 部 は、 鍛冶 を 職業と して 火 を 扱って いた ことから、 宮廷の 内部の 奉仕者と して、 天皇 

や 皇族の 食 饌を煮 焚したり、 湯 を 用意す る 役目が 与えられた。 それ は 貴人の 子供が 銅 や 鉄の ようにつ よく 育つ こ 

との 願い を こめた ので はない かと 私に は 考えられる。 

湯 坐 や 湯 人と 関連 ある ものに 湯 沐邑が ある。 アジ スキ タカ ヒ コネの 鎮座す る 出 雲 国 仁 多 郡 三 沢から 西北 一 里の 

ところに、 仁 多 郡 三 処郷が あり、 そこ は 反 正 天皇の 御名 代、 蝮 部の 湯沐邑 であった。 しかし 湯沐邑 は天武 帝の 時 

代 以降に 漢の 高祖に ならって 制定され たものと 私 は 考えて いる。 もっとも 有名な の は、 壬 申の 乱の 舞台の 近く、 

美 濃 安八 郡の 湯沐邑 であって、 そこ は 武器 を 作って 大海 人皇 子 (天武 帝) の 方に 供給した ところで ある。 前 川 明 

久氏は 「壬 甲の 乱と 湯 沐邑」 の 論文の 中で、 湯沐邑 というの は、 漢の 高祖が 旗 上げした 江 蘇 省の 沛 であり、 『漢 

書』 「地理 志」 に は、 湯沐邑 の沛に 鉄官が 置かれて い て、 鉄官が 鉄を铸 ている 最中に 突然 事故 を 起した 記事が あ 
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ると しう 前 川 氏 は 大海 人皇 子が 『漢書』 の 記事 を 想起し、 自己の 湯沐邑 における 鉄 鍛冶の 事実に 着目した こち 

がいない と 推断して いる。 そして 壬 申の 乱で 大海 人皇 子が ま つ さきに 不 破の 道 をふさぐ こと を 命令した のよ 美 濃 

あ はち ま  ゆのう ながし  ノノ  ^« 

国 安八 磨 郡の 湯沐 令で ある 多臣品 治であった。 ここに また 品 治と いう 名が 出て くる。 さきに 出 雲 国 仁 多 郡 三処郷 

に 湯 沐邑が あり、 その 郡 司が 品 治 部で ある こと を 思い起せば、 美 濃 安八 磨 郡の 湯 沐邑に 多臣品 治が 出て くるの も 

ふしぎでなくなる。 品 治 部 は 「湯」 つまり 金属 精鍊に 関係の ある ことが 推定され てく るので ある。 

さて、 多臣品 治の 子 は 『古事記』 を 撰した 太 安 萬 侶で ある。 多 神社 は 多 氏の 一 族が 今にいた るまで 神主と なつ 

て その 先祖 を まつる 神社で あるが、 多 神社の ある 多郷 には子 部 里が あり、 多 神社の 若宮と して 子 部 神社が まつら 

れ ている。 小 子 部 連が 多 氏の 同族で ある こと はこれ でも はっきり する。 大海 人皇 子が 不 破の 関に ほど 近い 美 濃の 

郡 家に いたと き、 二 万の 大軍を ひきいて 馳せ参じた 小 子 部 連鉅鈎 は、 多 神社の 注進 状に その 名が 見える 小 子 部 連 

の 遠祖、 蜾 羸の 子孫と されて いる。 

天 f 帝が 死んだ とき、 第一 番目に しのび ごと をた てまつつ たの は 大海 宿禰荒 蒲であった。 彼 は 壬 生の こと、 す 

なわち 天皇の 幼時の こと をし のびたて まつ つたと いう。 故人の 生前の 思い出 を 死者の 前で 節 をつ けて 歌うよう に 

述べる の は、 今日で も 南 島の 宮 古島な どで おこなわれ ている。 大海 宿 禰荒蒲 は 大海 人皇 子の 幼少の 砌を 知ってい 

たにち がいない。 大海 人の 名 も その 乳母が 大海 氏だった からで ある。 大海と は 海 部の 統率者で ある。 天武は その 

き 母の もとで 養われた と 考えて みる ことができる。 ところで この 大海 宿禰荒 蒲なる 人物 は、 大宝 元年 (七 〇 二三 

月に は 冶金の ために 陸 奥に 派遣され ている。 彼 は 鉱山 を 採掘す る 技術者だった。 荒 蒲 はまた 麁鎌 とも 書いた が、 

要するに 金属に 関連 を もつ 人名で ある。 

大海 氏の 乳母が 天武 帝の 幼時の 養育 役であった という こと は、 天武 帝の 壬 生 部が 湯 人 や 湯 坐と おなじ 役職で あ 

つたこと を 伝える が、 そうだと すれば、 そこに は 金属の 精鍊に 関わり を もつ 氏族が えらばれ たと 考える ことが で 
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きょう。 もちろん すべての 壬 生 部が そうで あると いうつ もり は 毛頭ない が、 一応 この こと は 念頭に 置くべき こと 

としなければ ならない。 

垂仁 帝の 苗裔 • 遊 部と は 何 か 

これまで 垂仁 帝の 皇子た ち、 息 速 別命、 鐸石 別命、 五十 瓊敷 命、 ホム ッヮケ 命の 四 人の 皇子が すべて 金属 精鍊 

つぶらめ 

に 関与して いると いう ふしぎな 事実 をみ てきた。 ところが ここに 垂仁 帝の 妾腹の 王子と 称する 円 目 王が， て、 こ 

の 王 もまた 金属に 縁 由が ある。 円 目 王の 話 は 『記紀』 に は 出て こない。 『令 集 解』 に 古記に いわくと して 次の よ 

うに 述べた 記事が ある。  ♦ 

「遊 部 は 大和 国 高 市 郡、 生 目 天皇の 苗裔な り。 遊 部 を 負う 所以 は、 生 目 天皇の 蘖子 (庶子)、 円 目 王、 伊賀の 比 

自支 和気の 女を娶 り、 妻と なす。 およそ 天皇の 崩ず ると き は、 比自支 和気 等は殯 所に いたり、 その 事に 供奉す „ 

よって その 氏 二人 を 取りて、 名 を禰義 余此と 称するな り。 禰義は 刀 を 負いなら びに 戈 を 持つ。 余 此は酒 食 を 持 

ち、 ならびに 刀 を 負う。 ならびて 内に 入りて 供奉す るな り。 ただ 禰義 等の 申す 辞 は、 すなわち、 人に 知らし め 

. ざるな り、 後に 長 谷 天皇 (雄 略 帝) の 崩ず ると きに および、 比自支 和気 を 薬く に 依りて、 七日 七夜 御 食 を 奉らず „ 

これによ りて 荒び たまいき。 そのと き、 諸国に その 氏人 を 求めた まう。 ある 人い う。 円 目 王に は 比自支 和気の 

女を娶 りて、 妻と なす。 この 王に 問うべし という。 よりて 召 問す。 答えて いう。 然るな り。 その 妻 を 召して 問 

う。 答えて いう。 わが 氏 死に絶え、 妾 一人 在る のみ。 すなわち その 事 を 指 負わす。 女もう して 云う。 女 は 兵 

(刀) を 負いて 供奉す るに 便なら ず、 と。 仍 りて その 事を以 つて、 その 夫の 円 目 王に 移す。 すなわち その 夫、 そ 

の 妻に かわりて その 事に 供奉す。 これによ りて (荒び 魂 は) 和平み たまうな り」 

垂仁 帝の 妾腹の 王子が 雄咯 帝の 黄まで 生きて いたと は つじつまが 合わない。 したがつ てこれ は 民間の 伝説 中の 
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人物で あ つたこと を うかがわせ るが、 それにしても なぜ 円 目と ことさら 目 を 強調す る 名前が つけられた のだろう 

か。 それ は 父君の 垂仁 帝が 活目 入彦 五， 十 狭 茅 天皇と 称した ことと 関係がない だろう か。 

円 目 王 は 伊賀の 比自支 和気の 娘と 結婚して いるが、 その 比自支 和気と いうの は 死者の 魂 を しずめる 役柄 を 職業 

とした、 とさきの 文章に ある。 この 比自 支の 名 は 「持 統紀」 の 元年 八月の 条に 出て くる。 天武 天皇の 殯宮に 直 ム^ 

あおきお もの 

をた てまつつ たが、 それ を 「御 青 飯」 というと ある。 『大系』 の 註に は 一説に 青 飯と は 菜 飯の ことと する が 未詳 

として、 他方 ヒジキ ともよ ませる こと をのべ ている。 ヒジキ とよ ませる の は、 比自支 和気が 殯 所で 食物 を 奉る か 

ら とする ので ある。 「青」 は 野菜の 色と いうより は、 むしろ 死者の 色 を 指す のであろう。 死者に ささげる 食物 だ 

から 青 飯と 呼んだ ので あると 私 は 解したい。 伊賀の 比自支 氏の 本拠が 東大寺の 康平七 年の 文書に は 火食 村と いう 

名前で あらわれ るの は 意味ぶ かい。 火食と いうの は、 死者と 一 つかま どで 共 食 するとい う 意味であろう か。 そう 

した 者 は 二度と 現世に 還る こと はで きないと いう 伝承が 古くから ある。 つまり 『古事記』 に 言う 黄泉 戸^で ある。 

比自支 和気の 本 貫の 比自岐 という 地名が 今 も あるが、 息 速 別命の 縁 由の 地の 伊賀の 青山 町 (阿保) と は 一 里し か 

はなれて いない。 そこに は 比自支 和気 を まつる 比自岐 神社、 俗にい う 大森明 神が ある。 

『令 集 解』 に は 遊 部に ついて 更に 「遊 部 は 幽顕の 境を隔 だてて 兇癘の 魂を鎮 むる の 氏な り」 と 説明す る。 その ほ 

か 仕事と いう ものがなかった ので 遊 部と いうと 付記して いるが、 もとより これ は 本義と はかけ はなれて おり、 死 

者の たましい を なぐさめながら、 その 傍で 歌ったり おどった りする の を 「遊ぶ」 といった こと は、 天 若 日子が 死 

も や  か はがり きさり もち  )  さぎ 

ん だとき に、 天 若 日子の 父 や 妻子が、 「喪 屋を 作りて、 河 臈を岐 佐 理持岐 より 下の 三 字 は 音 を以ゐ よ。 と 為、 鷺を 

ははき もち し そに どり みけび と し すずめ うすめ し きぎし なきめ しかく  ひやかよ やよ 

掃 持と 為、 翠鳥を 御 食 人と 為、 雀を碓 女と 為、 雉を哭 女と 為、 如 比 行 ひ 定めて、 日 八日 夜 八 夜 を 遊びき」 と 『古 

事 記』 に 記されて いるので も 分かる。 

また 猿 女 氏の 祖の 天鈿女 命が 天 岩戸の まえで 歌舞した という 挿話 は、 これ を 日蝕と か 冬至の 日の 太陽の 復活 を 
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願う 俗 行事と 受けと る ことができる。 天鈿女 命が その 行事の 主役に えらばれ たの は、 すでに 松 前 健 氏が 指摘し 

て、 るよう に、 猿と 日 神との 結びつき を 前提と している (『日本 神話の 新 研究』)。 宮廷 鎮魂祭の とき、 巫女が 桶 を 伏 

せて その上に 立 つ て样 をつ く 行事 は 今 も つづけられて いるが、 これ はもと もと 猿 女の 伝えた たま ふりの 行事で あ 

る。 臼 をつ くこと が 生殖 または 生産の 呪術で ある こと はいう まで もない。 松 前 氏 はこれ によって 魂の よみがえり 

を 求めた ので あろうと 推測して いるが、 もしそうならば、 天 細 女の 本来の 意味 は 天 臼 女と しなければ ならない。 

細 女の 語源 は おぞましい 女で もなければ、 高貴な 女で もない。 臼 女で ある。 

さきに 引用した 『古事記』 の 記事に 示されて いるよう に、 つまり それ は 死者の 魂の 復活 をうな がす 呪術で ある 

が、 ここに 碓 女と 出て くる もの こそ、 ァメ  ノウ ズメの 原型で ある。 『書 紀』 には舂 女と 出て くる。 米 をつ く 女 だ 

から、 要するに 碓女 のこと であって、 臼 をつ く 動作 をして 魂の よみがえり を 願った。 この 中に キサリ もちと いう 

の は、 葬送のと き 死者の 食物 を 手に もっていく 人 だとい う。 したがって 御 食 人と おなじような 役で ある。 『書 紀』 

に は 烏 を? 1?^ としたと あるが、 これ も 死者に 食物 を 供える 役で ある。 こうして みると、 それらが 遊 部の 比 自支和 

気が 殯 所で 食物 をた てまつ るのと おなじ こと を あらわし ている ことが 分かる。 つまり 碓 (臼) 女 もまた 遊 苦の 1 I 

であった こと はま ぎれ もない。 池 田 末 則 氏に よれば、 大和の 遊 部郷の 中には、 ィザ ナミが 死んだ とき ィザ ナギの 

流した 涙から 生まれた 泣 沢 女神 を まつる 泣 沢 神社 (欞原 市 木 之 本 町) が ある。 . 

柿 本 氏に みる 遊 部と 鍛冶 族との 交錯 

ここにお いて 私 は、 柿 本人 麻呂の 出身 氏族で ある 柿 本 氏が 遊 部と 関連して いるので はない かとい う 折 口 信 夫の 

するどい 指摘 を 思い起す。 折 口 はたんに 暗示して いるに すぎない の だが、 山 本 健 吉氏は その ヒント を ふまえて、 

『柿 本人 麻呂』 の 中です ぐれた 説 を 展開して いる。 氏 は 「いかさまに 思 ほしめ せか」 とか 「何し かも」 という 挽 
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」r* きめ 

歌の 常套句が 『万葉集』 にかず 多く あり、 その 中に 人 麻呂の 作例が みられる ことに 着目し、 これ は哭女 たちのく 

どき 文句から 出発して いる こと を 指摘す る。 これ は 山 本 氏の 卓見で ある。 私 も 七、 八 年 まえに 沖 繙の宮 古の 離島 

にある 来 間 島で 死者の 近親の 女た ちが、 死体に とりすが つ て すすり泣きながら かわるがわる 歌う 光景に 出会 つ た 

ことがある。 その 歌と いうの は、 故人 をし のぶ 言葉に メロ ディ をつ けたし のび ごと ふうの ものであるが、 そこに 

は、 即興の 歌詞で ありながら、 いくつかの 常套句が ちりばめられ ており、 それ を 土台と して 言葉が つくられ てい 

る ことが 聞いて いる 私に も 分かった。 こうした 歌 をうた うこと も 遊 部の 職務の 一 つだった のであろう。 

そうして 遊ぶ という 言葉が、 死者の たましいの 復活 を 願う 鎮魂の 呪術 を も 含んで いると すれば、 天 岩戸の 前で 

「楽び」 をした 天鈿女 命の 後裔と 称する 猿 女 氏と、 小 野 氏の 同族で ある 柿 本 氏 も、 この 「遊ぶ」、 すなわち 仮死 状 

態に ある 死者の たましいの 復活 を 願う 行為 を 媒介と して、 とうぜんつ ながって くる。 つまり 柿 本 氏 はしの び ごと 

を 歌の 形で つくり、 それ を哭 女が 泣きながら 歌い、 猿 女 は 臼 をつ く 動作 をして、 死人の 魂の 復活 をうな がし、 比 

自支 和気 は 死者に 食物 をた てまつ り、 また 死者の 魂が 邪 霊に 害せられな いように 刀 を 背負い、 戈 を もって 警戒 を 

おこたらない、 といった 光景 を 描き出す ことができる。 

伴 信 友 は 『比 古 婆 衣』 十の 巻に 『遊 部』 のこと を 論じて い る。 『令 集 解』 の 中の 「但此 条遊部 謂 野中 古市 人 歌 

垣 之 類是」 という 文章 を、 伴 信 友 は、 野中 古市の 人の 中に 歌 垣と いう 部が あって、 歌 垣 を 召す 時 だけ 供奉して、 

そのために 課役 をまぬ かれて いたと いう ことから、 遊 部 も 歌 垣と おなじように、 殯宮に 奉仕す る だけで 課税 を ま 

ぬかれて いた ことの 説明と 解釈して いる。 ここにい う 野中と は 河内 国 丹 比 郡 野中 郷、 古市と いうの は 古市 郡 古市 

郷と 『和名 抄』 に 記された 地 をい う。 

ところで 斎 藤忠氏 はこの 伴 信 友の 解釈に 反対して、 古代に おいて は 葬儀のと きに 歌舞 奏楽の 風習が おこなわれ 

ていたから、 遊 部 も それ をとう ぜん ひきついで、 歌舞に 従事した こと を 意味して いるので、 それが あたかも 歌 垣 
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こ 以て ハ たという こと を 言おうと している ので あると 考える (『葬送の 原始的 儀礼』)。 

柿 本 氏 はまた 別の 側面 を もっている。 さきに 平景 清の ことに ふれた が、 景 清の 娘 は 人 丸と いう 名 を もっている。 

これ は 何 を 意味す るので あろう か。 柳 田 国 男 は 次の ような 報告 を 『一 目 小僧 その他』 の 中で おこなつ ている。 東 

国の 下野 国、 旗 川 村 大字が ¥ の 人 丸 神社に おいて は、 柿 本人 丸 手 負と なって 遁げ 来り、 小 中の 黍 畑に 逃げ込んで 

敵 を やり 過して 危難 を 免れた が、 その 折に 黍稈の 尖りで 片目 を 潰し、 暫く この 地に 滞在した。 そこで 村民 その 霊 

を 神に まつり、 かつ、 そのために 今に 至る まで、 黍 を 作る こと を 禁じて いると いうので ある。 これでみ ると 一眼 

を 失った 人 丸が 景 清と おなじく 眼病の 神と なった こと は 納得され る。 また 景 清の 娘 を 人 丸と いうの も 分かる。 

景清 伝説と 人 丸 伝説との ふしぎな 交錯 は ほかに も 見られる。 たとえば 柿 本 氏の 本 貫と みなされる 大和 国 北 葛 城 

郡新庄 町に 柿 本山 if 寺が ある。 ここに 「影」 という 文字が 記されて いるの は景 清の 「景」 と 縁 由が あると 思わ 

れる。 では 影と は 何 か。 「武烈 紀」 に 自分の 恋人が 殺され、 あと を 追う 影 媛の 哀話が 載って いる。 じつは これ は 

葬列 こした が つ て 死者に 飲食物 を ささげる 女た ち、 つまり 泣 女 や 御 食 人た ちの 歌う 挽歌と されて いる 松 前 健 氏 

はカゲ ヒメの カゲは 霊魂 を 意味す る 語 だから、 カゲ ヒメ は 霊 巫 を 意味す る 語 かも 知れない と 言って いる。 そうす 

ると、 景清ゃ 柿 本人 麻呂 にっき まとう カゲ という 語 も、 死者と 交流す る 人た ちに つけられる 言葉 かも 知れない と 

思われて くる。 

柳 田 国 男 は 『一目 小僧 その他』 の 中で、 人 丸の 忌日が 三月 十八 日で あり、 日向 生 目 八幡 社の 祭礼が 三月と 九月 

の 十七 日で あると いって、 双方の 祭日が 偶 合で はない こと を 暗示して いる。 柳 田 はこの 日が 春秋の 彼岸の 中日に 

近い 満月の 頃で ある ことから、 そこに 精霊 を まつる 心根が 動いて いる こと を 暗示して いる。 柳 田 はまた、 丹 後 中 

郡 五箇村 大字 鱒留の i お 神社に は 天 目 一 箇神を まつる 境内 社が あり、 その 本社の 祭日 は 三月 十八 日で ある こと を 

指摘して いる。 
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私 もまた 注意して みると、 柳 田の あげた 例の ほかに、 奈良県 桜 井巿狭 井に 坐す 大神荒 魂 神社の 祭日 は 三月 十八 

日に おこなわれる こと を 知った。 そこの 祭神 は 大物 主命、 事 代 主命、 ヒメ タタ ライス ズ ヒメ、 セャタ タラ ヒメで、 

タ タラに 関連した 名前 を もっている。 九月 十八 日の 方 を しらべて みると、 鏡 作 連の 祖 神の 鏡 作 天 照 御 魂 神社、 ま 

た 阿智 氏に 縁 由の ある 俊恩智 神社、 河内 大県郡 (現 柏 原 市) 青 谷に ある 金山 毘古 神社、 天 目 一 箇神を まつる 近 江 

蒲 生 郡 桐 原 郷の菅 田 神社が あげられる。 これらが すべ て 金属に 縁 由の ある 神社で ある こと は 注目に 値する。 

新潟県の 弥彦 神社の 祭礼 はかって は 旧 三月 十八 日 (現在 は 四月 十八 曰) に おこなわれる というの である。 『妻戸 

記』 に は 祭神 は 天 香 山 命の 妻と なって いる。 天 香 山 命 を 弥彦大 神と したの は 後世の ことと もい われて いるが、 天 

香 山 命が 銅の 精 鍊に縁 由 ある 神な ので もってき たのであろう。 弥彦大 神が ウド や タラの 芽で 目 をつ いて 一 眼の 神 

である こと、 また 妻戸 神社の ある この 野 積の 近くの 間 瀬 銅山から 自然 銅が 出る こと はまえ に ふれた。 三月 十八 日 

に 祭 をお こなう のが 片目の 神 を ま つ る 神社で ある こと はま ぎれ もな い。 

こうして みると、 柿 本 氏族に は 遊 部と しての 性格と 鍛冶 氏族と しての 性格の 両面が みられる。 矢 富 熊 一郎 氏 

の 『柿 本人 麻 呂と鴨 山』 をみ ると、 柿 本 氏の 同族で ある 小 野 氏 や 春 日 氏 や 櫛 代 氏な どが 石 見 西部の 高津 川、 益 田 

川の 下流に 集中して 移住して いる ことが 分かる。 柿 本人 麻呂が この 小野郷 戸田の 出身で あると する 説の ある こと 

は 知られて いる。 戸田 柿 本社の あると ころが 東 光山と 呼ばれて いるの も 気に かかる。 矢 富 氏に よると、 人 麻呂は 

石 見 在任 時代に、 石 見 半紙と 鉄と を 奨励した という 伝説が のこって いるそう だが、 その 伝説 は 後世の 所産で ある 

としても、 人 麻 呂と石 見の 鉄との つながりが 暗示され ている ように 私に は 思える。 矢 富 氏 は、 文献 上に あらわれ 

た 石 見 産 鉄 は 人麻呂 時代に はま だ 判明 しないと いう。 そこで 私 は 人 麻呂と 同時代に 石 見の 国府に いて、 国司 だつ 

たらしい 丹 比 真人に 注意して みたい。 丹 比 真人 (おそらく 名 は 笠 麻呂) が 詠んだ 歌 は、 柿 本人 麻呂の 気持に なぞ 

ら えたと 題す る もので、 「荒波に 寄りく る 玉 を 枕に 置き われ ここに ありと 誰か 告げな む」 という 人 昧呂の 終焉の 地 


199 第一章 垂仁 帝の 皇子た ち 


の.^ 態 を 伝えて いるもの である。 丹 比 真人の 血縁ら しいと されて いるものに 多 治 比 連 真 国が いる。 多 治 比 連 は 尾 

張 氏に 属する が、 『新撰 姓氏 録』 の 丹 比 宿 漏の 条に 「多 治 比 部 を 諸国に さだめ、 皇子の 湯 沐の邑 となす」 と ある。 

こうして みると き、 丹 治 比 連 真 国が 伊予から 石 見 国に 移住して 周 敷 氏 をと なえ、 須賀郡 周 布 (現在の 浜 田 市) で 

湯 沐邑を 支配した という こと は、 やはり 金属 精鍊に 関与して いたので はない かと 私 は 推測す る。 『和名 抄』 によ 

ると 周 布郷は 内陸まで 入り こんで おり、 漁 山 や 井野な どの 旧村 を 含んで いた。 『地名 辞書』 は、 『地学 雑誌』 を 引 

用して この 井野 は 農業の 暇に 砂鉄 をと り、 アコ メと 称する、 と 説明して いる。 また この 地に 大麻 山と 名 づける 山 

が ある。 これ も 砂鉄に 縁 由 ある 山 かも 知れない。 というの も、 そこ は 讃岐ゃ 阿波の 忌 部の 移住 地 だから だ。 

丹 比 真人が 石 見の 国司 をして いたた めに、 その 末裔 か 縁者の 真 国が、 縁故 をた よって 石 見の 周 布に やって きて、 

湯 沐邑を 支配した ので はない かと 矢 富 氏 は 言って いる。 という ことに なれば、 石 見 国司であった 丹 比 真人の 時代 

に は、 すでに 石 見で は 製鉄の 作業が 開始され ていたと も 考えられ るので ある。 それ は 柿 本人 麻呂の 出身 氏族の 肺 

本 氏の 性格 を 側面から 物語る のではないだろう か。 

このよう にして 私 は 柿 本 氏と 採鉱 鍛冶との 関係 を 類推して みたの だが、 大仏殿の 铸師に 柿 本 男 玉 (天平 勝宝デ 

年 紀の柿 本 小 玉と 同 一 人) が ある こと も その 参考になる かも 知れない 
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第二 章 青の 一 族 


青の 名 を 携えて 渡来した 人び と 

『新撰 姓氏 録 逸文』 に 阿智 王が 本国の 乱 を 避け、 母 や 妻子の ほか 七 姓の 漢人 を ひきいて 帰化した と 記されて いる < 

その 中に 多と いう 姓が あって、 檜 前 調 使な どの 祖 であると 述べて あるの が 注目され る。 『古事記』 によると 多 氏 

は 神 八 井耳 命の 末裔と なって いるが、 あるいは 渡来人の 多 姓に 由来す るか も 知れない。 また lop 郭姓 があって、 坂 

合 部首の 祖 とも 記されて いる。 坂 合 部 連 は 多 氏の 同族で あるから、 この 坂 合 部首 もまた 多 氏と 縁 由 あると 見て 差 

支えない ので はなかろう か。 さらに は 朱 姓 を 名乗る 者が あって、 佐奈宜 などの 祖と ある。 この 佐奈宜 という 名 は 

伊賀の 佐那 具との 関連 を 思わせる。 『姓氏 録』 は 阿智 王に 使 主 を 賜わって、 大和 国の 檜 隅郷に 居らせた と 述べ て 

いる。 

ところで 『日本書紀』 は、 応神 天皇の 三十 七 年に、 阿知 使 主 を 呉に つかわして、 i?H お を 求めさせた ところ、 

阿知 使 主 は 兄 媛、 弟 媛、 呉 織、 穴 織ら を つれて かえった と あり、 また 四十 一年に も 阿知 使 主ら は 呉 衣 縫、 蚊屋 衣 

縫 を つれて かえった という 記事が ある。 これ は 雄 略 帝の 十四 年に、 身 狭 村 主 青 を 呉 国に つかわして、 漢 熾、 呉 織 
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およ、，.' 衣 縫の 兄 媛、 弟嫒を つれて こさせ、 呉人 を檜隈 野に 置いた と ある 記事と 酷似して いる。 『姓氏 録』 による 

と、 阿知 使 主の あと を 追って 朝鮮半島から 渡来した 連中に、 牟佐村 主が ある。 村 主 は 村長 格で ある。 身 狭 (牟 佐) 

村 主 青 もまた そうであった。 また 『日本書紀』 によると、 青と いう 人物 は史 部であった。 つまり 青 は 記録 をと ど 

める 書記の 役 を も 果してい たの だから、 渡来人であった こと はまちが いない。 

『姓氏 録』 に は 「牟佐 村 主 は 吳孫権 男 高より 出づ」 と あるが、 一方 阿智 王が ひきつれ てきた 七 姓の 中に 高 姓が あ 

り、 それ は 檜 前 村 主の 祖 であると 述べられ ている。 また 牟佐呉 公 は 呉 国 青 海 王の 後な り、 と ある。 あとで 述べる 

ように、 青と いう 姓 も 青 海 王から 出た のか も 分からない。 いずれにしても 呉 国からの 渡来人で ある。 具 国と は 中 

国の 吳を 指して いるの か、 また 朝鮮半島の 古代 諸国 を 指して いるの か、 どちらと もき めが たい。 しかし、 阿知 使 

主が つれてき たェ 女に、 穴 織 や 蚊屋 衣 縫な どの 名が あり、 この アナ ゃカャ は、 加羅、 加椰を 示す ところ からみて、 

呉 国と い つ て も、 じつは 加羅 諸国からの 渡来人で ある こと を 暗示して いる。 

壬 申の 乱のと きに 高 市 郡の 大領の 高 市 県 主の 許 梅が 急に 物が 言え なくなって 神が かった。 そうして 三日の ちに 

口 を 開いて 自分 は 高 市の 社に いる 事 代 主神で ある、 また 身 狭 社に いる 生 雷神で ある、 はやく 神武 陵に 馬と 種々 の 

兵器 を たてまつれと 託宣した と 『日本書紀』 は 伝える。 『大和 志 料』 を 見る と、 身 狭 社の 「旧記」 の 中に、 安 靡 

天皇の 御宇に、 牟佐村 主 青が 創祀 して 雷 公を祀 つたと 記されて いる。 この 身 狭 社 は 現在の 糧原 市の 見 瀬に ある。 

この 見 瀬の 一 隅 は 昔の 軽 部の 故地大 軽の 中心地で あるが、 そこから 鉄 滓が 出て 農夫が 困って いたと いう 話 を 金 関 

丈夫 は 『発掘から 推理す る』 の 中に 書きと めて いる。 軽 (カル) が 朝鮮語の 刃物 を 意味す る こと を 思えば、 生 雷 

神 を まつる 鍛冶 神であった ことが 暗示され る。 さらに は 身 狭 村 主 青と いう 渡来人 も、 金属 精鍊に 関与して いた こ 

とが 推察され る。 

ところで、 武蔵 国賀美 郡の 式 内 社に、 がま m や 八 さ tiM 神社、 今 木 青 八 坂 稲実 荒 御 魂 神社、 今 城 青 八 坂 稲 突 池 上 
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神社の 三 社が あげられ ている。 吉田東 伍に よると、 これ は 一 神 を 三 霊に 分けた もので、 青と いうの は 地名で あろ 

うとい う。 八 坂 は弥栄 であり、 稲実 は 稲の 豊熟で ある。 今 木と いうの はさま ざまに 解され ている。 しかし 今 来と 

いうの は、 後 来の 渡来人 を 呼んだ と 考える のが もっとも ふつうで ある。 新 帰の 民が 多い ので 大和の 高 市 郡 をゲ来 

郡と 呼んだ ことが r 欽 明紀」 に 見えて いる。 これらの 渡来人 はなかん ずく 檜 前にいた。 牟狭も 檜 前に ふくまれる。 

という ことから 武蔵 国に 今 木 青 を 冠す る 神社が ある こと は、 この 大和 国 高 市 郡に いた 渡来人の 青と いう 人物と 何 

ら かの 縁 由が あるよう に 思われる。 

今 城 青 八 坂 稲実 神社 は 現在 は 埼玉県 児 玉 郡 神 川 村 元 阿保の 地に ある。 この 阿保 は 青と 通じる。 そして 阿保から 

西南へ 五 キロ いくと 金鑽 神社が ある。 金 山彦 命 を まつる 金鑽 神社が 銅 や 鉄の 精鍊と 関係 ある こと はま ぎれ もない 

が ここで は 縷説し ない。 金鑽 神社の 東に は金屋 部落が あり、 铸物業 をして いた 家が 今 も ある。 また 更に 数 キロ 東 

に は 美 里 村 阿那志が ある。 この 部落 は r 慶長 以前に は、 穴師 郷穴師 村と 記された 古村で、 その 名前から 判断す る 

と、 やはり 金物 師、 すなわち 鉄の 加工 を 業と する 者た ちが、 集団 を 作って 住んだ ところと 推測され る。 そして そ 

の 原料 はや はり 金鑽の 鉱山業 者た ちから 取得して いたので あろうと 思われる ので ある」 と 菱沼勇 氏 は 『武蔵 国 式 

内 社の 歴史地理』 の 中で 述べて いる。 

今 城 青 八 坂 稲実 神社 もまた 銅 や 鉄の 採鉱 冶金に 関係の ある 人た ちの 神社で はな か つたろう か。 賀美郡 一 帯に さ 

かえた 武蔵国 造 一族のう ち、 檜 前 舎 人 直の 勢力が もっとも 抜きんで ていたと いうの は、 大和 国の 檜 前の 廬入宮 

(宣化 帝の 宮) に 仕えて いた 舎 人の 後で ある こと を 思わせる。 

話 はとぶ が 香 取 秀真は 『日本の 祷 金』 の 中で 次のように 記して いる。 

「京都 禁裏 御用の 鏡師 で、 青と いう 旧家が ある。 その 文書のう ちに、 天子 様が 毎朝 御 拝 をな さる 鏡と、 御撫物 

という 合 鏡 一 一面、 都合 三面 を 御 即位の ある 毎に 御用 命 を 受けて 祷 立てた 文書が ある」 
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これ は 江戸時代の ものであるが、 おなじく 香取秀 真の 『日本 铸 ェ史』 に は 京都 今宮 神社 や 近 江 兵 主神 社に 神鏡 

を 製作 奉納した 青天 正 丸 盛 重の 名前が みえる。 青 家の 史料で は 後小松 天皇まで は さかのぼれる という。 明治に な 

つて 家 は 絶えた というが、 宮中の 和 鏡を铸 造す る 由緒 ある 家柄の 氏族に 青と いう 名が つけられ たの はい わく あり 

気で ある。 私 はこの 青 家 を 古くからの 鏡を铸 造す る 鏡 作 部と そのまま つなげて いる わけで はない が、 青銅器 を铸 

造す る 職業 だから 青と いう 名が つけられ たので はない かと 考えて みている。 

ただ 鏡 作 造の 娘が 大和 国 十 市 郡の i& 村に いた ことが 『日本 霊異 記』 に 記されて いる。 この 奄智 i 知) を 本 

貫と する 奄知造 は 天津 日子 根 命の 裔と 『古事記』 は 伝え、 『姓氏 録』 は 額 田 部 湯 坐 連 同祖と 伝える。 天津 日子 极 

命の 子 は 天 目 一 箇神 であり、 また 額 田 部 湯 坐 連 は 金属 精鍊の 氏族で あるから 奄知造 もそう した 職業に 従事して い 

たと 思われる。 

河内で は奄知 は恩智 となる。 恩智 神社の すぐ 裏山から 銅鐸が 出土して いるの が 注目され る。 そこに は奄知 造の 

存在 を 無視で きない。 

奄 造 はまた 高 市 県 主と も 同族と されて いる。 大和の 高 市 郡に、 天 目 一箇 神 を 先祖と する 高 市 連奄知 造の まつ 

る 磐 橋 神社が あって、 日本 鍛冶の 祖と 称されて いる。 また 壬 申の 乱のと き、 この 高 市 連の 許 梅に 身 狭 村 主 青の 祀 

る 身 狭 社の 生 雷神が かかった こと は、 身 狭 村 主 青の 出 自と奄 知 造の 出自 とが 共通して いる こと を 推定 させずに お 

かない。 身 狭 も その 中に 含まれて いた 檜 Is に は 於 美 阿 志 神社が あって 阿知 使 主 を まつる。 

阿智 王の 伝承に こめられた 金属 技術 流入の 歴史 

身 狭 村 主 青と 阿智 王と はさき ほどから みるよう に 区別す る 必要 もない 人格で ある。 『姓氏 録』 によると、 阿 ま 

使 主よ 七 姓 を ひきつれ てきた のち、 更に 朝鮮半島から 多くの 人た ち を よびよせ たので、 村 を あげて 移住した と あ 
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いまき 

る。 その 人た ちが 三十 あまりの 集落 を 作って 今 来 郡 を 建てた が、 のちに 高 市 郡と 名 を あらためた。 しかし あまり 

に 人が ふえ、 土地から あふれる ようにな つたので、 さらに 諸国に 分 置した として、 摂津、 三 河、 近 江、 播磨、 阿 

波な どの 名 を あげてい る。 

ところで ここに 興味が あるの は、 『続 日本 紀』 の 養老 六 年 (七 ニニ) の条 に、 金 作 部、 忍 海 部、 弓 削 部、 飽波、 

鎧 作、 この 五つの 氏族 名が 見られる が、 弓 削 部と 鎧 作 をの ぞく 三つが、 さきの 阿知 使 主が 呼びよ せた 三十の 集落 

の 村 主の 中に 含まれて いる。 

このほか、 三十の 集落の 村 主の 中には、 高宮、 佐 味、 桑原、 額 田、 牟佐、 などの 名 も 見える。 「神 功紀」 に は、 

かづら きそ つ ひこ 

桑原、 佐糜、 高宮、 忍 海の 四つの 村の 漢人た ち を、 葛 城 襲 津彦が つれてき て 住まわせ たと ある。 これら は 新羅の 

俘虜の ように 記されて いるが、 それ は 事実で なく、 加羅 から 日本に 渡来した 鍛冶 職人で あつたと 思われる。 額 田 

は 金属 精鍊の 職業に 従事し、 牟佐村 主 青 もまた 鍛冶 神を祀 つてい る。 という ことから して、 三十の 集落のう ち、 

じつに 八つの 集落の 村 主が 銅 や 鉄の 技術 を も つ て 移り 住み、 また その 職業に したが つていた という ことになる。 

という こと は 何 を 意味す るか。 阿智 王が おなじように 鍛冶の 技術 を もってい たこと を 物語る ので はない か。 阿 

智が のちに 奄知 になり、 奄知 造が 高 市 連 や 高 市 県 主と 同様に 鍛冶 氏族であった こと はすで に 述べた。 したがって 

その 氏族の 先祖で ある 阿智 王 もまた おなじ 技術 を も つて 日本に 渡来した ので はない かと 私 は 考える の だ。 

ところで 阿智 王 は、 日本列島 を どのよう にして 移動しながら 大和 国の 檜 前に 落着いた のだろう か。 それ は 残存 

あんげ 

する 地名 を 手がかりに する ほか はない。 阿智の 地名 は 阿知、 奄治、 恩智、 奄芸 などの 名で 表わされ ている。 吉田 

東 伍に よると、 吉 備に は 邑久郡 服 部郷、 上 道郡幡 多郷、 賀夜郡 服 部郷、 品 治 郡 服織郷 などが 多く あるが、 これら 

の 名前の 土地 は、 『日本書紀』 が 述べて いるよう に、 応神 帝が 死んだ あと 阿知 使 主が つれてき た 衣 縫 を 吉備の 蚊 

は だ あしもり 

屋 (賀 陽) に 置いた ところから 起った 名前 だとされ る。 r 応 神紀」 に は、 天皇が 吉備の 葉 田の 芦 守宮に 行幸した の 
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で、 吉備臣 の祖の 御友 別の 妹の 兄 媛に 織 部 をた まわった と ある。 吉田東 伍 は これらの 記述から して、 この 織 部の 

本拠 は賀夜 郡で そのほかの 服 部郷は 分かれた もので あり、 阿知 使 主の 族 党 も これらの 服 部郷と 一緒につ ながって 

うごいた ので あろうと 考える。 そして 窪屋 郡、 浅 口 郡の 両 郡に は 阿智 郷 があって、 阿知 明 神 を まつって いると 述 

ベて いる。 それで は 服部郷 をみ てみ よう。 

3、 賀夜郡 足 守 (現在 岡 山 市) から 銅鐸が 出土して いる。 ここ はさきに のべた 応神 帝の 芦 守宮の あつたと ころ だ 

が、 その 足守郷 のとな りに 賀夜 郡の 服 部郷が ある。 

g ；、 下道 郡の が郷 (現在 吉備 郡真備 町) はおな じく 呉人の ェ女を 住まわせた 所 だが、 そこに 服 部郷が ある。 そ 

して 呉妹郷 から 銅鐸が 出土して いる。 

上 道 郡 幡多郷 は 現在 岡山巿 東部に 属する 高屋、 沢 田の あたりと されて いる。 応神 帝の 葉 田の 芦 守宮 は 一説 

によると、 この 幡多郷 であった ともいう。 ところが この 幡多郷 はの ち幡多 村と なり、 村 内に 兼 基と いう 地名 を 含 

んだ。 その 兼 基から 銅鐸が 出土して いる。 

s、 邑久郡 大宮村 藤 井 (現在 岡 山 市) の 阿仁 神社の 裏山から 銅鐸が 出土して いる。 この 大宮 村に 接して 阿知 村が 

あった。 そこで この 阿仁 神社 も 阿知 使 主と 渡来した ェ 女の 裔 民が まつった のだろう と 『地名 辞書』 は 推測して い 

る。 

:5、 大阪府の 八 尾 市に ある 恩 智垣内 山と 恩 智都塚 山から いわゆる 恩智 銅鐸と 称する ものが 出土して いるが、 こ 

の 恩 智は奄 知の 訛 つ たもので ある。 

⑥、 伊勢の fl- 郡を奄 治に 由来 するとす る 『拾 芥抄』 の 説 を 『地名 辞書』 は 否定す るが、 『五 鈴 遺 響』 は 肯定 

する。 『姓氏 録』 によると、 阿智 王の 子孫に 伊勢 国 奄芸郡 民 忌寸の 名が あるから、 『五 鈴 遺 響』 の 説が 正しい。 そ 

の 中、. ：3 の 奄芸郡 奄芸郷 は 旧 河 芸郡栄 村 (現在 鈴 鹿 市) であるが、 この 栄 村の 磯山から 銅 譯 が 出土して いる 
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ひ 『姓氏 録』 に 阿智 王の 後裔と 記されて いる 芦屋 漢人の 本拠 は摂津 武庫 郡の 芦屋 郷 であり、 旧 精 道 村 打 出で 

あるが、 そこの 阿保 親王の 墓の 濠から 銅鐸が 出土した こと はすで に 述べた。 これ は 芦屋 村 主と 関係が あるの かも 

知れない。 芦屋 村 主 は 百済の 意 宝 荷羅支 王の 後と 『姓氏 録』 は 伝える。 

阿智と いう 人名 は 阿利 叱智の 叱が 省かれて 阿利 智 となり、 更に 阿智と なった ものと 推定され る。 ぎ わが！： f 維ぎ 

等の 阿羅 斯等も 阿利 叱 智と同 語で あると いわれる。 閼智 (アルチ.^ ァチ) は 朝鮮で 小児 をよ ぶと きの 俗語 だとい 

われて いる。 この 名 はよ く 王 名の 後尾に つけられ ている。 

ところで 『東国 輿地 勝覧』 をみ ると、 金 官加羅 の 始祖で ある 悩 室 青裔の 名が 出て くるが、 これ は mi 路王 にあた 

る ものであると 今 西 龍の 『加 羅疆 域考』 はいう。 ここに は青裔 なる 名前が 出て くる ことに 注目したい。 加 羅国か 

らの 亡命者と なれば、 この 首 露 王の 末裔と 称して 青 を 名乗る 人た ちがいなかった かどう か。 牟佐村 主 青 も その 一 

人で あり、 また 忍 海 漢人に 密接な 関係 を もつ、 忍 海 皇女すな わち 飯 豊の青 皇女に 青の 名の 付けられ たの もそう で 

は あるまい か。 

『姓氏 録』 によると 牟佐呉 公 は 呉 国王 子 青 (海) 王の 後な りと あるが、 海の 字の あるば あいと、 ない ばあいが あ 

る。 もしない 本に したがう とすると、 呉 国王 子 青 王の 後と いう ことになる。 井上 秀雄氏 は 『古代 朝鮮』 の 中で、 

弓 月 君 や 阿知 使 主の 渡来 伝承 は 『百済 記』 に ひかれて 百済からの 渡来と なって いるが、 いずれも その 氏族 名から 

みて 加羅 諸国からの 渡来と みられる と 言って いる。 だから 呉王と 言っても 加羅王 初代の 首 露 王 (青 裔) の 後と 名 

乗る ものが あつたと して 別に ふしぎで はない。 ただ 金 官加羅 の 建国 は 紀元後 四十 二 年で あり、 阿知 使 主ら の 来朝 

は応神 二十 年 (四 〇 九) である。 私 は そこで、 阿知 使 主の 渡来 伝承と して 語られて いるもの は、 それ 以前の 数 世紀 

にわた る 渡来の 事実 を ひとまとめに したと 思える。 つまり 阿知 使 主が 日本列島の 中に 残した 足跡 は、 紀元前 後 か 

ら はじまる 渡来人の 足跡と みなして 差支えないで あろうと 私 は 考える。 
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あやび とと 多 氏 を 結ぶ 皇女 • 青 

日本の 古代史で、 青と 言う 名 を もつ 人物が 一 一人 出て くる。 一 人 はさきに 述べ た 牟佐村 主 青で あり、 もう 一 人 は 

飯 豊の青 皇女で ある。 葛 城 襲 津彦が つれてき た 桑原、 佐糜、 高宮、 忍 海 漢人のう ち、 忍 海 漢人が 飯 豊の青 皇女に 

関連 を もつ こと はすで に 述べた。 葛 城 襲 津彦の 子 は 蘆 田宿禰 であり、 蘆 田 宿 禰の娘 を 履 中 帝が 娶 つて 生んだ のが 

青 皇女で ある。 皇女 は飯豊 女王、 飯豊郎 女、 飯豊 王、 青 海 皇女、 青海郎 女、 飯豊青 皇女、 忍海郎 女王、 忍海郎 女、 

忍 海 飯豊青 尊な ど、 さまざまな 名前 を もっている。 

これ を 整理す ると、 飯豊、 青、 青 海、 忍 海な どに 分類で きる。 多 氏の 一族で 飯 高と か飫 高と 書いて ォゥ とよ ま 

せる 例 はいくつ も ある。 稲の 豊作に あやかった 好 字 を あてて いるので ある。 飯豊 もお そらく そうであって、 ォゥ 

とよむ ことができる。 それ は 多 氏と 同族であった こと を 暗示す る。 『稚 狭考』 に 大和の 多 神社の 摂社 である 姬皇 

子 神社 は、 飯 豊の青 皇女 を まつる と 述べて いる ことが 思い起される。 したがって、 飯 豊の青 皇女と いうの は、 ォ 

ゥ のォゥ 皇女の こと だから、 飯豊と 青と は 重 語で ある。 一方、 忍 海の 忍 は 押で あり、 大 であるから、 やはり ォゥ 

ともよめ る。 忍 海 は 大海の 意で ある。 そして 大海の まえ は 青 海ではなかった か。 つまり はじめは 青 皇女、 あるい 

は 青 海 皇女と よばれて いたよう に 私に は 思われる。 

若 狭に 青と いう 地名が あって、 そこに 青 海神 社 を まつる。 青 海神 社の 祭神の 椎根 津彦は 『古事記』 では 槁根津 

彦、 『姓氏 録』 では 神 知津彦 となって いる。 大和の 多 神社に 祀 るミシ リツ ヒコは 神 知津彦 であり、 したがって、 

椎根 津彦と 同一 神で ある。 そこで 青 皇女が 大和の 多 神社に 祀られ ている 理由 も はっきり する。 青 海神 社の 境内、 

青葉 山 を まむかいに 見る ところに、 青 皇女が ミソギ をした という 伝承の 池が のこって いる。 皇女の 名 はこの 土地 

の 青、 あるい よ 神社の 名の 青 海 をと つてつ けられた ので はない かと 私 は 考えて いる。 青葉 山の ふもとから、 頂上 
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の 方に むけて 埋納 した 石 剣と 石 戈が 重ね 合わさ つ て 出土した ことがある。 これ はまった く 朝鮮で 発見され る 石 剣 

• 石 戈と おなじで ある。 あるいは 朝鮮から 渡来して この あたりに 住みつ いた 豪族が いたので はない か、 と 私 は 想 

像す る。 

序説に おいて 述べた ように、 飯 豊の青 皇女の 兄の 市 辺 之 忍 歯 王 は 雄 略 帝の ために 誘殺され、 その 王子、 意祁 王、 

袁祁 王の 二人 は、 父が 殺された と 聞いて 逃走した。 

二王 子 は 『古事記』 では 山城から 播 磨に 逃走した となって いるが、 『日本書紀』 では ひとまず 難 を 丹 後 国 与 謝 

郡に 避けた と ある。 二王 子の 逃走の あと を しらべる と、 舞 鶴 や 宮津に その 伝承 地が 今でも 点々 とのこつ ている。 

そして 舞 鶴 ゃ宮津 から 若 狭の 青郷 まで は 海上の 道 をた どれば、 まさに 指呼の間 にある。 そこに 青 皇女の 縁 由の 地 

が あり、 その 甥の 二王 子の 逃走の 地が ある こと は、 丹 後半 島の 東部 海岸が 彼らの 根拠地であった こと を 暗示す る。 

二王 子の さいごの 隠れ家 は 『播磨 国 風土記』 によると 播磨 にある 志 深 村の 伊 等 尾の 家であった。 『書 紀』 では、 

ほそめ 

忍 海 部 造 細目と なって いる。 忍 海 部 は 飯 豊の青 皇女の 御名 代で ある。 細目 はィ トミの ことで ある。 この イト ミは 

イイ トミ (飯 富) がつ まって そう 発音した の だと 私 は 考えて いる。 飯 富と 書いて ォゥ とよ ませて いる 例が 他に あ 

り、 そこが 多 氏の 根拠地で ある こと は 前に 述べた。 飯 豊の青 皇女が 多 氏と 出自 をお なじく するとい う 私の 推定 は、 

ここで も 立証され ている。 

伊 等 尾 (細目) の 家で おこなわれた 新 室の 宴のと きに、 燭を ともした あと、 二王 子の 弟の 袁祁 王の 方が、 

たらち し 吉備の 鉄の 狭 鍬 もち 

田 打つ 如す 手拍て 子等 

吾は儸 ひせむ 
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と 歌 をうた つたこと が 『播磨 国 風土記』 に 出て いる。 この 歌 は 細目 ゃ袁祁 王と 鉄との 関係 を 暗示して はばから 

ない。 平野 邦 雄 氏の 「秦 氏の 研究」 によると 『播磨 国 風土記』 の 中に ある 天日 槍の 渡来 説話の 地域と 秦 氏の 居住 

地 は ほぼ 完全に 重複し、 それが 播磨 西部の 諸 郡 を 占めて いるのに 対して、 忍 海 漢人ら の 鍛冶の 居住地 区 は 播磨東 

部 諸 郡と いうよう に、 東西に 対称的な 分布 を 見せて いる。 

忍 海 漢人の 名 は 諸 書に 出て くる。 『肥 前 国 風土記』 の 三 根 郡の 条に 「漢 部の 郷」 の 説明と して、 「昔 者、 来 目の 

. ^こ  う  おしぬ み あやひと お ほゐき  す  つ はもの 

i 子、 新羅 を 征伐た むとして、 忍 海の 漢人に 勒 せて、 将て 来て、 この 村に 居 ゑて、 兵器 を 造らし めた まひき。 因 

りて の K とい ふ」 と 述べて ある。 要するに 彼ら は 技術 専門家と して、 移動 を 命ぜられ、 各地で 採鉱 冶金に 従 

事して いたわけ だ。 そのもう 一 つの 例と して、 天武 帝の 白 鳳 三年 (六 七 四) 三月、 対 馬 国司 守の 忍 海 造 大国が はじ 

めて 銀 を貢納 したと 『日本書紀』 がの ベて いる。 つまり 大和の 忍 海 造が その 頃に すでに 対 馬に 乗り こんでいって、 

銀 を 採掘して いる。 また 『続 日本 紀』 にある 文武 天皇の 大宝 元年 (七 〇 一) 八月に は、 大和 国の 忍 海 郡の 人で ある 

三 田 首 6^ &が対 馬に 派遣され て、 黄金 を 冶 成した と ある。 対 馬の 南端に ある 豆 酸の 竜 良 山が タクラに 由来す る こ 

と はよ くい われる ことで あるが、 永 留久恵 氏 は 今でも 豆 酸 内院の 奥に、 かね ほりの 隈と よばれる 地名が あると 述 

ベて いる。 

このように 大和の 忍 海 郡に 居住した 漢人た ち、 あるいは 忍 海の すぐ 近くの 佐糜 (現在の 御所 市 佐 味) ゃ高宮 (現 

在 は 御所 市 名 柄)、 また 忍 海と 高宮 との 間にあって 渡来人の 居住地であった 桑原な どの 漢人に よって、 製鉄 技術 は 

つたえられた。 製鉄の みならず、 金 や 銀 や 銅の 採掘 も すすめられた にちがいない。 

多 氏の 出自を 告げる 銅鐸 • 地名 • 同氏 族 
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「忍 海 漢人」 は 播磨国 だけでなく 伊勢 国に もいた こと は、 さきに 述べ たように、 養老 六 年 (七 ニニ) の 『続 日本 

紀』 の 記事で も 分かる。 

伊賀 国 金 作 部 東 人 

伊勢 国 金 作 部牟良 忍 海 漢人 安 得 

近 江 国 飽波 漢人 伊太 須 韓 鍛冶 百嶋 忍 海 部 乎太須 

丹 波 国 韓 鍛冶 首 法麻呂 弓 削 部 名麻呂 

播磨国 忍 海 漢人 麻呂 韓 鍛冶 百 依 

紀伊国 韓 鍛冶 杭 田 鎧 作 名 床  一 

これ をみ ると、 忍 海 漢人の 名前が とくに 眼に つく。 また、 韓 鍛冶と ことわって いるの は それが 朝鮮からの 渡来 

人で ある こと を 示して いる。 

天 保 四 年に 完成した 『五 鈴 遺 響』 によると r 大鐘 上世に 大金 郷と 称する 処 にして その 地に 鍛工 金 作 部の 所 居す _ 

故に 拠りて 旧名の 遺り たるな り」 という。 ここにい う 大金 郷は、 『和名 抄』 に 伊勢 国 朝 明 郡の 大金 郷と 呼ばれて 

いたと ころで、 三重県 四日 市 市の 伊坂 町に 今 も 太 鐘と いう 地名が 残って いる。 この 太 鐘に いって 話 を 聞く と、 大 

きな 鐘が 地中に 埋ま つていた からそう した 名前が ついた のだろう と 地元の 人た ち は 噂して いる。 それ はいう まで 

もな く 銅鐸の ことで ある。 しかも この 太 鐘に、 式 内 社の 大 神社が ある。 現在 は 太 神社と 書き、 土地で は 太さん と 

呼んで いる。 もとは 東 太 鐘と 西 太 鐘の 境界の 水田の 中に あった 神社で あるが、 大正 五 年に 移転して 現在 は 東 太 鐘 

の 北側 山麓に ある。 『神祇 志 料』 によると、 この 太 鐘に ある 大 神社 は、 けだし 大和 国 多 神社の 裔社 なりと ある。 

『古事記』 に は、 開化 帝の 四 世の 孫の 曙 立 王 は 伊勢の 品 遅 部の 祖 というが、 品 遅 部が とだえた のち も多臣 がその 

名 を 負って おり、 壬 申の 乱のと きの 多 臣品治 はそう ではない のかと 『地名 辞書』 は 言って いる。 いずれにしても 


そこ は 多 氏と 関係の ある 土地 だから 大 神社の 名前が つけられた のであろう。 この 大 神社の 神職に は 明治に なって 

か らも 舟 木 直 の 末裔が 関係 している。 多 氏の 同族の 伊勢の 舟 木 直が 大 神社 の 祭司 を つかさどって いるの は 興味ぶ 

i  、  0 

力 1> 

この 大金 郷に 含まれる 四日 市 市の 伊坂 町 (旧 三重 郡 八 郷村) から 銅鐸が 出土して いる。 

また 壬 申の 乱のと き、 美 濃の 不 破の 関 をめ ざして いそぐ 天武帝 は迹太 川の ほとりに 立って、 はるかに 伊勢 大神 

をお がんだ、 と 『日本書紀』 は 伝える。 この 迹太川 は 四日 市と 桑 名の あいだ を 流れて いる 朝 明 川と いわれて いる。 

今日 その 遥拝の 史蹟の 碑の 立つ ところから ほんの 目と 鼻の 間のと ころに、 耳 利 神社が ある。 いま は 耳 常 神社 も 合 

併して いるが、 もともと は 別々 の 神社であった。 しかし いずれも 伊勢の 舟 木 直の まつる 神社に ほかなら なかった。 

伊勢の 木 直 は 多 氏と 同族で ある。 耳 利 神社 は 現在 四日 市の 大矢知 町に 属して いるが、 大矢 知の 青木 山の 光明 廃 

寺 跡から 元 文 年中 ( 一 七三 六， - 一七 四 一) に 銅鐸 一 一個が 出土した。 

この 一 一つの 銅鐸の 出土 地 はき わめて 近接して いる。 そして この あたり は 忍 海 漢人の 伊勢に おける 居住地で も あ 

つた。 大金 郷に 1^ 神社 を まつった 多 氏と、 そこに 移住した 忍 海 漢人の 間に 密接な 関連が あると 考える の はけつ し 

て 不自然で はない。 

^ ところで、 この 銅鐸の 出土した 大矢知 は、 『和名 抄』 によると 伊勢 国の 朝 明 郡の 訓覇郷 に 属して いる。 訓霸は 

^  ^||§でぁって、 大矢 知に 字久留 倍の 地が あると 『五 鈴 遺 響』 に 見える。 呉 部 は 紛織を 業と した 部 民の 意と いわれ 

青 る。 その 大矢 知に 多 氏の 同族で ある 伊勢の 舟 木 直が 関与して いる こと は、 注目に 値する。 伊勢 国 飯 野 郡に 意 非 多 

一 神社が ある。 そこ は 大和の 多 神社の 末裔が 伊勢に きて、 この 地 を 開拓して 神社 をた てた という 伝承 を もって， > る 

I 現在 は松阪 市の 西 黒 部の 地で ある。 この 黒 部の 名 は 呉 部に 由来して いる。 つまり ここに も、 多 氏と 吳 部との 関係 

2 が 見付かる ので ある。 . 
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田 中 巽 氏 は 「呉人と 船 木」 の 中で、 この 問題に 着目し 詳細に 追求して いる。 呉人 は、 南中 国の 呉 を 指す ばかり 

でな く、 百済 を 指す 場合 も あり、 古書で は 具と 百済 はしばしば 混同され て 使用され ている。 

伊勢の 朝 明 郡に 隣接して 員弁 郡が ある。 「雄 略紀」 に、 物 部 目 連が 伊勢の 朝日 郎を 斬って 猪 名 部 を 与えられた 

と ある。 朝 明 郡の 一 部 を 割譲して、 員弁 郡 を あらたに 作り、 物 部 氏 を 猪 名 部の 伴 造と なした ので ある。 猪 名 部が 

造船の 番匠 として そこに 居住した の は、 船材が 豊富だった からに ほかなら ない。 それ は 朝 明 郡大矢 知の 耳 常 神社 

を 一名、 舟 木 明 神と いい 伝え、 その 裔 孫と 称する 舟 木 氏が 世々 祭祀 を つかさどつ ている という 事実から もた しか 

めら れる。 すなわち 船材を 切り出す 仕事 を つかさどる 舟 木 氏と 船大工で ある 猪 名 部と は、 密接な 関係 を もってい 

る。 『姓氏 録』 に は為奈 部首 を 百済 人と している。 したがって 猪 名 部 もまた 呉 部の 一 つで あつたと 田 中 氏 は 述べ 

ている。 呉 部 を かならずしも 钫績の 糸 を 繰る 部 民と 考えな くと もよ い。 

それで は 鍛冶 は 関与 しないの であろう か。 船 を 作る に は 道具と しての 金属の 斧の 類が 必要で あり、 また 釘 も 要 

求され る。 そこで 船大工と 鍛冶と は 一体と なって いた。 船 木部の 居住した ところから ほど 遠くない 大金 郷 (八郷 

村) が 古代の 金 作 部と しての 忍 海 漢人の 居住地と みられて いる こと はすで に 述べ た。 

このよう にして、 多 氏お よび その 同族の 伊勢の 舟 木 直と、 忍 海 漢人と、 それに 呉 部の 地名が 同一 地域に 登場す 

る。 これ は 多 氏が 朝鮮半島からの 渡来人で ある こと を 示唆して はいない であろう か。 その 出自が 百済で あるか 加 

羅 であるか、 それ をき める こと は むずかしい。 しかしい ずれに しても、 金属 精鍊の 技術 を もち、 それによ つて 低 

湿地 帯 を 開拓す る 技術に もまた 長 じていた こと は、 多 氏の 東国 進出の 跡 を みれば 歴然とす る。 しかし、 金属 器 を 

もって 開拓す る 技術に 長 じていた の は 多 氏ば かりで なく、 次章に 述べる ように、 海人 族と して 知られた 安曇 氏 も 

またそう であった。 その 前に、 多 氏と 青の 問題 をもう 一 つの 側面から たどって みょう。 
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三つの 南宮 にから まる 青の 地名 も 多 氏と 繋る 

不 破の 関 はき わめて 狭隘な 山 あいで、 西日本と 東 日本との 交通 を扼 する のに 絶好のと ころで ある。 だから こそ、 

壬 申の 乱 も、 後世の 関ヶ原の 天下分け目の いくさ もこの 場所で おこなわれた。 また、 だから こそ、 伊吹山の 季節 

風 はこの 風の 路を 猛烈ない きおいで 駆けぬ け、 そこに 銅 や 鉄 を 吹く 職業 を 生ぜ しめたの である。 その 近くに は 青 

i という 地名が ある。 垂 井町の 東 どなりの 赤 坂 町に 属して いた。 垂 井町に 伊富岐 神社の ある こと はすで に 述べた。 

青 墓は不 破の 関所の すじに あたって おり、 そこ を 東 山道が とおって いるので、 多くの 遊女が いた。 こうした 女 

たちが 青 墓に 出現した の は、 すでに 奈良 朝の 末期から だと 見る 向き も ある。 青 墓 は 街道す じに あたって はいるが 

H 口 や 神奇の 遊女の ように、 そこの 遊女 も 水に 縁 由が あつたの ではない かと 私 は 推測して いる。 というの も 青 

墓のと なりの 赤 坂に は、 金 生 山が あり 精鍊が おこなわれ ていたが、 その 赤 坂 港口に は、 明治の 中 ごろまで は 五 百 

そう もの 帆船が 揖斐川 をと おって 伊勢 湾との 間 を 往来して いた。 また 赤 坂 付近の 人た ち は、 船で 揖斐川 を 下り、 

桑 名で 潮干狩 をし、 その 日のう ちに 川 をの ぼって 赤 坂まで かえった という。 川 を 下る に は 水流と 干潮 を 利用す る 

ので、 桑 名に つくまで 四時 間 かかり、 川 を のぼるのに は 満潮 を 利用して 遡行す るので 六 時間 を 要した という 話 を 

私 は 現地で 聞いた。 こうして みれば、 青 墓の 遊女た ち も、 伊勢 湾 や 三 河 湾 や 知 多 湾から 内陸に 入り こんだ 海人 族 

の 流れ を 引く もの かも 知れなかった。 くぐつ 女 は 遊女の ことで、 青 墓に も 傀儡の 名曳 という 遊女が いる。 くぐと 

よ i 過 辺の 草で、 このく ぐの 草で 人形 を こしらえて 人形 まわし をす るの を 傀儡師と 呼ぶ。 くぐつ 師の女 は ときには 

男に 春 を 売った ので、 くぐつ 女 を 遊女と も 呼んだ のであろう か。 いずれにしても 青 墓の 遊女に は 海人 族の 句い が 

する。 

さて、 後白河 院が青 墓の 遊女の 乙 前を師 として 今様 をなら い、 『梁 塵 秘抄』 を 集成した こと は 有名で ある。 青 

墓の 遊女 は 帝王の 師 である ほどの 教養の 持主で あり、 都 人士と も 交遊が あった。 その 『梁 塵 秘抄』 の 中に、 
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なんぐ ほんざん 

南宮の 本山 は、 信 濃の 国と ぞうけ たばる、 さぞ まう す。 

美 濃の 国に は 中の 宮、 伊賀の 国に はお さなき、 児の 宮 

という 歌が ある。 「南 宮の 本山 は 信 濃の 国の 識訪 の南宮 であると うけたまわる。 そう 申して いる。 美 濃の 国に 

は 中 山の 南宮が あり、 伊賀 国に は 幼い 児 神を祀 つた 南宮が ある」 という 意味で、 『大系』 の 『梁 塵 秘抄』 の 註 も 

「青 墓の 遊女の つたえた 歌詞 か」 と ある。 このうち 誠訪の 南宮は 顯訪下 社の ことで あり、 美 濃の 南 宮は仲 山 金山 

彦 神社 (すなわち 南宮 神社) のこと であり、 伊賀の 南 宮は敢 国 神社の ことで ある。 なぜ 南宮と 称した かとい うと 美 

濃の 南宮 神社で は 国府の 南に 位置す るから という 言い方 をして いる。 信 濃と 伊賀のば あい は 明確で ない。 南宮と 

よばれる 神社に は、 ほかに 西の 宮の広 田 神社の 摂 社の 南 宮 神社が ある。 しかし 広 田 神社 を北宮 といい、 その 南に 

あるから 南宮と 呼んだ という 程度の ことし か 広 田 神社で も わからない。 また 美 濃の 南宮を 中の 宮と 呼んだ の は、 

そこが 美 濃の 中 山と いわれる ところに 鎮座して いたた めで あり、 伊賀の 南宮を 児の 宮 というの は、 伊賀の 敢国神 

社が、 主神で はない が、 スクナ ヒコナ の 神、 すなわち 海神 少童を まつる ことにな つたた めだと 解釈され ている。 

私 はこの 歌 をみ て、 そこに 共通した もの を 感じる。 その わけ はこの 三つの 南宮の 所在地に は 青 塚、 青 墓の 地名 

がから ま つてい ると いう 事実が 指摘で きる からで ある。 

觀訪下 社の 境内の わきに 青 塚と よばれる 前方後円墳が ある。 五十 九メ ー トルの ながさ を もち 誠訪 第一 の 大きな 

古墳で、 時代 は 七 世紀 後半と みられて いる。 この 墓の 被 葬 者 は 下社大 祝の 職 を 世襲した 金 刺 氏の 一統の だれかで 

あろうと 推定され ている。 

岐阜県の 垂 井町 や 赤 坂 町 は 県下で も 主 だ つ た 古墳の 集中して みられる ところで ある。 たとえば もと 赤 坂 町に 翼 
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していた 青 墓に は 百七メ ー トルの 粉糠 山 古墳が あり、 昼飯に は 美 濃 第一 の 前方後円墳で 百 三十 七メ ー トルに およ 

ぶ 大塚山 古墳が ある。 この 大 塚が 転訛して、 青 墓と なった とされて いる。 しかし 『東 鑑』 に は、 青 波賀と 記され 

ている から、 はじめから 青 墓の 名で よばれて いた 場所な のか も 分からない。.  

さらに、 伊賀の 青 墓の 由来 は、 「雄 略紀」 の 記事に もとづく。 

つちのとの ゐ ついたち つちのえ さるの ひ  ものの ベのう しろの すくね ものの ベの めの むら じ _  •  h  i あさけ の いら £.^J  ,  ' ) 

「十八 年の 秋，：：^ 月の 己 亥の 朔戊 申 に、 物 部 寃代宿 禰* 物 部 目 連 を 遣して 伊勢の 朝 日 を 伐た しめ 

み、 くさ  あ を はか ま  みづか  ゆみい  ほこ  みいく さ 

たま ふ。 朝日 郎、 官軍 至る と 聞きて、 即ち 伊賀の 青 墓に 逆ち 戦 ふ。 自ら 能く 射る こと を矜 りて、 i 目 軍に 謂 ひて 

た れ  あ. こ  ハ よな や  よろ ひ とほ  みいく さ  お  うしろの すく 

曰よ く、 『朝日 郎が 手に、 誰 人 か 中るべき』 とい ふ。 其の 発つ 箭は、 二重の 甲 を 穿す。 官軍、 皆 懼づ。 菟代宿 

ね  まも  たちと  きくの ものの ベお ほ をのて 

，、 敎 へて 進み 撃たず。 相 持る こと 二日 一夜。 是に、 物 部 目 連、 自ら 大刀 を^り て、 筑 紫の 聞 物き 大斧手 をし 

て、 楣を 執りて 歌が 中に #ぴ しめて、 俱に 進まし む。 朝日 郎、 乃ち 遥に 見て、 大斧 手が 楣と 二重の 甲と を 射^ 

つ。 幷 せて 身の 肉に 入る こと 一 寸。 大斧 手、 榍を 以て 物 部 目 連 を 翳 す。 目 連、 即ち 朝日 郎を 獲へ て 斬し つ」 

これ は 何 を 物語る かとい えば、 朝日 郎の もつ 武器の 優秀 さ、 鉄の やじりの するど さで あり、 伊賀の 青 墓に すぐ 

れた 製鉄 集団が あった こと を うかがわせる。 

. ところで 伊賀の 青 墓 は どこに 比定 される か。 『三国 地誌』 に 「粟生 某と いふ 者の 墓、 佐那 具に あり、 土俗、 粟 

生 は 新田 義貞の 従 土と 伝 ふ。 (中略) 粟生 は 青の 訛に て、 この 塚の 名なる べし」 と ある。 これ をみ ると 青 墓 は 伊賀 

の がに ある。 佐那具 はさな ぎで あり 鐸を 意味す る 古語で ある。 すなわち それ は 金属 器で ある。 ところが この 

佐那 具と となりあわせの 上野 市 千歳 (旧 阿山 郡 府中 町) から 銅鐸が 出土して いる。 これ は 伝承で あるが、 それにし 

たがえば そこ は敢国 神社から 五百メ ー トル ほどし か はなれて いない。 

また 佐那 具に ある 青 墓 は 現在の 御 墓 山と されて いる。 それ は 全長 百 九十 メ ー トルの 大 古墳で、 古墳が 一 つの 山 

のよう な 堂々 たる 景観 を呈 する。 もとより 伊賀 最大の 前方後円墳 である。 森 川 桜 男 氏の 話で は、 御 _ ^一山が 「みは 
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かや ま」 といわれる ようにな つたの は、 大正 十 年に 

国の 史蹟に 指定され て 以来の ことで あり、 現地で は 

今でも 「お ー はか やま」 と 「お」 を 軽く 引っぱって 

発音す る。 青 墓 |> 青 御 墓— 御 墓と 変遷す る 過程 

がた どれる という。 では この 青 墓、 すなわち 御 墓 山 

の 被 葬 者 はだれ か。 といえば、 敢国 神社との 間が わ 

ず か 一 キロで あるから、 とうぜん、 敢国 神社との 関 

連が 考えられねば ならぬ。 

敢国 神社の 祭神 は大彦 命で あるが、 森 川 氏の 教示 

によると、 大彦命 を 祭神と したの は、 明治 七 年に 敢 

国 神社の 宮司が 熱心に 主張した からで あり、 それ を 

教部 省が 採択した ものと いわれて いる。 その まえの 祭神 は、 現在 も大彦 命に 配祀 されて いる 少彦名 命と 金山 比啐 

命の 二 座であった こと は、 『三国 地誌』 で あきらか である。 菊 岡 如 幻の 『伊 水温 故』 (貞享 四 年 = 1 六 八 七) では、 

甲 賀三郎 を それに加えて 三 座と している。 こうして みると 大彦命 はもつ とも あとに な つ て 加わった もので あり、 

その まえの 段階で は、 甲賀 三郎、 その また まえ は 少彦名 命が 加わった ものである。 最初 は 金山 比咩命 一座で あつ 

たこと が うかがわれる。 

敢国 神社の 前方に そびえる 山 を南宮 山と 呼ぶ が、 そこに 金山 比 咩命を 勧 請した の は、 美 濃の 南宮 神社から であ 

り、 時代 は 天武の 御代で あると 伝えられ ている。 それ をた しかめる すべ はない が、 時代 を天武 帝の 世と した こと 

に 注意し なければ ならぬ。 それ は 私たち を、 壬 申の 乱のと きの 不 破の 関に ふたたび 引き もどす。 
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あ はち ま  ゆ 0 うながし 

壬 申の 乱のと きに 不 破の 関 を いちはやく かためた の は、 青 墓に 近い 美 濃の 安八 磨 郡の 湯沐 令で ある 多臣品 治で 

あった。 安八 磨 郡 は 長 良 川と 揖斐 川の 間に はさまれた 一帯で、 南 は 木曾川 をへ だてて、 尾 張の 海 部 郡と 接して い 

る。 天武 帝が 多 品 治に 不 破の 道 をふさぐ ように 命令した の は、 帝が 吉野を 出発す る 二日 まえの 話で ある。 多 品 治 

は天武 帝の 信任が あつく、 かつ 不 破の 関の 近くに いた。 だが もし 彼に 武器がなかった としたら、 関 を 守る こと は 

むずかしい。 ここにお いて 不 破の 関 近くで 金属 精鍊に 従事して いた 伊福部 氏との 関連が 頭に 浮ぶ。 

不 破の 関 を かためた のち、 多 品 治 はふた たび 天武 帝の 命令で、 三千の 軍隊 を ひきいて 伊賀の 莉萩野 を 守り、 甲 

賀 からせめ てきた 近 江 方の 軍隊 を 撃退して いる。 そこ はまた 有名な 風の 道 だ。 甲賀 から 伊賀へ と 吹きぬ ける 強風 

は ほそい 山 あい を 通る。 そこで その あたりの 森 や 竹やぶ はみ な、 伊賀の 方に なびいた ままの 形 をして いる。 日頃 

風が 強いので、 自然そう した 格好に なって しまったの である。 有名な 風の 森 もこの 柘植の あたりに ある。 甲賀か 

ら 伊賀に 吹き抜けた 風 は柘植 から 曲って、 こんど は 伊賀上 野に 吹きつけ ると 森 川 氏 はいう。 伊賀 は 藩 政 時代、 銬 

物 や 刀鍛冶で 知られて いた 城下町だった。 まえにの ベた 『続 日本 紀』 にも、 伊賀 国の 金 作 部 東 人の 名が みえる。 

壬 申の 乱の のち、 鉱山に 関係の ある 金山 比咩命 を、 美 濃の 南宮 である 仲 山 金 山彦 神社から 勧 請した という こと 

は、 そこに 理由がなくて はならぬ。 おそらく 天 武帝は 伊賀の 佐那 具の 地が、 戦略上に 重要な 拠点で ある こと を 見 

越して、 そうした 措置 をと つたの だろう。 そこ は佐那 具の 地名が すでに 銅鐸 を 暗示して いるよう に、 きわめて 古 

くから 金属 精鍊 にした がう 人た ちが 住んで いた。 

私が ここで 問題に したいの は佐那 具の 巨大な 古墳が なぜ 青 墓と よばれた かとい うこと である。 誠 訪の青 塚が 金 

刺 氏、 尾 張 丹 羽 郡の 青 塚が 丹 羽 君、 美 濃の 青 墓が 多 品 治との 関係 を 無視で きないよ うに、 伊賀の 青 墓 も 多 氏の 冋 

族と つながりが あるの かも 知れぬ と 私 は 考える ので ある。 すくなくとも 大金 郷に は大 神社が あり、 多 品 治と 縁 巾 

の ある 地と 考えられ、 その 近くに は 古くから 舟 木 直が 住んで いるので ある。 
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鉄器に よる 開墾 を 投影す る 伝説 

ちいさが た 

昔々、 信 州の 小 県から 佐久へ かけて は 大海であった。 それ は 塩 尻の 岩 鼻と 半 過の 岩 鼻と が 今の ように 切れて い 

ない 時分の ことであった。 その 北の方 は 陸地で 田畑が 開けて いた。 ところが そこに 大きな 鼠が いて、 田畑 を あら 

しまわり、 村の 名まで 鼠と いわれる ようになった。 村の 百姓た ち は 相談し、 大きな 唐 猫 を 見付けて きて、 大鼠を 

退治す る ことにした。 大鼠は 逃げ まわって、 大海の 端の 岩山まで 走った が、 進退 きわまり、 その 岩山 を かみ 切つ 

た。 そこで 大海の 水が 流れ出し たという。 

これ は 『小 県 郡史』 に 記載され ている 伝説 だが、 佐久 という 地名が 「裂く」 を 連想させる。 信 州に はこうした 

類の 話が いくつか ある。 

昔、 安曇、 筑 摩の 二 郡の 間 は 湖水で 犀 竜が 住んで いた。 その 東の 高 梨と いう 処に白 竜王と 名乗る 者が いて、 こ 

の 湖の 主の 犀 竜と 交って 子 をもう けた。 その子 を 日光 泉 小 太郎と 称した。 そのの ち、 誠 訪大明 神の 変身で ある 犀 

竜 は、 自分の 氏子 を 繁栄 させよう として、 巨岩 を つきやぶり、 湖の 水 を 落した。 そこで 田地 は 開け、 泉 小 太郎は 
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有 明の 里に 住み 子孫 繁昌した という。 そこ は 今日の 池 田 町の 十日 市場のと ころと されて いる。 

十日 市場に 川 合 神社が あるの は、 この あたりが 犀 川と 高瀬 川の 合流 点と なって いるから であるが、 川の 合流 点 

に 蹴 裂 伝説が あると いうの がー つの 型の ようで ある。 この 近くに 穂 高 神社が ある。 安曇 氏 は 穂 高見 命の 後と 『姓 

氏録』 にある。 安曇 氏が この 地 を 開拓して その 氏神 を祀 つたので あろう。 『古事記』 では 安曇 連 は、 宇都 志 日 金 

さく  ひ かなと め 

拆 命の 子孫で あると も 記されて いる。 更級 郡の 上 氷 鉋 (現在 は 長 野 市に 属する) にも 氷 鉋 斗 売 神社が ある。 『和名 

抄』 に 氷鉋郷 とあった ところで ある。 これ は 穂 高 神社の 宇都 志 日金拆 命の 妃 または 妹を祀 つてい るので あろうと、 

『地名 辞書』 は 述べて いる。 宇都 志は顕 であり、 日 金 = 氷 鉋 は 火 金 かも 分からない。 拆 は佐久 とか 裂く とおな じ 

意味で あると 思われる。 つまり 安曇 氏 は 金属の 利器 を もって 湖沼 や 湿地 帯 を 開鑿し、 そこ を 田畑と して 拓く 技術 

を も つていた というの が 私の 仮説で ある。 

ところで、 穂 高の 近くに 耳 塚と いう 地名が ある。 耳 塚に は 古墳時代 末期に 属する 大 (王) 塚が ある。 古代の 安 

曇 郡に おける 郡 司 クラスの もの を 葬った 墓と 考えて まちが いないと 『新しな の 地名 考』 はいう。 はたして そうで 

あるならば、 この 耳 塚と、 安曇 平の 開拓者であった 安曇 氏との 間に は 関連が ありそう である。 ここに 「耳」 とい 

う 名が 登場す る ことに 留意しょう。 この 耳 塚に は 伝説が 絡まって いる。 田 村 将軍に ほろぼされた 中 房 山の 大 魔王、 

魏石鬼 八面 大王の 耳 をき つて 埋めた と 称して いるが、 これに も 首 塚 立 足な どの 地名 由 来談が 付随して、 蚩尤 伝説 

に 非常に 接近して いると 柳 田 国 男 は 『一 目 小僧 その他』 でのべ ている。 蚩尤 といえば 銅 鉄の 神で ある。 蚩尤を 思 

わせる 伝説が 安曇の 本拠に なぜ あるの か。 

甲 州に も 蹴 裂 伝説が あり、 それが ふしぎに もまた 安曇 氏と つながつ ている。 富士川の 上流に あたる 甲斐の 鰍 沢 

に は 蹴 裂 神社が ある。 昔、 この あたりが 湖水であった ときに、 ある 神が 山 を 蹴 裂き、 水 を 涸らして 土地 を拓 いた 

と 伝えられ ている。 蹴 裂 神社の 南 を 『和名 抄』 に、 川合郷 といって いる。 そこにぎ 富と いう 地名が ある。 早 川と 
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富士 ガのガ 合のと ころで、 武田 信玄に 仕えた 家臣の 飯 富 兵部少 輔虎昌 はこの 地の 出身と 伝えられる。 飯 富 は旧訓 

ォブ といい、 多の 地名と 考えられる。 という ことから、 安曇と 飯 富 = 多 氏 を 名乗る 古代 氏族との 関連が 推察され 

かむ や い みみ 

る 多 氏 は 神 八 井耳 命を祖 とする 氏族で ある。 またしても 耳の 名 を 負う 氏族 名が あらわれ たので ある。 

さて、 鰍 沢の 蹴 裂 神社の 祭神 は、 安曇 氏の 祖 神の 日 金拆 命を祀 るか、 治水の 神霊と 伝う、 と 『地名 辞書』 はい 

い、 けだし 延喜式 内 社の 山 梨 郡の 金 桜 神社 や 八 代 郡の 佐久 神社 (現在 石 和 町) と 同 神で あると 述べて いる。 佐久と 

か 金 桜と かに 裂の 意味の こめられ ている ことが これによ つ て も 推察で きる。 

中 山 太郎は 饗庭斜 丘の 筆名で 「蹴 裂 伝説より 見た る 上代の 開鑿 術」 という 論文 を 書いて いる。 それによ ると、 

昔、 甲 州が 湖であった とき、 八 代 郡の 佐久 神が 南山の 磐石 を 蹴 開き 水 を 通じた ので 人畜の 住むべき 地と なった。 

鰍 沢の 蹴 裂 神社 はこの 佐久 神の 子孫で ある。 往時、 祭礼の 折に 毎年 この 神社から 鰍 沢へ 神輿 を 移して 祀 つたの は 

この 縁故から である、 という 『甲斐 叢書』 の 文章 を 引用して いるが、 佐久 神社の ある 石 和 町 は 洪水の 多い ところ 

として 知られて いる。 

金 桜 神社 は 現在、 杣 口と 御岳の 二 力 所に ある。 杣 口の 金 桜 神社が 式 内 社で 古い。 御岳の 金 桜 神社 は 大和 吉 野の 

きんぶ せん 

金 峰 山から 移した ものであるから 新しい が、 その 「由来 記」 に は、 崇神 帝の 頃に 全国に 蔓延した 疫病の 平癒 を 祈 

願す るた めに 勅願に よって 建立され たと なって いる。 この 縁起 はォォ タタ ネコの 故事 を 思い出させる。 ォォ タタ 

ネコ はタ タラ を 意味し、 銅 や 鉄の 精鍊に 密接な つながり を もつ 人物で ある。 この 話 はもと より 後世の 作為に すぎ 

ない としても、 この こと を 意識して そのような 縁起 を 作成した とすれば 興味 ある 事柄で ある。 金 峰 山に は 水晶 そ 

の 他の 鉱物が 出る。 また 金 峰 山の 西方の 増 富 温泉の あたりに は 金が 産出して いる。 

なお、 中 山太郎 によると、 信 州の 泉 小 太郎が 厚の 背に 乗って、 山清路 から 越後の 沼垂 まで 犀 川 を 蹴 開いた とい 

う 伝説が あるが、 その 厚川 は 塞 川であって、 昔から 郡 境 を 意味したろう としてい る。 たしかに 擎 という 字に とく 
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べつな 意味が こめられて いると 思われる の はさきの 犀 竜と いう 湖の 主の 名から も 分かる。 宍戸儀 一 は 小 県 郡 塩田 

の 泉 小太郎 伝説で 産 川と あるの は、 サヒ、 サブと いう 鉄 を 意味す る 語と 解して いる。 三輪 山の ふもと をな がれる 

狭 井川の 狭 井 も 含めて 検討の 要が ある。 

蹴 裂 伝説で 有名な の は、 もと 阿蘇の 火口原が 一面に 湖水であった 時分に、 神 八 井耳 命の 子どもで、 竜神で ある 

タケ イワ タツ 命が、 今日の 立 野に ある 数 鹿 流の 滝 を 蹴 透して、 阿蘇 湖 を 乾した という 伝説で ある。 立 野 は 竜 野に 

由来す る 語 かも 知れない。 『肥 後 国 誌』 の 伝える ところでは、 肥 後の 鹿 本 郡 を 中心として、 玉 名 郡 や 菊 池 郡に お 

よぶ 広大な 地域 は 水底に あった。 そうして 茂賀の 浦と 称した。 阿蘇 大明神 (タケ イワ タツ 命) は 巡狩して 山 鹿に 

やって きて、 茂賀の 浦の 海水が たたえられ ていたの をみ て、 鍋 田の 岩 を 蹴 透して 湖の 水 を 槍 海に 流した と ある。 

現在 山 鹿 市に ある 大宮 神社に ついては、 まえに 山 鹿 市の 一 つ 目 神社の こと を 述べた とき 触れた。 その 大宮 神社 

の 「社 記」 に は、 阿蘇 大明神 を 勧 請した と あるから、 この 話 は大宮 神社と も 無縁で は あるまい。 湖の 水 を 有 明 海 

に 流した と 伝えられる ときの 水路が 今の 菊 池 川な ので あるが、 菊 池 川の 流域 は 肥 後で も 有名な 砂鉄 地帯であった ( 

こうした 蹴 裂 伝説が 阿蘇く 国 造の 祖神 である タケ イワ タツ 命に まつわつ ている こと は、 阿蘇 君の 性格、 延いては 

その 同族で ある 多 氏の 性格 をつ かむ 手がかり となる。 

蹴 裂 伝説が 鉄器 を 用いての 開墾 や 開拓 を 暗示して いる こと は、 天日 槍が 但 馬の 城 崎、 豊岡 一帯の 湖水の 開 變 を 

こころみ、 床 之 尾 山 (鉄鈷 山) の 鉄で 作った 鑿 を もって、 円 山川の 川口の 瀬戸 を 切り裂い たという 伝承が あるの 

でも 分かる。 近 江 国 伊香 郡 中 郷村 錯練比 古神 社 は その 社名から して、 金属に 縁 由が あるが、 伴 信 友の 考証に よる 

と、 天日 槍 を まつる とされて いる。 ところで 『近 江 伊香 郡 志』 は 天日 槍 は中郷 にと どまって、 坂 口 郷の山 を 切り- 

% 呉 湖の 水を排 して 湖 を 四 分の 一 に ちぢめ、 田畑 を 開拓して 余 吳庄と 名 づけた という 伝説 を 記して いる。 
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海人 系 安曇と 多の I 族 • 阿蘇 氏が 出会う 所 

『日本書紀』 の 神 功 皇后 摂政 前記 (仲哀 天皇 九 年 四月) に は、 次の ような 記事が ある。 

福 岡 市の 市中 を 流れる 那珂 川の 水 を 田に 引こうと して、 灌漑 用の 溝 を 掘った が大 岩が ふさがつ ていて 溝 をと お 

す ことができない。 神 功 皇后 は武内 宿禰を 呼びつ け、 剣と 鏡 を 神前に ささげて 祈らせた ところ、 雷が はげしく 鳴 

り、 その 岩 を ふみ 裂いて 水が 流れる ようになった。 そこで、 その 溝 を 裂 田 溝と 称した、 という ものである。 

ここにい う 雷電と は、 鍛冶 神 または 金属 神の 別称で も あるから、 おそらく 鉄器 を もって 大岩を こわした こと を 

指す のであろう。 この 「神 功紀」 の 蹴 裂 伝説の 舞台で ある 那珂 川から ほど 遠から ぬ筑 前の： f, 心!^ に 住む 安曇 氏 も 

海人で、 朝鮮半島との 交易 や 輸送 をと おして 鉄器の 購入な どに 関係して いた ことが 想像され る。 志賀 島の 先端の 

勝馬 は 安曇 氏の 本拠で あり、 志賀 海神 社の 祭礼のと きに も 神輿が 神 幸す ると ころで あるが、 勝馬から 細 型 銅 剣の 

铸 型が 発見され ている こと は、 注目すべき 事実で ある。 

安曇の 海人が 対 馬に 食糧 を はこぶ 途中 海難で 死んだ こと は 『万葉集』 巻 十六に 記されて いるが、 対 馬と 安曇と 

の 関係 はき わめて 密接であった。 神 功 皇后が 三韓に 出兵 するとき、 対 馬の の 海辺で、 軍船の 淀が 海底に 沈ん 

で 上ら なくなつ たの を、 安曇 磯武 良が もぐって 取り上げ たという 話が あり、 また 大船 越の 東海岸に、 神 功 皇后の 

綱掛 岩が ある。 その 岩に 舳綱を かけた の は 水先案内の 磯武 良で あると されて いる。 磯 武良は g:^ のこと である。 

対 馬の 豊玉 町の 仁 位の わ たづみ 神社の 境内に は 磯 良の 墓と 称する ものが ある。 このように 磯 良 は 海人と して 活躍 

している。 磯 良 は 頭 面に 牡蠣の 生えた 醜悪な 姿で あると いわれる。 

では 磯 良 を どうして 醜悪な 容姿と して 仕立てた のであろう か。 安曇 氏の いっき まつる 志賀 海神 社 は 後世 「I』 の 

都」 と 呼ばれ、 大 内義隆 がかって 寄進した 門 は 竜 都 門と 称せられ ていたと いう。 竜の 都と はいう まで もな く 竜宮 

である。 小 泉 八 雲 は、 海中の 竜神の 家来で 醜い 容貌 を もった 鮫 人の 話 を 書い ている。 この 狡 人 は 『述異 記』 こ 


223 第三 章 海人 族の 系譜 


「南海 中に 鮫 人 あり」 と 出て くる もので、 藪田嘉 一郎 は、 磯 良 は 鮫 人 を モデルに して 作り上げた ものである とい 

う。 中国の 『胡 人 採 宝譚』 にも 「海神が 毛 だらけな 片手 を 出した」 と 説明して ある 箇所が ある。 このよう にして 

安曇 氏 もまた 南中 国との 関係 はふ かい。 『姓氏 録』 に 安曇 族 は 綿 積 神 命の 児の 穂 高見 命の 後と あるが、 ァ ズミ、 

ヮ タヅ ミ、 ホ タカ ミ といえば いずれも 語尾 はミで 終わって いる。 この ミは ミミ (耳) を 象徴す ると 思われる。 

安曇 氏が 淡 路の野 島の 海人 を 統率した こと は 知られて いる。 近 江の 高 島 郡に は 安曇の 名 を 冠した 安曇川が ある。 

その 川の ほとりに 三 尾郷が ある。 この 三 尾 は 水 尾で あり、 さらに は II  (水脈) で、 安曇 氏が 水先案内の 役 をも果 

していた こと を 示す ものであろう。 この 三 尾 郷には 継 体 天皇の 父の 別荘が あつたが、 継 体 天皇 も 三 尾 君の 女を妃 

として 一 一男 一 一女 をもう けて いる。 その 一 人に 耳 皇子が ある。 藪田嘉 一 郎は 「近 江の 高 島 郡に ある 水 尾 (三 尾) 神 

が 古代の 越の 国で ある 加賀 国に 現じて 白山 権現と なった と 園 城 寺で は 伝えて いる」 と 述べて いる。 また 白山 権現 

の 神 は、 一説に は 菊理姫 神で、 ククリ は 潜水で あると も 付言して いる。 ここにお いて 安曇の 海人の 伝承が 加賀の 

白山にまで 及んで いる ことが たしかめられる。 琵琶湖の 対岸の 伊香 郡に も 『和名 抄』 に 記載され た 安曇 郷が あり、 

の 地名と して 残されて いる。 能 登 羽 昨 郡に も かって 安津見 村が あり、 そこに 奈豆美 比 i. 神社 を まつった とい 

う。 『神祇 志 料』 や 『能 登 志徴』 は 奈豆美 は 安曇であろう といって いる。 このよう にして 安曇の 足跡 は 日本海 岸 

にの び、 太平洋 側 は 三 河 湾の 渥美 半島に も その 名 を 刻印し、 信 濃の 安曇 平にまで 入り こんでいる こと はこの 章の 

冒頭で 述べた とおりで ある。 

、， くし またる しま 

この 『小 県 郡史』 の 伝説の 中心地の 上田 盆地に 東 塩田と いうと ころが あり、 東 塩田の 下の 郷には 生 島 足 島 神社 

が 鎮座す る。 『古語 拾遺』 に 生 島 神と は大 八洲の 霊、 つまり 日本 国の 国 魂と ある。 それ を 裏書きす るよう に、 生 

島 足 島 神社の 本殿 は 板壁で かこって あり、 床がない。 つまり 土間 だけで ある。 この 土間が 御 神体な ので ある。 と 

、，• うこと は 国土が 御 神体 だとい う 意味で ある。 生 島 足 島の 神 は 宮中に 祭祀され たが、 それ を 信 州に もちこん だの 
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は、 信 濃 国 造の 祖 である 多 氏 もしくは その 同族で あろうと 推定され る。 

「阿蘇 氏 系図」 によると、 タケ イワ タツ 命の 子の 響 背 命が 科 野 国 造の 初代で、 八 世の 孫の が ね..^ 麻 背 君が また 

科 野 国 造に なった とされて いる。 阿蘇 君が 多 氏と 同族で ある こと はいう まで もない が、 小 県 郡 塩田に はかって 安 

宗郷が あり、 東 塩田に はい まも 古 安 曾と いう 大字が ある。 ここにお いて 生 島 足 島 神社と 阿蘇 氏との 関連 は 動かせ 

ない と おもわれ るが、 一方、 塩 尻 や 半 過 や 鼠 (宿) など、 さきの 昔話に 出て きた 地名 もこの 塩田の 近くに あり、 

さらに その 北に は更級 郡の 氷 鉋郷が 存在した ところ を みれば、 安曇と 阿蘇 氏の 間にな にがし かの 縁 由が あった こ 

と を 想定して みたくな るの はとう ぜんであろう。 

.  一 

難 波から 播磨 へ 11 安 暴 族の 足跡 を 照らす 連想 

では、 生 島 足 島 神が 信 州に もちこまれる まえ は どこに あつたか。 私の 考えで は、 それ は 摂津難 波の 海辺に あつ 

た。 

生 島 足 島 神社と 似通 つ た 名前 を もつ 大阪市の 生国 咲 国 魂 神社で は、 生 島 神と 足 島 神 を 対象と する^ 十 島 祭が お 

こな われた。 八十 島 祭と いうの は、 大嘗 祭の 翌年に とりおこなわれる 祭祀で、 天皇の 御衣に 島々 の 精霊 をつ ける 

作法 行事で ある。 島々 の 精霊と は 要するに 生 島、 足 島で、 八十 島の 国 魂 を 指す。 この 信仰 はもと もと 難 波の 海浜 

の 海人た ちに 信奉され ていた ものが、 宮中に 取り入れられて 祭祀の 一 つと して 儀式 化された ものと みられて いる。 

生国 咲 国 魂 神社の ある 難 波に は、 安曇 江が あり、 ふるく は そこに 阿曇 寺 も 存在した。 安曇 江 は大阪 城の 外堀で 

ある 東 横 堀の 旧名で ある、 と 『地名 辞書』 はいう。 つまり 生国 咲 国 魂 神社が 最初に 置かれた 大阪 城の あたりと は 

間近い。 また 安曇 江 はもと ミソギ の 場所だった という ことから も、 難 波の 漁民の 統率者の 安曇 氏と 八十 島 祭と は 

つながり を もつ ように おもわれる。 『播磨 国 風土記』 をみ ると、 阿曇 連 百足た ちが、 難 波の 浦 上から 播 磨の 揖呆 
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郡に 移り 住んだ。 そこで 出生地に ちなん で 浦 上と 呼んだ と あるが、 この 浦 上 は 現在の 姬路の 近くの 室津 並びに 御 

津を 指す ようで ある。 いずれにしても 安曇 氏 は 難 波に 居住して いた。 そうして 生 島 足 島 神 を 信 州に もちこんだ 多 

氏との 関係 もあった にちがいない。 (信 州の 多 氏に ついていえば、 多 氏の 系譜に つながる 誠訪下 社の 大祝は 金 刺 

舎 人で あるが、 そこに 大耳 氏の 名が みえる。) 

ところで 安曇 氏の 祖の i 良 を まつる 疣 水神 社 (通称 磯 良 神社) が 淀川 を さかのぼった 茨木市の 三 島 丘 にある。 

疣 水神 社の 井戸水 は 疣の 治療に 効き目が あると されて いる。 そこに は 昔、 有名な 疣 桜が あつたが、 今 は 枯れて し 

まった。 「安閑 紀」 に 三 島 県 主 飯粒の 名が あるから、 その 飯粒が 疣に なった のか も 分からない。 この 疣 水神 社 は 

目と 鼻の 間にある 新屋に 坐す 天 照 御 魂 神社から 移転した ものである。 新 屋の天 照 御 魂 神社 はかって 磯 良 を 相 殿と 

して 祀 つていた という。 では なぜ 安曇 磯 良が この 神社に 縁 由 を もっかと いえば、 神 功 皇后が 朝鮮 出兵の 折に この 

神社に 祈願し、 帰途 感謝の ために ふたたび 立 寄った 際に、 途中 供奉した 磯 良 を ここにの こして、 神を祀 らしめ た 

と 俗伝に は 述べて ある。 天 照 御 魂 神 は 火 明 命 を まつる というから 海人に きわめて 関係の 深い 神で あり、 安曇 磯 良 

がその 境内に まつられて いるの はお かしくない。 安曇 族 は 海人で あると 共に また 開墾 技術に も 長 じていた から、 

この 淀川の 河口の 低地 帯で ある 三 島で も、 開拓 作業 をお こなった と考えられる。 そのよう に 私が 推論す るの は 

『播磨 国 風土記』 に 阿曇 連 百足が 難 波の 浦 上から 播 磨の 揖保 郡に 移住して、 開墾した ことが 記されて いるから だ。 

疣 水神 社と 新星の 天 照 御 魂 神社と が 同一 の 神社であった という ことから、 ある 連想に みちびかれる。 それ は播 

磨 国揖保 郡に ある 揖 保に 坐す 天 照 神社の ことで ある。 『神祇 志 料』 によると、 揖保 郡の 伊勢に ある この 神社 は 五 

百 木 連の 祖の火 明 命を祀 ると されて いるが、 ここに 伊福 貞 なる 人物が いた こと はたし かで ある。 『三代 実録』 に 

は r 貞観四 年に 揖保 郡の 人で ある 伊福 貞を 本姓 五百木 連に 復す」 と ある。 茨木市の 疣 水神 社の 本社の 新星に 坐す 

天 照 御 魂 神社 は、 播 磨の 揖 保に 坐す 天 照 神社と おなじ 祭神の 火 明 命 を まつる 神社で ある。 この ことがある ために 
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摂津の 三 島で は 天 照 御 魂 神社と 疣 (揖 保) 水神 社の 二つの 神社 名が できた のか も 分からな いひ 

ここで ィ イボ または イボに ついても うす こし 見て みると、 『播磨 国 風土記』 の揖保 郡の 条に、 揖 保の 里の 説明 

があって 粒と 名 づける の は、 この 里に 粒 山が あるから だとして いる。 そして 粒 山、 または 粒 丘と 名 づけた の は、 

からく に  あしはらし こ お 

天日 槍 命が 韓国から やって きて、 揖保 川の 河口に ついた とき、 葦原 志 許 乎 命と 対立した。 葦原 志 許 乎 命 は 天日 槍 

命が 力が 強いので、 はやく 国 を 占めようと 粒 丘で 食事 をして いたが、 口から 粒が 落ちた ので 粒 丘と 名 づけた と あ 

る。 つまり ィ イボと いうの は 飯粒な ので あるが、 それ は 天日 槍 命と 縁 由 を もつ 説話と なって いる。 天日 槍 は r 垂 

し さわ むら  うじ  あな むら 

仁紀」 によると、 播磨 国の 宍粟邑 にいた が、 その あと 寃道河 を さかのぼって 近 江 国の 吾名邑 にいった と あるから、 

淀川 を さかのぼ つたこと はたし かで ある。 摂津の 三 島に も 足 を 停めた にちがいない。 

一方、 「安閑 紀」 によると、 天皇 は 三 島に 行幸して、 良田が あるか どうか を 三 島 県 主 飯粒に 問うた。 県 主 飯粒 

はたい そう よろこんで 今の 茨木市の 南部に ある 三 宅 村 付近の 四十 町の 田 を 献上した と ある。 『姓氏 録』 に 摂津国 

諸蕃 新羅 三 宅 連 は 新羅 国王の 子 天日 样 命の 後な りと あるが、 『地名 辞書』 は、 この 摂津三 島 郡の 三 宅 は 三 宅 連の 

故 地で あると 述べて いる。 したが つ て 三 島 県 主 飯粒が 献上した 田の ある 三 宅 付近 は 天日 槍の 流れ を ひく 新羅から 

の 渡来人が 住んで いたと ころで あると 考える こと もで きる。 三 宅 連に ついては 大きな 問題が あるが、 それ は 別の 

ところで 詳述す る ことにする。 

三 島の 地名の 由来に ついては 『伊予 国 風土記』 に、 次の 記載が ある。 

を ち こほり みしまい ま みな お ほや まつみ またのな わたし  こ  あめのし 

「乎 知の 郡。 御嶋。 坐す 神の 御名 は 大山 積の 神、 一 名 は 和 多 志の 大神 なり。 是の神 は、 難 波の 高 津の宮 に 御 

たしろ  すめら みこと み よ あら は  くだら  わた  みしまい ま 

宇し めしし 天皇の 御世に 顕れ ましき。 此神、 百済の 国より 度り 来まして、 津の 国の 御嶋に 坐し き。 (中略) 御 

嶋と謂 ふ は、 津の 国の 御嶋の 名な り」 

これでみ ると、 伊予 国越智 郡の 大三 島に ある 大山 祇神 (三 島 明 神) は、 別名 を 「わたし (渡海の 神)」 といつ 
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た。 仁徳 帝の 時代に この 神 は 百済の 国から わたって きて、 摂津 国の 御島 (三 島) に 鎮座した 三 島 鴨 神で あり、 そ 

こから 伊予 国に 移った。 『地名 辞書』 はこの 三 島 鴨 神と 伊予の 大山 積の 神と を 混同して はならない と いましめて 

いるが、 摂津の 三 島 (御島) に 百済から 航海の 神が やって きたと 考えた くなる 条件 は 充分に 存在した。 

以上の ことから 疣 水神 社お よび 新屋に 坐す 天 照 御 魂 神社と 播磨 国揖保 郡の 揖 保に 坐す 天 照 神社と は 密接な つな 

がり を もつ ことが 推断され るので ある。 その 媒介 者が 天日 槍の 一党で あつたか、 火 明 命の 裔の 伊福部 氏であった 

か、 あるいは また 安曇の 海人で あつたか は 分からない。 しかし この 三者の いずれで あっても、 銅 鉄との 関連 を も 

つ 人達で ある こと はまちが いない。 

農業が 金属 利器 を 必要と する 時 

さきに 難 波の 浦 上から 播 磨の 揖保 郡に 移住した 阿曇 連 百足に ついて 述べた が、 百足が 海人で ありながら も 農作 

もして いた こと は 次の 記事で も 分かる。 『播磨 国 風土記』 によると、 揖保 郡の 太子 町 南部から 姫路 市の 御津な ど 

に 多くの 稲が 生えた ので、 阿曇 連 百足が 稲 をと つて 献上した。 そこで 阿曇 連 太牟に その 野原 を 開墾 させ、 この 野 

ち もたり 

原 を 百 便と 名 づけた というの である。 これ を 見る と 阿曇 連 は 農具 も 作 つていた と 思われる ふしが ある 

また 『播磨 国 風土記』 の 揖保郡 枚 方の 里の 条に は、 茨木市と 淀川 をへ だてた 河内 国 茨田 郡の 枚 方から 移住した 

漢人の 話が 記されて いる。 兵庫県 揖保郡 太子 町 佐 用 岡の 平方が、 その 移住の 遺 称 地と されて いる。 佐 用 岡 は 佐 比 

岡と 呼ばれた ようで ある。 佐 比 岡に は 出 雲の 大神 がわ だか まっていて 通行人に 害 をな していた。 出 雲の 国人が 佐 

比、 つまり 鋤 を 作って 神を祀 つたが よろこばず、 そのの ち 河内の 枚 方の 漢人が やって きて、 神の 怒り を なごめし 

ずめ る ことができた。 佐 比 を 作って 祀 つたと ころ だから 佐 比 岡と いうと ある。 これ を 見る と、 枚 方の 漢人 は 出 雲 

の 国人に くらべて 鋤 鍬な どの 農具の 作り方が うまかった ように 推測され る。 この 佐 比 岡 (佐 用 岡) に は 仁徳 帝の 
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ときに 筑 紫から 朝廷の 御料 田 を 耕作す る 農民 を 呼びよ せて 開墾 させた と 『播磨 国 風土記』 は 伝える から、 こうし 

た 耕作 民の ための 農具 を 製作す る ことが 枚 方の 漢人の 仕事だった のか も 知れない。 

そして 彼らが 移住した 場所と 隣接した ところに、 51! ハの 勝の 一族 もまた 移り 住んで きている。 この 呉の 勝の こと 

からく に  な ぐ さ 

は、 『播磨 国 風土記』 の揖 保郡大 田の 里の 条に みえる。 彼ら は 韓国から やって きて、 はじめは 紀伊 国の 名 草 郡の 

大田 (現在 和歌 山 市 太 田、 すなわち 日 前 神宮の 西方の 地) に 落ちつき、 つぎに 摂津国 三 嶋の賀 美 郡の 大田 (現在の 茨木 

市の 北部、 太 田) に 足 をと どめ、 さらに 播磨 国の 揖保 郡の 大田 (現在の 兵庫県 揖保郡 太子 町 太 田と 姫 路巿勝 原 区 下 太 田 

にわた る 一 帯) に 移動した というの である。 さきの 阿曇 連 百足 や 枚 方の 漢人が 技術 集団で あつたと 思われる ように- 

この 呉の 勝の 一 党 もまた そうであった かも 分からない。  一 

彼ら はつねに 大田 という 地名 をの こして いるので 是沢恭 三 氏 はこれ を大田 族と 呼び、 r 大田 族の 活動」 (『神道 宗 

教』 所収) の 中で この 集団 を 追求して いる。 是沢氏 は、 全国の 大田 という 地名に 検討 を 加えた あげく、 第一 に 渡 

来 人に 関係の 深い ものが ある こと、 第二に 国内の 主要 通路に 位置す る こと、 第三に 背景に 鉱山 を 控えて いるもの 

が はなはだ 多い こと を 力説して いる。 是沢 氏は大 田の 地名に、 多、 太、 意富、 飫富を もふくめ ている。 しかし こ 

れらは 多 氏と 縁 由の 地で ある こと は 明らかで ある。 一方 また、 邑陀、 多 田、 多駄、 網 田と 記される もの もふくめ 

ている が、 このうち 多 田と 多駄は タダと 読んで、 大田田 根子と むすびつけて 考える ほうが 正しい。 

これらの 問題 は あるに しても、 大田 という 地名に は是沢 氏の 指摘す る 特徴が みとめられる かも 知れない。 呉の 

勝が 足 をと どめた 茨木市の 北部の 太 田に は 太 田 神社が ある。 疣 水神 社なら びに 新屋に 坐す 天 照 御 魂 神社 は、 太 田 

神社の 所在地から 一 キロ 程度し か 離れて いない。 また 太 田 神社の すぐ 近くに は 継 体 天皇の 御陵が あり、 その 西に 

は 藤 原 鎌足の 古廟で ある 阿 威山 墓が ある。 その 中間に は 耳 原と いう 地名が ある。 太 田の 西に あたり、 そこに は延 

喜 式 内 社の 幣久良 神社が ある。 耳 原に はまた、 幣塚 とか 糠 塚と 呼ばれる 古墳 も ある。 私が 注目す るの は、 ここに 
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耳の 名 を 冠す る 地名が 印され ている ことで ある。 

ところで 疣 水神 社お よび 新屋に 坐す 天 照 御 魂 神社の 所在地から 東南 

みぞく い 

ニキ 口 のと ころに 溝 昨 神社が ある こと も 注意 を 引く。 そこ は 淀川の 川 

岸の 三 島 江に も 近い。 『地名 辞書』 はけ だし 三 島 県 主の 祖を まつ ると 

いう。 したがって 県 主 飯粒の 先祖と なる わけ だが、 『神祇 志 料』 は、 

みぞく い  ことしろ ぬしの かみ や ひろ 

三 島溝櫬 耳を祀 ると して い る。 「神代 紀」 によると、 事 代 主神が 八尋 

熊 鰐に 化 為って、 三嶋の 溝櫬姫 (あるいは 玉 櫛 姫 ともいう) に 通って 生 

んだ 子どもが 媛 蹈鞴 五十鈴 媛 命で ある。 「神武 紀」 に は 事 代 主神が 三 

木 嶋溝橛 耳 神の 女の 玉 櫛 媛と 結婚した となって いる。 ミゾ クイと いうの 

^ は、 田んぼの 排水溝 を 矢 板で とめて 守る こと を 意味す る ものであろう „ 

I 要するに 弥生時代 このかたの 古代の 農業 技術の 一つ を あらわす。 ヒメ 

タタ ライス ズヒ メのタ タラ は 炉に風 を 送る フィゴ 装置と みるの が 通説 

である。 神武 帝 はこの ヒメ タタ ライス ズ ヒメ を正妃 として 容れ、 二人 

の 息子 を 生んだ。 兄 は 神 八 井耳 命で あり、 弟 は 神 淳名川 耳 命で ある。 

神 八 井耳 命 は 多 氏の 祖 として これまで しばしば 登場して きている。 ミ 

ゾ クイ 耳と いい、 また 神武の 二子と いい、 ここに 耳の 名が はっきりと 

記されて いる。 

ところで ミゾ クイ 耳の 娘 は 『旧事 紀』 では 玉 櫛 媛ではなくて 活玉依 

姫と なって いる。 それ を 系図で あらわす と、 次 頁のと おりで ある。 k 
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-ゾ クイ 耳 —— 活玉依 姫 


「天日 方 奇日方 命 


陶津 耳- 


奇日方 天日 方 

武茅 淳祇， 


事 代 主命 

I 活 Ifl 依 姫 


-ヒ メタ タラ 

イス ズ ヒメ 


大田田 根子 ni 


大物 主大神 


ここに 見える 活玉依 姐の 子どもの 天日 方 奇日方 命 は、 神武 帝 

おすく にの まつりごともう すまえつ ぎみ 

の 時代に 食 国 政申大 夫と なって 供奉した と ある。 また 天 

日 方 奇日方 命 は 別名 を 阿 田 都 久志尼 命と 名のり、 日向 賀牟度 を 

めと つて 一男 一女 を 生んだ と ある。 この 中の 阿 田は薩 摩の 阿 田 

地方 を 指し、 阿 田の ァヒ ラッ 姫と 結婚した 神武 帝の こと を 思い 

出さずに はおかない。 しかも 『旧事 紀』 の 系図で は、 天日 方奇 

日 方 命の 妹 は 神武 帝の 皇后と なった ヒ メタ タラ イス ズ ヒメで あ 

る。  一 

この 『旧事 紀』 の 系図と 照応して いるの が、 『日本書紀』 の 次の 記事で ある。 

崇神 天皇が 茅淳 県の 陶村 にいる 大田田 根子に お前 は 誰の 子 かとたず ねたと ころ、 自分の 父 は 大物 主神で あり、 

母 は 活玉依 媛で、 陶津 耳の 娘で あると 言い、 そして 母 は 奇日方 天日 方武茅 淳祇の 娘で あると も 答えた という。 こ 

れも 系図で あらわす と 右の通り である。 

この 奇日方 天日 方 武茅淳 祇の茅 淳は陶 村の ある 茅 淳県を 意味す る。 この 人名 は 『旧事 紀』 のミゾ クイ 耳の 娘の 

天日 方奇日 方の 名前の 順序 を 逆にした だけで ある。 活玉依 媛 は 共通して いる。 活玉依 媛に 通って くるの は、 『旧 

事紀』 では 事 代 主命で あり、 『書 紀』 では 大物 主神と なって いる。 一方に は陶津 耳、 他方に はミゾ クイ 耳と いう 

風に 耳の 名が つけられ ている。 大田田 根子の タタが たたら を 表現して いると すれば、 ヒメ タタ ライス ズ ヒメ もま 

たそうで ある。 この 奇妙にから まった 系譜が 何 を 意味す るかと いえば、 大田田 根子 もまた 摂津三 島に 深い 関わり 

を も つていた こと を 示す ものの ように 私に は 思われる。 
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銅山 を 控えた 古代 集落の にぎわい 

和 泉の 陶 村に 本 居 を もつ ォォ タタ ネコの 一族 は、 摂津河 辺 郡の 多 田に も 分 居した ようで ある。 『和名 抄』 に 河 

辺 郡?^ m 郷 があった。 摂津神 別に 神 直 神人が あってみ なォォ タタ ネコの 裔 とする が、 それ は 大神郷 多 田に 住ん 

だ 者の 姓で あろうと 『地名 辞書』 は 推定して いる。 この 多 田 村 大字 平野 (現在 は 川 西 市) に は 多 太 神社が ある。 

(リ西 市の 多 田院に 鎮座す る 多 田 神社 は 源 満仲を まつる もの で 別の 神社で ある) この 川 西 市の 多 田から 銅鐸が 文 

政 年間 (一八 一八- -1 八 三 〇) に 出土して いる。 また そこから 四 キロ はなれた 川 西 市の 栄极 でも 出土して いる。 多 

田の 近くに 多 田 鉱山が ある。 『地名 辞書』 によると、 東西 五 里、 南北 三 里、 六十 九 村に わたり、 新旧 坑千九 ォ 

余 あり、 となって いる。 私 は その 鉱山の 跡 をたず ねて みた ことがあった。 鉱山の 手前に 金 山彦 神社 を まつって あ 

る 所が あり、 その 近傍に 次の ような 説明の 立札が あった。 長くなる が 次に その 説明文 を かかげて おく。 

「兵 寧 県 川辺 郡 猪 名 川 町 銀山。 多 田 銀山 又は 多 田 鉱山と もい い、 奈良時代に 東大寺の 大仏 铸 造の ため、 銅を献 

じたと いわれる 古い、 銅 や 銀の 産地です。 一 五 七 〇 年、 豊 臣秀吉 により 銀山と して 盛大に 開発され 最も 栄え ま 

し，， こ。 大阪城 築城の 際、 台所 (財政) をうる おす ことが 大き か つたと み え、 台所 間 歩 (坑道) と か 瓢第間 歩な 

. どと 坑口の 名が つけられ ています。 当時 は 世帯数 約 三千、 人口 一万 五 千あった といわれ、 今でも 本 町 新 町な ど 

と、 山里と も 思われぬ 地名が のこり、 かっての 銀山 町 を 物語って います。 

一六 一 五 年 江戸に 入り、 銀山 及び 附近の 諸 村 は 天領と なり、 大口 間 歩 を 中心に 大いに 開発され、 年間 上 銀 六 

六 〇 貫 (二  . 五 トン) 銅 七 〇 万 斤 (四 二 〇 トン) に 及んだ と 伝えて います」 

この 多 田 鉱山 は 昭和 十九 年に 日本 鉱業が 採掘 を 再開し、 四、 五 年 まえまで 稼 行して いたが、 現在 は 閉山と なつ 

ている。 しかし この 説明で も 分かる ように 古く 奈良時代から 開発され た大 銅山で ある。 そうして ここに ォォ タタ 

ネコの 分巟が 居住し、 そこから 銅鐸が 出土して いる こと を 考えるならば、 この 銅山 は 奈良時代の はるか まえから 
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発見され て、 採掘され ていた 可能性が 大きい。 そうして この 多 田 鉱山 は 摂津の 三 島と もき わめて 密接な 関係 を 有 

していた ので は あるまい か。 あとで 述べ るよう に 茨木市の 東奈 良で 铸造 された 銅鐸の 原料 はこの 多 田 鉱山の 銅で 

はな か つた かと 推測され る。 

ついでに 言う と、 大田田 根子の 本 居で ある 和 泉 国の 大島 郡の 陶邑 は、 今の 大阪府 界巿の 東南 部に ある 陶器 山 か 

ら その 西方に かけての 地で ある。 ここ は須恵 器の もっとも 古い 製作所の あつたと ころで あるが、 この あたりから 

は 流水 文 を もつ 銅驛が 出土して いる。 それ は 兵庫県 城 崎 郡 港 村の 気 比 (現在 豊岡 市) 出土の 数個の 銅鐸の 中の 一 つ 

と 同笵譯 である。 また 陶邑の 近くの 泉 北 郡 福 泉 町菱木 (現在 堺市) から も 銅鐸が 出て いる。 陶の 名前 の つ く 也 名 

から 銅鐸が 出土して いるの は 他に も 例が ある。 香川県 綾歌 郡陶村 (現在 綾歌 郡 綾南 町) がそう である。 近 江に も須 

恵の 地名が のこって いる。 『書 紀』 に 「近 江 国の 鏡 村の 谷の 陶 人と は 天日 槍の 従 人で ある」 と 説明され ている が、 

この 鏡 谷 は 鏡 山の 東の ふもとで、 近くに 須恵 という 地名が ある。 ところが 鏡 山村 山 面 高 塚 (現在 竜王 町) から 銅 鋒 

が 出土して いる。 また 近傍の 野洲 郡野洲 町の 小膝 原から おびただしい 銅鐸が 出土して いる こと は 広く 世間に 知ら 

れ ている。 須恵 器と 銅鐸の 銬造 年代との 間の 開き を どのように 説明す るかと いう、 むずかしい 問題が のこって い 

るが、 両者の 間にな にがし かの 関連が ある ものと 想定して みる こと も 必要で はない か。 

ォォ タタ ネコの 縁 由の 地と して は、 大和 国 南 葛 城 郡 吐 田 郷村 大字 多， が (現在 奈良県 御所 市) にお |< 神社が あり、 

ォォ タタ ネコの 故 地に して これ を祀 ると 『地名 辞書』 は 伝えて いる。 『大和 志 料』 はォォ タタ ネコの 孫の 大賀茂 

津美 命が その 祖父 を祀 つた もの 一だろう と 言って いる。 この 吐田郷 から 銅鐸が 出土し、 同時に 多 鈕細文 鏡が 出土し 

ている。 三輪 山の ふもとに も 他 田と いう 地名が 見付かる。 伊勢の 多 度 神社 もた たらと 関連す る こと は 前に も^べ 

た。 

さて、 昭和 四十 八 年、 茨木市の 東奈良 遺跡から 画期的な 発見が あった。 東奈良 遺跡 調査 会の 報告書 『東奈 良』 
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によると、 茨木市の 中心部から 西南へ わずかに はずれた 場所に、 一 キロ 四方の 集落の 跡が 見付かった。 その 中に 

銅鐸の 鎔笵が 混じって いた。 そうして それが 香川県 善 通 寺 我 拝師山 出土の 銅鐸 並びに 大阪府 豊中市 桜 塚 原 田 神社 

境内から 出土した 銅鐸 を鍀 造した 銘笵 である ことが 判明した。 また 別に 兵庫県 豊岡市 気 比 出土 三 号鐸の 銅！^ の鎔 

笵も 見付かった。 こうして 次々 と 発見され た 銅鐸の 鎗范は 六 個体 以上、 銅 戈の 鎔笵は 二 個体 以上、 ガラス 製 勾玉 

二 個体が 出て きた。 これに 使用した 材質 は 銅鐸 銘笵 のば あい はすべ て 石 型であって、 石材 は 東 は 兵庫県 三 田 市、 

西 は 小 野 市、 南 は 神 戸市 須磨 区、 北 は 三 田巿相 野の 東西、 南北 約 二十 五 キロの 範囲 を 中心に 分布して いるもので 

ある こと も 判明した。 佐 原 真 氏の 編 年に よると、 古 段階に 属する もの だとい う。 銅！： の錯范 は姫路 市の 名 古山 か 

ら 発見され ており、 また 昭和 五十一 年に は、 兵庫県 赤 穂 市の 千 種 川 東岸の 河原で、 砂岩で できた 銅鐸の 銘范が 見 

付かった。 弥生 中期の 銅！： の銬 型で、 銅鐸の 発展 段階 を 四 期に 分ける とその 第三 番目の 段階に 属する と、 当時の 

朝日 新聞 (昭和 五十一 年 八月 四日) は 報じて いる。 

こうして みると き、 茨木市の 東奈 良が 独占 地域と はいえない にしても、 目下のと ころ そこに 銅鐸 铸 造の 最大の 

製作所が あ つ たという こと はでき る。 多 田 鉱山の 銅 を 原料と したので はない かとい うこと は 充分 考慮に 入れて お 

いてよ いこと である。 なお、 この 東奈良 遺跡の 西方お よそ 一 キロの 吹 田 市 山 田 別 所から は 江戸時代に 銅鐸が 出土 

している。 

おそらく 摂津の 三 島 地方 は 弥生時代に もっとも はやく 開けた 地方で あ つたに ちがいない。 それ は 瀬戸内海 を 西 

から 東へ と 航行した 異国 船が ひとまず ゆきつく ところで あり、 そこの 小島に ヒ メ コ ソを祀 る 神社が まつられ たの 

もとう ぜんであった。 海 は 今日よりも はるかに 入り こんでいた。 つまり 吹 田 や 伊丹の 付近まで 海の 波が おしよせ 

ていた。 したがって 摂津三 島の あたりに は 各所に 沼地 や 水溜りが あって、 田の 排水 作業 も 稲作に はなくて はなら 

ぬ 仕事の 一 つで あつたと 思われる。 三 島ミゾ クイ 耳の ミゾ クイ は そのこと を あらわし ている。 航海の 専門家で あ 
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り、 また 農業 開拓の 技術 を もっていた 安曇 族が この 三 島に も 足跡 を 刻印し、 新屋に 坐す 天 照 御 魂 神社から 分かれ 

た 疣 水神 社に まつられ ている こと は 別に ふしぎで はない。 しかも 一方で は 多 田 鉱山 を ひかえて いるの だから、 こ 

こに 銅 鋒の 製造所が もうけられ たこと は 納得が いく。 

蛇から 生まれた 人び と 11 海人 族の 特異な 伝承 

「神武 紀」 にいう 速 吸 之 門、 いまの 豊予 海峡の 漁民た ちは豊 前、 豊 後と 伊予との 間 を 一 つの 生活空間と 心得て い 

た。 それ は 古代に さかのぼる ほど 顕著だった にちがいない。 そのこと を 想像させる のが 伊予の 河 野 氏と、 豊後臼 

杵の緒 方 氏との 間に 共通す る 一 つの 伝承で ある。  一 

河 野 氏の 系図で ある r 予章 記」 によると、 河 野 通 清 は 異常 出生 譚を 背負って いる。 通 清 は 大蛇と 人間の 女との 

間に 生まれ、 身長 八 尺 も ある 大男 だが、 顔面と 両脇に 鱗の ような ものが あって、 人前で その 醜貌を 恥じる 仕草 を 

する のが 常であった という。 この 通 清 は 源氏 方に 味方した ので、 平家 方に せめられて 高繙 城で 討死す る。 河 野 通 

清の 先祖に は、 推 古 帝 (在位 五 九 三 S 六 二八) の 頃に 来寇 した 異国 人の 大将の 鉄人 を 強弓 を もってみ ごとに 退治し 

たという 河 野益躬 のよう な 豪の者 もい る。 この 鉄人 は どことなく 宇佐 八幡の 鍛冶 神 を 思わせる。 河 野 氏の 系図 を 

さらにた どると、 伊予 国 造に つながつ ている。 伊予 国 造 は 神 八 井耳 命を祖 とする 多臣の 一族であって、 火 君、 大 

分 君、 阿蘇 君と も 同族 関係に ある。 

ところで 佐 伯に 根拠地 を もつ 緖方三 郎惟栄 にも 同様の 話が まつわりつ いている。 惟栄は 惟義と も 記す が、 臼杵 

第 七 惟 用の 子どもで ある。 『源平 盛衰 記』 によると、 緖方三 郎惟栄 は 蛇の 子の 末裔と いう ことで、 背中に 蛇の 尾 

の 形と 鱗の 形が あつたから 尾 形と いう ことにな つてい る。 緒 方 三 郎惟栄 は 河 野 通 清と 同時代に 生き、 しかもお な 

じく 源氏 方に 味方した。 源平 合戦のと きに 大 活躍し、 頼 朝の 書状に r 豊 後の 船 だに も あらば 安 事な り」 (『吾妻 鏡』) 
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とい わせた ほどの 実力者であった。 壇の 浦の 戦のと きに、 宇佐 八幡宮に 火 を 放って 殿宇 を 焼き はらい、 また 義綠 

の 九れ 亡命 を 迎え入れよう とした かどでと がめ を 受け、 上 州の 利根 郡に 流された が、 のち 勅 免 をこう むって 帰国 

の 途中 豊 後の 速 見 郡で 没した。 

ま栄の 子どもの 惟泰 は 上 州に とどまり、 沼田 氏 を 称した という。 『上 毛 伝説 雑誌』 巻 二に は、 上 州 沼田 氏の 祖 

先が 三 傘 山の 沼の 大蛇と 契って 子 をもう けたが、 その子 は 脇の 下に 蛇の 鱗が あり、 武勇 万人に すぐれてい たとい 

う 伝承 を 記して いる。 このような 説話 はお そらく、 沼田 氏が 豊 後の 緒 方 三 郎惟栄 の 血を引く という 言い伝えから 

生まれた もので あろうと 思う。 

金 関 丈夫 氏は筑 前の 宗像 海人 も 胸 形、 つまり 胸に 入墨 をして いたから そうした 名が 付けられ たので はない かと 

言って いる。 尾 形 (緒 方) にたいする 胸 形で ある。 宗像 海人と 並ぶ 安曇 海人 も、 眼の ふちに 入墨 をして 安曇 目と 

呼、、 よれた ことが 「履 中紀」 に 出て いる。 すなわち これ もまた 海人 特有の 入墨であった。 安曇 氏 は に まつわる 伝 

承の 保持者で もあった。 

Hi 一口 州 穂 高 神社 は、 安曇 氏の 祖神を まつる ものであるが、 その 祭典に は 神官が 二十 一日 間 水垢離 をと つて 身 をき 

よめ、 穂 高 岳への ぼって 蛇 をみ つけて 帰社し、 盛大なる 祭典 をい となむ。 そして 氏子に は 必ず 一人ず っ腋の 下に 

鳞 ある 者が 生まれる という (中 山 太郎編 『日本 民俗学 辞典』)。 これに 類す る 話 は 対 馬に も あり、 私の 聞いた ところ 

では、 仁 位 (現在 豊玉 町) の 長 岡 家 はわ たづみ 神社の 宮司で 安曇 氏の 後裔と 称して いる。 長 岡 家に は 代々 身体に 麟 

の ある ものが 生まれる と 地元で は 言い伝えて 今日まで いたって いる。 わ たづみ 神社の 境内に は 安曇の 初祖の 磯お 

の 墓と 称する ものが ある。 磯 良 は 人面 蛇 身と 『琉球 神道 記』 に 述べて いるが、 安曇 海人 も 海底に 棲む 竜神 を 自分 

たちの 先祖と 考え、 身体に 化 蛇の 文様の 入墨 を ほどこして、 自分た ちの 出自を 誇り、 『魏 志』 「倭人 伝」 に みられ 

るよう こ，、 おそ 、. かかる 大魚 水禽 を 追い はらう まじない をした の だと 思われる。 L 
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こうして みると き. 豊後臼 杵の緒 方 三郎、 伊予の 河 野 通 清に 蛇の 鱗が みられた というの は、 もともと、 海に も 

ぐって 漁業 をい となむ ときに 竜 蛇の 入墨 をして 猛 魚の 難 を 避けよう とした ものが、 やがて は 代々 その 家に 蛇の 鱗 

を もつ 男子が 生まれる という 伝承に 変 つてい つたので はない かと 想像され る。 

中世に おける 漁民と 海賊と は、 倭寇 を 思い出す まで もな く、 区別の つかない 存在であった。 佐 伯の 緖方氏 もま 

た、 この あたりの 在 地 豪族で、 その 以前 は 海 部 郡 一帯の 漁師の 頭目ではなかった ろうか。 佐 伯が 戦前に は 帝国 海 

軍の 演習 根拠地であった ことと 思い合せ て、 そこが 水 軍の 活躍に 適した 舞台であった こと は 否定で きない。 緒 方 

三 郎惟栄 の 曾祖父に あたる ものに、 大神惟 基が ある。 惟 基 は 海賊の 棟梁と して 有名な 藤 原 純 友の 副 大将で あり、 

佐 伯 を 根拠地と して、 東 九州の 水 軍 を ひきいた。 天 慶四年 (九 四 一) に 藤 原 純 友が とらえられた その 年に、 副 大将 

の 大神惟 基 もっか まった。 当時の 官軍の 報告書に は 「西 国の 賊首藤 原 純 友の 次将 佐伯是 基」 と 書いて ある。 

豊 後の 緖方氏 は 彼らの 出 自を大 神 氏に 求めて いる。 『日本書紀』 に は 壬 申の 乱 当時に 活躍した 三輪 君子 首が 出 

てく る。 その 五世の 孫の 大神 朝臣 良 臣が仁 和 二 年 (八 八 六) に豊後 介と なり 赴任した。 良臣は 任期が 満ちて 豊後介 

を 退任 するとき、 住民から 慕われた ので その 願い を 容れ、 自分の 子の 庶幾 をの こして 去った。 そこで 庶幾 は 大野 

郡領 となり、 外 従 六 位下 をさず けられた。 この 庶幾の 子が 大神惟 基で ある。 

『源平 盛衰 記』 の 伝える 嫗嶽 伝説の 中の 塩田 大 太夫 はこの 庶幾で あり、 あかがり 大太は 惟 基で あると する。 すな 

わち、 日向の 国の 塩田に 住む 大 太夫に 花 御 本と いう 娘が いた。 その 娘のと ころに 通う 若者が じつは、 日向と 豊後 

の 境に ある 嫗嶽の 大蛇だった という もので、 いわゆる 三輪 山 説話と 同工異曲の 筋で ある。 大蛇の 子 は 祖父の 名 を 

わらわ 

とって 大太 童と 呼ばれた。 または だしで 野 山 を 走り まわって いたから、 足 はつねに あかがり (あかぎれ) が あつ 

た。 そこで あかがり 大 太と 呼ばれた。 この 大 太から かぞえて 五代の 孫が 緖方三 郎惟栄 であると いう。 

この 話に 出て くる あかがり 大太 とその 母方の 祖父の 大 太夫と いうの は、 ダ イタ— ォ ウタと つながり、 ォォ タタ 
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ネコと 通じて.： >  る 

蛇の 紋章 は 金属との 関わ リを 示す 

この 問題 をす こし 見て みょう。 前に 述べた 小 県 郡 塩田の 泉 小 太 郎の話 も 三輪 山 型 伝説に 連なる。 西 塩田 村の 頂 

上 こ 寺が あり、 そこに 美しい 女が 通って くるので、 衣に 糸 をと おしてお くと、 それ は 産 川と いうと ころの 岩穴に 

とどいて いた。 女 は 大蛇であって 赤子 を 産んだ が、 その子が 小 泉と いうと ころの 老婆に 拾われて 育てられた。 そ 

の 名 を 小 泉の 小太郎 という。 小 太郎は 小男で あるが、 十六のと き 大変な 力 をみ せた。 小 太郎の 子孫 は 代々 横腹に 

蛇の 斑紋が あると いう。  あそ 

これ を 九：：, r の嫗嶽 伝説と 比較す ると、 日向の 塩田と 小 県の 塩田が 対応す る。 この 小 県 郡 塩田に は 安 宗织カ あつ 

た。 東 塩田に は 古 安 曾と いう 大字が 今 も ある。 つまり、 それ は豊 後との 境の 阿蘇と 対応して いる。 県 君の， = ^県 

は 小 子 または 小 子 部 連 を 連想させる 一方で は、 小 il- と 読んで、 緖 方と 通じる こと を 指摘す る 向き も ある。 小 県 君 

の 泉 小太郎 伝説 は 大和 三輪 山 説話の 直接の 影響と いうより は、 九州の 嫗嶽 伝説と 共通して いる。 これ を どのよう 

に 解せば よい か、 私に はよ く 分からない。 しかし 偶然の 一致と いうに は、 あまりに 固有名詞が 似て いる。 

そこに は 安 宗郷が ある こと は、 多 氏の 同族で ある 阿蘇 君との 関連 を うかがわせる。 じじつ 小 泉の すぐ 近くの 塩 

田 村 下の 郷には 生 島 足 島 神社が ある。 この 神社の 祭神 は 「犬 八洲 之 霊」 であり、 もともと 難 波の 海岸の 漁民の 信 

卬 であった ものが 宮中で 祀られ るよう にな つ たと 推定され ている。 多 氏 は 信 濃に 入る ときこの 祭神 を 奉持して、 

最初の 信 濃 国府が 置かれた この 塩田の 地に 祀 るよう になった ので はない かとい う 論が 有力で ある。 

「国 造本 紀」 に は、 崇神 帝の 朝に 神 八 井耳 命の 孫の 建 五 百 建 命 を 信 濃 国 造に 定めた と 記されて おり、 これ を みれ 

ま、 言麈国 造よ 多 氏の 一族で ある。 信 濃と 多 氏の つながり は、 誠訪下 社の 大 祝の 金剌 氏が 多 氏の 同族で ある こと 
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から も、 深い 縁 由 を もつ。 . 

嫗嶽 説話に は、 多 氏の 存在と その 伝承が 影 を 落として いると 私 はおもう。 何故なら、 多 氏の 同族で ある 火 君、 

阿蘇 君、 大分 君 は、 現在の 熊 本 市から 大分 市と をむ すぶ 豊肥 線の 沿線に 蟠踞して いた 古代 豪族で あり、 緖方町 は 

阿蘇 火口原 を 横切って とおる 豊肥 線の どまんなかに あるから だ。 九州の 脊梁 山地に は、 昔から 多 氏と その 同族が 

住んで いたにち がいない。 そこに 平安 末 • 鎌 倉 初の はるか 前から 三輪 山 型 伝説が 存在して いたと 考えても あやし 

むに 足りない ので ある。 

私は豊 後の 嫗嶽 伝説の 背景に は、 豊 後の 神人と しての 伝説 を 古くから もつ 緖方 氏の 蛇の 入墨の 習俗が まず あつ 

たので はない か、 と 想像す る。 やがて 伊予 国 造の 末裔の 河 野 氏ゃ豊 後の 緒 方 氏と 多 氏との むすびつきが 生まれる 

と、 三輪 山 説話 を 受け入れ るの は 容易で ある。 

そのころ すでに 三輪 山 型 説話 は豊 後に 入って いたの かも 知れない。 朝鮮の 例 だが、 十三 世紀に 編集され たとい 

つても 古 朝鮮の 伝承 を 多く 記して いる 『三国 遺事』 は 韓国の 公州に おける 三輪 山 型 伝説 を かかげて いて、 この 伝 

承が きわめて 古い こと を 示して いる。 蛇と 人間との むすびつき は 人類の 起源と 共に 古い。 

大和 三輪 山の 最初の 祭祀 権 を もつ 氏族 は 多 氏で あり、 三輪 氏 は その あとに 入 つ てきて 祭祀 を つかさどつ たとい 

うのが 通説で ある。 多 氏が もつ ような 三輪 山の 祭祀 伝承 を、 三輪 氏 はもたなかった こと は、 諸家の 指摘 するとお 

りで ある。 

しかし 三輪 氏 (大神 氏) と豊 前の 宇佐 八幡宮との むすびつきが 生まれる と、 三輪 山 型 説話と 大神 氏と をむ すび 

つけて 考えよう とする の は 当然で ある。 ただし 大和の 出身の 大神 氏が それ を 意識的に やった という 風に は 私に は 

思われない。 むしろ 豊 後の 在 地 豪族で ある 緖方 氏が、 婚姻 その他の 関係 をつ うじて 大神 氏の 系図に 自分の 出身 を 

求めて、 大 神の 姓 を 名乗る ところから 起こった 混乱 だとお もう。 そう 考えない と、 信 濃の 泉 小太郞 伝説が、 豊後 
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の 三輪 山 型 伝説と 酷似し、 それに は 多 氏お よび その 同族の 阿蘇 氏が からま つてい ると いう 事実 を 説明で きにくい。 

ところで 三輪 山 伝説 は どのよう にして 豊後 大野 郡の 緖方郷 にもち こまれた のであろう か。 嫗嶽は 現在 は 緒 方 町 

に 隣接す る 大分県 竹 田 市の 神 原に ある。 そこに は 洞穴が あり、 穴の 森 明 神と よばれる 神 を まつって いる。 嫗嶽は 

祖母 山の すぐ 近くで、 そこに 山の 神と しての 女神が まつられ ていた。 祖母と いう 名が それ を 暗示して いる。 祖 ：3 

山 はま さに 九州の 中央 山地に 住む 者に と つて は 象徴的な 山で ある。 この 祖母 山と 峯 つづきの 障子 岩 をへ だてて 西 

側に は 嫗嶽が ある。 この 嫗嶽に 三輪 山 説話が 生まれた の は、 豊後 大野 郡の 緒 方 町が 緒 方 氏の 本 貫で あり、 また 緒 

方 氏が 大神姓 を 名乗った という だけで は 充分で ない ものが あると おもう。 三輪 山 伝説の 蛇 はまた 金属 を も 意味す 

ると いうと ころから、 尾 平 鉱山への 関心が 潜在して いると 私 は 考える。 

尾 平 鉱山 は 天文 十六 年 (一 五 四 七) に 始まった といわれ ている。 また 天文 十八 年頃に 尾 平 山に 銀山が あると い 

うこと が 分かって、 天 正 年中に 開かれた ともされ ている。 『豊後 国 誌』 に は、 往時 多く 銀、 銅、 鈴 を 産した と あ 

るが、 尾 平 鉱山の 名 はむしろ 錫が よく 採掘され る ことで 知られて いる。 もちろん、 銅 や 鈴 も 豊かに 産した。 十八 

世紀の 中頃の 延享 年間に は 竹 田 藩の 中 川 侯 は 鉱山 奉行 を この 地に おいて、 米倉 庫 跡 を 藩主の 宿舎と し、 鉱夫の 子 

女が 生まれる と、 終生 男 は 八 合、 女 は 五合の 扶持米 を 与えて 稼 行 をす すめた ので、 各戸 はき そって 水車 をもう け、 

挽 石臼 を そなえて 採鉱の 仕事に 専念した という。 それ は 明治 年間に も 及んだ。 戦後 も 一時 は 三菱 鉱業 関係者 だけ 

の 従業員 家族 あわせて 二 千 を こえる ほどの 活況 を呈 したと 『長 谷川 村 誌』 は 述べて いる。 

尾 平 鉱山の 東に あたる 木 浦 鉱山 もまた 良質の 錫 や 鉛 を 産す る ことで 有名であった。 

『大分県 地誌』 に 記載され た 昭和 八 年 当時の 大分県の 鉱物の 産出 状況 をう かがう と、 金 は 日本 第一 であり、 銀、 

そして 錫が 第二 位、 銅のば あい は 第五 位と なって いる。 このように、 大分県 はさま ざまな 地下資源に めぐまれて 

いる 点で は、 日本 有数で ある。 炭 焼 小 五郎 伝説が 豊 後の 国 を 本場と して 全国に 流布され たと おもわれ るの も、 故 
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なしと しない。 

私が ここで 力説した いのは、 安曇 氏に しろ 緖方 氏に しろ、 海人と して 活躍す る 一方、 彼らが 金属 文化と も 関わ 

り を もっていた ことが 多分に 推量され ると いう 事実で ある。 しかも その 伝承に は 蛇が からみつ いている。 という 

こと は扎 蛇の 入墨の 文様 を 肌に 刺青して いた 倭の 水 人の 伝説 をし のばせる。 これ は その 源流 を 南中 国に 求める こ 

とがで きる。 
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南中 国、 九州の 太い 鉢 を 物語る 耳の 名の 起源 

九州と 南中 国との 習俗 や 伝承が いかに ふかく むすばれて いるか は 古代 中国の 史書に よ つ て も 裏付 けられる。 

びんこう  とうや 

『魏 志』 「東夷 伝」 によると、 倭 国 は 中国の 浙江 省紹興 県に ある 会 稽ゃ福 建 省閩侯 県の 付近の 東 冶の 東に あると さ 

れ ており、 倭 国が 揚子江の 付近から 南部の 地方と ふかい 関係に あった ことが 示唆され ている。 また 『魏 略』 に は 

「倭 はこと ごとく 黥 面 文身して、 自ら 太 伯の 後な りと いう」 とも ある。 昔、 夏の 少康の 子が 会稽 に封ぜ られ、 断 

髪 文身して 蛟竜の 害 を 避けた という 故事と つなげて、 倭の 水 人が よく 沈み 没して 魚、 蛤 を 捕り、 文身して 大魚、 

水禽 を 厭う ことが 『魏 志』 「東夷 伝」 に は 述べて ある。 

倭が 太 伯の 後裔と 自称した というの は、 周の 文 王の 伯父の 太 伯が 南の 方 蛮族の 間に おもむいて 国 をた てた とい 

う 故事 を ふまえて いるもの である。 そこで 太 伯が 建国した 呉 は 周 室と おなじく 姬姓を 称して いるが、 もとより そ 

れは 後世の 付会に すぎず、 呉 は 周 族と は 別 系統の 入墨、 断髪の 風俗 を もつ 蛮族であった と みられて いる。 しかし 

玄： S の 後裔と 自称す る 倭が、 呉に あやか つ て 東海 姫 氏 国と 呼ばれた としても ふしぎで はない。 
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さて ここに 興味が あるの は 『史 記』 が 伝える 具 王の さいごで ある。 越 王 は 呉の 首都の 蘇 州 を 包囲して これ を 略 

落させた。 越 王 勾践 は 具 王 夫 差を甬 東の 地に 移して、 百 戸の 采邑を 与えて 居住 させよう とした。 夫 差 はこれ を 謝 

絶して 自殺 をと げた。 甬と は浙江 省の 寧 波の 付近 を 指す。 その 東と あるから、 甬東 はま さしく 舟 山 列島の 中に あ 

る。 そこが 呉王 夫 差の 終焉の 地と して 与えられよ うとした という こと は、 見の がしが たい 挿話で あると 私 は 考え 

る。 補陀落 渡海の 目指す 普陀山 もまた 寧 波の 東の 舟 山 列島の 一 つに あつたの である。 

『三国 名勝 図会』 をみ ると、 大隅国 桑原 郡 浅 井村に 金 峰 山 神 照 寺 三 光院を 開いた の は日秀 上人で ある。 日秀 上人 

はもと 加賀 国の 人で あやまって 人 を 殺して 出家し、 高野山な どで 修行 をつ み、 真言 宗の奥 儀 をき わめて いたが、 

更に 願 心 をお こして 前記の 補 陀落山 (普陀 山) に 到って 観音 を 拝した。 帰途、 舟が 琉球 についた。 永 禄元亀 年間 

(一 五 五八-^ 一  五 七三) のこと である。 琉球 では 真言 を 伝えた。 その後 薩摩 にかえり、 大隅正 八幡宮 を 再建した。 

浅 井村の 三 光院を 創建した の は そのの ちで ある。 天 正 五 年 (一 五 七 七) 七十 五 歳で 入定して いる。 日秀 上人の こ 

と は 『中 山 伝 信録』 ゃ琉 球の 諸 書に も その 名前が 出て いる。 たとえば 『遺老 説 伝』 に は、 昔、 日秀 上人が 一 堂 を 

那覇巿 若 狭に 建立した と あり、 また 『球 陽』 にも 日秀に まつわる 記事が ある。 

日秀 上人が 再建した という 国 分 市の 大隅正 八幡宮 は 現在 鹿 児 島 神宮と 名 を 改めてい るが、 ここに は 次の ような 

縁起が ある。 昔、 震旦 国の 陳の 大王の 娘の 大比留 女が 七 歳に して 身 ごもった。 父 王が それ を あやしんで 問いた だ 

すと、 朝の 日の 光が 胸 を 覆って いる 夢 をみ たら 自分 は 妊娠した と 答えた。 父 王 はいよ いよお どろいて、 娘と その 

生んだ 皇子 を 空 船に のせて 海に 流した。 母と 子が 流れつ いたの は 日本の 大隅 国の 海岸であった。 その 皇子 を 八幡 

と 呼んだ。 云々。 

ところで この 正 八幡宮の 祭神 は 彦火火 出 見 尊 を 奉祀す る。 という ことから、 その 裔 孫に あたる 神武 帝 こそ 正 八 

幡と 唱える 者 も あるが、 一方で は 呉の 太 伯 を まつる かと 白井宗 因の 『神社 啓蒙』 に は 見えて いる。 このよう にし 
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て 例えば 江戸時代の 国学者の 藤井貞 幹の ように、 神武 帝 は 吳の太 伯の 苗裔の 出で あると いう 説 をな す 者 もで てき 

た。 藤 井 貞幹は 海神 1： 呂 というの は琉 球の 伊平屋 島の ことで あり、 太 伯の 裔が この 島に 渡って 玉 依 姫 をめ とり、 神 

武 帝が 生まれた と 主張した。 この 藤 井の 説 は、 本居宣 長の 『鉗 狂人』 によって 烈しく 罵倒され たが、 今では 再検 

討 を 必要と する 箇所が 少なくない。 

もろ つ か 

それ は ともかく として、 日向に は 諸 塚 太 伯 山と いうと ころが あり、 かって 呉の 太 伯の 住んだ 所と 言いった えて 

いる。 それ は 七つ 山の 近くで あり、 耳 川の 上流に ある。 諸 塚の 太 伯 山と 耳 川お よび その 川口の 美々 津とは 関連が 

ある。 つまり 神武 東征の 出発点が 美々 津 であった ところ からして、 耳 川の 上流に 太 伯 山 を 設定した のであろう。 

それ は 後世の 作為に すぎない かもしれ ない が、 耳 川 または 美々 津の 地名に 耳の 名が あるの は 見す ごす わけに は ゆ 

力な 

また 序説で 述べた ように、 神武 帝が 阿 田の ァヒ ラッ 姫と 結婚して 生んだ 二 皇子の タギシ ミミ、 キス ミミの 名に 

も 耳の 名 を 見出す ことができる。 さらに 神武 帝が 摂津の 三 島の ミゾ クイ 耳 命の 孫娘の セャ タタ ライス ズ姫 を正妃 

にむ かえて 生んだ 子供の 神 八 井耳 命と 神ヌ ナカ ヮ耳 命に も 耳の 名が つけられ ている。 神武の 系統に 特徴 的に 見出 

される この 耳と いう 名 を、 皇統 を 開いた 家柄に たてまつった 尊称と 考える こと はでき にくい。 というの も、 投馬 

国の 正副 長官 や 五島の 海人に も 耳の 名のつ くもの が あるから である。 私 はこの 耳と いう 名 は、 南中 国に 起源 を も 

つ 耳輪の 習俗の 名残りと 考えて いる。 そのために 神武 帝が 呉の 太 伯の 後裔で あると いう 伝承 も 俗説と していたず 

らに しりぞける こと をし ない。 

ところで 私と おなじように 耳の つく 人名に 注目し、 それの 起源 を 南中 国に 求める 説がない ではない。 最近 私 は 

重 松明 久 氏の 『邪 馬 台 国の 研究』 (昭和 四十 四 年刊) をよ み、 そこに 耳 姓に ついての 論及が あるの を 発見した。 重 

松 氏の 説 は 私と はいく ぶん 変って いる。 重 松 説 は 要するに 揚子江の 付近に 繁栄した 道教の 信奉者た ちが 九州に 渡 
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来した とする ので ある。 老子 は 象の ような 耳 をして いたと いわれる が、 道教 系の 頭目が 老子に あやかって、 長 耳 

大耳を 標榜し、 大 耳と 号して いたのだろう とする ので ある。 そして 隼 人 は 耳 系であった ので、 呉越 地方と 関係が 

あるら しいと 推定 を 加え、 犬と 親近 関係が あつたと して、 盤 古神 話に も 言及して いる。 

耳 姓 を 南中！ 1 と むすびつける 考え はま さしく 私の 仮説と 一致す る。 ただ 重 松 氏 は、 耳が 垂れて 肩の 上に あると 

いう 種族が 実際に 存在す る こと は 考慮に 入れず、 むしろ、 道教の 始祖 老子 を 信奉す る 人た ちが、 観念的な 大 耳で 

ある こと を 標榜した と 考えて いるよう である。 その 点が 私の 説と 異なって いる。 私 はむしろ 大きな 耳輪 をつ ける 

風習 を も つ た 人た ちが 九州の 西 辺 もしくは 南部に 渡来した と 考える の だ。 そうした 人た ちの 中で もとく に 酋長の 

耳輪 は 大きく りっぱな ので、 大耳 とか 垂耳と かの 名 を たてまつられた。 それが やがて は 貴人への 尊称と なった が、 

しかし どの 貴人に もつ けられた というの ではなく、 そこに はおの ずから 系統が あった。 くりかえす ように、 それ 

は 神武の 系統に もっとも いちじるしい ものであった。 

耳 族の 二つの 系列 11 九州 系 海人 族と 鍛冶 族 

ひ  とり かみ たけ  にた  せんつ うざん 

ス サノォ が 降りた の は 出 雲 国の 肥の 川の 上流で ある 鳥 髪の 峯で、 そこ は 現在の 島根県 仁 多 郡の 船 通 山で ある。 

この 船 通 山の 六合 目に はいまで も 砂鉄 をと る 工場が ある。 鳥 上 木炭 銑 工場が それで あり、 仁 多 郡 横 田 町 大字 大呂 

にある。 昭和 三十 四、 五 年頃まで は 鉄 穴 流しに よって、 山 をく ずし、 真砂 砂鉄 をと つた。 そのために 斐 伊川 (肥 

の 川) は、 秋の 十一月から 春の 三月 頃まで は 濁って きたなかった。 鉄 穴 流し をす るの は 農閑期の 百姓で、 彼ら を 

鉄師 百姓と 呼んだ。 それが いま は 水質 汚、 濁 防止法に よって 禁止され、 磁石で 砂鉄 をと る 方法に かわって いる。 こ 

うした ことから 八岐 大蛇が 八つの 頭と 八つの 尻尾 を もち、 目 は 赤い ホ オズ キ のよう で、 腹 はいつ も 血で ただれて 

いたと 『古事記』 が 描写して いるの は、 鉄 穴 流しに よって、 斐 伊川が 真 赤に 濁って いた こと、 または 鉄 穴 流しで 
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山が 荒れ、 洪水に 見舞われ たこと を 物語って いる ことが 明らかで ある。 

『出 雲 国 風土記』 に は、 仁 多 郡の 三 処郷、 布 勢郷、 三 沢郷、 横 田郷の 四つの 郷 から 「出す ところの 鉄 堅く して、 

尤も 雑の 具 を 造る に堪 ふ」 と 述べて いる。 これら はすべ て 現在の 仁 多 郡の 横 田 町と 仁 多 町に 属し、 斐 伊川す じに 

沿った ところで ある。 

このうち 三沢郷 について は 『出 雲 国 風土記』 に アジ スキ タカ ヒ コネの 伝承が ある。 アジ スキ タカ ヒ コネが 金！：^ 

精鍊を 象徴した 神で ある こと はこれ まで くりかえし 述べ てきた。 そして 仁 多 町 三 沢に その 伝承が 残されて いる こ 

と は、 この 地方に 古来 砂鉄から 精鍊 する 技術が さかえた こと を 物語る。 

したがって、 スサノ ォが出 雲で 結婚した 櫛 名 田 姫の 父親の 須賀之 八 耳 (『書 紀』 に は 簀狭之 八 筒 耳) が、 この 

砂鉄 採集に 関連が あると 想像す る こと は 可能で ある。 すでに 論じた ように 須賀の スガは 洲処、 つまり 川の 砂の た 

ま つ た洲を 表現す ると 思われる。 そして それ は 銅 や 鉄に 縁 由の ある 語で ある。 

山陰 地方に は 出 雲の ほかに も、 耳の 名 を まだいく つか 見出す ことができる。 日本海の 沿岸 を 西から 東の 方に た 

どって いくと、 因幡の 宇 倍 神社に 伝わる 伊福部 氏の 系図 は 大己貴 命に はじまり、 その 三世の 孫 は 健 耳丹德 命と な 

つてい る。 

わく ごのおみ 

その 健 耳 丹 穂 命の 子どもが 天 丹 戈 命と か、 天日 样乃 命と 呼ばれ、 更に 二十代の 若子臣 にいた つて 気 吹部臣 (伊 

福 部臣) の 名 をた まわった となって いる。 ここの 伊福部 氏が 産 銅 もしくは 産 鉄に 関係が ある こと はすで にの ベた 

から、 縷説し ない。 若 子臣の 子で ある 第二 十一 代の 人物 は、 馬 養耳臣 となって いて、 ここに 耳の 名が ふたたび あ 

ら われる。 この 伊福部 氏の 系図に も、 可 美 真 手 命と か 伊香 色 雄 命と か、 物 部 氏族の 名が みえて いる こと は 注 1;::^ す 

ベ きで ある。 

宇 倍 神社と おなじ 因幡の 岩 美 郡 岩 美 町に は、 陸上と いう 地名が ある。 『古事記』 に は崇神 天皇のと きに 日子 
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坐 王 を旦波 国に つかわして 玖 賀耳之 御笠 を 殺した と ある。 

『地名 辞書』 は、 今の 三 丹 地方に は玖賀 耳の 地名が なく、 因幡 

も旦 波に つながつ ており、 日子 坐 王の 裔 孫が 管理し 統治した 国 

だから こ こ に 陸上と いう 地名が あるの は 理由がない わけで はな 

く、 玖 賀耳之 御笠が 国つ 神と して ここに 蟠踞して いたから、 後 

の 世まで クガミ の 名 をの こした ので あろうと 述べて い る。 『旧 

事紀』 の 「国 造本 紀」 に、 彦坐王 (日子 坐 王) の 児の 彦多 都彦 

命 を 稲葉 (因幡) 国 造に 定めた という 記事が ある。 因幡の 岩 美 

郡に は 荒 金 銅山な ど 著名な 銅鉱が あり、 付近から 銅鐸 も 出土し 

ている。 

陸上の 東が 但 馬の 居 組で ある。 もとは 伊 含と 記した。 その 東 

が 『和名 抄』 の 美 含 郡 香住郷 である。 美 含 郡の 美 含郷は 今の 竹 

野から 佐津の あたりで ある。 更に 東に 眼 をむ ける と但 馬と 丹 後 

の 境に ある 丹 後の 久美 浜が ある。 これらの 固有名詞 を ひろって 

みると、 岩 美、 陸上、 居 組、 美 含、 香 住、 久美、 というよ うに 

語尾に ミ がっく。 そして それら はすべ て 海 村で ある こと を、 味 

田 晃氏は 指摘して いる。 これが 耳に 関連が あるか どうか は 私に 

は 分からない。 しかし 『但馬 国司 文書』 をみ ると、 この 但 馬の 

海岸 一 帯に は 日子 坐 王が 陸 耳 (玖賀 耳) を 追討した 話が 伝承と 
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して 点々 と 残って いる ことが 分かる。 『但馬 国司 文書』 は、 偽書と して 『校 補但 馬考』 の 中で 桜井勉 から 痛 t+ を 

受け、 否定され たいわく つきの 代物で あるが、 さりと て その 地方に 残留す る 伝承まで も 捏造した ので は あるまい。 

因幡の 岩 美 郡の 陸上の 背後 地数キ 口 のと ころに 古代から 知られた 荒 金 銅山が ある こと はすで に 指摘した が、 . ^賀 

耳 も あるいは それと 関係 を 有して いたの かも 知れない。 そして、 それに となりあわせた 但 馬の 二方 郡 (現在の 兵 庫 

県 美 方 郡) の 背後 地 も 久斗山 を 中心とし たたたら 場の 多い ことで 有名で ある。 

さて、 丹 後半 島 を 東に こえる と 若 狭 湾に いたる。 今の 美 浜 町に 耳 川が 流れて いる。 ここ は 『和名 抄』 に 三方 郡 

^ な  むろび こ みこ わかさの みみの わけ  ： 

&;Ik 郷と 呼ばれた ところで、 『古事記』 に は、 開化 帝の 条に、 室 毘古王 は 若 狭 耳 別の 祖と ある。 この {ャ 毘古王 を 

まつる のが、 いま は 美 浜 町に ふくまれる かっての 耳 村の 宮 代の 弥美 神社で ある。 室毘古 王の 父 は^ 賀耳を 殺した 

日子 坐 王で、 母 は lA^I^K 見 戸? 冗で ある。 その子の 室 毘古王 は、 丹 波の 河 上 (丹 後 国 熊 野 郡 川上) の 摩須郎 女と 

結婚して いる。 

このように 日本海に 面した 山陰 地方に は、 耳と いう 名の 人物 や 地名が 点々 とその 痕跡 をの こして いる。 須 K 之 

八 耳と その子 孫、 玖賀耳 (陸 耳)、 若 狭 耳 別。 そして それらの 人名に 縁 由の ある ミミ または ミを 語尾に もつ 地名 

が 散在して いる。 しかし 私が もっとも 注目す るの は 耳の 名 を もつ 但 馬の 豪族で あり、 それ はさきに 述べた 太 耳 

(前津 見) と 呼ばれる 人物で ある。 天日 槍が 太 耳の 血筋と 血縁 関係 をむ すんだ の は 大きな 意味が ある。 

前に も 述べた ように、 スサ ノォの 結婚 相手の 父親、 須賀之 八 耳 や、 日子 坐 王の 殺した^ 賀耳 もまた、 土 若の 齒 

長 あるいは 豪族であった ろう。 しかも これらの 人物が 鉱山に 関与した 人物と 考えられ るの は 見逃す ことができな 

ヽ 0 

もう 一人、 耳の つく 例 を あげる。 『姓氏 録』 に久米 直の 先祖 は 味 耳と なって いる。 この 味 耳 は 大和の 来 目郷に 

居 主した といわれ るが、 久 米の 氏族 はもと もと 球 磨、 すなわち 肥の 国に 本拠 を もっと、 喜 田 貞吉ゃ 太田亮 によつ 
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て 考えられ ている。 

このほか、 耳と いう 名のつ く 

氏族で もう 一 つみの がせない の 

は、 物 部 氏と 同様に 鍛冶 を 職業： 

とする 忌 部 氏の 系譜で ある。 後： 

世の 作と ことわりながら、 太 田！ 

亮の 『姓氏 家系 大 辞典』 は、 安 

房 国 洲宮小 野 氏 の 所 伝に かかわ 一 

る 「斎部 宿 禰本系 帳」 を かかげ 

ている。 そこに は 天 櫛 耳 命 や 佐 

久耳命 や 葉 耳 命な どの 名が みえ 


る 


に 註して 葉 耳 命 は 日 置 部の 祖 なりと ある。 日 置 部が 鍛冶に 関与す る 氏族で ある こと を 思えば、 葉 耳 命 も 

それに 緣由を もっかに 見える。 

一方、 安曇と 関係の 深い 多 氏 も 神 八 井耳 命を祖 とする が ゆえに 耳と は 無縁で はない。 識訪下 社の 大祝金 刺 氏に 

大耳 氏が ある こと はすで に 述べた が、 金 剌氏は 多 氏の 同族で ある。 また 三重県 四日 市の 耳 利 神社と 耳 常 神社 は、 

いずれも 伊勢の 舟 木 直 を ま つ る 神社で あ つ て、 伊勢の 舟 木 直 は 多 氏と 同族で あ つ た。 

ミ または ミ、、 、のつ く 系譜 を ながめて みると、 二つの 特徴が ある ことに 気がつく。 一  つ は、 九州に 根拠地 をお く 

海人 系で あると いう ことで ある。 それ を 要約して 並べて みると、 表 A のようになる。 これに 更に は 久米系 (味 

耳) を も 加える ことができる。 これら を 見る とき、 この 耳の 尊称に 一定の 意味が こめられ ている こと を 否定す る 


こと はでき ないだろう。 この 耳と いう 呼称 をと おして、 私たちの 眼 ははる かな 海の 彼方へ むかう。 その 先に は渺 

渺 とした 東シナ 海の 波浪の 果に江 南の 島々 や 大陸が かすんで みえる。 もう 一 つの 特徴 は 表 B のように それが 銅 や 

决 などの 鍛冶に 関与す る 系譜で あると いう ことで ある。 

金属 器 伝来の 三ル I ト にさす 江 南の 影響 

日本に おける 銅 鉄の 精鍊の 源流 を 考える ばあい、 朝鮮からの 技術者の 渡来が 主流 を 占める こと はいう まで もな 

い。 そのば あい も、 二通りの 系統が あって、 一 つ は 江 南 系の 鍛冶 技術 を 受け つぐことの 可能性 は、 諸家の 指摘す 

ると ころで ある。 

青銅器 ならびに 鉄器 文化が 朝鮮半島から 渡来人と 一緒に 日本列島に 入って きた こと は 疑いない。 他方、 中国の 

江 南と 倭との 関係 を 見る とき、 彼我の 交流が 伝承 や 風俗の 上で まぎれ もな く跡づ けられる こと は、 『魏 志』 「倭人 

0 伝」 の 記事 を みても 瞭然と している。 それ 以外に も さまざまな 裏付けが できる。 江 南から 日本列島に やってくる 

^ ル ー トは 大別して 二通りで ある。 一 つ は 江 南から 東 シナ海 を 横断して 直接に 九州 島に やってくる ケ ー ス である。 

が もう 一 つ は 朝鮮半島 を 経由して、 そこに 一時 滞留した のちに 日本列島に 渡来す るケ ー ス である。 

つ 長 谷川 熊彦 氏の 「大陸 製鉄 技術の わが国 古代への 伝播」 という 論文 (『日本製 鉄 史論』 所収) に は、 中国 古代の 製 

^ 鉄に 二通りあって、 華北で は 鉄鉱 を 原料と し、 ルツ ボ炉ゃ 円形 炉 によって 錄鉄 を精鍊 している が、 江 南で は 砂鉄 

^ 鉱ゃ 鉱石 を 原料と して 火床 炉法 とか 小型 高炉 法で 直接に 鍊鉄ゃ 鋼 を精鍊 している。 南 朝鮮で は、 ルツ ボ炉 による 

g 錶 鉄 生産の 形跡 は 認められず、 また 古代 鉄器 は铸造 品で なく 鍛造 品で ある。 新羅 は 中国 江 南の 技法 を 輪 入して、 

9 砂鉄の 精練 をお こなつ ただろうと 述べ て ある。 

2 長 谷 山 氏の 説に したがう とすれば、 朝鮮 南部と 南中 国との 関係 は 切っても 切れない ことになる。 . 
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鳥居 龍 蔵 は、 倭 鍛冶と 韓 鍛冶と を 区分して、 倭 鍛冶の 方 は 朝鮮の 鍛冶と 同様で あるが、 韓 鍛冶 は 帯 方 郡の 漢族 

の帰ヒ 人、 および 口』 ハ越 あたりから きた 技術者 を 朝廷で 採用した の だと 言って いる (『人類学 上より 見た る 我が 上代の 

文化』)。 これにた いして 石 川 恒太郎 氏 は、 古く 中国に おいて は 銑鉄 をつ くる 技術が 始められ、 これが わが国に 伝 

えられて 倭 鍛冶と なって ながく 铸物師 として 残ったが、 一 方で は 新しく この 銑鉄 を 鍛練して 鍊鉄 をつ くる 技術が 

朝鮮 を 経て わが国に 伝えられ、 韓 鍛冶と なった という 説 をと なえて いる。 また 重 松明 久氏 は、 「新羅が 秦代 にお 

いて 盛 行した 涛造 技術 を 導入して いたのに 対し、 百済 は 中国の 江 南 地方 あたりとの 交通に より、 銀 造 技術に よつ 

ていたら しい」 とも 述べ ている。 

そして 百済 や 新羅が 山 東半 島を經 て、 南中 国と 密接な 関係が あった こと は 多くの 人た ちの 指摘す ると ころで あ 

る 0 

以上の 諸説から して、 口， r 越、 楚 などの 江 南 諸国と 南 朝鮮との 交流が うかがわれ るが、 しかし また 他方で S 石 

川 恒太郎 氏 や 鳥居 龍 蔵の 指摘す るよう に 鍛冶の 技術 を もった 人た ちが、 一 挙に 日本列島 を 目指して 渡来した こと 

も 考慮に 入れねば ならぬ。 私 はそう した 種族が 列島に 渡来した 証拠と して、 ミ または ミミの つく 人名が ある こと 

に 注目して きた。 

中国の 江 南 地方 は 倭の 水 人の 原郷 とも 思われる 漁業の 色彩の 濃厚な 海浜で あるが、 他方で は 中国で 金厲 文化が 

もっとも 早く 開けた ところで ある。 吉田 光邦 氏の 「中国 古代の 金属 技術」 (『東方 学報』 第二 十九 冊) によると、 「昆 

吾の 剣」 と 呼ばれる ものが あると いう。 昆吾は 西戎の 地の 一地 名で、 同時に 銅山であった。 その 地に あった 種族 

は、 タタ ー ルに みられる と 同じ 鍛冶屋 王の 伝承 を もっていた。 その 一部 ははる か 南下して 楚の 遠祖と なった とい 

う。 K^li の 二 剣の こと は 更に 有名で ある。 干将は 呉の 人で あり、 二つの 剣 を 作る こと を 命ぜられた。 千将は 

巧 その 妻莫 邪と 共に、 青銅の 剣の 製作に したがった。 よく 溶けない ので、 自分た ちの 髪 や 爪 を 火中に 投じて 成功 さ 
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せた という 剣の 名 も 一つ は干将 であり、 他は莫 邪と 名 づけた。 このように、 晕楚 において 青銅の 名 剣の 伝説 

力 生まれた の は、 けっして ふしぎで はない。 わが国で も、 「太刀なら ば $1 の； T 刀」 と 呼ばれて 重宝と みなされ，. こ 

ことが 『日本書紀』 でう かがえ る。 

銅鐸 研究の 有力な 鍵 . 銅 鼓と 使用者への 視点 

さて、 ここで 江 南と つながりの ある 銅 鼓と 銅鐸との 関係に ふれない わけに は ゆかない。 その 類似 を もっともよ 

やく もっとも 熱心に 主張した の は 鳥居 龍 蔵で ある。 彼の 説 を 聞いて みょう。 以下 は 「我が国の 銅鐸 は 何 民族の 

残した 物 か」 (『有史 以前の 日本』 所収) からの 抜粋で ある。 

「銅 鼓の 土中から 掘り出さ るる 状態 は 日本の 銅鐸と 同じで、 一個 出る こ ともあれば、 また 数個 重なり合い、 又 

は，^ 歹 せられて 出る。 而し てこの 銅 鼓に 伴って 別に 他の 遺物が 共に 出た 事 はない。 これら も 両者が 同じで あり 

ます」 

「次に 銅 鼓 は 楽器に して、 一方 神秘的な 宗教 的の ものです。 銅鐸 も 亦 これと 相等しく、 銅 譯ょ甲 式 (引用 者 註 

I 倉の 分靈 式の 一つ) になって ますます 装飾が 主にな つて 来て、 一見し かも 應に あらざる 感 にまでな つて 

居る。 銅 鼓 はこれ に 反し 後になる ほど 漢 式の 太鼓に 接近して 居る。 これ は 接触 民族の 関係でありましょう」 

「銅 鼓の 古い 形式の もの は 背が 高く 区 廓の 中に 各々 図画が あります。 今 発掘の それに 就いて 見る と、 区 廓 

内の 図画 は 人物が 長い 木杵と 臼と で 穀物 をつ く 所、 床の 高い 倉庫、 家屋 もあります。 これら は 日本の 銅鐸の 風 

俗と 同じであります。 両端の 上がった 舟 も あり、 循を 持って 居る の もあります。 なかん ずく 舟の 近くに 水 良が 

附 いて 居って、 この 鳥は鷺 であります。 鹿 もあります。 紋様 も 互いによ く 似て 居って、 幾何学 的紋 蒙と 渦紋が 

あります」 
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「南 シナと 我が国と は 地理学 的に 最も 近い、 一衣帯水であります。 若しも 二者の 間に 船と いう もの を 以て 連 綴 

.bl ま 全く 橋梁の ような もので、 従来は もっとも 便利であります。 かかる 南 シナと 我が国と 交通 往来の 道が ある 

とせば、 昔から 人種学 的の 関係がない といえない」 

銅鐸と 銅 鼓と を むすびつける 説 は、 鳥居 龍 蔵 を 最初と する が、 この 説 は 今もって 一部の 学者の 支持 を 受けて い 

る 0 

これにた いして 喜 田 貞吉は 「本邦に 於け る 一種の 古代文明」 (『郷土 研究』 一巻 二号、 大正 二 年) の 中で、 朝鮮の 

慶尚 道、 つまり 新羅の 地方 はもとの 秦の 流民の 開いた ところで あるから、 それで 秦韓 といった と あるが、 ここ か 

ら 一 衣帯 水の わが国に 秦 人が 渡来した ことが 想像で きる とし、 銅鐸 はこの 秦 韓人が もってき たの だと 言って いる。 

喜 田の 意見 は 「銅鐸 考」 (『歴史地理』 第三 十二 巻 第二 号、 大正 七 年 八月) の 中で もくり かえされ、 天日 槍 も その 秦韓 

人の 末裔と みなして いる。 

銅鐸の 源流に ついての 意見 は、 南中 国 や 安 南に 発する ものと、 朝鮮に 発する ものの 二つに 分かれて いる。 鳥居 

と 喜 田 は その 代表で ある。 

最も 新しい 説と して は、 実験 考古学の 立場から 自分 も 銅鐸 を 製作して 研究して いる 中ロ 裕 氏の 見解が ある。 中 

口 裕氏は 『銅の 考古学』 の 中で 次のように 結論 づけて いる。 

「日本の 初期の 銅鐸 は、 朝鮮の 馬鐸の 文様 (引用 者 註— 鋸歯 文) と、 中国の 鈴の 鰭と、 朝鮮 小 銅鐸の 銬 型の 大き 

さと、 この 三者 を 合成して できた ものである。 日本 本土の 日本人が この 三者の 全て を 見て いたと いう こと は、 

今のところ 考えられない」 

こうして 中ロ 裕氏は 次のように 推論す る。 

「この 点から 銅 譯を铸 造した の は、 楽浪 郡の あたりに いた、 中国人の 铸物師 を 中心とする 朝鮮人の 一団で はな 
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かった かと 考える ので ある。 朝鮮人の 铸物師 が 弥生時代の 日本の 青銅器 をつ くった ので あろうと は、 一般にい 

われて いると ころで あるが、 朝鮮人の 系統 だけから は、 近畿 式 銅鐸の ような 雄大な 芸術品が 生まれる こと はな 

いように 思われる。 弥生時代 における 朝鮮の 青銅器に は、 日本の 銅鐸の ような 発展の 仕方 をした 銅器 は みられ 

ないから である」 

中ロ 氏の 推論 は 喜 田 貞吉の 主張した 秦 韓人 説に 近づいて い つてい るよう に 思われる。 私 は ある 意味で はこの 中 

とうてつ もん き ほうもん 

口 氏の 説に 賛成で ある。 というの も 初期 銅鐸に みられる 邪視文 は、 明らかに 古代 中国の 饕餮文 ゃ夔鳳 文な どの 文 

様の 流れ を 引く ものである。 図形 はき わめて 単純で あるが、 そこに は 中国の 青銅器の 文様の 特徴が みられる。 し 

かし、 中期、 後期の 銅鐸の 絵画 文様 は、 一見して 装飾 古墳の 壁画と 通じる もの を もっている。 つまり それ は 倭人 

の 手になる ものである。 したがって 近畿 式 銅鐸が 中国人の 錄物師 を 中心として 生まれた と は 考えに くい。 むしろ 

これ を 他に 求める とすれば、 鳥居 龍 蔵の 言うよう に、 これ を 銅 鼓の 文様と 比較す るの が、 妥当の ように 思われる „ 

更に 銅鐸 はすべ て 埋没され た 状態で 発見され る。 これとおなじ ように 人為的に 埋納 された 金属 器 は 銅 鼓の ほか 

は 考えられない。 とすれば 南中 国との 関係 は 依然として のこる。 

鳥居 は、 苗 族 系統の 銅 鼓 使用者が 日本に 移住す ると 共に、 彼らの 故国の 風俗な ども もってき た。 それが 銅鐸に 

あらわれて いると 考えた。 そうして、 銅鐸 を 考察す るのに は、 形態の 比較と か 文化の 影響から みる だけで は不充 

分で ある こと を 力説す る。 銅鐸 を 製作し 使用した 民族 そのものの 研究 をし なければ、 銅鐸の 本質 をつ かむ ことが 

できない という。 かりに 漢族の 文化の 影響 を 受けて いたと しても、 それ はたんに 文化史 的な 見方であって、 人種 

学 的な 見方で はない。 自分 は 人種学 上から 見た 銅鐸 論 を 展開して いるの であると 言 つてい る。 

鳥居の 結論 は そのまま 肯定し がたい 面 は あるが、 彼の 立論に は 聞くべき 点が 多い。 それ は、 日本と 外国との 問 

題に とどまらず、 日本国内の 銅鐸の 研究に も 言い 得る ので はない か。 すなわち、 どういう 人た ちが 銅驛を 製作し 
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使用した かとい う 点 は 一 向に 明らかにな つ ていないの である。 銅譯の 製作 及び 使用が どのような 人た ちに ゆだね 

られ てき たかを 考えない かぎり、 日本に おける 銅鐸の 問題 は 解決が つかない にちがいない。 銅鐸の 製作 は、 一部 

の 論者 は 古墳 前期まで 下げて 考えて いるが、 大体 弥生 期の 中、 後期と されて いるから、 文献 を 土台に 追求で きる 

時代 を 三、 四 世紀 さかのぼる とみなければ ならぬ。 それ にもかかわらず、 銅鐸の 出土 地と、 铸銅 技術 を もつ 伊福 

部 氏の 居住地と が 重なり合う という 事実に は、 そこ に 看過で きない ひとつ の 啓示が かくされ ている こと を 感じる" 

銅鐸の 製作 及び 使用 をめ ぐる 考察 は、 この ふしぎな 暗合 をぬ きにする こと はで きないと 私 は 思 つてい る。 

土地と 人間に 刻まれる 銅鐸の 秘密 

大阪府 柏 原 市の 雁 多 尾 畑の ニキ 口 西に 高 尾 山が あり、 その 南西に のびた 斜面で 多 鈕細文 鏡が 発見され た。 また 

その ふもとに は 鐸比古 • 鐸 比 売 神社が ある。 それ はもと 高 尾 山頂に 所在した 可能性が つよく、 青銅器 製作 遗跡を 

まつる 神社と みられよう、 と 堀 田 啓 一氏 は 『河内 考古学 散歩』 の 中で 述べて いる。 というの も 高 尾 山頂から 北方 

へ ニキ 口 の 地点に ある 恩智 神社の 近くから 銅譯ー 一個が 出土して いるから である。 この あたりに は 弥生 中期の 遗跡 

が ある。 ここにお いて 私 は 伊福と いう 土地に 銅鐸が 出土す る 理由と おなじ ものが ある こと を 感じる。 すなわち、 

鐸比 古. 鐸比売 神社の 近くから 銅鐸が 出土す る こと は、 みすごされる わけに はいかない。 なぜなら 鐸 という 名 を 

もつ 神社 名が、 銅鐸の 出土 地 をす でに 暗示して いるから である。 それ はさきに 伊賀上 野の 佐那 具で 銅鐸が 出土す 

る ことと おなじ 意味 を もつ。 

ふつう 銅鐸 は 他人に 知られな いように 何の 目 じる しもない 山の 中腹 または 平野に 埋没され た 形で 発見され てき 

ている。 だがし かし 「さなぎ」 という 名 を もつ 土地に 銅鐸が 出土す ると なれば、 それ は 銅鐸の 所在 を 暗示す るの 

とおな じで はない か。 それ は 人知れず 埋める 行為と 矛盾し はしないだろう か。 すなわち 銅譯は 人里 はなれた 任意 
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の 地に 漠然と 埋めた ので はなく、 むしろ、 あきらかに 特定の 土地 をえ らんで 意識的に 埋めた ので ある。 それ を ふ 

たたび とりだして 使用した かどう か、 つまり 土中に 保管した かどう かの 点 は あとに 論じる ことにして、 意識的に 

埋めた こと はまちが いない。 それに はなお いくつかの 事例 を あげる ことが 可能な ので ある。 

まえにの ベた 遠 江 国 伊福 郷、 すなわち 現在の 静岡県 引佐郡 細 江 町の 南に 佐 鳴 湖が ある。 これ は 地元で は 訛って 

サナル 湖と 呼んで いるが、 ほそながい 湖で ある。 この 湖 辺に 蜆 塚と よばれる 貝塚が あるが、 大昔の 生活に 好適の 

場所であった ろう。 その 東が わの 浜 松 市 近郊から 銅鐸が いくつ も 出土して いる。 

また 愛知県 豊田 市に ある 猿投 神社から 約 四 キロ はなれた 豊田 市手呂 町から も 最近、 銅鐸が 出土した。 この 猿投 

神社 は景行 帝の 第一 皇子の 大確命 を まつる とされて いる。 本 居 宣長は 『古事記伝』 に、 「猿 投村 とい ふところよ、 

からうす 

昔より ^ を禁 t とぞ、 其 は そこに さなぎ 山と いふに 社 ありて、 今も大 なる 社に て、 あるひ は景行 天皇 を祀 ると 

も、 あるひ は大碓 命を祀 ると も 云へ り」 と 述べて いる。 碓 は 鉱石 をく だくのに 使用す る ことから 考えて、 この 

風習 はみ すごせな いもの を も つてい る。 

大和 国 広 瀬 郡 散 去郷と 『和名 抄』 にしる されて いるの は、 奈良県 北 葛 城 郡 広 陵 町 あたりで ある。 そこ はもと 馬 

貝 村 大字 三吉の 地であった。 馬 見 村に は 大きな 古墳 群が ある。 ところで 広 陵 町の 北 どなりに ある 北 葛 城 郡 上牧町 

から 銅鐸が 出土して いる。 

また 『和名 抄』 にいう 因 幅 国の 散岐郷 は、 現在 鳥取県の 八 頭 郡 河原 町 佐 貫に 比定 されて いるが、 その 東方 数キ 

口のと ころに ある 船 岡 村 破 岩で も 銅鐸が 出土して いる。 小豆 島に は大 驛 という 地名が あるが、 おなじ 島の 反対側 

力ら 銅鐸が 出土して いる。 こうして 「さなき」 という 地名が 偶然に つけられ ていない こと を 示して いる。 伴 信 友 

は 但馬国 朝来 郡の 佐囊 神社が サ ノウと よめる ことから (現在 は 兵庫県 朝来 郡 朝来 町 山 口に あり、 大字 という 地名が 

ある)、 三重県 桑 名 郡に ある 佐 乃 富 神社の 佐 乃 富 は 佐囊に 由来す ると 考えて いる。 佐 乃 富 は 現在の 三重県 桑 名 郡 
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多 度 町き 衣 野に ある 八剣宮 とされて いる。 その 近くに 金山の 神 を まつる 多 度 神社が ある ことが 注目され る。 武蔵 

の 5h 鑽神社 ももち ろん 金属の 「サ ナ」 に 縁 由 ある 神社で ある。 

「尹 福 I や 「さなき」 という 称呼 を もつ 土地に 銅鐸が 出土して いると いう 事実 を かるく みる こと は ゆるされない 

なぜなら、 その 地名 そのものが 銅鐸 を 埋めた 土地で ある ことの 指標に なって いるから である。 同 范鐸、 すなわち 

おなじ 铸型を もつ 鐸が 遠方から かけはなれて 発見され る 場合が、 これまで も 数 例た しかめられて いるから、 製作 

所 は 別のと ころに あつたか も 知れない。 しかし、 だからといって、 「伊福」 または 「さなき」 と 呼ばれる 土地が 

銅鐸と 無縁で あると 言い切る こと はでき ない。 むしろ、 なぜ 両者 は むすびつ いている のか を 考える ほうが 自然で 

あり、 賢明で あり、 納得の いくこと であろう。 

もちろん 私 は 伊福 やさ なきだけ が 銅鐸と つながりが あると する もので ない。 それに 関係す る 銅鐸の 数 は 全体 か 

ら みれば 知れた ものである。 しかし 伊福 やさな きとい う 語が 地名と して は、 きわめて かぎられて いるので ある。 

そのこと からすれば、 その 出土の 数 ははな はだ 高率 を 示して いると いわねば ならない。 したがって それ は 大場磐 

雄が 『銅鐸 私考』 の 中で、 カモゃ ミワと いう 土地 または 神社と 銅鐸と が 関係して いると いうよう に、 大雑把な 論 

議 ではない。 本 間 信 治 氏に よると、 『和名 抄』 に 記載され た カモの 地名 は 三十 六 力 所 あり、 鏡味完 二の 『日本 地 

名 学』 では 五 万 分の 一 地形図に は 一 一 一 一の カモの 地名が あると いう。 

地名 や 製作者の 解明 をと おして 銅鐸の 問題 を 考えよう とした 人た ちがいな か つたわけ ではない。 しかし それ は 

たんなる 思いつきに とどまり、 中途半端で 徹底 性 を 欠いて いる。 したがって 実証的な 議論と はなり にくい ので あ 

る。 といって、 いきなり その 核心 を衝 くこと はでき ない。 薄皮 を剝 ぐよう に 一枚ず っ剝 いでいかねば ならない。 

こうした やり方 は、 銅鐸の 型式 分類 や 化学分析の 方法から みれば、 まことに まだ るつこし い 方法と おもわれ るか 

も 知れない。 だが 銅鐸 を 物と して あっかう だけで、 それと 調わる 土地 や 人間から 切り はなして いると ころに、 こ 
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れ までの 研究の 問題が あるので はない か。 とすれば、 たとい 迂遠と みえよう とも、 私の 方法が まちがって いると 

はお もえない。 ただ 問題 はそう した 方法で、 どれ だけ 肉薄で きる かであろう。 しかし 少く とも その 端緒 はっかん 

だの だ。 糸口 をた ぐって どこまで ゆけ るか。 それ はすべ て 今後に かかって いる。 

銅鐸 は 何のた めに 使われた か 

では 銅鐸 は 何 を 目的と した ものであろう か。 それ は 銅鐸の 表面の 絵画 や 文様 をと おして 考察す る 以外に はない。 

私 はまず 古 銅鐸に みられる 邪視 文に 注目す る。 この 邪 視文鐸 は 数個 あるが、 もっとも 有名な の は 広島県 安芸 郡 安 

芸町福 田の 木の 宗 山の 銅鐸で あり、 ついで 岡山県 吉備郡 足 守の もの、 更に は 出 雲 国から 出た と 伝えられる 木幡久 

右衛門 氏 所蔵の ものが ある。 

福田鐸 の邪視 文に ついては 梅 原 末 治 氏が 『銅鐸の 研究』 の 中で 次のように 述べて いる。 

「上 区の 杏仁 様の 形 を 眼と 見れば 是れ 或は 饕餮紋 の 崩れた 類で はない かとの 想像 を 加えし める 点がない でもな 

い。 (中略) さり 乍ら これ もとより 一個の 臆測であって 文様の 基く ところ 彼に ありと する も、 それ 自体の 表現 は 

全く 別な やわらかな 線から 出来て いて、 感じの 違った ものな の を 重ねて 特記して 置きたい」 

たしかに 日本の 古 銅鐸に みられる 邪 視文を そのまま 殷周 青銅器の 模倣と する こと はでき ない。 しかし その 源流 

をた どると き、 この 文様 は饕餮 文の 装飾 を すべてと り 去って、 二つの 眼 だけ をの こした の だと 見られな くない。 

精巧な 文様 を 刻む ことので きなかった 弥生 期の 技術者た ち は、 饕餮 文の 中心で ある 眼 だけ を 模倣した ので ある。 

袁珂の 『中国 古代 神話』 に は、 黄 帝が 斬り 落した 蚩尤の 首の 姿 を 青銅器に 描かせた のが 饕餮 文で あると いう 興 

味 ある 説明が なされて いる。 銅 鉄と すこぶる 関係 ふかい 蚩尤が ここに 出現す る。 古 銅鐸に 邪 視文を 描いた の も、 

こうした 蚩尤に まつわる 伝説 や 伝承 を 知っての 上で あるに ちがいない。 
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この ことが 何 を 意味す るかと 言えば、 それら 銅鐸の 製作 技術者が 中国 古代の 伝承 を 身に つけながら 渡来した こ 

と を 示唆す る。 秦 末の 乱 を 避けて 楽浪 方面に きた 秦人 たちが、 漢の武 帝の 時半 島に 四 郡が 設置され た 前後、 更に 

南下して 慶州 方面に 移住して 秦 韓人に なった という 経緯 を 『魏 志』 「辰 韓伝」 は 述べて い る。 そこで 喜 田 貞吉は 

「所謂 IfM は、 太古 朝鮮半島から 我 島国に 大挙 移民した 秦 韓人の 末で、 日 槍 伝説 はた まく 其の 片鱗 を 古代 説話 

の 上に 止めた もので あり、 銅鐸 は 彼等が 遺した 唯一 の 記念品で あると 信ずる ものである」 (梅 原 末 治 『銅鐸の 研究』 

によせ た 序文) と言う。 しかし 田 中 巽 氏 も 『銅鐸と 所謂 秦人』 の 中で 指摘して いるよう に、 秦 氏の 居住地に 銅鐸 

が 出土して いる 例 は あまりに すくない。 つまり 銅鐸の 铸造 技術者 は 当初 は 外来の 人た ちであった こと はまちが い 

ない にしても、 その 铸造 技術 は 我国の 人た ちに 習得され、 銅鐸の 型 や 文様な どに も 大陸に 見られない 新しい スタ 

ィルを 生み出し たと 思われる。 眼 だけ を饕餮 文の 中から 取り出し たの は、 我が 日本列島 にも 邪視が 悪霊 を 退ける 

という 呪 的な 信仰が あ つ たからで はない かと 考えられる。 

『日本書紀』 は サルタ ヒコは 「目 勝つ」 人間と 表現して いる。 つまり 邪視の 持主 だとい うので ある。 この サルタ 

ヒコが 土地の 悪霊 を 屈伏させる の は その 強い 眼力に よってで ある。 今日で も 伊勢で は、 宇治土公の 祖 である サル 

タヒコ を まつる 神社から ひとつまみの 土 を もらい 受け、 地鎮祭の ときに 神前に 供える の は、 そうした 意味 を もつ 

ている。 サルタ はもと もと 先立つ とか 先導す ると か を あらわす サ ダルと いう 語に 由来す る。 つまり 行列の 先頭に 

立ちながら、 土地の 悪霊 を 屈伏させる 神で、 それが サルタ ヒコの 邪視を もつ ゆえんで ある。 

古式の 銅鐸に 邪視 文が みられる の は、 土地の 悪霊 を しずめる という 目的が あるからで、 そのために は 銅鐸 は 地 

表に 出して 置く より は、 地下に 埋めて おく ほうが はるかに 有効で ある。 しかも 祭のと きすぐに 取り出す 必要から- 

地下の 浅い ところに 埋納 されて いるの が 常で あ つ た。 

サル タヒコ は 外部から 侵入す る 悪霊 を擊 退す るつ よい 眼の 力 を も つてい る ことから サェ の祌 とも 見なされ てい 
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る。 永 留久恵 氏の 『古代史の 鍵 • 対 馬』 によると、 対 馬の 古い 部落に は、 「サ ユン カミ」 とよ ばれる 祭祀が ある。 

正月 二日の 朝 はやく、 板で 作った ナギ ナタに 竹の 柄 をつ けた もの や、 木 を 削った 刀 を サェの 神の 前に 立てる。 永 

留氏 はこうした ナギ ナタゃ 木刀に、 古い 広 矛 (広 鋒 銅 矛) のィメ ー ジを 感じる という。 対 馬で 広 矛の 出土 地 は 三 

十に のぼる。 その いずれもが 人里の 境で ある。 文化 五 年 (一八 〇 八) の 『対 馬紀 事』 の 中に 「成務 天皇の 時、 諸国 

の 県 邑に賜 ひし 楣矛を 石の 函に 入れ、 佐 護と 豆 酸の 神 山に 埋めて、 二 郡の 名 を 定め、 その 余の 郡々 にも また、 山 

川の 境目に 矛 を 蔵め て、 千歳 不易の 界 となせ り。 村々 の 境に 矛 山、 矛の 境、 矛 崎と 其 名残りし もの ある は是 也」 

と 記して ある。 永留氏 は、 村に 災害 を もたらす 悪神 を 防ぐ 祭の ために 巨大な 広 矛が 必要だった ので あり、 広 鋒 銅 

かなぐら 

矛の 遺跡 は、 弥生時代の 村 祭が おこなわれた 神 座の 跡で あると 言う。 永留 氏の この 説 は、 銅鐸が 人里 を はなれた 

山の 中腹 や ふもとに 埋められ ている 理由 を 探索す るば あいの 手がかりになる。 

これまで 銅鐸の 祭祀と して は 稲作の 豊饒 祈願の ためと 解す る 向きが 多かった が、 それならば 銅鐸 を 土中に 埋め 

て 置く ほどの こと も あるまい。 それが そろいもそろって 地中に 埋納 されて いるの は、 そこに 隠された 意味が ある 

はずで あり、 銅鐸 もまた 地霊 を しずめる ために 山 や 海と 村との 境に 置かれた のか も 分からない。 そこに 村落 生活 

の ひとこまが 描かれて いるから といって、 銅鐸 を ただちに 農耕 儀礼に むすびつける わけに はいかな いこと は、 九 

州の 五郎 山の 装飾 古墳の 壁画の 画 柄 を 思い起す だけで も 充分で ある。 

銅！： が 村 境に 埋められた であろう こと を 推定させる の は、 鳥取県の 例で ある。 伯耆 国に は、 東 伯 郡 東 伯 町 八橋、 

東 伯 郡 北 条町米 里、 東 伯 郡 泊 村 小 浜、 また 因幡 国に は、 鳥 取 市 高 住、 岩 美 郡 岩 美 町 新 井から 銅鐸が 出土して いる。 

これら はすべ て 日本海の 沿岸に あり、 しかも 西から 東へ、 定規で はかった ように 等 間隔で 並んで いる。 その 距離 

は ほぼ 十五、 六 キロ、 つまり 四 里 位の 間隔で ある。 これ は 何 を 意味す るかと いえば、 弥生時代の 村落の 所在地 を 

物語る というより は、 むしろ 村落の 境目、 つまり 動物で いえば 繙 張りの 線の ような もの を 暗示して いるので は あ 
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るまい か。 銅鐸 出土 地が 等 間隔に あるの は 兵庫県 下の 東部で も みられる" しかし それ は 間隔が 二、 三 キロと ぐつ 

と 縮ま つてい る。 これ は 弥生時代 における 日本海 沿岸と 瀬戸内海 沿岸との 集落の 密度の 差 を 物語る ものであろう。 

土地の 霊の 共同体 祭祀 は 祖霊神 信仰に 先行す る 

今度 は 視点 を 変えて 諸国 一 の宮、 二の 宮と 銅鐸の 出土 地との つながり をみ てみたい。 一 の宮は 平安 初期に その 

実 を そなえ、 平安 中期から 鎌 倉 初期の 間に 具体的に 出現した ものと されて いるが、 国司 巡拝の 最 重要な 神社、 あ 

るい はは やい 時期に 高い 神 位 をさず けられた 神社と いうの が 目安に なって いるよう である。 『神道 大 辞典』 も 説 

くように、 諸国に おいて 由緒 ある 神社、 もしくは 一般の 人た ちの 信仰 あつい 神社が 勢力 を 得て、 おのずから 神社 

の 階級の ごとき ものが 生まれ、 それが 一 の宮に 推され、 ついに は 公に もみ とめられる にいた つたと 見られる。 と 

すれ，、 よ、 その 神社 は 一 つの 地方で もっとも 古くから 信仰の 対象で あつたと 考えなければ ならぬ。 

3 播磨 一の宮 伊和 神社 兵庫県 宍粟郡 神 戸村 須行名 (現在 一宮 町) 

伊和 大神を ま つ る。 伊和 大 神が 天日 槍と 国 占め をめ ぐ つ てあら そ つたこと はすで に 詳述して いる こ の伊禾 J.^ 

社の 裏山の 中腹、 it 貝と いう 地名のと ころから、 銅鐸が 出土して いる。 神社と 出土 地の 距離 は 一 キロに もみた な 

いほ どで、 指呼の間 にある。 

S 伊賀 一の宮 神社 三重県 阿山 郡 府中 町 一の宮 § 在 上野 市) 

祭神 は 臣の祖 神。 この 敢国 神社から 一 キロ 位 はなれた 佐那 具に 銅鐸が 出土して いる。 

S 阿波 一の宮 大麻 比 古神 社 徳島県 板 野 郡 板 東 村 板 東 (現在 鳴戸 市 大麻 町 板 東) 

祭神よ 大麻 比 古神。 大麻 比 古 は 天日 鷲 命の 子と する 説が ある。 阿波 忌 部の 祀る ところと されて いる。 この 大麻 

比 古神 社から 約 一 キ 口 の 大麻 町 檜の 山中に て 銅鐸が 発見され ている。 
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S 出 雲 一の宮 熊 野 大社 島根県 八 束 郡 八 雲 村 熊 野 

祭神 は 熊 野犬 神。 また 須佐之 男 命 ともいう。 この 熊 野 大社と 出雲大社 は 並 称されて、 ともに 出 雲 一 の宮と 呼ば 

れ ている。 さて この 熊 野から 銅鐸が 出土して いる。 

S 出 雲 二の 宮 佐陀 神社 島根県 八 束 郡 鹿 島 町 佐 陀宮内 

祭神 は 佐太大 神。 佐 陀本郷 の 神 名 火山、 今 は 朝日 山と 称する 山の ふもとから 銅鐸の 出土 をみ ている。 なお 佐陀 

神社 は 『出 雲 国 風土記』 にも その 縁起が のって いる 古社で ある。 出 雲 二の 宮 というの は 私が 地元で 聞いた 話で あ 

る 0 

g 備前 二の 宮 安仁 神社 岡山県 邑久郡 大宮村 大字 藤 井 (現在 岡 山巿藤 井) 

祭神 は 安仁 神と いう。 阿智 王 を まつった と みられる。 安仁 神社 は 二の 宮 であるが、 きわめて 古い 神社と みられ 

ている。 社 地 拡張の ために この 神社の 裏山 を 切り下げ ていたと ころ、 大雨に よって 土砂が くずれ、 銅！！ が 出現し 

た。 

S 尾 張 二の 宮 大県 神社 丹 羽 郡 楽 田 村 二の 宮山 (現在 犬 山 市) 

楽 田 は 額 田と も 書く。 祭神 は 大荒田 命。 神社 は 本宮山 (二宮 山 ともいう) の ふもとに あるが、 本宮 山から 銅鐸 

が 出土して いる。 

g 讃岐 二の 宮 大水 上 神社 香川県 三豊郡 二の 宮村羽 方 (現在高 瀬 町 羽 方) 

祭神 大水 上 神。 この 神社から 谷 をへ だてた 一 キロ 内外のと ころに 銅鐸が 出土して いる。 この 大水 上 神社 は 香 川 

県の なかで もとり わけ 古い 神社で あると いう。 

このほか 神社と 関係の ある 銅鐸 出土 地と いえば、 次の 通りで ある。 

S 愛知県 東 春 日 井 郡 小牧町 (現在 小牧 市) の 外 山 神社の 境内の 東端の 地下 三尺 位のと ころから 銅！！ が 出土して 
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いる。 外 山 神社 は 式 内 社で ある。 

S 岐阜県 可 児 郡久々 利 村 (現在 可 児 町久々 利) 盤 場から 銅鐸が 出土して いるが、 そこに は景行 帝の 妃、 八 坂 入 

彦 皇子の むすめ 弟 媛が いたと いう 泳 宮址が ある。 

S 兵庫県 城 崎 郡 湊村気 比に ある 銅 譯 は 大きな 岩の 下に かくされた 形で 出土した が、 そこから 数百 メ ー トルの 

所に 気 比 神社が ある。 ここの 銅鐸の 一 つ は堺市 (旧 泉 北 郡 陶器 村) 出土の ものと 同范 である。 

り 兵庫県 宍粟郡 河 東 村 須賀沢 (現在 山 崎 町須賀 沢) から 銅鐸が 出土して いるが、 ここに はヒ チリ キ社 があって、 

伊和 大神 を遙 拝す る 場所と な つてい る。 

^ 鳥取県 岩 美 郡 本荘村 大字 新 井 (現在 岩 美 町 新 井) から 銅鐸が 出土して いるが、 そこに は 許 野 乃 兵 主神 社が あ 

る。 またお なじ 本荘 村に 佐 弥乃兵 主神 社 も ある。 

g 高知県 香 美 郡 香 北 町 (現在 南国 市) の 五百蔵から 銅鐸が 出土して おり、 その 対岸の 美 良 布 神社に 伝来され て 

きた。 五百蔵 はもし かしたら 五百木の 転訛で、 伊福と 縁 由 を もっか も 知れない。 この 祭神の 美 良 姫 はスサ ノォ八 

世の 孫と 婚 して 一子 ォォ タタ ネコ を 生んだ と 『旧事 紀』 は 伝える が、 『地名 辞書』 は 物 部 川の 川上の 神霊 を祀っ 

たものと している。 

力 先に も 述べ たように 大阪府の 八 尾 市に ある 恩 智垣内 山と 恩 智都塚 山から いわゆる 恩智 銅！： と 称せられる も 

のが 出土して いる。 式 内 社の 恩智 神社と この 銅鐸の 出土 地と は 眼と 鼻の 先に あるが、 すこし はなれて、 1: 比 古、 

鐸比売 神社が ある。 鐸の 名前に 注意せ よ。 

g 信 州の 塩 尻 市の 柴宮 から 銅鐸が 出土して いる。 それ は 大門 神社の 境内 を 整地 するとき に 発見され たもので 

ある。 『地名 辞書』 によると、 大門の 地に は 阿 礼 神社が あって、 八幡宮と 称し、 その 奥 院は柿 沢山に あって 阿 礼 

伊 明 神と 称する と ある。 阿 礼 伊 明 神 はスサ ノォを まつる 古社で ある。 それが 今の 大門 神社と もつな がり を もつ 八 
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幡宮 とな つ たもので あろう。 

⑨ 松 本 市の 宮淵 というと ころから 銅鐸が 出土して いる。 この 宮 淵に は 勢 伊多賀 神社が あって、 その 祭神が 目 

を 突かれた ために 栗の 樹を 植えない という 伝承が ある こと を まえに 述べ たが、 祭神 はィ ザナギ 神と 金 山彦 神で あ 

る。 金 山彦 神と あれば 鍛冶 や 採鉱の 神で ある こと はいう まで もない こと。 この 勢 伊多賀 神社から 三百 メ ー トルの 

ところに 銅鐸が 出土して いる。 

これ だけで も 銅鐸の 出土 地が 由緒 ある 古社と 関連 を もつ こと は 否定で きない。 このほか 銅鐸 こそ 出土して いな 

いが、 銅鐸の 製作者で ある 伊福部 氏と かかわりが あると 思われる 一 の宮 がいくつ か ある。 

因幡 一 の宮 として 宇 倍 神社が ある。 宇 倍 は 伊福部の 名が 転訛した ものに ちがいない。 この 神社の 祠官が 代々 伊 

福 部 氏 を 称して、 その 古 系図 をの こして いる。 

宇 倍 神社と 同日 同時に 顕現した 神 を まつる ものに 美 濃 一 の宮 の南宮 大社が ある。 この 南宮 大社 も 伊福部 氏と は 

密接な 関係 を もっている。 この 近くの 大垣巿 十六から 出土した 銅鐸 は 伊福部 氏に 関わりが ある ものであろう。 

但馬ー の宮 である 出 石神 社が 天日 槍の 本拠で あり、 近くに は 伊福部 神社が ある。 

このように、 諸国 一 の宮、 二の 宮を はじめと する 由緒ぶ かい 古社が 銅鐸の 出土 地と きっても きれない 関連 を 見 

せて いる。 

私 はこれ まで 神社の 境内に 古墳の 多く 見られる ところから、 神社 は 古墳の 主 を まつる ところから 出発す ると 推 

察して いたが、 以上の 事実が ある 以上 は、 神社の 起源 を 弥生時代の 中期まで さかのぼらせて 考えなければ ならな 

いと 考える ようになった。 もちろん、 古墳から 出発した 神社 も 多い こと を 否定す る もので はない。 しかし それ 以 

外に、 弥生 期にまで 溯 及で きる ものが あると いう 事実 は 大きな 問題 を 孕んで いる。 

銅鐸が 共同体の 祭祀に 使用され たこと は 多くの 識者が 指摘す ると ころで あるが、 その 祭祀の おこなわれた 場所 


について 論じた もの はこれ までな か つ た。 由緒 ある 神社が すべ て その 場所で あると 私 は 言おうと する もので はな 

い。 しかし その 一部が 銅！： 祭祀の 場所であった こと は 確実で ある。 その 事実 は 更に 次の 考え を みちびき 出す こと 

になる。 つまり、 弥生 中期から 今日まで 祭祀の 場所に 一貫性が みられる という ことで ある。 この こと は 遠大で あ 

る。 なぜなら、 『記紀』 などの 古 記録に あらわれた 祭祀の 記事 (その 場所、 それに 奉仕す る 氏族)、 あるいは また 

現存の 一 の宮 などの 古社 や 式 内 社な ど を 手がかり にして、 銅鐸の 問題 を 追求す る ことが 可能と される からで ある _ 

き で 信仰の i 史に 断絶はなかった。 そして 祖霊を まつる 以前に、 共同体と むすびつ 

いわわ fr^li,^ わ 6.^.4? &、 4.^f-ii。 という こと は、 神社の 聖域と 銅鐸 出土 地と が むすびつく ことによって はじ 

めて 言い 得る ことで ある。 
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私が 明らかにしたい 社会と いうの は 紀元 一 世紀 ごろから 数 世紀 間の 日本列島の 社会で ある。 まだ 俊の 五 王 も 出 

現しな か つ た 時代、 かりに 出現した としても 絶対的な 権力 を 手に入れる ことが まだ むずかし か つ た 時代の 社会で 

ある。 


とほく はるか くに なほい ま みう つくしび うる ほ  つ ひ むら  ふれ 

『日本書紀』 に は 神武 天皇の 条に、 r 遼 邈 なる 地、 猶 未だ 王 沢 に霑 はず。 遂に 邑に君 有り、 村に 長 有りて _ 

各自 疆を 分ち て、 用て 相 凌ぎ 礫 はしむ」 と ある。 村が 一 つの 宇宙で あり、 国であった 時代、 そうして 村 国に それ 

ぞ れの齒 長が いて、 たがいに 闘争 をく りかえ していた 時代で ある。 それ は 『漢書』 「地理 志」 にいう 倭人の 国が 

百 余 国に 分かれて いた 時代に 相当す る。 

むらぎ み もも や そ  おの むら ごと 

それ はまた 『播磨 国 風土記』 の賀毛 郡の 条に 「播 磨の 国の 田の 村 君、 百 八十の 村 君 ありて、 己が 村 別に 相 闘 ひ 

すめら みこと みことのり  あつ  ことごと き  ころ 

し 時、 天 皇、 勅 して、 此の 村に 追ひ聚 めて、 悉皆に 斬り 死した まひき」 と ある 時代で ある。 ここに ある 天皇 は 

ホム タヮケ すなわち 応神 天皇の ことと 『風土記』 は 記して いるが、 それ は 後世の 付会で、 村が 国であった 時代、 
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それぞれの 村に 君と 呼ばれる 酋長の いた 時代の ことで ある。 

ここで 私 は、 『記紀』 のなかから、 大王と その 勢威 を あらそった 例 を あげて、 そこに 共通して 多 紐 細 文 鏡、 あ 

るい は 銅鐸が からま つてい る 事実 を 指摘して おきたい。 

第一 例。 『古事記』 の 雄 略 帝の 条には 次のように ある。 

ももの つかさ ひとたち  あか  あ をず り きもの  そ 

「天皇 葛 城 山に 登り 幸で ましし 時、 百 官の人 等、 悉に 紅き 紐 著け し 青摺の 衣服 を 給 はりき。 彼の 時 其の 向へ 

みゆきの つら  よそ ひ さま また ひとかず  かたよ 

る 山の 尾より、 山の 上に 登る 人 有りき。 既に 天皇の 齒 簿 に 等しく、 亦 其の 装束の 状、 及 人 衆、 相似て 傾ら ざ 

みさ  の  の  あれお  きみ  たれ 

りき。 爾に 天皇 望け まして、 問 はしめ て 曰り たま ひしく、 『玆の 倭 国に、 吾 を 除きて 亦 王 は 無き を、 今 誰し の 

^  ,、  ま を さま  みこと  いたい か  や ざ 

人 ぞ如此 て 行く。』 とのり たま へ ば、 即ち 答へ て 曰す 状 も 亦 天皇の 命の 如くな りき。 是に 天皇 大く忿 りて 矢 刺 

した まひ、 百官の 人 等 悉に 矢 刺しき。 爾に 其の 人 等 も 亦 皆 矢 刺しき。 故、 天皇 亦 問 ひて 曰り たま ひしく、 『然 

の  よな  ま を  あれさき  、 

らば 其の 名 を 告れ、 爾に各 名を告 りて 矢 弾た む』 とのり たま ひき。 是に 答へ て 曰し けらく、 『吾 先に 問 はえき 

せ  あ  まが こと ひとこと よ ごと  ひとこと ぬしの 

故、 吾 先に 名 告りを 為む。 吾 は 悪事 も 一 言、 善事 も 一 言、 言 ひ 離つ 神、 葛 城の 一 言 主大神 ぞ。』 とま を し き 

天皇 是に 惶畏 みて 白した まひし く、 『恐し、 我が 大神、 宇都 志 意 美 有らむ と は、 覚ら ざり き。』 と 白して、 大 

たち また  の  け  きもの  をろ が 

御 刀 及 弓矢 を 始めて、 百官の 人 等の 服せ る 衣服 を 脱がし めて、 拝みて 献 りた まひき」 

この 葛 城の 一 言 主命 を まつる 神社 は 奈良県 御所 市の 高宮 のほとりに ある。 この あたり は 葛 城 襲 津彦の 居 地と も 

みられ、 また 伊福部 氏に 関係の ある 尾 張 氏の 根拠地の 高 尾 張 も ある。 そして 一言 主神 社の すぐ 近くの 御所 市 名 柄 

から 小型の 銅鐸と 一 緒に 多 鈕細文 鏡が 出て いる。 

この 多 鈕細文 鏡 は 凹面鏡で あり、 鏡の 背景に は 紐 をと おす 穴の あるつ まみの 部分、 つまり 鈕が 二つ または 三つ 

ある ことから そう 呼んだ。 これ を 首から かけて 巫女な どが 太陽の 光 を 反射 させて 人び と を 畏服 させた という 説が 

ある。 日本で 明確に 出土 地が 分かって いる 多 鈕細文 鏡 は 四 例し かない。 ともかく きわめつきの 貴重な 宝器で あつ 
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たこと はまちが いない。 外国で は 朝鮮から 遼寧ゃ シベリアに かけて わずかに 出土して いるが、 日本で は 弥生時代 

における 宗教 的な 実力者の シンボル として とりあつかわれた ものであった ろう。 という ことから、 多 鈕細文 鏡の 

出土した 場所に それぞれ 大きな 首長の 存在して いた ことが 充分に 想定され る。 

さきの 「雄 略記」 の 記事で は、 一言 主命 は 天皇の 行列と 酷似す る 行列 を ひきつれ ている。 したがって、 葛 城の 

王と みなす ことができよう。 じっさい は 神が 人間の 姿 をと つて 現われた というの であって、 雄 略 帝の 敬 拝 を 受け 

ている が、 そこに は 天皇 以外に も 大王 を 名乗る 者の いる ことが 暗示され ている ので ある。 一言 主命 を まつる 神社 

の 近傍から 王権の シ ン ボルと して 多 鈕細文 鏡が 出土した の は、 こ の 間の 消息 を 伝える ものではないだろう か。 

くさ か 

第二 供。 雄 略 帝の 皇后が 河内 国 河内 郡 日 下 (現在 東 大阪市 日 下町、 生 駒 山の 西の ふもと) にいた とき、 雄 略 帝は大 

くらがり 

和から 暗 峠 を こえて 河内に 出た。 そのと きのこと を 『古事記』 は 次のように 伝える。 

「初め 大后、 日 下に 坐し し 時、 日 下の 直 越の 道より、 河内に 幸 行で ましき。 爾に 山の 上に 登りて 国の 内 を 望け 

たまへば、 堅 魚 を 上げて 舎屋を 作れる 家 有りき。 天皇 其の 家 を 問 はしめ て 云り たま ひしく、 『其の 堅 魚 を 上げ 

^一た  しき お ほ あがたぬ し 

て 舎 を 作れる は 誰が 家 ぞ。』 とのり たまへば、 答へ て 白し しく、 『志 幾の 大県 主の 家 ぞ。』 とま をし き。 爾に天 

やっこ  みあら か 

皇 詔り たま ひしく、 『奴 や、 己が 家 を 天皇の 御 舎に 似せて 造れり。』 とのり たま ひて、 即ち 人 を 遣 はして 其の 家 

を 焼かし めた まふ 時に、 其の 大県主 懼ぢ畏 みて、 稽首 白し しく、 『奴に 有れば、 奴随ら に覚ら ずて、 過ち 作り 

し は甚畏 し。 故、 能 美の 御幣の 物 を 献らむ 能 美の 二字 は 音 を以ゐ よ』 とま をして、 布 を 白き 犬に け、 鈴 を 著け 

て、 己が 族 名 は 腰 佩と 謂 ふ 人に、 犬の 繾を 取らし めて 献上り き。 故、 其の 火 を 著く る こと を 止めし めた まひ 

き」 

この 志 幾大県 主と いうの は、 『新撰 姓氏 録』 によると、 多 朝臣と 同祖の 神 八： SJ.^ 命の 後で あると 記されて いる。 

つまり 多 氏の 同族が 天皇の 宮殿に もなら ぶく らいの 大きな 家 をつ くつ て 住んで いたので ある。 そこ は 雁 多 尾^ や 
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高 尾 山の 西が わで、 現在 関西 本線の 志紀 という 駅の 付近で ある。 そのす ぐ 近くの 大阪府 柏 原 市の 大県 遺跡から 多 

紐 細 文 鏡が 出土して いる。 また その 一 一 キロ 北方に ある 恩智 から 銅鐸が 出土して いる。 

あなとの くに 

第三 例。 垂仁 帝の 御代に、 朝鮮から ッヌガ ノア ラシ トが 日本に やって きて、 穴 門 国、 つまり 山口県の 下 関に 立 

やっかれ かた  い  われ こ  きみ  お  また ふたり きみ あらず 

ち 寄った とき、 イツ ッヒコ という 人物が r 臣に 謂り て 曰 はく、 『吾 は是の 国の 王な り。 吾 を 除きて 復 二の 王 無。 

かれ あたしと ころ  い  しか  やっかれ つらつら そ ひととなり  きみ あら  すな は 

故、 他処 にな 往に そ』 とい ふ。 然れ ども 臣、 究 其の 為 人 を 見る に、 必ず 王に 非 じと いふ こと を 知りぬ。 即ち 

更 還りぬ」 という 記事が 『日本書紀』 に 出て いる。 ッヌガ ノア ラシ トは 天日 槍と 同一 の 人物と 目され ている。 天 

日 槍 は 前述の ように、 銅 や 鉄と もっとも 関連の ふかい 人物で ある。 ところで、 下 関 市 富 任梶栗 浜の 遺跡から、 組 

合せ 箱 式 石棺の 中に 納められた 多 鈕細文 鏡と 細 形 銅 剣と が 発見され た。 これ は 穴 門の 国王 あるいは 国王に 仕える 

巫女の 持物だった のか も 知れない。 

第 四 例。 『魏 志』 「倭人 伝」 に 「又 渡海 一 千 余 里、 末廬 国に 至る。 四千 余 戸 有り、 浜 山海 居、 草木 茂 盛し、 行く 

に 前人 を 見ず、 魚腹 を 捕る を 好み、 水深 浅 無し、 皆 沈没して 之 を 取る」 と あり、 末廬 国の 名が 出て くるが、 その 

中心部 分 は 佐賀県 唐津 市と 考えられ ている。 その 唐 津市鏡 宇 木 汲 田の 遺跡の 甕棺 墓から、 細 形 銅 剣と ともに 多鈕 

細 文 鏡が 発見され た。 これ も末廬 国と 関連 を もつ ものと 推定され る。 

以上 四つの 例のう ち、 二 例 は 銅鐸が 伴 出し、 他の 二 例 は 細 形 銅 剣が 伴 出して いる ことに 注意したい。 つまり 銅 

鐸 文化圏と 銅 剣 文化圏の ちがいが そこ にあら わされて いるから だ。 多 鈕細文 鏡の 出土した 時期 を 弥生 後期の 紀元 

後 三 世紀の 頃と すると、 雄 略 帝の 頃 を 五 世紀末と して、 すでに 二 世紀の 開きが ある。 『記紀』 の 編 塞され た 時期 

からすれば 五 世紀の 時代 差が 見られる。 したがって 八 世紀 初頭の 史書に 反映され た 伝承 を もって、 弥生時代の 中 

• 後期の 遺物と むすびつけ るの は 危険で あると いう 批判が あるだろう。 しかし 私 はすで に 『記紀』 の 中の 古伝^ 

が、 必ずしも 新しい 時代の 創作 だけで ない こと を縷々 説明して きた。 この 多 鈕細文 鏡が、 大王と 権勢 をき そう 挿 
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話の ある 土地に かぎ つ て 出土して いる こと は、 け つして 偶然で はない と 私 は 考える。 

民間で は 鍛冶屋が 呪術 を もっと 信ぜられ ていた 時代 はなが く、 その 地域 は ひろかった。 「鍛冶屋 はシャ ー マン 

の 巣」 という ことわざが ブリャ ー ト族 にある というが、 奄 美大 島で も 鍛冶屋の 子供と 喧嘩 するとた たられる と 言 

つて、 誰も 手 向いし なかった 話 を、 大山 麟 五郎 氏 は 伝えて いる。 八丈島で は 金 山彦 を 金山 様と 呼ぶ が、 金山 神の 

威力 は 絶大で ある。 落し物が あつたば あいでも、 金山 様の 託宣 を 聞く ことにすると 部落 中に 触れて 歩く と、 それ 

はいつ の 間に か 落し主の 手に かえってくる。 こうした こと は なぜ 起った のだろう か。 私の 考えで は、 殺 冶 屋は農 

民 や 漁民に はぜった いに 真似ので きない 技術 を もってい たが ゆえに、 神に 近い 存在と してお それられた。 それ は 

時代 を さかのぼる ほど 強烈で あ つ た。 

山の 傾斜面な ど を 利用して 野 だたら で、 銅 や 鉄 を 吹いて いた 時代、 そうした 仕事に たずさわる 人た ち は、 炎の 

ために 眼 を 傷つけ 一 眼と なること が 多かった から 目 一 つの 神と 称せられた。 鍛冶 氏族の 特徴 は その 目にあった。 

このよう にして 天 目 一箇 神の 名前が 『記紀』 に 登場す る。 また、 足で ふむ ふい ご、 つまりた たら を ふむ ことで、 

足の 疾患 もとう ぜん 起った にちがいない。 

もちろん 独眼 隻 脚の 神の 信仰 はわが 国 だけに 存在す る もので はない。 銅 鉄の 铸造 にたず さわる 職業の 者が かな 

らず眼 を やられる という 事実 は、 洋の東西を問わず 共通して いた。 わが国よりも はるかに はやく 金属 文明 を 作り 

あげていた 諸外国で は、 目 一つ 足 一 つの 神の 信仰 や 伝説 は 親しい ものであった。 それ は 日本列島が 石器時代から 

脱却し 得ない ときに、 はやく も アジア 大陸の 東 外縁 部にまで 波及して いた。 したがって、 日本に 渡来した 鍛冶 技 

術 者た ちが、 こ の 信仰 を あわせもち こんだ と 考える ことができる。 
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しかし 外国で は 鍛冶 神が 彼で あると いう 例の ほうが 多く、 隻眼の 神の 例 はむしろ 日本の 方に 多い と 思われる。 

おそらく、 銅 や 鉄 を 吹く 人た ちが 眇 であると いう 事実 は、 金属 器 を 呪物と して 崇拝す る わが国の 人び とに とって 

強烈な 印象 を 与えた にちがいない。 そこで これらの 技術 集団 は、 深い 畏敬の 念 を こめて 目 一 つの 神の 名 をた てま 

つられた ので あつたと 私 は 考える。 それ は 時代で 言えば 弥生 期と 古墳 前期まで であり、 それ 以降、 海 を 越えて 鍛 

冶師 たちが 引きつ づき 渡来して くる ことになると、 新しく 登場した 政治 集団 は、 そうした 人た ち を 自己の 権力の 

下に 掌握し 隸 属させて い つ た。 

政治 権力の なかで も 僕の 大王から 天皇に つながる 集団 は、 彼らの神聖な出自を裏付けるためのぁらたな神統^-i 

を 作成した。 「目」 を 代表す る タカ ミムス ビ 系と、 「耳」 を 代表す る アマ テラス 系の 結婚、 そして、 目から 耳への 

移行の 過程が、 その 神 統譜に うかがわれる。 

かくして 金属 技術者た ちが 神と 呼ばれて 尊ばれて いた 時代の 古い 神々 は 追放され、 山野 を 彷徨し 漂泊す る こと 

になった。 天 目 一箇 神 もそう した 神々 の 一 つであった。 その なれの 果てが 柳 田 国 男の 言うよう に 一 つ 目 小僧のお 

化けで ある。 

. だが 注意 深く みると き、 まったく 消え去つ たかに 見えた 「青銅の 神」 の 足跡 は、 かすかな 輪廓 をの こして いた。 

それ をた どると き、 まだ 古代 天皇制が にぎに ぎしく 登場し なかった 歴史 時代の 彼方の 地点に、 私たち は みちびか 

れる。 日本列島に 点在した 弥生時代の 原始 国家、 すなわち 村 国 を 知る ための 手がかりが そこに 見出される。 古代 

天皇制 以前の 社会で 神と して あがめられた 人び とが、 天皇制が 確立した 以後の 社会で は 一 つ 目 小僧と あざけられ、 

一本た たらと おそれられて、 国家 社会に 組み入れられた 神々 の 体制から 逐 われ、 山野 を 放浪し なければ ならな か 

つた。 本書 は そのこと への 私な りの 挽歌で も ある。 

古代の 銅！： や 鉄製 品 をめ ぐる 探究 は 今な お 途上に ある。 したが つ て 私が 結論め いた こと を 述べる の は 尚早で あ 
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る。 しかし、 その 探索 は 先 史 • 古代に 関する 総合的な 知識の 協力 を 必要と する。 これまで 古代の 銅 や 鉄に ついて 

は 考古学の 分野で 論じられる ことが 慣例であった。 しかし、 考古学 だけで は 不充分で ある こと は 明らかで ある。 

なぜなら 物の 形態 や 形質の 分析 だけで は、 その物の もつ 本質的な 意味、 それに 対する 人間の 意識 や 信仰まで もつ 

きとめる こと は むずかし いからで ある。 すなわち 民族学 や 民俗学、 あるいは 地名 や 神社 研究な ど をめ ぐる 古代史 

の 蓄積が 加わらなければ、 その物 を 総合的に 把え る こと はでき ない。 もし 本書に とるべき ところが あれば、 まず 

しいながら 私が 独力で それ を 試みた という ことで ある。 邪 馬 台 国に ついては、 諸 学の 学際的 研究が おこなわれ、 

それなりの 成果 を あげてい る。 しかるに 邪 馬 台 国と 同時代に 存在した 銅鐸に ついては、 その 研究 を 考古学者 だけ 

に ゆだねて いると いう こと は 奇妙な ことで ある。  一 

古代の 世界 は 黙示に みちて いる。 それが 文字と して 記録され ようと、 伝承と して 民間に 保持され ようと、 物と 

して 地中に 残ろうと、 これらの ものの 意味 は、 現代人が 日常 的な 慣習と して 理解す る もので はない。 したがって 

その 意味 を 解読す るに は 独特の 方法が 必要と される。 実証主義 的な 学問 はお そらく この こと を 理解し なか つ た。 

古代の 記録 は それ を そのまま 事実と して 受け取 つ てはいけ ない と 同時に、 伝承 世界の 表現で あ つ て もな にがし か 

の 事実 を かくして いる。 事実と 詩の 双方に ゆれうごく 世界が 古代 世界で ある。 

私 は 民間伝承 や 由緒 ある 神社 や 古い 地名 や 古代の 氏族 名の 探求 をと おして、 これらが 弥生時代まで さかのぼり 

得る こと をた しかめた。 弥生時代と 古墳時代の 間に、 それらの 断絶 はない。 支配 層の 交替 はあって も、 いわゆる 

常 民の 生活 は 一貫して 持続 を 保って いる。 この こと は 銅 や 鉄にたい する 技術の 授受に ついても 言い 得る。 たしか 

に 銅の 精鍊と 鉄の 精鍊の 技術 はおな じで はない。 しかし、 その 技術 は 受けつ がれ 発展され 得る ものである。 もち 

ろん 銅の 技術と 鉄の 技術 を もたらした ものが 別々 の 系統であった こと は 考えられる。 鉄の 技術に ついても そこ に 

鍛造と 铸 造の 区別が あった こと は、 倭 鍛冶と 韓 鍛冶の 名称が 暗示して いる。 これらの 技術 は 別々 の 流派、 あるい 
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は 国人に よって もちこまれた 公算 は 大きい。 しかし これらの 技術が いったん 受け入れられた ばあいに は、 また 事 

情は異 つてく る。 つまり 製 銅の 技術 を もつ 集団の 中に 製鉄 技術が とり 入れられ てい つたと 見る ことが 可能で ある。 

技術の 授受に ついての こうした 考え方 はけつ して 不自然で はない。 たとえば、 塩飽 諸島の 船乗りた ち は 明治に な 

ると 咸臨丸 を あやつる 水夫と なった。 帆船から 汽船への 大きな 飛躍が あつたに せよ、 その 技術の 習得 は、 漁民 以 

外の 人た ちに 比較 すれば、 はるかにた やすかつ たので ある。 金属 精錶の 技術 も、 農民 や 漁民が あらたに まなぶ こ 

とに は 困難 さが ある。 やはり 製 銅の 技術 を もった 氏族 集団が、 製鉄 技術 を 受けつ いだと 見る 方が 無理がない。 ま 

して 日本列島に は 弥生時代の 初頭、 銅と 鉄と は ほとんど 同時に 流入して きている。 両者に 時代 差 はない。 したが 

つ て 銅と 鉄の 主題と を ま つ たく 別の 問題と して とりあつか うこと は 歴史的に 見て かならずしも 正しくない。 信仰 

のよう な 見えない もの も、 技術の ように 見える もの も、 ともに 現代の われわれが 考える より はるかに 長い 時間、 

一定の 集団の 中に 持続して きた。 それら を 手がかりに 遡行す る ことによって、 はるかな 過去に たどりつ くこと も 

不可能で はない こと を、 私 は 本書に よ つ て 訴えたい と 思う。 
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〈補註〉 


1 タカ ミムス ビ神 (序説 • 耳と 目の 結婚) 

天 目 一箇 神 は、 『古語 拾遺』 に は 次のように 表現され ている。 

「高 皇産霊 神の 生し ませる 女の 名 を拷幡 千々 姫 命と ま をす。 天 祖. 天津 彦 尊の 母な り。 その 男の 名 を 天 忍 日 命と ま をす。 大 

伴 宿 禰の祖 なり。 又の 男の 名 を 太 玉 命と ま をす。 斎部 宿 禰の祖 なり。 太 玉 命の 率ゐる 所の 神の 名 を 天日 鷲 命と ま をす。 阿波 国 忌 

部の 祖 なり。 手 置 帆 負 命。 讃岐国 忌 部の 祖 なり。 彦狭 知命。 紀伊国 忌 部の 祖 なり。 櫛 明 玉 命。 出 雲 国 忌 部 玉 作の 祖 なり。 天 目 一 箇命。 

筑紫、 伊勢の 両国の 忌 部の 祖 なり」 

「高 皇産霊 神、 八十 萬 神た ち を 天八揣 河原に 会へ て、 謝み 奉るべき 方 を 議り給 ふ。 ここに 思 兼 神、 深く 思 ひ 遠く 慮り、 議り 

a  .  ともの をの かみ  にぎて  いしこり とめ あめのぬ か 

てま を さく 『よろしく 太 玉 神 をして、 もろもろの 部 神た ちをひ きゐて、 和幣 をつ くらしむべし』 と。 よりて 石 凝 姥神天 糠 

ど  かね  もち ひの かた  つく  くさぐさ たち をの 

戸 命の 子。 鏡 作の 遠祖な り。 をして 天 香 山の 銅 を 取りて、 以て 日 像の 鏡を铸 らしむ。 (中略) 天 目 一箇 神 をして、 雑 の 刀 • 斧、 

及び 鉄鐸 古語. 佐那 伎。 をつ くらしむ」 

「更に 斎部 氏 をして、 石 凝姥祌 の裔、 天 目 一箇 神の 裔のニ 氏 を ひ きゐて、 さらに 鏡 を铸、 劎を つくらし めて、 以て 護身の 

みしる し  たてまつ 

御璽と した まふ。 これ 今、 践祚の 日に 献 る 所の 神璽の 鏡、 劍 なり」 

これらの 文章から、 タカ ミムス ビの 子どもの 太 玉 命が 斎部 (忌 部) の 先祖で ある こと、 そして 忌 部 氏 は 鏡 作 部 を ひきいて 

鏡を铸 たり、 天 目 一箇 神の 末裔 を ひきいて 剣 や 斧 や 鉄 輝 をつ くった ことが 分かる。 忌 部 氏の 源流 は 結局 タカ ミムス ビ にいき 

つくが、 その タカ ミムス ビは 『古事記』 の 天 岩戸の 条に 次のように 記されて いる。 

たかみ む す びの かみ  おも かねの かみ  かたしよ 

r 髙御産 巣 日 神の 子、 思 金 神に 思 はしめ て、 常世の 長 鳴 鳥 を 集めて 鳴かし めて、 天安河の河上の天の堅石^^取り、 天の 金山 

ま 力ね  かぬ ち あまつ まら ま  いしこり どめの みこと お ほ 

の 鉄 を 取りて、 鍛人 天津 麻羅を 求ぎ て、 伊 斯許理 度 売 命に 科せて 鏡 を 作らし め (後略)」 

ここに 鍛人 天津 麻羅が 出て くるが、 それ は、 物 部 氏の 先祖の ニギ ハヤ ヒが天 磐 船に 乗って やって きたと き、 船に 乗り組ん 
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だ 者の 名前で あり、 物 部 氏と 縁故 を もつ 人物であった。 タカ ミムス ビ神は 天 目 一箇 神 を 奉 斎す る 忌 部 氏 だけでなく、 鍛人天 

津麻羅 と 関係の ふかい 物 部 氏 を も 動かして 金属 器 を 作らせた 神で ある。 タカ ミムス ビ はまた、 『日本書紀』 の顕宗 帝の 条に 

次のように 述べられ ている。 

はるき さらぎ ひのとの み ついたちの ひ  あ へのお みことし ろ お ほみ こと う  い  みまな つか ひ とこ  つきの かみ ひと かか  かた  のた ま 

「三年の 春 二月の 丁 巳の 朔 に、 阿閉 臣事 代、 命 を銜 けて、 出で て 任那に 使す。 是に、 月 神、 人に 著り て 謂り て 曰 はく、 

わ みお やた かみむ す ひのみ こと そ  あめつち あ いた  いさをし ま  かきと ころ も  つかまつ  も こ ひ まま われ たてまつ 

『我が 祖高皇 産 霊、 預 ひて 天地 を錯ひ 造せ る 功 有します。 民 地 を 以て、 我が 月 神に 奉 れ。 若し 請の 依に 我に 献 らば、 

さい は ひ よろこび  ことしろ これ よ  みやこ かへ  つぶさ まう  つかまつ  うた あらす だ  やましろの くに 

福 慶 あらむ』 とのた まふ。 事 代、 是に 由り て、 京に 還りて 具に 奏す。 奉 るに 歌 荒 機 田 を 以てす。 歌 荒 機 田 は、 山背 国の 

かどの のこ ほり あ  い きの あがたぬ し とほつ おやお しみの すくね まつり つか 

葛 野 郡に 在り。 有 伎 県 主の 先祖 押 見 宿 漏、 祠に侍 ふ。 (中略) 

なつう づき ひのえた つ かのえ さるの ひ  ひの かみ  かか  かた  のた ま  いはれ た  みお や  たてまつ 

夏 四月の 丙 辰の 朔庚 申 に、 日 神、 人に 著り て、 阿閉 臣事 代に 謂り て 曰 はく、 『磐 余の 田 を 以て、 我が 祖高皇 産 霊に 献 

すな は まう  かみ こ はし まま  と を あまりよ ところ  つし まの しもつ あがたの あた ひ まつり つか 

れ』 とのた まふ。 事 代、 便ち 奏す。 神の 乞の 依に 田 十四 町 を献 る。 対 馬 下 県 直、 祠に侍 ふ」 

この 記事の 前半 は、 月 神が 人に かかって 託宣し、 いわゆる 「天地 錯 造の 功」 によって タカ ミムス ビ神 を、 有岐県 主の 祖の 

押 見 宿禰が 山城 国の 歌荒樑 田に たてまつ つたと いうい きさつ を 告げた ものである。 そこ は 山城 国 葛 野 郡 松 尾 村の 月 読 神社と 

比定 されて いる。 

また 後半 は、 日 神が 人に かかって 託宣し、 それによ つて 対 馬の 下 県 直が タカ ミムス ビ 神に 大和 国の 磐 余の 田 をた てまつつ 

て祀 つた、 というい きさつ を 告げた ものである。 『地名 辞書』 によると、 「耳 成 村 大田市 は 古の 磐 余 田に して 目 原の 地なる ベ 

し」 と ある。 現在の 欞原 市の 十 市の 目 原と されて いる。 そこ は 「孝 霊 記」 にある 十 市 県 主の 祖、 大目の 女の 細 比 売 命の いた 

ところと 考えられる。 「孝 元紀」 に は 十 市 県 主 大目 は 磯城 県 主 大目と なって いる。 大目の つく 人物の 本拠に 目 原と いう 地名 

が あり、 そこに タカ ミムス ビが 祀られ ている ことに 私 は 無関心で はいられない。 大目の 意味 は 後述す る。 

タカ ミムス ビを まつる 神社 は 大和 国に もう 一社 ある。 添 上 郡の 宇奈太 里の 高 御 魂 神社が それで ある。 城 田吉六 氏の 「対 馬 

• 赤 米の 村」 によると、 『日本書紀』 の持統 天皇 六 年 (六 九 二) 五月の 条に みられる ように、 宮殿の 地鎮祭な ど 国家的 行事 

が 無事 終了した ときの 報告 は、 伊勢、 大倭、 住吉、 紀 伊の 四 大社に 幣を 奉る のが 通例で あるのに、 同年 十一月に 新羅からの 

使者が 調 を わが国に もたらした ときには、 その あくる 月に 通例の 四 大社に 加えて 菟名足 (宇奈 太 里) の 神に 新羅の 調 を 奉つ 

ている。 こうした 事実から みて、 この 宇奈太 里の タカ ミムス ビ神 は、 新羅と 深い関係 にあり、 あるいは 新羅の 渡来 神で はな 

いかと 城 田 氏 は 推定して いる。 
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つ つ  たかみむ すび  たくった ま 

対 馬に は 豆 酸に タカ ミムス ビ神を まつる 高 御 魂 神社が ある。 またお なじ 豆 酸に は 多 久頭魂 神社が あって、 対 馬 下 県 直の 祖 

の 建 弥巳巳 命 を まつる。 建 弥已已 命 は タカ ミムス ビ 神の 五世の 孫と 称されて いるから、 対 馬に とって は タカ ミムス ビ神 は、 

島 神の 役割 を 果すも つ とも 重要な 神で あ つたこと はまちが いない。 

また 有岐 島の 田河郷 にある 高御祖 神社 も タカ ミムス ビ神を まつる。 『地名 辞書』 は、 高 (田 河) に 坐す 御祖の 神社で ある 

から、 夸岐 直の 祖神を まつ つ たもので あり、 それが やがて 六合の 造化 者で ある タカ ミムス ビ 神へ 発展した ので あろうと 興味 

の ある 推定 を 加えて いる。 それにして もこの 神社が 有岐で 重視され てきた こと は 疑いえない。 

このように タカ ミムス ビは はじめは 対 馬 や I ゼ岐に 本拠 を もち、 それが 大和 山城な どに 招請され て 天地 鎔造ゃ 天孫 降臨に 主 

役 を果す ことにな つた 神で ある。 そうして みれば、 タカ ミ ムス ビ 神の 出自が 朝鮮半島と 関係の ある こと はおの ずから うかが 

われる ではない か。 

2 九州に おける 神武 帝の 足跡 (序説. 耳と 目の 結婚) 

神武 帝の 東征に ついて、 『記紀』 に は 記されて いないが、 日向の 耳 川の 川口に ある 美々 津 から 東征の 軍が 出発した という 

古い 伝承が ある。 ここに ミミと いう 地名が まつ さきに あらわれ るの は 注目に 値する。 耳 川から 北上して 宇佐 国 造の 祖の ゥサ 

ッ ヒコ、 ゥサッ ヒメの 出迎え を 受ける。 ゥサッ ヒコ、 ゥサッ ヒメの 子供 は 宇佐 氏の 系図に よると、 常津彦 耳で ミミの 名が つ 

く。 常 津彦耳 を 「景 行紀」 にみ える 宇佐の 川上に いる 耳垂と 同一人物 であると する 説 も ある。 

この 宇佐 国 造 を まつる 宇佐 神宮と その 近くに ある 福岡県 田 川 郡の 香 春と は、 切っても 切れない 関係が ある。 昔、 宇佐の 放 

生 会の ときには、 この 香 春の 採 銅 所に ある 豊比売 神社の 祭主の 長 光家で 銅鏡 を铸 造して、 宇佐 本宮に 納めた といわれる。 宇 

佐の 放生会に 細 男 舞が 舞われる が、 そのと き、 

いや 身 をき よめ ひとめの 神に いく いやつ かっか まつりせ ぬ はや 

という 歌が うたわれる。 この 歌の 意味 は 不明で あるが、 「ひとめの 神」 は 一 つ 目の 神だろう といわれて いる。 宇佐の 神 はい 

うまで もな く 鍛冶に 縁 由の 深い 神で ある。 
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『豊前 国 風土記』 に は、 むかし 新羅の 国の 神が やって きて、 香 春に 住んだ と あり、 香 春 岳の 第二の 峯には 銅 を 産す ると も述 

一一 1 nil  t  からく におき ながお おひめお おめの みこと  おし ぼね 

ベて いる。 『続 日本 後紀』 に は 香 春の 三つの 峯に 三柱の神が いて、 第一 の 峯には 辛 国 息 長大 姫 大目 命、 第二 の 峯には 忍 骨 

の^、 第三の 峯には 豊比売 命 を まつる と ある。 辛 国 は 新羅 国の ことで ある。 息 長 はふい ごの 風が よく 通る と い う 説が 一 番有 

力で ある。 大姬は 神と 人との 間 を とりもつ 巫女 的な 存在で ある。 では 大目と は 何 か。 大目と はたんに 大きな 目と いう 意味で 

はない。 次 項で 説明す るよう に、 ダイ マナ コはヒ トツ メコ ゾゥ、 メヒ トッコ ゾゥ、 あるいは イッチ ョメ ドンと も 呼ばれて い 

る ことが 分かる。 そうすると 辛 国 息 長大 姫 大目 命 は、 新羅から やって きて、 ふい ご を 使って 銅を銬 造す る 一 つ 目の 神に 仕え 

る 巫女と いう ことになる。 

豊比売 は豊の 国の 地 母 神と 考えられる。 他方、 忍 骨 命 は 『記紀』 では 天 忍 穂 耳 命と なって いる。 忍は大 であり、 骨の ホは 

穂 を 意味す る。 つまり 天大耳 命が そこに まつられ ている。 それで 奇しくも、 香 春 岳に は 大きな 「目」 を もった 女神と、 大き 

な 「耳」 を もった 男 神が 祀られ ている という ことになる。 それ は 新羅から 渡来した 铸銅 技術者と、 南方から 渡来した 種族が、 

この 香 春 岳で 神と して 結合した こと を 意味して いる。 この こと もまた、 象徴的に 「耳」 と 「目」 の 結婚と 呼んでも よいだ ろ 

3 ダイ マナ コ (序説 • 耳と 目の 結婚、 第一 部 第二 章 • 目 ひとつの 神の 衰落) 

目 一 つの 神 は、 今日、 民間で は大 眼、 つまり ダイ マ ナコ とか デ ェ マ ナクと 呼ば れ ている。 こころみに 『綜合 日本 民俗 語 

彙』 の ダイ マナ コ および デェ マナ クの 項目 を 引いて みると 次の ような 記事が 見付かる。 

「ダイ マナ コ 大眼。 二月と 十二月の 八日 を 東北から 関東、 中部で こう 呼ぶ。 東北で はヒ トツ マナ グ、 伊豆で はヒ トツ メコ 

ゾゥ などと いう」 

「デェ マナ ク デェ マナ クは ダイ マナ コ すなわち 大 眼で、 或は 一方 を 栃木県 安蘇 郡な どで は ショウ マナ コ ともい つてい る。 

そういう 怪物が 家 を 窺う というの である。 東北 地方で は、 これ をヒ トツ マナ グ、 九州 地方で は イッチ ョメ ドン または メヒト 

ッゴ ロウ、 伊豆 半島お よび 初 島で は、 メヒ トッコ ゾゥ という」 

このような 例 を 見る と、 民間で は 大眼は 一 つ 目で も あり、 この 二つの 言葉 はおな じ 意味内容 を もっていた ことが 分かる。 

こ の ダイ マナ コ に 類縁の ある ものと して 次の ような 伝承が ある。 
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十二月 八日と 二月 八日に、 ミカ ェ リバ ァ サンが 家々 を 訪れる というので、 この 日 は 目 数の 多い 竹 籠 を 竿の さきに 引っかけ 

て 軒に 出して おき、 この 好まし からぬ 訪問者の 撃退 策の ようにし ている 風習が、 戦後まで、 多 摩 丘陵 ぞいに 伝承され てきた。 

ミカ ェ リバ ァ サンが 出没す る 日時 は ダイ マ ナ コ の それと 重なり合 つてい る。 

柳 田 国 男 は 『年中行事 覚書』 のなかで、 この ミカ エリ バァ サン は ミカ ヮ リバ アサ ン からき たもので、 ミカ ヮリと はみ ず か 

ら 進んで 身 を 改める こと を 意味す るので はない か、 と 言って いる。 つまり ミカ ヮリは 物 忌の ことで、 常日頃の 肉&; を、 神 を 

祭る に 適する ような 身に 改める こと、 すなわち 身 変り ではなかった かと、 次のように 彼 は 言う ので ある。 

「ミカ へ リバ ァ サンと いふの はこ ちらの 聴き 取りで、 本来 は ミカ ハリ. ミカ I リ：、 、カリ. ミケェ リ などの 順序 を 踏んで、 

わかりやすい 言葉に 改まって 来た ものら しい。 

ともかくもこう いふ 気味の 悪い 名の 老婆が、 この 八日の 晚には 里 を あるく とい ふので ある。 

歳 時習 俗 語彙 を 見た 人 は 知って 居る だら う。 この 晚は又 目 一 つ 小僧 もしくは 一 ッ目 小僧と いふ 怪物が、 やって きて 家々 を 

視 くと いふ 晩で もあった。 

誰でも さうた やすく は 合点す まいと 思 ふ 疑問 は、 仮に ミカ ハ リが 自ら 進んで 身 を 改める ことだった としても、 それが 一 転 

して 多 摩 丘陵地帯の、 怖ろ しい 婆さんの 名に なった の はどうし たわけ か、 とい ふこと であらう と 思 ふが、 この 点 は 比較的 私 

に は 答へ やすい。 単に 一 ッ目 小僧の 附近の 類例が 有る とい ふだけ で 無しに、 忌 を 守らぬ 者の 心の 不安 は、 いつでもこう いふ 

形 を 以て 表出 せられて 居る からで ある。 妖怪変化の 出現と いふ ものが、 大体に この 法則に 支配 せられて 居た。 

八日の 日の 畏さを 守護しょう とした 霊 物の 名が、 ミカ ハリ から ミカへ リに 移り 動いた とい ふこと は、 むしろ ほ  >- ゑ ましい 

自然の 変化と も 私に は受 取られる」 

ミカ ユリ バァ サンから 連想され るの は、 張籌根 氏が 『韓国の 民間 信仰』 の 中で 触れて いる 済 州 島の 迎燈神 信仰で ある。 二 

月の 一日から 十五 日に かけて、 迎燈 神が 盛大に まつられる。 その 神 は 鬼神と も 男 神と も 女神と も 一定 しないが、 そこに は 一 

つ 目の 怪物の 話が まつわつ ている。 迎燈神 はもと は 風の 神で あるが、 農 神で も、 漁 神で も ある。 そして 年 一度、 二月に 外部 

から 来訪して 帰る 神で ある。 十二の 木 竿 を 立てて 神 を 降す。 このために 二月 を r 迎燈の 月」 と 呼ぶ、 という ものである。 こ 

れは慶 尚 道で も 全羅南 道で も 見られ、 風の 婆 様と も 呼ばれて い る。 張 籌根氏 はこ の 神 を 日本の ミ 力 ヮ リバ ァ サン と 比較して 

いる。 ミカ ヮ リバ ァ サンの 訪れる 日 は 十二月 八日と 二月 八日で ある。 家々 を 訪れる パァ サンと いう 点で も、 特に 韓国 本土 南 
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部の 迎燈婆 様と 似て いる。 また 日本で は 「八日 吹き」 といって 十二月 A 日、 二月 八日 は 海に 出ない とか、 風の 神 送り をす る 

が、 それ も 済 州 島と 共通して いる。 

韓国に は 一 つ 目 小僧 も 河童 もまった く 存在 しないが、 迎燈 説話の 中には 一 つ 目の 巨人た ちが 出て くる。 これに ついては 玄 

容駿 氏が 「古代 韓国 民族の 海洋 他界 観」 (『柳 田 国 男 研究』 第 七 号) の 中で つぎの ような 伝承 を 報告して いる。 

「昔、 済 州 島 翰林 邑 水源 里の ある 男が 激浪の ため 漂流して 『一目 人 島』 に 着いた。 この 島 は 目 を 一 つ 持って いる 人た ちが 住 

む 国 だとい う。 この 人た ち は 人間 を 見る と、 直ちに 殺して 食べて しまう もので、 水源 里の 男が 着く と、 相 変らず 架 まって き 

て 殺そうと した。 そこに は、 すでに 漂着した 同郷の 人が いたが、 この 人が 彼 を 助けて 帰して やり、 その 身代わり として 殺さ 

&。 この 同郷の 人が ヨン ドンの 神 (迎燈 神) となって、 一年に 一度 一目 人 島から やって きて、 海女の 豊饒 を 与える ので あ 

る」 (傍点 引用 者) 

ここで 迎燈神 (風の 婆 様) と 一 つ 目 人 島の 人た ちが むすびつ いている。 この コンビ は、 ミカ ヮ リバ ァ サンと 一 つ 目 小僧の 

コ ンビと 対応して いる こと を 張 籌根氏 は 指摘し、 ただ その コ ンビ の 組まれ 方が 互いにち が つてい ると いう。 

張 氏の 考え は そこでと ま つてい るが、 私 は 問題 を その 先に 発展 させて 次のように 考える。 ミカ ヮ リバ ァ サンが 済 州 島の ョ 

ン ドンの 神と 対比され る ものなら ば、 この 老婆 は、 迎燈 説話に あるよう に 一目 人の 島で 身代りと なって 殺された 老婆な ので 

はない か。 そう 考える と ミカ ヮリ パァ サンと ダイ マナ コ、 つまり 一 つ 目 小僧の むすびつ きもき わめて 自然で ある。 柳 田のば 

あい は 一 目 小僧の 出現 を 物忌みの 時期に さしかかった 人のお それつつ しむ 気持に 還元して いる。 

しかし 「八日 吹き」 と 呼ばれる 十二月 八日と 二月 八日に おとずれる 老婆 は、 二月 八日 を 中心とした 済 州 島の ヨン ドンの 神 

祭と 日が 一致し、 風の 神と しての 性格 を もっている。 竹 かご を むすびつけた 大 竹竿 を 軒に 高々 とか かげる というの も、 もと 

は 済 州 島の 木 竿と 同様に、 神 を 呼ぶ 目印だった のか も 知れない の だ。 いっか その 神が 不吉な 老婆と 見なされ、 一つ目小僧 も 

怪物と して あしらわれる ように 変化す ると、 それら を 家の 中に 入れない ための まじないと 変った と 考える ことが 出来る。 も 

ともと は 済 州 島の 説話と おなじ 内容の 伝承 を 背景と していた ものであろう。 それが いつの 間に か、 説話の 本体 は 失われて、 

老婆と 一 つ 目 小僧と いう 登場人物 だけが 日本に は 残ったと 思われる。 

済 州 島で は ヨン ドンの 神と は 別に トチ ヱビ (韓国で はふつ う トッケ ビ という) の 名 を もつ 怪物が いて、 豊漁 神に もな り、 

鍛冶の 神で も ある。 想像 を 逞しく すれば、 かって は ヨン ドン 神の もっていた 鍛冶の 神と しての 性格が ト チェ ビに 移された と 
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考えられな くもない。 いずれにしても 私 は 柳 田の ミカ ヮ リバ ァ サンの 説に 一 つの 反証 を 提出した ことになる。 

ここでつ いでに 触れて おきたい こと は、 三 品 彰英が 『ヨン ドン 神 小考』 の 中で 言及して いるよう に、 1まぃ 伝説と ヨン ドン 

(迎燈 ) 神の 共通 性で ある" 『三国 遺事』 に は 脱 解 は 東海 中の 竜王 国に 本国 を もっていて、 そこから やって きたと 述べて いる 

が、 海 彼の 神で ある 点 は ヨン ドン 神と も 似て いる。 三 品 はこれ を穀 霊と して 捉えて、 スクナ ヒコナ の 神と も 比較して いる。 

しかし 脱 解 はまた 鍛冶の 工匠で もあった。 それ は トッケ ビの もつ 銀 冶の 神の 性格 を 思わせな く はない。 また スクナ ヒコナ は 

粟の 神で、 榖霊 であるが、 ふしぎに 鉱山 や 金物 関係の 神社に まつられ ている ことに 私 は 注目して いる。 それが 掌に 乗る ほど 

の 小人であった という こと は 鍛冶に 関係が あるか も 知れない し、 また 大国 主命と 協力しての 「国 造り」 も 背後に は 金属 精鍊 

の 問題が 含まれて いるか も 分からな い。 

4 物 部 氏の 系譜 (序説 • 耳と 目の 結婚) 

、 ，武 帝から 四 代まで しの 帝王に は ミミ の 名が ついてい るが、 そのこと に 関連して 指摘して おきた いのは、 これら ii、  0 

懿徳の 三 帝 は それぞれ 磯城 県 主の 娘 をめ とっている という ことで ある。 この 磷城県 主 は カム ャィ ミ、， 、の 子孫で あり、 したが 

つ て その 母から 生まれた 子供に ミ、、 、の 名が つくの はとう ぜんとい うべき である。 磯城 県 主と なった の は、 カム ャ f ミミ を祖 

とする 多 氏の 系統の ほかに 物 部 氏の 系統が ある。 

孝 霊 天皇の 妃は物 部の 系統の 磯城 県 主 大目の 娘の 細 媛 命で ある。 物 部 氏の 系図 を 見る と、 これ 以外に も 目の つく 人物が 多 

い。 『書 紀』 によると、 物 tlS 目 連が 伊賀の 青 墓に 拠る 朝日 郎を 征伐した 話が、 雄 略 帝の 十八 年の 記事に 出て いる。 『旧事 紀』 

の 「天孫 本紀」 に は 三人の 物 部 目 連が、 清 寧、 継 体、 欽 明の 三代に 出て くる。 もちろん この 系図 を そのまま 信用す る ことが 

できない にしても、 ここに 「目」 のつ く 人物が 幾人 も 出て くる こと は 注目され る。 

という あのめ 1 しふ f 部 氏 は SS 術に 長、：^; 族だった からで ある。 「天孫 本紀」 の 降臨 伝承に よると、 物 部 氏の 遠祖の ニギ 

ハヤ ヒは天 磐 船に 乗って ggg の 河 上 哮 峰に 天降りし たと あるが、 この 天 磐 船に は 船頭、 梶取、 船 子 あわせて 六 人が 乗り 

組んで いた。 その 中には 倭 鍛師ら の祖の 天津 真 浦 を はじめ 真 浦、 麻 良の 名のつ く 人物が 四 名 もい る。 古代に は 真 浦 や 麻 良 は 

鍛冶 師 につけられる 名前であった。 とすれば、 物 部 氏の 一族に 「目」 のつ く 人物が いる こと は、 それが 鍛冶 氏族の 表徴で あ 

ると 見て 差支えない。 
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物 部 氏 は 神武 帝の 東征 以前に 河内、 大和、 紀伊 などに 進出して いた。 神武 東征の 折、 熊 野で 剣 を 帝に 奉献した 髙倉下 も 物 

部 氏で ある。 物 部 氏の 遠祖の ニギ ハヤ ヒの 妻の 兄で ある ナガ スネ ヒコ は、 神武の 軍隊が 難 波から 大和に 入ろうと する 際に 頑 

強に 抵抗 を こ ころみ る。 それ は 物 部 氏の 武器 を 背景に した も のであった。 

では 物 部 氏 は どこ を 本 貫と して 河内、 大和に 進出した か。 太 田亮の 見解に したがえば、 肥 後の 北部から 筑 後の 間 あたりで 

あ ずみ いそら 

ある。 吉田東 伍の 『地名 辞書』 をみ ると、 久留 米の 高 良 山に ある 高 良 神社 は、 阿曇 磯 良 を まつる とか 武内 宿禰を まつる とか 

いぐい の むら じ 

いわれる が、 一説に は 物 部 胆咋連 を まつる といい、 祠官の 宗崎氏 も 鏡 山 氏 もみな 物 部 氏と いう。 一方、 カム ャィ ミミ を祖と 

する 多 氏の 中心 氏族 は 火の 君と 考えられて いるが、 火の 君の 根拠地 もまた 肥 後の 北部 を 中心とし ている。 このよう にして 物 

部 氏と 多 氏の 二 氏族の 本 貫が 隣接す る 地域に ある こと は 興味深い。 投馬 国と 邪 馬 台 国 を 九州 西海岸に 比定 する 説 は 今な お 強 

力で あるが、 投馬 国の 長官 を ミミ、 副官 を ミミナ リと 呼ぶ というの も、 この 有 明 海 沿岸に 置いて 考える とき、 もっとも 諒解 

され やすい。 

おそらく 物 部 氏と 多 氏との 間に 何ら かの 関連が あつたに ちがいない。 r 景行 紀」. 十二 年の 条に、 天皇が 周芳の 国に いて、 

多 氏の 祖の武 諸 木、 国 前臣の 祖の菟 名手、 物 部 君の 祖の夏 花 をつ かわして、 豊 前の 国の 様子 を 見に やった 話が のって いる。 

つまり ここで 多 氏と 物 部 氏 は 共同 行動 をと つてい る。 また 『古事記』 の 雄 略 帝の 条に 出て くる 志 幾 大県主 は、 河内の 生 駒 山 

の 西 麓に 居 を かまえて いた。 ところで その 本拠 は、 カム ャィ ミミ を まつる 志 幾 県 主神 社の 鎮座す る 南 河内 郡 旧道 明 寺 村の あ 

たりと されて いる。 この 志 幾大県 主の 勢力 は 北方に ながく のびて いたと する 井上 薰 氏の 説が ある。 また 北方から 現在地へ 移 

つたと する 藤 岡 謙ニ郎 氏の 説 も ある。 私が そのこと に 関心 を もつ の は、 河内の 物 部 氏の 勢力範囲が ちょうど 志 幾大県 主で あ 

る この 多 氏の 勢力範囲と 重なり あつたか つ こうに なって いるから である。 

物 部 氏の 遠祖の ニギ ハヤ ヒが天 磐 船に のって 降臨した 河内の 河 上の 哮 峰の 所在地に ついては 諸説が ある。 鳥 越 憲三郎 氏 は 

そこ を恩智 神社の 周辺と 推定して いる。 この 推定が 正しければ、 そこ は 河内の 志 幾 県 主の 多 氏の 本拠と 近接した 場所で ある。 

それよりも 私が 注目す るの は 『住吉 大社 神代 記』 の 中の 「臉駒 神 奈備山 本紀」 にある 記事で ある。 それによ ると 大八島 国 に 

海の 彼方から 日 神 を 船に のせて 出し 奉った の は、 船 木の 遠祖の 大田田 神で あると 言って いる。 ここで 舟 木と いうの は 多 氏の 

しるし 

同祖で ある 伊勢の 舟 木 直の ことで ある。 そして 後代の 験の ために、 大田田 神の 作った 木造と 石造の 二そう の 船 を胆駒 山の： ：X 

さきく さ 

屋の 墓と 白木 坂の 三 枝の 墓に 納めて おいた と ある。 これ を 多 氏の 同族で ある 伊勢の 舟 木 直の 伝承と 考える と、 それ は 物 部 氏 
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の 降臨 神話に 使用され た 船と も 奇妙に 重なり合う。 つまり 『古事記』 に、 神武の 軍が ナガ スネ ヒコと 戦って 敗退した の は 日 

の 神の 御子が、 日に 向って 戦った ことが ふさわしくなかった からだと 説明して いるが、 むしろ 日 下 (『日本書紀』 に は 草 香) 

たでつ  ， 

の藝津 を 根拠地と していた 物 部 氏 は、 日 神 を まつる という 伝承 ももって いたので はない か。 それでなければ なぜ 「日 下」 と 

書いて クサ 力と よませる のか 理解し がたい。 西宮 一民 氏が いうよう に 「日の 下の」 が、 草 香の 枕詞の ような 形の 修飾語に な 

つていて、 それが のちに 日 下 を クサ 力と よませる ことにな つたと 思われる。 日の 下の 土地の 草 香 は、 日 神 を まつる 物 部 氏の 

本拠と みられる。 

大和の 三輪 山麓の 磯城 県 主に は、 多 氏 系と 物 部 氏 系の ある こと はすで に 述べ たが、 ここから 多くの 混同が 生じて いる こと 

も かえって 両者の 密接ぶ り を 示す ものである。 それだけ ではなく、 東国 経営に おいても 多 氏と 物 部 氏が きわめて 錯雑した 形 

で 動いて いる こと は、 太 田亮が 『日本 古代史 新 研究』 の 中で 述べて いると ころで ある。 こうして みると き、 多 氏と 物 部 氏と 

の 関係に はなみな みならぬ ものが ある。 それ は 両氏の 出自が 九州の 有 明 海 沿岸で あり、 その 時代から つづいて きたと 見る こ 

とが 可能で ある。 つまり、 物 部 氏の 「目」 に 多 氏の 「耳」 との 共存す る 時代の あった ことが 想定され る。 

もとより 物 部 氏 以外に も 金属に 縁 由 ある 氏族 はすくな くない。 その 代表的な 氏族 は 天 目 一 箇神を 奉 斎す る 忌 部 氏で ある。 

これ もまた 自分の 先祖に 目 一 つの 神 を あおぐ 鍛冶 集団であった こと は、 『古語 拾遺』 に 明らかにされ ている。 天 目 一箇 神 を 

まつる 神社 は、 阿波、 播磨、 近 江、 伊勢な ど を 中心に 分布して いるが、 九州で は 肥 後の 北部 ゃ豊 後に も 見られる。 

神武 東征 以前に 物 部 氏が 河内から 大和の 一 部に 展開して いた こと はま ぎれ もない こ と で、 『日本書紀』 も それ をみ とめて 

いる。 しかし この 物 部 氏が どのような 経路で 日本列島に 渡来し たかをい うこと はでき ない。 それ は 忌 部 氏に ついても いい 得 

る。 しかし 北方の 朝鮮半島から 進入した 支配階級が これら 耳 姓氏 族と 婚姻 をむ すんで いると ころ をみ ると、 まず 「耳」 の 名 

のつ く 氏族が 日本列島に 居住し、 そこに 「目」 に 縁 由の ある 氏族が やって きたと 見る のが 順当 だろうと 思う。 

5 物 部 氏と 兵器 製造 (序説 • 耳と 目の 結婚、 第 一 部 第 四 章 • 天日 槍の 渡来) 

「古代に おける 但 馬と 朝鮮」 (『日本の なかの 朝鮮 文化』 所収) で 春 木 一 夫 氏は但 馬に 縁 由の ある 物部韓 国む 連に ふれて いる。 

物 部 韓国 連 は、 『新撰 姓氏 録』 によると、 伊香 色 雄 命の 後と いう ことにな つてい るが、 武烈 帝のと き 物 部 真 鳥 は 韓国から 帰 

さ さ うら 

国して 但 馬の 三 島 港に ついた。 そこ は 楽楽 浦であった という。 ついで 奈 良の 都に 帰朝 報告 をして、 その 功に より 韓国 連の 姓 
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をた まわった。 真 鳥の 子の 猪 鳥が 欽明 帝のと きに 針 谷の あたり を 開墾し、 父の 韓国 連 を 韓国 神社に まつった。 渚 鳥の 子ども 

の 韓国 連が々 比が 天武 天皇のと き 城 崎 郡 司と なった が、 祖父と 父と を墾谷 (針 谷) の 丘に まつり、 物 部 神社と 称した という 

ことが 『兵庫県 神社 誌』 に 出て いる。 

ところ で 物 部 韓国 連久 々比 は 豊岡市 下 宮字谷 口に ある 久々 比 神社と 関係が あるので はない か と 春 木 氏 はいう。 久々 比 神社 

の 祭；^ よ、 久々 遅 命で あるが、 これ は 明らかに クク ヒノミ コトの 転訛で あると し、 また 『神祇 志 料』 に は ァメノ ユカ ヮタナ 

を 祭神と している。 ァメノ ユカ ヮタナ を まつる 神社に は、 久々 比 神社の ほかに、 養父 郡 八 鹿 町の 和奈美 神社、 豊岡市 森 尾の 

f 女！.； M 神社な どが ある。 ところで 興味 あるの は 豊岡市 赤 石の 兵 主神 社で、 この 神社 は 白 鳳 十二 年 (六 六 〇？) に 韓国 連久々 

比が 創建した 延喜式 小社で ある こと を 春 木 氏 は 指摘して いる。 この こと は 物 部 氏と 兵器 または 鍛冶 技術との 関連 を 示す もの 

と考えられる。 右の 例の ほかに も 次の 事実が 見付かる。 

^ァ メノ ユカ ヮタナ を 祭る 豊岡市 森 尾の 阿牟加 神社の 近くに は 大生 部 兵 主神 社が ある。 S 太 耳 (前津 耳) を まつる 但 馬の 

糸井郷 はの ちの 旧 糸 井村で あるが、 おなじ 糸 井村の 大字 林 垣に 更杵村 大兵 主神 社が ある。 このほか、 S 『和名 抄』 に は 近！；； 1 

国 栗 太 郡 物 部郷が ある。 物 部 郷には 旧物 部 村 ゃ大宝 村が ふくまれる。 この 大宝 村に 兵 主神が まつられ ている。 S 近 江の 伊香 

郡^ 郷村 大字 物 部 は 伊香 色 雄 命の 末裔の 物 部 連の 旧邑 とされて いるが、 七 郷村の 大字 横 山に 兵 主神 社が ある。 

これ だけで も 物 部 氏と 兵器との むすびつ きを 確認す るのに は 充分で ある。 大和の 石 上 神宮が 物 部 氏に 縁 由の ある 神社で、 

そこに 武器庫が あった こと は 周知の ことで ある。 また 士 IP 岐 島に は 物 部郷が あり、 物 部 布 都 神社が まつられて いるが、 この 士ゼ 

岐 島の 田河郷 (旧 田 河 村 大字 深 江) に 兵 主神 社が ある。 この 兵 主神 社と 物 部 布 都 神社との 関係 はよ く 分からな いがな にがし 

かの つながり は 想定され る。 しかし 全国に 分布す る 兵 主神 社の すべてが 物 部 氏に 関係が あると いおうと している ので はない 

こと を ことわ つ てお く。 

6 アナ シと兵 主神 社 (第一 部 第一章 • 銅 を 吹く 人) 

柳 田 国 男 は 「海上 文化」 の 中で 次のように 述べて いる。 

「ァ ナジ は 非常に 悪い 風と して 昔から 日本に ある 言葉で ある。 さう して 百 中 九十 六 七まで 西北 風と 限って 居る。 ァ ナジの ジ 

もァ ラシと かコ チ とい ふシ 又は チと 同じく 風の ことで アナ は 驚く 感動詞 かと 思って 居る。 ァ ナジ の 古語と して 残って 居る の 
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は奈 良の 南、 三輪の 山の 奥 『纏 向の 穴 師』、 是は 山の 名で 此れに 祭る 神 は 風の 神様だった かと 思 はれる」 

柳 田 は 『風位 考』 の 中で も ほぼ これと同じ 考え を 述べて いる。 そうして ァ ナジ または アナ ゼ という 風 言葉が 九州 や 瀬戸の 

内海から 追々 東の 方に ひろまり 伝わ つ たと 論じて いる。 

私が 大和の 穴師の 付近で 聞いた 話で も、 そこ は ひどく 風の 吹く ところで あると いう ことであった。 では 穴師 という 也 名 も 

風 言葉に よって 付けられた 名前であろう か。 そして その 風 は 「非常に 悪い」 風と して みんなに 受け とられて きたので あろう 

力 かならずしも 柳 田 説に 同調で きない ものが ある。 すなわち、 アナ シ という 言葉に は、 金属 精鍊の 労働に よって 足 を 痛め 

ると か 足 を 病む という 意味が ふくまれて いると 私 は 考える の だ。 

大和の 穴師 神社 は 奈良県 桜 井 市に ある。 こ の 神社 は 穴師に 坐す 兵 主神 社と 穴師 大兵 主神 社と 巻 向 若 御 魂 神社の 三 社が 同 境 

内に あるの を 総称した ものである。 

『大和 志 料』 によると、 上 社 はもと 弓槻嶽 にあって、 御 食 津神を まつった。 そして 神体 は 日 矛で ある。 この こと は 天日 槍 (天 

日 矛) の 存在 を 連想せ ずに はすまない。 下 社 は穴師 大兵 主神 社で あり、 天 鈿女命 を まつり、 神体 は 鈴 をつ けた 矛で ある。 上 

社 は 焼けて、 今 は 下 社と 一緒に まつられ ている。 それが 穴師に 坐す 兵 主神 社と 称せられ ている。 

この 神社の 神主 は 天富責 命の 五世の 孫の 古 佐 麻 豆 知の 後で あると 『姓氏 録』 は 述べて いる。 富責は 「吹」 であろう。 ふい 

ごの 「吹き」 である。 そして 広 瀬 明 正 氏 は 「穴師 神社 考」 の 中で アナ シの神 を 奉 斎す る 氏族が 大和の 安師を 本拠地と してい 

たと し、 その 中の 一団が 風神と しての 伊勢 津彦の 名 を もって、 伊勢 ゃ武 蔵ゃ播 磨な どの アナ シ という 地名の 場所に 移動した 

と 考えて いる。 

また 兵 主神 社に ついては、 その 性格が どのように 変容しょう とも、 もともと それ は 古代 中国の 蚩尤 神から 出発して いるに 

ちがいない。 貝塚 茂 樹氏は 『中国 神話の 起源』 の 中で 次のように 説明す る。 

「風 を 支配して きた 蚩尤 は、 また ふい ご 技術に よって 青銅 兵器の 製造 を 行った 部族の 代表者で あり、 この 技術の 発明者で も 

あり、 古代に おいて は 神秘的な ふい ごの 用法、 青銅器 铸 造の 秘密 を 知っている 巫師の 祖先と 仰がれる 人物であった。 特に 彼 

は、 山 東 地方の 斉国 では、 天主、 地主に つぎ 八 神の 一として 兵 主と 呼ばれて、 尊重され ていた」 

志 賀剛氏 は 「兵 主神 社」 という 論文の 中で 次のように 述べて いる。 

r 但馬を 歩いて 見る と 兵 主神 社 は 多く 強風の 吹く 所に ある。 養父 郡の は 東風、 出 石 郡の 大生 部の は 穴 見 谷の 西南 風、 気 多 郡 
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久刀 村の は西ケ 谷の 西風 を 強く 受ける 所に ある。 養父 郡 更杵村 大兵 主神 社 は 元はよ く 風の 吹く 更杵 峠に あった。 (中略) 1^ 

岐 島の 兵 主神 社の ある 村 は 元は 風早郷 といった 所で、 戌 亥 風 (西北 風) の 強い所に あると いう」 

強風が 武器 精練に は 必要であった こと をお もえば、 兵 主神 社 をたん なる 風の 神と してと どめて おく こと は むずかしい。 

7 波 比岐神 (第一 部 第二 章 • 目 ひとつの 神の 衰落) 

『古事記』 によると、 大年 神の 系譜に 波比岐 神の 名が みえる。 この 神の 実体 は 明らかで はない が、 あるいは ふい ご、 つまり 

羽鞴を 指して いるか も 知れない。 『肥 後 国 志』 によると 肥 後 玉 名 郡 立願 寺 村 (現在の 玉 名 市) にある 式 内 社の 匹 野 神社 は そ 

の 祭神が 大年 神の 子供の 波比岐 神で はない かとい う。 この 神社の r 疋野大 明 神 由来」 (同書に は疋石 野と 記されて いる) に 

は 次の ような 炭 焼 小 五郎 伝説が ある。 

昔、 小岱 山の ふもとに 炭 を 焼いて 渡世す る 貧乏人が いた。 そのころ 都の ある 姫宮が 夢の 中で、 肥 後 国の 小岱 山の ふもとの 

炭 焼 を 夫に すべし という 観音のお 告げ をこう むって、 下向した ところ、 炭 焼の 男が 炭 を 入れる コモ俵 を あんで いたが、 あむ 

ときの 重し にす る 石塊が すべ て 金で あるのに おどろいた。 だが 炭 焼の 方 はこうし たもの は 山中に たくさん あると 平気で いう。 

この 男 はの ち めでたく 姫宮と 結婚して、 疋野 長者と 呼ばれた。 

という 筋の もので、 疋野大 明 神の 本 地と されて いる。 疋野 長者の 旧跡と 伝えられる 長者 屋敷 は、 現在の 疋野 神社の 境内の 

後に あって 瓦 や 礎石が のこって いる。 蛇が 谷に ある 金 糞 谷から は 鉄 滓が 出る。 また その 近くに 糠の 峯も ある。 これら は疋野 

長者の 話と からんで いる 地名 だが、 糠と いう 地名の つく 場所 は往々 にして 砂鉄と 関係の 深い 土地で ある。 疋野 長者の 物語 は 

たんなる 伝説で はなく、 日 置 氏の 勢威と むすびつけられて 生まれた ことが ほぼ 類推で きる ので ある。 

かくして、 波 比 岐神を 祭る 疋野 神社 は 製鉄の 神で ある。 地元の 考古学者の 田 辺 哲夫氏 は、 疋野 神社 は、 玉 名の 豪族の 日 ほ 

氏の 氏神で あり、 日 置の 一 族が 製鉄 を 背景と して 勢力 をのば していく につれ て 神社 は 重視され るよう になった ので はない か、 

と 推定して いる。 

菊 池 川の 流域から は 多くの 砂鉄 を 産す る ことが 近来 指摘され ている。 たとえば 川口に 近い 玉 名 市の 滑石に ある 厳 島 神社の 

周辺の 州 はい ま 埋め立てられて 田んぼに なって いるが、 そこから は 部厚い 砂鉄の 層が 発見され、 それに まじ つ て 平安時代の 

土器 も 多く 出て きたと いう。 小岱 焼で 知られて いる 小岱 山の 中腹から は 多くの たたら 炉の あとが 見付かった。 また 旧 菊 池 川 


青銅の 神の 足跡 286 


(現在の 唐 入 川) の 南岸に ある 天水 町 玉 水の 大字 尾 田に ある 斎 藤 山 貝塚から は 弥生時代で もっとも 古い 板 付 式 土器と 共に、 

日本 最古の 鉄製 用具で ある 斧が 発見され た。 これ は 弥生 式 文化の 初期に 鉄器が 使われた こと を 証明す る。 有名な 江 田 船 山 古 

墳も 近くに ある。 こうした ことから、 玉 名 市の 式 内 社の 疋野 神社が 注目され る。 肥 後 国で は 式 内 社 は 四 座し かないが、 三 座 

は 阿蘇 国 造の 関係で あり、 のこり は疋野 神社 だけで ある。 

これ を みても 匹 野 神社が 古代に 重視され ていた ことが 分かる。 志 賀剛氏 は 奈良県 吉野 郡栃原 村金ケ 岳の 頂上に ある 式 内 社 

の 波 比 売 神社に ふれて、 金ケ 岳の 中腹に 銅の 廃鉱が あるから、 この ハ ヒメ は T の 精鍊の 神で 「灰 吹 女神」 であろう としてい 

る。 それの 傍証と して 疋野 神社の 祭神が 波比岐 神で ある 例 を 引用して いる。 つまり ハイ フキ i ハビキ あるいは ハ ヒメ、 と 変 

化した と 考えて いるよう である。 しかし、 灰吹き 銀と いうの は、 室町 中期に 開発され た 1^ を 使う 精 鎌 法で ある。 やはり 波 比 

岐はハ プキ、 つまり ふい ごの 古称と 考えたい。 ちなみに 愛知県の 西 加 茂 郡 猿投村 大字 越 土  (越 戸) にも 式 内 社の 灰 宝 神社が 

あり、 その 隣り の 大字 荒 井に 兵 主神 社が ある。 灰 宝 も 波 比岐の 転訛であろう。 

8 南宮の 由来 (第二 部 第二 章. 青の 一族) 

「南 宮」 について は、 「古代 文化」 (古代 学協会 発行) 一 九 七 七 年 十一月 号に、 八十 意知男 氏が 「『南 宮』 考」 と 題す る 論文 

を 書いて いる。 それによ ると、 『鉄山 秘書』 (「鉄山 必用 記事」) の 中に、 「南の 方 は 金山 彦ノ尊 自ら 護り たま ふ」 と あり、 そ 

こから して 「南 宮」 の 名称が 生まれた とする。 つまり、 金の 神 は 本来 は 「西」 に 配され ており、 「南」 は 火の 神の 座と なつ 

ている が、 金の 神 は 金属 そのもの を 司る 神で あるのに 対して、 金 山彦 を はじめと する 製鉄の 神々 は、 火 を 使用して 溶 金 をつ 

かさ どる ことによって、 製鉄の 神と して 存在して いると ころから、 火の 神の 座で ある 「南」 に 配せられ たと する ので ある。 

「南 宮」 の 名称の 由来と して、 もっともな 説明で あると 思われる。 
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本書の 執筆の 動機なら びに 主題に ついては 文中に 記して おいた ので ここに くりかえす 必要 はない。 ただ， この 

三年 間、 私 は 本書の 主題と 一緒に、 渦の 中に まきこまれた 状態に あった。 つまり 私 は ひとつの 「事件」 と 遭遇し、 

そこから 抜け出す ことができ なか つ た。 あらゆる ものが 否応なしに 金属との 関連に おいて 眺められる 時期で あ つ 

たから、 手に ふれる ものが すべて 金に なって しまう ミ ダス 王の 悲しみが、 私に もお とずれ なかった わけで はない。 

その 一方、 古代 天皇制 もまた ミ ダス 王のように ロバ の 耳 を かくしもつ ている ので はない かとい うのが 私の 執 

拗な 推測であった。 私 は 古代 天皇制が 確立され る 以前と 以後の 変質 を 明らかにする ことで、 戦時中の みじめな 青 

春に 私たち を 追い こんだ ものの 「存在」 を 批判す る ことに 役立た せたいと 考えた。 

それ はまた、 柳 田 国 男の 民俗学 を 批判す る ことに もな つた。 金属 神から 農業 神へ と 国家 神の 転換が おこなわれ 

た 以後の 社会 を 対象と する 柳 田 民俗学が、 弥生時代 以来の 不可欠な 主題で ある 金属 文化 を その 対象から 欠落 させ 

たこと について は、 本書で 容赦ない 批判 を 加えて いる。 とはいえ、 私 は 柳 田 その 人 を 誹謗し 中傷して いるので は 

ない こと を はっきり 言って おく。 私 は 柳 田に 出会う まで、 さまざまな 思想の 袋 を 引き さいた。 しかし そこで 見出 

した もの は 金貨で はなく、 いつも 銀貨だった。 

ある 日 偶然に 袋 を 開いて、 はからずも そこに 金貨 を 見出した ときのお どろき。 私 は その 日の こと を 忘れる こと 
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はでき ない。 私 はいつ か 柳 田に 恩 を 返したい と 思って いた。 恩返しの 方法 は、 師説 を 民俗学の 内側から、 内在的 

に 批判し 凌駕す る ことで あると 私 は かたくなに 信じて いた。 そして ともかくも 本書に よ つ て その 恩返しの 一 端が 

できた こと を うれしく 思 つてい る。 

昭和 五十 四 年 五月 三日 夜 

谷川 健 一 


锻冶屋 の © 11 中世 説話に おける 鉄人 伝説 


第一 部 鍛冶屋の 母 


293 弥三郎 婆 


弥三郎 婆 


数年 前、 佐 渡からの 帰途、 海上から 望見した 越後の 海岸線に 一箇所、 大地の 塊が 海ぎ わまで せり 出して いるの 

が 注意 を 引いた。 それ は 原始の 雰囲気 を まだ 引きずって いるよう に 荒々 しく、 何 か 異様な 印象 を 与えて いた。 人 

に 聞く と弥彦 だとい う。 弥彦 山塊の つらなりに 国 上 山が ある。 良 寛の 五合 庵の あると ころと して 知られて いる。 

国 上と いう 名の 由来 はお そらく 海 を 航行す る 者が、 海上から 眺めて 命名した ものに ちがいない。 つまり、 突出し 

た 陸の ことだった のが、 のちに 国 上と 変化した と、 私 は 考える。 柳 田 国 男 は 「雪国の 春」 の 中で 秋田県の 男 鹿 半 

島 もまた 宮城県の 牡鹿 半島 も、 さて は 福岡県の 岡の 湊も、 すべて 海から 移住した 人た ちの 名付けた 地名と 言って 

いる。 因幡の 岩 美 郡に も 陸上と いう 地名が ある。 「古事記」 によると、 崇神 天皇の 時、 日子 坐 王 を 丹 波 国に つか 

わして、 玖賀 耳の 御笠 を 殺した と ある。 吉田東 伍 は、 「越後の 国 上と 弥彦 神社」 の 中で 玖賀 耳と いう 地名がない 

ところから、 玖 賀耳は 国 神の 意味で あると して、 国 神の 御笠が いたので、 後世まで クガミ の 名 をの こした の だろ 
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うと 言って いるが、 むしろ、 丹 波の 陸 (国) にいた 耳と いう 酋長と 解すべき であろう。 これ は 越後の 国 上と 命名 

(1) 

の 動機 を 同じく する ものである。 

ところで 越後の 国 上 を 海から 遠望した ときの 名で あると する もう 一 つの 理由が ある。 新潟県の 地図 を展 くと、 

まぜ  のづみ てら どまり 

弥彦 山塊と 海に はさまれた せまく 細長い 海沿いの 道に、 間 瀬、 野 積、 寺 泊な どの 集落が 北から 南に 並んで いる。 

いや ひこ しんびよ うき  よな みず うら 

林羅 山の 「伊 夜 比 古神 廟記」 によると、 元 明 帝の 和 銅 二 年、 越後 国の 米 水 浦と いうと ころに 光が 見えて 七日 七夜 

やまなかった。 海人 はこれ を あやしん でいた。 そこで 坂 上 河内の 遠祖が 見に 行く と、 神 船が 海に 浮んで いたので、 

ほこら 

この 光の 飛んで きたと ころに 祠を 建てて まつった。 米 水 浦 は はじめは 逃 浜と 名付けた。 ところが 神が やってくる 

と 白い シトギ や 白い 水が そこから 流出した ので 米 水 浦と 呼ぶ ようになった。 その 神の たずさえ てきた 宝物 はみ な 

石と 化した。 しかし 形 は 宝器の ままであった という。 米 水 浦と いうの は 野 積 (現在、 寺 泊 町 野 積) にある。 という 

ことから 現在の 社 地に 鎮座す る 以前、 弥彦神 は 野 積に まず 上陸した という 伝承の あった こと を 知る。 終戦後、 宮 

栄ニ 氏に よって 発見され た弥彦 神社の もっとも 古い 縁起 書に は、 「大国」 からの 神の もってき た 宝物、 すなわち 

鑊 子签、 カヮコ 石、 鐸石、 御 器、 御手 箱、 家具な どこと ごとく 石と なった と ある。 藤 田 治 雄 氏 はこの 宝物の 中の 

かない ごが ま  かな や ご  かない ご 

鑊子签 に 注目す る。 それ は 鉄山の 守護神で ある 金 屋護神 または 金 涛 護宮と 関連が あると いうので ある。 また 「大 

国」 は 中国大陸 のこと とする。 すなわち 中国大陸 や 南 朝鮮 あるいは それら を 背景に した 北 九州から、 鍛冶 職の 一 

団が、 弥彦 山塊の 日本海に 落ち こむ あたりの、 野 積、 間 瀬に 上陸した こと を 意味す ると 藤 田 氏 は 推測す る。 

神 は 米 水 浦 (野 積 浜) から 猿ケ 馬場 峠を越え、 桜 井の 里に しばらく 休息した あと 弥彦の 里に 入って 宮居 を 定め 

たと されて いる。 野 積の 伝説に よると、 神が そこ を 立ち去つ たの は 野 積 浜のお ヨネと いう 女と 結婚し、 十二 人 も 

の 子ども を 生んだ のが 嫌に なった からと いう。 そこで、 身 を 隠そうと 弥彦 山へ 登ろうと したら、 木 を 切って いる 

じいさんに 会い 「私の 後より こうこうし かじかの 者が くるから、 けっして 私が 弥彦 山へ 登った と 話して はなら な 
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ぃぞ」 と 固く 口 どめして 登った。 その じいさん は 後より 迫って 来たお ヨネに 問い つめられ、 話 をしょう としたが 

口 を 開けた まま 閉じられず、 とうとう しゃべる ことができず そのまま 死んで しまった。 それで 妻戸 神社の 石 を 口 

開け 石と いう。 お ヨネ も 死んで、 その 怨念が 蛇に なって、 部落の 人に 姿 をみ せる (『高 志路』 二 〇 四 号)。 

つまり このお ヨネ は 米 水 浦の 人格化し たものに ほかなら ない。 お ヨネ は、 慶応四 年に 書かれた 「妻戸 記」 によ 

ると、.1&^|賦¥となってぃる。 弥彦神 夫妻 は、 米 水 浦に 塩た き や 手繰 網 法 を 教えた という。 弥彦 神の 妃 神の 熟 

穂 屋姫命 を まつる 神社 を 妻戸 神社と いい、 その 神社の 祭日 は妃 神の 命日の 三月 十八 日で ある。 現在 は ひと 月お く 

れの 四月 十八 日が 祭日で ある。 

藤 田 治 雄 氏に よると、 妻戸 神社の 名称が 弥彦 神社の 文書に 初見され るの は 「伊 夜 比 古神 社 記」 からで ある。 こ 

の 「伊 夜 比 古神 社 記」 は 元禄 元年に 神祇 宗の橘 三 喜が、 神主 高 橋 左 近 光 頼の 依頼に よって 古い 縁起 書 を 書写した 

ものと されて いるが、 じつは 橘 三 喜の 自筆と 考えられる。 この 中で 妃 神の 熟 穂屋姬 命と それ を 奉 斎す る 妻戸 神社 

がよ じめ て 出て くる。 という ことから 元禄 以前に は妃神 信仰はなかった と 藤 田 氏 は 述べて いる。 妻戸 神社が 創建 

された の も 古くからで はなかった と 推定され る。 しかし、 さきに 述べた 「野 積の 口 あけ 石」 の 伝説 は その まえ か 

ら あつたと 考える こと は 一向に 差支えない。 そして、 のちに なって 妻戸 神社の 妃 神の 命日 を 三月 十八 日に きめた 

の は、 三月 十八 日 はもと もと 国 上 寺の 稚児が 弥彦 神社に 参列し 舞 を 奉納す る 日であった という ことに 由来す る も 

のであろう。 

さて、 野 積に は 弥彦の 神 は 片目で あると いう 伝説が 残って いる。 それ は 神が 弥彦に 移る とき 足 を すべらして ゥ 

ドで目 をつ いたから だとい う。 それで 弥彦 山に ウドが 生えない ともい われて いる。 同様な 話 は 岩室 村 間 瀬に も あ 

り、 弥彦神 は 兎の 道案内で 山 を 登った が、 山中で ウドで 目 をつ いたと されて いる。 このほか 弥彦 山の 周辺に は 

弥彦 神が ウドで 目 をつ いて 片目と なった という 話が 点々 と 分布して いる こと を 藤 田 治 雄 氏 は 指摘して いる。 ウド 
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が タラの 芽と なって レる 場合 も 少なくない。 

では、 弥彦 神が 片目で あると いう 伝承と、 弥彦 神社 及び 野 積の 妻戸 神社の 祭日が 三月 十八 日であった という こ 

(2) 

と をむ すび つける とどうな るか。 

まず 結論から 先に 言う と、 片目の 神 は、 銅 や 鉄 を精鍊 する 古代の 技術 労働者が、 炉の 炎で 眼 を 傷つけ、 一眼 を 

失した ことに 由来す ると 私 は 考えて いる。 弥生時代に 始まった 金属 精鍊の 技術 は、 中国大陸 あるいは 朝鮮半島 か 

ら 招来され たもので あるが、 当時 は、 そうした 技術 を もって 石よりも 硬く 鋭い 製品 を 作り出す こと は、 神に も ひ 

としい 仕業と して 驚歎の 的と なった こと は 想像す るに むずかしくない。 したが つ て 眼 を やられた 労働者 は 神と し 

て あがめられた。 それが 目 一 つの 神の 起源に ほかなら なかった と 私 は 思う。  .， 

三月 十八 日に ついては、 藤 田 治 雄 氏 も 注目して いる ことで あるが、 柳 田 国 男の 『一目 小僧 その他』 がその 日の 

重要性に 気付いて 言及して いる。 柳 田に よると、 三月 十八 日 は、 小 野 小町 や 和 泉 式部な ど 漂泊 流離の 美女の 忌日 

である だけでなく、 盲目の 平景 清、 一眼 を 失した 鎌 倉 権 五郎 景政、 あるいは 黍 畑で 目 をつ いたと いう 伝承 を もつ 

柿 本人 丸に 縁 由 ある 日であった。 すなわち 人 丸と 景 政の 忌日 は 三月 十八 日と され、 日向の 生 目 八幡 社に まつる 景 

清の 祭日 は 三月と 九月の 十七 日であった として、 柳 田 は 次のように 述べて いる。 「もし 景政景 清 以外の 諸国の 眼 

を 傷つけ た 神々 に、 春と 秋との 終の 月の 欠け 始め を、 祭の 日と する 例が なほ 幾つかあった ならば、 歌聖 忌日の 三 

月 十八 日 も、 やはり 眼の 怪我と いふ 怪しい 口碑に、 胚胎して ゐ たこと を 推測して よから うと 思 ふ。 丹 後 中 郡 五箇 

村 大字 鱒 留に藤 社 神社が ある。 境内 四 社の 内に 天 目 一社が あり、 祭神 は 天 目 一箇 命と いふ。 さう して この 本社の 

祭日 は 三月 十八 日で ある」。 

私 もまた 注意して みると、 柳 田の あげた 例の ほかに、 奈良県 桜 井 市の 狭 井に 坐す 大神荒 魂 神社の 祭日 は 三月 十 

八日に おこなわれる こと を 知った。 そこの 祭神 は 大物 主命、 事 代 主命、 ヒメ タタ ライス ズ ヒメ、 セャタ タラ ヒメ 
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かがみつ くりの むら じ 

で、 タ タラに 関連した 名前 を もっている。 九月 十八 日の 方 を しらべて みると、 鏡 作 連の 祖 神の 鏡 作 坐 天 照 御 

まと おんち  かなやま ひ こ  ちめ のま ひとつ 

魂 神社、 また 阿智 氏に 縁 由の ある 僕恩智 神社、 河内 大県郡 青 谷に ある 金山 毘古 神社、 天 目 一箇 神 を まつる 近 江ぎ 

生 郡 桐 原 郷の菅 田 神社が あげられる。 これらが すべ て 金属に 縁 由の ある 神社で ある こと は 注目に 値する。 

ここにお いて、 弥彦 神社の 祭日が 旧 三月 十八 日であった という 事実が 重要な 意味 を 帯びて 浮び 上って くる。 つ 

まり 弥彦の 神 はなに がし か 金属 精 鍊に縁 由の ある 神社で はない かとい う 推定が 可能に なって くる。 「妻戸 記」 に 

は弥彦 神社 を 一?< め 命と している。 天 香 語 山 命 は 「新撰 姓氏 録」 によると、 火 明 命の 子と なって いる。 天 保 五 

年の 弥彦 神社の 社 伝に よると、 天 香 語 山 命 はは じめ 熊 野に 住んで おり、 名 を 高 倉 下命と 申した。 神武 天皇の 四 年 

に 越の 国 を 高 倉 下命に 賜わった ので、 命 は 海路 をと り 米 水 浦に 着いた。 そうして そこで 地元民に 耕種、 網 漁、 製 

塩な どの 業 を 教えた。 そのと きの 名 を 手繰 彦命 という。 その あと 弥彦 に遷 つたので ある 云々。 

この 話の 高 倉 下命と いうの は 神武 東征 の 折に 熊 野 で 邪気 払 いの 剣 を 奉った 人物で あり、 今 も 新宮市 のゴ トビ キ 

号 (天 磐 盾) に 高 倉 神社が あって そこに 祀られ ている。 戦後 その 巨岩の 下から 銅鐸が 出土して いる。 したがって 

この 高 倉 下命 を 銅の 精鍊に 関わりの ある 物 部 氏 系の 神で あると みなす ことができる。 しかし 吉田東 伍の 『地名 辞 

書』 は 弥彦神 を 天 香 語 山 命と する のに は 大いに 疑問が あると 言って いる。 私が 弥彦 神社の 旧 神官に 聞いた ところ 

でも、 弥彦神 を 天 香 語 山 命と したの は 江戸時代に 一宮 記 を 書いた 橘 三 喜であろう という 話であった。 天 香 語 山 命 

は 元， 元年に はじめて 登場す る 呼名で あると いう。 そうして みると、 弥彦 神の 性格 を 天 香 語 山 命から 判^す る わ 

けに はいかない。 だが、 弥彦神 を 天 香 語 山 命と したの はなに がし かの 根拠に もとづく ものがなければ ならない と 

私 は 考える。 それ はいった い 何であろう か。 『地名 辞書』 によると、 江戸時代の 元禄から 元 文 年間に かけて、 石 

瀬、 間 瀬、 野 積の 三 力 所で 銅 を 掘った が、 この 三 力 所 は弥彦 山中に あるので、 弥彦山 を 多 宝 山 ともいうと ある。 

このうち 間 瀬 銅山 は 比較的に 後まで 稼 行して いた 鉱山であった。 今日の 岩室 村 間 瀬の 海岸 有料道路の 料金所の 近 
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くから 山手に ス りこんだ 沢の あたりが 間 瀬 銅山の あ つ たと ころで、 一 時期に は 労働者の 住宅が 藥ま つ たと ころと 

いわれて いる。 その上 方の 弥彦 山の 有料 登山 道路の あたり、 大 沢と ト チクボ の 間の 道の 脇の ガ— ドレ— ルの とこ 

ろで、 つい 四、 五 年 まえに、 地表に 露出した 銅鉱 を 拾った という 人に 私 は 出会った ことがある。 その 人の 話で は 

銅鉱 は ピカピ 力 光って いたと いう。 雨 か 何 かで 崖が くずれ、 地中の 自然 銅が むき 出しに なった ものに ちがいない。 

このように 地表に 近く 銅鉱 脈が あると すれば、 古代に おいても それ を 発見す る こと はき わめて 容易で あつたと 推 

測され る。 

弥彦の 神が 野 積 浜に 上陸した の は、 そうした 銅鉱が 目 あてだった と 考えて みる ことができる。 また 弥彦神 は 間 

瀬に 住む 安麻 背と いう 賊を 退治した という 伝承が ある。 これな ども 銅山の 開発と 無縁で はな か つたろうと 思われ 

る。 藤 田 氏 は 「弥彦 山塊が 日本海に 落ち込む 所の 三 島 郡 寺 泊 町 野 積と 西 蒲 原 郡 岩室 村 間 瀬の 境界線 を 中心とした 

一帯 は、 弥彦 信仰に おける 鍛冶 神の 痕跡が 一番 濃厚に 現われて いる 地帯で ある」 と 言って いるが、 藤 田 氏の 言う 

鍛冶 神の 痕跡 は、 その 背景に 銅鉱 を 開発した 古代人の 活動が あると 私 は 考えて いる。 ただ、 前に 述べた ように 記 

録は 江戸時代の 中期から 始まって いるので、 古代に 銅山 や 銅鉱が あつたと いう 確証 を 得る こと は むずかしく、 今 

のと ころ 伝承に 頼る ほかない。 

弥彦 神が 鍛冶 神で あると いうの は、 弥彦 神が にわかに 夕立に 出会って あわてて 雨 やどりしょう としたと き、 あ 

やま つて ウドで 目 をつ いたと いう 伝承が ひろく 分布して いる ことで も 分かる。 弥彦の 神が 塩た きをして いると 夕 

立が 降って きた。 神 は 雷 を 叱りつ けた。 それで 弥彦 付近 は 夕立が かからず 雷が 落ちない という 話 も ある。 雷神 を 

鍛冶 神と して 表現す る 例 は 世界 各国に ある。 弥彦神 もまた 鍛冶 神であった から、 雷に まつわる 伝承が 多い の だろ 

うと 私 は 思う。 
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二 

さて 『弥彦 神社 叢書』 に 次の 記事が ある。 「明 応の御 造営 成就して、 大工 鍛冶 棟上げ 異論に 及び、 一 二 を 争 ふ 

て 高 橋に これ を訴 へ、 ついに 有番 大工 棟 上ゲ、 武番 鍛冶 棟上ゲ 致すべし と 裁断き まる。 この 時 鍛冶 弥三郎 と 云 ふ 

ものの 母、 悉く 野心 を 含み、 当 小稳ケ 沢の 奥に 入りて 喰 事 をせ ずして 死す。 その 死体 髮 逆立ち、 手 を 握りて 爪 肉 

の 中へ 延 通す。 顔色 猶 怒りて 眼 を 開きて これ あり」。 

この 文章 は 寛 永 十 一 年 六月に 弥彦 神社の 御 本殿 を 掃除した とき 写しと つた ものである ことが 記されて いるので、 

江戸 初期に はすで にそうした 伝説が あった ことが 分かる。 この 文書 を 筆写した 高 橋 太 郎左衛 門と いうの は^ 戸神 

社の 神職で あ つ た 高 橋 家と 関係が あると 思われる。 妻戸 神社の 祝 部 は 妻戸 氏と 言 つ た。 世々 舞楽の 職で あ つ たが、 

中世に は 金子 氏 を 名乗り、 また 高 橋 家と なった という。 この 高 橋 家の 末裔の 高 橋吉雄 氏が 書いた 「弥彦 山 周辺の 

史蹟と 伝説」 という 本に は、 さきの 話 は明応 ではなく 承 暦の 頃ので きごと とされて いる。 そして 鍛冶屋の 母が 憤 

死した という 筋と いささか ちが つ た 結末 を も つてい る。 

■ 黒 津家は 弥彦大 神の 随神 印南 鹿の 第二 子の 末裔と いわれ、 代々 弥彦 神社の 鍛匠 として 奉仕した と 伝えられ てい 

る。 この 黒津 家が 実在した こと は、 『弥彦 文書』 (新潟県 文化財 調査報告 書 第二) の 中に、 「黒洲 金 村、 あるいは 黒洲 

真 保 古と も 云う」 と あるので たしかめられる。 金 村と いい、 真 保 古 (真絲 か) といい、 金属に 因んだ 名前で ある 

黒 洲の黒 もまた 黒金 (鉄) を 思わせる 姓で ある。 黒洲 は黒津 とも 記されて いる。 さて 黒津弥 三郎の 話で ある 

力  

承 暦 三年 ( 一 〇 七 九) 弥彦 神社の 造営 工事が 斎 行され たと き、 鍛 匠と 工匠 (大工 棟梁 家) とが 上棟式 の 第一 日 

目 奉： H をた がいに 主張して ゆずらず、 とうとう、 時の 弥彦庄 司 吉川宗 方の 裁断に よって、 工匠 は 第一 日、 鍛匠は 
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第二 日 目に 奉仕す べしと 決定され た。 これ を 知った 弥三郎 の 母 は、 憤悶 やる かたなく、 怨の 心が 昂 じて 遂に 悪鬼 

と 化し、 庄司吉 川 宗方を はじめ 工匠 方に たたり をな し、 さらに 諸々 方々 に 飛行して 悪業の 限り をつ くした という。 

また 『高 志路』 ニー  九 号に よると、 弥彦の 周辺に は 次の 話が 残って いる。 鍛冶と 大工が 言い争い をした。 その 

起り は、 この 世での 仕事の 始まり は、 鍛冶が 先 か 大工が 先 かとい うこと で、 鍛冶に いわせる と 「かんな、 のみな 

ど 鍛冶が 作った 道具がなくて は 大工 は 仕事になる まい」。 大工に 言わせ る と 「ふい ご を 大工が こしらえなければ 

鍛冶 はでき まい」。 こうして 言い争つ ている ときに、 十二月 八日に 天から ふい ごが 降って きたと いう ことで、 鍛 

冶が 勝った。 その 日 を 金山 講 として、 一 日 昔の こと を 語り合って お神酒 を あげてお 祭り をす るよう になった。 

この 話 をみ ると、 鍛冶が 大工に 勝った ことにな つてお り、 黒津弥 三郎の 説と は 逆にな つてい る。 私に はこの 説 

話の 方が 古いよう に 思われる。 それ は 次の 理由から である。 

喜界 島に は、 天から 神が 降臨して、 粘土で 男女 を 作った。 男女が 農耕 を 望む ので、 こんど は 天から ふい ご を 背 

負った 神の 使いが 降りて きて、 ふい ごで 鍬 や 鎌 を 作り、 女に 与えた。 そこで 農耕が はじまつ たという 話が 『鬼界 

島 昔話 集』 (岩 倉巿郎 著) に 載って いる。 ふい ごが 天から 降る という 話と は 酷似す る 伝承が、 大和 国高巿 郡に も 残 

つてい る。 『大和 志 料』 に は 「日本の 鍛冶 は 大和 国 高 市 郡より 起る。 昔、 神代の 御 時、 石槌、 鉄 錐の 天より 降る 

ところ、 なづけて 鉄錐庄 と言う」 と ある。 そこの 磐 橋 神社 は 鍛冶 神で ある 天 目 一箇 神 を まつる という。 空から 

鍛冶の 道具が 降って くると いう 話 は、 アフリカの ェヴヱ 族な どに も あり、 世界に ひろく 分布して いる。 これらの 

例から みても、 弥彦 神が 鍛冶 神で あり、 しかも その 民間 説話 はき わめて 古くまで 遡及で きる ことが 立証され る。 

黒津弥 三郎に まつわる 伝説 は、 おそらく 後世に 変形され たもので あろう。 では 次に 話の 後半 を 見て みょう。 

弥三郎 の 母 は 各地で 人 をお そった が、 ついに は 弥三郎 が 狩 をしての 帰り路 を 待ち受け、 その 獲物 をう ばおうと 

して、 逆に 片腕 を 切り落とされ ると、 孫に あたる 五 歳の 弥治郎 を さらって 逃げよう とした。 これ も 失敗す ると、 
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悪鬼の 形相 ものすごく、 飛鳥の ように 風 を 起こして 黒雲 を 呼び、 天上 高く 飛び去って しまった。 その あと 諸国 を 

飛行して は 悪業に 専念した が、 八十 年た つた 保 元元 年 (一 一 五六) に、 弥彦で 高僧の 評判 高かった 典 海 大僧正が、 

ある 日弥彦 山の ふもとの 大 杉の 根元に 横たわる 一 人の 老婆 を 見つけた。 その 異様な 姿に ただならぬ 怪し さ を 感じ 

て 声をかけた ところ、 年 経て 神通力 を 身に つけた 弥三郎 の 母で ある ことが 分かった。 典 海 大僧正 は 老婆に 説教し 

て 真人間に なること をす すめた。 老婆 は 前非 を 悔い、 名 も 妙 多羅 天女と あらためて 宝 光院に まつられる ようにな 

つたと いう ことで ある。 宝光院 は弥彦 神社の 近傍に あり、 その 御堂に は 今日で も 妙 多羅 天女 像が 安置され ている。 

宝 光院の 背後の 森に IT 々树と 呼ばれる 大 杉が ある。 妙 多羅と は 奇妙な 名前で ある。 弥彦 山中に は、 宮 多羅と いう 

地名、： A あって、 俗に、 オン バの ネドコ といわれて、 そこが 妙 多羅 天女の 終焉 地と されて いる 由で あるが、 この 名 

前から 私が 連想す るの は、 弥彦 神社の 祭神が タラで 目 をつ いて 片目と なった という 伝承で ある。 そこで この 弥彦 

神の 伝承に ある タラの 木が 多羅と いう 固有名詞に 反映して いるので はない かと 想像で きる。 『佐 渡 風土記』 に は 

妙 虎 天と なって いる。 トラと 呼ばれる 回国の 巫女に よって 伝えられた とも 思えな くないが、 弥彦 あたりで に^^ 

でよ なく 妙 多羅と なって いる ことに は、 それなりの 意味が あると 考えられる ^ 

三 

弥三郎 婆の 話 は 各地に 残って いる。 

鍛冶屋との 関係 を 伝える ものに 次の 話が ある。 越後 三 島 郡 来迎 寺 村、 むかしの 朝日 村に 炭 焼の 権と いう 正直者 

がいた。 そこに 弥彦の 弥三郎 婆が やって きた。 そうして 嫁 を 世話しょう という。 弥三郎 婆 は 大阪鴻 池 家の 娘 を さ 

ら つてき た。 その 娘 は 権の 嫁に なった。 嫁 は 小判 を 出して 買物 を 頼んだ が、 夫の 権 は 小判 を 雁に 投げつ ける。 女 

房が あきれて ハ ると、 そんな もの はたく さん あると いう。 果たして 黄金が たくさんあった。 権 長者の いた 沢 は 今 
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も 権が 沢と いって 残って いる。 いうまでもなく 炭 焼 長者の 伝説で あるが、 そこに 弥三郎 婆が 登場す るの は 興味深 

い。 というの も 炭 焼 長者 伝説 は 铸物師 や 鍛冶屋が 各地 を 歩きながら 運んで い つた 説話で ある ことが ほぼた しかと 

見られる からで ある。 弥三郎 婆 も 鍛冶 職の 家に 生まれて いる ことから、 この むすびつき は 偶然で は あるまい。 

さて、 弥三郎 婆の 話の もっとも 古い もの は 『今昔 物語』 巻 二十 七の r 獵師の 母、 鬼と なりて 子 を 食 はむ とせる 

こと」 であろう。 昔、 二人の 兄弟が いて、 いつも 山に 行って は 鹿 を 弓矢で 殺して いた。 あるとき 高い 木の 上で 鹿 

を 待ち伏せし ていたが、 鹿 はこなかった。 そのうち、 兄の いた 木の 上から、 なにやらの 手が のびて きて、 兄の も 

とどり を 取って 上の 方に 引き上げた。 兄が 奇異に 思っても とどり を 取った 手 を 探って みると、 よく 枯れて 老いさ 

らばえ た 人の 手であった。 これ は 鬼が 自分 を 食おうと して 引き上げ たの だと 思って、 向う側の 木の 上に いる 弟に 

むかって、 自分の 頭の 上 を 射よ と 命じた。 弟が そうすると、 兄の もと どり のと ころに 切れた 手が ぶら下が つてき 

た。 その 手 を もって 自分の 家に 帰って みると、 兄弟の 母 はう めき 声 を 出して いた。 兄弟 は 切れた 手が 母の 手に た 

いそう 似て いたので、 母の 部屋の 戸 を 開けて みると、 母が 起き上がって、 つかみかかつ てきた。 兄弟 は 切れた 手 

を 母の 部屋に 入れて 立ち去った。 母 は 間もなく 死んだ が、 母の 手 は 手首のと ころから 切れて、 なかった。 そこで 

切れた 手が 母の 手であった こと を 知った。 母が 老いぼれて のち、 鬼に なって 子 を 食おうと、 あと をつ けて 山に 行 

つたの だった。 

右の 話 は 羅生門 伝説 を 思い起こさせる。 それに ついては また 後で 詳述す る ことになる。 高木 敏 雄の 『日本 伝説 

集』 に は 弥三郎 婆の 話が 載って いる。 越後 国 西 蒲 原 郡 中島 村の 話と なって いる。 そこの 妙太郎 という 撒師が 山奥 

の 小屋に 泊 つてい ると 不意に 大きな 手 を 出して つ かもうと する 者が ある。 妙 太郎が 山刀で 切り落としたら 怪物 は 

逃げ出した。 妙太郎 がその 手 を もって 帰って みると、 母 は 大病 だと 言って 唸って いる。 そして 妙 太郎の 切って き 

た 手 を 見る と、 それ はおれの 手 だと 言って、 たちまち 窓から 飛び出して 去った。 その 婆の ために 堂 を 建てて 祀っ 
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た。 それが 今の 弥彦 神社の 裏の 妙 多羅 天で あると いう。 

同じ 話が 柏 崎に も あり、 それによ ると、 弥三郎 婆 は 山犬 や 狼 を つれて 追い かけ、 弥三郎 が 大木に のぼると、 婆 

も つづいて のぼって きて 弥三郎 をつ かみ 落とそう とする。 弥三郎 が もっていた 鉈で 婆の 額 をな ぐると、 婆 は 悲鳴 

を あげて 逃げ失せる。 弥三郎 が 家に 帰って みると、 母 は 柱で 打った とか 言って、 額に 創 を 受けて いる。 弥三郎 の 

子 が 見えない ので 母に 聞く と、 味噌 だと 思って 嘗めた というので、 さて はと 思って、 弥三郎 が 身 仕度 をす ると、 

母 も 鬼の 正体 を 現わし、 暴風雨に まぎれて 破風 を 抜けて 八 石山の 方へ 逃げて いく、 という 話に なって いる。 

弥三郎 婆が 他人の 子供 を 食う というの は、 鬼子 母 神の 説話が 混入して いると 思われる。 これ は 島津久 基が 指摘 

するとお りで ある。 弥三郎 婆の 話 は 静岡県 浜 名 郡 神久呂 村神ケ 谷に も 伝わって おり (『静岡県 伝説 昔話 集』) それが 

越後 一国に 限られな いこと を 示して いる。 しかし 私が ここで 越後 柏 崎の 話に 注意す るの は、 弥三郎 婆が 山犬 や 狼 

を つれている という ことで ある。 この 点 は 柳 田 国 男が 『桃 太郎の 誕生』 の 中で 述べて いる 弥三郎 の 話で はいつ そ 

う 明確に な つてい る。 

それによ ると 弥三郎 は弥彦 付近の 農夫で あり、 「綱 使い」 すなわち 田んぼに 出て 鳥 を 捕る の を 業と する 者で あ 

らた。 ある 日、 狼た ちに 追われて 木の 上に のぼると、 狼た ち はや ぐら を 組んで 迫って きたが、 届かない。 そこで 

弥三郎 婆さん を 頼もうと 一匹の 狼が 走って いく。 はて、 弥三郎 婆さんと いえば、 うちの 母親の こと だと 思って い 

ると、 にわかに 西の 空が 荒れ 出して 黒雲が ひろがった。 その 雲の なかから 大きな 手が 出て きて、 弥三郎 の 首す じ 

をつ かんだ。 腰に 差した 鉈を 出して 力ま かせに ぶった 切る と、 血が 流れた。 狼た ち は 四散した。 その 腕 を かかえ 

て 家に 戻る と、 奥の間で 母親が 唸って いる。 針金の ような 毛の 生えた 腕 を 母親の 寝て いると ころに もってい くと 

老3> はたち まち 鬼婆の 姿に なり、 その 腕 を 引った くり、 自分の 腕の 切 口に くっつけて 逃げた。 鬼婆が 弥三郎 の 母 

を 食って 化けて いたのであった 云々。 」 
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この 話 は 弥三郎 婆の 話の 中で も 比較的 原型 を 保って いるので はない かと 思われる。 弥三郎 婆の 話に は 黒雲に 乗 

つて 飛行す ると か、 黒雲の なかから 大きな 手が 出る とかいう ものが 多い が、 それ は 伊勢の 多 度 神社の 神で ある 一 

目 連が 黒雲 を 巻き起こしながら、 外出 するとい う 伝承 を 思い起こさせる。 多 度 神社の 多 度はタ タラの つづ まった 

(4) 

語で あり、 一 目 連 は 目 一 つの 神 を 意味す ると 考えられる。 

柳 田 国 男 は 『桃 太郎の 誕生』 の 中で、 高知県 安芸 郡 佐 喜 浜 村の 野 根 山の 国有林の 中に、 産ノ 杉と 称する 有名な 

古木の あった こと を 伝えて いる。 その 杉 は 地上 四メ ー トル ほどの 高さの 処で 幹が 横に 屈曲し、 そこが 平らに なつ 

て 五、 六 人 は 楽に 坐 わる ことができ たという。 昔、 旅の 女が この 樹の 上で 産 をした という 伝説が あり、 安産の 護 

符 にと 後代まで その 杉の 木片 を 削って もっていく 風が あった。 ところで、 この 杉に まつわる 次の 話が ある。 

あるとき 一人の 飛脚が この 野 根 山の 峠路を 越えた 途中、 数十 匹の 狼に 呔ぇ たてられ ている 産婦 を 見出し、 産婦 

を 助けて 近くに ある 大 杉の 枝に のぼらせた。 すると 狼た ち はや ぐら を 組んで 迫って きた。 飛脚が 刀 を 抜いて 切り 

伏せた ので、 狼た ち は 「では 崎 浜の 鍛冶屋の 母 を 呼んで こよう」 と 言った。 すると まもなく 大白 毛の 狼が 肩 梯子 

の 頂上に のぼって きた。 飛脚が 切りつ ける と、 カンと いう 音が した。 よく 見る と 頭に 鍋 を かぶって いた。 それで、 

なお 切りつ ける と 鍋が やぶれて、 狼 は 地上に 倒れて しまった。 他の 狼た ち は 逃げ失せた。 飛脚 は 産婦 を 木から お 

ろし、 帰りが けに 崎 浜に まわって 鍛冶屋の 家 をたず ねた。 すると 人の 呻き 声が 聞こえる のでたず ねる と、 鍛冶屋 

の 老母が 夜中に 便所に 行き、 石に つま； ずいて ころび、 頭に 怪我 をした という。 飛脚 は、 奥の間に はいると 老母 を 

突き殺して しまった。 鍛冶屋の 家族が おどろく と、 飛脚 は 先夜の こと を 話した。 狼が 老婆 を 食い殺して 母に 化け 

ていたの であった。 縁の下 を 見る と 人骨が たくさん 散らばつ ており、 死んだ 老母 は 大白 毛の 狼と 化して しまった、 
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という ものである。 そして 崎 浜に は 今 も 鍛冶屋の 母の 屋敷 跡が 残って いると いう。 土 佐の 崎 浜で は 「鍛冶屋の 母 

を 呼んで こよう」 というの が、 新 潟で は r 弥三郎 婆さん を 頼もう」 という ことにな つてい る。 ここにお いても、 . 

弥三郎 婆の 伝説が 鍛冶屋の 母の 伝説で ある ことが はっきり する。 

南方 熊 楠 は 『千疋 狼』 の 中で、 土 佐 野 根 山の 千疋 狼の 頭領が 鍛冶屋の 母で、 鍋、 鉢 または 签を かぶって 先登し 

たという が、 鍛冶屋が 妖術 や 変化に 関係の あつい こと は、 外国で もしば しば 聞く として、 アビシニアの 鍛工 はよ 

く 狼、 ヒェナ 等の 獣に 化身 するとい うの は、 もっとも 土 佐の 話に 近いと 言って いる。 これにた いして 柳 田 は 『桃 

太郎の 誕生』 の 中で 「私 は 逆に 土 佐の 東 境 (注 • 野 根 山の こと) の やうな 伝説の 存 する を 見て、 鍛冶の 母なる もの 

が 今日の 産婆の 前身、 即ち 半ば 信仰の 助け を 借りて、 婦女 産褥の 悩み 憂 ひ を、 軽く する 役目 を 持って ゐ たので は 

ないかと 考 へて ゐる」 と 言って いる。 

こうした 話から して、 越後 弥彦に 伝わる 弥三郎 婆の 伝承 もまた 鍛冶屋の 母と 縁 由 を も つていた ことが 推察され 

る。 それが 弥彦 神社の 社家で 鍛冶 職であった という 黒津 家の 弥三郎 から 出発した 伝承で あるか は、 はなはだうた 

がわし いとしても、 黒津 弥三郎 なる ものが 実在して いたと すれば、 それと 結びつい たこと はまちが いない。 弥三 

郎 婆が 典 海 大僧正に 発見され た大杉 (婆々 杉) というの も、 土 佐 野 根 山の 産 ノ杉を 連想させる。 たたら は 子宮で 

あり、 鍛冶 技術 は 産婦人科の 技術と 同じで あると エリア ー デは 言って いる。 たたら 炉の 穴から 「湯」 つまり 溶け 

た 金属が 流れる の は、 赤ん坊が 産道 を 通って 誕生す るのと 同じで ある。 鍛冶屋の 母が 産婆の 前身と しての 役割 を 

果たしていた というの は、 両者の 親 縁 性 をつ よく 意識して いた 未開人 や 古代人の 発想に よる ものと 思われる。 

鍛冶屋が 呪 力 を もって 多くの 人た ちに 恐れられた 世界が、 南 島に はつい 最近まで あった。 奄 美大 島で は、 鍛冶 

屋の 子供と 喧嘩す ると、 あとでた たりが くると いうので 禁物だった と 大山 麟 五郎 氏 は 子供 時代の 頃の こと を 述懐 

している。 では、 なぜ 狼が 土 佐の 話 や 弥三郎 婆の 話に 登場す るかと 言えば、 狼の 産 見舞の 風習から 推測され るよ 
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うに、 狼が 安産に 関与す る 動物で あると 考えられて いたから ではないだ ろうか。 もっとも、 それば かりで なく、 

南方 熊 楠が 指摘して いるよう に、 鍛冶屋が 狼に 化ける という 古い 伝承が 潜在して いるの かも 知れない。 いずれに 

しても 私 は 弥三郎 婆の 伝説が、 その 根源に おいて、 鍛冶屋の 伝承から 出発して いる こと を 力説したい。 それが、 

他の 説話に どのような 形で 波及して いくか を つぶさに 眺めて みると き、 そこに は 意外な 事実が 出現し、 展開す る 

ことになる。 

五 

こし  こくじよ うじ 

加賀の 白山 を 開いた という 伝承 上の 人物 は 越の 大徳と 仰がれた 泰澄 上人で ある。 国 上 寺 もまた 泰澄 によって 開 

かれた という 縁起 を もっている。 現に 国 上 寺の 本堂に は泰澄 像が 安置され ている。 ところで 『日本 高僧 伝』 の 

「泰澄 伝」 に は 次の 挿話が 記されて いる。 

国 上 寺で、 ある 信者が 塔 をつ くった が、 落雷の ために 三度 もこ わされて しまった。 そこで 四 度 目に 塔が 落成し 

たと き、 泰 澄が 塔の かたわらで 法 華經を 読んだ。 すると、 一天に わかに かき 曇り、 雷鳴と 稲妻が しきりに してい 

たが、 一人の 童 男が 雲の 中から 落ちて きた。 童 男 を しばりあげ ると、 涙 を 流して 許し を 乞い、 「これまで この 国 

上 山に は 地 神が いた けれども、 塔が 立つ と、 そのいる 場所が なくなって しまう ので 地 神 は 自分に 塔 を こわさせた „ 

しかし 今、 経文の 力に よって 地 神 は 去った。 これから 国 上 寺の 四十 里 四方で は、 落雷がない ようにす る」 と 約束 

して、 いましめ を 解いて もらった。 この 誓い は 今にいた るまで 守られて いる、 と ある。 この 話と そっくりな 話が 

『今昔 物語』 巻 十一 一に 載って いる。 そこでい ぅ神融 聖人と は泰澄 上人の ことで ある。 

ところで、 多 宝 山 や 国 上 山 を ふくむ 弥彦 山塊の ふもとの 地方で は 次の ような 話が 残って いる こと を、 藤 田 治 雄 

氏 は 指摘して いる。 


弥彦の 神 は ある 日夕 立に 出合って、 雨 やどり をしょう と 走った。 そのと き ウドの 木に つきあたって 目 を 突いた。 

弥彦の 神 はとうとう 一眼 を 失った。 そのために 弥彦の 山中に は ウドが 生えず、 また 夕立が 降らない という。 この 

ほか、 弥彦の 神が 塩た きをして いると 夕立が 降って きたので、 神 は 怒って 雷 を 叱った。 それで 弥彦 山の 付近に は 

(6) 

夕立が かからず、 また 雷 も 落ちない、 という 話 も ある。 

r 泰澄 伝」 の 逸話と 現存の 伝承と を 比べて みると き、 前者が 古いよう に 見える が、 じっさい はそう ではなく、 む 

しろ、 はじめに 現存の 伝承と おなじ 民間伝承 があって、 そこに 泰 澄の 名が むすびつけられた のであろう。 それ は 

役 行者 や 弘法 大師に からまる 説話と おなじで ある。 ここで は、 雷神が 小童の 姿 をと つて 地上に 降りて きた こと、 

また 弥彦の 神が 雷神 を 折伏した という 一 一点に 注目 すれば 足りる。 

雷神 小 子の 話 は 『日本 霊異 記』 に 記されて いる。 尾 張 国の ある 農夫が 金の 杖 をつ いて 立って いると、 折し も 雷 

が 鳴って、 小 子の 姿 をした 雷が 落ちて きた。 持って いた 金の 杖で 雷 を 突こうと すると、 雷 は、 もし 自分 を 助けて 

くれたら、 あなたに 子供 を 得る ようにして あげよう といい、 天に 昇った。 あとで 生まれた 子供の 頭に は、 蛇が ま 

つわりつ いていた。 出生した 子供 はたい そう 力持ちで、 のち、 大和の 元 興 寺の 童子と なって 鬼 を 退治し、 道場 法 

師と 呼ばれた という 話で ある。 おなじ 『日本 霊異 記』 に は、 小 子部栖 軽が 赤い 幡样を かかげて、 雷 を 追い かけ、 

捕えた 話が 載って いる。 このように、 雷神が 小 子と して 実現され ている の は 「泰澄 伝」 と 同様で ある。 「雄 略紀」 

に は、 少子 部 (小 子 部) 連栖 軽が 三輪の 大蛇 を とらえて 天皇に みせた。 天皇が ものいみし なかった ので、 雷が ひ 

婆 かり ひらめき、 大蛇の 目が かがやいた。 天皇 は 逃げて、 大蛇 を 丘に 放た せ、 少子 部連栖 軽に 少子 部 雷の 名 を 与え 

^ たと ある。 ここに も 少子 部と 雷の 関連が みてとれる。 『扶桑 略記』 に は 神の 林 を 伐った こと を 子 部の 大 神が 怒つ 

7 て、 大安 寺の 塔 や 金堂の 石 鷓尾を 焼いた という 話が 記されて いる。 これ も 子 部 氏の 神が 雷神に ほかならぬ こと を 

3 示す 例で ある。 子 部と 小 子 部 は 同族と 見て よかろう。 近 藤 喜 博 氏に よると、 奈良県 北 葛 城 郡 河 合 村 佐 味 田の 宝 塚 
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古墳から 出土した 家屋 文 鏡に は、 鏡 背の 図形に 四 個の 家が 铸 出されて いるが、 その上 空に 雷光 形の 模様が あり、 

その 雷光 形の 内に 小童が うずくまつ ている のが 認められる とし、 近 藤氏 はこれ を 雷神の 小童と 解して いる (『日 

本の 鬼』)。 もしそうならば、 雷神 を 小童で あらわす 考え は、 きわめて 古くから あつたと みなければ ならない。 

では 雷神 はどうして 小 子の 姿 をと るので あろう か。 それにつ いて 私 は 次のように 考えて いる。 まず 鍛冶屋と 雷 

神と は 深い関係 を もっている。 田 村 克己 氏の 『鍛冶屋と 鉄の 文化』 によると、 インドシナの レン ガオ 族 は 雷神 を 

鍛冶屋の パトロンと みている という。 また 中国の 青 海 省に 住む 土着民 は、 初夏に 稲の 苗が 育った ころ、 僧侶 を 招 

き、 山で 祈り を あげても らうが、 そのと き 山羊 を 殺して 皮をはぎ、 その 皮 を 柱に 突き刺して 神への 供え物と する „ 

そのいけ にえの 柱 は、 雷 を 呪縛し、 収穫 を 守る 目的の ものである という。 このほか、 ギリシア神話の 一 つ 目の 巨人 

キク ロペスが、 ゼウスの 雷電 をき たえる 鍛冶屋で ある こと は 名高い 話で ある。 まえに、 天から 鍛冶屋の 道具が 降 

つ てく ると いう 話が ある こと を 述べ たが、 それ も 天上に 鍛冶屋が いると いう 考え を もとにして いるに ちがいない- 

その 鍛冶 場で は すさまじい 音と 光 を 出す という ことから、 雷鳴 や 稲妻と つなげて 想像す るの は 当然の ことで ある- 

雷神と 鍛冶屋と が 密接な 縁 由 を もつ ものと しても、 小 子 を どう 解 すれば よい か。 それに ついては、 小人が きわ 

めて 腕の すぐれた 鍛冶屋で あると いう 伝承が 世界 各地に ある ことから、 雷神 小 子 は 鍛冶屋と しての 小人であろう 

と 私 は 考えて いる。 ベ ヤリング • ダウ ルド は 『民俗学の 話』 の 中で、 小人 は 非常に 器用な 铸金 者で あり、 ことに 

铸刀師 としてみ ごとな 腕前 を もっとい う 伝承の ある ことに 触れ、 鍛冶屋 を 生業と する 漂泊 集団が、 こうした 小人 

の 伝承 を 各地に もたらし たので はない かと 述べて いる。 また 北欧 や ドイツで は 鉱山の 中で もっとも すぐれた 坑夫 

は 小人で あると いう 俗信 も 根強く 残 つてい る。 

北欧神話の 中で は、 小人 はす ぐれた 鍛 冶工と みなされ ていて 神々 のために 盾、 槍、 斧な どの 武器 を 作った とい 

われて いる。 ハウプトマンの 『沈 鐘』 で 教会の 鐘の 铸造を 手伝った もの は 六 人の 侏儒であった。 ふい ごの 火 を 吹 
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き、 鉗子 ゃ大 金槌 を ふりあげ、 鉄砧の やけた 鉄 を 打つ 侏儒の 姿が 描写され ている。 

これ を 日本に ついて みると、 『日本書紀』 の 神武 東征の 条に、 大和の 葛 城の 高 尾 張と いうと ころに、 「赤銅の 八 

十 梟師」 がいて、 その 土 蜘蛛 はまる で 侏儒の ようで あつたと 記されて いる 箇所が 私の 注意 を ひく。 これ はかって 

銅鉱 を 掘り出して 精鍊 する 小人の ように 矮小な 集団が あ つたと い う 伝承 を 述べ ている のであって、 鉱山 に 働く 者 

や 鍛冶 を 業と する 者が 小人で あると いう 世界 各地の 伝承と 共通で ある。 

ところで 弥彦の 神が、 雷神に 落雷し ないように 誓わせた というの は、 小 子 部の 例で みるよう に 鍛冶と つながり 

が ある 雷神 制圧の 呪術 を もってい たこと を 示唆して いる。 弥彦 神が 目 一 つの 神であった ことと 思い合わせて、 弥 

彦 神の 性格 を 鍛冶 神と 規定して 差支えな いこと は、 これまでの 裏付けで 充分で あると 私 は 考える。 ， 

すでに 江戸時代の まえから、 弥彦 神社で は 三月 十八 日に 祭 をお こなって いた こと はまえ にも 述べた。 そのと き 

大大 神楽 を 奏した が、 藤 田 治 雄 氏の 研究に よると、 古く は大大 神楽と いわず、 舞 童、 八講 などと 呼ばれて いた。 

舞 童と いう 語 は、 すでに 応永 十八 年 (一四 一 一) に 見える から、 ずいぶん 時代 を さかのぼる ことになる。 そして 

十六 世紀末の 慶長ニ 年の 記録に なると、 国 上 寺の 稚児 四 人が、 三月 十八 日に 神前で 舞い をす るた めに、 弥彦に 参 

つたこと が 記されて いる。 そのと き、 小袖 装束の 稚児 四 人と 数名の 楽人 衆 は 馬に 乗り、 多勢の 衆徒 や 警備の 侍 や 

太刀持ち など は 前後に 陣取りして いたよう である。 これに 関連して 藤 田 氏 は 次の ような 伝承の ある こと を 紹介し 

ている (『高 志路』 二 四 一 号)。 

「国 上の 人び とが、 国 上 寺から ふもと 部落へ いく 稚児 道と いうの があって、 今 は 草に 埋れ ている けれども、 ほ 

上 寺の 稚児 兽 が弥彦 社へ 通った 道と いわれて いる。 この 稚児 道 は、 弥三郎 婆や 酒呑 童子が 出没して 稚児 を さら 
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つたと 伝えられ ている」 

こうした 話が あるかと 思えば また、 次の 話 も 伝わって いる。 

「明治まで、 この 稚児の 舞 (大大 の 舞) に は 稚児 一人に 一人ず つ 梓 姿の 壮漢が 太刀 を 持って 守って いた。 これ 

は 昔、 鬼婆の 襲撃に 備えて、 始められた ことで あると 考えられ ていた」 

以上の 話に 藤 田 氏 は 特別の 註釈 を 加えて はいない。 しかし 私 はこ こに 本書の 主題の 鍵 を 発見す る。 私の 興味 を 

ひくの は、 

第一、 三月 十八 日の 弥彦の 祭礼の 日の 前後に 弥三郎 婆が 出没す る ことで ある。  . 

第二、 弥三郎 婆と 酒呑 童子が 並 記して あつかわれ ている ことで ある。  ： 一 

第三、 さらわれ るの は 国 上 寺の 稚児で あると いう ことで ある。 

毎年、 三月 十八 日に 弥彦 神社で おこなわれる 祭に、 国 上 寺が 行列 を 作って 稚児 を 送り、 神前で 舞 を 奏させた と 

いう 慣行 は、 延宝九 年 (一六 八 一) という、 江戸時代 も 早い 時期に 打ち切られて しまったと いうから、 右の 伝説 

が 生まれた の も、 そう 新しい 時期で はない と 見る ことができる。 ちなみに、 この 数年 前の 延宝六 年 は、 神道 家と 

して 有名な 橘 三 喜が、 弥彦 神社 をお とずれ て、 それまで 弥彦明 神と いう 尊号し かなかった 祭神に 天 香 語 山 尊と い 

う 神 号 をつ けた 年で ある。 藤 田 氏に よると、 橘 三 喜 は、 弥彦 神社の 神主に いろいろ 質問 を 発し、 その 答えに もと 

づ いて 祭神 名 を 決めて 授けた に 相違ない という。 天 香 語 山 尊と いう 神 号に は、 鍛冶の 神の 要素が 含まれて いると 

いうの が、 その 理由で ある。 ともあれ、 この 年 を 境と して、 国 上 寺と 弥彦 神社の きわめて 古い 関係 は 中断され た- 

しかし、 新しい 神 名と 神格に よって 弥彦 神社が 支配され る 以前 は、 弥彦神 はた だ 鍛冶 神と しての 伝承 を もち つづ 

ける 無名の 神に ほかなら ず、 国 上 寺と も 密接な つながり を も つていた ことが 推定され る。 

さきの 説話に 見られる 弥三郎 婆と 三月 十八 日との 関係 は、 弥三郎 婆が 鍛冶屋の 母で ある 以上、 一向に 不思議で 
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はない。 そして、 弥三郎 婆と 酒呑 童子と を 混同す る この 説話 は、 私に 『御伽草子』 に 含まれて いる 「酒呑 童子」 

の 中の 次の 一 句 を 想起 させずに はおかない。 

…… 默ビが！^^しへを語りて聞かせ申すべし。 本国 は 越後の 者、 山寺 育ちの 児な りしが …… 

この 一条の 「山寺」 が 国 上 寺 を 指して いるの は、 ほぼた しかであろう。 というの も、 国 上 寺に は 酒呑 童子に ま 

つ わる 縁起と 共に 「酒顚 童子 絵巻物」 が 寺 宝と して 伝わって いるから である。 縁起 は あらまし 次の ような 筋 蜜の 

ものである。 

越後 国 ^ さ 塚 (現在の 西 蒲 原 郡 分 水 町 大字 砂子 塚) の 城主で ある 石 瀬 善 次 俊 綱 は桓武 帝の 皇子 桃園 親王 の 家臣と 

いわれ、 桃園 親王が 越後に 流罪に 処 せられた とき、 その 従者と して 寺 泊の 港に 上陸し、 のち 砂子 塚に 住んだ。 さ 

て、 俊 綱に は なかなか 子供が できない ので、 妻と 共に 信 濃の 戸隠 山の 権現に 参拝 祈願した ところ、 妻 は 懐妊した。 

子供 は 三年 間 も 母の 胎内に あってよ うやく 生まれた。 幼名 を 外道 丸と 呼ばれた が、 手の つけられない 乱暴者で あ 

る 一方、 ずばぬけた 美貌の 持主だった。 両親 は 外道 丸の 乱暴ぶ り を 懸念して、 国 上 山国 上 寺へ 稚児と して 出し、 

仏道と 学問の 修業に 励ませる ことにした。 外道 丸 は 国 上 寺で はおとな しくな つたが、 その 美貌 ゆえに 多くの 女た 

ちに 恋慕され た。 そうする うちに、 外道 丸に 恋慕した 娘た ち は 次々 に 死ぬ という 不吉な 噂が 立ち はじめた。 そこ 

で 外道 丸 は、 これまで 貰って いた 恋文 を 焼き捨てようと 簞笥を 開けた とたん、 もうもうたる 煙が 立ち こめて、 煙 

に まかれて たおれた。 しばらく 気 を 失って いた 外道 丸が ようやく 起き上が ると、 そのす がた は、 見る も むざんな 

悪鬼の 様相に なって いた。 外道 丸 は 呆然 自失の 体で あつたが、 飛鳥の ように 身 を おどらせて 中天 高く 飛び上がり、 

信 州 戸隠 山の 方向 を 目指し 姿を消した。 そのの ち は 丹 波の 大 江山に 移り 住み、 岩屋に 立て こもって 洒顚 童子と 名 
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乗り、 源 頼 光に よって 討伐され たという 筋の 話で ある。 

この 話に は 注目すべき 箇所が いくつか ある。 第一 に、 外道 丸の 父が 桃園 親王の 従者と して 寺 泊に 上陸した とい 

うこと である。 第二に 外道 丸の 出生が 戸隠 山と 関連して 語られて いると いう ことで ある。 第三に 外道 丸が 国 上 寺 

の 稚児であった とされて いる ことで ある。 このうち 戸隠 山との 関連に ついては 後で 詳述す る 予定で あるから、 こ 

こで は 省略して おく。 外道 丸が 国 上 寺の 稚児であった というの は、 さきに 述べた ように、 弥彦 神社の 三月 十八 日 

の大大 神楽の 折に、 国 上 寺の 稚児が 参向した という ことと つながりが あるよう に 思われる。 そこに は、 稚児 を さ 

らう 弥三郎 婆の 顔が のぞいて いる。 

国 上 山に は 酒呑 童子の 岩屋と 称する ものが あった。 また 国 上 寺に は、 外道 丸が 自分の 顔が 悪鬼に 変じた の を 見 

てお どろいた という 酒呑 童子の 姿見の 井戸と いうの も 残されて いた。 国 上 寺に は 酒呑 童子の 盃と 称する 木彫りの 

大杯 も 伝えられて きている。 これら を 見れば 『御伽草子』 にいう 「山寺」 が 国 上 寺で ある こと はまちが いない。 

ところで、 地元で は 酒呑 童子 は 分 水 町の 砂子 塚で 生まれた ことにな つてい る。 現に 砂子 塚の ある 屋敷 内に は ひ 

とむらの 竹やぶが あって、 そこ を 童子 屋敷の あとと 呼んで いる。 「越後 名 寄」 によると、 童子の 父母 は 何者か 分 

らな いといい、 母の 体内に 十六 力 月 もいて、 生まれた とされて いる。 生まれて すぐ 物 を 言い 歩く ことができた。 

その あと、 国 上 寺の 稚児になる まえに、 和納 (現在の 岩室 村) に 移った といい、 そこに も 童子 屋敷 や 童子 田の 名 

りょう ごん じ 

が 残って いる。 和納 では 楞厳 寺に あずけられ ていたと いう 伝承が ある。 もと 真言 宗で今 は 曹洞宗 に 変わって いる 

榜厳 寺の 縁起に よると、 村 上 天皇の 第五 皇子で ある 桃 井 法 親王 は、 従者と 共に 都 を 忍び 出、 北 陸路 を 通って 各地 

に 転住し、 さいごに 越後の 岩室 村の 和納に 落ちついた。 その 御所の あとが 今の 楞厳 寺で あると され、 応和 三年 
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(九 六 三) に 桃 井 法 親王が 死去した あと は、 寺の 境内に 紀州高 野の 土 を 運んで 御陵 を 築いた といわれ それ は 現在 

(7) 

も 残って いる。 

私 は 外道 丸の 父が 桃園 親王の 従者と して 寺 泊に 上陸した というの は、 この 榜厳 寺の 縁起に 見られる 桃 井 法 親王 

の 伝承と 関連が あるので はない かと 疑って いる。 桃園と いう 姓 もよ く 似て いる。 つまり 両者が 混同して 伝えられ 

たの だと 思われる。 

ところで 『高 志路』 一九 三 号に 記された 斎 藤嘉吉 氏の 文章に よると、 岩室 村 和 納には 次の ような 伝承が 残され 

ている。 往時 和納 一帯 は 水流が ほしいままに 流れ、 葦が 生いし げり、 土民 は 罠 を 張って 鳥獣 を 捕える の を 自分の 

仕事と していた。 法 親王が 土地の 名 を 問う と 「輪 難 野」 と 言った。 「輪 難」 は 罠で あり、 生き ものの 命 を 取る 道 

具 だからよ くない。 文字 を 改めよ と言われ、 「和 納」 という 名 をつ けたと いう。 

「垂仁 記」 に は、 天皇が 山辺の 大鶴 をつ かわして 空 高く 飛ぶ 鵠を 捕えさせた。 大鶴は 高 志 国の 和那 美の 水門に 網 

を 張って、 その 鳥 をつ かまえ 献上した。 そこで この 水門 を 和 那美之 水門と いう 云々、 という 記事が ある。 『古事 

記 伝』 は、 和 那美之 水門 は 越の 国の どこに あるか 不明で あると 述べて いるが、 『地名 辞書』 は、 この 和納 のこと 

であろう とする。 和 納は羅 網に 通じ、 また 和納の あたり は 水郷で 白鳥 (鵠) や 雁な ども 多く 棲んで いただろうと 

言って いる。 この 説に したがう とすれば、 さきの 桃 井 法 親王に 関. 連す る 地名 起源 説話 も 生きて くる ことになるが、 

和納が はたして、 和 那美之 水門で あるか どうか はさ だかで はない。 いずれにしても この 和納の あたりに ftr が 多 か 

つたこと は 事実で ある。 岩室 村の 和納 やそれ に 近接す る 巻 町の あたりで は、 秋になる とタ カブと いう 鳥が おびた 

だしく やって きた。 また 付近の 沼沢 地に は 雁 も 多く 集まった。 そこで 堤に 面した 立 木 や 山の 傾斜な ど を 利用して- 

小高い 丘 すれすれに 飛ぶ 鳥 を ねらって 捕った。 ときには 立 木の 股に 身 を ひそめ、 ときには 立 木に ャグラ を 組んで 

まちかまえた。 この ャグラ をサカ 棚と いう。 鳥が やってく ると、 長い 柄 を もった 逆三角形の 網 を 鳥に 投げつ けて、 
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からめ 捕った。 これ をサ カウチと 呼んだ。 

弥三郎 婆の 話 はさま ざま あるが 「加 無 波 良夜 譚」 によると、 弥三郎 は 網 使い、 つまり 田圃に 出て 鳥 を 捕える の 

を 職業と する 者であった となって いる。 柳 田が 『山 島 民譚集』 で 紹介して いるの も、 ある 夜、 弥三郎 が 鴨 網に 出 

かけて 鳥 を 待って いると ころ を、 ふいに 空中から おそわれる という 筋で ある。 弥三郎 婆 は 分 水 町中 島の 出身 だと 

いわれ、 弥三郎 婆の 屋敷の 跡と いう もの も 永く 残って いた。 分 水 町の 中島 は、 酒呑 童子が 生まれた という 分 水 町 

の 砂子 塚から 数百 メ I トル も 離れて いない。 これ は 偶然だろう か。 私に はどう もそう は 思われない。 

酒呑 童子が 越後の 生まれで ある こと は、 いつ 頃から 始まった 伝説な のか 分らない が、 弥彦 山塊の せり 出した あ 

たりの 海岸線が、 海からの 外来者の 上陸す る 足場に なって いた こと はたし かで ある。 これまでみ たように、 弥彦 

神が 寺 泊の 北の 野 積に 上陸した という 伝承が ある。 弥彦 神が 退治した 間 瀬の 賊の 安麻 背も異 族の 句い がす (； J?)。 

さらに は 分 水 町 竹 花に は、 海津 家の 背後の 丘に 新羅 義 王の 墓と 呼ばれる ものが ある。 「東 鑑」 に は、 貞応 三年 

二月 二十 九日に、 高麗 人の 船が 寺 泊に 漂着した ことが 記されて いるから、 それと からまる 伝説だろう か。 桃 井 法 

親王の 都落ちの 伝説 や、 酒呑 童子の 父が 桃園 親王に したがって 寺 泊に 上陸し、 砂子 塚に 住んだ というの も、 こう 

した 一連の 話の 中に 組み入れる ことができる。 とくに 弥三郎 婆の 屋敷と 酒呑 童子の 生地、 それに 新羅 義 王の 墓の 

あると ころ は、 きわめて せまい 区域に 集中して いる ことに 注目 せざるを得ない。 . 


越の 国と 酒呑 童子の むすびつき はこれ まで 紹介した とおりで あるが、 ここにもう 一 つの 興味 ある 話が 伝わって 

いる。 それ は、 酒呑 童子の 配下で ある 茨木 童子の 伝承が 長 岡 市の 北東の 栃尾 市に 見られる こと だ。 栃尾 市に 軽 井 

沢と いうと ころが ある。 『栃尾 市史』 の 中に 紹介され ている 「温 古の 菜」 の 文章に よると、 酒顚 (呑) 童子 は、 


国 上 寺 を 追われて のちし ばらく は、 国 上 山の 東 稲葉の 岩窟に 隠れて 里 民 をな やまして いたが、 その あと 古志 郡 軽 

井 (現在 栃尾 市) に 移った。 そのころ 古志 郡 茨木 善 次 右衛門の 家に 生まれた 茨木 童子と いう ものが、 悪行 を 好ん 

で 村民に 憎まれて いた。 酒呑 童子 はこの 茨木 童子と 友人と なり、 大平山 を 棲み 家と して 近辺 を 横行した。 酒呑 童 

子と 茨木 童子の 双方の 力に 優劣 はない が、 酒呑 童子 は 才智に 長 じていた ので、 茨木 は 酒呑 童子と 主従の 約 をな し 

た。 そのの ち、 茨木 は 出生の 土地 を はばかって 十八 人の 家来 を ひきつれ、 黒 姫 山 (刈 羽 郡) に 移った が、 さらに 頸 

城 郡の 賀風ケ 嶽に居 を 転じ、 三 転して 信 濃 国 水 内 郡 戸隠 山に たてこも つたが、 最後に 丹 後の 大 江山 を 根拠地と し、 

酒呑 童子の 配下と なって 暴威 を 振った、 と ある。 

ところで 茨木 善 次 右衛門の 家 は 旧家で 今 も 残って おり、 茨木 童子が 使用した という 二、 三の 器物が 残って いる。 

その 家のう しろに 童子が 住んだ 岩窟が あつたが、 いま はこ わされて 跡 だけが ある。 その かたわらに 清水が 湧き出 

ている。 このつ づきの 田圃の 中の 十 坪ば かり は、 童子 出生の 旧跡と いう ことで 古くから 開拓 を 禁じて いると いう 

私が 栃尾 市で 聞いた ところに よると、 軽 井沢の 茨木 童子の 住んだ 童子 屋敷 は 峠に むかった 豪壮な 構えだった とい 

うが、 家 は 焼けて しまった。 屋敷に は 童子の 使用した という 椀 類が 残されて いた。 昔 は 「言う こと を 聞かない と 

童子のお 椀 を もってくる ぞ と言われる のが 子供の 頃 何よりも こわかった」 という 老婆の 証言 も ある。 家の かたわ 

らには 童子 清水が こんこんと 湧いて いたが、 それ も 現在 は 道路 改修に よって 往時 をし のぶこと もで き なくなった 

という。 しかし 軽 井沢に は 酒呑 童子と 茨木 童子が 山野の 獣 をと つ て 料理した 俎板 石と 殂板 清水の 地名が 残 つ て い 

婆 る。 また、 二人が たてこもった 大平 山に は 鬼 倉と いうと ころが あるが、 そこに は 鬼の 穴が あって、 鬼の 穴に は 石 

^ 段 を 築いた あとが ある。 多分、 そこに は 銅が 出た ので はない か。 童子た ち は 金 掘り を やらせて 女郎 を 置いた ので 

よない か、 丘く に 女郎が 沢と いう 地名 も ある、 と 話して くれた 人 も あるが、 果して 銅が 産し たかは 確認し がた レ 

3 鬼 倉の 所在地 は 雷と いう 集落で ある。 この 集落 は 明治 二十 年代に 作られた と 私 は 聞いた が、 雷と いう 厨 変り の 地 
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名まで が そのと きつけられ たと は 思えない。 この 雷に は 雷神との 関係の 暗示が こめられて いるので はなかろう 

、 0 

力 

栃 尾に は 茨木 童子の 出身地と いう 伝承の ほか、 虎 熊 童子の 話 も 伝わって いる。 栃尾 市の 熊 袋と いうと ころが、 

その 出生地と されて いる。 そこに は坊が 沢と よばれる ところが あり、 かって は 寺 もあった らしい。 寺 跡の あると 

ころ を 護 品 山と いっている。 『御伽草子』 では 酒呑 童子が 「ほしく まどう じく まどう じ、 とらく まどう じかね ど 

うじ、 四 天 わう とな づけて ばんをさせ」 たと ある。 『江戸 風俗 野史』 によると、 むかし 丹 波 国大 江山に 猪 熊 入道 

雷雲と いう 大 盗賊が 住んで いた。 都から 征伐に 出向いた 某と いう 大将に 討ち とられた が、 この 入道 は 首を切られ 

ながら も 一念 すさまじく、 討 手の 鎧の 袖 を くわえて 空中 高く 首が 飛び上がった。 これが 風の はじまり である、 と 

説明して いる。 それ は 源 頼 光に 切られた 酒呑 童子の 首が 身体 を 離れて 空に 舞い上がり、 頼 光 をめ がけて ひと かみ 

ほし かぶと 

にしよう としたが、 星 甲の 威光に おそれ をな して ひるんだ という 『御伽草子』 の 一 条を 思わせる ものであるが、 - 

このように 越後の 栃 尾に 酒呑 童子の 眷属の 縁 由が 語られる のに は 何 か 仔細が あると 思われる。 

話 を 茨木 童子に 返す と、 栃 尾の 郷 中の 渡 辺 姓の 家々 では 節分に も わざわざ 「鬼 は 外」 を 言う 必要 はなく、 この 

一族に かぎって 豆まき はしない の だと 今に 伝えて いる。 というの も 茨木 童子 はかって、 渡 辺 綱と 渡りあって、 片 

腕 を 切り落とされ たという ことがあ るからで ある。 また 茨木 童子 は 郷里 を 出奔 するとき に 家の 破風 を つきやぶ つ 

ていった ので、 栃 尾の 軽 井沢の 家々 では 他所と ちがって、 いずれも 破風 を 作る こと を しないと 伝えて いる (『栃 

尾 巿史』 )。 

ここで 思い起こ すの は 『太平 記』 巻 三十 二に、 鬼 切の 刀の 由来が 述べられ ている ことで ある。 渡 辺 綱が 大和 国 

宇多 郡の 大きな 森に 出没す る 妖怪 を 退治し ようと、 女装して 待って いると、 にわかに かき 曇った 虚空から 綱の 髪 

をつ かむ ものが ある。 綱 は 源 頼 光から たまわった 太刀 を 引きぬ いて 払う と、 毛が 黒く はえて、 指 は 三つし かなく、 
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しかも その 指先の 爪が 曲って いる 腕 を 切り落とした。 綱 は 頼 光に この 腕を献 じた。 七日た つた 夜、 頼 光の s が 河 

内の 高 安の 里から やって きた。 そして 切り とられた 腕 を 見せても らうと、 その 腕 を ひったくり、 牛 鬼と なり、 酌 

をして いた 綱 を 左の 手に ひつ さげながら 頼 光に 走り かかった。 頼 光が 太刀 をぬ いて 牛 鬼の 頭 を 切り落とした。 頭 

は宙に 飛び上がり、 頼 光の 太刀の きっさき を五寸 食い切って 口に ふくみながら、 半時ば かり 飛び上がり 吠え 怒つ 

ていたが、 ついに は 地に 落ちて 死んだ。 しかし、 その 身体 はなお 破風から 飛び出て、 はるか 天に 昇って いった。， 

今日まで 渡 辺 党の 家作り に 破風 を しないの はこの せい である、 云々 という 話で ある。 

同様な 話 は 『平家物語』 にも 『源平 盛衰 記』 にも あるが、 渡 辺 党が 破風 をつ くらない という 点 は、 さきの 茨木 

童子の 話に 反映して いる。 しかも 破風 を やぶって 脱出、 逃亡 するとい うの は 新潟県の 柏 崎に つたわる 弥三郎 婆の 

話に も 見られる。 また 新潟県の 東 頸 城 郡 安塚 町で は 弥三郎 婆 は、 家の 煙出しから 飛び出して いったと いう 話 を 伝 

えてお り、 そこの 牧野 部落で は 今でも 民家に 煙出し を 作らない。 婆が ふたたび 煙出しから はいって こられる の を 

恐れての こと だとい う。 こうして モノ  ノケゃ 鬼の 出入す るの が 破風 や 煙出しに ほかならぬ ことが 分かる。 

しかし 茨木 童子の 出生地 はふつ う 越後の 山中と は 考えられ ていない。 摂津の 茨木 だとい う 説が もっとも 有力で 

ある。 それが、 なぜ 越後の 産と いう 伝承が 生まれた のかと いえば、 おそらく 酒呑 童子の 出生 譚の 影響 を 受けて い 

るので はないだ ろうか。 しかし それば かりと も 言い切れな いのは、 茨木 童子と 弥三郎 婆の 襲撃の 仕方が 酷似して 

いる ことで ある。 いずれも、 黒雲に 乗じて 空から おそいかかり、 髪 毛 をつ かむ。 そうして 手を切られて しまう と 

、， う 趣向に なって いる。 黒雲に 乗って 飛行 するとい うの は、 前に ふれた ように 多 度 神社の 一目 連と いう 神の 外出 

の 方法で ある。 一目 連 は 一 つ 目の 神に ちがいなく、 鍛冶の 神で ある。 したがって、 少なくとも 弥三郎 婆の 話に は 

それが 反映して い ると 思われる。 

また 酒呑 童子の 出生に まつわる 次の 話 も 見過ごし がたい。 岩室 村に 伝わる 話で は、 その 付近の 川に トチ という 
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魚が 住んで いた。 妊娠した 女が それ を 食べる と、 生まれた 子 は、 男なら ば大 盗賊、 女なら ば 淫婦と なり、 満足な 

一 生 を 過ごす ことができ なか つたと いわれる が、 酒呑 童子 はこの 魚 をた くさん 食った 母親の 体内に 十六 力 月 もい 

て 生まれた 子ども だとい う (小山 直嗣著 『越 佐の 伝説』)。 

藤 沢 衛彦の 『日本 伝説 研究』 によると、 トチ という 魚 は カジ 力と なって いる。 その カジ 力 は 頭に こぶの ある 色 

とび おち 

の 黒い 魚で ある。 和納の あたり を 流れる 飛 落 川に 住んで いた。 酒呑 童子 は和納 にいた 頃に 飛 落 川に 遊んで 魚 をに 

らみ 殺す こと を 試練と したと いうが、 そのため 川の カジ 力 はこと ごとく 眼が おちく ぼむ ようにな つてし まつ たと 

いう。 

片目の カジ 力の 話 は、 越後 南 蒲 原 郡 森 町村 (現在 下田 村) の 鎌 倉 沢に も ある。 その 沢に 住む カジ 力 はみ な 左 眼が 

すがめ であるが、 それ は 鎌 倉 権 五郎 景 政が 鳥 海 三郎の 矢に 左 眼 を 射られて 片目と なり、 のち 世 を 捨てて 五十嵐 川 

の 上流、 大 江の 村の 奥に 身 を 隠した ので、 景 政の 住んだ 渓流 三 里の 沢 を 鎌 倉 沢と 称し、 そこに 住む カジ 力 は 片目 

であると いう (『伝説の 越後と 佐 渡』)。 

論証 はこ こで は 省く が、 片目の 魚の 伝説の 所在地 は、 鉱山 やた たら や 鍛冶 場に 関連が あると いうの が 私の 考え 

(9) 

である。 

五十嵐 川の 上流の 山中に 銅 や 銀の 鉱 穴が ある こと は 『地名 辞書』 も 伝えて いる。 そこに 大江 という 地名の ある 

こと も 見過ごし がたい。 というの は、 酒呑 童子の たてこもった 鬼の 岩屋 は 丹 波で なく、 この 越後の 大江 であると 

いう 説 も あるから である。 そして 大 江から は栃 尾に 通じる 道が ある。 こうして みると 酒呑 童子と 茨木 童子 はふた 

たびつな が つてく る。 

おそらく、 海路 をへ て 越後の 寺 泊の 北に 上陸した 鍛冶 技術の 集団が、 弥彦 山塊の 自然 銅 を 採掘して いた。 彼ら 

の 奉 斎す る 目 一 つの 神 は 雷神 を 制圧す る 鍛冶の 神に ほかなら なかった。 古代に おいて は 鍛冶 集団 は、 安産の 呪術 
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を 持つ と 信じられた。 狼 もまた 安産の 守り神で あると いう ことから 鍛冶屋の 老母と 狼と を 同 一 視 する 伝説が 生じ 

た。 それが 千 匹 狼の 話に ほかなら ない が、 弥三郎 婆の 伝説の 原型 も そこに あると 私 は 推量す る。 そして 弥三郎 婆 

と 酒呑 童子の 出生地の むすびつきが 偶然で ない とすれば、 酒呑 童子の 物語に も 鍛冶の 伝承が 反映して いると みな 

ければ ならない。. 
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伊吹の 弥三郎 


酒呑 童子に ついて 述べる まえに、 伊吹の 弥三郎 に 触れて おく 必要が ある。 佐 竹昭広 氏の 『酒呑 童子 異聞』 の 冒 

頭に r 弥三郎 風」 のこと が 紹介され 論じられ ている。 ここにい う 弥三郎 は 越後 国の 弥彦に 関係の ある 弥三郎 では 

ない。 近 江 国 伊吹山 を 中心とする 口碑の 主人公で、 異常な 力 を もつ 人物で ある。 

佐 竹 氏の 紹介す る 『近 江 源氏 佐々 木 日記』 によると、 元 和 七 年 十一月 二十 一日に、 近 江 固ー 帯に 大風が 吹いて、 

山林の 大半 を 吹きた おした。 それ を r 弥三郎 風」 といった という。 大風に 弥三郎 という 人間の 名が 関わりあって 

いるの はどうした わけであろう か、 と 佐 竹 氏 はいろ いろ 詮索して いる。 

たとえば、 十五 世紀の 初頭に 完成した 『三国 伝記』 に は 次の ような 話が 掲げられ ている という。 近 江 国 伊吹山 

に 弥三郎 という 変化の 者が 住んで いて、 昼 は 岩屋に 住み、 夜 は 遠 境に 往還し、 人家の 財宝 を 盗みう ばい、 国土 を 

荒らし まわった ので、 近 江 国の 守護 佐々 木 備中守 源 頼 綱にたい して、 弥三郎 を 退治せ よとの 勅命が 下った。 頼 綱 
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は 数年 かかって やっと 弥三郎 とめぐり あい、 凶賊 を ほろぼす ことができた。 そのの ち 弥三郎 の 怨霊 は 毒蛇と 変じ 

て 大いに 害 をな したので、 弥三郎 の 悪霊 を 神と あがめて、 井 明 神と 名 づけた。 そこで 弥三郎 の 霊 は 井の 口に まつ 

られ、 水神と して 守護神の 役割 を 果たす ようになつ たという 話で ある。 これで みれば、 弥三郎 はの ち 蛇体と なつ 

たこと が 明らかで ある。 

佐 竹 氏 は 更に 『北 条九代 記』 という 延宝三 年刊の 書物に 「柏 原 弥三郎 逐電」 と 題す る 文章の ある こと を 述べて 

いる。 それによ ると、 近 江 国の 住人の 柏 原 弥三郎 は、 平氏 征討に 勲功が あり、 その 賞に 江 州 柏 原の 荘を たまわつ 

て、 京都 警衛の 人数に 加えられ たが、 狼藉の 所業が 多かった ので、 弥三郎 追 罰の 宣 旨が 下った。 京都から 官軍が 

近 江に 攻めよ せて、 柏 原 荘の弥 三郎を 求めた が、 弥三郎 は 妻子 もろともに 逐電して 姿 をく らました という。 この 

『北 条九代 記』 というの は、 その 資料 を 『吾妻 鏡』 にあお いでいる こと を 佐 竹 氏 は 指摘して いる。 

『吾妻 鏡』 によると、 逐電した 弥三郎 は 一旦 は ゆくえが 分ら なくなって しまったが、 あくる 年の 建 仁 元年 五月 九 

日に 誅伐され たこと になって いる。 柏 原荘の 弥三郎 はこの ように 実在した こと を 佐 竹 氏 は 歴史 記録から 引き出し 

て 証明し、 その 名が 為永 (為 長と も 書く) と 呼ばれた ことまで 明らかに している。 

ところで、 『御伽草子』 に は 「伊吹 童子」 の 一 篇が ある。 大変な 名文で あるが、 そのこと はこ こで は 措く。 佐 

竹 氏の 取り上げ たの は 次の 箇所で ある。 

「この 弥三郎 殿 は 野 山の けだもの を 狩りと りて 朝夕の 食物と し 給へ り。 もしけ もの を 得ざる 日 は 田夫野人の 宝 

とする 六畜 のた ぐ ひ、 たき 木 を 負へ る 馬、 田 を たがやす 牛な ど を 奪 ひ 取り、 うちころし などして 食し ける 有様、 

鬼神と いふ は是 なるべし、 のちに は 人 を も 食 ひ 給 ふべ しとて、 見聞きし 程の 者、 皆々 所 をす て \ 四方へ にげ 散 

りし 程に、 伊吹の 里の 近き あたり は 人 住まぬ 野原と ぞ 成りに ける」 

このよう にして 佐 竹 氏 は 次の 文章で r 弥三郎 風」 の 章 をし めくく つてい る。 
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「柏 原 弥三郎 が 伊吹山 深く 姿 をく らまし、 佐々 木 信 綱の 手で 誅伐され るまでの 約 一年 半 は、 伊吹 周辺の 住民に 

とって、 まさに 恐怖の どん底であった ろう。 いや、 かれが 誅に 服した 後に おいても、 依然 その 恐怖 は つづか ざ 

る をえなかった。 今度 はかれの 悪霊が 畏怖の 的と なった ので ある。 弥三郎 に まつわる 恐怖の 印象 は、 里人の 口 

づ たえに つぎつぎと 語りつ がれて いくうち、 しだいに かれ を 実在の 人物と してよりも、 むしろ 空想 上の 人物と 

して、 史実の 主人公より 伝説の 主人公へ と 変貌 させて いった。 弥三郎 の 正体 は 大蛇で、 実は 伊吹 大明 神の 申し 

子な の だと か、 本当 は 天狗だった の だと か、 大足の 巨人な の だと か、 多くの 伝承が とりどりに 成長 を とげて き 

たの も、 かれ をめ ぐる 恐怖の 記憶が あまりに も 強烈だった からに ほかなら ない。 里人 は 水が 渴れれ ば 弥三郎 の 

怨霊の しわざと して 恐れ、 大風が 吹けば 弥三郎 のた たり を 信じて 疑わなかった。 元 和 七 年 十一月、 湖 国に 吹き 

荒れた 大風 を、 時の 民衆が なぜ 弥三郎 風と 呼ばなければ ならなかった か。 柏 原 弥三郎 誅伐の 事あって 四百 年余 一 

f,lf., 三郎 はい まだ 近 江の 国人の 胸に 根強く 生きて いたので ある」 

これが 佐 竹 氏の 結論で ある。 つまり 実在の 人物の 荒び た 所業が 伝説 化されて いったと いう 風に 佐 竹 氏 は 捉えて 

いるので ある。 果してそう であろう か。 私の 疑問 を 次に 展開す る。 

二 

伊吹の 弥三郎 について はさま ざまな 伝承が まつわりつ いている。 その 一 つ は 『御伽草子』 の 中の 「伊吹 童子」 

の 出生 譚 に関する 箇所で ある。 それによ ると、 近 江 国の 大野 木 殿と いう 有徳 人の 娘に、 夜な夜な 通って くる 男が 

おだまき 

いた。 この 男の 正体 をつ きとめる ために、 針の ついた 苧環を 男の 衣の すそに つけて、 その あと をた どって いくと 

伊吹山の ほとりの 弥三郎 の 家に ついた。 やがて 大野 木 殿の 娘 は 弥三郎 の 子供 を 身 ごもる が、 胎内で 三十 三 力 月す 

ごした のちに、 異様な 男子が 出生した。 それが 伊吹 童子であった、 という ことで ある。 これ は 佐 竹 氏 もい うよう 
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に 蛇 聲入譚 である。 また 林道 春の 『本朝 神社 考』 の 「胆吹 明 神」 の条 にも、 ャ マト タケルが 伊吹 はの 荒神 を 退治 

しに 出かけた とき、 その 荒神が 蛇と なって 山路に よこたわ つていた。 その 蛇 を またいで 行った ところ、 山が 荒れ 

てャ マト タケル はなや まされた。 そこで この 胆 吹の 神 は八岐 大蛇の 変ずる ところで あると 世に 信じられ ていたと 

いう。 

このような いくつもの 例 を あげて、 佐 竹 氏 は 「伊吹の 弥三郎 と は、 まさしく 蛇 神の 化 現だった ので ある」 と 結 

論 を 下して いる。 

この 結論に 私 は異を 唱える もので はない。 ただこの 結論 を 更に 延長して 考えて みたい ので ある。 

r 景 行紀」 によると、 伊吹山の 山の 神が 大蛇と なって 道に 横たわり ャ マト タケル を 阻んだ と あり、 また 『源平 盛 

衰記』 こよ、 スサノ ォが剣 を アマ テラスに たてまつった ところ、 アマ テラス は大 へん よろこんで、 この 剣 は 自分 

がかって 天の岩戸に 閉じこもった とき、 近 江 国の 伊吹山に 落ちた 剣で あると 言った という 話が のって いる。 また 

同書 は その 大蛇と いうの は 伊吹 大明 神の 法 鉢で あると も 述べて い る。 先の 『本朝 神社 考』 の 話 は、 『日本書紀』 

と 『源平 盛衰 記』 の 話 を つぎあわせた ものである。 

「伊吹 童子」 もまた スサノ オノ ミコト の八岐 大蛇 退治に ふれて、 その 大蛇 は 伊吹 大明 神で あり、 それゆえに 伊吹 

の 弥三郎 は 酒を大 そう 好んだ と 述べて いる。 

注意すべき こと は 剣と 蛇との 関連が ここでつ よく 示唆され ている ことで ある。 ところで ここにい う 伊吹 大明祌 

と は 伊吹山の 神の ことに ほかならぬが、 その 神 を まつる 神社が 伊吹山の ふもとに 二箇所 ある。 一箇所 は、 不 破の 

関の すぐ 近く、 岐阜県 不 破郡垂 井町の 伊吹に ある 伊富岐 神社で あり、 もう 一 つ は 美 濃から 不 破の 関 を 越えて 近 江 

に 出た ところ、 滋賀県 坂 田 郡 山 東 町の 伊吹に ある 伊吹 神社で ある。 美 濃の 垂 井町の 伊 富岐 神社 は 『文徳 実録』 に 

みえる。 一 方、 近 江の 山 東 町の 伊吹 神社 (伊 夫岐 神社と も 書く) は、 『文徳 実録』 や 『三代 実録』 に そ の 名が み 
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える 式 内 社で ある。 この 伊吹と いう 集落に はィ フクと いう 人名が 多い。 

おそらく イブ キの名 を 冠す る 二つの 神社 は、 共に 伊福部と 呼ばれる 古代 氏族と 関連が あり、 吉田東 伍の 説の よ 

うに、 伊福部 氏が 伊吹山の 神 を 自分の 氏神と して まつった のであろう。 では 伊福部 氏 は どのような 伝承 を もった 

氏族であろう か。 『常 陸 国 風土記 逸文』 に は 次の ような 説話が 載って いる。 

昔、 兄と 妹と がお なじ 日に 田 を 作って、 今日お そく 苗 を 植えた もの は、 伊福部の 神の わざわい をこう むる だろ 

う、 といって いたと ころ、 妹が 苗 をお そく 植えた。 すると、 雷が 鳴って 妹 を 蹴 殺した。 兄 は ひどく 歎いて、 雷 を 

恨み、 妹の かたき を 討とうと したが、 雷神の 所在が 分からない。 そこへ、 一羽の 雉が 飛んで きて 肩の 上に とまつ 

た。 麻糸 を 雉の 尾に かけた ところが、 雉 は 飛んで 伊福部の 岳に あがって いった。 雉に かけた 麻糸 を さらにつ ない 

でい くと、 雉 は 雷神の 住む 岩窟に ついた。 そこで 男 は 剣 をぬ いて 雷神 を 斬ろうと すると、 雷神 は 恐れ おののいて、 

命 を 助けて くれと たのみ、 男の子々 孫々 にいた るまで、 雷に 打 たれる おそれ はない ようにす ると 誓った。 そこで 

男 は 雷神 を ゆるして や つたと いう。 

この 伊福部 岳 は 常 陸 国の 夷針郷 にある と 考えられ ている。 中 山 太郎は 『雷神 研究』 の 中で 「この 伊福部 神と あ 

るの は、 倭 尊、 この 大蛇 は 荒ぶ る 神の 使者で あると て、 跨いで 通った と ある、 近 江の 胆吹 山の 神と 同じで ある」 

という 栗 田 寛の 『栗 里 先生 雑 著』 を 引用して いる。 

常 陸の 伊福部 岳の 説話で は、 「伊福部の 神」 は、 明確に 「雷神」 として 登場して い る。 そして、 先にみ たよう 

に 伊吹山の 神 は 「蛇 神」 であった。 この 伊吹山の 神 を まつった のが 二つの イブ キ 神社で あり、 それ を 伊福部 氏 は 

自分た ちの 氏神と して 守りつ いだ。 という ことから、 蛇 神 は 雷神の 別の 表現で あると いう ことができる。 また 伊 

吹 山に は、 先に 見た ように、 剣にから まる 説話 も 登場す る。 そこで、 剣 I 蛇 I 雷と いう 関連 づけが 可能になる。 

雷神 こそ は 鍛冶 神で あると いう 論証 はすで におえた ところで ある。 近 江と 美 濃の 国境に またがる 尹 吹 山が、 伊， 
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部 氏の 奉 斎す る 鍛冶 神の 住む 山で あると みなす こと は 決して 不自然で はない。 

古代の 伊福部 氏が 金属 精練に 密接な 関連 を もつ 氏族で あり、 銅 驛 もまた 伊福部 氏の 製作になる もので はない か 

という 仮説 は、 拙著 『青銅の 神の 足跡』 で 詳述した ところで あるから、 ここで 繰り返す こと は 避ける が、 伊吹山 

の 大蛇が 雷神 を 意味し、 その 山に 鍛冶 神の 伝承が 伝わって いる こと は、 伊福部 氏の 存在 を 考慮に 入れる とき、 さ 

らに 納得され る はずで ある。 — 

佐 竹 氏 は 史実の 凶賊が 伝説の 鬼神へ と 変貌して いくな かで 生まれた 伊吹の 弥三郎 伝説の 中に、 仮名 草子 『日本 

二十 四 孝』 (寛 文 五 年刊) の 中の 弥三郎 伝説の ある ことに も 触れて いる。 それ は 次の ような 筋で ある。 

「近 江 国の 伊吹山に 弥三郎 という 者が いた。 その 身体 は 鉄の ようで 千人力 を 超える 超人であった。 そこで 国中の 

もの はお それて 鬼 伊吹と 呼んで いた。 この 伊吹の 弥三郎 は 朝廷に 奉る みつぎもの をう ばったので、 朝廷 は 退治し 

ようとし たが、 何しろ 切っても 突いても 痛くない 身体の 持主で、 矢 を 射ても その 身体 ははね かえした。 そのころ、 

吹の 弥三郎 は 三 上と 名乗る 兵法の 達人の 娘に 懸想して いた。 三 上 は 弥三郎 を 討って 朝廷の ほうびに あずかろう 

と、 一人娘 を 弥三郎 に 与えた。 そして 弥三郎 の 身体が 鉄の ように 固くても、 左右の 脇の 下 だけが ふつうの 人間と 

おなじで ある こと を さぐりあてる。 あるとき、 三 上 は 弥三郎 を まねいて 庭石 を 動かす こと を 頼んだ。 弥三郎 は そ 

の 依頼に 応じて、 小山の ような 大石を 持ち上げた。 そこ を 見計らって、 三 上 は 脇の 下 を 突き上げた。 弥三郎 はつ 

いに 死んで しまった」 という ものである。 

このように、 全身が 鉄で できて いるが、 ただ 一力 所が 肉 身で あるた めに、 その 箇所 を 刺されて 殺される という 

鉄人の 説話が 日本に いくつか 残って いる。 これらの 例証 を 大林太 良 氏 は 『本朝 鉄人 伝奇』 と 題す る 論文の 中で 七 
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例 あげてい る。 そうして、 鉄人 伝説に は 共通して 次の ような 特徴が ある こと を 指摘して いる。 

一 、 母親 は 妊娠 中 鉄 を 食べる。 

二、 その 結果、 生まれた 子供 は 全身 鉄 張りで あるが、 ただ 一力 所 だけ 鉄 張りで ない ところがあった。 

三、 この 鉄人 は 成人 後、 武名 を 轟かせる が、 ふつう 悪玉と 考えられ ている。 

四、 ある 英雄が、 この 鉄人と たたかう が、 これ を 討つ ことができない。 英雄 は 女 (多くの場合、 鉄人の 母 ある 

いは 愛人) から、 鉄人の 泣き所が どこに あるか を 知る。 

五、 英雄 は 鉄人の 泣き所 を 攻めて、 これ をた おす。 

大林氏 はこの ように 五つの 要素 を あげてい るが、 鉄人 伝説の 筋 書が この 要素の すべて をみ たして いると はかぎ 

らな いとこと わって いる。 ところで、 大林 氏の あげた 例の 中には 先に あげた 伊吹の 弥三郎 の 話 も 含まれて いる。 

大林氏 は それ を 渡 辺 守 順 氏の 『近 江の 伝説』 から 引用して いる。 伊吹の 弥三郎 の 話に は、 第一 の 要素、 すなわち、 

母親が 妊娠 中に 鉄 を 食べた という 話 は 欠けて いる。 これが 鉄人と しての 重要な 要素で ある こと はまちが いない。 

しかし、 それがなくても 伊吹の 弥三郎 が 鉄人で ある こと はま ぎれ もない。 この 鉄人 伝承 は 鍛冶 神と つながりが あ 

ると 私 は 考えて いる。 それ は 稲村 賢 敷の 『宮 古島 庶民 史』 に 次の ような 伝承が ある ことが 報告され ている からで 

ある。 

鍛冶の 神 は 日本 島の 真中の 黒鉄の 積み上げられた 中に 生まれ、 ふい ごや 金 敷 を 作り、 大鎚ゃ 小鎚、 大 箸と 呼ば 

れる 鉄の 鋏 ゃ纤を 作り、 鍛冶 道具 を 積み こんで 沖繙の 島に 渡来し 鍛冶 技術 を 教えた。 更に その あと 宮 古島、 多 良 

間 島 をへ て 八重 山に 渡り、 さいごに は 与那国 島まで 行った。 鍛冶 神 は 全身が 黒鉄 を もって 作られ 強力 無比で あり、 

頸部に はわず か 一 寸角 ぐらいの 肉 身が ある だけであった。 彼 は 与那国 島で はずい ぶん 凶暴で 一 般の 恐怖の 的と な 

り、 彼の 妻 は その 睡眠 中 をう かがい、 匕首 を 頸部の 肉 身に 突き 入れて ようやく 殺害す る ことができた。 これで 鍛 
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冶 神 は 与那国 島で とどまり、 それより 西に は 渡らなかった という 伝承が、 宮古、 八重 山 諸島に 伝えられ ている。 

これ を 見る と、 伊吹の 弥三郎 という あばれ 者 は 鍛冶 神であった から、 鉄人の ように 不死身で あつたと 推測して 

みる ことができる。 

近 江の 国に も、 美 濃 尾 張の 国に も、 つとに 知られて きた 伊吹山の 猛風 は、 鍛冶の 神の 贈り物であった。 私 はか 

つて 岐阜県 不 破郡垂 井町に ある 南宮 神社の 宮司の 宇都 宮 さんに、 次の 話 を 聞いた ことがある。 伊吹お ろしと 呼ば 

れる 西北 風が 吹き まくる 冬に は、 むかし はたたら を 風の 方向に 向けて おくと、 足で つよく 踏まないでも、 風が 炉 

に 入って 炭 をお こす ことができた、 と 铸物師 仲間で いってい たという 話で ある。 伊吹山の 周辺に 古代から この 風 

を 利用して 銅 や 鉄 を精鍊 する 人た ちが 住んで いた。 それが 伊福部と 呼ばれる ようにな つたの は、 名前に 「部」 の 

つく ことから ャ マト 朝廷の 頃からで あり、 それ 以前 はた だ 単に 「吹」 と 呼ばれて いたにち がいない と 私 は 思う。 

今日で も 金属 を精鍊 する こと を 「銅 を 吹く」 とか 「鉄 を 吹く」 と 呼んで おり、 その 精鍊 する 作業場 を 「吹 屋」 と 

いってい るの は、 そうした 呼称が、 おそらく 弥生時代から 今日まで とぎれないで つづいて いる こと を 暗示して い 

るよう に 思われる。 

. 琵琶湖の ほとりに ある 草津 市の 志那の あたりで は、 北東の 風が つよく 吹く こと を 「今日は イブ ゥゃ」 というと、 

地元の 人に 聞いた ことがある。 昔の 近 江の 人た ち は、 伊吹山の 強風 を 弥三郎 の 伝説に ひっかけて、 弥三郎 風と 表 

現した ものと 私 は 考える。 伊吹の 弥三郎 は 鍛冶 神の 化身で あり、 鉄人で あつたが、 たいへんな 乱暴者で あつたと 

いう 伝説から、 鍛冶に 必要な 伊吹山の 猛 風との つながりが 生まれて くる ことになる。 そこで 伊吹山の 猛風 を弥三 

郎 風と 呼んだ。 

佐 竹 氏 は、 『吾妻 鏡』 に 登場す る 実在の 人物で ある 柏 原 弥三郎 を、 弥三郎 風の 名称の 起り と 考えて い る。 私 は 

そこに 疑問 を呈 せざるを得ない。 まず 最初に、 伊吹山に 鉄人 伝説が あり、 その 鉄人 はき わめて 乱暴者で あつたの 
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で その 泣き所 を 狙って 殺された ので あるが、 伊吹山の 強風 は、 鉄人の 荒々 しさの 象徴の ように も 見えた ので あ 

ろう。 その 鉄人 を、 いつの 頃から か 伊吹の 弥三郎 と 呼ぶ ようになった。 

では なぜ、 その 鉄人に 弥三郎 の 名前が つけられ たかと いえば、 一 つ は 佐 竹 氏の 主張す るよう に、 史実の 柏原弥 

三郎の 名が 影 を 落して いると みる ことができる。 しかし、 他の 解釈 もで きない わけで はない。 弥三郎 とか 弥 五郎 

という 名前 は、 信仰に 関連の ある 名前と 解せられ るからで ある。 大人 弥 五郎の 話 は、 鹿児島県 や 島根県、 愛知県 

などに 今日で も 残って いる。 この 弥 五郎の 五郎 は 御霊 だと 説明す る 人た ち もい る。 弥三郎 もまた 弥 五郎と 同一 系 

列の 人物と みなす ことができる。 

四  一  „ 

ここでもう 一度、 越後の 弥三郎 婆 伝説 を 思い起して みょう。 弥彦 神社の 社家で 鍛 匠であった 黒津 (または 黒洲 

とも 書く) 家が 実在した こと は、 弥彦 文書に よって 明らかで あるが、 その 黒津 家に 弥三郎 という 人物が 十一 世紀 

頃に いたか どうか は、 明らかで はない。 ただし、 慶長 十六 年の 旧 神主 高 橋 家 古 記録に 「鍛冶 弥三郎 と 云 ふ ものの 

母」 という 箇所が 出て くる (この 古 記録 は 寛 永 十一 年に 筆写され たもので ある)。 したがって、 少なくとも 慶長 

の 末年 頃に は、 黒津 弥三郎 なる 人物が 存在した と 考えられ ていた こと は 明らかで ある。 それ は 後世に なつてから 

の 作り話で はな か つた。 

もし 黒津弥 三郎が 史実の 人物で あると したら、 さきに 佐 竹 氏が 伊吹の 弥三郎 の 原型 を、 柏 原 弥三郎 という 実在 

の 人物に 求めた ように、 ここで も 弥三郎 婆の 原型 を黒津 弥三郎 という 実在の 人物の 母に 求める ことができる かも 

失えない。 しかし 私 は、 黒津弥 三郎が 史実の 人物であった としても、 弥三郎 婆の 話 は 十一 世紀 後半よりも さらに 

早くに 作られて おり、 それが たまたま 同名の 弥三郎 と むすびつけられる ようにな つたと 考える ので ある。 
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それにしても すこぶる 奇異に 思われる の は、 伊吹の 弥三郎 と 越後の 弥三郎 婆の 話に 少なからぬ 共通 項の 見出さ 

れる ことで ある。 それ を 左に 箇条書に して 並べて みょう。 

第一、 伊吹の 弥 三郎、 越後の 弥三郎 婆と、 ともに 弥三郎 の 名が つく こと。 

第一 一、 伊吹の 弥三郎 に は 柏原弥 三郎、 越後の 弥三郎 婆に は黒津 弥三郎 という 風に 実在 を 推定され る 史実の 弥三 

郎が 登場す る こと。 

第三、 この 伝説 はいずれ も 鍛冶 神に 関連の ある こと (鉄人と 千 匹 狼)。 

第 四、 伊吹の 弥三郎 も 越後の 弥三郎 婆 も 大風 を 起こす こと。 

第五、 これらの 伝説の 背景と なる 近 江の 伊吹山 麓 も、 越後の 弥彦山 付近 も 金属 精鍊の おこなわれた 場所で ある 

こと a 

第 六、 伊吹の 弥三郎 の 子どもの 伊吹 童子と 越後の 弥三郎 婆 は、 ともに 大 江山の 酒呑 童子 伝説と かかわりが ある 

こと。 

こうした 共通 項が 偶然の ものと は 決して 思われない。 

伊吹の 弥三郎 伝説と ちがった 側面と いえば、 越後の 弥三郎 婆が 千 匹 狼の 伝説と 重なり あう 部分 を 多分に 含んで 

いる 点で ある。 しかし 全身が 鉄で おおわれた 鉄人の 話 は、 先に 紹介した 宮 古島の 神 歌に みられる 伝承 をと おして 

みると、 鍛冶の 技術 を 伝える 鍛冶 神の 話に ほかならぬ。 千 匹 狼が 鍛冶屋の 母の 話で あるよう に。 そうした 而 では 

伊吹の 弥三郎 と 越後の 弥三郎 婆の 話 は 本質的に つ ながって い る。 また 大風 を 起して 空中 を 飛行す る 伊勢の 多 度 神 

社の 一目 連が 鍛冶の 神と して まぎれ もない ところ からみて、 黒雲 を 起して 空 を 飛ぶ 弥三郎 婆 も、 伊吹山から 猛風 

を 吹きお ろす 弥三郎 も 鍛冶 神の 属性 を 示して いると みられる。 青木 重 孝 氏の 『弥彦 周辺 民俗 誌』 によると、 小 千 

谷の： It 貝で r 弥 右衛門 荒れ 一 というの は、 正月の 荒天 だが、 この 日に は 弥三郎 婆が 同家 をお とずれ るから だとい 
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う C 

とすれば、 伊吹の 弥三郎 に まつわる 鉄人の 話 も、 千 匹 狼の 変形と みられる 越後の 弥三郎 婆の 話 も、 大 鍛冶 小 鍛 

冶の 連中が、 漂泊の 途次に 残して いった 伝説と みる ことができる。 ただ、 越後に は弥彦 神社の 社家に 鍛冶 職の 家 

があって、 それが たまたま 黒津 弥三郎 であった ところから、 弥三郎 婆の 話が 固有名詞と 習 合して しまった。 これ 

は 伊吹の 弥三郎 の 場合 も あてはま るので はなかろう か。 つまり、 もともと 固有名詞 ぬきに そうした 伝説 (伊吹で 

は 鉄人、 弥彦 では 千 匹 狼) があった ところに、 それに ふさわしい 弥三郎 なる 者が 中世に あらわれ たので、 弥三郎 

という 固有名詞が 伝説に 組み入れられ たと 私 は 見る。 

あとで 詳述す るつ もりの 弁慶に ついて みても、 『吾妻 鏡』 に その 名が 見えて いるが、 実在 を 疑う もの もい る。 か 

りに 実在した としても、 弁慶に まつわる 種々 雑多な 伝説 は、 むしろ 弁慶の 勇猛ぶ りから 生まれた というより は、 伝 

説が 先に 存在して いて、 たまたま 弁慶と いう 実在の 人物に 仮託され たもので あると いう ことの 方が 正しい と 思う。 

それ は、 伊吹の 弥三郎 という 鉄人 伝説と、 柏 原 弥三郎 についても あてはまる ことで ある。 つまり 柏 原 荘の弥 三 

郎 というの は、 そもそも 本名で はなく、 鉄人 伝説に 登場す る 弥三郎 を 思わせる ような 乱暴者であった から、 付け 

られた 名で あると 考える ことが むしろ 自然の 筋道で はなかろう か。 

伊吹山に 弥三郎 にち なむ 地名の ある こと は 佐 竹 氏 も 触れて いる ことで あ る が、 『近 江 国 輿地 志 略 巻 之 八十 一 』 

に 記されて いる。 すなわち、 伊吹山に は r 弥三郎 蹴 鞠の 場」 と 地元の 人の 呼んで いると ころが あり、 また r 弥三 

郎の 庭」 と 称する ところが ある。 これら は、 伊吹の 弥三郎 の 伝承 地と 考えられる。 

伊吹山が 盗賊の 巣であった こと は、 吉田東 伍の 『地名 辞書』 に 引用され た 『北 越 軍記』 に うかがわれる。 それ 

によると 慶長 元年、 伊吹山の 谷間に 盗賊が 数多く あつまって、 形 を 鬼神の 姿に 似せて、 往来の 旅人 や 近郷の 男女 

をお どして いたので、 尾 張 浪人の 弥八 という 男が きこりの 姿に 身 を やつし、 鉄棒 を 杖に して 分け入り、 たずね 求 
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めた ところ、 大きな 岩を楣 にして、 竹 や 大木が 茂りあった ところ を 棲み 家と して、 五、 六 人の 犬の 男が 鬼面 や 赤 

^ を かぶり、 皮の 衣 を 着て、 手鲜を ひつ さげ 走り まわって いた。 弥八は 鉄棒 を おっとり、 大将と 思われる 大男の 

額 を 真 向から 打ち割った。 残る 奴 ばら は、 これ をみ て 打ち かかって きたが、 弥八は 左右に なぎたおして 帰った と 

いう。 

これ は 一例に すぎない が、 こうした こと は不 破の 関の すぐ 近く だけに 多かった と 思われる。 不 破の 関 は 東 日本 

と 西日本と を 髪 一筋に つなぐと ころで あり、 交通の 要衝であった。 したがって 伊吹山の 盗賊が そうした 往来の 旅 

人 をお そった こと は 当然 考えられる。 こうした こと も 伊吹の 弥三郎 の 伝説 を 世間に 流布 させて いくに は 大きな 役 

割を果 したと 推測され る。 
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酒呑 童子 


『御伽草子』 の 「伊吹 童子」 によると、 伊吹の 弥三郎 の 子どもの 伊吹 童子 は、 伊吹山に 捨てられて、 けものに 養 

われ 育った が、 いつまで たっても、 ただ 十四、 五 歳の 年 かっこうに しか 見えなかった。 しかし 大 そう 元気が よく、 

多くの 鬼神 を 従者と した。 力の つよい こと は 山 を 動かし 谷 を ひびかす ばかりで、 空 を 飛ぶ の は、 まるで いなずま 

のよう だった。 日夜、 雷 動 をな して、 山中が 非常に さわがしかった ので、 伊吹 大明神 は 伊吹山から 出て いけと 責 

めたてた。 童子 はとうとう 比 叙 山の 東の 峰の 岩屋に 飛んで いった。 そこで もまた 八 王 寺と 称する 神から 追い立て 

られ、 大比 叙に 移り、 そこで さらに 伝教 大師の 法力に 押され、 山 王権 現の 神 力に 恐れ をな して、 比 叙 山 を 逃げ出 

し、 西 を さして 飛んで いった、 という。 

以下 は 脱文に なって いるが、 佐 竹昭広 氏に よると、 国会図書館から 発見され た 『伊吹 どうじ』 によって おぎな 

つ てみ ると き、 比 叙 山 を 追われた 伊吹 童子が 西方に おもむいて 大 江山に 移り 住んだ という 結末に な つてい ると い 
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う。  そこで 伊吹 童子 は、 はっきりと 酒呑 童子の 前身と いう ことになる。 

ここにお いて 私たち は 越後の 弥三郎 婆の 伝説が 酒呑 童子の 越後に おける 伝説と 重なり合 つていた こと を 思い出 

さずに はいられない。 伊吹の 弥三郎 の 子どもの 伊吹 童子の 後 身が 酒呑 童子と すれば、 この 点で も 弥三郎 婆と 伊吹 

の弥 三^の 話に は 共通な ものが ある こと をみ とめない わけに はいかない。 これらの ことから 「弥 三郎」 の 名 を 双 

方 こ， 冠した ことが け つして 偶然で ない と 考える ことができる。 

ところで、 大 江山の 所在地に ついては 諸説が ある。 すでに 述べた ように、 越後 国 南 蒲 原 郡の 五十嵐 川の 上流に 

大江 というと ころが あり、 そこ は 酒呑 童子の たてこもった ところと いう 説が ある。 

摂津 には大 江と いう 地名が ある。 今日、 大阪市 中 を 流れる 安治川に、 大江 橋と 渡 辺 橋が となりあわせに かかつ 

ている。 そこ は 渡 辺 党の 居住した ところと いわれて いる。 渡 辺 綱 もこの 渡 辺 党に 属する。 渡 辺 綱の 養母が 摂津の 

渡 辺に 住んで いたと いう ことから、 渡 辺 姓 を 名乗った とされて いる。 渡 辺 綱が 京の 一条 堀川の 戻 橋で 鬼の 手を切 

つ. こ。 ,t のの ち、 鬼が 養母 (伯母) に 化けて、 摂津の 渡 辺から やって きて、 鬼の 手 を 取り返し たの は 有名な 話で 

あるが、 渡 辺の 地に 大 江の 地名が 重なって あるの は、 偶然の ようで ありながら、 なに か 深い 仔細が あると 思われ 

『地名 辞書』 は、 この 大 江の 地名 は 『万葉集』 に 見える 難 波 小 江の 訛であろう といって いる。 そこ は 難 波 江の 渡 

口の 地であって、 中世に は 国府 渡と 称して いたと いわれる。 つまり 水上 交通の 要衝であった。 それ は あとでみ る 

ように、 水神 を まつる 信仰 伝承へ と 発展して いく 土地柄に ちがいない。 

大 江山に 直接関係 はない が、 近 江の 瀬 田に も大 江と いう 地名が ある。 瀬 田の 唐 橋の たもと に は、 橋姬を まつる 

があった。 一説に は 竜王の 娘 を まつる ともい われ、 水神 信仰と 結びつけられ ている。 

『今昔 物語』 巻 二十 七に は、 ある 男が 美 濃へ 下る 途中、 勢 田 (瀬 田) の 橋 を 渡った とき、 橋の 上の 女人から 小さ 
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かた あがた もろこし さと 

な 箱 を あずかった。 美 濃の 方 県の 唐の 郷の 橋の 許に いる 女房に 渡して くれと 頼まれた ので あつたが、 中 を 開いて 

みて はならぬ という 戒め を 破った ばかりに、 まもなく 死んだ という 話が 載って いる。 勢 田の 橋に 鬼が 出没した こ 

と は 同 巻に 載って いるが、 そのほか、 近 江 国の 安義 橋 を 通る 男の まえに 女人が あらわれ、 馬に 乗せて いって くれ 

と 頼んだ という 話が ある。 男 は 橋の たもと を 逃げながら 振り返る と、 真 赤な 顔 をした 目 一 つの 鬼であった。 手の 

指 は 三本で、 爪 は五寸 ほどに するどく のびて いた。 肌の 色 は 緑青の ようで、 目 は 琥珀色 をして おり、 頭髪 はよ も 

ぎの ように 乱れて いた。 ところが、 この 鬼が 同腹の 弟に 化けて 家 をたず ねて きて、 その 男の 首 を 食い切って しま 

つ たという 話で、 これ も 橋の たもと に 出没す る 鬼女の 説話で ある。 

橋 姫で もっとも 知られた の は 宇治の 橋 姫で ある。 この 橋 姫 は 嫉妬の あまり、 貴 船 明 神に 願 を かけ、 宇治の 河 瀬 

に 二十 一 日間 水に つかって 「自分 を 生きながら 鬼と なし、 妬ましと 思う 女 を 取り殺そう」 と 決心す る。 

柳 田 国 男 は、 外から やってくる 有害な 者 を 防ぐ ために、 外国で は 橋 や 境で 男女 を 殺して、 その 神霊 を まつった 

例が 少なくな いといい、 摂津 長柄の 橋の 人柱 も、 そうした 事実 を 伝説 化した ものと 述べて いる。 橋 姫 も、 もと も 

と はそう した 神であった のが、 その 畏敬の 念が、 橋 姫 を 恐ろしい 神に 仕立てて しまったと いっている。 

ところで、 橋 姫の 伝承に 似た 話が 河童に 関しても みられる。 丸 山 学が 採集した 熊本県の 昔話に 次の ような 話が 

ある (丸 山 学 著 『熊本県 民俗 誌』)。 

ある 男が 日奈久 から 夜道 をして 田 浦に 行く 途中で、 見知らぬ 男に この 書面 を 田 浦まで 持って い つて くれと 頼ま 

れた。 その 書面 は 白紙であった ので、 きっと 河童の 手紙に ちがいな いと 思い、 そっと 水に 漬ける と 「この 男 を だ 

まそうと 思った が、 こちらで は 失敗した ので そちらで 始末して くれ」 と 書いて あった。 これ を 読んだ 男 はび つく 

りした が、 早速 「この 男 は 大変い いこと をした から 何 か 宝物 を やってくれ」 と 書き かえて しまった。 田 浦に つく 

と、 闇の 中から 知らぬ 男が 出て きて、 あずかった 手紙 を 受け取り、 不思議 そうな 顔 をして 読んで いたが、 やがて 
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河童が 多くの 魚 を 男の 舟の 中に 投げ入れて くれた。 男 はこの 魚 を 町に 持って いって 大 もうけ をした という。 

これ は、 橋 姫 伝説と その 構成が よく 似て いる。 ここで 思い出す の は、 河童が 人間に いたずら をして 手を切られ 

る 話で ある。 その 切られた 手 を 返して もらった 恩返しに と、 河童の 膏薬 を くれたと いう 話 は、 柳 田の 『山 島民 譚 

集』 の 中に 収められた 「河童 駒 引」 の条に は、 かず 多くの 例が 集められて いるが、 河童が 手を切られて、 それ を 

取り返す というの は、 渡 辺 綱が 鬼の 手を切った ものの、 やがて 奪い返され たという 話と よく 似て いる。 両者の 話 

に は 関係が あると 思われる が、 それ を どう 解 すれば よいので あろう か。 

二 

その 手がかり として、 河童 をヒ ウスべ と 呼ぶ 九州の 方言に 私 は 注目す る。 

『綜合 日本 民俗 語彙』 は、 この 語の 由来に ついては 兵 主部から 発した という 伝説が ある こと を 述べて いる。 すな 

わち、 「佐賀県 武雄 市の 潮 見神 社 は 河童の 主で ある 渋 江 氏を祀 つてい るが、 その 祖先に 兵 部 大輔島 田 丸と いうの 

があって 工匠の 奉行 をつ とめた。 当時 内 匠ェが 人形 をつ くって 秘法の 加持 をし、 春 日 社の 大工 事 を 成就した が、 

ェ 成っての ち 人形 を 川に 捨てた のが 河童と なり 害 をな した。 それ を 島 田 丸が 鎮めた ので、 以後 河童 を 兵 主部と い 

つたと いう」 と あり、 「一説に ヒョ ウスべ は 兵 揃の 意 ともいう」 と ある。 しかし、 私 は、 折 口 信 夫が 『河童の 

話』 のなかで、 「奈 良の 都よりも 古く、 穴師 神人が、 幾 群 ともなく 流離 宣教した。 大和 穴師兵 主神の 末で ある。 

播州 • 江 州に 大きな 足 だまり を 持 つていた」 と 述べ ている ように、 ヒョ ウスべ は 兵 主神に 仕える 部 民と いう 意味 

での 兵 主部の ことと 解す る。 折 口 はこれ 以上 何も 記して いない。 ただ 私 はこの 兵 主神 を 中国の 渡来 神と 考える の 

である。 

若 尾 五雄 氏 は 「河童の 荒 魂」 (近畿 民俗学 会 会報 第 六十 二号) と 題す る 論文の 中で 次のように 報告して いる。 和^ 
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国 岸 和 田 巿春木 泉 町に ある 兵 主神 社 礼拝 塚 は、 昔、 この 街道 を 往来す る 者が 必ず 礼拝して 通る ことにな つていた。 

もし 知らないで 通る と、 乗馬 者 は 必ず 落馬した。 そこで その 名が あると いう。 徳川 時代に 「泉 州 志」 を 書いた 石 

橋 新 右衛門が 乗馬の まま 通り過ぎよ うとして 落馬した。 礼拝 塚と いうの は、 この 塚の 山手に、 どんな ひでりに で 

も 水の 絶えない、 蛇 淵と いう 淵 を もった 兵 主神 社が あって、 この 神社の 遥拝 所 だからそう 名付けられて いるの だ 

という。 

若 尾 氏 はこう 述べた のち、 更に 次のように 付け加え ている。 この 礼拝 塚の 横に 幅 三 間 位の 小川が あるが、 その 

上流 は 兵 主神 社の 前 を 流れて いる。 そのす こし 山手に 熊 野 街道が 通って いる。 その 街道が 小川 を 横切る ところに 

橋が かかって いる。 昔、 白 河 法皇が 熊 野 参詣のと き、 この 橋 を 渡ろうと したと ころ、 乗って いた 馬が 動かな くな 

つ てし ま つ たという。. 

若 尾 氏の 引く もう 一例 は、 近 江 国 野 州 郡 野 州 町に ある 兵 主神 社で、 昔、 源 頼 朝が 乗馬の ままこの 神社の 前 を 通 

ろうとす ると 馬が 動か なくなり、 それ はこの 兵 主神 社の たたりで あると いわれ、 下馬して、 みて ぐら を 捧げて 通 

つて、 事な きを 得た という 伝承が 残って いる。 この 近 江の 兵 主神 社に も 大きな 川の 淵が あって、 昔 は その 淵から 

一 間 以上 も 水が 噴き 上が つていた という。 

この 二つの 話の 背後に は、 「河童 駒 引」 の 古い 伝承が かくされて いると みなければ ならない。 河童が 馬 を 水中 

に 引き こむ 話 は、 水神が 白馬 を 欲する という ことに 由来す ると 思われる。 百済 国の 故郷であった 扶 余の 白馬 江の 

名 は、 唐の 将軍が 白馬 を 餌と して 竜 を 釣った という 故事に 始まる といわれ ている。 竜 は 水神の 化身で ある。 柳 田 

も 『山 島 民譚集』 で 指摘して いるよう に、 南 九州で は 河童と いえば 水神の ことで ある。 このよう にして、 兵 主神 

社の 前で 馬が 動か なくなった というの は、 水神に 対する 畏敬と 礼 を 失した からと みられる が、 では なぜ、 兵 主部 

を 水神の 眷属 である 河童の 名 としたか という ことの 説明 はこれ では 不足で ある。 
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河童が 水神 または その 眷属 であると いう 証拠 は、 河童 は ひさ ご を ひどく きらう という 伝承に よ つ て も 推量され 

る。 そこで 川 を 渡る とき、 夕顔 (ひさ ご) を 食いながら 渡れば 害がない という。 『日本書紀』 の 仁徳 天皇 十一 年 

の条に 次の 話が ある。 茨田 堤が くずれ やすいので 二人の 人柱 を 立て、 河 伯 (河の 神) の ご機嫌 をと つた。 一人 は 

水に 入って 死んだ ので 堤が 完成した。 もう 一人 は、 もし 自分の 持って きた ひさ ごが 沈んだら、 自分 も 死のうと 宣 

(2) 

言した。 しかし、 ひさ ごはいつ まで も 水に 浮かんで いたので 人柱と なる 必要はなかった という ものである。 

「仁徳 紀」 の 六十 七 年に も 似た 話が 見え、 そこで は 河の 神 は 大蛇と なって いる。. 

兵 主神 は、 古代 中国の 斉の 国の 八 神の 一 つと みなされ ている。 この 兵 主 は蚩尤 ともい われる。 兵 主神 は斉 国の 

最 有力 神で あつたが、 それが 日本に も 伝えられ たので あると いうの が、 内 藤 湖南の 説で ある。 

蚩尤は 銅 鉄の 神で あり、 また 兵器の 神で も ある。 それが なぜ 河童の 異名で ある ヒョ ウスべ (兵 主部) と 関連す 

るか、 それ はよ く 分からない。 蚩尤が 風雨 を つかさどる 神で、 風 伯雨師 をした がえ ていたと いう ことから、 水に 

, 縁の ある 存在と みなされ ていたと いう ことがある かも 知れない。 あるいは また 水神で ある 竜 は 鉄 を 忌む という 伝 

承が あって、 銅 鉄の 神で ある 蚩尤の 神の 性格が 逆に 河童の 神に 投影した という ことがある かも 知れない。 あるい 

はまた、 鍛冶に は 水 を ふんだんに 使用 するとい うこと も 考えられる。 

折 口 信 夫に よると、 大和の 穴 師山は 水に 縁がない ようにみ える けれども、 長 谷川の 一源 頭で、 水に 関係が 深 か 

つた。 穴師兵 主神 は、 あちこちに 分布した が、 みな 水に 交渉が 深いと いってお り、 前で も 触れた ように、 兵 主神 

が 九州 辺に とどまって、 堕ちて 河童と なった と 述べて いる。 穴師の 山人の 信仰が どうして 水に 深い 縁 由が あるか 

折 口 は 説明して いない。 しかし 折 口の 言 を 信ずる とすれば、 ヒョ ウスべ は、 まさしく 兵 主神の 眷 Si としての 兵 主 
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部に 由来す る ものである。 

このように 兵 主神 は 蚩尤に ほかならぬので あるから、 ヒョ ウスべ と 称する 河童 神の 性格に も、 銅 や 鉄な ど 金属 

神の 影が 落ちて はいない かとい うのが 私の 推論な ので ある。 水神と しての 河童と 橋 姫との 共通 性 はすで に 述べ た „ 

その 橋 姫が 鬼と なって 通行人 をお どかし、 あげくの 果てに は 武勇の 土に 腕 を 切られる というの は、 河童が 手を切 

られ るのと 酷似して いる。 河童の 手の 抜け やすいの は、 草 人形の 変化で あると いう 金 田 一京 助の 解釈 を 折 ロは紹 

介してい る。 草 人形 は 草 をから めた 一本の 棒 を 両手と している から、 引き抜き やすいと いうので ある。 そこで、 

河童の 腕の 切断が 羅生門 や 一 条戻 橋の 鬼の 腕の 切断と いう 風に 変移して い つたと みられる。 

折 口 はまた 河童 を カシャン ボ という ことに も 注目して いる。 南方 熊 楠 は カシャン ボは火 車の こと だとい う。 生 

きた 人間 も 死人 も 引き こんで 食う もの を 火 車と 呼んだ ことがある らしい とい つてい る。 越後の 獵師弥 三郎の 母が、 

息子に おそいかかる 話 も、 そのよう にして 理解され る。 越後の 弥三郎 婆に まつわる 伝説の 中には、 赤い 日傘に 赤 

い 法衣の 和尚が 葬式に 立つ とき は、 ありがたい とむらい じ やといって、 婆が 棺を 奪い、 中の 屍骸 を 食う というの 

で、 ある 上人の 代から 青い 日傘に 青い 法衣と いう ことに 改められ たという 話が 残って いる。 葬式 や 墓 掘り を 狙つ 

て 人 を 食う 火 車で ある 弥三郎 婆が 出没した こと を、 この 話 は 伝えて いる。 

このように みれば、 鬼の 手を切る 話 はすべ て 河童の 腕の 切断と つながりが あるよう にみ える。 穴師の 神人が 持 

ち 歩いた という 水の 神の 信仰と は 別に、 兵 主神に は 金属の 神の 性格が まつわりつ いている。 兵 主神の 性格の 一面 

は 水神と して 河童に 表現され たが、 もう 一面 は 弥三郎 婆や 伊吹の 弥三郎 や 酒呑 童子に 受け継がれ ていった。 ， 

四  . ： 

おそらく 大 江山 伝説 は 摂津の 渡 辺 党の 居住地で ある 大 江から 出発した のであった ろう。 『地名 辞書』 をみ ると、 
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「渡 辺の 大 江の 岸」 という 言い方 をして いる。 そうして、 そこが 水神 を まつる こと を 必要と する 水上 交通の 要衝 

であった が ゆえに、 水神と して 河童の 手を切る という 話と おなじような、 橋 姫が 鬼と なって 出没し 腕 を 切られる 

話にまで 発展した ので はなかろう か。 これ は 一 つの 推測であって それ以上の もので はない が、 大 江と 渡 辺 綱の 結 

び 付き を 考える と、 そう 考えざる を 得ない。 一条 戻 橋で 切り取った 鬼の 手 を 奪い返しに くるの も、 綱の 養母で あ 

り、 その 養母 は 摂津の 渡 辺に 居住して いるので ある。 

ところで 大 江山の 所在地 はふつ う 丹 波と みられて いるが、 それ 以外に も 酒呑 (顚) 童子の 巣窟と みなされ てい 

ると ころが ある。 それに ついては 小川 寿 一 の 「犬 江山 伝説 考」 (『宗教と 芸術』 昭和 三年 十月 号) にく わしい 考察が 

ある。 その 一 つ はさきに 述べた 近 江の 伊吹山で ある。 『古法 眼本大 江山 絵詞』 は 「一条 帝の 正 暦 頃の 事と して、 - 

近 江 国 伊吹山の 奥、 大 江山の 千 丈ケ嶽 に、 かの 童子の すめる よしを」 書いた ものと なって いる。 また 小川 寿 一所 

蔵の 『大 江山』 という 古写本に は、 「各々 六 人 都 を 立 (ち) て、 近 江 国い ふきの ふもとに 付ければ 大山 をた つねて 

せんちゃ うか たけを 人 ことにと ひければ」 というよ うに、 伊吹山で 酒呑 童子 を 退治す る ことにな つてい る。 

『前 太平 記』 に は、 大 江山の 賊を 退治した 頼 光が、 大 江山から 逃れた 酒呑 童子の 眷属を 伊吹山で 退治す るた めに 

手兵 二 万 を ひきいて 追討 するとい う 趣向が みられる。 また 『日本 百将 伝抄』 は大 江山との 関係 を 認めずに、 「近 江 

の 国 伊吹山に 盗賊 あり、 酒顚 童子と 号く。 与党 多くして 人民 を 掠奪 ひ、 国家の なやみたり。 頼 光 勅命 をう けて 兵 

を ひ きゐて 追討し、 酒顚 童子 を誅 す。 与党 もこと ごとく 罪に 伏す」 として ある。 さらに 『古法 眼本大 江山 絵詞』 

のなかの ある ものの ように、 伊吹山の 奥に 大 江山が あると みる こと もで きる、 と 小川 寿 一は 述べて いる。 

もう 一 つの 大 江山 は、 丹 波 国 南 桑田 郡との 境 をな す 山城 国乙訓 郡の 老の 坂で あると いう 説が ある。 そこ は 『和 

名抄』 に 乙 訓郡大 江郷と 記されて いるが、 大杖、 また 大枝と も 書き、 それが 後世に は老 となった と みられて いる" 

この 山城 丹 波の 境が 大 江山で あ つ たと 考えれば、 都に 出没して 狼藉 を はたらいた 山賊の 無法な 仕業 も 説明し やす 
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い。 このように 大 江山 は 各地に ある。 

しかし その 中で も つ とも 有名な 大 江山 は、 丹 後と 丹 波の 境に あ つ て 主峰 八 三 一 1 メ I トル の 千 丈 ケ嶽を 中心とし 

た 連峰で ある。 福 地 山 市、 大江 町、 宮津 市、 加悦 町と 二 市 二 町に またがつ ている。 ところで、 この 丹 後 与 謝 郡の 

大 江山に は、 他に みられない 特徴が ある。 それ は 頼 光の 酒呑 童子に 重なり合 うように 陸 耳 (^賀 耳) の 伝説と 麻 

呂子 親王の 夷賊 退治の 伝承が ある ことで ある。 麻呂子 親王 は 用 明 天皇の 第三 皇子と なって いる。 与 謝 郡に 住む 英 

胡、 軽 足、 土 熊の 三 鬼が 人び と を 害する というので 鬼 退治 をした。 これ を 伝えて いるの は 加悦の 施薬 寺 を 第 一 と 

する 丹 後 中の 七 仏 薬師 尊 を ま つ る 寺々 の 縁起 書で ある。 

百 田昌夫 氏が 『土塊』 (第 八 号) に 麻呂子 皇子の 夷賊 退治と 頼 光の 鬼 退治の 分布 を 図示して いる。 両者の 伝承 地 

は 必ずしも 一致 しないが、 関係が ある こと はたし かで ある。 では、 大 江山が 丹 後 を 本命と する ようにな つたわけ 

はこれ にっきる であろう か、 といえば、 必ずしもそうと はいえない。 丹 後の 大 江山 は 鉱物資源に めぐまれ ている。 

頼 光の 一 行が 休憩した という 鬼 茶屋から 千 丈ケ原 をへ て 河 守 鉱山に 達する。 この 河 守 鉱山 は 大正 六 年に 発見され、 

昭和 三年に 日本 鉱業の 営業と なり、 昭和 四十 五 年頃まで 銅鉱 石 を 掘り出し ていた。 また、 ふもとの 仏性 寺に も 銅 

山 跡が 認められる という。 若 尾 五雄 氏 は 「鬼と 金工」 (『日本 民俗学』 六 九 号) の 中で、 鬼と 名のつ く 地名 や 人名 は、 

鉱山 や 鍛冶と 深い関係 を もっている こと を 報告して いる。 その 豊富な 実例から みて 若 尾 説 は 動かしが たい。 『出 

雲 国 風土記』 にも 目 一 つの 鬼が 出て くるが、 これ は 鉱山に 関係 ある 者 を 指す とされて いる。 窪 田蔵郎 氏の 『鉄の 

さんない 

生活 史』 によると、 一般 農民と 竹矢来な どで へだてられて、 鉄山で 働く 労働者 は 山 内 者と 呼ばれて 昼夜の 別な き 

労働 を 強制され ていた。 山 内に 逃げ こんだ 者に は、 食いつ め 者、 あぶれ 者が 多く、 罪人な ども まじって いたので、 

小銭が はいると 酒ゃバ クチに ふけり、 女性 関係 も 悪質だった と 述べて ある。 私 は 鉱山 労働者が 金属 を精鍊 する の 

で 鬼と 呼ばれた こと、 また 彼らが 無法者で ありながら、 周囲と 隔絶され た 生活 を 強いられ ていた ことから、 付近 
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の 農夫の 女 を かどわかす こと もしば しば あつたと 想像す る。  こうした ことから 丹 後の 大 江山の 鬼が 都に 出て は 若 

い 娘た ち を さらって いくとい う 伝承が 生まれた ので はない かと 私 は 考えて いる。 こういえば、 大正時代に 発見 さ 

れた 銅鉱 を そのまま 中世まで も つてい くこと はで きないと 反論す る 向き もあろう。 しかし 私は大 江山 をお とずれ 

たと き、 鬼 茶屋の 近くの ある 民家に、 自然 銅の 大きな 塊 を 飾って あるの を 見た ことがある。 自然 銅 は 地表に 露呈 

している 場合が 多い ので、 頼 光の 鬼 退治の 伝承が 生まれた 時代に も、 その 発見され る 機会 は 少なくなかった にち 

がいない。 銅山の 稼働 も あるいは おこなわれ ていた かも 知れない。 いずれにしても 大 江山 は どこで あっても よか 

つた。 そこに 山賊た ちがた むろして、 良民に 危害 を 加える ところに 鬼の 伝説が 生まれた。 

しかし、 鬼が 渡 辺 綱に 腕 を 切られて それ を 奪い返す という 話 は、 おそらく 水辺に 起こった と 私 は 思う。 水上 交 

通の 要衝に まつられ ている 水神の 信仰と 関連が あるに ちがいない。 摂津の 大江は 『古事記』 の応神 帝の 条に、 昔 

あめの ひぱこ 

新羅 王の 子の 天日 矛が、 逃げた 妻の あと を 追って 難 波に 入ろうと したが、 「渡の 神」 がさえ ぎって 入れなかった 

と 記されて いると ころで ある。 そこ は 古代の 日本に と つ て もっとも 重要な 港で あ つ た。 

これとおなじ ことが 摂津三 島 郡の 茨木に ついても いい 得る。 そこ は 新羅 や 百済と 往来す る 船の 発着す ると ころ 

であった。 茨木 童子の 名が 摂津三 島の 茨木に 由来す るか 確かで はない が、 そうだと するならば、 そこが 交通の 要 

衝で 水神 を まつ つた 重要な 場所であった という ことと 関連が あるに ちがいない。 

兵 主神が 水に 縁 由の ある こと はすで に 述べた ことで ある。 兵 主神の 前身 は 中国の 銅 鉄の 神で あり、 また 兵器の 

神で も ある 蚩尤に ほかならぬ。 この 蚩尤が 不死身の 鉄人であった こと は 当然で あるが、 その 蚩尤 神の 性格が 兵 主 

神に も 反映して いた はずで ある。 それ は 兵 主神の 眷属 としての ヒョ ウスべ、 すなわち 河童に も 影響 を 与えずに は 

すまず、 河童の 手を切られる 話が 鍛冶 神の 話と もつな が つてい つたの だろうと いう ふうに 類推で きる。 

しかし また それば かりと はいえない もの を 感じる。 『鉄山 秘書』 に は 多々 良 入道の 話が 載って いる。 鉄 を 千夜 
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吹く と、 蹈鞴 入道と いう 妖 物が 出て、 鉄山の 人 を 殺害 するとい うこと は 古くから いい 伝えられて きている 話 だと 

し、 鉄 を 千夜 吹きつ づけて きた 高殿 は、 また 吹き かえる ことにし ていたと いう。 鉄山で は、 子供 を 恐ろし がらせ 

るに は、 必ず この 化物の こと をい い 出した。 伝承に よると、 その 化物 は 高殿の 上に またがって、 火牢 内から 大き 

さしおろ 

な 手 を 指 下して 内 を かき さがし、 人が いればつ かみ さき 食う、 という 話が 記されて いる。 

ここに も、 空から 大きな 手が 出て つかもう とする。 それ は 弥三郎 婆 そっくり である。 伝説の 流入 経路 はさま ざ 

まで ある。 


鬼の 生 む大 江山 は， 波 だけでなく、 どこに あっても よかった。 そこで 伊吹山に 鬼 退治に 出かける 話が あっても 

すこしも ふしぎではなかった。 しかし 丹 後の 大 江山の 話に 関して は 唐 代の 作で ある 『白 猿 伝』 の 影響 を 受けて 作 

られ たと する 説が ある。 その 説 は 古くから おこなわれ ていたと 思われる。 

貝 原 益 軒 は 『扶桑 記 勝』 に、 

「丹 後大 江山の 酒顚 童子 はいに しへの 盗賊な り。 鬼の 形 を まねて 人の 財 を かすめ、 婦女 をぬ すみと る。 もろ こ 

しの 白 猿の 所作と 相似たり。 又 近代 近 江に あたり、 赤 熊の 毛 を 頭に かぶりて、 夜叉の 形に 似せて 強盗し、 人の 

婦女 を かすめた りし 賊 数人 ありし も、 加 賀井弥 八 郎と云 ひし 勇士、 樵 夫の 形に 似せて、 棒 を もって 打殺した る 

も、 酒顚 童子が 類なる べし」 

と 述べて、，' る。 この 近 江の 例と いうの はさきに 紹介した 『北 越 軍記』 に 出て くる 伊吹山の 盗賊の ことで ある。 
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ところで ここにい う 「もろこしの 白 猿の 所作」 というの は、 唐 時代の 作で ある 『白 猿 伝』 を 指して いる。 そ 

の あら 筋 は 次のと おりで ある。 

梁武 帝の 大同 二 年に 欧陽 絵と いう 者が 山中 を 通って いたと き、 その 妻 を 鬼に うばわれた。 その ゆくえ をたず ね、 

嶺を 越え、 谷 を 伝って 行く と、 妻の 穿いて いた 履が 見付かった。 そこで 三十 名の 兵士 を したがえて 山 を わけ 入り、 

木 や 葛 をた よりにして よじのぼ ると、 そこに 石 門が あった。 そして 数十 人の 女が たむろし ていた。 紇 がわけ を 話 

すと、 彼の 妻の いる 所に つれていった。 妻 は 石の 寝床に 病臥して いた。 女た ち は、 今、 鬼神 は 外出中で あるが、 

いっか 美酒と 犬と 麻と を もってき て くれたら、 自分た ち も あなたと 一緒にな つて 鬼神 を 討とうと 言った。 という 

の も 鬼神 は 犬の 肉が 好きで、 それで 酒 をのむ。 酔う と 自分の 力 をた めそうと して、 五色の 絹糸で 手足 を 床に しば 

りつけ させた。 そうして ひとたび 頭 を 動かす と、 絹糸 はかならず 切れる。 しかし 絹糸の 中に 麻糸 を まじえて おく 

と、 それ を 切る こと はでき にくい。 ただ 鬼神の 肌 は 鉄の ように かたく、 刃物 も 立たない。 臍の 下 だけが 肉 身で、 

いつも そこ を蔽ぃ 隠して いる。 そこ を剌 したら、 死ぬ だろう、 と 言った。 

紇は その 話 を 聞いて、 女に 麻糸 を わたし、 酒 を 木の下に 置き、 犬 を 林 中に つないで、 隠れて 待って いると、 六 

尺ば かりの 髭の ある 男が 多くの 女 を ひきつれて やって き、 犬 を ひきさいて くらい、 酒 をのみ、 酔って 女た ちの 手 

を ひいて 洞穴に 入った。 しばらく すると 女が 出て きて 絵 を まねいた。 洞穴に 飛び こんで みると、 大きな 白 猿が 四 

足 を 床に つながれ、 繙を 解こうと しても できない でいた。 給 は その 鬼の 臍の 下 を 刺して 殺した。 

以上が あら 筋で ある。 これ を みれば 『白 猿 伝』 が 酒呑 童子 物語に 与えた 影響 を 否定す る こと はでき ないように 

も 思われる が、 ここで 問題と したいの は 『白 猿 伝』 に 鉄人 伝説が 組み こまれて いると いう ことで ある。 では、 酒 

呑 童子 物語に 鉄人 伝説の 反映 をみ る こと はでき ないだ ろうか。 


二 

『御伽草子』 の 「酒呑 童子」 に は、 童子 は 首を切られても、 その 首が 天に 舞い あがって、 頼 光 を 目が けて ただ 1 

嚙 みと 狙った が、 星 甲の 威光に おそれ をな したため、 頼 光の 身 は 無事であった という 一条が ある。 この 箇所に 私 

は 鉄人 伝説の 匂い を かぐ。 

たとえば 次の 話が ある。 崇神 天皇の 御代と も垂仁 天皇のと き ともいうが、 百済から 温羅 という 鬼が 飛んで きて、 

吉備津 神社の 西北、 三 里 ほどい つた 新 山 (総社 市 阿曾 黒 尾) に 居 を かまえて、 暴虐な ふるまいが 多かった。 そこで 

五十 狭芹彦 命、 つまり、 吉 備津彦 命が 討伐の ため 派遣され た。 鬼 は 新 山の 岩屋に 石楣を 築いて 防戦した が、 吉備 

津彦 命の 矢が 鬼の 左の 眼に あたった。 温羅 はだら だら 血 を 流して 逃げた。 総社 市 阿曾から 足 守 川に そそいで いる 

血 吸 川 は その 遺跡で あると されて いる。 なお も 吉備津 彦命は 追つ かけた ので、 温羅 はまた 鯉に 姿 を 変えて 血 吸 川 

に 入って 姿 をく らました。 命 はたち まち 鵜と なって これ を 食い あげた。 吉備津 彦命は 鬼の 首 をと つて さらした が、 

たける 

首が 夜ごとに 飛び まわって、 土地の人 は 寝られない。 そこで 命 は 部下の 犬 飼 健に 命じて 犬に 首 を 食わせた。 そし 

ほうり 

. て、 されこう ベ を 吉備津 宮の釜 殿の 力 マドの 下に 穴 を 掘って 埋め、 温羅の 妻の 阿曾 村の 祝の 娘の 阿曾 姫に 命じて 

签 殿に 奉仕 させた という 伝説が ある。 

これ は 上田 秋 成の 『雨 月 物語』 の 中の 有名な r 吉備津 の签」 とつな がる 話で ある。 吉備津 神社の 釜 をつ くるの 

門 は 阿曾 村の 铸物師 であった。 

平 ここで 興味が あるの は、 力 マドの 下に 人間の 死体 やされ こうべ を 埋める という 話が、 みな、 たたら 炉で鉄 を 1： 

5 造す る ことに 関連して いると いう ことで ある。 炭 焼 小 五郎 伝説が 漂泊の 祷 物師ゃ 鍛冶屋の 流布して あるいた 伝説 

4 

である こと はま ぎれ もない が、 その 炭 焼 小 五郎の 話の 中には、 前夫が、 うら ぶれて きて 力 マドの 傍で 死ぬ という 
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くだりが ある。 

また 天明の ころに、 伯 耆国日 野 郡の 下 原 重 仲 (一七 三 八— 一 八 二 一) が 書いた 『鉄山 秘書』 にも、 金屋子 神が 犬 

に 吠えられ、 麻に 足 を とられ、 つまずいて たおれて 死ぬ が、 その 死体 をた たら 炉に 入れる と 鉄が よく 沸いた とい 

う 話 を 伝えて いる。 されこう べに 祈る と、 炉の 中の 鉄の 出来具合が わかる ともいう。 温羅 のされ こうべ を カマド 

の 下に 埋めた というの は、 それと 関係が あるので はない かと 思われる。 また 鍛冶の 神の 天 目 一箇 神 は 片目の 神で 

あるが、 温羅が 片目 を 射られる というの は、 片目 を 傷つ けられた 神と 考える ことができる。 いずれにしても 温羅 

という 鬼の 伝説 は、 阿曾 村と 密接な 関係が あり、 鍛冶屋 や 铸物師 に まつわる 伝説で ある こと はまちが いない。 

さきの 大 江山 伝説で は、 酒呑 童子の 首が 天に 舞い あがって、 頼 光 を 狙う ので あるが、 温羅 伝説で は、 鬼の 首が 

切られ さらされても なお 夜ごと 飛び まわった と ある。 ここに 両者の 共通点が 見出せる。 では 身体と 首を切り はな 

しても なお、 首が 飛ぶ という 例 は ほかに はない か。 それ は 平将門 伝説の なかに ある。 

さきの 『白 猿 伝』 の 中で、 鬼の 肌 は 鉄の ように 固く、 ただ 臍の 下 だけが 肉 身であった という。 鉄人 は 不死身で 

あるが、 身体の なかで ただ 一 力 所 だけ 鉄 張りで ない 箇所が あり、 そこが 泣き所と なって いる。 伊吹の 弥三郎 の 場 

合、 そこ は 脇の 下であった。 そして、 将門 もまた 鉄人であった という 伝承が 諸 書に 残されて いる。 諸 書の 内容 は 

ほとんど 同じで あるから 一 例 を 『太平 記』 巻 十六の 記事に と つてみ る。 

「日本 朝敵の 事」 の 中に 次の 記事が ある。 

「朱 雀院の 御宇、 承 平 五 年 一一、 将門ト 云 ケル者 東国 一一 下テ、 相 馬 郡 一一 都ヲ 立、 百官 ヲ召 仕テ、 自 平 親王 ト号 

ス。 官軍 挙テ是 ヲ討ン トセ シカ ドモ、 其 身 皆 鉄 身 一一 テ、 矢 石 一 1 モ傷 ラレ ズ劎戟 一一 モ痛ザ リシ カバ、 諸 卿 愈議有 


テ、 俄 一一 鉄ノ四 天ヲ铸 奉テ、 比 叙 山 一一 安置 シ、 四 天 合 行ノ法 ヲ行セ ラル。 故 天 ヨリ 白羽 ノ矢 一筋 降テ、 将 P ガ 

眉間 一一 立ケ レバ、 遂ー 1 俵 藤 太秀郷 一一 首ヲ捕 ラレ テケリ。 其 首 獄門 一一 懸テ 曝ス 一一、 三月 迄 色不レ 変、 眼ヲ モ不レ 塞、 

常 ニ牙ヲ i テ、 『斬ラ レシ 我 五体 何 レノ処 ユカ 有 ラ ン、 此ニ 来レ、 頭続デ 今一 軍 セン』 ト夜ナ く 呼 リケル 間、 

聞 人 是ヲ不 レ恐云 事 ナシ。 時-一道 過ル 人是ヲ 聞テ、 

将門ハ 米 力 ミヨ リゾ斬 ラレ ゲル 俵 藤太ガ 謀  一二 ァ  8 

ト読 タリ ケ レバ、 此頭 カラく ト 笑ヒケ ルガ、 眼忽ニ 塞テ、 其 尸 遂ニ枯 ニケリ」 

これによ ると、 将門は 総身 鉄 身であって、 矢 を 射 かけ、 石 を 投げ、 劍で 斬っても 身体 はすこし も 痛まなかった。 

ところが 天から 白羽の 矢が 一 本降りき て将 門の 眉間に 立った ので、 とうとう 俵 藤 太 秀郷に 首 を とら (f) た そこで 

俵 藤 太の はかりごとで 将門 はこめ かみから 斬られた という 趣旨の 歌が 世人に よ つ て 流布され たという 

この 歌 は、 こめかみの 「米」 と 「俵」 と 米 を はかる 「量り」 と をよ みこんだ もので 一 種の 狂歌で あるが、 歌の 

狙いが、 こめかみから 斬られた という 点に ある こと はいう まで もない。 

『将門 純 友 東西 軍記』 という 本に は、 次のように 記されて いる。 

. 「或 ハ 1.1:1 ク、 秀 郷矢ヲ tJK 将門ヲ 射殺 スト モ云 リ、 将門ハ 其 身 金鉄 ノコ トク シテ、 米 嚙許リ 人身 ナリ、 秀郷是 

ヲ知テ 米カミ ヲィル トモ 云へ リ」 

つまり 「こめかみ」 が 泣き所と いう わけで あるが、 これにつ いて 板 橋 倫 行 氏 は 「日本に 渡った アキレス」 (『拓 

門 殖 大学 論集』 第二 巻 第二 号) のなかで、 将 門が 鉄人であった という 伝説 はまえ まえから あつたと いう。 たとえば、 

将 応仁の乱 のこと を 記した 『応仁 広 記』 という 書物の なかには 「朝敵 将門 終に 鉄 身を滅 されき」 という 箇所が ある 

から、 おそらく 室町 時代の 末期に は、 この 伝説が 存在した と 考えても 差し支えない だろうと 言って いる。 そして • 

3 さきの 狂歌に 「こめかみ」 が 詠み こまれて いたと ころから、 将 門の 負傷した 所が 「こめかみ」 であると いう 説 力 
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でき、 そこから、 鉄 身の 将 門の 唯一 つの 弱点が 「こめかみ」 であった という 説が できる までに 話が 成長して いつ 

たと 考えて い る。 

また 板 橋 氏 は、 『太平 記』 の 流布本 巻 十六 「日本 朝敵 事」 に は 将門鉄 身の ことが みえる が、 神 田 本 はこれ を 欠 

いている が ゆえに、 将門鉄 身 伝説 は 南蛮人の 将来した 説話 群の 一 つで あろうと 述べて いる。 つまり それ は、 ギリ 

シ ァ 神話の アキ レ ス 伝説が 南蛮人に よ つて 日本に もたらされて 変形した ものである とする ので ある。 

これに 対して 岡 部 周 三 氏 は 『南北朝の 虚像と 実像』 所収の r 将門鉄 身 伝説に つ いて」 と 題す る 論文で、 板 橋 倫 

行 氏に 反駁して、 板 橋 氏 は 神 田 本 を 除いた 太平 記 諸 本の 成立 を 室町 末期と 推定して いるよう であるが、 すでに 神 

田 本に も 将門鉄 身の 語の ある こと を 指摘して いる。 すなわち、 神 田 本 巻 二十 r 義貞 朝臣 山門 贈 ニ牒状 一事」 に、 児 

島 高徳が 草案 を 書いた という 山門に 送る 牒 状が 記され、 その 一 節に 「承 平安 二 四天王 像 一将 門自 傷， 一鉄 身 一」 と ある。 

これ は 神 田 本 成立の 当時、 将門鉄 身 伝説が 流布され ていた こと を 示し、 しかも 『太平 記』 の 原形と 思われる 二十 

巻 本に 存在して いる こと を 思う と、 この 伝説が すでに 南北朝の 初めに、 世人に 知られて いたと みなければ ならな 

い、 と 岡 部 氏 は 言う。 

さらに 岡 部 氏 は、 まず 将門 合戦 絵が 鎌 倉の 初めに 作られ、 そこに 将門鉄 身 伝説が 織り こまれた かもしれ ない と 

いう こと、 そして それが 『平 治 物語』 に 承け 継がれ、 『俵 藤 太 草子』 となり、 『俵 藤 太 物語』 に 発展して いった も 

のだろう と 推定して いる。 このように みれば、 室町 末期に アキレス 伝説が 渡来し、 将門鉄 身 伝説が 成立した とす 

る 板 橋 氏の 説 は、 当然の ことながら 否定され ねばならない。 

岡 部 氏のと りあげる 『俵 藤 太 物語』 は 室町 時代に 成立した ものであるが、 それに は将 門の 身長 は 七 尺 余、 五体 

はこと ごとく 鉄人で あると 記され、 ただ 耳の そばの 「こめかみ」 だけが 肉 身で あると も 述べられ ている。 そして、 

それ を さかのぼって いけば、 一般に 鎌 倉の 中葉の 作成と みられる 『平 治 物語』 の 頃に、 すでに 将門鉄 身 伝説が 流 


ていたと みる ことができる とする。 というの もさき に 述べた ように 『平 治 物語』 にも 「将門 は 米 かみより ぞ切 

られ ける」 の 歌が 載って いるから である。 岡 部 氏 はさら に、 『平 治 物語』 の 前身で ある 鎌 倉 初めの 将門 合戦 絵に 

も 将門鉄 身の 話が 含まれて いたと 考える こと は 不当で はない と 記して いる。 こうして みると き、 将門 鉄人の 伝承 

はすで に 古くから あ つ たと みなければ ならぬ。 

さきの 『太平 記』 の 記事に、 将 門の 首 は 京都に 送られて 獄門に かけられ たが、 その 眼 は 塞がらず、 顔の 色 も 変 

わらず、 斬られた 自分の 身体 は どこに あるの か、 ここに やって こい、 自分の 頸 をつな いで、 今、 ひとい くさしよ 

うと、 毎夜 叫んだ と あるが、 「将門 説話」 をみ ると、 将 門の 首の 呼びかけ に応じて、 将 門の 死骸が、 首 を 追って 

武蔵 国まで やって きて、 豊 島の 郡で たおれて しまった。 その 霊が 荒れて 郷民 をな やました ので 一社 を 建てて、 ^ 

明 神と 称した。 暖は 一 目ない 顔の ことで あると 説明し、 「瞎 か」 とも 注して い る。 瞎は 隻眼 または 独眼、 つまり 

片目の ことで ある。 将門は 左の 眼 を 射抜かれ たという 伝承が ある。 そこで 土地の人 たちが 際 明 神と 称した という。 

. それが 神 田 明 神の 前身と なる わけで あるが、 将 門が 一眼 を 失した という 話 は、 鎌 倉 権 五郎 景 政の 伝承な どと 関 速 

が あるか も 知れない。 そして、 それ は 目 一 つの 神で ある 鍛冶 神と も 縁 由がない とはい われぬ ので ある。 

ところが、 ここにもう 一 つ 俗伝が あって、 京都で 獄門に さらされた 将 門の 首が、 東国に 帰りたがって、 空 を 飛 

1 び、 東 を 指して 関ヶ原のと ころまで きた。 将 門の 首が 東国で その 骸と 一緒にな ると 一大事 だとい うので、 南宮神 

将 社の 境内に まつられ ている 隼 人の 神が 弓に 矢 をつ がえ て、 将 門の 首 を 射落とした。 そこ は 昔の 青 墓 村で、 今は大 

平 垣 市に 属する が、 射落とした ところに ダ歡 という 地名が 残って いる。 そして 将 門の 首 は 旧 荒 崎 村 大字 荒 尾 (現在 

3 大垣 市) の 御 首 神社に まつられ ている。 
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『不破 郡史』 によると、 天慶 三年 正月 二十四日に 不破 郡の 南宮 神社の 中の 神宮 寺で、 将門 調伏の ための 四天王の 

法を修 していた ところ、 結願の 日に、 京都に 送られる 将 門の 首が 到着した という。 おそらく そうした 話 を ふまえ 

て、 さきの 御 首 神社の 伝承 はでき たものと 一 般には 思われて い る。 『不破 郡史』 は 「青 墓 村 大字 矢 道、 並に 荒 崎 

村 大字 荒 崎の 御 首 神社 関係 伝説 あれ ど、 正しから ざれば 略す」 と 述べて、 この 俗説 を しりぞけ ている。 しかし 私 

は、 この 俗伝の 中の 首が 飛行した という 一条 を 重視す る。 それ は、 さきに 述べた 大 江山の 酒呑 童子の 首が 天に 舞 

い あがり、 また 温羅の 首が 夜ごとに 飛び まわった という 伝承と 共通の ものが あると 考える からで ある。 そして、 

これらの 説話の 背景に は、 鉄人 伝説が 存在す ると 私 は 推測す る。 『将門 記』 に 「新 皇は 暗に 神鏑に 中り て、 終に 

託 鹿の 野に 戦 ひて、 独り 蚩尤の 地に 滅 しぬ」 と ある。 ここで は 明らかに 新皇、 つまり 平 将門を 蚩尤に なぞらえて 

いる。 蚩尤は 深 鹿 (託 鹿) の 野に 黄 帝と 戦って 敗れた。 蚩尤 について はまえ に 触れた ように、 銅 頭、 鉄 額の 神で、 

日本の 兵 主神の 原型で ある ことが 注目され る。 その 常食す ると ころ は、 砂、 石、 鉄 塊な どで あつたと 伝えられる。 

つまり、 硬い もの、 金属に 縁 由の ある ものが 食物で あると すれば、 それ は 日本に おける 鉄人の 母が、 妊娠 中に 銅 

や 鉄の 塊 を 食べた という 故事 を 連想 させずに はおかない。 蚩尤 はまた 武器の 製造が たくみで、 鋭利な 矛 ゃ戟、 巨 

大な 斧、 堅牢な 盾な ど を 作った というから、 まさしく 兵器 神で ある。 こうした 蚩尤 であった から、 黄 帝 もさん ざ 

ん手 こずった が、 とうとう 涿 鹿の 野で 殺す ことができた。 しかし 一説に は、 蚩尤は 敗北して のち、 冀 州の 中部 ま 

で 戦いながら 退却し、 そこで 黄 帝に 捕えられて 首 を 斬られた。 彼 は 首と 体が 離れば なれに なって、 二つに 分解 さ 

れ たから、 その 地方 は 「解」 と 呼ばれた。 今の 山 西 省 解 県 だとい う。 斬り 離された 彼の 首と 体 は、 さらに 今の 山 

じゅち よう  きょ や 

東 地方に はこばれ、 寿 張 県と 飽野 県の 二箇所に 別々 に 埋葬して、 それぞれ 二つの 墳墓 を 築き、 死後の たたりの な 

いように した。 寿 張 県に 埋葬され たの は 蚩尤の 首の 方ら しく、 古代の この 地の 住民た ち は 毎年 十月に なると、 蚩 

尤の お祭り をす るの がつ ねだった。 祭の 頃に は、 時々 ひとすじの 赤い 霧が 蚩尤の 墓から 立ち 昇って 雲の 彼方まで 


かかった。 それが まるで 旌旗 のよう だった ので、 人び と は それ を r 蚩尤 旗」 と 呼んだ という。 人び と は、 この 失 

敗した 英雄が 自分の 敗北に あきらめず、 いまだに 墓の 中で 憤懣 やる かたなく、 その 怨念が 天まで 立ち 昇る の だと 

考えた。 一方、 鉅野 県の 蚩尤の 墓 は、 彼の 体 を 埋葬した ものと いわれて いる。 

以上の 蚩尤 に関する 話 は、 袁珂の 『中国 古代 神話』 から 採った ものであるが、 これ をみ ると、 蚩尤が 首と 身体 

を 所 を 異にして ばらばらに 埋められ、 しかも 首 を 埋めた 場所から 赤い 霧の ような ものが あがって、 蚩尤の 怨念 を 

示す という 点が、 将 門の 伝承と 似て いる ことに 気付く。 そこで 将門 に関する 説話 は蚩尤 伝説 を 下敷に している ハ义 

配が 濃厚で ある。 という ことに なれば、 将 門の 首が 飛んだ という ことと、 大 江山の 酒呑 童子の 首が 飛び まわった 

と いう ことの 間に 関連性が あると 考える こと は、 かならずしも 不自然で はない。 

五 

将門を 退治した 藤 原 秀郷に は 『俵 藤 太 物語』 が ある こと はさきに 述べた。 この 物語の 前半 部分 は 三 井寺の 釣鐘 

に関する 百足 退治の 物語で あり、 後半 部分 は 将門を 退治す る 話で あるが、 岡 部 周 三 氏に よると、 秀郷が こめかみ 

. から 将門を 射殺した 話 は、 鏃 につば きを 吐き かけて 百足 を 退治した 話に よく 似て いると いう。 すなわち、 一 の 矢 

を 引きし ぼって 「眉間の 真中と 思しき 所 を 射たり しに、 その 手応へ 鉄の 板な ど を 射る やうに 聞え て、 答 を かへ し 

て 立た ざり ける」 という 百足 は、 鉄 身であった 将門 のように 不死身で あり、 奇怪な 存在で あると いうので ある。 

門 百足が 鉱山に 関連す る ことに は、 歴史的 裏付けが ある。 たとえば、 元 明 帝の 御代に 武蔵国 秩父郡 黒 谷 村から 自然 

将 銅 を 発見した というので、 自然 銅で 作った 百足 一対 を 朝廷から 下賜され た。 それ を まつって きた 聖 神社に は、 今 

I も 御 神体と して 銅製 百足 一対が 置かれて いる。 これ は 百足が 毘 沙門 (多 聞 天) の 使いと されて いる ことに 由来す 

3 ると 推察され るが、 若 尾 五雄 氏の 『百足と 金工』 によると、 佐 渡 相 川に 百足 山が ある。 そこに 小祠 がまつつ て あ 
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つたが 今 は 近くの 戸川 大明 神に 合祀され ている。 現地に は 戸川 藤 五郎と いう 人が いて、 百足 山の 百足 を 射た とい 

う 伝承が ある。 彼 はまた 炭 焼 藤 五郎と も 呼ばれた らしい。 相 川で は 昔 は 金山 祭のと き、 藁で こしらえた 大 百足の 

飾り を 持ち出した といわれる、 と 若 尾 氏 は 述べて いる。 

ところで、 話 を もとに 戻す が、 近 江 勢 田 橋の たもと にある 雲 住 寺の 縁起に よると、 俵 (田 原) 藤 太 秀郷が 勢 田 

橋 を わたると き、 橋の 上に 大蛇が わ だか まっていた。 秀郷 は、 恐る る ことなく 大蛇 を またいで とおった。 一里ば 

かり も 行く うちに、 青い 着物 を 着た 人が、 秀郷を 呼びと めて、 自分 は あの 橋の 下に 二 千年 もまえ から 住む 大蛇で 

ある。 自分た ちの 同類が 百足の ために 害せられて いるので 助けて くれよ と 頼んだ。 秀郷が 承諾す ると、 大蛇 は 水 

を 分けて 波路 を 行き、 彼 を 竜宮と 思われる ところに 案内した。 夜が 更ける と、 三 上 山 を 七 巻 半 も 巻く、 ものすご 

く 大きな 百足が 竜宮に おしよせ てきた。 秀郷は 厳に つばき を 塗って 射て 百足 をた おした。 さきの 青 衣の 人 は、 た 

いそう よろこんで 十 種の 宝 を 御礼と して 贈った。 秀郷が 竜宮から 帰る と、 勢 田 (勢 多) 橋の そばに 出た という。 

つまり そこ は 竜宮の 出入口であった わけ だ。 勢 田 橋の かたわらに 二つの 社が ある。 一 つ は 竜神、 もう 一 つ は秀郷 

を まつって いる。 この 竜神の 社 は 一説に は 橋 姫の 社で ある ともいう。 ここで 話 はまた 橋 姫に 返って きた。 

柳 田 国 男に よると、 この 橋で はとく に 昔 は 橋の 神が おそれられ、 中世 以来 勢 多 橋 を 修理 するとき は、 かならず 

この 橋 姫の 社 も 修理した。 また 毎年 六月 末に は、 橋 姫 社領に 属する 人た ちが 団子 をつ くって この 祠に 奉るなら わ 

しだった という。 麻 井玖美 氏の 『古代 近 江 物語』 によると、 瀬 田 川の 東の 源 内 峠 遺跡 (大津 市 瀬 田 南大萱 町) で 白 

鳳 時代の 製鉄 炉と、 それに ともなう 工房と 思われる 遺構が 一九 七 七 年に 発見され たという。 また、 瀬 田の 唐 橋の 

東に ある 近 江国衙 跡から も、 かなく そや 炉跡 らしき ものが 発見され たと も 述べ ている。 

ところで 三 上 山の 百足 を 退治した 俵 藤 太秀郷 は、 近 江 蒲 生 郡の 古代の 豪族で ある 蒲 生 稲寸の 子孫と 称せられる。 

蒲 生 稲寸の 先祖 は 天津 日子 根 命で ある。 そして 秀郷が 退治した 大 百足の 住む 三 上 山の 麓に は、 三 上 山 を 御 神体 山 


とする 三 上 神社 (御上 神社と も 書く) が ある。 祭神 は 天津 日子 根 命の 御子の 天 之 御影 命で あるが、 それ は 天 目 一 筒 

命の 別名で あると いう ことが 社 伝に 記され、 今 も わが国の 鍛冶の 祖神 として 崇敬 を 受けて いる。 この ことから 三 

上 山の 伝承 は 蒲 生 氏に 関与す る ものである ことが 分かる と 同時に、 蒲 生 氏が 古代に 鍛冶と 密接な 氏族であった こ 

とが 類推され るので ある。 それ はまた 藤 太秀郷 についても 言い 得る。 

藤 太、 藤 次、 藤 四、 藤 五 は 井戸 掘 を 業と している 者に つけられる ことの 多い 名前で あると、 乗 岡 憲正氏 は 『古 

代 伝承文学の 研究』 の 中で 指摘して い る。 「藤」 というの は 水の 「淵」 と 同 語の 分化で、 水の 精霊 を 象徴す る 語 

である こと は、 折 口 信 夫 や 高 崎正秀 によって 論じられ ている。 柳 田 国 男が 『神 を 助けた 話』 の 中に 記して いる 話 

も 注 nr される。 藤 原秀郷 が、 下野の 佐 野の 唐 沢山に 築城した とき、 清水 を 得ようと して、 弟の 藤 四と 藤 五の 二人 

に、 三 丈 もの 井戸 を 掘らせた。 更に、 竜神の 子の 藤 太と 藤 次に 托して 井戸の 底 を 掘らせた ところ、 ついに 良 水が 

ほとばしり 湧く ようになつ たという 話で ある。 井戸 掘に 従事す る 職業 集団に 「藤」 の 名が 冠せられ ていた ことが 

考えられる。 藤が 淵と 同じ 語から 派生した もので あり、 また、 藤 波が 蛇の 匍 行 を 思わせる ことから、 井戸 掘に ふ 

さわし い 名で あると いう ことができる。 井戸 掘の ような 水利の 業 は、 地質 や 地下の 水脈の 卜定 透視と いった 特殊 

な 技術 を 要し、 しかも そうした 技術 そのものが たんなる 技術で はなく、 原始 信仰 上き わめて 呪術 宗教 的 意義 を 有 

する もので、 農民 や 他の 一般の 者の 関与す る こと を 許されない 神聖な 技術で あつたと 乗 岡 氏 は 言う。 更に また、 

いつ  あな ほ 

猿 神 を 斎く 猿 女の 語部の 分流、 穴 太 (穂) 部 は、 これ も 芸能 手職 はもと より、 水脈 鉱脈の 透視 技術に もす ぐれた 

門 有力な 語部の 一団であった。 これが 日吉 山麓から 移動して、 広く 東西に その 足跡 を 印した とも 乗 岡 氏 は 言って い 

将 — 

平 る。 

3 近 江の 穴 太 衆 は、 近世に 入って は、 石垣 を 築く 専門技術 集団で あり、 伊賀の 上野 城の 石垣 も 穴 太 衆の 築いた も 

3 めと される が、 森 川 桜 男 氏の 教示に よると、 それ は 古墳の 石 積みの 技術と まったく 同じで あると いう。 井戸 掘 は 
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水脈 を 探し あてて、 そこに 湧水 をた める 石 囲い を ほどこす。 そこで 石工の 技術が 必要と される ので ある そして 

水脈と 鉱脈 を 発見す る 作業 は 地質 を しらべ る 上から は 同じ もので あり それ は 同 一 の 技術 集団が 担う ものであった。 

水脈 を 探し あてて 井戸 掘 をす る 者に 「藤」 の 名が つけられ、 あるいは 鍛冶 漂泊の 徒 や、 鉱脈 を 探して 歩く 人た 

ちに も、 炭 焼 藤 五郎と か、 炭 焼 藤 太と か 「藤」 の 字が つけられる というの は、 両者に 密接な 関連が あるから であ 

り、 さらに は 俵 藤 太秀郷 がどうして 藤 太と いう 名 を 持って いるか も、 彼 は 瀬 田の 唐 橋に 住む 竜神の 依頼で、 鉱山 

や 鉱脈に 縁 由 ある 百足 を 退治した という 物語 を 念頭に 置く と、 よく 理解され るので ある。 その 背後 を みれば、 俵 

藤 太 秀鄉の 属する 蒲 生 氏の 故郷が 近 江の 日 野で ある こと も 関連が あるだろう。 そこ は 木地 師の 本拠であった。 そ 

うして 木地 師と近 江の 小 野 氏と は ♦  すこぶる 縁 由の 深い 歴史 を 有して いる。 小 野 氏 は 水 霊 信仰 を 持ち歩く 芸能 巫祝 

の 氏族であった ことが、 高 崎正秀 などに よって 提唱され ている。 一方、 小 野 氏 は 鍛冶と も 関連が ある。 近 江の 小 

こめ もちつ きおお お み みこと  たがね つきお おおみ 

野郷 にある 小 野 神社 は、 米餅搗 大使 主命 を まつる。 この 神 は 『新撰 姓氏 録』 に r 鏨着 大使 主」 とも 記されて いる 

ことから、 鉄鋼で 作った 石 切 鑿で はない かとい われて いる。 小 野 氏 は、 その 神の 後裔と 称して いる。 

柳 田 国 男 は、 俵 藤 太の 子孫が いつも 近 江と 下野との 間 を 往来して いたと 言って いる。 そこから 類推 すれば、 俵 

藤 太 秀郷は 小 野 氏の 一 族で ある 信仰的 一 家族 を 引きつれて、 近 江から 下野に 移住した のであろう というの が 柳 田 

の 説で ある。 こうして 近 江の 物語 は 下野に はこばれる ことにな つた。 これまでみ たように、 水脈 鉱脈 を 探す こと 

を 専門に した 穴 太 (穂) の 人た ちに せよ、 また、 鍛冶 神を祖 神と する 小 野 氏が 水 霊 信仰 を 日本 各地に 持ち歩いた 

ひょうすべ 

という ことにせよ、 さらに は 大和の 穴師の 神人が 各地に ひろめた 水神と しての 兵 主部の 信仰に せよ、 いずれも 水 

の 信仰と 鉱山 や 金属に 対する 関係 を 双方に そなえて いる。 これら 水神 信仰と 金属 精鍊 技術者 集団の むすびつき は、 

河童が 腕 を 切られて とりもどす 話と、 鬼が 腕 を 切られて とりもどす 話との 間の 同 一 性 を 暗示して いるよう に 思わ 

れる。 


「弁慶の 泣き どころ」 という 一句が ある。 ふつう この 言葉 は、 弁慶 ほどの 豪傑で もど こか 弱い 所が あると いう 周 

に 解釈され ている。 しかし そうした 一般的な 解釈の ままに とどまる わけに はいかな いと 私 は 考えて いる。 私 は 弁 

慶 もまた 鉄人の 伝説 を 背負って 出生した と 推定して いる。 鉄人で あれば 不死身の 肉体の 一 箇所 だけに 致命傷と な 

る 弱い 部分が ある。 弁慶 もまた 鉄人に ふさわしい 人物で あつたと 理解す るの が、 さきの 一句の 隠された 解釈で な 

ければ ならぬ。 そうした 眼で 弁慶に ついての 伝説 をみ ると、 さまざまな 疑問が 湧く。 

たとえば、 芭蕉 七 部 集の 一 つ 『冬の 日』 に は 次の 句が ある。 

5 つづみ 手 向る 弁慶の 宮 

3 寅の 日の 旦を 鍛冶の 急 起て 
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なんき よう つら 

雲 かう ばし き 南京の 地 

これに ついては 弁慶と 鍛冶との 関係が 問題に ならずに はおかない。 馬場 錦 江の 『七 部 通 旨』 に は 「七 部 註に 云、 

奥州 平 泉 不動 院に 弁慶の 宮 あり、 荒 人 神と いう。 …… 東海道 藤 沢の 駅に も 弁慶の 宮 あり、 金子の 宮と 称す」 と あ 

る。 「金子の 宮」 というの は金屋 子の 神 を 祀る宮 であった かも 知れない。 藤 沢 市に 金子の 宮が ある こと は 確認で 

きないが、 白旗 神社の 近くに 義 経の 「首 洗 井」 が ある。 義 経の 首 を 奥州から 運んで ここで 首実検 を させた という。 

その かたわらに 義經の 首 塚の 碑が あり、 碑の 右端に 「武 蔵坊 弁慶 之 霊」 と 彫られて いる。 

あした  とくお き 

では 次の 句の 「寅の 日の 旦を 鍛冶の 急 起て」 の 解釈 はどう か。 月 院社何 丸の 『七 部集大 鏡』 に は 「寅 は 猛獣に 

して 風 を 司る 故に、 寅の 日 を 祝 ふ は 刀工の 常なる べし、 寅年 寅 月 寅の 日に 打た る 刀 を 三 寅と 号して、 伊豆 権現に 

納めし となり」 と 説明して いる。 このな かで 「寅 は 風 を 司る」 という 言葉 は 注目され る。 鍛冶に 風 は 不可欠の 存 

在 だからで ある。 

なんき よう  かんしょう  ばく や 

三 句 目の 「雲 かう ばし き 南京の 地」 の 解釈 は、 ？：： ハの 刀工の 干将が 妻の 莫耶 のた すけ を 得て 名 剣 を こしらえ たこ 

とと 関連 させて、 呉の 地の 南京と する 説が ある。 

「雲 かう ばし き」 というの は 『猿 蓑』 の 中の 「たたらの 雲の まだ 赤き 空」 の 「たたらの 雲」 つまり 熔鉱炉から 出 

る 赤い 炎 まじりの 煙 を 指した ものであろう。 幸 田 露 伴 はこれ を奈 良の ことと している。 そして 「雲 かう ばし き」 

は奈 良に は大 寺が 多く、 並々 ならぬ ところ だから、 雲 香ばしき と 言った と 説明して いるが、 それで は 筋が とおら 

ない。 また 弁慶 は 有名な 武人な ので、 鍛冶に たずさわる 人た ちが 利劍 をき たえる こと を 願って、 夜明けに 弁慶の 

宮に 参詣した 様子 を 描いた ものであると 前 句 を 説明して いる。 これ は 一見 もっともな 解釈の ようで ある。 しかし、 

弁慶 は 名 だた る 武人で あるから、 その 武勇に あやかる ため、 というの は 的 を 射て はいない。 それで はどう 解 すれ 


ばよ いのであろう か。 それに は 弁慶と 鍛冶との 関係 を 真正面から 考えて みる ことが 肝心で ある。 

これに ついては 中 瀬 喜 陽 氏の 「弁慶 伝承の 成長」 (『くちく まの』 三 七 号) および 「出 雲路の 弁慶」 (『紀 州 文芸』 四 

号) が 大いに 参考になる。 そのほか 志 田 元 氏の 「弁慶 伝説 小考」 (『伝承文学 研究』 昭和 三十 六 年 九月 号) が ある。 こ 

れらの 論考に 拠りながら、 弁慶と 鍛冶との 関連 を さぐって みる ことにする。 

まず 第一 に 弁慶の 誕生に ついて であるが、 『義経 記』 によると、 弁慶の 父 は 熊 野の 別当 弁せ うとな つてい る。 

『弁慶 物語』 に は 弁 しん、 『御伽草子』 の 「橋 弁慶」 に は 熊 野 別当 湛 増の 子と されて いる。 ここで 『義経 記』 にし 

たがう と、 母 は 大納言の 姫君で ある。 熊 野 別当 は 姫君 を 無理無体に 自分の ものと して 妻と した。 姫 は 身 ごもった 

が、 十月の 産み月に 生まれないで、 十八 力 月 目に やっと 男の子が 誕生した。 別当 は 子供が あまりに おそく 生まれ 

たの を 不思議に 思い、 産 所に 人 をつ かわして 様子 を 見させた ところ、 生まれた ばかりな のに、 もう 二、 三 歳に も 

なった ように 見え、 髮は 肩が かくれる ばかりに 垂れ、 奥歯 も 前歯 もとり わけ 大きかった。 この 報せ を 聞いて、 別 

当 は、 これ は 鬼神に ちがいな いから、 水の 中に 投げ入れる なり、 深山で はりつけに するな りせ よ、 と 命令した。 

さいわいに 別当の 妹が とりなして、 弁慶 を つれて 都に 上った。 弁慶 は 鬼 若と 呼ばれた。 五つに なると、 もう 世間 

め 十二、 三 歳 ほどに 見えた。 六 歳のと き 疱瘡に かかった ので、 色は大 そう 黒く、 髪 は 生まれた ままであった から、 

肩から 下まで 垂れさが つていた。 坊主に しょうと 比 叙 山の 学 頭、 西 塔 桜 本の 僧正のと ころに つれていった。 鬼 若 

は 学問 はよ くで きたが、 乱暴な ふるまいが たえなかった。 とうとう みんなから あいそ をつ かされて、 山 を 下りる 

ことにな つたが、 むかし、 比敦 山の 西 塔に 住んで いた あばれん 坊の名 をと つて、 西 塔の 武蔵坊 と 名乗った。 また 

h 父の 別当 弁せ う、 と 師匠の くわん 慶 から 一字 ずっとって 弁慶と 名乗った。 こうして 昨日までの 鬼 若 は、 今日は 武 

7 蔵坊 弁慶と 言うよう にな つ た。 

3 以上が 武蔵坊 弁慶の 誕生に からまる 『義経 記』 の 記事で ある。」 
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『弁慶 物語』 に はまた ちがった 筋 書の 話が 載って いる。 それによ ると、 弁慶 は、 熊 野 別当 弁 しんの 子で ある。 弁 

しん は 五十になる まで 子どもがなかった ために、 若 一王 子に 参詣して 祈願した ところ、 鳶の羽 を 一 つた まわる と 

夢に 見た 夜、 弁 しんの 妻 は 身 ごもった。 しかし 子供 は 三年た つて やっと 生まれた。 生まれながら 三 歳の 子の よう 

で、 髪 は 首まで 生い 下がり、 眼 はらんらん とかが やき、 前歯 は 二重、 奥歯 は 三重に 生えて、 足の 筋 は あらわに 出 

ている といった あんばいで、 まことに おそろ しげな 様子で ある。 熊 野 別当 弁 しん は 鬼子 だから 殺そうと すると、 

母が 「せっかく 若 王子から 授かった の だから、 若 王子の いる 山に かえし、 生かす か 殺す か は 若 王子の 御 心に まか 

そう」 とい さめた ので、 弁 しん も 折れて 深山に 棄て させた。 七日 ほどして 様子 を 見に やる と、 子ども は 木の実 を 

拾って 食べて いた。 山の 獣た ち もこの 童子に 害 を 加えようと しなかった。 

その 頃、 都に 五条の 大納言と いう 人が いた。 子どもが いないので 若 王子へ お祈りす ると、 七日 目に お告げが あ 

つた。 そこで 大急ぎで 熊 野へ きて、 その子 を 拾い、 若 一と 名付けて 養った。 七 歳で 比 叙 山に 学問 をし に やられた 

若 一は、 めきめきと 才能 を あらわし たが、 いたって 乱暴者であった。 そこで みんなから 忌避され たので、 西 塔 を 

出ようと 決心した。 昔、 奈良 法師の 悪僧が 武蔵 房と 名乗って いたと いう ことから、 それ を もらって 西 塔の 武蔵 房、 

名乗り は 父の 弁 しんの 弁の 字と、 師匠の 慶 俊の 慶の 字と あわせて 弁慶と した。 

以上が 『弁慶 物語』 の 出生 譚 である。 この 二つの 物語 はちがつた 筋立てと なって いるが、 双方に 共通して みら 

れ るの は 異常 出生 譚 である。 これ は 『御伽草子』 の 「伊吹 童子」 にも みられる。 伊吹 童子 は 三十 三 力 月 目に 生ま 

れた。 生まれ落ちた ばかりな のに、 髪の毛が 黒々 と 肩の まわりまで 垂れ、 歯 は 上下と も 生え そろっていた。 そこ 

で 伊吹山に 捨てられる。 山中の 虎狼 は 童子 を 守護し、 花や 食物 を ささげる、 という ものである。 『大 江山 千丈ケ 

嶽酒顚 童子 由来』 にも、 酒顚 童子 は 胎内に 十六 力 月 もいて、 生まれな がらに 歯 を 生やし、 よくもの を 言った と あ 

る。 酒呑 (顚) 童子の 前身 は 「伊吹 童子」 である ことから、 酒呑 童子の 名の 由来 を 「捨て 童子 一 に 求める の は、 


佐 竹昭広 氏の 説で ある。 佐 竹 氏 は 金 太郎が 山姥に 育てられ たという 説話 もふくめ て 「不思議な 誕生 をした 子ども 

が 深山に 捨てられ、 山の 動物に 守護され つつ、 たくましく 成人し、 威力 を 世に 振る うとい ぅモチ ー フは、 中世 口 

承 文芸の 典型的な 一類 型であった」 と 述べて いる。 このよう にして、 伊吹 童子と 武蔵坊 弁慶の 出生の 物語 は 一 つ 

の 類型と して 捉えられ るので あるが、 私 は、 これら 鬼子と して 誕生した 人物の 背後に 鉄人 伝承の 痕跡 を 見る ので 

ある。 

二 

『義 経伝 説と 文学』 のなかで 島 津久基 は、 弁慶の 出生地に ついて 述べて いる。 それ をみ ると、 紀伊 国が もっとも 

多く、 次が 出 雲 国で ある。 近 江 国、 伊勢 国 説 も 一例ず つ あるが とる に 足りない。 そして、 出 雲 国に ついて みれば 

父 は 熊 野 別当 進 増 あるいは 天狗と なって おり、 母 はすべ てが 紀州誕 象 (像) 女と なって いる。 そしてまず 紀 州に 

出生した という 説が 先行し、 それが 雲 州 説に 転移した と いうの が島津 説で ある。 しかし 中 瀬 喜 陽 氏の 紹介す る 

「出 雲 鍬」 は、 それらと ややち がって いる。 その あらまし を 述べる と 次のと おりで ある。 

. 弁慶の 母 は 紀州熊 野の 弁 しんの 妹で ある 弁吉 である。 父 は 田 那辺 誕像 (湛 増) という。 ところが 弁吉 はみ にく 

、，ので、 良縁 を 得られず、 熊 野 権現に 夫 をさず けて ほしいと 願った。 神のお 告げに、 おまえの 夫 は 出 雲の 結びの 

さえ 

神に 頼めと いわれ、 はるばる 雲 州の 能義 郡まで やって きた。 そこの 塞の 神の 猿 田彦明 神が、 お前の 夫 はこの 近く 

にいる というので 長 見の 里 (現在の 松 江 市長 海 町) にきた ところ、 山伏に 出会った。 山伏 は 結びの神の 定めで お ま 

0 え を 自分の 妻と するとい い、 桃の 木 を あたえた ところ 弁吉 はたち まち 身 ごもった。 そして 初めの 月から 十 力 月の 

9 あいだ 鉄 を 米の ように 毎日 食べ た。 生まれた 男子 はすで に 三 歳 位の 年齢であった 云々。 

3 ここに 母が 妊娠 中に 鉄 を 食べる 話が 出て くる。 それ は 生んだ 子が 鉄人と いう ことの 前提と なる ので ある。 『弁 


锻冶屋 の 母 360 


慶之 由来』 は 一名 『武 蔵坊 弁慶 願状 写』 ともい われる そうで あるが、 その 中で もっとも 注目され るの は、 弁慶よ 

十三 月して 出生した が、 そのと き 歯 は 二重に 生え、 左の 肩に は 摩利支天、 右の 肩に は大 天狗と いう 文字が あり、 

色 は 黒く、 全身が 鉄の ようで あつたが、 四寸 四方の 肌 だけが 人間の 膚 であった、 という 箇所で ある。 これ こそ 弁 

慶が 鉄人で ある 証拠に ほかなら ない。 ただ 『弁慶 之 由来』 の 筆者 は、 そのこと が 何 を 意味す るかに 気付いて いな 

いだけ の 話で ある。 中 瀬 氏に よると、 この 話と 同じ 内容の 出 雲の 伝承が 『八 束 郡史』 に 収められ ている。 それに 

は 「弁慶の 母 は 身 ごもり、 つわりに は 鉄 を 好み、 鉄 を 食べた。 十 丁目の 鍬 を 半分 食べた ところで 男の子が 生まれ 

た。 髪 はなが く たれ、 歯 は 二重に 生え、 総身 鉄で あるが、 鉄 をす こし 食べ残し たために、 体の 四寸 四方 だけが 人 

間の 膚 である」 という。 

ここで は 不死身の 鉄 身の ただ 四寸 角が 人間の 膚 をして いたわけ が 語られて いる。 弁慶の 母が 妊娠 中に 鉄 をす こ 

し 残した ところで 子どもが 生まれた からそう な つ たという ので ある。 

「弁慶の 泣き どころ」 という 諺 も 世間 一般で は 漠然と 使われて きたが、 こうして みれば、 その 背景に 鉄人の 伝承 

を も つてい る こと はたし かで ある。 

弁慶 は 常人で ないから、 生まれた ばかりな のに 自分の 手で 井戸 を 掘って うぶ 湯 を 使った といわれ るが、 そのう 

ぶ 湯の 井戸 は 今 も、 弁 吉女を まつる 神社の 参道の かたわらに 残って いる。 鉄 を 食って 生まれた 子 だから、 将来と 

て もこの 井戸に は 鉄 を 入れるな、 という 言い伝えが あ つ て、 人び と は 土器で この 井戸の 水 を 汲んで 産婦に 与えて 

い ると い う。 

志 田 元 氏 はさきに あげた 『弁慶 伝説 小考』 の 中で、 薩 南の 屋久島 では、 未婚の 女性で 身持ちになる 女が あると、 

鍛冶 神に 賽銭 を 納めて 鉄 滓 を もらって きて、 それに 唐 竹と 柳の 葉 を 加え、 煎じて その 女に 飲ませる が、 蛇体の 魔 

性の ものなら ば、 たちまちに 下りて しまい、 人の子で あれば なんの 障り もない という 民間 信仰の ある こと を ベ、 


弁慶の 母が 悪阻のと きに 鉄 を 食べ たという の はそう した 鍛冶 神 信仰から 派生した ものであると 述べて いる。 蛇が 

鉄 を 忌む というの は、 各地に みられる 民俗で あるが、 鉄人の 母 は 身 ごもって いると き 鉄 を 食べる という 共通した 

性格が あるの だから、 弁慶の 母が 鍬 を 食べた という 話 は 鉄人 伝説に もとづく と 解釈す るの が 妥当で ある。 . 

弁慶が 伝説の 中で 鉄人と しての 性格 を 背負って 出生した こと は 明らかになった。 では 鍛冶との 関係 はどうで あ 

ろうか。 さきに あげた 『弁慶 物語』 によると、 叙 山 を 出てから 弁慶 は、 武者修行 のために 全国 をめ ぐり 歩こうと 

考えて、 三 条の小 鍛冶 をたず ね、 自分 は平宗 盛の 使いの 者 だと 言って 太刀、 小 太刀 を 打た せ、 それが 立派に でき 

あがる と、 ほうび を とらせようと 宗 盛の 館へ 連れていき、 そのまま 雲が くれ をして しまった。 その あと は 五条の 

細工 師の 許へ あらわれて、 平 維 盛の 使者と いつわって 装束 をつ くらせ、 これ もお 金 を 払う 段になる と、 いずこと 

もな く 遁走した。 そして 今度 は七条 堀川の 吉次 という 腹 巻 細工の 所に きて、 源 頼 政の 使いと 称し 同様の 手口で、 ， 

籠手 やすね あてな ど をせ しめた、 という。 

三 条の小 鍛冶と いうの は 山城 国 三条に 住む 小 鍛冶の 宗近 のこと である。 謡曲 「小 鍛冶」 に 出て くる 人物で、 一 

条 天皇のと きにいた ともい われる が、 たしかな こと はまった く 分からない。 弁慶が 小 鍛冶に 打た せた の は 「じぞ 

り 弁慶」 や 「橋 弁慶」 では 大 長刀と なって いる。 ところで、 出 雲の 弁慶 出生 物語に はまた ちがった 話が ある。 

『島根県 口碑 伝説 集』 では 次のように なって いると いう。 

「昔、 別 所 (松 江 市 別 所) に 弁慶の 叔父が いて、 鍛冶 を 業と した。 弁慶 は ある 時 この 叔父に 長刀 を 依頼した。 叔 

父 は 三年の 歳月 をつ いやして、 一 振の 長刀 を 作り、 そして また 一個の 鉄 丸 をつ くって 炉 ばた におき、 弁礙 のく 

るの をみ て、 試みに これ を 切らせた。 鉄 丸 はたち まち 両断され た。 弁慶 は 『こんなに よく 切れる 畏刀を 誰に で 
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も 打つ のか』 とたず ねる と、 叔父 は 『商売 だから 注文 さえ あれば 作る』 と 答えた。 弁慶 は 自分の 他に こんない 

い 長刀 を もつ 人の 出る こと を 借んで、 とつぜん その 長刀で 叔父 を 斬った」 

また、 さきに 述べた 『弁慶 之 由来』 によると、 弁慶 は 十五 歳のと き、 永 見 村の 新 庄小谷 村の 成 g 鍛冶に、 鉄 一 

かなとこ 

駄を 馬で はこび、 長刀 を 作らせた。 千日の 間 かかって 作った 長刀で、 鉄床 を 切って みると、 一文字に すっぱり 切 

れ たと ある。 そこで 鍛冶 を 切ろうと したが、 母が 病気に なった ので やめた という。 永 見 村 は 長 見の 里で、 今日の 

松 江 市長 海 町で ある こと はまえ に 述べた。 このように 弁慶 は 鍛冶と 密接な 関係 を もつ。 志 田 氏 も 言うよう に、 山 

法師の 弁慶に 長刀が 必要で あるの は 当然と しても、 鍛冶屋 を 登場 させた のに は、 それなりの 理由がなければ なら 

ない ので ある。 

「出 雲 鍬」 では 弁慶の 母 は弁吉 である。 また 『弁慶 物語』 では 七条 堀川の 吉次 という 腹 巻 細工 師が 登場す る こと 

はすで に 述べた。 

どうして こ こ に 吉の名 を もつ 人た ちが 見える のであろう か。 それにつ いて ただちに 思い出され るの は 金 売吉次 

きちな、，'  よしつぐ 

のこと である。 志 田 氏に よ ると 『弁慶 絵巻』 や 『弁慶 物語』 (これに は 異本が ある) には吉 内と か吉 次の 名が 見 

える が、 金売吉 次に は吉 内、 吉 六の 兄弟が ある ことから 考えて、 それらが 関連 ある 名で ある こと は 疑い 得ない と 

いう。 吉次は 炭 焼 長者の 名前に もな つてい る。 火力 を 利用して 錄物を 作る に は 大量の 炭 を 必要と すると ころから、 

炭 焼と 鍛冶と、 そこで 作 つ た 金属製 品 を 売り さばく 商人の 三者に 吉次 という 名が 使われた としても 一 向に 不思議 

ではない。 乗 岡憲正 氏の 『古代 伝承文学の 研究』 によれば、 金売吉 次、 吉内、 吉 六の 兄弟 を はじめと して、 中世 

はなし 

の 铸物師 ゃ咄の 者に は 「吉」 を 名乗る ものが 存外に 多い という。 吉 はまた 橘と も 記して いる。 炭 焼 藤 太に は 橘 次、 

橘 内、 橘 六の 三人の 子供が いた。 r 吉」 を 名乗る 鍛冶屋 や 鍩物師 が 持ち歩いた 話の 一 つが 弁慶に まつ わる 物語で 

あった こと は、 その物 語の なかに 「吉」 の 名のつ く 人物が 登場して いる ことで 推測で きる。 また、 弁慶 伝説 を E 


める のに は 熊 野 山伏 も 一役買った にちがいない。 『神道 集』 の 「熊 野 権現の 事」 の 中には 五衰 殿の 女御が 首を切 

られた あと、 みなし子 となった 王子 を 虎が 三年 間 も 守護し つづけた という 話 を 載せて いるが、 『弁慶 物語』 では、 

弁慶 は 生まれて まもなく 熊 野の 山中に 捨てられ るが、 野獣に 守られて 育つ という 話に なって いる。 山中 棄児の 話 

は 熊 野の 信仰と つながつ ている。 また 「熊 野 権現の 事」 に は、 熊 野 権現 は 別名 を 錄師明 神 ともいうと ある。 熊 野 

山伏 はこの 錄師明 神の 神人で、 彼ら はつねに 斧 を 肩に かける という。 弁慶の 七つ 道具に も、 斧が はいって いるが、 

斧 は 鍛冶 ゃ銬 物の シンボル である。 

弁慶の 名 は 『吾妻 鏡』 に 二 力 所 出て くる。 一 つ は 文治 元年 十一月 三日の 項で、 西 国に 落ちよう とする 義經 主従 

の 中に 弁慶 法師の 名が 見える。 また 同月 六日の 項に は、 義 経が 大物の 浦から 船出した が 逆風に 出合った ので 引き 

かえし、 従者 も 四散した という 記事が あり、 わずかに 残った 四 人の 中に 武蔵房 弁慶と、 義 経の 妾の 静 御前が ふく 

まれて いた ことが 報じられ ている。 しかし、 これ 以外に 確実な 史料の 不足して いる ことから 弁慶の 実在 を 疑う 向 

. きも ある。 また かりに 実在した としても、 弁慶と いう 人物と、 それに まつわる 弁慶 伝説 はおの ずから 区別す る必 

要が ある。 それ は、 『吾妻 鏡』 に 記された 柏 原 弥三郎 と 伝説の 中の 伊吹の 弥三郎 との 関係と 同様で ある。 つまり、 

鉄人 伝説 は 実在の 人物と 無関係に 日本に もたらされ、 大 鍛冶 小 鍛冶の 連中の 間で それ は 鍛冶 神の 話と して 伝えら 

れ て、： こ。 それが いつの 間に か、 あばれ 者と むすびつき、 習 合 を とげて いった ものと 判断され る 『吾妻 鏡』 に 

0 記載され ている から、 その 人物が 先行 するとい う 風に 考える わけに はいかない。 つまり、 あばれ 者の 人物の ィメ 

1 ジ がふくら まされて、 そこから さまざまな 伝説が 派生 するとい うので はなく、 伝説 は それ 自体 別個に 存在した 

3 と， 厶ょ 考える。 铁人 伝説と いう 古い パタ ー ン がまず あり、 柏原弥 三郎、 平将 門、 弁慶な どの 無法で 反逆 的な あば 
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れん 坊 にそうした 伝説 を まといつけ、 各地に 広めて いく 山伏 や 鍛冶 師の 集団が あった。 一般大衆 もそう した 伝説 

の 流布に 手 を 貸した こと は 大いに あり 得る。 

『義経 記』 では、 弁慶 は四寸 角の 肉 身 を 狙われて 死ぬ という 風に はなって いない。 ただ 立往生し たと 記されて い 

る。 それ は 弁慶の 物語が 国民 大衆に 人気が あつたた めに 勇壮な 死に 方 を させたかった ことから、 そうした 結末に 

なった ことが 想像され る。 しかし 「弁慶の 泣き どころ」 という ことば だけ は、 その 意味 をつ きとめて 使う こと も 

なく 永く 残ったの である。 ただ、 義 経が 自害の ために 使用した 六寸 五分の 短刀と いうの は、 三条小 鍛冶 宗 近が、 

鞍馬 寺へ 奉納した ことの ある もので あり、 弁慶が 自分の 太刀 を 打た せた と 『弁慶 物語』 にある 三条小 鍛冶の 話が 

こ こ にも あらわれ るの は 注目 を 引く。 

志 田 元 氏 は、 三条小 鍛冶 宗近は 粟田口に 居住して いたが、 その後 流浪 を 重ねて 伊賀 国 上野 町に 居住して いた、 

そこで 伊賀 小 鍛冶と 呼ばれた という 伝説の ある こと を 紹介して いる。 小 鍛冶 はさら にと おく 奥州まで 足 をのば し 

ている という。 鳴子 温泉 を 中心とする 中 山 八 泉と いわれる 中 山 温泉の 近くに 三条 山が ある。 羽 前から 陸 中へ 抜け 

る 中 山 街道が 通って いると ころで、 義経 一 行が 平 泉へ 行く 時に 通った 道筋ら しいと 志 田 氏 は 言う。 そこに 三条小 

鍛冶が こもって 名刀 を 鍛えた ところが あると いう。 もとより 伝説に すぎない が、 漂泊す る 鍛冶屋の 伝承が みちの 

くまで 北上して い つたこと だけ はまちが いなさそう である。 

これまで 見た ように 弁慶の 出生地 はさま ざまに 語られて いるが、 その 一 つに 紀州田 辺が ある。 田 辺に は 古く か 

ら 弁慶 松と 称する ものが あった。 弁慶が 衣川で 討死した こと を 記念して 植えた という 伝承 を もつ 松で ある。 田 辺 

に 居住して いた 南方 熊 楠 は 弁慶 松に ついて 次のように 記して いる。 

おこり 

昔から 奥州から 熊 野に 参詣す る 連中 は、 その 松の 落葉 を 拾い もって かえる。 瘧を おとす のにき き 目が あると い 

う。 その 近所に 弁慶が 産湯 を 使った という 井戸が あつたが、 維新 後つ ぶして しまった。 いつの ことか はっきり 分 


からない が、 その 弁慶 松の すぐ 近くの 家の 大工が、 ふつうの 鉋の 二倍 も 大きい もの を 使用す る ほど 剛力であった。 

その 妻が 子 を 生む と 非常に 大きな 歯が 生えて おり、 握った 手 を 開く と 弁慶の 二字が あった。 そして 生まれて すぐ 

走り まわる ことができた。 こうした 鬼子 を 活かして おいたら 両親が 危険になる といって、 そのまま 殺して しまつ 

た …… 云々。 

この 話 をみ ると 伝説の 成長す る 過程が よく 分かる。 弁慶 松の 近くに 住む という だけで、 大きな 暗示に かけられ 

るが、 そこに 生まれた 子が 弁慶の 字 を 手のひらに 記して いたと いうの も その 一 つで ある。 また 大工と か 鉋と かが 

出て くるの も、 鉄人の 母が 鉋 を 妊娠 中に 食べた という 鉄人 伝説の パタ ー ンが 背景に あるから であろう。 そして 弁 

慶 出生の 伝説 を そのまま なぞ つ て、 殺して しま つ たという 風に な つてい る。 
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戸隠の 鬼女 


1 

『太平 記』 巻 三十 二に、 鬼 丸 • 鬼 切の 由来に ついての 説明が ある。 北条時 政が 天下 をと つた あと、 夜な夜な 一尺 

ばかりの 小さな 鬼が 枕許に やって きて、 身心 を 苦しめつ づけた。 ところが ある 夜の 夢に、 太刀が ひとりの 老翁に 

変じて、 自分の 刀身の 鲭を 拭って くれたら、 彼の 妖怪 を 退治して やろうと 申し出た。 時 政が 太刀の 錡を ぬぐって、 

寝所の 柱に たてかけて おくと、 その 太刀が ひとりでに たおれかかって、 小 鬼の 首 を 打ち落とした。 そこで この 太 

刀 を 鬼 丸と 名 づけて 大切に していた が、 それ はの ちに 新田 義貞の 手に入った。 

また 鬼 切と いう 太刀 はもと もと 源 頼 光の 太刀で あ つ た。 大和 国の 宇多 郡の 大 森に 夜な夜なば けものが 出没す る 

というので、 家来の 渡 辺 綱 はこの 太刀で 鬼の 手を切った。 鬼 は 手 をと りかえ そうと 頼 光の 母に 化けて、 頼 光の 家 

の 門 を 叩いた。 そうして 頼 光が 切りと つた 手 を 見せた とたん、 それ をつ かんで 自分の 右 ひじに さし あわせ、 たち 

まち 二 丈ば かりの 身長の 牛 鬼と なって、 今まで 酌 をして い た 渡 辺 綱 を ひつ さげ、 頼 光に 走り か， かつ _ た： 光，， は 例 
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の 太刀 を ひきぬいて 牛 鬼の 首を切り 落とした。 その 頭 は 中空に 飛び上がり、 太刀の 切 尖 を五寸 食い切って 口に 

くみながら、 半と きば かり 躍り上がって は 吠え 怒って いたが、 とうとう 地に 落ちて 死んだ。 

そのの ち この 太刀 は 多田満 仲の 手に わたって 信 濃 国 戸 蔵 (隠) 山で また 鬼 を 切った ことがある。 そこで 太刀の 

名 を 鬼 切と いう ことにな つた。 この 太刀 は伯耆 国の 会見 郡の 大原 五郎太夫 安綱と いう 鍛冶が きたえた もので、 時 

の 武将、 坂 上田 村 麿に たてまつった。 田 村 麿が 鈴 鹿の 御前と 鈴 鹿 山で わたりあった ときの 劎が これで ある。 その 

のち 田 村 麿が 伊勢神宮に 奉納して おいた のが、 頼 光の 手に 渡った ので ある。 

この 『太平 記』 の 記事で 見る と、 鬼 切と いう 太刀 は 渡 辺 綱の 鬼 退治 や 多田満 仲の 戸隠 山の 鬼女 退治、 さて は 坂 

上田 村 麿の 鈴 鹿の 賊 退治に も 使用され ている ことが 分かる。 また 『御伽草子』 の 「酒呑 童子」 の 中で も、 渡 辺 綱 

は大 江山に 討伐に 向かう とき、 鬼 切と いう 太刀 を芨の 中に 入れて 出かける。 そこで、 鬼 切 は 「童子 切」 の 名 を 冠 

する ことに もな つた。 源 頼 光の 父 は 源満仲 (多 田満 仲) であり、 満 仲の 父 は平将 門の 乱に その 謀叛 を 奏した 源 経 

基で ある。 という ことから して、 この 鬼 切の 太刀に まつわる 一連の 鬼 退治の 物語 は、 脈絡 を もっている という こ 

とがで きる。 つまり、 満 仲と その子の 頼 光と いう 主軸に 添って 展開して いるので ある。 

ひげきり 

『平家物語』 の 「剣 巻」 に は 一条 戻 橋の 伝説が 記されて いるが、 そこで は 渡 辺 綱が 愛 刀の 鬚. お-で 鬼の 手を切る こ 

とに なって いる。 そして 鬼の 手を切った あと、 鬚 切 を 鬼 丸と 改名した となって いる。 『太平 記』 では 鬼 丸 は北条 

時 政の 名 剣で あり、 鬼 切 は 頼 光の 刀で ある。 この 点が ちがう。 

さて 「鬼 切」 は 『太平 記』 の 記す ように、 伯耆 国の 刀工 安綱の きたえた もので あり、 また 「童子 切」 の 名前 を 

もっていた ことから、 ふつう 「童子 切 安綱」 の 名 を もって 呼ばれて いる。 「童子 切」 は 室町 時代に は 足 利 将軍家 

に 伝えられ ていた。 そこから 秀吉の 手に 移り、 家康、 秀忠と 伝えられ、 のちに 美作津 山の 松 平家に 終戦まで 保存 

されて 、に」。 今日は 国宝に 指定され ている 第 一 級の 名刀で ある。 一 本の 刀に このように さまざまな 伝説が まつわ 
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りついた 例 は ほかに はない。 という こと は、 物語の なかに お 互いの 交流が あって、 それが 一本の 刀に 集中した と 

みなす こと もで きる。 そして 仔細に みれば 物語に は 一 つの 大きな 線が 通って いる。 

ここで はまず 戸隠の 鬼女に ついて 触れて おきたい。 前に 述べた ように、 酒呑 童子の 前身で ある 外道 丸が、 越後 

の 国 上 寺から、 丹 波の 大 江山に 移り 住む まえに、 まず 信 州 戸隠 山の 方向 を 目指した という ことがある。 それ は 一 

体 なぜであろう か。 それに は ひとわたり 戸隠に ついての 信仰の 歴史 を 見て おく 必要が ある。 『戸隠』 (信 濃 毎 日刊、 

昭和 四十 六 年) によると、 戸隠 神社の 信仰 はき わめて 古い 起源 を もっている ものの ようで ある。 『梁 塵 秘抄』 にも 

すでに 修 験の 信仰の 場と して 信 濃の 戸隠の 名が 載って いる。 平安時代から 鎌 倉 を 経て 室町 時代に いたる 戸隠 山 は 

修験者 や 密教 系の 僧侶に よって 支えられて 繁栄した。 江戸時代に は 戸隠の 御師が 信者 を 組織した。 信 濃 国内が も 

つと も 多かった が、 つぎに はとな りの 越後 国が 多く、 さらに は 佐 渡 国にまで 信者が あった。 戸隠の 僧 や 山伏が 札 

を 配りながら 戸隠 信仰の 霊験 を 語った ことが 想像され る。 とくに 越後の 国 上 寺が 修 験の 寺であった ことから、 戸 

隠との 間に はなに がし かの 密接な 交流が あつたと 推定され る。 国 上 寺の 外道 丸の 話が 戸隠 山と むすびつけられて 

流布され たのに は、 こうした ことが おそらく 原因と な つ て いたにち がいない。 

さらに その 具体的な 例と して は、 戸隠の 九 頭 竜 信仰が ある。 それ は 水神と しての 蛇 神に ほかなら なかった。 九 

頭 竜の 尾 は 越後の 能 生に 届いて いると 伝えられ ている。 今日で も 越後 方面から 雨乞いに 戸隠 参り をす る 風が ある 

そうだ。 このように 越後の 民衆が 戸隠に たいして は 親しい 気持 を 抱いて いた こと も 見の がす こと はでき な い。 

これ を ひろく 考えれば、 弁慶 伝説が 播 磨の 書写 山と むすびつけて 語られて いる こと も 関連が あるだろう。 性 空 

上人が 開いた 書写 山 は、 東の 比 叙 山に 対する 西の 天台宗の 霊地と して 知られて いる。 弁慶が ここで 修行した とい 
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う 伝承 は 熊 野 山伏な どのような 修験者の 手で つくられ、 日本 各地に はこばれ たと 想定され る。 これらの 物語の 伝 

播には 修験者の 影が たえず 動いて いるので ある。 一 

『太平 記』 では 戸隠 山の 鬼女 を 退治した の は 多田満 仲と なって いるが、 謡曲 「紅葉 狩」 に は 平 維茂と いう ことに 

なって いる。 『北 向山 霊験 記 戸隠 山 鬼女 紅葉 退治 之 伝』 も 同様で ある。 同書に よって その 筋 をた どって みる こ 

とに する。 

清 和 天皇の 御宇、 貞観八 年、 伴 善 男が 陰謀 を 企て、 伊豆の 小島に 流された。 その子 孫 は 奥州 会 律に 流浪した。 

名 を 伴の 笹丸 といい、 妻 を 菊 世と いった。 その子に 呉 葉と いう 一女が 生まれた。 呉 葉 は 美しい 女子で あつたので 

若者た ちの 心 を 引きつけ たが、 なかで も 会津の 里に 近い 安賀 寿 村の 河 瀬 源 右衛門の 子 源 吉は呉 葉に 思い をよ せて、 

病気に なって しまった。 そこで 呉 葉 を ぜひ 嫁に ほしいと 懇望した。 使いの 者が 笹 丸に 百両を 渡し、 吳葉を も 承諾 

させた。 いよいよ 出立と いうと きに 呉 葉が 呪文 をと なえる と、 呉 葉に 寸分ち がわない 娘が あらわれた。 この 替玉 

の 女 をお いて、 笹丸、 菊 世、 呉 葉の 親子 三人 は 都 を 目指して 逃亡した。 

都で は 笹丸は 伍輔、 菊 世 は 花 田、 呉 葉 は 紅葉と 名 を あらためた。 そのうち、 源 経 基の 奥方と お付きの 女中に 兌 

そめられて、 紅葉 は その 邸に あがる ことにな り、 のちに は 経 基の 寵愛 をう けて、 その 種 を やどす までにい たった _ 

そうなる と、 邪魔な の は 経 基の 奥方で ある。 紅葉 は 人目 をし のんで 妖術 をお こなった。 すると 奥方 は 病に なり 日 

日に おとろえた。 その 病気と いうの は 夜中に なると 鬼の 形 をした ものが 多く あらわれて、 奥方 は 地獄の 责苦 にも 

ひとしい 苦痛 を おぼえる というの であった。 そこで 比 叙 山の 高僧に 加持 を 頼む と、 札 を 数枚 くれた。 紅葉 はこの 

礼に 手 を ふれない。 彼女の 姿 は 花の ごとく、 心 は 悪鬼 羅 刹の ような 侍女で あると いう 疑いが 深まり、 紅葉 はつい 
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に 召し捕られた。 しかしい つたん 径 基の 寵愛 をう けたと いう ことから、 今 処刑 すれば かえって 経 基の 恥辱と いう 

ことで、 信 州の 戸隠 山に 追放され た。 

鬼女 紅葉の 伝の 前半 は 右の ようで あるが、 注目され るの は そこに 源径 基の 名が 出て くる ことで ある。 まえに も 

述べた ように、 経 基の 子が 満 仲で、 満 仲の 子が 頼 光で ある。 そこに は これらの 鬼 退治の 物語が 満仲を 中心とした 

源 家に 一 貫して 関連して いるの を 見る ことができる。 

さて、 紅葉 は 戸隠 山に こもって 神通力 を もち、 多くの 里人 を 信用 させた。 しかも 山中の 荒 くれ 男 を 手下と して 

悪事 を 働く ことにして、 戸隠 山中の 荒 倉 山に たてこもった。 この 話が 都に 聞え、 朝廷 は 平 維茂 を 召して、 戸隠 山 

の 岩屋の 鬼女 を 退治す る こと を 命じた。 討伐の 過程 は 省略す るが、 安和 二 年、 紅葉 は 三十 三 歳で 追手に 討 たれて 

死んだ。 

この 戸隠の 鬼女 は、 一 説に よると 信 濃 国 平 出の 里 (長野県 上 伊那 郡 朝日 村 大字 平 出) に 産まれた ともい われて いる。 

また 紅葉の 岩屋 は 戸隠より 一 里 ほど はなれた 戸隠 山の 一 部の 荒 倉 山の ふもとに ある。 その 付近に 紅葉の 塚お よび 

維茂の 祈願した 八幡 社が ある。 


私 はこれ まで 鍛冶 伝承と 思われる 物語 を 追求して きたが、 その物 語 は、 酒呑 童子の 前身で ある 越後 国 上 寺の 外 

道 丸、 あるいは 伊吹 童子な ど、 頼 光と その 家来の 四天王に 深く からまつ ている。 渡 辺 綱、 碓井貞 光、 卜 部 季武、 

坂 田 金 時な ども また それぞれに 「物語」 を もっている。 たとえば、 卜 部 季武に は、 産 女に まつわる 話が 『今昔 物 

語』 にの つてい る。 これ は どこか 一条 戻 橋の 話 に似てい る こと を 島 津久基 は 指摘して いる。 四天王で も最 年少の 

坂 田 金 時 は、 前に 述べた 弁慶の 出生 譚と 似通って いる ことが 特徴で ある。 肥 後、 天草の 昔話に 次の ような 筋の も 

のが ある。 

むかし 一人の 武士が 切腹 を 申し付けられて 腹 を 切る とき、 まず 刀 をつ きさして 腸 をつ かみ 出して、 それ を 自分 

の 妻に 食べさせて 死んだ。 すると、 武士の 妻 はたち まち 容貌が 一変して、 花の ように 美しかった 顔が、 見る もお 

そろし い 鬼女と なり、 里 を 去って 山に 入る と、 世に いう 山姥と なった。 その 頃、 この 妻 は 臨月に 近い 身重で あつ 
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たが ふと 考えて 「自分の 産んだ 子 を 人間に そだてさせ、 人間の 子 を 自分の 力で そだてたなら、 きっとえ らい 者が 

できる にちがいない」 といい、 それとなく 人間の 子 を さがして いたが、 つごうよ く 同じ 頃に 子 を 産んだ 家が ある 

ので、 自分の 子 を もっていって、 相手に 感づかれない ようにす り 換えて しまった。 こうして ire 日が 経って、 山姥 

の 産んだ ほうの 子 は、 いよいよ 乱暴が つのり、 六、 七 歳の 頃になる と、 たちまち 家 を 飛び出して 山に 入り、 その 

まま 悪鬼と なった が、 これが のちの 酒呑 童子で、 また 一方の 山姥の すり 換えた 人間の 子 は、 のちの 坂 田 金 時で あ 

る 0 

これ は たわいない 伝説で あるが、 酒呑 童子と 坂 田 金 時が 善悪の 異なる 人物に ふり 分けられた 同一 人物で あると 

みなされ ている 点 は 注目され る。 酒呑 童子が 山野に 捨てられ たのと 同様に、 坂 田 金 時 もまた 山中で 野生の 動物た 

ちと 一 緒に すごす ので ある。 

坂 田 金 時の 民俗学 的 考察と して は 高 崎 正秀の 『金 太郎 誕生 譚』 が もっとも まとまり を もっている。 高 崎 は 金 時 

についての 物語の 特徴 を 五つ あげてい る。 山姥の 子で ある こと、 全身 赤く 裸体で、 童 形であった こと、 膂 力が あ 

つて 猛獣と 角力 をと つたこと、 頼 光の 死後、 姿 をく らました ことが そうで ある。 高 崎 は 『前 太平 記』 に 記された 

金 時の 出生 譚 のなかで 母の 山姥が 頼 光に 答える ことば を 左に 掲げて いる。 

「一 日 此顚に 出で 寝たり しに、 夢中に 赤 竜 来りて 妾に 通ず。 其 時 雷鳴 夥しく して 驚き さめぬ。 果して 此子を 孕 

めり」 

さらに 『広 益 俗説 弁』 にも ほぼ 似た ことが 述べられ ている。 

この 二つの 文章から 高 崎 は、 これが 加 茂 別 雷の 神の 誕生 説話と 同一 系統の もので はない かと 類推して いる。 そ 

の 一 方で は 金 時 出生 譚は つまるところ、 三輪 山 式神婚 説話と 同一 思想の 一 分派で あり、 一 変型で あると も 言える 

と 述べて いる。 


金 太 郎は大 の 雷 嫌いと いわれて いる。 また 雷が 鳴る ときに 子供に 臍 を とられる からと 腹掛け をさせる が、 その 

腹掛けに 金の 字の 染め出され たのが 多い こと も 仔細 あり 気に 見える。 そこで 高 崎が 指摘す るよう に、 金 時と 雷祌 

崇拝と を むすびつけ るの は 私 も 異論がない。 だが 高 崎の 考察 は そこでと どまった ままに な つてい る。 

右の 文章の なかで 赤 竜 (『前 太平 記』) とか 赤色の 雲気 (『広 益 俗説 弁』) とか 述べられ てい る の は 何 を 意味す るの 

であろう か。 それ は 金 時の 火事 見舞と いうよう に 金 時の 身体の 色と も 関連が あるの かも 知れない。 しかし 一方で 

は、 私 は 『平家物語』 巻 二お よび 巻 三に みえる 「蚩尤 旗」 を 思いう かべる ので ある。 それ は 赤 気と も 呼ばれ、 の 

ちに は 彗星の 名と なった。 「平将 門」 の 項で 見た ように、 蚩尤の 祭りの 頃に 赤い 雲の ような ものが 立ちのぼり、 

それが まるで 旌旗 のよう だった ので、 人び と は それ を蚩尤 旗と 呼んだ という。 つまり、 赤い 雲から 銅 鉄に す こぶ 

る 縁 由の 深い 蚩尤 という 神話 上の 人物 を 私 は 想像す るので ある。 雷神が 鍛冶と 関係が ふかい ことに ついては、 こ 

こで はくり かえさない。 金 時が 雷 嫌いと いうの は、 裏 を 返せば 雷との 密接な つながり を 物語る ものに ほかならぬ。 

金 時と 鍛冶との 関係 を 示す もの は その 名前に ある。 では 坂 田と いうの は 名 か。 それ は 近 江の 坂 田 郡に 由来す る 

あ なの むら 

もので あろうと 高 崎 は 言う。 天日 槍が 一 時 滞留した 近 江 坂 田 郡の 吾 名 邑は穴 太 部の 根拠地で ある 日吉山 下の 穴 太 

と 何ら かの 関係が あるに ちがいな いと 高 崎 は 言う。 果してそう 言える か 確証 はない。 

謡曲 「山姥」 は 「上 路の 山と いって 人里と おき」 場所に 住む 鬼女で ある。 『地名 辞書』 によると、 上路は 越後 

西 頸 城 郡の 旧上路 村の ことで ある。 そこ は 市 振 駅の 東南 一里に あって、 山中の 部落で ある。 言い伝え によると、 

昔 この 山に 野 女が 住んで いて、 山 谷 を 上下し、 村里に 出て 人 を たぶらかした といわれる。 山姥が 出生した という 

章 

洞穴 や 山姥 を ま つ る 石祠も あると いう。 

3 ところが、 やはり 『地名 辞書』 によると 信 濃 国の 西筑摩 郡の 三 富 野の 東に は、 楊 籠 山と いうと ころが ある。 そ 

3 の揚 籠の 山に は 金 時 母子の 棲んだ 岩窟 や、 金 時の 産湯 池が あり、 一 名 を 金 時 山と いうと ある。 これにつ いて、 高 
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崎 は 興味 ある 考察 をして いる。 女ば かりが 生まれて、 もう たくさんと 思い、 男の子が ほしい 時、 阿具、 あぐり、 

赤吉、 赤 太郎、 赤子、 などと 命名す る 風習が ある。 高 崎 は、 これ を 謡曲 「山姥」 の あげろ の 山の 呼 # ^とむ すび つ 

け 金 太郎が 赤い という こと は、 それに 由来す ると 考えて いるよう である。 しかし また、 酒呑 童子 や 尹 吹 童子 や 

弁慶が 山中に 捨てられ たのと 同じように 金 太郎が 山姥に 育てられ、 深山で 獣 を 相手に くらした こと を 考える と、 

この 「あぐり」 「あげろ」 もまた、 佐 竹昭広 氏の 言う 「捨て 童子」 と 通じる ものが あるか も 知れない。 酒呑 童子、 

弁慶、 金 時が 同じく 童 形 垂髪であった こと も その 傍証と なり 得る。 『綜合 日本 民俗 語彙』 を 開いて みると、 青 森 

県 上 北 君 野辺 地で ァグル というの は 溢れる ことで、 もうた くさんだ という 意味と ある。 また 佐 渡の 中部で 酒をァ 

ケ という これ は 飲む 人の 顔が 赤くなる からそう いうので ある。 新潟県の 頸 城 地方で も 酒をァ カラと いうが、 こ 

れは赤 力ら の 転化 かもしれ ない、 と 述べ て ある。 「あげろ」 は ある い は 「ァ ケ」 また 「ァ カラー に 由来す るか も 

分からない。 いずれにしても 「上 路」 という 地名 は 金 時の 性格 を 示唆して いると 思われ (^尸 

金 時が、 酒呑 童子の 前身の 伊吹 童子 や 弁慶な どと 同じく 金属に 関係す る 人物で あるら しい こと はこれ で 分か つ 

た では なぜ このような 伝承が 生まれた のであろう か。 茨木 童子に ついては 次の ような 伝承が つたわ つてい る。 

摂津の 北に 茨木と いう 村が あって、 あるとき そこの 民家に 一人の 男子が 出生した。 この 子 は 母の 胎 から 出る と 共 

に 自由自在に はいまわり、 髪 も 長く のびて、 歯 も 生じ、 一見 三 歳 ほどに 見える。 あまりの ことに 母 はお どろいて、 

シ コック ヌ した 付近の 人た ちが この 子 を 見て おそろし さの あまり、 よからぬ 噂 をた てるので、 父 もつ、.' こ决、 じ 

I て、 ある 日 山へ 連れて ゆき、 谷 かげに 捨てて 帰って きた。 そのの ち は 何の 沙汰 もない ので、 多分 狼 か 熊に 食 b 

れて、 むなしくなった ので あろうと 思いつ づけながら 月日 を 重ねた。 ところが、 その 捨てられた 童子が 成長して、 

東 寺の 羅 城門 を 常住の 場所と して 人び と をお そう 茨木 童子と な つ た (笈埃 随筆 )0 

また 『摂陽 群談』 によると、 茨木 童子の 出生地 は 摂津の 川辺 郡 東留松 村に あつたと 伝え、 生まれな がらに 歯が 


生ヒ、 髪よ UIK  く、 眼に 光が あって、 強 盛な こと はすで に 成人 を 越えて いた。 一族 はお そろし くな つて 島 下 郡 茨木 

の 辺 二 捨てた が、 のちに 酒呑 童子に 拾われて 育てられ、 のち 丹 波 国大 江山の 岩窟 を 守らせた という。 この 話を紹 

介した 近 藤 喜 博 氏 は、 茨木市 内新庄 町の 井 路には 茨木 童子の 姿見 橋が あって、 童子 はこ こに 捨てられた といわれ 

ている と 述べて いる。 茨木が 古代 日本に おいて もっとも 重要な 海上 交通の 要衝であった こと はまえ に 触れた とお 

りで ある。 度 辺 綱が 摂津大 江の 水辺 を 根拠地と していた ことと 考え 合わせる と、 これらの 一連の 物語が 水に 縁 由 

の 深い こと は 明らかで ある。 河童が 腕 を 切られる こと は、 鬼が 腕 を 切られる ことと 通じ、 また 金 時 や 酒呑 童子な 

どが かぶろ の 髪 (おかっぱ) をして いる こと も 見す ごす こと はでき ない。 

二 

『多 田 五代 記』 という 元禄 時代に 刊行され た 書物が ある。 多 田に 住む 満 仲の ほか、 頼 光、 頼 信、 頼義、 義 家の 五 

代に わたる 源 家の こと を 述べて いる。 そこに はさま ざまな 武勇 譚が 語られて いるが、 これまで 触れて きた 鬼賊退 

治の こと はこの 満 仲の 一族 一統に ほとんどが 関係して いる。 たとえば 源満 仲の 父の 經基 は、 平将 門が 叛乱 を 起し 

たと きに その 討伐 使 を 要請した。 経 基の 子どもが 満仲 である。 さきに 述べた 戸隠の 鬼女 伝説で は、 鬼女 紅葉 は涯 

基の 側室と なり、 平 維茂に 討伐され たこと になって いるが、 『多 田 五代 記』 では、 満 仲が 信 州 戸隠 山に 住む 鬼神 

を 艮ー 治した ことにな つてい る。 満仲は 摂津多 田庄を 与えられ るが、 そのうち 満 仲が 昇殿 を 許された こと を 妬んで 

闇 討に しょうと する 事件が あった。 満 仲の 郎等に 渡 辺 源 五 綱と いう 者が あって、 満 仲の 身辺 を 護衛した。 渡 辺 は 

章 字 を 源 五、 M が 綱と 云った。 渡 辺 綱 は武蔵 国の 箕 田に 生まれた が、 源敦の 養子と なった。 源敦は 多田満 仲の 聱に 

冬  、 

あたる。 綱が 生まれた 直後 母 は 死に、 孤児と なった が、 伯母に つれられて 都に 上り、 満仲を 頼った。 満仲 はこの 

3 綱の ために 摂津国 渡 辺と いうと ころに 所領 を 与え、 十三 歳のと き 召 出して 家来と していた ので ある。 満 仲の 子の 
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頼 光 は 鎌 倉に 下向した とき 三 島の 宿で 卜 部 六郎と 出会った。 卜 部 六郎の 父は満 仲の 郎等であった。 頼 光 は 足 柄 山 

まで 追ってく る 卜 部 六 郎に末 竹の 名 を 与えた。 頼 光た ち は足抦 山で 老女が 十六、 七の 童子の 手 を 引いて くるのに 

会う。 そして この 童子に 坂 田 金 時の 名 を 名乗らせる。 一方、 渡 辺 綱 は 頼 光 を さがす ために 都から 下向した が、 お 

なじく 足 柄 山中で 碓 日の 貞光 という 荒 童子と 出会う。 このよう にして 頼 光の 家来の 四天王が 足 柄 山で 出揃う とい 

う 趣向で ある。 この あと、 大 江山 や 伊吹山の 鬼 退治の 話が 記されて いる。 筋 書 そのもの はき わめて 潤色 を ほどこ 

されて いるが、 『多 田 五代 記』 を 通読して みると き、 平将 門、 戸隠の 鬼女、 渡 辺 綱の 鬼の 腕 を 切った 話、 坂 田 金 

時の 出現、 それに 大 江山 や 伊吹山の 鬼 退治な どの 話が すべ て 絡んで いると いう ことが ひとつの 特色と な つてい る。 

一 体 これ は 何 を 意味す る ものであろう か。 しかも また 『今昔 物語』 は 巻 一 一十 七の 一 話から 三十 話まで 鬼の 話 をの 

せて いるが、 その 中には、 近 江 国 安義 橋の 鬼の 話、 瀬 田の 橋で 鬼に 会った 話、 獵師の 母が 鬼と なって 子ども を 食 

おうとした 話 (すなわち 越後の 弥三郎 婆に 酷似した 話)、 頼 光の 郎等で ある 平季武 (『多 田 五代 記』 は 卜 部 末 竹) 

など 「鍛冶屋の 母」 に 収斂され ていく 話が まとまって 記されて いる。 つまり、 これらの 鬼 退治の 物語 は 多田満 

仲と 頼 光 父子、 そして 頼 光の 配下の 豪傑 を 軸に して 展開 するとい う 特色 を もっと 同時に、 その 一方で は 鬼 退治の 

話の 内容が 脈絡 を も つてい るの である。 これ を どう 考えれば よい の であろう か。 

それに ついては、 これらの 物語の 背景と して、 摂津の 多 田が 重要な 役割 を 果してい たので はない か、 というの 

が 私の 推測で ある。 多 田 は 現在 兵庫県 川 西 市に 属し、 猪 名 川 を さかのぼった ところに ある。 多 田 満仲は 年老いて 

からこ こに 居 を 定め、 軍事的な 拠点とし たが、 満 仲の 第二 子の 頼 親の代になる 十一 世紀の 初頭に は、 そこに 多 田 

1 力し つかりと 腰をおろし、 根づ いた 場所と なった。 満 仲の 長子、 頼 光の 子孫 も 多 田に 住みつ いて 多 田 源氏の 

一 族と なって いく。 

この 小 盆地に は 現在 は 猪 名 川 町に 属する 多 田 鉱山が さかえた。 奈良時代に は 東大寺の 大仏 铸造 のために 銅を献 


じたと いわれる 鉱山で、 銅の ほか 銀 を も 産出した。 『地名 辞書』 に は 「およそ この 地の 採鉱 は 多 田 源氏 勃興の 初 

めに 起り て、 水中の 沙金を 採る。 天 正の 末豊臣 氏の 時に いたりて 隆盛 をき わめ、 徳川 氏に およんで なお 盛んな り 

しとい う」 と 述べて ある。 この 記述の 中で、 多 田地 方の 鉱業が 多 田 源氏 勃興の 初めに 起った、 と ある こと は 注目 

される。 多 田 一族が 多 田地 方の 豊富な 銅 や 銀、 さて は 水中の 沙 金まで 目 をつ けない はず はない からで ある。 多 田 

鉱山が 多 田 一族の 軍事力の 有力な 資金源と なった こと は 疑いない。 とすれば、 満仲ゃ 頼 光の 武勇伝に も、 そうし 

た 多 田地 方の 金属 採掘 をぬ きにして 語る こと はで きないと 私 は 考える。 

川 西 市の 多 田院に 鎮座す る 多 田 神社 は 源 満仲を まつる が、 それと は 別に 多 太 神社が ある。 『地名 辞書』 による 

と、 そこ はォォ タタ ネコの 分流が 住んだ ところで あると いう。 ォォ タタ ネコ は 金属 精鍊に 関連が あると みなされ 

る 古代史の 中の 登場人物 である。 したがって 摂津の 多 田 は、 多 田 源氏の はるか まえから、 採鉱が おこなわれ てい 

たこと が 推定され る。 多 田 源氏が それに 目 をつ けたと して 一 向に 不思議で はない。 

『御影 史学 論集、 第五 号』 (昭和 五十 四 年 十月 一日 発行) にの つた 田 中 千 穂 氏の 「毘沙門天と 福」 という 文章に よる 

と、 摂津多 田 院の九 頭 神 祠は俵 藤 太に ほろぼされた 三 上 山の むかでの 霊魂が、 九 頭の 大蛇と なって 村民 をな やま 

したので、 多田満 仲が ほろぼし、 九 頭の 首を切って 祭った 神祠 であると いう。 三 上 山の むかでの 霊魂が とおく 多 

田の 地で なぜ 語られなければ ならなかった か。 殺された もの を また 退治した 理由 は 何 か、 と 田 中 氏 は 問い、 そし 

て それ は 「むかで を 退治す る」 という ことに、 ある 一定の 意味、 すなわち 「鉱山 を 採掘す る」 等の 陰 語が あつたよう 

な 気がして ならない と 述べて、 田 中 氏 は 次の 例 を あげてい る。 すなわち 『摂津 名所 図会』 の 「多 聞 寺」 (現 神 戸市) 

0  むかで  かねとり あな 

の 項 をみ ると、 そこの 水晶 山に 百足 窟が あり r 窟中 百足に 似たり、 ともに 銀取坑 なり」 という 説明が 付され てい 

7 る。 これからして、 むかでと いう 名が 鉱山の 坑を 意味して いる ことが 推量され る。 『摂津 名所 図会』 に は 多 田に 

^  かねとり あな 

も 銀 取坑が 所々 にある と 記されて いる。 むかで を 使いと する 毘沙門天 も 多 田の 満願 寺に まつられ ている。 また 六 
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甲 山の 多 聞 寺に 毘沙門天が まつられ ている という。 更に 野 洲の三 上 山の ふもとに も 多 聞 寺が ある。 現在 は 浄土宗 

で、 阿弥陀如来が 本尊で あるが、 寺 号から して 以前 は 毘沙門天が 本尊であった こと はまちが いないと いう。 さら 

に、 信 責山朝 護 孫子 寺で は 毘沙門天 を まつる が、 本堂の 大 扉に は、 大 むかでと 竜が 刻まれ、 鰐口に も むかでが 描 

かれて いると いう。 そして 中興 開山 命 蓮 上人が 毘沙門天に 堂塔 営搆を 祈願した ところが、 宝 亀 五 年 (七 七 四) に、 

「南無 大悲福 田 多 聞 天 王 宇賀 宮天目 一 箇尊」 という 銘を きざんだ 石 極が あらわれ たと いう。 天 目 一 箇尊 はいう ま 

でもな く、 鍛冶の 祖神 である。 ここにお いて、 むかでと 鍛冶との 関連が 把握され る。 

摂津の 多 田が 多 田 源氏の 鉱山 経済のより どころ であり、 それゆえに さまざまな 鍛冶に まつわる 伝承 を 生んだ 根 

源 地で あり、 またそう した 伝説の 流れ こむ 溜り 場であった ことが、 田 中 氏の 文章から も 推定され る。 

さらに、 田 中 氏 は 鞍馬 寺の 毘沙門天 にも 言及して いるので 紹介して おく。 毘沙門天 は 北方の 守護神と して 王城 

鎮護の ため、 平安京の 北に 安置され たとい われる。 『今昔 物語』 の 巻 十七に は、 ある 僧が 黄金 を 発見して 鞍馬の 

毘 沙門に 感謝す る 話が のって いる。 金属と 毘 沙門の 関連 はこ こで もみる ことができる。 鞍馬 寺に は 三条小 鍛冶 宗 

近の 作った 刀が 現存して いるが、 一方 摂津の 多田院 にも 宗 近作の 刀が 神宝と して 奉納され ている という。 三条小 

鍛冶 宗 近に ついては 本書の 「弁慶」 の 項で 触れた が、 『義経 記』 では 宗近は 自作の 刀 を 鞍馬 寺に 奉って い る。 こ 

のように 刀工と 鞍馬 寺の つながり はふ かい。 のちに 応 永年間、 鞍馬 関と して 三条吉 次と 称する 鍛冶が、 江戸時代 

初期まで 何 代 も 鞍馬の 地に 居住す るの は、 鞍馬 寺の 毘 沙門との かかわりからで はないだ ろうか、 と 田 中 氏 は 述べ 

ている が、 ここに r 吉次」 の 名が また 出て くる ことに 注意したい。 『義経 記』 に は 三条の 商人で ある 金売吉 次が、 

鞍馬 寺で 本尊の 多 聞 天の まえで 読経して いる 義径を 見 そめて、 奥州の 話 をす る 箇所が ある。 多 聞 天 はいう まで も 

なく 毘沙門天 のこと である。 この 毘 沙門 は 金属と 切っても 切れない 縁 を もっていた。 そして 「吉」 の 名のつ く 人 

たちが、 毘沙門天の 使いの むかでの 話 を 各地に 流布した。 それ はとお く 日光の 縁起に も 加えられた。 それば かり 


でな く、 彼ら は 中世の 物語の 作り手で あり、 運び 手で もあった ことが 以上の 話から 推察され る。 

ァゥュ ハ ント 氏の 著 『si 絵』 は 最近 飜 訳された が、 その 中には 弁慶 は 熊 野の 新宮の 近くの 鍛冶屋の 娘 を 母と し 

て 生まれた という 話が 紹介され ている。 鍛冶屋の 母が 妊娠 中に 鉄 を 食べて 生みお とした 息子が 弁慶であった とす 

れば、 彼が 生まれながら にして 怪力 を そなえた 不死身の 鉄人であった という こと もた やすく 理解され る。 

同書に は 次の ような 挿話 も 載せられ ている。 豊 後の 話で あるが、 狩に 出かけた 男が 山中で、 六、 七 歳 位で、 赤 

い 身体 をした 幾人 もの 一 つ 目の 子供た ちに 出会った ので 発砲す ると、 ねらい 損じて しまった。 家に 帰りつ くと 女 

房が 発狂して おり、 彼女 は 男 を 口ぎ たなく ののしる と、 そのまま 息 絶えて しまった。 彼女 は 雷神の 化身で、 とき 

おり 赤い 身体の 少 童の 姿 をして 出かけて いたのだった という。 この 話で は、 一 つ 目で、 赤い 身体 をした 子どもの 

姿 をと つていた 雷神に 注目 せざるを得ない。 一 つ 目 は 鍛冶 神の シンボル であり、 赤い 身体 は 金 時に みられる 特徴 

である。 また 雷神に 山中で 出会った というの は、 金 時 や 弁慶 や 酒呑 童子が、 山林の 間で 育った という 挿話 を 思い 

出させる。 こうした ことが ひとつの 話の 中に まとめられ ている という こと は、 金 時 や 弁慶 や 酒呑 童子の 物語の 背 

後に、 雷神 = 鍛冶 神の 存在が 暗示され ている と 私に は 考えられる。 

アウエハント 氏 は、 金 時と 酒顚 童子 を 等価と みなして いる。 また 渡 辺 綱と 茨木 童子との 対立 関係 も、 ひとつの 

両義 的 構造の 枠内で とらえようと している。 弁慶と その ライバルの 常 陸坊海 尊の 間柄 も 同様であって、 両者 は、 

金 時と 酒顚 童子、 渡 辺 綱と 茨木 童子の ように 対立 者で ありながら、 本質的に は 同一 の 存在 だとい う。 つまり 善玉 

と 悪玉に ふり 分けられた これらの 人物 は、 もともと は 魂の 二 面 性で ある 和 魂、 荒 魂の 発動が 人格化され たものと 

アウエ ハント 氏 は 考えて いる。 私 は 彼ら を 両義 的な 存在と して 捉える 見方に 賛成で ある。 これらの 人物 は 物語で 

は 対立 者と して 登場す るが、 物語の 常識の 地平 を こえた ところに、 その 本質 は 存在して いる。 しかし 私 は 構造 論 

の 立場 だけに 終始し ない。 I 
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これまで 見た ように、 越後の 弥三郎 婆、 近 江の 伊吹の 弥 三郎、 平将 門、 弁慶な どに は 鉄人 伝説が からまつ てい 

る。 そして これらの 人物のう ち 弥三郎 婆と 伊吹の 弥三郎 は 酒呑 童子と 有 縁の 人物で ある。 また 弥三郎 婆の 舞台で 

ある 越後 弥彦、 伊吹の 弥三郎 の 舞台で ある 伊吹山、 酒呑 童子の 舞台で ある 丹 波の 大 江山 は 金属と 関連が 深い。 鉄 

人伝 説 は 金属 精鍊に 従事した 人た ちの 伝承だった と 考えて みる ことができる。 そう 推測す る 一 つの 根拠 は 沖繾に 

残った 鉄人と しての 鍛冶 神の 伝説で ある。 これ は 日本 本土から はこばれた ことが、 その 伝承の 内容から 判明され 

るので あるが、 本土から もたらされ たの は、 沖 織 への 鉄器の 輸入なら びに 鍛冶 技術の 導入と ほぼ 同じ 時代で あつ 

たと 私 は 考える。 おそらく 日本 本土から やって きた 鍛冶屋が その 話 を 伝えた ので は あるまい か。 浦 添の 察 度 王に 

まつわる 金宮、 または 宮 古島に 遺る 炭 焼 太郎の 伝説 もそう である。 こうした 鉄人 伝説のう えに 無法者、 あばれ 者 

の 話が 加わった。 それ は 実在の 人物と むすびつく ことによって いっそうの 発展 をみ た。 それ を ひろめた の はお そ 

らく 修 験の 徒であった。 国 上 寺、 戸隠 山、 伊吹山、 大 江山、 書写 山、 熊 野な ど はすべ て 修験者の 根拠地で ある。 

しかし、 その 一方で は 水上 交通の 要衝に まつられる 水神 信仰が あった。 古代に は 橋が 流失し ないた めに 河 神の 

人柱に 立つ ことがあった。 水神 は 鉄 を 忌む という 性格 もあった。 水神の 眷属 としての 河童の 跳梁が あった。 河童 

をヒョ ウスべ (兵 主部) というの は、 どのようない きさつに よる もの か 確言で きないが、 兵 主神の 眷属 という 意 

味が ふくまれ ている こと は 疑い 得ない。 ここに 銅 鉄の 神と しての 兵 主神と、 その 眷属 である 水の 精霊との 接点が 

みとめられる。 このよう にして 今 さまざまな 橋の 物語が 成立す る。 しかし その 背後に は 依然として 鍛冶 神の 影が 

うごいて いる。 そして それらの 物語 は 鍛冶屋 ゃ鉱 山師な どの 漂泊者、 さて は 山伏な どの 修験者に よって 日本の 遠 

方の 地域にまで はこばれる ことになる。 後世に なると 物語 はさら に 個別化の 一途 をた どるので あるが、 しかし こ 

れを 類型に よって 捉える というより は、 原型に よって 把握しょう とするとき、 影の ように おぼろげな 「鍛冶屋の 

母」 の すがたが 立ち 現われる の を 否定す る こと はで きないの である。 
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(1) 東北 地方の 日本海 岸に、 海上に よる 西方からの 移住者の 痕跡が 点々 と ある。 一例 を あげる と、 山形県の 鶴 岡 市の 海岸 

の 湯 野 浜の そばに ある 1§ は、 加 賀の金 沢の 名に： a 来 するとされ ている。 また、 酒 田 市の 南端の 浜 中 は、 越後の 中 浜 か 

ら きたと いう 説が ある。 鶴 岡 市の 南西の 井岡に 遠賀 神社が ある こと も 注意され てよ い。 

(2) まえに も 述べた ように 妻戸 神社の 創建 は 新しくても、 野 積の 古伝 承 は それより 遡って 存在した と 考える ことができる。 

また 妻戸 神社の 祭日に 影響を及ぼした 弥彦 神社の 祭日 は、 それ 以前から 三月 十八 日であった とみな され、 すでに 応永十 

八 年 (室町 時代) の 記録 も ある。 

(3) 弥彦山 登山道の 中腹から すこし 上方の 谷間に、 婆々 櫸と よばれる 一本の 大櫸 があって、 雨 乞 行事の 祈願に 弥彦 山に の 

ぼる とき、 かならず 鉈目を 入れる ことにな つていた 大櫸 であるが、 そこ は 妙 多羅 天女が 一時 仮住居した ところと 伝えら 

れ ている。 また 石川県 金 沢 市 近くの 海岸に 「弥彦 の 鬼婆 踊」 と 称する ものが 伝わって いると いう。 

(4) 東海地方 では、 一目 連と いえば 烈しい風の 名で も あり、 物の 一 方に 将棋倒しになる の を イチ モク レンと 呼んで いる 

(堀 田 吉雄著 「海の 神の 研究」 上)。 

(5) ルネ. ガル ディの 「秘境 マン ダラ」 (大久 保和郎 訳) によると、 銀 冶師は 予言者で あり、 運勢 を 占う 者で ある。 そし 

てまた 播種と 収穫の 儀式の 主宰者で ある。 鍛冶 師の 家族 は 他の 家族と つきあう ことがない。 何人も 鍛冶 師と 同じ 皿で は 

物 をた ベない。 穀冶師 の 妻 は 産婆で あり、 彼女 だけが 陶器 を 作る こと を 許される。 

(6) 関東 地方の 群 馬、 茨城、 埼玉 などの 各県で は 「越後 一之宮お 弥彦 様の 雷 様 除け」 の 信仰が あって、 弥彦 神社の 御 神 札 

をいた だく 風習が ながく あつたと いう こと を 高 橋 吉雄氏 は 述べて いる。 

(7) 楞嚴 寺の 縁起に よると、 桃 井 法 親王の 逝去 は応和 三年 九月 十八 日と され、 その 陵墓 は 五輪 塔の 中に 法 親王の 影像 を 刻 

みこんだ 珍しい ものである。 また その 境内に は 法 親王の 位牌が まつられ ている。 九月 十八 日 は 三月 十八 日と 同様に 一眼 
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を 失した ものの 忌日で あり、 または 銀 冶に 関係 ある 神社の 祭日で ある こと を 念頭に おく 必要が ある。 

(8) 伝説に よると、 弥彦 神が 野 積 浜に 上陸 後、 弥彦の 里に 宮居 を 定めて 支配して いた。 そのころ、 弥彦 山の 裏側の 日本海 

に 面した 山麓に、 安麻 背と 名のる 凶賊が 住民 を 困らして いた。 安麻 背 は 一 丈 六尺 も ある 大男で 怪物に 近かった。 安麻 背 

は 岩屋に 多くの 美女 を はべらせて 酒宴に ふけっていた。 弥彦神 は 安麻 背 を 計略に かけて 捕え、 教化した。 安麻 背 は 改心 

し、 弥彦 神の 家来と なって、 浜辺の 開拓と 漁業の 振興に 力 をつ くした という。 これが 間 瀬 浜 開拓の 由来で あるが、 もと 

より 安麻 背の 名 は、 間 瀬 を 安ん ずると いう ことに かこつけて 作り上げられた ものである。 しかし 安麻 背が 酒呑 童子 を 思 

わせる 人物で ある ことに 注意。 

(9) それ は 拙著 「青銅の 神の 足跡」 にく わしく 論証して いるから 見て ほしい。 

(S) 大林太 良 氏の この 論文 は、 私が 「銀 冶屋の 母」 を 書く ときの ヒントの 一 つに なった ものである。 

S 「和漢 三才 図 絵」 によると、 渡 辺 綱 は武蔵 国の 箕田 (三 田) に 住む ところから 箕田源 次と 呼ばれて いたが、 十三 歳の 

とき 伯母の 養子と なって、 摂津渡 辺に 住んだ ので 渡 辺と 称した。 老後 家督 を ゆずって 箕 田に 隠居し、 名 を 綱と 改めた と 

ある。 これ は 渡 辺 綱 伝説の 一 つで ある。 もちろん 異説 も ある。 「江戸 砂子」 によると、 窪 三 田の 当 光寺 を 綱 生 山と 称し、 

渡 辺 綱の 出生地と いう。 これ は 今日 東京都の 三 田 綱 町の 地名と して 残って いると ころで ある。 しかし 「江戸 名所 図 絵」 

は、 そこ を 渡 辺 綱の 出生地と する こと を 否定して いる。 そうした ことから 渡 辺 綱の 東国に おける 出生地 は、 武蔵国 足 立 

郡箕 田と 考える 説 も 有力で ある。 

「河童の 世界」 を 書いた 石 川 純 一郎 氏に よると、 肥 前諫早 地方 や 宮崎県で はヒョ ー スべ という。 また 宮崎県の 一部で 

はヒョ ー スボ ともいう。 ヒョ I スべは 春秋 彼岸の 雨 もよ いの 宵に ヒョ ー ヒョ I と 鳴きながら、 群 をな して 渓流す じと か 

尾根す じ をと おって 山と 川の 間 を ゆききす る。 春 は 川に くだり、 秋 は 山に のぼると いう。 こうした 話 は 私の 故郷の 水 俣 

市で も 伝えられ、 私 も 幼年時代 よく 聞かされた。  よ 

e3) 「仁徳 紀」 によると、 天皇 は 茨田 堤 をき ずくに あたって、 武 蔵の 強 頸、 河内の 茨田 連衫 子の 両人に 河の 神 を 祭らせた。 

強 頸 は 人柱に 立ち、 衫子は ヒサ ゴ の 呪術 を もって 死なずに 堤 を 完成 させた。 

S 河童 を メドチ と 呼ぶ が、 それ は ミズ チ (水 蛇) から 由来した とされて いる。 

(；^ ) アイヌ は 河童 を ミン ツチと 呼んで いるが、 蓬の 束 を 十字にむ すんで 洞と 腕と に 見立てて 人の 形と し、 これに 消 炭と か 


383 註 


川 石 を もって 魂 を こめ、 ふつう これに 木 幣の衣 を 着せて いる。 この 蓬の 草 人形で 疫病 を 退散させる まじないの 道具と す 

る。 

CS) 丹 後 風土記 残 缺には 「川 守郷」 の 地名の 由来が 載せて ある。 それによ ると、 むかし 日子 坐 王が 陸 耳 匹 女 等 を 追って、 

ありみち ごう 

蟥道郷 血 原に いたった。 そこで 匹 女 を 殺してから、 その 地 を 血 原 (千 原) といった。 陸 耳 は 川 を 越えて 逃げた。 官軍 は 

楣を つらねて 川 を 守り、 矢 を 放つ こと、 いなごの 飛ぶ ようであった。 陸 耳の 党 は 矢に 当って 多く 死んだ。 故に その 地 を 

川 守と いった。 日子 坐 王 は 舟に のって、 陸 耳 を 追って 由 良港まで いったが、 賊を 見失った。 王 は 陸に あがり、 石 を 拾つ 

よ さ  いし うら 

て 占な つたと ころ、 陸 耳 は 与 謝の 大山に 登った ことが 分かった。 この 地 を 石 占 (石 浦) と 名付け、 舟は楣 原に 祀 つて 舟 

戸の 神と いう、 と ある。 ここにい う 与 謝の 大山 は 古く は大 江山 付近 を 指した 呼名で ある。 日子 坐 王 は 開化 天皇の 皇チと 

いわれる。 大 江山が 賊の かくれ 家で あると いう 伝承 は、 古くから あつたに ちがいない。 

(匸) 麻呂子 親王 は 聖徳 太子の 異母 弟と いわれ、 丹 後半 島に 数多くの 伝説が のこされ ている。 親王 はこの 国に 鬼賊 がかくれ 

住んで いるので 退治せ よとの 勅命 を 用 明 天皇から 受けた。 親王 は 七 薬師の 法を修 し、 丹 後 与 謝 郡 河守庄 の鬼賊 のす み 家 

え こ かる あし つちく ま 

にたず ね 入った ところ、 岩屋に 英胡、 軽 足、 土 熊 (或 説 土 車) の 三 鬼が いた。 これらの 鬼 を 退治し、 七 薬師 を まつった。 

第一が 加悦庄 施薬 寺、 第二 河 守 清国 寺、 第三 竹 野 元 興 寺、 第 四 竹 野 神宮 寺、 第五 溝 谷等賀 寺、 第 六 宿 野 成 願 寺、 第 七 加 

佐 郡 白 久多称 寺で ある。 

(S) この 歌 を 詠んだ 者 は、 平家物語 では 藤 六 左 近と いう 者に なって いる。 戯歌の 作者と して 藤 六の 名 は 有名で あるが、 乗 

岡憲正 氏に よると、 即興の 歌 をよ くす る咄の 者、 または 説教 僧に 「藤」 の 名が 付けられた。 つまり、 「藤」 を 名のる 説 

話群団 があった という。 

(S) この 話 は 「俵 藤 太 物語」 の 中で は 次のように も 伝えられ ている。 俵 藤 太 秀郷が ものの 隙間から よくみ ると、 六 人の 武 

者に は 灯火に うつる 影がない。 本体に は 影が あると いう。 それでよ く 目 をみ すえて みると、 ときどき こめかみの 動く 者 

がいる。 藤 太 は 弓に 矢 をつ がえ て 射た。 矢 は 小耳の 根と 思われる ところ を 射通した ので、 将門 はた おれ 死んだ。 すると 

残る 六 人の 影武者 も 電光石火 のように 光と 共に 消え失せて しまった という。 

奥 多 摩と 山 梨、 秩 父の 県境に ある 雲 取 山の 尾根 伝いに 七ッ 石山が ある。 そこに は 次の 伝説が ある。 七ッ 石山の 現に 1; 

どった 将 門が 六 人の 影武者 を 藁人形で 作り、 自分 は その 中に 立って どこから でも 射てみ よと 豪語した。 藤 原 秀郷は 成 田 
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不動の 名 を 口に 念じて 「口から 白い ものがた なびく もの を 射よ」 というお 告げ をう け、 あやまたず 射た。 七 人の 鎧 武者 

は そのまま 石に なって しま つたと いう。 

3) 鉄人の 妻が 夫の 弱点で ある 泣き所 を 知って おり、 その 秘密 を 敵に 洩らして 夫 を 殺させた というの は、 伊吹の 弥三郎 や 

与那 国の 鍛冶 師の 話に みられる が、 将門 伝説のば あい は、 将 門の 愛妾の 桔梗の 前が その 役割 を 果してい る。 六 人の 影武 

者に まじって 将門は 姿 をく らます が、 こめかみの 動く のが 将門 である こと を 知らせる。 夫の 秘密 を 通報した ので、 将門 

はこれ を怨ん で、 「桔梗 絶えよ」 と つて 死んだ ことから、 桔梗の 前の 住んで いた 土地に は 桔梗が 咲かない という 伝説 

も 生まれて いる。 

(？ n 百足 を 鉱山の 象徴と みなし、 竜 (大蛇) を 水神の 象徴と みなす ことができる。 両者の 闘争に おきかえる こと も 可能で 

ある。 そのと き 俵 藤 太の 役割 を果 すの は 猿 丸太 夫で ある。 近 江の 三 上 山の 神 は、 一説に は 白い 小 猿と いう 説が ある。 三 

上 山の ふもとに は、 天 之 御影 命 を まつる 御上 神社が ある。 天 之 御影 命 は 天 目 一箇 命と 同様で、 日本の 鍛冶の 祖 神と 称せ 

られ ている。 群馬県の 熱 田 郡 (現勢 多 郡) 宮城 村に も 百足 山が あって、 そこに は 俵 藤 太の 話が まつわりつ いている とい 

う。 

(M)  r 豫章 記」 に は、 四国 伊予の 豪族の 河 野 氏の 祖先に あたる 益躬 について 次の ことが 記されて いる。 それによ ると、 推 

古 天皇の 御代に 三韓が 来襲した。 その 大将 は 鉄人、 すなわち 鉄製の 人間な ので、 刀 も 矢 も 及ばない。 だが どこか 肉 身の 

ところが あろうと 益 躬は 近よ つてよ く 見る と、 鉄人の 足の裏に 眼が ある こと を 発見した。 その 眼のと ころが 鉄人の 唯一 

の 肉 身の 部分で ある こと を 知った 益躬 は、 袖の 下に かくしもった 投矢を 投げて その 足 裏の 眼に 命中 させて 鉄人 を 倒した 

うしの り 

という 話で ある。 『日本 年中行事 辞典』 に は 「牛 乗」 という 項目が ある。 十月 (もと 九月) 九日、 兵庫県 明石巿 大蔵 谷、 

稲 爪 神社の 祭礼 を 牛 乗と いう。 牛 乗 権兵衛 ともいう。 昔、 鞋鵪 (ッ ング I スの 一族、 渤海 もこの 一族の 国) の大 軍が 来 

寇 したと き、 大将の 鉄人 は 牛に 乗って せめてき た。 この 神社 を 勧 請した 越 智益躬 が 推 古 天皇の 命に よって 迎えう ち、 鉄 

人 をう ちとり、 その 牛 は 人 丸 山の 後の 太 寺と いう 村で 飼った という 伝えが あり、 稲 爪 神社の 祭礼に は、 この 村から 順番 

で 牛 を 出す。 ここに 人 丸 山と いうの が 気に かかる。 柿 本 氏 は 鉄に 関係が あると 私 は 考えて いるから だ。 

§ 金 時 も マサ カリ を もっている。 藤 沢衛彦 によると、 金 時の マサ カリ は インド 神話の インドラ、 ス カンジ ナビア 神話の 

雷神 ト ー ルが もつ マサ カリ ゃ槌と 同様に、 中国の 雷神 もこれ を もち、 それが 古代 日本の 思想に もうけ 入れられ ていた も 


ので あると いう。 一方 「木 葉 衣」 によると、 山伏が 斧 を もつ の は 山林に 分け入って 荆棘を 払い、 あるいは 柴ゃ薪 を 伐つ 

て 供給す るた めの もので あつたと 記して ある。 

(お) 田 辺 市の 弁慶 松 は 三代 目の 松で あるが、 昭和 五十 年に 根元 をの こす だけで 枯死した。 

§ 書写 山に は 弁慶の 勉強机 や 弁慶の 鏡 井戸が みえる。 昼寝の 顔に 落書き をされ て、 井戸に 写した 自分の 顔 を 見て 激怒、 

その 喧嘩が 発端で 書写 山 は 焼失した。 この 書写 山に せよ、 越後の 国 上 寺、 信 州の 戸隠、 近 江の 伊吹山に せよ、 修 験の 群 

, の あつまる 霊山であった こと は、 物語の 形式と 伝播に 大きな 役割 を 果たした と 思われる。 

05) 「天 延四年 源 頼 光、 上 総の 任限充 ち、 三月 廿 一日 上りた まう に、 相 摸の 国より 足 柄 山に さしかかりて 見 給う に、 向う 

の蛆に 当りて. i;^&^6s^^ い、 頼 光、 綱 を 召して かしこに 雲気 ある 人傑の 隠れいた るな らん、 尋ぬ べしと 仰せければ、 

綱 尋ね ゆく に、 茅屋のう ちに 六 旬余の 老嫗、 廿歳 ばかりの 童 形と 只 二人いたり。 渡 辺 彼等 を 頼 光の 前に つれ 来る。 頼 光 

かの 童が、 相 形の 奇なる を 欲し 給い、 其 性 名 を 問い 給う。 老嫗 こたえて、 妾此 山中に 住む こと 数年に 及びし に、 ある 時 

山の頂に あがりて 寝たり しに、 夢中に 赤 竜 来って 通ず と 見て、 此子を 孕み、 生れて 廿 一年 を 経たり と 申す。 頼 光 凡人に 

あらず と 感じ 給い、 酒 田の 公 時と 名 を 給い、 綱、 公 時、 貞光、 季武を 四天王と 呼び 給いけ る。」 (傍点 筆者) 

(W) 藤 沢 衛彦も 同様の 意見で ある。 金 時の 母のば あい は 箱 根 権現の 神事に おこなわれた 御 阿 札 秘儀に 発した 伝承 説話の 構 

成と 同類 だとい い、 又 阿 礼 乎 止 女 は 神に 仕えて 神の 妻と なり、 神の 子 を 生んで 神の 母と なる。 

§ 「陸 奥 話 記」 に 源 頼 義が胆 沢の 鎮守府から 多賀 にかえる 途中、 阿久 利 川 をす ぎた というの は アタリの 国の 川と いう 意 

味で、 アタリ は 水路の ことで あると 藤 原 相 之 助 は 述べて いるが、 高 崎正秀 のように 悪路 王 も アタリと むすびつけて 解す 

る こと もで きな く はない。  」 
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秋の 一日、 奈良県の 御所 市の あたり を 歩いた。 そこ は 大和 盆地の 西南 隅に 位置し、 葛 城の 名で 呼ばれ 親しまれ 

ている。 四百 メ ー トル を こす 高所に ある 高 天から 見下す と、 大和 盆地の 南半 分 を 眼中に おさめる ことができる。 

葛 城の 古い 集落 は 段丘に そって、 山す そに 展開して いる。 その 集落の あちこちから、 かりとった 稲 わら を やく 

煙が あがり、 夕 もやの 空に とけあって いくの を 見て、 何千 年の 昔 も 今 も すこしも 変わらぬ 人間の いとなみが つづ 

いている 光景に 心 を 動かされた。 高 天から 高 鴨 神社 をへ て、 さらに 降りる と、 風の 森が ある。 これ は 地名と なつ 

ている が、 元来 は 高 鴨 神社の 末社で、 風神 を まつった 杜 神の 場所で ある。 そして 風の 森の 峠 は 大和 川と 吉野 川の 

源流の 境目と なって いる。 その あたり は 東西から 山が ぐっとせ まって、 ほそい 道が 大和と 紀 州と をつな いでいる „ 

この 道 を 人間が とおる だけでなく、 風 も 吹きぬ けて いく。 

風の 森の 北が わ 一 キロ あるな しのと ころに 五百家と いう 集落が ある。 奈良 在住の 地名 研究家で ある 池 田 末 則 さ 

ん から 教えられ たこと だが、 この 五百家と いう 地名 はどう やら 五百木 または 伊福に 由来す る ものら しい。 古代に 

銅を祷 造す る 技術の 専門家と して 伊福部 (または 五百木 部) という 氏族が あった こと は、 『和名 抄』 に 記された 
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伊福と いう 六 力 所の 地名のう ち、 四 力 所から 銅鐸が 出土して いる ことで ほぼ 証明され ると 思う。 

この 五百家の 北、 数 キロのと ころに 御所 市の 名 柄と いう 地名が ある。 名 柄の 養魚池の ほとりから 銅鐸と 多 紐 細 

文 鏡が 出土して いる。 また その あたり は 古代に は 高 尾 張と よばれて いた ことが 『記紀』 によって 明らかで あるが、 

尾 張 氏 はもと もと、 この 高 尾 張の 出自 であると する 説が 有力で ある。 そして 伊福部 氏 はま ぎれ もな く 尾 張 氏と 同 

族な ので ある。 

高 尾 張に は 赤銅の 八十 梟師 がいて、 神武 帝の 軍に 抵抗した が、 ほろぼされ たと ある。 また 彼ら は 身体が みじか 

く 手足が ながく、 まるで 侏儒の ようだった とも 述べて いる。 『日本書紀』 のこの 記述 はき わめて 重要で あると 私 

は 考える。 というの も 雷神が 小さい 子どもの かっこう をして いると いうの は、 わが国に も 古くから 流布され てい 

る 伝承で ある。 鍛冶の 神が 雷神 を もって 表現され る こと は、 世界 共通で ある。 また ョ ー 口 ッパに は 小人が 鉄 をき 

たえる とか、 小人が 鉱山で はたらい ている という 民間伝承が 見られる。 赤銅の 八十 梟師が 侏儒、 つまり 小人の よ 

うな か つ こう をして いたと いう 記事 は、 け つして 無視で きない。 

このような 古代の 伝承 を 裏付ける 事実と して は、 五百家の 西北 方に あたる 一 一 キロ のと ころに 朝 町 銅山が ある。 

五百家から あるいて 一 時間 そこそこの 朝 町に 足 をのば して 話 を 聞いた が、 その 銅山で は 明治 一 一十 五 年 ごろに は坑 

夫が 二十 人ぐ らい 働いて いたと いう。 そして その 鉱脈 は 五百家の 方に 走って いると いう 話であった。 奈良県に は、 

銅山と いえば ほかに 吉野 郡の 下 市に 栃原 銅山が あるば かりで、 そこ は 不便な 山中で ある。 そこで 想像 をた くまし 

くして、 高 尾 張に わ だか まる 赤銅の 八十 梟師、 あるいは 五百家に 居 を かまえる 伊福部の 铸銅 集団が、 野 だたら を 

きずき、 風の 森 を 吹きぬ ける 強風 を 利用して、 朝 町から はこんだ 銅 を 精練す る 作業 をお こなって いたので はない 

かと 考えて みた。 古代で は 銅 や 鉄 を 吹く のに は、 はげしい 風 を 必要と した こと は 事実で ある。 ただし 朝 町の 銅山 

がいつ 頃から 開かれた という 記録 はなく、 正確な こと は 一 切 分からな いこと を ことわって おく。 


あな し 

私 は 葛 城 を 歩いた あと、 こんど は 大和 盆地の 東南 隅に ある 三輪 山の ふもとの 安師 をたず ねた。 そこ もいた つて 

風の 強いと ころで ある。 安師 は、 アナ シ という 西北 風 を さす 風 言葉と 関連が あると される。 その 一方で は、 山に 

横穴 をう がって 鉄鉱石 や 砂鉄 をと る 人た ち を 穴師と 呼んだ とも 考えられる。 つまり、 穴師 が安師 となった という 

ので あり、 安師に 武器の 神で ある 兵 主神 社が まつ つて ある こと も その 推測 をた すけてい る。 

こ^ 安 師の南 どなりの 車 谷から 山道 を 東へ 入って いくと、 そこに はかって 鉄 をと つたら しい 穴が あり、 廃坑の 

あると ころ を 現在 も カネ ホ リバ と 呼んで いる。 安 師の北 どなりの 山 田と いう 集落の 田んぼに は カナ クソ がた ま つ 

て 出る という 報告が 昭和 十 年代に なされて いる。 また 三輪 山の 南の ふもとに ある 金屋の 弥生 遺跡の なかに、 製鉄 

用の たたらの 羽 口 や、 たたら 壁が 多く 発見され ていて、 考古学者の 樋 口 清 之さん は、 この 地で 鉄の 精鍊 がお こな 

われた ことが 実証で きる とい つてい る。 

さて、 さきに あげた 葛 城の 地名 はすべ て 四 キロ 四方の せまい 空間に 入って いる。 三輪の 地名 もまた 同様で ある。 

関連 づける ことので きる 地名が 集中して いる。 ここにお いて、 葛 城に 発生した 権力 は、 朝 町の 銅に その物 質的な 

基礎 をお いたので あり、 三輪 王権の 成立の 物質的な 土台 は、 安師 周辺の 鉄で あると いう 幻想 を 組み立てる ことが 

可能で ある。 葛 城 山の ふもとの 原初の 権力が、 三輪 山の ふもとの 王権へ と 移った とすれば、 それ は 呪術 的な 銅と 

実用的な 鉄の 交替 を 物語る もの かも 知れない。 

^ 権力の 発生に は 銅 や 鉄な ど 金属の 力が 決定的に 参与して いるの はいう まで もない が、 強風の 力 を 借りなければ、 

つ それら を精鍊 する こと はでき にくい 時代が あった。 しかるに 稲作 民族で ある 日本人に とって は、 風 は 始末の わる 

g い 敵で あると いう 考えが 一 般的 であり、 柳 田 民俗学 や 古代 学 はこうした 農民の 心情 を 忠実に 代弁す るに とどま つ 

I ている。 しかし 銅 や 鉄の 精鍊に 不可欠な 風の 追求 は、 民俗学 や 古代 学が 見落とし ていた 点 を 浮かび あがらせる。 

3 農民 中心の 学問の 視野 は 是正され なければ ならない ので は あるまい か。 
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播州の 竜 野 を 出た 車が 山 崎の 町に さしかかる 頃になる と、 それまで 晴れて いた 空に 翳りが 出て きた。 行 手に み 

える 豁 谷の 更に その 奥に つき出し ている 山の頂 上 一 帯が 次第に 輪郭 を 失い はじめた。 

ち ぐ さ 

「この 分で は 千 種 は 雪 じ やないで しょうか」 タ クシ— の 運転手が 云った。 風景が 戸惑って いる。 瀬戸 内に 面した 

ところ は、 はやく も 春の きざし を 含んだ 光が まきちらされて いるのに、 おなじ 兵庫県で も 山奥 はま だ 深い 冬の 中 

にある。 

車 は揖保 川の 川す じ を はなれて、 千 種 川の 川す じに 移った。 川の 水が とたんに 清冽 さ をました。 道 傍に は 「川 

魚に 親しむ 町」 という 標語が 看板に 書かれて 立って いる。 観光客 を 誘致しょう とする 努力が この 山奥に も 見られ 

る 0 

しかし 私 は 川魚で なく、 鉄の 話 を 求めて 千 種 川 をの ぼって いる。 

かって 「千 種 鋼」 の 名 は 刃物の 代名詞であった。 大正 七 年 八月 二十 七日の ある 新聞 は 次の ような 逸話 を 伝えて 

いる。 今上陛下 (当時 皇太子) の 妃殿下と して 入内され る 久邇宮 良 子女 王 殿下の 御 守 刀 を 調整した の は 東京 小石 川 
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に 住む 刀剣 師 であるが、 この 刀剣 師の 話に よると、 明治 元年 紀 州の 海で、 ある 漁夫が 海底から 拾い あげた 十二 個 

の 鉄 塊 を 地金と したと いう。 この 地金の 鉄 塊 は 丸味の ある 植木鉢 を さかさに したよう な 形 をして いて、 どれ もが 

十七、 八 貫目ず つあった。 その 刀剣 師の 鑑定で は、 五 百年 まえの 千草 刃 金で あり、 新しい 刃 金 は 火で 打って 透か 

してみ ると 白く みえる が、 古く 強い 刃 金 は 凄い ような 青 味 を もっている。 そこで この 永年 海に 沈んで いた 地金で 

四 本 を 鍛え、 そのうち もっとも できの よい 一本 を 納めた。 ちなみに その 御 守 刀 は 白 鞘に おさめられた 九寸五分で、 

表に 宝剣、 裏に 一 一本 樋の 彫刻 を ほどこした ものである という。 

こ の 話 は 当事者で ある 刀剣 師 から 直接の 聞き書きで あるから 作り話で はない。 千草 刃 金が 世上で いかに 珍重 さ 

れ たかと いう 証拠の 一つで ある。 

しきく さ  まがね いだ 

千 種 はもと 千草と 書かれて おり、 『播磨 国 風土記』 に は 敷 草の 村と 記されて いる。 そして 「鉄 を 生す」 と 注記 

されて いるから、 たたら 製鉄の 伝統 はかなり 古くまで さかのぼる ことができる。 

天明 四 年 (一七 八 四) に 作られた 「鉄山 必用 記事」 (『鉄山 秘書』) にも、 金屋子 神が 天降った の は播磨 国の 岩 鍋と 

いうと ころで、 そこで は 岩で 鍋 を こしらえ たから 岩 鍋と いう 名が 付いた とされ、 金 屋子神 は 岩 鍋から さらに 白 1：1 

. に 乗って 西方に 飛び、 出 雲 国の 野義 郡の 黒 田の 奥の 非 田に つき、 そこにと どまって、 たたら を 仕立て、 鉄 を 精製 

する 技術 を はじめた という 祭文が 収められ ている。 

ここにい ぅ播磨 国の 岩 鍋が 千 種 村の 岩 野辺で ある こと はま ぎれ もない。 岩 野辺に は、 つづら 尾と いう 小字が あ 

つて、 そこ は 千 種で も、 もっとも 古く 鉄 をと つたと ころで ある。 

このように、 出 雲の 国の たたら 製鉄の 祭文に とおく はなれた 播州 千 種の 岩 野辺 (岩 鍋) の 名が みえ、 そこ を 鍋 

作りの 発祥の 地と している こと は、 千 種の 製鉄の 古さ を 物語る ものに ほかなら ない。 同時に それ は鉱 山師の 移動 

の 痕跡 を も 示す ものであろう。 
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さて、 私 は 千 種 町に 着く と、 千 種の 製鉄の 歴史に くわしい 塚 崎 竜さん と 井口 二 四 雄さん に 会い、 その 話 を、 半 

日ば かり 聞いた。 読者に もめず らしい 話と 思われる ので、 左に それ を 紹介して おく。 

砂鉄に は、 真砂 砂鉄と 赤目 砂鉄と 浜 砂鉄の 三種 類が ある。 真砂 砂鉄 は 花崗岩の 風化した もの、 赤目 砂鉄 は 石英 

粗 面 岩の 風化した ものである。 浜 砂鉄 は 河川に よって 流されて 浜辺に 堆積した ものであるが、 それに は 塩分な ど 

の 夾雑物が まじって いて、 よくない。 そこで もっとも 上等な の は、 山 を 掘りく ずした 場所で とれる 砂鉄と される A 

千 種のば あいが まさしくそう である。 

砂鉄 をと るに は、 まず 七 名から 十三、 四 名の ものが 一団と なって、 七 尺 柄の つるはしで 山 を ほりく ずす。 こう 

したやり かた をゥト (洞) 掘りと いう。 砂鉄 をと るた めに 山 を ほりく ずした あと、 谷に なって いる 場所 を もゥト 

と 呼んで いる。 この 作業で もっとも 危険な の は、 山く ずれに 会って 下敷きに なること である。 そのため、 掘って 

いる ときには、 大声 を 出したり、 咳 をす る こと は 許されない。 ちょっとした 声の 反響が 土砂く ずれ を さそい 出す 

ことがある。 そこで 啞 のように だまりこくりながら、 おそろしい 緊張に 耐えて 仕事 をす る。 

山く ずれの 前兆と いうの はブリ ッ という 小さな きしみ 音が 起こる こと だ。 グ ル ー プのリ ー ダ I である 鉄 穴師は 

穴の 外にいて、 それ を 耳 ざと くきき つける と、 咳 をす る。 それ を 土地の 方言で オト ナェ をす ると 云って いる。 こ 

の 鉄 穴師の オト ナェを 合図に、 みな 七 尺の 柄 を 杖に して、 いっせいに 飛び出す。 そのために、 いつも は 七 尺 柄の 

つるはしの 鉄の 部分 を 上に して、 柄 を 下にお く。 それ はい ざと いうと きに、 それ を 使って 跳躍す るのに 便利 だか 

ら である。 

掘りく ずした 真砂 土 は あらかじめ 掘られた 水路の 上に 落ちる ようにす る。 井手 (ュデ ) と 呼ばれる この 水路の 

水 は、 幾 キロ も はなれた 谷から 引く ことが しばしば だ。 そこで 七、 八百メ ー トル も ある 山の 高所に 水路 をめ ぐら 

す 光景が みられた。 
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この 水路 は 下流に なるほど 砂鉄が 下ぬ たまる 仕掛に なって いるが、 真砂 土 を バグ ヮ でもって 揺ると、 軽い 砂. H 

流れ、 比重の 重い 砂鉄 だけが 水路の 底に のこる。 

その 砂鉄 を あつめた 場所 をかん な 置 場と いう。 かんなに は 砂鉄、 鉄 砂、 鉄 穴な どの 字 を あてる。 鉄 砂 は 播州で 

は 砂鉄 を 意味す る。 

たまった 砂鉄 はかん な 箱に 入れ、 人 や 馬の 背中に 背負って、 たたら 場へ もっていく。 

「鉄 砂 七 里に 炭 三 里」 という ことわざが ある。 鉄 砂 は 七 里 背負っても コストが 引き あう が、 木炭 は 三 里 以内で な 

いと 引き あわない。 それ は 砂鉄が 堆積が 小さくて 木炭より 運搬し やすいから である。 たたら 場 は 木炭の 材料の 得 

やすい 深山の 谷の 入口に もうけられる。 

てん ご や 

千 種で は 一 番 大きいた たら 場 は 天 児屋と 呼ばれる ところに あ つ た。 天児屋 という 名 は 鉄 山師の 信仰す る 天 児 匿 

根 命に あやかった ものである。 たたら 場の 名前に は 土地の 名 をつ かわず、 かならず 山 号 を もつなら わしで ある。 

たとえば 天児屋 のば あい は 下に 山 をつ けて 天児屋 山と 呼ぶ。 

たたら をき ずくに は 四、 五メ ー トルの 四方の 地面 をニメ ー トル 以上 も 掘り下げる。 クリ石 を 敷き、 その上に 真 

砂土 を 敷いて、 地下水の 湧出 を きびしく 防ぐ。 しかしな お 湿気の 問題が ある。 そこで 木炭の 粉 を 三十 センチから 

五十 センチの 厚みに 置き、 その上で 一昼夜、 焚火 をす る。 そして 完全に 燃えき つて いないと ころ を 見 計って、 地 

面と すれすれになる までに、 木炭の 粉と 木灰と を 叩きつ ける。 

このように 周到な 準備 をした あとで、 かまど をつ くる。 この 長さ はニメ ー トル、 幅 は  一 メ ー トル 三 〇 立 あり、 

高さ は  一 メ ー トル を やや 越す ものである。 しかし 壁 は 四 〇 センチ もの 厚み を もつ ので、 長さ ニメ ー トルと いって 

も 内径 は  一 メ  I トル 少々 という ことになる。 ここで 注意 を 要する の は、 かまど を 作る に は 鉄分の ない 土 を 使用し 

なければ ならぬ という こと だ。 一六 〇〇 度になる と 鉄 は 溶ける。 したがって 鉄分 を 含んだ 土に ひびが 入り、 かま 
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どが くずれ 落ちる 心配が ある。 かまどに は 両方から 六本ず つ の ふい ごの 口 を さし スれ る。 

ここで 一 言して おくと、 たたらと いう 言葉 は 三 通りに 使い分けられる。 足踏みの ふい ご をた たらと 呼ぶ こと は 

ひろく 通用して いるが、 かまど (製鉄 炉) もまた たたらな ので ある。 あとに なると かまど を蔽ぅ 家屋 (高殿) が 

もうけられ それによ つて 高温 を 確保で きる ようにな つたが、 その 建物 もた たらと 呼ばれて いる。 かまど だけの も 

の を 野 だたら と 云う。 

たたらが できあが ると、 まず 木炭 をく ベても やす。 その 次に 砂鉄 を 投げ入れ、 更に 木炭 を 入れ、 砂鉄 を 入れる 

という 風に 原料と 燃料 を 交互に 重ねる。 たたら 場の 指図 をす る ものが ム ラゲ (村 下)、 その 助手に あたる のが 炭 

坂で ある。 ス ミサ 力また はスサ 力と 呼ばれる。 そのほか、 木炭 を 適当に 切って はこぶ 番 子が あり、 あるいは たた 

らを ふむ ものが いる。 三 昼夜ぶ つ 続けて、 焚く のがしき たりであった。 これ をヒ トヨと 呼んで いる。 その 間、 ム 

ラゲ はたえず 炎の 色で 加減 を はかった。 その 労働 はき わめて 苛酷で あり、 ム ラゲの 家で は 眼病の 神で ある 出 雲の 

一畑 薬師 を 信仰した。 ちなみに ム ラゲと いう 言葉 は 村 君、 すなわち 漁村で 網元 を さす 語に 由来 するとい われて い 

る。 ス ミサ 力 はス ミツカ サ (炭 司) が つづ まった ものと いう。 

この 中で もっとも 重労働 を 強いられ たの はたたら を ふむ 男た ちであった ろう。 そのと きの 労働歌 はいろ いろ あ 

るが、 中国 山地の もの を 紹介しょう。 

昨夜よ なかに、 月輪 さまが 

さで こけて ョ！ (つまずき 転んで) 

あって あられん (世に もない) 

大 やけど 
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あしたの 夜 さから 雨 休み 

トコ ドッ コィ、 踏んだり 踏んだり 

向こう 山背から、 鹿の かかが 

顔出して ョ，' 

あって あられん 

目え くばせ 

はだか 男が お気に入り 

トコ ドッ コィ、 踏んだり 踏んだり 

こうした おもしろい 歌 をうたい ながら 男た ち は 気 を まぎらわした。 鉄 を 吹く ときには、 たたらの 炉の 火が 夜中 

に は 山火事の ように 遠望され たもの だとい うが、 それ は 『猿 蓑 集』 の 「たたらの 雲の まだ 赤き 空」 という 句を彷 

彿 させる もので あ つたろう。 

• ヒ トヨ を 吹きお わると、 ム ラゲの 指図で、 ェ プリと 称する 股の 木 を 利用した もの —— それ はの ちに は 鉄製の 道 

具に 変った 1! で、 鉄の 塊 を かき 出す。 千草 鋼と 呼ばれる 有名な 玉 鋼の 部分 は、 鍋な どの 材料になる 銑 (ズク ) 

と はちがつて、 これ を姆 (ケラ ) とも 呼んで いる。 この 鋼が たまる 状況と いうの は、 まるで 真珠色に かがやく 水 

滴の ような 具合に したたり 落ちる。 そうした ところから 玉 鋼と いう 名称が 生じた のだろう という 説明 は、 とくに 

私の 興味 を 引いた。 

さて、 こうして たたらから 引き出された 鉄の 塊 は、 あと それ を大 鍛冶の 手に よって 鉄の 四角な のべ 板に され、 

和紙に くるみ、 八 枚 または 十二 枚 を 一束に して、 藁 ごもに 包み、 牛馬の 背に 乗せて、 各地 方に 運んで いった。 千 
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草 鋼の 名 まえ はこうして 世間に 喧伝され るに いた つ た。 

たたらに よる 製法 は 明治に なると 急速に おとろえ たが、 千草 も 例外ではなかった。 天児屋 鉄山 は 明治 十 年代に 

幕 を 閉じた と おもわれる。 他の たたら も 明治 中期に 閉山した。 しかし 今日で も 製鉄に 縁 由の ある 名称 を 姓と する 

むらした 

人た ちが 少数ながら 残って いる。 天 児 屋には 村 下と 称する 家が 一軒 ある。 これ はム ラゲに 由来す る ものである 

また 岩 野辺 や 七 野 あたりに は、 加 冶の 姓 を 名のる 家が 一 1 軒 ある。 

私 は 夜お そくまで たたらの 製鉄の 話 を 聞いた。 そうして あくる 朝 千 種の 宿屋で 起きて みると、 あたり 一面に 雪 

が 積って いた。 二月の 末と はいえ、 千 種 はま だ 冬な の だ。 雪 は 風に 吹かれて 虚空に 乱舞し、 玉 鋼の 名産 地で あつ 

た 千 種 一帯 を 白色で 埋めつ くそうと している。 私 は 千 種から 山路 をタ クシ ー で波賀 町に むかった。 ところどころ- 

遠い 山の 中腹に 横す じが みられる の は、 水路の あとだと いう 昨日の 話 を 思い出しながら。 

しかし、 と 私 はふり かえって みる。 なぜ、 私 はこの 山奥にまで さまよい こんで、 たたらの 話 を 聞こうと したの 

だろう か。 それ は 雪の 上に 印され たけ ものの 足跡の もっかす かな 匂い をた どるよう に、 私の 内奥の 衝動 をた どつ 

て、 民族の 始源 へ ゆきつ こうと してい， るめ I だろう I か。 それとも 常 民の 生業の 根底 へ か。 _  ： 
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壬 申の 乱に 際して 大海 人皇 子が 不 破の 関 を 目指した の は 云う まで もな くその 戦略 的 価値の 故で ある。 両側から 

山が 迫る 幅 一 キロの 間が 西 国と 東国と を 髪 一筋に つないで いる。 ここ を 守る に は 大軍を 必要と しない。 近 江 朝廷 

側の 正規の 兵力の 東国 進入 を 防ぐ に はこれ ほど 屈強な 場所 はない。 それと 同時に、 不 破の 関から ほど 遠くない 美 

濃の 安八 磨 郡が 大海 人皇 子の 湯沐邑 にあた. ると ころから、 そこが 反乱の 拠点とされ たこと も 首肯で きる。 

しかし 私 は それだけ では 充分で ない もの を 感じる。 武器 は どのよう にして 調達した だろうかと いう 疑問が 湧く。 

その 武器 は 大海 人皇 子が 味方に つけた 東国の 豪族 や 有力な 部下が もってき ただろう こと はまちが いない。 大海 人 

皇子 はま つ たく 着の み 着の ままの 姿で 吉 野の 宮を 出発した の だから。 

しかし 壬 申の 乱で 大海 人皇 子が 信頼した 部将の 面々 を 仔細に みると、 彼の 信頼の もう 一 つの 理由が おぼろげに 

浮び 上って くる。 その 結論 を 云う となれば、 これらの 部将と 武器の 生産と が むすびついて いたので はない かと 云 
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うこと だ。 

ゆのう ながし  おうのお みほむ じ 

大海 人が まっさきに 不 破の 道 をふさぐ こと を 命令した の は 美 濃 国 安八 磨 郡の 湯沐 令で ある 多臣品 治であった。 

安八 磨 郡と は 『和名 抄』 の 安八 郡に あたり、 安八 郡の 中心 を かりに 現在の 大垣巿 付近と すると、 そこから 不破 

関まで はわず か 十五 キロ 程度で、 進軍す るに も 半日の 行程に すぎない。 安八 磨 郡 は 安八 郡 だけでなく その 北 どな 

りの 池 田 郡まで 含んで いたと 野 村 忠夫氏 は 考証す る。 池 田 郡に は 額 田郷と 伊福 郷が ある。 この こと は 重要で あつ 

て、 そこから 当時 安八 磨 郡 全体に ひろがつ ていたと みられる 湯 沐邑の 特色 を 知る 手がかりが 生まれる。 つまり 額 

田 部 氏と 伊福部 氏と いう 金属 精練の 専門 集団の 居住地が 湯沐邑 にあった とするならば、 そこ を 支配 管理し、 大海 

人皇 子の ための 課税の 収納 をお こなう 役人で ある 湯沐 令に 大きな かかわりが あると みられる。 

もともと 湯沐 なる 語 は 周 礼に 見える。 周 代に おいて は、 天子に 朝 勤す る 諸侯 は、 天子の 直轄地の 中に 湯 沐の邑 

を 賜った。 近 江 令の 制定 者 はこの 周 礼の 用語 をと つて、 中宮 や 皇太子の 采邑に 名 づけた と 滝川 政 次 郎氏は 云う。 

他方 それが 漢の 高祖に 関連 を もつ こと も 前 川明久 氏に よ つ て 指摘され ている。 漢の 高祖の 生まれ故郷 である 江 蘇 

省の 沛は、 彼が 秦 への 反乱の 最初の 拠点とした ところで、 高祖が 帝位に ついた 後に、 沛を湯 沐邑に 制定した。 こ 

の 記事 は 『漢書』 または 『史 記』 に 述べられて いるので、 それらの 史書に 親しんで いた 大海 人皇 子が、 漢の 高祖 

の 故事に ならって 安八 磨 郡の 湯 沐邑を 乱の 拠点とし たので はない かとい うのが 「壬 申の 乱と 湯 沐邑」 の 論文で 展 

開され た 前 川 氏の 説で ある。 しかし それ は いささか 行きす ぎた 解釈で、 むしろ 壬 申の 乱の 勝利 後、 天武 天皇 は自 

らを漢 の 高祖に なぞらえたい 気持が つのった のか、 また 『日本書紀』 の 編纂 者が 帝の 気持に へつらって、 それに 

ふさわしい 潤色 を ほどこし たと 考える ほうが 穏当であろう。 

『漢書』 や 『史 記』 に は、 高祖が 秦 に対して 沛で 挙兵す るに あたって、 黄 帝と 蚩尤と を まつり、 鼓に はいけ にえ 

のけものの 血 をぬ り、 旗幟 はすべ て 赤色 を 用いた、 と 述べて ある ことから、 大海 人皇 子の 軍隊が 赤旗 を 使用した 
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の は それ を なぞった の だとい う 解釈 を 井上通泰 は ほどこして いるが、 もし この 説 を 採用す るなら ば、 大海 人皇 子 

は 乱の 当時から 漢の 高祖の 挙兵 をつ よく 意識して いた ことになる。 しかし 平野 邦 雄 氏の 指摘す るよう に、 赤く 染 

める こと は 新羅 ゃ加羅 系の 呪術と みる こと もで きる。 つまり、 この 紅旗の こと も、 また 安八 磨 郡 を 湯沐邑 とした 

こと も 壬 申の 乱の 後と 考えられ なく はない。 

湯沐 令に ついては、 それが 中国の 官制に 見当らない ことから、 湯沐 令の 職名 は 湮滅した 近 江 令に 記されて いた 

と は 推察し がたい、 と 前 川 氏 はいう。 「この 職名 は 法制 化された もので なく、 大海 人皇 子の 湯 沐邑を 管理す る 私 

的 管理人と しての 職名で あ つ たと みられ、 したが つ て 湯 沐邑の 呼称 も 大海 人皇 子の 旧 壬 生 部に 対する 私的 呼称で 

はなかった かと 考える。 つまり、 湯 沐邑の 実態 は大化 前代の 名 • 子 代 や 壬 生 部と なんら 変り なく、 大海人^£.^子は 

漢書に みえる 高祖の 私有地の 呼称 を 模倣して 用いた ので はない かと 思う」 と 述べ る。 

しかし、 賢明な 大海 人皇 子が 壬 申の 乱 以前に 漢の 高祖の 故事に なぞらえて 湯 沐邑の 名 をつ ける と いう 危険 をお 

かす はず はなく、 壬 申の 乱 後に、 天武 みずから、 あるいは 書紀 編纂 者に よって、 そうした 私的 呼称が 与えられた 

と 私 は 見る の である。 

この 点で 私 は 今 井 啓 一が 次のように 述べて いるのに まったく 賛同す る。 「壬 申紀 における 大海 人皇 子 軍と 漢高 

祖紀と は 甚だ 近似の 記事が 多い。 かねて 皇子 は 自ら 漢 高祖 を 以て 任じて おられた と 指摘す る 向き も あるよう であ 

るが、 それ は 皮相の 観察で あり、 むしろ 紀の 編纂 者が 史記 高祖 本紀 など を 藍 本と して 天武 天皇 を漢 高祖に 擬定し 

た 舞 文が 多い ので はなかろう か。 前記した ニニ 二 例、 湯沐邑 • 美濃師 三千に よる 戦闘 開始の 烽火、 其 他、 m「 や. ：〈• 

赤色の 標識 等々、 すべて 史記 高祖 本紀に 拠る とさえ、 わたくし は 云いたい ので ある」 (『壬 申ノ 乱と 美 濃 国』) 

むしろ 前 川 氏の 論文で 注目すべき こと は、 漢の 高祖の 伝記の 中に ある 湯 沐邑と 『漢書』 「地理 志」 の 中の 沛の 

記事と を むすびつけて、 それと 壬 申の 乱に おける 湯沐邑 との 関係 を比定 している ことで ある。 高祖 は 挙兵の 際に、 


銀 冶 屋の母 402 


黄 帝と 蚩尤を 祭った こと は 前に 述べた が、 この 蚩尤 というの は、 雨 師と風 伯 を 支配して 黄 帝と たたかった 中国 古 

代 神話の 怪物で あり、 風 伯 を つかさどる ことから フィゴ 技術に よ つ て 青銅 兵器 銬 造の 秘密 を 知 つてい る 巫 師の祖 

先と みなされた。 そこで 鍛冶 を 専業と する 部族の 畏敬す る 神で あり、 他方 軍神と しても あがめられ ていた。 前 川 

氏の 指摘に よると 『漢書』 「地理 志」 に、 湯沐邑 の沛に 鉄官が 置かれて おり、 鉄官が 鉄を铸 ている 最中に 炉が突 

然に 爆発 事故 を 起した 記事が ある。 鉄 官は鉄 だけでなく 採 銅 も 兼ねてお り、 沛 では 武器 も 製造して いたので はな 

いかと いう。 そうして 前 川 氏 は、 大海 人皇 子が 漢書の 記事 を 想起し 自己の 湯沐邑 における 鉄 鍛冶の 事実に 着目し 

たにち がいない と 推断して いる。 

こうして、 漢の 高祖の 生まれ故郷で しかも 湯沐邑 であった 沛と、 大海 人皇 子に 縁 由が ふかい 美 濃 安八 磨 郡の 湯 

沐邑 との 間に はふし ぎな 照応が みられる。 それ は 何かと 云えば、 沛の 湯沐邑 に鉄官 がおかれ て 製鉄業が さかんで 

あった ことで あり、 美 濃の 安八 磨 郡の 湯 沐邑に また、 古代の 製鉄業が あつたと 考えられる ことで ある。 私 はこの 

ことこ そが 安八 磨 郡 を 沛邑に なぞらえた かくれた 理由で あ つたので はない かと 考える の だ。 前 川 氏 はこ こで 産 鉄 

集団と しての 伊福部 氏の 存在 を 挙げてい るが、 その 指摘 は 私の 関心と するどく かかわり 合って いる。 

二 

私が 伊福部 氏に 目 をむ けたの は、 美 濃 一 の宮 である 不 破郡垂 井町 宮 代の 南 宮 神社の ふい ご 祭 を 見に いって 以来 

のこと である。 宮司の 宇都 宮 氏から、 この あたり は 伊吹お ろしが 烈しくて、 鍀物師 たち は 以前に はたたら の 方向 

を 風の 吹く 方向と あわせて おくと、 強く 足で 踏む 必要 もな く、 風が 炉に 入る という 話 を 聞かされた。 そのと き、 

私に はすべ てが 了解され たように 思われた。 もちろん、 その まえ、 全国 各地から 南宮 神社に 奉献され 陳列して あ 

る 鉱石の 中に、 赤 坂 鉱山の 鉱石が まじって いた こと も 私の 印象に 残って いた。 赤 坂 鉱山 は垂 井町の 東 どなりで、 
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金 生 山の 鉱石 を 採掘して いるが、 宮司の 話で は 金 生 山の 北側から は 鉄、 南側から は 銅が 出る という ことであった。 

金 生 山の ふもと に 金 山彦 神 を ま つ る 神社が あり、 南宮 神社 も 金 山彦 神 を ま つ る。 

こんど は南宮 神社の 西 どなりに 眼 をむ ける と、 垂 井町の 伊吹と いう 部落に は、 伊富岐 神社が ある。 伊吹山から 

吹きつける 猛 風が あり、 付近に は その 原料と なる 鉱石 も ある。 それ を 利用して 銅 や 鉄 を 吹く 人た ちが あつまった。 

古代の 精鍊に 従事し 伊富岐 神社 を 氏神と あおぐ 人た ちが、 伊福部 氏 を 名の つていた と 考える の は 毫もお かしく は 

な レ 

その 傍証と なる ものに、 不 破の 関 を こえた 近 江が わの 伊吹山の ふもとに、 不破 郡の 伊吹と いう 地名が あり、 そ 

こに 伊吹 神社が まつられ ている。 大場磐 雄に よると、 この 伊吹 村 金山 付近に は 露天 掘の 岩 鉄 採掘 址が あり、 鉄 滓 

. フィゴ • 火口な ど を ともなう 古墳時代の 製鉄所 址も 発見され ている そうで ある。 その あたりで 鉄の 精鍊 のお こ 

なわれ ていたと いう まぎれ もない 証拠で あるが、 伊吹と いう 部落で は 今日で も イブ キ という 姓 (さまざまな 漢字 

を 当てる が) の 多い こと は 事実で ある。 このよう にして、 伊吹山の イブ キと 伊福部の 名と がつな がって いる こと 

は 否定で きない。 伊福部 氏が 銅 や 鉄 を精鍊 するとき の 送風 技術と 関連 を もつ こと は、 松岡静 雄の 説 を 受けて、 香 

取 秀真も 指摘して いる。 

「我国の 古典に 出て 来る 伊吹 部、 伊福部、 五百木 部な どと いう 部族 は、 笛吹の 部族な どではなくて、 金属 溶解 

の 『吹』 をす る 部 人で あつたと 思う。 (中略) 伊吹 部の 人達 は 火熱と 戦って 苦労の 限り を尽 した 事であろう。 或 

時 は 銅の 悪気に あた つ て 命 を 落した 者 も 少なく はなかろう。 伊吹山で 倭武 尊が 悪神の 悪気に あてられ たという 

の は、 あの 頃の 伊吹山に は、 銅 を 鍊る大 豪族が 蟠踞して いたと 考えられ るので ある」 (『随筆 ふい ご 祭』)。 

この 香取秀 真の 文章に は それ を 裏付ける 例証が 欠けて いるが、 伊吹山が 古代に おいて は どのような 意味 を もつ 

てい たかを 端的に 示して いる。 伊吹山の 根に 近 江 側に は 伊吹 神社、 美 濃 側に は 伊富岐 神社が あるの は、 古代の 伊 
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福 部 氏の 居住地 を 示唆す る ものである。 伊福 岐 神社が 記録に あらわれ るの は文徳 実録 仁 寿 二 年 (八 五 二) に 「美 濃 

国 伊 富 岐神を 以て 官 社に 列す」 と あるの が 初見で ある。 南宮 神社の ほう は それより わずかに はやく 続 日本 後紀の 

承 和 三年 (八 三 六) に 「美 濃 国 不破郡 仲 山 金 山彦 神に 従 五位 下 をさず けた」 と あるの が 頭 初で ある。 しかし 南宮神 

社の 宮司の 話で は、 壬 申の 乱の のち、 野 上の 行宮の 建物 を 取り こわして、 その 材木で 南宮 神社 を 建てた という 伝 

承が あると いう。 その 行宮の 建物と いうの は、 あとでの ベる ように、 尾治大 隅の 私邸であった。 南宮 神社 はもと 

は 現在地より 北の 府中に あつたと いわれて いるから そこまで 運んだ のであろう か。 

大海 人皇 子は不 破の 関 近くの 野 上に 行宮 を さだめて 指揮 をした が、 この 野 上 は 伊富岐 神社の ある 伊吹のと なり 

部落で 一 キロと はなれて いない。 この 野 上と 伊吹の 両 部落の 氏神が いまの 伊富岐 神社で ある。 とすれば、 この 二 

つの 部落に 住む 伊福部 氏の まつ つた 神が、 のちに 南宮 神社に 移された と 考えられ なく はない。 

古 記録に よると、 伊福部 氏の 名 は不破 郡の 東 どなりの 安八 磨 郡に その 名 を 多く 残して いる。 金 生 山 を 東と 北 か 

ら とりかこ むような 安八 磨 郡の 中に 伊福 郷が ある。 また 伊福部 を 名のる 人た ちが 安八 郡 ゃ各務 郡、 本簀 郡な どに 

も 散見す る。 こうして、 伊吹山の 東側に ひろがる 美 濃の 平野に、 伊福部と いう 産 鉄 氏族が 住んで、 鉄器 を 製造し 

ていたと すれば、 それ は 大海 人皇 子の 注目す る ことにな つただろう こと はたし かで ある。 その 点で、 私と 前 川 氏 

の 考察 は 一 致す る。 

壬 申の 乱から 一世紀 近くの ちの 天平 宝 字 元年 (七 五 七) の 十二月の 条に、 『続 日本 紀』 は 次のように 記して いる。 

「従 五位 上 尾 治 宿禰大 隅が 壬 申の 年の功 田 四十 町、 淡 海 朝廷 諒陰之 際、 義を 以て 警蹕 を 興し、 潜 かに 関東に 出 

づ。 時に 大隅 参り 迎えて 導き 奉りき。 私 第 を 掃い 清めて 遂に 行宮と なし、 軍資 を 供 助す。 その 功実に 重し」 

尾 治 (張) 大 隅が 功田 四十 町 を 三世に わたって 賜った というの は、 藤 原 鎌足が 子々 孫々 にまで 功田 百 町 を 支給 

された のに は 及ばない が、 村 国連 小 依 (男 依、 雄 依と も 書く) に 与えられた 功田 四十 町、 丸 部臣君 手に おくられた 


405 壬 申の 乱の 一考 察 


八 町に 比すれば はるかに 大きな 賞与で ある。 村 国 男 依 は 壬 申の 乱で 大功 を 立てた 勇将で あるから 尾張大 隅に 対す 

る 恩賞 は 格別だった といわねば ならない。 

それ はたんに 自分の 家 を 開け わたして 大海 人皇 子の 行宮と して 提供した ばかりで はなく 「軍資 を 供 助」 した 功 

による ものである こと は 明らかで ある。 この 軍資と いうの は 尾張大 隅が 「美 濃の 伊福部の 鍛造した 武器 類 を 大海 

人 方に 供給 援助した ので は あるまい か。 武器に も 乏しい 大海 人 方に とって、 これほど 大きい 援助はなかった であ 

ろうし、 山 方 郡 三 井田 出身の 五百木 部 姓 二 名の 壬 申の 乱 功に よる 授 位から も わかる ように、 武器 援助 を 通じての 

兵力の 動員 も ありえた と 推定され るので あ」 ると 前 川 氏が 述べる とき、 その 説 は 首肯で きる ので ある。 知る とお 

り 尾 張 氏の 同族の 中に 伊福部 氏 は 含まれて いる。 尾張大 隅が 不破 郡の 野 上に あって、 そのと なり 部落の 伊福部 を 

督励して 鉄器 を 作らせた とも 考える ことができる。 原料 は 不破関 を こえた 近 江 側の 伊吹山 麓から はこんだ かも 知 

れ ないし、 あるいは 金 生 山 一帯に 仰いだ かも 分らない。 

加えて 安八 磨 郡 は 大海 人皇 子の 采邑 であり、 そこに も 鉄製の 武器の 生産者が いたと 考える とき、 大海 人が 湯沐 

令で ある 多 品 治に 大きな 期待 を かけた の は、 それなりの 理由が あった はずで ある。 _ 

大海 人皇 子の 腹心の 部下で、 多臣品 治に 命令 を 伝える 役目であった 村 国 雄 依 (男 依) は 美 濃 国各務 郡の 豪族で、 

今の 岐阜県 各務原 市の 東部に は 村 国 神社が あり、 村 国 雄 依と 天火 明 命 を まつって いる。 また 愛知県の 江 南 市の 村 

久 野に 村 国 神社が ある。 村久 野と いう 地名 は 村 国の 訛った ものであろう。 村久 野から 一 キロ も はなれて いないと 

ころに 小祅 という 部落が ある。 机の 古訓 は 二 プリで 小祅 はすな わち ォュ プリで あると 『地名 辞書』 はいう。 エブ 

リはィ プリで あり、 イブ リとィ フクと はおな じく 息吹 を あらわす 語で ある。 それ は 村 国郷の 中に 伊福部 氏が いた 
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こと を征拠 立てる ものである。 また 大宝ニ 年の 山 県 郡 三 井田 (現在の 岐阜 市の 岩 野 田) の 戸籍に 五百木 部 君 木 枝の 

妻 は 村 国 奥 連 小 竜 売と 記されて いる。 村 国 氏が 各務 郡の 東部に おり、 山 県 郡 南部に いる 伊福部 氏と 通婚 していた 

ことが これで 分かる。 

犬 山 市の 対岸の 鵜 沼に は 村 国 真 清 田 神社が ある。 尾 張 連の 祖の 天火 明 命 を まつる 尾 張 一 の 宮を真 清 田 神社と 呼 

んで いるから、 それとの 関連が 想定され るが、 ただ それ は 安政 以降の ことで あり、 それ 以前 は 村 国 南 宮大明 神と 

か、 南 宮村国 神社と か 呼んで いた。 同 神社の 祭神 は 金 山彦 命と 村 国 雄 依と 彦火火 出 見 命の 三 神で ある。 この 祭神 

からして、 村 国 氏が 美 濃 や 尾 張の 豪族と つながり を もち、 また 金属と 縁 由 を もっていた ことが 推察され る。 

美 濃不破 郡に は 式 内 社が 三 社あって、 南宮 神社と 伊富岐 神社の ほかに 大領 神社が ある。 不破 郡の 大領 である 宮 

勝 木 実が 壬 申の 乱のと き 部下 十七 人 を 率いて 村 国 男 依の 配下に 属して 不破関 を 守った という ことから、 功臣で あ 

る 宮勝木 実の 霊 を まつった とされて いる。 村 国連の 本拠から 木曾川 を 下る と、 安八 郡 墨 俣に つく。 湯沐 令の 多臣 

品 治の 指揮した 軍隊の 中には、 村 国連 男 依の 部下 も 加わって いたと 考えられる。 木曾川 を はさんで 美 濃の 各務郡 

と 尾 張の 葉 栗 郡の 双方に またが つてい る 村国郷 から は、 木曾川の 舟運 を 利用 すれば 伊勢との 往来 は 楽に できる。 

大海 人皇 子 は迹太 川で 伊勢 大神を 拝んだ と 『日本書紀』 は 伝える が、 この 迹太川 は 四日 市と 桑 名の 間 を 流れて 

いる 朝 明 川と いわれて いる。 私 も そこ を 訪ねて みたが、 遥拝の 碑の 立つ 場所から すぐ 近くに 耳 利 神社が あり、 耳 

常 神社 も 合祀して いる。 この 二つの 神社 はもと は 別々 の 場所に 立って いたが、 いずれも 伊勢の 舟 木 直の まつる 神 

社で あ つ た。 ところで 伊勢の 舟 木 直 は 多臣品 治の 属する 多 氏の 同族で ある。 

大海 人皇 子が 吉 野の 宮を出 発して 伊勢 桑 名の 郡 家に つくまで は その 行程 は 克明に たどれる が、 そこから 美濃不 


407 壬 申の 乱の 一考 察 


破の 郡 家に いたる までの 道す じに ついては 書 紀には 何等の 記載がない。 ここにお いて 大海 人皇 子の 一 行 は 馬 を 利 

用した と 漠然と 推定され ている。 しかし、 伊勢の 舟 木 直が 朝 明 川 (迹太 川) のほとりに 居 を かまえ、 しかも 多 氏 

の 同族で あると すれば、 別の 推理 も 不可能で はない。 すなわち 伊勢の 舟 木 直が 用意した 舟に よって 大海 人皇 子た 

ち は 揖斐川 を さかのぼって、 赤 坂 港口まで いったの ではない かとい う 想像で ある。 この 赤 坂に は 金 生 山が ある。 

私 はまえ に 赤 坂 港口に は、 明治の 半ば 頃まで 五 百艘の 帆船が 揖斐川 をと おって 伊勢 湾との 間 を 往来して いたと 

いた ことがある。 また 赤 坂 付近の 人た ち は 船で 揖斐川 を 下り、 桑 名で 潮干狩 をし、 その 日のう ちに 川 をの ぼって 

赤 坂まで かえ つたと いう。 川 を 下る のに は 潮が 引く ときの 水の 流れ を 利用す るので 桑 名に つくまで 四時 間 かかり、 

川 を のぼるに は 満潮になる ときの 水流 を 利用して さかのぼり 六 時間 を 要した という。 赤 坂 港口から 野 上の 行宮 ま 

で十キ 口 位の 道のり だから、 大海 人皇 子の 一 行が 舟 便 を 利用しても その 日のう ちに は 桑 名の 郡 家から 不 破の 郡 家 

まで 着く こと はでき たはず である。 私の 想像が いささかの 現実性 を もち 得ない かどう か。 『宇治 拾遺 物語』 に は 

長 良 川の 上流、 洲股 (現 墨 俣 町) の 渡しで 大海 人が 洲 股の 女、 実は 不破明 神に 助けられ たという 話が 載って いる „ 

不破明 神と は南宮 神社の 神の ことで ある。 また 江戸 期の 伊勢の 人、 古谷 久 語の 『布 留屋 草紙』 に は 次の ような 土 

地の 語り伝え を 載せて いる。 「天武 天皇 壬 申の 乱に 大友 皇子に 襲われ、 和 州吉野 山より、 所々 を 経て、 桑 名 行宮 

に 在り。 此 所より 御船に 召され、 尾 張に おもむき たまう 船中に て、 真 遠な りとの たまう。 これによ りて 真 遠の 渡 

しとな づ く。」 これでみ ると 大海 人皇 子 は 桑 名から 船に 乗った ことになる。 「真 (間) 遠の 渡し」 というの は 伊勢 

と 尾 張の あいだの 海 を 指す。 もとより これ は 俗伝に すぎない とはいえ、 桑 名まで くると 舟 便 を 考える ほうが 陸行 

する より は 便利で も あり、 自然であった ことが 分かる。 

さて、 伊勢の 舟 木 直の まつる 四日 巿市大 矢 知の 耳 利 神社の 傍から 銅鐸が 出て いる。 そこ は 『和名 抄』 では 朝 明 

郡の 尤金郷 と 呼ばれて いたと ころで、 現在 も 太 鐘と いう 地名が 残って いる。 この 太 鐘に は 式 内 社の 大 神社が あつ 
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て 大和 国 多 神社の 末社と されて いる。 そして 大 神社の 神職に は 明治に なつてから も 舟 木 直の 末裔が 関係して い 

た。 大和の 多 神社の 注進 状 をみ ると、 祝 部に は 火 君の 末裔と 称する 肥 直 尚弼の 名が 見える。 火 君 は 多 氏の 同族で 

ある。 そして 太 鐘の 大 神社に は 舟 木 直が 神職と な つてい る こと はいずれ も 同族の 協力 を 物語る。 

天 保 四 年の 『五 鈴 遺 響』 に は 「犬 鐘、 上世に 大金 郷と 称する 処 にして その 地に 鍛工 金 作 部の 所 居す。 故に 拠り 

て 旧名の 遺り たるな り」 と ある。 そして、 『続 日本 紀』 の 元 正 天皇 養老 六 年 三月の 記事に ある 伊勢 国 金 作 部牟良 

と 忍 海 漢人 安 得の 名前 を 指摘して いる。 忍 海 は 大和の 葛 城に ある 地名で あるが、 葛 城 襲 津彦が 新羅から つれてき 

た 金属 技術者た ち を 住まわせた 場所で ある。 この 忍 海の 漢人の 分流が 伊勢に もや つ てきて 鍛冶 や 金工の 仕事 をし 

ていた。 それら 忍 海 漢人と 大金 鄉に大 神社 を 祭 つ た 多 氏の あいだに 密接な つながり を 想像す るの は 不自然で はな 

ヽ 0 

こうした ことから 多 氏の 性格、 ひいては 多臣品 治の 役割 も おのずから 測れる ので あるが、 まえに 述べた 寛 政 初 

年の 地誌 『布 留屋 草紙』 をみ ると 「伊勢 国 金 作 部 連 漢人 安 得 は 村 国 男 依の 男 従 六 位 志 我 麿な り」 と 記して いる。 

あんとく 

伊勢 国 金 作部牟 良と 忍 海 漢人 安 得の 一 一人 を 一 人の 人物と 考える の は 思いち がいだ が、 どうして このような こと を 

記して いるの か。 地元の 古い 伝承で もあった ものだろう か。 それにしても、 明らかに 伊福部 氏との 関係 を 想定 さ 

れる村 国 氏が、 伊勢の 金属 精鍊 者で も あ つ たと する 伝承 は 興味ぶ かい。 

多 氏の 同族に 大分 君が ある。 大海 人皇 子が 伊勢の 朝 明 郡の 迹太 川の ほとり を とおると き 大分 君 稚臣が 従者と な 

り、 のち 近 江 瀬 田の 橋 上で 大いに 奮戦す る。 このように 壬 申の 乱に は 多 氏の 同族が 活躍す る。， 

五 

きょめ  こもし き 

大和 国の 十 市 郡に ある 多 神社の 注進 状に よると、 多 臣品治 は 多 清 眼の 十一 世の 孫に あたる。 品 治の 父は蔣 敷で 
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あり、 品 治の 子 は 古事記 を 撰した 太 安麻 呂 である。 多 神社 は 多 氏の 一族が 今にいた るまで 神主と なって、 その 先 

祖を まつる 神社で あるが、 多 神社の ある 多の 郷 には子 部 里が あり、 多 神社の 若宮と して 子 部 神社が まつられ てい 

すがる 

る。 小 子 部 連が 多 氏の 同族で ある こと はこれ でも はっきり する。 多 神社の 注進 状に は 小 子 部 連の 遠祖の 蜾赢 のこ 

とも 記されて いる。 大海 人皇 子が 不 破の 関に ほど 近い 美 濃の 郡 家に いたと き、 二 万の 大軍を ひきいて 馳せ参じた 

小 子 部 組鉤は 蜾臝の 子孫と されて いる。 

小 子 部 連 蜾赢が 三輪 山の 大蛇 = 雷 を 捕えた 話 は 「雄 略記」 にある。 また 『日本 霊異 記』 にも 似た ような 話が 伝 

えられて いる。 

すなわち、 尾 張 国の 愛知 郡の 片輪の 里に、 一人の 農夫が 金の 杖 を もって 雷 をつ かまえた ところ、 雷 は 小 子の か 

つ こう をして 農夫の まえに 平伏した という 筋の もので、 この 片輪の 里 は 現在の 名古屋 市中 区 古渡 町 付近と されて 

いる。 そこから ニキ 口 位の 距離に ある 中 区の 広小路 付近に は 尾 張 国 愛知 郡 日 下部 郷 伊福 村が かってあった。 つま 

り そこ は 伊福部 氏が 居住して いたと ころと 推定され る。 雷神 制圧の 呪術 は 小 子 部 連と 同様に 伊福部 氏 も 所有して 

いたと みなければ ならぬ。 

• 伊福部 氏の 神が 雷神であった こと は、 『常 陸 国 風土記 逸文』 に 記された 伊福部の 岳の 挿話で 明らかで ある。 小 

子 部 連が 雷神と 結びつい たという ことにお いて、 両者 は 共通の もの を もっている。 という こと は 何 を 意味す るか „ 

雷 = 蛇 は 鍛冶 集団の 信仰と ふかく かかわりあって いると いう ことで ある。 これ は 日本に 限った ことで はなく、 む 

しろ 外国に 多くの 例 を 見出せる。 たたら 炉の 火が 夜空 を こがし、 ふい ごの 風が うなり 声 をた てて、 鉄 をき たえる 

とき、 その 火花 や 轟音が 絶えまない という 大 鍛冶 小 鍛冶の 雰囲気 は、 ギリシア神話 以来、 雷鳴と 電光に よって 形 

容 される に ふさわしい ものであった。 

『扶桑 略記』 に は舒明 帝のと き、 宮寺を 造営す る 材木に 不足して、 神社の 林 を 伐った かどで、 子 部の 大 神が 怒つ 
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て 寺の 九重 塔 や 金堂の 石 鵾尾を 焼いた という 話が ある。 これ も 子 部の 神が 雷神に ほかならぬ こと を 明示す る 例で 

ある。 子 部 または 小 子 部の 名 は、 雷神が 小 子と して 表現され ると ころから 付けられ たの かも 知れぬ。 大和の 多 神 

社の 摂社 である 子 部 神社に は 天津 彦根命 を まつって いる。 天津 彦根 命の 子 は 天 目 一箇 命であって、 鍛冶 集団の 神 

に ほかならぬ。 小 子 部 連が 産 鉄に 関連が ある こと はこれ によ つ て うかがわれ るので ある。 

壬 申の 乱のと きに 大海 人皇 子方の 将軍の 大伴吹 負が 近 江の 軍に 敗れて 宇陀の 墨 坂から 金 綱 井まで 逃げ、 そこで 

散り散り になった 兵 を あつめた。 金 綱 井と いうの は 今の 檯原市 今 井町 付近と されて いる。 このと きに 高巿 郡の 大 

領の高 市 県 主の 許 梅が 急に 物が 云え なくなり、 神が かった。 そうして 三日の ちに 口 を 開いて 自分 は 高 市の 社に い 

る 事 代 主神で ある。 また 身 狭 社に いる 生 霊 神で ある。 はやく 神武 陵に 馬と 種々 の 兵器 を たてまつれ、 自分 は 大海 

人皇 子の 前後に 立って、 不 破まで 送って いく。 また 官軍の 中に 立って 守護して いる、 と 神託 を 下した ことが 『書 

紀』 にみ えてい る。 

ところで 高 市 県 主の 先祖 は 天津 彦根 命と 『古事記』 は 伝えて いる。 欞原市 今 井の 大字に 小 綱と いう 地名が ある 

が、 それ は 古く はコ ツナと 呼び、 金 綱 を 意味して いたので はない かと 地名 辞書 は 述べて いる。 金 綱 は 『書 紀』 に 

云う 金 綱 井の ことで ある。 ところで 小 綱に ある 磐 橋 神社 は 金 作の 神で あり、 日本 鍛冶の 祖 神と 伝えられ、 天津 彦 

根 命の 子の 天 目 一箇 神 を まつる、 と 『大和 史料』 は 述べて いる。 磐 橋 神社の 磐 橋 はもと 金 橋 村と よばれて いた 場 

所が 磐 橋と なった ものである。 この 金 橋の 名 は 石 槌ゃ鉄 鉗が 天から 降って きたから だとい われて いる。 高 市 県 主 

にかかった 神 は、 こうして 金属 精鍊 者の 崇拝す る 神だった ろうとい うこと になる。 事 代 主神 は 別と して、 身 狭 社 

にいる 生 霊 神と は 何者であろう か。 岩波 本の 『日本 古典文学 大系』 は、 テキストに 生 霊 神 を 採用して いるが、 底 

本に よって は、 生 雷神と なって いるば あい も あり、 その 方が 理に 叶って いる。 というの も、 『大和 史料』 をみ る 

と、 身 狭 社の 旧記の 中に、 安康 天皇の 御宇に 牟佐村 主 青が 創祀 して 雷 公を祀 つてい ると 記されて いるから である n 
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この 身 狭 社 は 白 極 村 大字 見 瀬 (現在 欞原市 見 瀬) にある。 ところで 金 関 丈夫 は 次のように 述べて いる。 「私 は 軽 部の 

故也大 軽の 中心地、 今の 見 瀬の 北 隅 一帯の 農夫が、 畠から カナ クソが 出る のに ひどく 難渋した という 話 を 聞き込 

んだ。 とり 集めて 再 埋蔵した という 場所 も 聞いた から、 折 を 得て 調査した いと 思って いる」 (『発掘から 推理す る』)。 

身 狭 社の ある 見 瀬から カナ クソが 出る という ことが もし 本当なら ば、 両者の 間に 何 か 関連の ある こと を 考えさせ 

られ る。 カル (軽 • 雁) という 語が 朝鮮語で 刃物 を 意味す る こと は 今や 通説に なって いる。 身 狭 社が 生 雷神 を ま 

つ ると いう こと は それが 鍛冶 神で あ つたこと を 暗示して いる。 

ここにお いて、 天 目 一箇 神の 子孫で ある 高 市 県 主に かかった 神が、 鍛冶 神で ある 生 雷神 を まつる 身 狭 社の 祌で 

あった ことが 理解され る。 要するに それ は 鉄製の 武器と かかわり ある 神であった からこ そ、 大海 人皇 子お よび- ¥ 

軍の 守護神 ともなり 得、 また 馬と 兵器と を 神武の 陵に ささげよ と 神託 を 下す こと もした ので ある。 

六  」J 

これまでみ たように、 壬 申の 乱で 大海 人皇 子が ひときわ 信頼した 部将と 武器との 関係 は 密接で ある。 多 氏と そ 

の 一 族なら びに 尾 張 氏の 同族で ある 伊福部 氏な どが 鍛冶との 縁 由 を もつ こと はすで に 証明され た。 天武 帝が 死ん 

だとき、 第一 番目に しのび ごと をた てまつつ たの は 大海 宿禰荒 蒲であった。 彼 は 壬 生の こと、 すなわち 天皇の 幼 

時の こと をし のびたて まつった と 云う。 故人の 生前の 思い出 を、 死者の 前で 節 をつ けて 歌うよう に 述べる の は 

今日で も 南 島の 宮 古島な どで おこなわれ ている。 大海 宿 禰荒蒲 は 大海 人皇 子の 幼少の 砌を 知ってい たにち がいな 

い。 大海 人の 名 も その 乳母が 大海 氏だった からで ある。 大海と は 海 部の 統率者で ある。 天武は その 乳母の もとで 

やしなわれ たと 考えて みる ことができる。 ところで この 大海 宿禰荒 蒲なる 人物 は大宝 元年 三月に は 冶金の ために 

陸 奥に 派遣され ている。 彼 は 鉱山 を 採掘す る 技術者だった。 荒 蒲 はまた 麁鎌 とも 書いた が、 要するに 金属に 関連 
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を もつ 人名で ある。 『姓氏 録』 に 凡 海 連 は 安曇 宿禰の 同祖と あるが、 太田亮 によると、 大海 は 凡 海に 通じる。 応 

おお あま 

神 記に も 阿曇 連の 祖大浜 宿禰が 海人 を 統率す る 記事が 出て いる。 大浜は 大海と 同じであろう。 

海人の 統率者であって、 しかも 金属 精鍊に 通じてい ると すれば 安曇 氏に なぞらえて みる こと も 可能で ある。 安 

曇 族 は 日 金 析命を 奉 斎し、 開拓 をつ づけた 集団で ある。 鉄の 農具の 製作に も 通じてい たと 私 は 考える。 大海 氏の 

場所 を 求める とすれば、 『和名 抄』 にいう 美 濃 国の 厚見 郡 厚見 郷、 『地名 辞書』 に比定 する 岐阜 市の 加 納付 近 を 想 

定 してみたい。 

しかし また 安八 磨 郡 は 湯沐邑 とされる まえ は 壬 生 郡に 置かれた とする 説が 一 般的 である。 この 壬 生に は 多 氏が 

かかわりあって いる。 常 陸の 那珂国 造 は 壬 生 直とな つてい るが、 それ は 多 氏の 系統で ある。 美 濃の 加 茂 郡の 生 部 

(大生 部と も 同じ) は. 壬 生 部と 考えられ ている。 これにつ いて 大和 岩 雄 氏 は 『日本 古代 試論』 の 中で、 美 濃に お 

ける 多 氏 系の 壬 生 部の 地盤の 上に、 安八 磨 郡の 湯沐 令で ある 多臣品 治が 立って いたと し、 多臣品 治が 壬 申の 乱の 

とき ひきいた 三千 人の 兵士の 中には 美 濃の 壬 生 部の 族が まじって いたと 考えられ はしない かと 云って いる。 

大海 人皇 子に 壬 生の こと をし のび ごとした 大海 宿 禰荒蒲 は 美 濃の 多 氏と も 縁 由 を も つていた のか も 分からない „ 

『常 陸 国 風土記』 の 行方 郡の 条を みると、 茨城 国 造に 壬 生 連、 那珂国 造に 壬 生 直の 名が 見える。 一方、 同 風土記 

たけ  ころ  つくば のお み  ゆ 

の 茨城 郡の 条に は、 茨城 国 造の 初祖 である 多祁 (建) 許呂 命の 六 人の子の 一人で ある 筑波使 主 は、 茨城の 郡の 湯 

坐 連の 袓 となって いる。 くわしい 説明 は 『日本 古代 試論』 に ゆずるが、 ともかく、 建許呂 命の 末裔と 多 氏と は密 

接 不可分の 関係に ある。 建 許 呂命は 多 氏の 同族と みなしても 差支えな さそう である。 このよう にして 多 氏 は 壬 生 

に 関連 を もっと 共に 湯 坐に も 関連 を も つてい る。 

ところで、 壬 申の 乱のと き 神が かりにな つ て 託宣 を 述べ た 高巿県 主の 許 梅 は 氏神と して 鍛冶 神 を奉斋 する 氏族 

に 属して いる こと はすで に 指摘した とおりで ある。 この 高 市 県 主と 先祖 をお なじく する ものに、 茨木 国 造と 額 田 
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部 湯 坐 連が ある。 茨木 (城) 国 造に ついては それが 多 氏と 関係 を もっている こと はさきに 触れた とおりで ある。 

しかも 多 氏の 一族に は、 壬 生 を 冠す る 壬 生 連 や 壬 生 直 を 名のる ものが あり、 また 他方で 湯 坐 連で も ある。 そして 

額 田 部に も 湯 坐 連が あって、 湯 坐 部の 伴 造で ある。 額 田 部 湯 坐 連 は 茨木 国 造 や 高 市 県 主と 共に 天津 彦根命 を初祖 

として 共有す る。 天津 彦根 命の 子 は 天 目 一箇 命であって 鍛冶 氏族の もっとも 尊崇す る 神で ある。 したがって 額 田 

部 湯 坐 連 も 金属 精鍊に 関係 を もつ 氏族と 考えられる。 じっさいに 額 田 部 氏の 所在地に は、 多くた たら 炉の址 が 発 

見され ている。 

額 田 部 氏と 同様に、 鍛冶 氏族であった 伊福部 氏に も ふしぎな ことに 湯 人の つく 者が 存在した。 『雄 略記』 に 出 

てく る 湯 人の 廬城部 連武彦 がそう で、 その 住んで いた 場所 は 現在の 三重県 一 志 郡 白山 町家 城の 付近と 考えられて 

いる。 家 城は廬 城、 または 伊福で ある。 家 城の あたり をな がれる 雲 出 川 はもと 廬城 河の 名で よばれて いた。 伊福 

(廬 城) 部の い た 白山 町から 銅鐸が 出土して いるの はけつ して 偶然で はない。 伊福部 氏が 銅！： の 製造に 無縁で は 

あり 得なかった こと は、 『和名 抄』 に 見える 六 力 所の 伊福 郷 のうち 四 力 所が 銅鐸 出土 地 かその 近傍で ある ことが 

証明され る。 

ところで 廬城部 連武彦 はどうして 湯 人な のであろう か。 湯 人 は 皇子 や 皇女が 幼い ときに 湯に 入れる 役目から 起 

つて、 彼ら を 養育す る 職業 部と 考えられ ている。 そうして 湯 人 は 湯 坐と も 記される。 また 伊福部 氏と おなじよう 

な 産 鉄 氏族の 額 田 部に、 どうして 湯 坐の 名が つけられた のか。 さらに は 天 目 一箇 命の 苗裔で ある 建許呂 命の 子 ど 

もの 一人の 筑波使 主が、 茨城の 郡の 湯 坐 連の 祖と 称せられ たの は なぜか。 この 建許呂 命と 同族 関係 をむ すんで い 

た 多 氏が 壬 生 連お よび 壬 生 直とな つたの はどうした 理由に よる もので あるか。 美 濃に おいて 生 部と 湯沐邑 とが 無 

縁で なか つたと いう 指摘 はまえ に 触れた。 

いずれにしても 鉄製の 武器 や 農具 を 作 つ たと 思われる 専門技術 集団の 氏族に かぎ つ て、 湯 人と か 湯 坐と かが 
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けられて いたのが、 私に はふし ぎに 思われる。 銅 鉄 や 鋭な ど 金属の 溶けた もの を 「湯」 という 呼称 は 古くから あ 

り、 今日に いたる まで 銬物師 の 仲間で 使用され ている。 この 「湯」 と 湯 人と か 湯 坐と か 湯 部と 云った 言葉と 関連 

がない かどう か。 多臣品 治が 湯沐 令であった 美 濃の 安八 磨 郡に は、 額 田郷と 伊福 郷 があった。 ここにお いて 湯沐 

令の 「湯」 も 鍛冶 用語の 「湯」 と 関連がない かどう か 気になつ ている。 こうした 疑問 は 私より まえに 発せられて 

おり、 松 岡 静雄は 「額 田 部 湯 坐 • 湯人廬 城 部の 如き 民 部 は 宮中の 浴室 奉仕者と 解す る こと は 困難で ある。 …… 錄 

ェ部 民の 義 とすべき であろう」 と 云って いる。 吉野裕 氏 は、 『日本書紀』 に 「彦火 火 出 見 尊、 婦人 をと りて 乳母 

ゆお も  いい かみ ゆえび と  い も 

• 湯 母、 および 飯 嚙* 湯 坐と した まう」 という 一節 をと りあげ、 この 湯 母 は 製鉄 上の 技術 用語で、 湯 母が 铸 母と 

なり、 それ は姆 (金の 母) と 書かれて、 日本で ケラと 呼んで いるもの にあた ると 考えて いる。 

では、 湯 坐 はどうして 後世に 貴人の 赤ん坊 を 入浴させる 役目 を もつ 婦人と 解せられ るよう になった のか。 伊福 

部 を 火 吹 部と 解釈し、 天皇 や 皇族の 食 饌を煮 焚し、 湯 を 用意す る 職と する 説が あるが、 伊福部 や 額 田 部に これら 

宮廷の 内部の 仕事が 与えられた というの も、 彼らが 鍛冶 を 職業と して、 火 を 扱って いた ことから、 責 人の子 ども 

が 銅 や 鉄の ようにつ よく 育つ ことの 願い を こめた ので はない かと 私に は 考えられる。 生まれて 間 もない 新生児の 

健康 を 祈って、 金の ように 丈夫に 育って ほしいと いう 呪詞を 発する 儀礼 は、 奄 美大 島で おこなわれる 習俗に 見る 

ことができる。 

大海 人皇 子が 美濃不 破の 関 を 目指した の は、 そこが 戦略 的 拠点で あると いう 以外に、 その 周辺に 武器の 製造が 

おこなわれ、 それが 大海 人皇 子方の 豪族の 勢力下にあった ことが 大きい と 私 は 思う。 こうして みると、 壬 申の 乱 

当時の 大海 人皇 子方の 諸 豪族 や 部将の 動きに 統一 した 視点が 与えられる。 戦闘に は 武器が 決定的な 役割 を果 す。 

その 視点から わが 古代史 をもう 一 度 洗い直す 必要はないだろう か。 

さいごに 奈良時代の 大仏 銬造師 に、 高 市 大国お よび、 高 市 真 麻呂の 名が 見える が、 これ を さきに 述べた 高 市 県 
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主の 許 梅と 関連 させて みる こと もで きる ので はない か。 なぜならば、 高 市 県 主 は 金属 精鍊の 神で ある 天 目 一箇 神 

を 先祖と する 家柄 だからで ある。 


沖繃 に対する 私の 関心の 一 つに、 沖繙に 鉄器が どのような 形で 導入され、 利用され てきた かとい う ことがある _ 

沖繙の 歴史 を ひもとく と、 新しい 王朝 を 開いた 人が つねに 鉄と 関わりの ある 伝承 を も つてい る 点が 注目され る。 

沖繙 では 鉄鉱石 も 砂鉄 も 出ない といわれ るので、 鉄の 原料 もしくは 鉄の 製品 は沖繾 以外から 輸入す るし かない。 

そこで 沖繙の 政治 権力 をに ぎろうと する もの は、 武器と しても 農具と しても 決定的な 意味 を もつ 鉄器 を どのよう 

にして いちはやく 島 外から 入手す るかと いう ことにき わめて 敏感で あつたと 想像され る。 それ は 沖 縛の 初期の 政 

治 権力が、 外国 船の 出入す る 貿易港の 近くに 発生して いる 事実と 思い合わせて みる 必要が ある。 

考古学者の 多 和 田真惇 氏の 報告で は、 沖繙 でもつ とも 古い 鉄器 製造 遺跡 は、 中 城 村 渡 口の 洞穴 遺跡で、 そこ か 

らは 鍛冶 精鍊 用の 鉄鉱 や 鉄 滓が 出土す るが、 それ は 十 世紀 ごろと 推定され ている。 次に は 勝 連 半島に ある 勝 連 城 

址 遺跡の 十三 世紀 頃の 層から、 ひじょうに 多くの 鉄製 品、 鉄の ャジリ や 刀 子が 出土して いる。 さらに 十四 世紀 頃 
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になる と、 平安 座 島の 貝塚 や 本部 半島に 近い 瀬 底の 貝塚から 刀 子が 出土して いる。 十五 世紀に なると、 琉球 全体 

を 通じて、 各 遺跡から 鉄製 品 や カナ クソが 出る ことから、 沖繙に 鉄器が 大量に 導入され たの は、 そのころ と 考え 

て 差し支えないと 思われる。 

これ を 歴史上の 人物と むすびつけて みると 察 度 王が 浦 添 を 根拠地と して 王位に ついた の は 一 三 四 九 年で、 十四 

世紀の ちょうど 真中で ある。 察 度 王の 子の 武寧王 をた おして、 尚 思 紹が中 山 王の 位に ついた の は 十五 世紀の 初頭 

にあた る 一四 〇 六 年。 この 尚 思紹は 第一 尚 氏の 王朝の 基 を 開いた。 第一 尚 氏 王朝の さいごの 王で ある 尚徳王 をた 

おして、 尚 円が 王と なり、 あたらしく 第二 尚 氏の 王朝 を 開いた のが 一四 六 九 年で 十五 世紀な かばで ある。 そして 

八重 山に オヤ ケ赤 蜂の 乱が 起り、 首 里 王府が 遠征 軍 を 派遣して 平定した のがち ようど 一 五 〇〇 年の こと、 十六 世 

紀 開幕の 年に あたる。 このように、 沖繙の 歴史 は 十四 世紀の なかばから 十六 世紀 初頭までの 間、 つぎつぎに 政治 

権力の 交替が おこなわれ るが、 そこに 鉄の 伝承が 微妙にから まっている。 という こと は 鉄器の 大量の 導入が これ 

らの 政変の 背景に ある こと を 暗示して いるよう に 私に は 思われる。 

まず 察 度 王 だが、 察 度の 父 は 奥間大 親、 母 は 組 踊の 「銘^^子」 に 出て くるよう な 羽衣 伝説の 天女で、 その 問に 

生まれた のが 察 度であった。 察 度 は 勝 連の 按 司の 娘 をめ とる。 勝 連 文化の 下に ある 豪族の こと だから、 かなり 力 

を もってい るし、 羽振りが よい。 そうした 家の 娘が 察 度の 処に 嫁に いくと 何もな く、 乞食 同然の ようで ある。 と 

ころが たまたま 力 マ ドの下 をみ ると 土台石が 黄金な ので、 勝連按 司の 娘 はび つくりして しまう。 だが 察 度 はすこ 

しも さわがないで こうした もの はたく さん あると いって 妻 を 案内す る。 案内され たと ころに いってみ ると、 はた 

して 黄金が いつば いあつた。 そこ は 浦 添の 謝 名と いうと ころ だが、 黄金 をた くわえて おき、 日本の 商船が 鉄 塊 を 

まきな と 

たくさん 積んで 近くの 牧港 にきた ときに、 それ を 買いと つて 農民に 与え 農具 を 作らせて 人望 を 得、 やがて 浦添按 

まきな と 

から 中 山 王に なった という 話が ある。 この 話 を 記して い る 『中 山 世譜』 に は、 「当時 牧那 渡に、 倭人 商船 数多 
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参りけ るが、 過半 は 皆 鉄をぞ 積みけ る」 と ある。 察 度が はじめて 明 国に 入貢した の は 一三 七 二 年の こと だが、 一 

三 七 四 年に は、 明の 使者 李 浩が琉 球に やって きている。 その 報告書に、 琉球 では 轨綺を 貴ばずに、 ただ 磁器 や 鉄 

器 を 貴ぶ、 という 一節が ある。 轨綺 というの は 白い 練 絹の こと を 指す。 ずっと 下って 第二 尚 氏の 尚 清 王の 一 五三 

四 年に 冊 封 使と して 中国から やって きた 陳 侃の 報告書に も、 書画 骨とう のた ぐい は、 歓迎され ず、 鉄器 や 綿布の 

ような 日用品が ありがた がられた、 と 書かれて いる。 琉 球に は 鉄が 産 しないので、 煮た きする のに は、 民間で は 

たいてい 貝の 殻 を 使用して おり、 鉄器の 鍋签を 使用 するとき は、 王府で 使用した もの を 払い下げて もらう しかな 

かった、 その 禁を 犯す と 罰せられ たと 陳 侃の 報告書 は 述べて いる。 これでみ ると 十六 世紀な かば 頃まで 琉 球の 社 

会が 鉄器 類 を 喉から 手が 出る ほど 欲しが つていた ことが 分かる。 という 次第で 察 度が 日本の 商船の 積んで きた 鉄 

を 買占めた という こと は、 彼の 政治的な 地位 を 決定す る ことにな つたと 思われる。 当時 は 今の 牧 港より は 謝 名の 

方に もっと 港が 入り こんでい たので はない かとい う 話 を 聞く が、 島 袋 源 七の 『山 原の 土俗』 にも、 察 度 王 は 日本 

の 船を牧 港から、 謝 名までの ぼらせ、 その 船を大 石に つないで 日本 商人から 鉄 を 全部 買いと ると、 ただちに 奥 間 

鍛冶屋 を まねいて、 鉄の 農具 を 作らせた という 話が 記されて いる。 この 謝 名に 奥 間と いう 地名が あるの は 注目す 

べきで、 それが 国 頭の 奥 間と 何ら かの 関連が あるよう に 思われる。 また 察 度が 黄金 を 掘り出し たという 謝 名に は、 

金 宮 が 今 も 残って いる。 

察 度 王の 伝承 は 炭 焼 長者の 伝説に ほかなら ない。 炭 焼 長者 伝説 は宮 古島に も あるが、 本土の 場合 を 考える と、 

この 伝承 は 鍛冶屋と か 铸物師 など 金属 精鍊 業者に つきまとう 伝説と なって いる。 一例 を あげる と、 熊本県 玉 名 市 

ひきの 

に 式 内 社の 匹 野 神社が ある。 そこの 由来 記に は 炭 焼 長者 伝説が むすびつ いている。 この 一帯 は 砂鉄が 豊富で かな 

くそが 今でも 出る ところから みれば、 それが 製鉄 を 背景と した 伝説で ある ことが 容易に 分かる。 
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二 

察 度 王の 子の 武寧王 は 暗愚であった ために、 佐 敷の 小按 司と 呼ばれる 尚 巴 志の ためにた おされる。 尚 巴 志は自 

分の 父 尚 思紹を 第一 尚 氏の 初代の 王に つける わけ だが、 その 尚 思 紹の父 は 鮫 川の 大 主と 呼ばれて いる 人物で、 も 

と 伊平屋 島の 出身と いわれて いるが、 佐 敷 間切の 馬 天 浜の 近くに 移って、 そこで 大城按 司の 娘 をめ とって 生んだ 

のが 尚思紹 である。 尚 思 招 は あとで 苗代 村に 移る ので、 苗代 大 親と 呼ばれた。 この 苗代 大親は 佐 敷 間切の 美 里の 

女と 通じて 尚 巴 志 を 生んだ。 そして 尚 巴 志に もまた 鉄の 話が ついて まわる。 

『中 山 世譜』 によると、 尚 巴 志 は 若い とき 与那 原の 鍛冶屋に 剣 をつ くらせた。 三年た つて やっと できあが つたが、 

そので きばえ はすば らしい もので、 サメ がお そって きても、 この 剣 を 手に して 尚 巴 志が 船のへ さきに 立って いる 

と、 サメも 近づかな いという ありさまだった。 たまたま 異国の 商船が 鉄 塊 を 満載して 与那 原に きて 貿易して いた 

が、 その 剣 をみ て 欲しがった。 尚 巴 志 はこれ と 交換して 鉄 を 買いと り 農民に 与えて 農具 を 作らせた ので みんな 感 

服した という。 

これ は 第一 尚 氏の 尚 巴 志の 話 だが、 第一 尚 氏 をた おして 第二 尚 氏の 王朝 を 開いた 尚 円 もまた 鍛冶と は 密接な 関 

連 を もっている。 尚 円 は 伊是名 島の 出身で 農業に 従事して いたが、 かんばつ のとき 他の 田に は 水がない のに 尚 円 

の 田 だけに 水が 満々 と湛 えられて いたと いう ことから、 水 盗人と 呼ばれて にくまれ、 とうとう 伊是名 島 を にげて 

国 頭に やって きた。 ところが そこで も 土地の人に 排斥され たので、 その 地 を 脱出して 越 来 王子の 尚 泰久の 家人と 

なって 出世の いとぐち をつ かんだ。 国 頭に 住んで いたの はわず か 三年 間 だが、 奥 間 村の 鍛冶屋 11 沖纖 では カン 

ジャと 呼ぶ —— の 庇護 を 受けた という ことに 恩義 を 感じ、 奥 間 一族 を 厚く 遇した。 長男の 方 は 奥 間の 鍛冶屋の 職 

あがり や 

をつ がなくて はならない ので、 次男 を 首 里の 役人と して 引き立てた。 今でも 奥 間に は 東屋と いうと ころがあって、 
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奥 間 鍛冶屋の 子孫と 称して いる。 そこに 祠 があって、 フィゴ を 御 神体と して まつって ある まえに は 十一月 七日 

に フィゴ まつり をして いた。 

ところが 奥 間の ァ ガリ 鍛冶屋に まつわる 伝説で は、 尚 円との 関係の ほかに 察 度との 縁 由 を 物語る もの も 残って 

いる。 『国 頭 村の 今昔』 という 書物に よると、 察 度 王の 父の 奥 間 大親は 東屋の 家の人と いわれて いる。 奥 間大親 

の 長男 は 察 度 王、 その 弟の 金満按 司は大 親と 浦 添 謝 名の 又吉の 娘との 子だった の だが、 のちに 金 満按司 は 父の 出 

身 地の 奥 間にく だって、 家督 を 相続し、 鍛冶屋 を 業と する ようになった という。 こうした つながりから 七 年に 一 

度、 東屋で は 謝 名の 又吉を 奉拝す る 習慣が ある。 また 伊江 島に 居 を かまえた 尚 円の 後裔で ある 伊江 按 司が 浦 添の 

内 間と、 奥 間の 鍛冶屋 を 参拝す る 風が あると いう。 その 一方で は、 宜野湾 真 志 喜の 奥 間 大親門 中 や、 中 頭、 島 尻 

あがり や 

のおな じ 門 中で は 奥 間の 東 家 を いまでも 拝むなら わしに な つてい ると いう。 

察 度の まえの 英祖も 浦 添の 王 だから、 浦 添に 伝わる こうした 伝承 はかなり 確実性が あると 思われる。 それ は 浦 

添から 奥 間 へ と 鍛冶の 伝播 を 示す ものであろう。 

一説に よると、 金 丸 は 小さい とき 金満と 呼ばれて いた。 ところで 久高 島で 一番 大きな 門 中 は シモ門 中と いうが- 

ぞのシ モ門 中の なかに 力 二 マ ン というの が 出て くる。 それ は久高 島の 儀式のと きに 重要な 役割 を はたして いるが 一 

かんじ や 

その 門 中には フィゴ がお いてあって、 代々 フィゴ 祭り を やって いる。 そして 久 高の 力 二 マンの 弟が 奥 間の 鍛冶屋 

を 拝みに いく。 そうすると、 力 二 マン も 奥 間の 鍛冶屋と 関係が あるら しい ことが 考えられる。 

力 二 マ ン という 墓が 沖繙 では 方々 に 残って いる。 一 例 を あげる と 小禄 力 二 マ ン というの が ある。 その 鍛冶屋 は 

小禄 ゃ豊見 城の 農業の 発達に 寄与した といわれる。 それから 大里 城の そばに も 力 二 マンの 墓が ある。 ここから か 

なく そが 出て くる。 

稲村 賢 敷に よると この 鍛冶 は大里 城主の ために 武器 を 作った ものであろう とされて いる。 
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稲村に よると、 浦 添の 内 間に も 力 二 マンが ある。 内 間の 鍛冶 は 主として 農具 を 作って いたよう で、 内 間、 安謝 

付近の 田んぼの 開拓に 功労が あつたと 考えられる。 

このほか 浦 添の 仲間 家、 勝 連 字 南風 原の 仲間 家、 奥 間の 東 家な どもみ な 力-一 マンと 称して いる。 

稲村 説で はもと もと 力 二 マン は カナ ムン ではなかった かとい う。 いわゆる 金物だろう という。 つまり 金物の 作 

られ たと ころの 地名 を 内 間 カナ ムン、 小禄 カナ ムン といって いたと ころが、 だんだん 力 二 マンと いうよう になつ 

たので はない か。 これ をみ ると 小禄 も 大里城 も 内 間と いう 処 もみな 重要な ところで あり、 そこに 鍛冶屋が あり、 

カナ クソが 落ちて いる。 そうすると 力 二 マンと いうと ころが、 あるいは 沖繮に 鉄器が 導入され た 経路 を 示す ので 

はない かとい う 気がしな いわけで はない。 

話 は 飛躍す るが、 ァ マミ キヨの やって きた 足跡 を しらべる と、 アマ ミキ ョは 東海岸に かず 多くの 足跡 を 印して 

いる。 冒頭に 述べた ように 製鉄 遺跡 は、 中 城 村 渡 口 も 平安 座 島 も 勝 連 半島 も、 あるいは 荻 堂 貝塚な ど を みても 沖 

繙の 東海岸に 集中して いる。 なかには 瀬 底 貝塚の ように 本部 半島に ある もの も あるが、 東海岸に かたよつ ている 

こと はたし か だ。 アマ ミキ ョ はふつ う 海人 族と いわれる が、 たんなる 漁民で あつたか 疑問に 思われる。 あるいは 

海人 族で ありながら 鉄器 を もってき たので はない かと 思われる ふしが ある。 たとえば 『おもろ さう し』 第 十九に 

もり  の だ 

は 「知 念杜ぐ すく、 あまみき よが 宜 立て 初めの ぐす く」 と ある。 ァ マミ キヨが はじめて 神に 祈った グスク という 

ことで あるが、 『おもろ』 第二 十に は 山城 を 石斧 や 金 斧で こしらえる という 歌が 出て くるから、 知 念 杜城は アマ 

ミ キヨが 石斧 や 金 斧で こしらえた 城と 解す る こと もで きない わけで は な い。 『球 陽』 に は 知 念 間切の 志喜屋 にい 

た 免之大 親と いう ものが 中国 貿易に 従事して いたと き、 中国から 鍛冶 技術 を まなんで きたと いわれ、 これ は 鉄 匠 
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の 始まりと されて いる。 免之大 親の 子孫 は 親 川 家で、 親 川 家 は 玉 城 ミントンから 分かれた 子孫で あり、 免 之大親 

は 三男であった という。 その子 孫 一族 は 毎年 十一月 七日の フィゴ 祭に 免 之 大親を 参拝 するとされ ている。 免と い 

う 名もミ ン トンと 関係が ある ことが 分かる。 そして ミ ン トン はァ マミ キヨ の 種族が はじめて 住んだ ところと いう 

口碑 を もっている。 このように 知 念、 玉 城、 そして 尚 巴 志の 根拠地の 佐 敷 はいずれ も 古い 鍛冶 伝承 を もっている- 

ただ 沖纈 における 鉄器の 導入 は、 東海岸が 最初 だと もい い 切れない。 まえに も 述べた ように 往時 は 浦 添の 謝 名 や 

牧港 にも 外国 船が 入って きた こと はたし かで ある。 鉄器の 導入 径路が 最初、 西海岸で あつたか 東海岸で あつたか 

を 決定す る こと は むずかしい。 ただ 推測され る こと は、 中国 貿易よりも 日本の 商船に よっても たらされる 鉄器が 

多 かつ たという ことで ある。 

『琉球 国 由来 記』 巻 十四に は 「浦 添 間切」 の 安波茶 村の 項に 「トモ リ獄」 の 名が 記され 「神 名、 大和 ヤシ 口 船頭 

殿ガ ナシ」 と ある。 そして その 説明に 此嶽の 神 は、 「大和 人ノ 骨ノ埋 (メ) タル 処ト、 申 伝 也。 其 由緖不 レ詳。 当 

時 奇特 有 トテ、 村 中亦ハ 旅行 ノ者ノ 致 二 崇敬 一也」 と ある。 それが 『琉球 国 旧記』 巻 之 六に は、 浦 添 郡 安波茶 邑の 

「友 盛嶽」 として 記されて いる。 神 名 も、 その 説明 も 『由来 記』 とおな じで ある。 『遺老 説 伝』 に は 大和 国の もの 

が 病死した ので、 哀れんで この 嶽に まつる と ある。 東 恩 納寛惇 は 『南 島 風土記』 の 中で こ の 「友 盛嶽」 (方言で 

は 「ともいだ け」) を牧 港に 寄港した 日本 商船から 鉄 塊 を 買いと つた 察 度 王の 故事と つなげて 解釈して い る。 こ 

の 友 盛嶽の 所在地 は 安波茶の 小字の 富 盛で ある。 こうした 眼で 友 盛 嶽= トモ リ嶽 をみ ると、 そこに はかならず 日 

本人 あるいは 日本の 影が ちらつい ている。 

『琉球 国 由来 記』 巻 十三、 大里 間切の 与那原 村の 条に 「友 盛の 嶽御ィ ベ」 の 説明が ある。 むかし 久高 島の 祭礼の 

ために 久 高に 渡ろうと したと き 逆風に 出会って 日本 本土に 漂着した 聞 得 大君が、 ふたたび つれもどされて 大里間 

切の 与那 原の 浜の 御殿です ごした。 その 骨 は与那 一?^ のミヅ ダケと いう 所に 葬った という 話が ある。 この ミヅ ダケ 
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を 「友 盛の 嶽」 とも 呼んで いる。 友 盛と は 明らかに 日本 武士の 名前で ある。 それが 日本から 帰った 聞 得 大君 を ま 

つると いうの は、 友 盛の 嶽が 日本 本土と 関連の ある こと を 示す もので はない か。 また 聞 得 大君が 帰 島 後 住んだ と 

いう 浜の 御殿の ある 与那 原の 港 は、 尚 巴 志が 剣と 満 船の 鉄と を 交換した 港で ある こと を 念頭に おく 必要が ある。 

とちり 

さらに、 与那 原に 近い 知 念 間切に は 城内 友 利の 嶽の ある ことが 『琉球 国 由来 記』 にみ えてい る。 城内と いうから 

に は 知 念 城の 内側に ある 御嶽であろう。 この 友 利 もまた 友 盛 を 連想 させずに はおかない。 そして この 知 念 城 は、 

ァ マ ミ キヨが はじめて 天降った といわれる 城で ある。 ァ マミ キヨに はャマ ト から 鉄 を もたらした 人び との 影が ち 

ら つく。 ト モリの 名のつ く 地名 は 先 島に も ある。 

宮 古島に は 友 利と いう 海岸の 部落が ある。 そこの 峯間 御嶽に は 次の ような 話が 伝えられ ている。 昔、 友 利 村の 

ァ マレ 山の 下に 村が あつたが、 大 津波で ほろびて しまった。 ただ 一人、 アマ レ大 ッカサ という 女が、 ァ マレ 山の 

頂に 難 を 避けて 住んだ。 あるとき、 ャ マトの 人間が 平安 名 崎の 宮渡 (保 良の 小字 宮土) に 漂着し、 この 大ッ カサ 

と 出会って 婚を 通じ、 子孫 はさ かえた。 この 話 は 『琉球 国 由来 記』 にも 『御嶽 由来 記』 にも 見えて いる。 そして 

その 祭神 を 「あまり ふ あ 泊 主」 または 「あまり ふ あ 鍛冶 主」 として い る。 「あまり ふ あ」 はァ マ リ 村の 子孫と い 

う 意味であろう。 また 鍛冶 主と いう 名前が 出て くるの は、 日本の 人間が 鍛冶 技術 を 伝授した 御嶽と みられる。 

「かんかぬ し」 の 「かんか」 は 「かなしき」 のこと であると いわれて いる。 この 友 利の 峯間 御嶽 は 鍛冶屋 遺跡と 

もい われ、 かなく そが 出て くる こと を 私 はたし かめて いる。 

宮 古の 友 利 やその 近くの 砂 川と いう 部落 は宮 古島で もっとも はやく 開けた 海岸の 集落で ある。 砂 川の 海岸に あ 

る 砂 川 元 島の 遺跡から も かなく そが 出土した との 報告が よせられ ている。 砂 川に は 日本から 伝えられた 占い の 本 

の トキ 双紙が 普及して いる。 トキ 双紙の なかには 「東な りかね」 という 神 名が 出て くる。 

ところが、 八重 山の 鳩 間 島に も 友 利 御嶽が あって、 その 神 名 を 「おともり」、 そして ィ ベの 名 を 「犬ざる がね」 
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うと もり いべ  おお ざ なろ がね 

と 云う と 『由来 記』 にあり、 『旧記』 に は 神 名 を 烏 度 森、 威 部の 名を大 座那呂 金と いうと ある。 これら は 八重 山 

の 友 利 御嶽と 宮 古島の 友 利 部落の 関連 を 示す ものである。 宮 古の 友 利 や 砂 川 は 俊寇の 基地であった というの が、 

宮 古島の 歴史家の 稲村 賢 敷の 説で あるが、 そうだと すれば、 その 勢力が 八重 山まで 延びて いた こと を 暗示して い 

るよう にみ える。 竹 富 島の 仲 筋 御嶽の 祝詞に も 「なる かね」 という 言葉が 見える。 また 竹 富 島の 久間原 御嶽の ィ 

ビ名 にも 「友 利大 あるじ」 の 名前が みえる。 『由来 記』 に はこの 二つの 嶽の神 は沖繙 本島から 渡って きたと 註記 

して ある。 鳩 間、 竹 富、 与那 国に は 友 利 姓が みられる こと を 考え あわせて、 沖繾 本島から 宮 古島へ、 さらに 八重 

山へ と 南下した ャ マトの 人間た ちがいた ことが 推測され る。 

ここで 宮 古の 友 利 は 泊が なまった 地名で はない かとい う 説に 言及して おこう。 たしかに 友 利 は 海に 近い。 した 

がって それ を 泊の 転訛と 解す る こと もで きな く はない。 しかし それ を 友 盛と つなげて 解 するとき、 日本との 関連 

が あきらかにな るので ある。 

先 島に は 鍛冶 遺跡 は 各所に 残って いる。 その 一 つが 宮 古島 平 良 市に ある 船 立 御嶽で ある。 

『遺老 説 伝』 によると、 昔、 久米 島の ある 按 司の 子に 兄と 妹が あった。 妹 は 舟に のせられて 流され、 宮 古島の 漲 

水に 到着した。 兄が その あと を 追ってき て、 二人で 船 立と いうと ころで 生活した。 その あと、 ふたたび 久米 島に 

もどって 鉄の 製法 を まなび、 鉄 を もってき た。 そうして それで スキ ゃクヮ などの 農具 を 製作した。 宮 古島 はもと 

鉄器が なく、 牛馬の 骨 を 使用して 耕 やして いたので 鉄器 を 得て、 五穀 は ゆたかに みのるよう になった。 そこで 兄 

弟の 死後、 船 立山に 葬り、 鍛冶の 神、 農耕の 恩人と いう ことで 御嶽 をた てて まつり、 兄 を カネ ドノ、 妹 を シラク 

二 ヤス ッカサ と 唱えた。 これが 西仲宗 根の 船 立 御嶽で ある。 毎年 旧 十一月 八日に は 島内の 鍛冶屋 や 大工な ど 鉄器 
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を とりあつかう もの は 船 立 御嶽で 盛大な フィゴ 祭 をお こなった という。 私 も そこ を 訪れて みたが、 かなく そが 散 

乱して いた。 この 話は宮 古島に は 鉄器 及び 鉄の 製法が 久米島 を 経由して 伝わる ル ー ト のあった こと を 示唆して い 

る。 ではな ぜ久米 島から もたらされた のか。 その 一 つ の 手がかり は 『おもろ さう し』 第一 一十 一 にある 次の 詩句で 

ある。 「島 尻に 在つ る 磁石の 真 金 玉 世 揃へ て みお やせ」。 『日本 思想 大系』 の 中の 『おもろ さう し』 の 頭 

注で は、 久米島 仲 里 村の 島 尻に は 磁性 を もった 金、 つまり 磁鉄鉱が 産した と 説明して いるが、 私が その 久米 島の 

島 尻に いって しらべた ところでは、 磁鉄鉱 は 産し ない。 但し 銅鉱 脈 は あると いう ことであった。 この 頭注 は 訂正 

されるべき である。 しかし 久米 島に 製鉄業が おこなわれ ていた こと は、 『おもろ』 のこの 詩句から 察せられる。 

宮 古島で は久米 島から もたらされる まえに、 その 属島で ある 伊良部 島の 長 山 御嶽の 神が、 ャ マトから 鉄 を もつ 

てきて 農具 を 製作した と 伝えられ ている。 長 山 御嶽の 神 は 神 名 を 金 殿と いう。 『御嶽 由来 記』 によると、 昔 は 鉄 

がな か つ た ので 牛馬の 骨で 農具 を 作 つ ていたが、 ャ マ ト 人が 漂着して 鉄 を 多く も つ てきて 伊良部 島 長 山に 居住し- 

農具 を 作って 頒け 与えた ので、 ャ マト 人が 死んだ あと、 島の 人 は 神と して あがめ、 長 山 御嶽に まつる ようになつ 

たとい われる。 

今の 平 良 市の 北に ある 大和 川 は、 昔 はヌタ (ムタ ) 川と 呼んで いた。 川と いっても 水が 流れて いる わけで はな 

く、 深い 井戸が ある。 『球 陽』 によると その 井戸の かたわらで、 夜な夜な 光が かがやいて ものすごい 音が する の 

で、 仲 宗根豊 見 親が いってみ ると、 そこに 剣が あった。 その 剣 をと つて 冶金 丸と 呼び 宝剣と した。 それ を 尚 円の 

子の 尚 真 王に 献上した という 話が のこって いる。 その 大和 川の そばに ァガ リナ リカ 二 を まつる 御嶽が ある。 そこ 

に 多くの かなく そが 落ちて いるの を 私 は 発見した。 ァ ガリ は 東で あり、 力 二 は 金の ことで、 そこに ャ マト 神 を ま 

つ ると 伝えて いるの は 東の 方の 日本 本土から 鍛冶 神が 渡来した こと を ほのめかして いるよう にみ える。 

多 良 間 島に もゥ ュグ スクカ 二 ドノ を まつる 御嶽が ある。 この 鍛冶 神 も 日本から 渡来して 農具 を 製作し 頒布した 
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ので、 農業 神と して 祭られる ようになった という。 八重 山に は 石垣 市の 大 浜に 崎 原 御嶽が あって、 そこに は 農夫 

の 兄弟が 薩 州の 坊之津 にい つ て 鉄器 を 買い求め たという 伝承が ある。 そのと き 船に ながい 長方形の 箱 をのせ てき 

た。 それ を 開けて はいけ ない と 坊の津 の 老人から いわれた のに、 開けたら 難破した という。 それで あわてて 閉じ 

て もってき た、 というの であるが、 これ は 形から して どうやら フィゴ であった らしく 思われる。 この 崎 原 御嶽に 

も 以前 はかなく そが 落ちて いた。 波 照 間 島に もお なじよう な 伝承が ある。 そのば あい も薩 摩と 関連が あると 思わ 

れ るが、 波 照 間に はこばれた 鉄器 は オヤ ケア 力 ハ チの 反乱の 武器と なった という。 

稲村 賢 敷の 『宮 古島 庶民 史』 によると、 多 良 間 島に は 鍛冶 神が 日本から 沖繩 本島に わたり、 さらに 宮古 本島に 

渡り、 多 良 間 島まで 渡って 鍛冶の 技術 を 教え、 島民 を 救った という 神 歌が ある。 この 鍛冶 神 は それから 八重 山に 

渡り、 さいごに 与那国 島に 渡った が、 彼 は 全身が 黒鉄 を もって 作られ、 強力 無比であった。 ただ 頸部に わずか 一 

寸角 位の 肉 身が 残されて いる だけであった。 彼 は 与那国 島で はずい ぶん 兇暴で みんなから おそれられた。 彼の 妻 

は その 眠って いると ころ をう かがって、 匕首で 頸部の 肉 身 を 刺して 殺す ことができ たが、 このため 鍛冶 神 は与那 

国 島で とどまって、 それから 西へ は 渡らなかった という。 その 神 歌の 詩句の 中に、 「鍛冶 神」 の 対語と して 「し 

や ふぬ 主」 という 名前が 出て くる。 「しゃふぬ 主」 と は 細工の ぬしと 解され ている。 「おもろ さう し」 にも 「さい 

く」 という 語が 出て くる。 細工 人 や 家 大工、 舟大工、 石 大工な ど はすべ て 「さいく」 と 呼ばれて いる。 これ は 鹿 

児 島ゃ奄 美で いう セクの 神に 相当す る。 セクの 神 は 特別に あがめられる 神で あるが、 それが 多 良 間 島で は 「しゃ 

ふ」 となった と 思われる。 ところで、 この セクの 神 は 南 九州に 濃厚に 分布して いる。 というと ころから、 沖繙に 

渡来した 鍛冶 神 もまた、 薩 摩から やって きたと いう 推定が 成り立つ。 

これまでみ たように、 沖繙 本島のば あい は 鉄 は 支配権 力と つながった 形で 伝承され ている。 宮古 八重 山のば あ 

いは ャ マトの 人が もってき たという 形で、 神に まつられ、 神格化され ている。 柳 田 国 男 は 『海 南 小 記』 の 中で、 


中 《s 文化史の 時代 区画と して は、 の 輸入 は、 サッ マイ モの 伝来よりも 重大で あつたと 述べて いる 私 もま 

た 中 i の 社会 は 鉄器の 輸入と 伝播の 見られる 時代と それ 以前と は 明確に ちがう と 考えて いる。 その 輸入と 伝播の 

痕跡よ 力 二 マン、 ォ クマ、 ト モリな どの 地名と して 各地に 点々 と 残されて いる。 
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日本の 古代史に しるされた 鍛冶 神の 足跡に ついては、 前著 『青銅の 神の 足跡』 で 明らかにした ところで あるが、 

本書 は その 主題の 延長 上に おいて、 中世の 物語 や 説話の 中に みえ かくれす る 鍛冶 神 や 鉄人の すがた を 捉えようと 

した。 したがって、 『鍛冶屋の 母』 は 『青銅の 神の 足跡』 の 姉妹 篇に あたる ものと 考えて もらって 差支えない。 

本書の 主題の きっかけ をつ かんだ の は、 数年 まえに 越後の 弥彦 神に 関心 をよ せ はじめた 頃であった。 弥彦 では、 

弥三郎 婆の 話 は 鍛冶 職の 社家の 伝承と されて いる。 また 弥三郎 婆と 酒呑 童子の 生い立ちが 重なり あう 部分が ある A 

こうした こと を 藤 田 治 雄 氏の 論考 をと おして 知り、 不審に 思った のが 最初で ある。 その後、 佐 竹昭広 氏の 『酒呑 

童子 異聞』 (一九 七 七 年) が 刊行され、 弥三郎 婆の 話と 伊吹の 弥三郎 の 話の 成立 過程と が 酷似して いるので はない 

かと 考えた。 伊吹の 弥三郎 は 伊吹 童子の 父に あたり、 伊吹 童子 は 酒呑 童子の 前身と されて いる。 こうして 私の 想 

像の 世界の 輪 は ひろがった。 その 頃、 大林太 良 氏の 「本朝 鉄人 伝奇」 という 論文、 また 中 瀬 喜 陽 氏の 弁慶 研究 を 

知った が、 それら は 本書の 主題 を醱酵 させる 刺戟剤と なった。 

これまでの 中世の 物語の 研究 は 個々 ばらばらに なされて おり、 せいぜい 類 話の 研究の 域に とどまつ ていた。 だ 

が 中世の 鬼神、 怪異、 英雄の 物語の 中に、 共通した 主題の 枠組が かくされ ており、 それが 鍛冶屋 や 铸物師 など 漂 

泊の 徒と 深いつな がりが ある こと を 私 は 発見した。 こうして 中世の 物語の 構造の 原型が 透けて みえて きた。 
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柳 田 国 男が 「狼と 鍛冶屋の 姥」 (『桃 太郎の 誕生』 所収) で 述べて いる、 鍛冶屋の 母が 産婆の 前身で あると いう 考 

え はすで に 古代に みる ことができる。 『古事記』 では 女神 は 火の 神 を 生んだ ときに 産道 を灼 いて 死んだ と あるが、 

今日で も、 たたら 炉の 炎の 具合 をた しかめる 穴 をホド 穴と 呼び、 鍛冶屋が 鉄 を 焼く ところ を 火処と 呼んで いる。 

ィザ ナミの 話 はたたら 炉が 子宮の 役割 を 果してい る こと を 示して いる。 また 天の 香具 山の 金 をと つて 日 矛 や 神鏡 

を铸 造した 石凝姥 は、 おそらく 産婆であった ろうとい う 説 も ある。 古代で は 鍛冶 技術 は 産婆 術に なぞらえ たもの 

であった。 こうした 考え方 は、 千 匹 狼の 話 や 鉄人 伝説と して 中世の 物語に 残って いる。 

1 九 七 九 年 十月 九日 

谷川 健 一 
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私が 鉄の 並々 ならぬ 力に 気がつい たの はかなり 以前の ことで ある。 たとえば 奄 美大 島 

の 人び とに おそれられ ている キジ ム ンゃ ケンム ン などの 妖怪 は 好んで ガジ ュ マル や アコ ゥ 

の 古木 を 住家に している。 そこで この 木の 幹に 五寸釘 を 打てば、 妖怪が 住めなくなる もの 

と 信じられ ている。 あるいは ふとした ことで 女が 蛇の 子 を 宿す ことがある。 そうした とき 

に は、 鉄銹を 溶かした 汁 を 飲む と、 胎内の 異類 は 堕り ると 言われて いる。 死人の 枕許に 庖 

丁 を 置く の も、 邪 霊 を 退ける ためで ある。 私 はこうした 事例 を 知る たびに、 鉄の 威力が 妖 

S にも 打ち勝つ 絶対な ものである こと を 思 つ た。 しかし 金属と いう 血の 通わない もの を 相 

手に する ことに はためら いが あ つ た。 金属 文化の 主題と 真正面から 取組む ことに なれば、 

「藁の 文化」 すなわち 稲作 文化に 固執して きた 民俗学の 体系が くずれ 去る ので はな い 力 

と いう ひそかな 恐れ も あ つ て 民俗学の 立場から 金属の 主題 を 相手に する こと を 故意に 避け、 

目 をつ む つ てきた。 

しかし、 私 は ある 日、 突然 ゆり さまされる ことにな つた。 それ は 昭和 五十 年の 十一月 八 

日、 岐阜県 不 破郡垂 井町の 南宮 神社で、 ふい ご 祭 を 見に いったと きに 起った。 神社の 宮司 
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が 伊吹お ろしの 烈し さに ついて 語る の を 聞いて いたと き、 私の 中 を 一 つの 考えが 啓示の よ 

うに 走った。 その 瞬間 は、 それから 私 は 三年の 間 金属 文化に 没頭す る ことになる 幕開けで 

あった。 もちろん、 私に は 金属の 主題に 取り組む のに 充分の 成算が あった わけで はない。 

ただ 私 は 取り 憑かれた ように、 自分の 考えの おもむく まま、 夢中に なって 進む ほかな かつ 

た。 

とはいえ、 それ は 一面、 孤独な 作業であった。 柳 田 民俗学の 批判 を 避ける ことので きな 

い 仕事の 性質から して、 大言壮語 のままで 終る わけに は ゆかなかった。 あくまで 実証に 徹 

し、 その上に 立って 発言す る ほかはなかった。 私 は 眼前の ト ー チカ を 一 つず つ、 潰して い 

くような 苦しい 作業 を 数年間つ づけた。 まことに 辛気く さい 戦闘で あつたが、 それ を あえ 

て 私に おこなわせ たの は、 戦中派の 私の 底に 流れて いる やむ にや まれない 衝動であった。 

古代 天皇制の 成立す る 以前の 社会の 信仰 を 明らかにする ことで、 天皇制 成立 以後の 社会の 

変質 を 指摘す る ことが 私の 念願であった。 金属 神から 農 菜 神へ の 国家 神の 転換 を 明確に す 

れば、 そのこと は、 一 つに は 古代 天皇制が 基盤と した 農業 社会、 二つに は 柳 田 民俗学が 基 

盤と した 稲作 文化への 強力な 批判と なり 得る と 私 は 考えた。 そうして このような 問題 提起 

と、 自分な りの 解答 を 提示す る ことが、 戦後の 民俗学 や 古代史の なかで、 画期的な 意味 を 

もつ こと を、 私 は 孤独な 作業 中に も 疑った ことはなかった。 果して 『青銅の 神の 足跡』 は 

刊行 後、 多くの 人び との 関心と 注目 を あつめ、 私の 期待 は ほぼ 満 された。 おそらく 今後 民 

俗学の 研究 対象から 金属の 主題が 無視され る こと は あるまい。 

『青銅の 神の 足跡』 を 昭和 五十 四 年の 六月に 上梓した 私 は、 『鍛冶屋の 母』 を その 年の 十 
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月に 刊行した。 いずれも 金属の 主題 を 取扱って いるが、 前者が 古代 を 対象と している のに 

対して、 後者 は 中世 を 対象に している。 中世の なかに 古代 的な 伝承 や 観念が 残存して いる 

こと を 強調した ものであった。 『鍛冶屋の 母』 の 主題 をつ かんだ の は、 越後の 弥彦神 をめ 

ぐる さまざまな 伝承と 共に、 日本に 伝わる 鉄人 伝説の 存在 を 知った ことで ある。 これらの 

ことが、 これまで 個々 ばらばらに 論じられ てきた 中世の 英雄 譚に ついての 考察 を、 一 つの 

光源から 照射し ようと 思い立つ 動機と なった。 私 は 中世の 英雄 物語の 枠組の 背後に、 物語 

の 構造の 原型が かくされ ている ことに 気がついた のであった。 

私が 金属 をめ ぐる フォク ロアに 固執した 数年間 をす ごした こと は、 金属が 歴史と いかに 

関わり あ つ てき たかを 考察す る 契機と もな つ た。 日本 本土の 社会から 千年 以上 も 遅れて 沖 

繙には 鉄器が 導入され た。 この こと は 沖繙の 社会の 独自性 を 考える 上に 忘れて はならない 

ことで ある。 金属 器に よる 支配が おこなわれなかった 時代、 沖繙の フォク ロアの 核 は 何で 

あった ろうか。 共同体の 信仰 は 何 を 軸と して 動いた であろう か。 この 重要な 問題 を 正面に 

すえて 論じた 歴史家 や 民俗学 者の 例 を 私 は 知らない。 

『青銅の 神の 足跡』 と 『鍛冶屋の 母』 は 私の 民俗学の 研究の 里程標であった。 しかし 振 返 

えれば、 それ も 五 年 前の ことにな つた。 

昭和 五十 九 年 十 一 月 八日 

谷川 健 一 


お 初出 一覧 


第五 巻 は、 『青銅の 神の 足跡』 (集英社 刊 一 九 七 九 年) 『鍛冶屋の 母』 (思索 社刊 一 九 七 九 年) を 収録した。 

それぞれの 初出 雑誌 は 次のと おりで ある。 

「青銅の 神の 足跡」 

「青銅の 神」 の 足跡 (『すばる』 二十 三 号 一 九 七 六 年 三月) 「青銅の 神」 の 足跡 その 二 『一 目 小僧 その他』 批判 (同 

上 二十 四 号 一九 七 六 年 六月) 「青銅の 神」 の 足跡 その 三 宇佐 八幡 を 中心に (同上 二十 六 号 一九 七 六 年 十二月) 

「青銅の 神」 の 足跡 その 四 新羅の 王子 • 天日 槍 をめ ぐって (同上 二十 八 号 一九 七 七 年 四月) 「青銅の 神」 の 足跡 

その 五 神 日本 磐余彦 火々 出 見 (神武) の 系譜 (同上 二十 九 号 一九 七 七 年 六月) 「青銅の 神」 の 足跡 その 六 耳 族 

と 天日 槍の 婚姻 (同上 三十 号 一九 七 七 年 八月) 「青銅の 神」 の 足跡 その 七 伝承と 記録の 深淵 (同上 三十 一号 

一九 七 七 年 十月) 耳と 目の 結婚 (『展望』 一九 七 八 年 八月 号) 最後の ャ マト タケル (『歴史と 人物』 一九 七 八 年 七月 号) 

を 加筆、 再構成。 

「鍛冶屋の 母」 

弥三郎 婆— 『流動』 一 九 七 九 年 二月 号、 三月 号 

伊吹の 弥三郎 —同 右 一 九 七 九 年 四月 号 

酒呑 童子— 同 右 一九 七 九 年 五月 号 原題 「犬 江の 酒呑 童子」 

平将 門— 同 右 一 九 七 九 年 六月 号 原題 「将門 鉄人 説」 

弁慶— 同 右 一 九 七 九 年 七月 号 


戸隠の 鬼女— 同 右 一 九 七 九 年 八月 号 原題 「戸隠の 鬼女 紅葉」 

風 を 待つ 人び と I 『東京 新聞』 夕刊 一 九 七 六 年 十 一 月 八日 

千 種の 谷で— 『小川 流 煎茶』 六 号 一 九 七 六 年 四月 

壬 申の 乱の 一 考察— 『東アジアの 古代 文化』 十 号 一 九 七 六 年 十月 

鍛冶 神の 南下 I 『鍛冶屋の 母』 一九 七 九 年 十一月 
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谷川 健 一 著作 集 


® 第 I 卷= 民俗学 篇 I 

魔の 系譜 神 • 人間.. 動物 

魔の 系譜 (全) 神 • 人間 • 動物 (全) 

ゆ 第二 卷= 民俗学 篇 n 

民俗の 神 民俗 紀行 

R 俗の 神 (全) 出 雲の 神々 (全) 流浪の 皇子た ち 

埋もれた 日本 地図 白峯 紀行 他 

め 第三 卷= 民俗学 篇 m 

柳 田 学と 折 口 学 

「遠 野 物語」 の 世界 山人と 平地 人 柳 田 国 男の 

冒険 折 口 信 夫 再考 共感の 精神と は 何 か 他 

• 第四卷 = 古代 学篇 I 

古代史 ノオト 信仰と 神話 

古代史 ノオト (全) 豊 玉姫考 祭場と 葬 所 古代 

人の 自然 親 察 日本 神話の 風土 性 他 

き 第五 卷 = 古代 学篇 n 

青銅の 神の 足跡 鍛冶屋の 母 

青銅の 神の 足跡 (全) 鍛冶屋の 母 (全) 

♦ 第 六 卷= 沖 縛学篇 

琉球 弧の 世界 

北国の 旅人 宫古綾 語と 八重 山の 悲歌 与那 国. 

石垣. 宫 古の 旅 太陽の 洞窟 わが 沖襌 他 


⑩第七 卷= ^女性 史篇 

女の 風土記 無告の 民 

女の 風土記 (全) 無告の 民 非 日常 世界との 交錯 

日本の ュ— ト ピア 近代の 暗黒 他 

® 第 八 卷= 民俗学 篇 W 

常世 論 日本人の 宇宙観 

常世 論 (全) 古代人の 宇宙 創造 古代人の カミ観 

念 王権の 発生と 構造 儀式の 演劇 性 他 

傪 第九卷 = 民俗学 篇 V 

地名と 風土 

地名— 土地に 刻まれた 文化遺産 地名と 日本人 

火の 国の 譜 呼吸す る 民俗 文化 海山の あいだ 他 

• 第 十 卷= 文学篇 

海の 群 星 わたしの 「天地 始之 事」 

最後の 攘夷 党 
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